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山 鹿 語類 卷 第二 十七 

士談六 

一 四 勇 

£) 

師曰 はく、 勇 は 人々 天性 相 そな はりて、 內に義 あるが ゆ ゑに 外 はづる こと あるとき 

は、 W ち 勇武の 形 を 生ずる 也。 しかれ ども 血氣に まかせて 生ぜん はまことの 勇に 非ず- 

テヌ ルハ  キナリ 

內義に 感じて 外にい さみ 猛 きを 以て まことの 勇と すべ し。 されば 見い 義而不 爲 者き： 

レ 勇と はこの 心 也。 而 して 人の 天質に 膂カ たくましく、 精氣陽 盛に して 其の 質 人に ま 

される あり、 武藝の 術に 長 じて、 それに 從 つて 勇 をます あり、 大軍 をた のみよ き 馬 を 

もち、 それに 便りて 勇を勵 ます あり、 其の 時 其の 場 其の 仕樣 を 具に 糾理せ ざらん に は 

いづれ を 甲乙と 定めが たし。 必竟 唯だ義 をた だして 其の 術の 用を詳 にし、 是れ に從っ 

て 其の 力 をつ くさん こと を 以て、 まことの 勇と は 云 ふべき 也。 しかれ ども、 亦 一事 一 

士談六  七 


苘は 時つ 九 平 記 ふに^ 山 次 2 
前 そ 、じに 家卷 、魅 平武郞 直^ 

の m. 出物 第敉せ 一お ifi:tf 
/- 太 梶づ語 三 平 し 谷 所^  • 熊 
な麸原 卷十盛 をの 季 • 同 谷 
り ^锾 第 七衰云 戰重平 小 次 


山 鹿^ 弒卷 第二 十七  八 

P 一の 勇な りと て、 是れ を不レ 用と 云 ふに は不レ 可レ有 也。 

師曰 はく、 會手を 見て 致す は 信の 勇に 非ず と 古人 もい へり。 故に 熊 谷 • 平 山が  一 二 

(S  (二) 

のかけ は 同勢 を 頼む が ゆ ゑ 也、 梶 原が 一 一度の かけ は 源 太 を たづね ての こと 也と 云 ふ 評 

あり。 或は 相手 を きら ひて 可：. 致 所 をのが し、 揚を きらうて 可 1 仕 わざ をせ ざらん は、 

(期) 

勇の 至りと は 云 ふべ からず、 皆た よる 慮あって のこと 也。 あてて する 處 なく、 專ら剛 

勇 をな さん 事， 是れ 天性の 勇と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 長 曾 我 部 元 親の 內に、 田 中 新 右衛門と 云 ふ輕ロ もの ありし が 云へ る は、 

某 無筆なる に 冈 りて、 臆病と 云 ふ 字 を ある 出家に 尋ねければ、 むねの 病と 書きて 臆病 

シレ  シル  (鎗) 

とよむ と 申す。 是れ ほど 尤もなる こと は 無, 之。 子細 は合戰 おくれに 可, 成、 我れ 人 や 

り を 取る 時に、 吐 逆 仕り 色ち が ひする 人 あり、 是れは 胸に 例の 持病あって、 如レ 此の 

時分に 指 出づる ものなる ベ しとい へ りと ぞ。 

つな  つか ふ  みた 

師曰 はく • 渡邊綱 は蜣峨 源氏 渡 邊黨の 元祖 也。 祖父 源 仕より 武 州に おもむいて 箕田 

と 云 ふ處に 居住す る こと 三代、 綱も箕 田に て 生れければ 箕田源 次と 云へ りけ り。 攝津 

きんと き 

夺 頼 光に つかへ て、 網 • 公 時. 貞 光. 季武 とて 世に 四 大王と よばれけ る。 內 にも 綱 を 


m り 豆 作 記 り に;^ の 年 吾 2 

°« るに 、は 5 條八妻 vj 

兼 韮 、は敉 山 に 月 翁 
隆山今 八 平 木 吾 出 十 治 こ 
は 町の 牧蹙に 妻づ七 承の 
平な 伊に 袞作截 日 事 


隨 一 の 勇士と す。 大 江山に 入りて 酒 典袁子 をた ひらげ、 羅城門 をと ほりて 鬼 の^をき 

なみ 

りし 事 は、 人々 のしれ る 物語 也。 武勇 倫 を はなれて、 m に 希有の ものと 云へ り。 

師曰 はく、 佐々 木 經高は 秀義が 次男 也。 源賴朝 義兵 を 起し 玉 ふの 時、 佐々 木 秀義が 

子 兄弟 四 人、 先づ賴 朝の 命に 從 つてけ り。 されば 源 家の 軍 はじめ、 八 牧の兼 隆を夜 打 

し 玉 ふに、 定綱 • 經 高 丄咼綱 先 づ堤信 遠が 所 をお そうて ける が、 經高 一番に さきがけ 

して 矢 を はなちけ る。 是れぞ 源氏の 平家 を 退治せ し 最初の 一矢 也と 云傳 へたり。 それ 

より 兄弟 三人、 八牧が 館に 入りて これ を誅 せり。 壽永ニ 年に 上 總介廣 常を誅 せらる る 

に、 經 高弟の 高 綱と 賴 朝の 命 をう けて 打 手たり。 その外 度々 の戰功 甚だ 多し。 弟の 高 

綱 は 石橋 合戰 に自. ら賴 朝の 名字 を 賜 ひて、 殿 をつ とめて 大功 を 立て、 宇治川の 先陣 を 

こころよ  《五) 

S) 尾 島 合 つとめて 魁 を 快くす。 盛 綱 は 藤戶を わたす。 ともに 勇猛の 兄弟 也。 

& の前悄 な 

^卷 l^f?  師曰 はく、 仁 田 忠常は 豆 州の 生れ 也。 頼 朝に したがって 石橋 山に 戰ひ、 その外 西 海 

奧州陣 を 皆 相つ とむ。 曾 我 十 郞祐成 を 打 留め、 比 企の 能 員 を 殺せる も 仁 田が 勇 也。 後 

に 頼 家の 命に 因りて 富 士の人 穴 を さがす 事、 尤も 勇武に 非ず して は 難レ叶 こと 也。 

. 師曰 はく、 熊 谷 直 實は武 州 熊 谷の 住人 平氏 也。 平 治の 亂に、 源の 義 平にした が ひ 郁 

士談六  九 


山 鹿 語類 卷 第二 十七  一 o 

芳 門 を かためし もの 十六 騎- 直實 その 隨 一 たり • 賴 朝に したが ひま ゐら せ、 常 州^ 竹 

二)  (二) 

を 退治の 時、 さきがけ を 致し、 攝州  一 ノ 谷に て義經 の陣 にあり しが、 此の 殿 は 人に さ 

# ど ぐち 

きがけ させ 玉^ まじと 云 ひて、 大手 生 田の 森に 至りて 城戶 口に 付き、 父子 问 音に なの 

り、 日本 第一 の剛 者ぞ、 我れ と 思 はん 人々 は 出合 ひて 打ちと めよ と、 再三よ ば はりけ 

！  »  >  .  デ  むしゃ どころ  いでき た  くらやみ 

れ ども 未だ 夜 ふかな れぱ敵 も不， 出、 その 內に平 山 武者 所季 重出 來る。 晚 闇に 證人 

あけ 

もな く 死なん は正體 なしと 云 ひて、 夜の 明 を 待ちて ける。 夜明けければ、 日本 第 一 の 

剛 者と 名のる は、 東國に はげに 此れ等 こそ 名 ある 者なら め、 空しく かへ すべから ずと 

て、 平家の 侍 廿三騎 出合 ひしに、 大に戰 つて、 越 中次 郞兵衞 盛 嗣 • 惡 七 兵 衞景淸 と 出 

合 ひけれ ども、 兩士っ ひに 不, 叶して 域の 中へ 入りぬ。 世 以て 美談す る處 なり。 後に 敦 

盛 を 打ちて 頸 を 送り、 殆ど 遁世の 心を發 す。 後 奥州 退治の 時、 頼 朝 その子 直 家 を 本朝 

無双の 勇士と 稱し玉 ふ。 是れ  一 ノ谷 において 父子 相と もに 命を棄 てん 事 を 欲すれば な 

り。 熊 谷 父子が 勇た めし すくなし。 直 實鶴岡 八幡宮 放 生會の 時、 流鏑馬の 的 立に ささ 

れ ける 時、 ^憤 を 申しけ る は、 御家人 は 皆 傍輩な り、 射手 は 騎馬 也、 的 立 役人 は步行 

也、 勝 劣 あるに 似 たれば 御意に 難， 從と云 ひて これ をつ とめず。 後に 姨母 « なりし が 


§ 吾妻 翁 

建久 II 一年 十 一 

月 二十 五日の 

條 に出づ 


(四) 局の 珐 

稱 


(五) 法然上 

人、 漆 問 氏、 

名 は 源 空、 淨 

土宗の 開祖、 

建せ 二 年 寂、 

年 八十、 圆光 

大師と いふ 

S 建久三 

年 十 一 HM 一十 

五お の條 


け  S  パ 

下 權守直 光と、 熊 谷 -久 下の 境 を 論じ、 對 決に および 一言の 返答に 不， 及、 剩へ 御前 

かねて 

において 申しけ る は、 梶原景 時の 直 光 を 引き 玉 ふゆ ゑに、 兼 日 彼れ が 事 を詳に 申入れ 

クノ  シ  こと 

られ たるなる べしと 惡 口し、 如 レ此御 裁許の 上 は、 理 運の 文書 無, 要と いき どり、 繂未 

だ を はらざる に 文書 をまい て御壺 の 中に 投入れ、 則ち 座 を 起ちて 西 侍に 出で、 自ら 刀 

をぬ いてもと どり をき り、 再び 出仕すべからず と 云 ひて 走り出で、 歸 宅に 不レ及 逐電 

ざ ふしき 

す。 頼 朝 をし み 思 ひて、 則ち 雜色等 をつ か はし、 伊豆 • 相 摸の 所々 を 尋ね しむべし と 

命ぜら ると 云へ り。 熊 谷つ ひに 入道して 上洛し、 東山黑 谷に 到り、 法然 上人 を師 とし 

れんしゃ うばう  ズ 

て 一 筋に 出 離を修 し、 蓮 生 坊と號 して 往生 を とげぬ。 事物の 理を詳 に不， 究 して 放逸 

なること 多し といへ ども、 其の 勇氣 の不, 撓事は 取りて 可, 用。 されば 出家 入道しても 

ゼ (五)  キル 

其の 志不， 變、 源 { 仝の 旨に 殆ど 相 かなへ り。 其の 勇の 物に 及ぶ 處可, 見 也。 然して 理に 

くらき とき は、 其の 勇の 出 づる處 皆亂に 及んで、 大丈夫の 眞 勇に 不, 至が ゆ ゑ、 或は 

忠を かき 或は 禮を棄 て、 唯 だ 心の 欲する に 任す。 是れ又 以て 可, 戏也。 東鑑に 直實が 

こと を 評して、 於 ，ー 武勇 一 者雖， 施 一二 人 當千之 名； 至 ニ對決 1 者不， 足 二 再往知 十之才 一と、 

久 下と 對 決の こと を 論ぜる もこと わり 也。 

士談六  二 


( 一 ) 源 牛^ 

袞記卷 第 十五 

に出づ 


(二) 信太義 

K、  f 

うて 敗れ、 中い 

綱 も W れて S 

に奔 り、 柊る 

と *- ろ を 知ら 

す 

3) 今 85、 

xij 市と 香く、 

武 « 北 埼玉郡 

にあり、 盛袞 

K はは 鍵 慕と 

あり、 ここ は 

平^物語 によ 


山 鹿 語頻卷 第二 十七  一 二 

師曰 はく、 足 利 忠綱は 藤 原 姓、 下野の 住人に て、 數代名 ある 勇士 也。 治 承の 亂に、 

源 賴政高 倉の 宮を いざな ひま ゐらせ 南都に 入れ 奉らん とて、 先づ 宇治の 平等 院に 入れ 

奉りし 時、 宇治橋 三 間 はねて 寄 手 を 待つ 所に、 平家の 大將知 盛 • 重衡は 直に 南都へ 追 

ひかく。 上 總忠淸 • 上總大 夫 判官 忠綱等 は 平等 院に押 寄せ、 是れに 敵 ありと みければ • 

知 盛 以下 もこ こに 馳せ加 はる。 橋 は 引きたり 河 は 水 早し、 中々 わたるべ くも 非ず。 如 

佝 せんと ありし に、 足 利忠綱 その 比 は 十七 歲、 又 太 郞と云 へ るが、 進み出で て、 眞先 

かけて 下知し、 三百 餘騎の 兵 一人 も不, 流 河 を こす。 而 して 平等 院の惣 門の 前に 打 寄 

せ、 皆 紅の 扇 を ひらき 名乘 りけ る は、 下野 國の 住人 侬藤 太秀鄕 五代の 苗裔 足 利 太郞俊 

綱の 子 又 太郞忠 綱、 生年 十七 歲、 小事 は不レ 知、 大事の 軍 は三箇 度、 未だ 不覺 比らず 

'：  (二) • 

と名乘 りぬ。 哀れ 大剛の 勇士と 云 ふべ し。 後に 志 太 先生に したが ひて けりと 也。 無双 

の 勇士 也と 世 以て 評す。 

(-1) 

師曰 はく、 河原 太郞 高直 • 同 次 郞盛直 は 武藏の 私の 黨 なり。 源平 一 ノ 谷の 合 戰に、 

人 まぜ もせず 兄弟 唯 だ 二人、 大手 生 田の 森に 先が けして 城 中に 入り、 兄弟 同じ 枕に 打 

.tr-c  to^ltts^  <  -o 彼れ が 末孫に 川原 兵 凍 介 重 行、 文 ^Ml; 年 攝州神 南合戰 に、 赤な にくみし 

々/r ス f  ，T1 と 一 N*^  <；  L て 討死す。 阈も不 レ替、 巧 日 も不レ i2« 死し ける こそ 不思鞣 の ij と 也と 也。 


出 平の 受 東る 元 さ 
づ記 時け の 。弘ち 
卷な再 大正 三 
第 り 度 第 成年 吉 
六 。防 を 、に 野 

に太戰 引關當 朝 


師曰 はく、 寛 元 五 年若 狹前司 奢 村 以下 法 華 堂に あつまり 各-自害の 時、 能 登 前 司 光 

村 自ら 刀 をと りて 我が つら をけ づり、 獍ほ 見知らるべし やと 人々 に 尋ねて、 聊か ひる . 

s)  S 治 元 む なかり しと 東鑑に 出で たり。 ことなる 勇猛の 士と云 ふべき 也。 

年. KH: 五日 及 

お 日の 條に 師曰 はく、  F 慶ニ年 赤 坂の 狨責の 時、 人昆 四郞 入道 恩 阿、 本 間 九 郞資貞 に 向って 語 

りけ る は、 御 方の 軍勢 雲霞の如く なれぐ ぱ敵 陳を資 落す 事 疑な し、 但し 事の 樣を 案ずる 

に、 關東 天下 を 治めて 權を 執る 事數 代に 及べり、 天道 缺盈 の理遁 るる 處 なし、 某 不肖 

の 身なりと い へど も、 武恩を 蒙りて 齢 已に七 旬に 餘れ り、 今日より 後 さした る 思 出 も 

なき 身の、 そぞろに 長生して 武運の 傾かん を みん 事 も 老後の 恨 なれば、 明 の 合戰に 

必ず 先が けして、 一番に 討死して 其の 名 をの こさんと 存 ずる 也と かたりければ、 本 間 

心中に はげに もと 乍 A 思、 枝葉の こと をの 玉 ふ 者 哉、 是れ ほどなる 打ち こみの 軍に、 そ 

ぞ ろなる 先懸 して 討死したり とも、 さして 高名と も 云 はれま じ、 されば 只 だ 某 は 人な 

みに 可 一一 振舞 一と 云 ひければ、 人 見よ にも 無輿氣 にて 本堂の 方へ 行きけ る を、 本 間 怪し 

み 思 ひて 人 を 付けて みせければ、 矢 立 を 取 出して、 石の 鳥居に 何事と は不， 知 書付け、 

己れ が 館に かへ りぬ。 本 間され ば こそと 思 ひ、 まだ 宵より 打 立って、 唯 だ 一騎 東條を 
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さして 向 ひ、 石 川 河原に て 夜の 明くる を まつ。 朝霧の 晴 問に、 南の 方より 白 母 衣 かけ 

たる 武者 一 騎赤 坂の 城へ 向 ふ。 何者 やらん と 馬 打ちよ せて みれば 人 見 也。 人 見、 本 間 

のた ま  だしぬ 

を 見付けて、 昨夜宣 ひし こと を 實と思 ひなば、 孫 程の 人に 出拔 かれつべ しと 打 笑って、 

しきりに 馬 を はやめぬ。 本 間 あとに 付きて、 今 は 互に 爭レ 先に 及ばず、 一所に て 尸 を 

さらし、 冥途まで 问 道すべし と 云 ふ。 人 見 申す にや 及ぶ と 返事して、 赤 坂の 城に 至り、 

武藏阈 の 住人 人 見四郞 入道 恩 阿、 年つ もりて 七十 三、 相 摸國の 住人 本 間九郞 資貞、 生 

年 三十 七、 鎌 倉 を 出で しょり、 軍の 先陳を かけて 尸を戰 場に 曝さん 事 を 存じ 相 向へ り 

と名乘 りて ける。 城 中の もの ども、 跡 を みれ ども つづく 武者 もな し、 又 さまでの 大名 

ともみえ す、 只 だ 置きて 事の やう をみ よと、 東西 鳴 を しづむ。 人 見 • 本 間 腹 を 立て、 

だしへ い 

馬より 飛んで おり、 堀の 上なる 細 はし 打 わたり、 二人ともに 出 1$ のわきに そうて 木戶 

を 切りお とさん とす。 城 中 これに 驚きて、 土 矢 窓 やぐらの 上より あめの ふるが 如く 射 

たれ ども， 佝かは 一 足 も可レ 引、 命 を 限りに して 二人とも 一 所に 打 たれぬ。 是れ まで 

ひ. CB- 

2)  «2« 從へ る聖、 最後の 十 念 をす すめ、 二人が 頸 を 乞 ひとり、 天 王 寺に かへ り、 本 間が 子に 

みせければ、 源 內兵衞 安忠 やがて ひじり にかくれ 打 出で て、 石の 鳥 井 をす ぐるに、 我 


が 父と ともに 打 死し ける 人 見が 書付け たる 歌 あり、 是れぞ まことに 後世までの 物が た 

りに 可レ留 事よ と 思 ひて、 右の 小指 を 喰 切って、 其の 血 を 以て 一 首 を 側に かき そへ、 

赤 坂の 城に 向 ひ、 馬より 下り 弓 を わきば さみ、 械戶を 叩き、 城 中の ひとに 可レ申 こと 

2 ) 

矢 窓の ありと 云 ふ。 誰人ぞ とて、 兵 二人 櫓の 小 間より 顏指 出して 問 ひければ、 是れは 今朝 此 

意 

の 城に 向って 打 死 候へ つる 本 間が 嫡子に 候、 人の 親の 子 を 思 ふ 哀れみ、 心の やみに 迷 

ふ 習 なれば、 共に 打 死 せんこと を 悲しみて、 我れ に 不知， して 只 だ 一 人 討死 候、 相伴 

ふ ものな くして、 中途の 途に迷 ふらん、 さ こそと 思 ひ 遣れ 候へ、 同じく 打 死して、 無 

跡まで 父に 孝道 をつ くし 候ば やと 存じ、 只 だ 一 騎相 向へ り、 城の 大將に 此の 由 を 申さ 

れ、 木戶を 開かれ、 父が 打 死の 所に て、 同じく 命 を 止めて 其の 望 を 達し 候 はんと、 慇 

勲に事 を こ ひ、 洎に 咽んで 立ちぬ。 一 の 木戶を 堅めた る 兵 五十 餘人 其の 志 を 感じて 木 

戶を 開き、 逆茂木 を 引の けし かば • 資忠 馬に 打の り 城 中に 入りて、 五十 餘 人の 敵と 火 

をち らして 切 合 ひ、 遂に 父が 打 たれし あとに て、 太刀 を 口に 呀へ てうつ ぶしに つらぬ 

かれて うせに けり。 先が けの 兵旣に 城へ 向 ひて 打 死と 披露 ありければ、 大將 則ち 天 王 

寺 を 打 立ち • 上宮 太子の 前にて 馬より 下り、 石の 鳥居 を 見 玉 へ ば、 左の 柱に、 「花 さ 
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かぬ 老木の 櫻 朽ちぬ とも 其の 名 は 苔の 下に かくれ じ」 と、 一首の 歌 を かいて、 其の 次 

に武藏 の國の 住人 人 見 四郞恩 阿生 年 七十 三、 正 慶ニ年 二月 二日、 赤 坂の 城へ 向って 武 

恩 を 報ぜん ために 討死 仕り 畢ん ぬと かけり。 叉 右の 柱に、 「まてし ばし 子 を 思 ふやみ 

ちまた 

に 迷 ふらん 六の 街の 道し るべ せん」 と 書きて、 相 摸の 國の 住人 本 間 九 郞資負 嫡子 源內 

兵衞 資忠、 生年 十八 歲、 正 慶ニ年 仲春 二日、 父が 死骸 を 枕に して 同じ 戰 場に 命 を 止め 

畢ん ぬと 書せ り。 勇士の 義、 父子の 恩、 骨 は 化して 黄壤ー 堆の 下に 朽ち ぬれ ど、 名 は 

留まりて 萬 代の 今にの これり。 尤も 可, 謂， 一 勇士 一也。 

師曰 はく、 赤松 則祐 かつら 川 を 越す とき、 駿馬に 鞭 をす すめ、 漲りて 流る る瀨 枕に 

逆波 を 立てお よがす る を 見て、 飽間九 郞左衞 門 尉 • 伊東 大輔 • 河原 1 一郎 . 木 寺 相 摸 • 

宇 野 能 登守國 頼、 つづいて 颯と 打 入る。 宇 野 • 伊東 は馬强 くして、 一文字に 流 を截り 

(二 】 

て 渡る，。 木 寺 相 摸 は 逆卷く 水に 馬 を 被, 放て、 胄の手 反 斗り ゎづ かに 浮かんで みえけ 

るが、 波の 上 を やおよ ぎけん、 水底 をゃ潛 りけん、 人より 前に 渡り i: きて、 河の 向の 

流洲に 鎧の 水を瀝 つて 立ちぬ。 彼等 五 人が 振舞 をみ て、 尋常の 者なら ずと や 思 ひけん， 

六 波 羅のニ 萬 餘騎. 人馬 東西に 辟易して、 あへ て かかりあ は ざり しと 也。 五 人の 勇力 


(押)  ク ノ 

に 二 萬の 兵の 恐るべき にも あらね ども、 勇 氣の物 をお す 事 亦 如レ此 なる ベ き 也。 

(15  、  ふさ ► 

^に！^ 師曰 はく、 建 武ニ年 三 井寺の 合戰 に、 三 井寺の 衆徒 五百餘 人木戶 口に をり 塞がり、 

, 第 ザ 2  It  ^ 

命 を 捨てて 戰 ひける 間、 寄 手 百餘人 堀の き はに てう たれ、 後陣す すみかね たる 中に、 

新田 

械 中より 木戶 をお ろして 堀の 橋 を ひけり。 義 助是れ をみ て、 云 ひが ひなき 者 どもの 作 

法 かな、 縐 の木戶 一 つに 支 へられて、 是れ 程の 城 一 っを责 落さぬ と 云 ふ 事 や ある、 栗 

生 *篠 塚 はなき か、 木戶 取って 引き やぶれ、 畑 • 百 一理 はなき か、 切って 入れと 下知せ 

お ほそ と ば 

らる。 栗 生 • 篠 塚是れ をき き、 馬より 飛んで おり、 五六 丈の 大 卒都婆 を 二 本 わたして 

{巧)  はしわたし 

S) 太平 記 ければ、 畑六郞 ニ旦理 新左衞 門、 御 邊達は 橋 渡の 剁官 になり 玉へ、 我等 は合戰 しつべ 

は 六 郞左衛 門  つち (狭間) 

に 作る  しと 戯れて、 はしの 上 を さら/ \ とわたり、 木戶 口に 付く を、 三方の 土 ざまより 鎗長 

刀に てっきけ るに、 百 一理 十六まで 奪って 捨っ。 畑是れ をみ て、 のけ ゃ屛引 破らん と 云 

ひて 走り かかり、 右の 足 を あげて 木 戶の關 の 木 を 二 蹈三蹈 ふみければ、 二 筋 わたせる 

つ はもの 

(五) 延元ニ 八 九 寸の關 の 木 中より 折れて、 木 戶の扉 も 屛柱も 同時に 倒れければ， 防ぐ 兵 五 百餘人 

年 高 師泰、 義 

四方に 敗 散して、 一 の木戶 やぶれた りと 云へ り。 是れ によって 三 井寺 速に 落城して、 

おむ 太^-記 

4^ «6 41 匕 こ； ！3  (五)  ひおどし 

セ  新田の 兵大 にか てること は、 彼れ が 勇力に よれり と 也。 金 崎の 城に て 栗 生左衞 門火 威 
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の g_ に 龍 頭の 胄を 夕日に 耀 かし、 五 尺 三寸の 太刀に、 柏木の 棒の 八 角に 削りた るが 長 

さ 一 丈 二三 尺 も 有らん と覺 えたる を 打 振り、 大勢の 中へ 走り かかり、 片手 打に 二三 十 

(二  * 

かさねろ ち  いぬ ゐ  うちす  (一一) 

重 打に 打 立てられ、 寄 手 四 五十人 犬 居に どうと 打 居 ゑら れ しも、 栗 生が 働 ゆ ゑ 也。 畑 

六 郞左衞 門 時 能 は、 後に 北國に 下向して、 鷹巢の 城に ゎづか 廿七騎 にて こもり、 越 前 • 

加 賀- 能 登. 越 中 • 若狹 五ケ 國に宮 方の 狨ー ケ所 もな きに 循 こもり、 持ちつ め、 尾 張 

(三) 

くきみ じか にぎ  ひとつ ひきり やう 

iir 高 經が大 軍 を 引きう け、 四 尺 三寸の 太刀に 三尺 六寸の 長刀 莖 短に 拳り て、 一 引兩 

みつす は 丈  か V じる し  さん づ  しほつ ぐろ 

に三粼 書きた る 笠罄を 馬の 三 頭に 吹き かけさせ、 鹽津黑 とて 五 尺 三寸 有りけ る 馬に、 

金 をく さりた る 馬 鎧 かけさせ、 劣らぬ 兵 十六 騎 左右に 相隨 へ、 畑 將軍是 にあり、 ^張 

守は佝 くにお はする ぞと 呼びて、 大勢の 中へ かけ 入り、 四角 八方に 切って ま はり、 高 

經の 三千 餘騎 東西南北に 追 散らして、 帷幕の 下に 打 かへ り、 其の 兵 を みれば、 五騎ぅ 

たれ 九 人 は 深手 負 ひて、 畑 もつ ひに 死し ぬ。 畑 は 元と 武 州の 住人に て、 年 十六 七より 

5 はて  (wn 

相撲 を このみ、 圾東八 ケ國に ならびなき 上手 勇力に て、 うでの 力 筋 ふとく、 股の しし 

むら あつく、 天性 勇猛の 生れ 付な りし。 物 は 類 を 以て あつまる 習 なれば、 彼れ が 甥に 

くわいし ゆん  (五)  けん 

所 太夫 快舜 とてお とらぬ 惡 15 あり、 又 中間に 惡八郞 とて 井口の 大力 あり、 此の 外に 犬 


(三) 輪の 中 

に筷に 一 線 引 

きたる を： K ふ* 

す はま は洲液 

の 形 


<E) 太平 記 

に は、 むらし 

し卽 ち 村 肉と 

眷け kv 

(五) 缺 唇の 

事 


t  t  ななつ 

獅子と 號 して 不思議の 犬 も あり e 此の 三人の 者 ども、 闇に だに なれば、 或は 大鏜に 七 

もの  くさり 

物 を 持つ も あり、 或は 帽子 甲に 繅 著て 足輕に 出立つ 時 も あり。 さま-^ に 樣をか へ て 

敵の 向 城の 邊 にしの び、 犬 獅子 を 先立て 城の 用心 を 伺って、 其れにしたがって 働きけ 

る。 無双の 勇士 也と、 世 以て 稱美 せり。 

お ナは^  師曰 はく、 越 前金 崎 城に 新田が ありし とき、 小 笠 原 信 濃 守 推しよ せて 攻めけ るに、 

寄 手 船に て 仕 寄せ、 城の 兵 堅く 守りければ、 遙に 船に 棹して 各-引き とりける に、 あ 

と を みれば、 中 村の 六 郞と云 ふ もの 痛手 を 追うて 舟に 乘り おくれて、 磯隱れ なる 小 松 

の 陰に 太刀 を 倒に ついて、 其の 船よ せよ と 招け ども、 あれよ/,, \ と 云 ふ 斗り にて、 助 

けんとす る 者 もな し。 ここに 播磨國 住人 野中 八郞貞 國是れ をみ て、 知らで 有らん は 力 

なし、 御 方の 兵、 船に 乘り おくれた らん を、 見ながら 不, 助と 云 ふこと や ある、 此の 舟 

漕ぎ もどせ、 中 村 助けん と 云 ひけれ ども、 人敢 へて 耳に も M 入れず。 貞國大 にい かり、 

おりた 

人の さす 柊 を 引きう ば ひ、 逆 櫓に 立て、 自ら 船 を さしもどし， 遠淺 より 下 立ちて、 只 

だ 一 人中 村が 前へ 步み 行く。 城 中是れ をみ て、 手 負 ひて 引き かねた る 者 は何樣 宗徒の 

(下) 

人 なれば こそ 是れ をうた せじと、 遙に 引きた る 敵 どもが 艾 返し 合せたり、 折 合って 首 
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を 耿れと 


II 


人が ほど 中 村が 後へ かかりけ る を、 貞國 ちと も不 レ騷、 長刀の 石 突 


二) 太平 記 

卷^ 十七、 隆 

被 レ寄事 に 出 

づ 

(二) 南お 


ゝミ  S  0  S 

を 取り のべて、 向 ふ 敵 一 人 もろひざないで 切りす ゑ、 其の K を 取りて 鋒に W き、 中 村 

を 腐に 引かけ、 閑 かに 舟に 乘 りければ、 敵 も 味方 も是れ をみ て、 あっぱれ 剛の もの. か 

なと、 人 皆 感じけ りと 也。 

師曰 はく、 延元 元年 東 寺の 合戰 に、 八幡より 寄せけ る 宮方勢 三千 餘騎 にて 鳥 羽；^ 道 

東 寺の 南 大門の 前へ 寄せけ るに、 高武 藏守師 直が 五百餘 騎射 立てられ 引退く。 敵彌- 

(IP  ノ  (二)  . (じ) 

勝に 乘 りて、 持循. ひしき 循 • かづき つれて 攻めけ るに、 未 申の 角なる 土 S: の 上の 高 

栴 一 っ责 敗られて 燒 けにけ り。 城 中是れ にさ わぎ、 聲々 に ひしめ けど も、 將軍尊 氏 卿 

、  /力  かんきん 

ゆし も 不レ騷 鎭 守の 寶 前に 看 經心靜 にいた し 玉 ふ。 其の 前に 問 注 所の 信 濃 人道 道大 • 

土 岐伯耆 入道 存孝 二人 ありけ るが、 存孝 あたり を 屹と見 て、 哀れ 愚息に 候 惡源太 を 上 

の. 手へ 向け 候 はで 是れに 留め置き なんに は、 此の 敵 をば 暫時に 追拂 ひつ ベ しと 云ふ處 

へ、 惡源 太參れ り。 存孝 喜んで、 將 軍の 御 人事 此の 時 也、 一騎な りと も 御邊打 出で、 

此の 敵追拂 ふべ しと 云 ふ。 惡源太 長って 承 (候) とて 立ちぬ る を、 將軍 暫くと て、 いつ 

s  S  2 しょつ くり ひやう 2 ぐ- り  ひ で もの 

も はき ぞ へ に 仕 玉 ふ 御所 作の 兵 庫錄の 太刀 を 引出物に たま はる。 惡源太 此の 太刀 を烚 


に 年 n 平; 3 
出 討 ほ 記! 2 
づ 死軍卷 
事事 第 
の 附十下 
條^ 七 太 


3)  as、 

普通の 弦の 上 

も賴絲 にて 卷 

き、 これに 漆 

も^りた る も 

の 


あら ひが は  こがね. つく リ 

はりて 彌- 心い さみ、 洗 革の 鎧に 白星の 冑の緖 をし め、 只今 玉 はりた る 金 作 の 太刀 

は  ひ # を 

の 上に 三尺 八 寸の黑 漆の 太刀 を帶 きそへ、 卅六 差いた る 山鳥の 引尾の 征矢 森の 如くに 

(111)  (嚙)  (K  S 

ときみ だし， 三人ば りの 弓に せ きづる かけて くひし めし、 態とす ね あて はせ ず。 時々 


ふか だ 


は 馬より 下りて 深 田 を 歩まん 爲と 也。 北の 小 門より 打 出で、 羅 城門の 西へ 打 ま は 


(畔) 


馬 をば くろの かげに のり はなち、 敵 を さしつ め 引きつめ 散々 に 射る。 南 大門の 寄 手 色 


いちもつ 


めく 所 を、 惡源太 是れに 利 を 得て、 かけ 足 逸物の 馬に 打の り 敵の. 內に 入りて、 敵 多く 

切って おとし、 十 一 騎に手 を 負 はせ、 のった る 太刀 を 推 直して 立ちぬ。 惡源太 一人に 

數 干の 寄 手 かけ 立てられ、 皆し どろに なりぬ ると き、 高師直 千餘騎 にて 作 道 を 下りに 

かけ 立ちぬ といへ り。 惡源 太が 勇 以て みつべし。 ここに 新田 義貞、 今 道. 西 坂 本より 

推 寄す。 義貞坂 本 を 打 出で し 時、 皇居に 參 りて、 天下の 落 居は聖 運に まかせ 候へば 心 

いかさ. *i 

とする 所に 候 はず、 何様 今度の 軍に おいて は、 尊 氏が 籠りて 候 東 寺の 中へ 矢 一 つ 射 入 

れ候 はで は 歸り參 る まじと 申して 出で ぬ。 其の 言に 不, 違、 敵 を 一 的 場の 內に實 寄せ、 

ゆん づゑ 

今 はかう と 喜び、 旗の かげに 馬 を 打す ゑ 城 を 睨み、 弓 杖に すがり 高らかに いへ る は、 

しかしながら 

天下の 亂 やむ ときな く" 罪な き 人民 を 安くせ ざる こと、 併 只 だ 義貞. 尊 氏の 胸中に 
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鹿譖 截卷 第二 十七 


二 一 


出づ 

(三) 世 田の 

茨な り 


ひとりみ 


あり、 縐に 一 身の 大功 を 立てん 爲に 多くの 人 を 苦しめん より は、 獨身 にして 戰を 決せ 

んと思 ひて、 義貞 ぼら 軍門に 向へ り、 それ か あらぬ か、 矢 一 つうけ て 知り 玉へ と、 二 

(一一！)  t つぶせ  (S) 

人 張に 十五 束 1 一 伏 あくまで かためて 射 こみぬ。 其の 矢 二重に かいたる 髙榨を こえて、 


尊 氏の 坐せ る 帷幕の 中 本堂の 見の 柱に 一 ゆり ゆりて 立ちぬ。 尊 氏 これ をみ て、 元來獨 

身の 戰 我がね がふ 處 なり、 此の 木戶 あけよ と宣ふ を、 上 杉 伊豆守 是れ をと どめ、 楚の 

ふかいり  y きかた 

項 羽が 漢祖に 向つ て獨 身の 戰をこ の みした と へ を 引き、 義貞 そぞろに 深 入して 引 方の 

なさに、 よき 敵に あ ふやと、 たたいて 狂 候と 云 ひければ、 義 者の いさめに 從 つてと ど 

まれり と 也。 


2 


師曰 はく、 篠塚 伊賀 守 は 畠 山 次， 郞重忠 に 六 代の 孫、 武藏 の生產 也。 新田 義貞 にっか 

(脇 30 

へ、 栗 生 -襍 塚 -畑*  ；且理 とよ ばれし、 其の 隨ー の 者な りし。 義 助に ともな ひ 豫 州に 

(三)  " 

行きて , 世 良田 の 城に こもり、 義助 病死の 後、 大館左 馬 助 世 良田に おいて、 細 川 刑部大 

輔頼 春に せめられ、 打 死 を とげぬ。 相從ふ 兵士、 或は 敵に 引く みさし ちがへ、 或は 自 

(其 力) 

害して 死にけ るに、 襍塚 一 人 かって 我氣 色な く、 大手の  一 二の 狨戶の こりな く 推 開き、 

只 だ 一 人立ちたり。 降 人に 出づる やと みれば、 左に は 非ず、 紺 糸の 鎧に 龍 頭の 甲の 緖 


をし め、 五 尺 三寸の 太刀に 八 尺 餘の金 さい 棒 わきば さみて、 定めて 名 は 聞きぬべし、 

今 は 近ければ 我れ としれ、 これ こそ 新田 殿の 內の篠 塚 上， 我れ と 思 はんもの は 討って 

勳 功に ぁづ かれと て、 百 四 五十 騎の 中へ ぎきせ ず 打 入る。 さして 急ぐ こ ともなく、 さ 

いき ほひ こと (柄) 

しあ ゆみく とほる。 其の 勢 事が ら勇銳 たるの みに 非ず、 かねてき きし 大力の 剛の 

もの なれば、 誰か は 是れを さへ ぎりと どむべき、 百 餘騎の 勢 東西へ 颯へ 引退いて 中 を 

あく。 篠塚、 君の 御大 事 是れに 限る まじ、 又 後 Rr に 見參に 入るべし と あざ笑って 通る 

遠矢に 射て 射 ころせと あとに 付きて 追 ひかくる。 篠塚 少しも さわがず、 小歌うた うて 

なかち が 

閑 かに あゆみ 行く。 敵 近付けば、 ああ 御邊 達いた く 近づいて 頸に 中 違 ふなと 笑って 立 

留まる。 篠塚 名譽の もの なれば、 もしゃ 打ちと めんと しけれ ども、 某が 鎧 はかたん \ 

の 矢 はよ も 通る まじ、 す は 射て 見 玉へ と、 うしろ を さし まかせ やすみ 居る。 敵 二百 餘 

騎に六 里の 道 をお くられ、 其の 夜の 夜半 斗り に 今 張の 浦に つけり。 ここにて 舟 や ある 

か こ  (數 多)  J 

とみれば、 敵の のりすて たる 船、 水 手 斗り のりて 餘の 沖に あり。 是れ こそ 我が物よ と 

悅ん で、 鎧 著ながら 浪の上 五町 餘 りおよ ぎ、 その 船に とびのり、 此の 船出して 隱岐へ 

(SJ ゾ 

おくれと、 ±" 餘 人して くり 立ちけ る碇を やす/ \と 引 あげ、 十四 五 ひろ ありけ る 帆柱 
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かるん \ と 押 立て、 屋 形の 內に 高枕して いびき かいて 臥す。 水 手楫取 これ をみ て、 穴 

おびただし、 凡夫に は 非ず とて、 則ち 順風に 帆 を あげ、 隱岐の 島へ 送りて けりと ぞ。 

師曰 はく、 觀應ニ 年宮方 京攻の 時、 義詮 都を攻 落され、 桂 川 を わたり、 向 ふの 明 神 

を 南へ 打す ぎければ、 將軍尊 氏 大軍を 率ゐて 山陽 道より 上洛す。 義詮大 に 喜び、 叉 取 

つて かへ して 京都に 入る。 宮 方の 大將桃 井 直 常 は、 東 山 を 後に あてて 賀茂川 を 前に さ 

かひ、 八幡の 勢の 攻 寄せん ずる 程 を 待ちて、 態と 期 をのば す。 寄 手 は 搦手の 勢の 相圆 

を 待ちて 未， 掛、 互に 相對 して 勇 氣を勵 ます 程に、 或は 五騎十 騎馬 を かけす ゑ/ ヽ、 

自在に 敵に あたらん と、 馬 をのり 浮ぶ る も あり、 或は 母 衣袋より 母 衣 取 出し、 ここ を 

(先途)  あ ふぎい つき 

せんどと 思へ る氣色 あら はれ、 最後と 出立つ 人 も あり。 かかる 處に桃 井が 扇 一 揆の中 

より、 長さ 七 尺 斗り なる が ひげ 黑に 血眼に して、 火 威の 鎧に 五 枚胄を 著、 鍬 形の 間に 

紅の 扇の 月日 出した る を不, 殘 開きて、 夕陽に かがやかし、 樫 木の 棒の 一 丈 あまりに 

みえた るをム 角に 削り、 兩 方に 石 突入れ、 右の 小脇に 引き そばめ、 只 だ 一 騎 河原 面に 

乘 出して、 高聲に 申しけ る は、 戰 場に のぞむ 人 ごとに 死 を輕ん じて 討死 を不 1 志と 云 

ひ W ろ 

ふ 者な し、 今日の 合戰に 光政 ことに 打 死 をき はめ、 日 來の廣 言 をげ にもと 人に 云 はれ 


(二) 矢 をつ 

け. ^弦 だけ を 

引く、 外見 だ 

けにて 實際役 

に 立た ざ る こ 


んと存 ずる 也， 其の 名人に しらる ベ き 身 にても あらねば 餘 りに こと，^ しき 樣 なれ ど 

も • 名字 を 申す に 候、 淸和 源氏の後 胤 秋 山 新藏人 光政と 申す もの 也、 仁 木 • 細 川丄咼 

家の 中に、 吾れ と 思 はん 人々. は名乘 つて 御 出 候へ、 花やかに 打 物 仕り、 見物の 陲をさ 

.  .  «  にしが しら  ひか  あ 

まさせん と 呼びて、 勢 あたり を はらうて 西 頭に 馬 を 立てて 扣ふ。 ここに 丹の 黨に、 阿 

ぶ •  、  たつが しら  かひし s ぎ 

保 肥 前 守 忠實、 唐 綾 おどしの 鎧に 龍 頭の 冑を 著、 四 尺 六寸の 貝鎬の 太刀 をぬ いて、 さ 


こがね づ. 


はき そ 


や をば 河の 中へ 投入れ、 三尺 ニ寸の 豹の 皮の 尻 鞘 かけた る 金 作 の 小 太刀 帶 副へ、 只 

だ 1 騎 大勢の 中よりの り 出して、 事新しく 耳に 立てて 承る 秋 山 殿の 御詞 哉、 是れは 執 

事の 御內に 阿保 肥 前 守 忠實と 申す もの 也、 元弘. 建武 以後 三百 餘箇 度の 合戰 に、 敵 を 

2  ) 

なびけ 御 方 を 助け、 强 きを やぶり かたき をく だく 事 其の 數を 不, 知、 白 引の 精兵.： ^水 

しづく 

練の 言に お づる人 あら じ、 忠實 が. 手柄の 程 を こころみて 後に こそと 呼ば はり、 閑 々と 

馬 を あゆませよ する。 兩陳の 兵 あれみ よと て、 軍 を 止めて 手 をに ぎる。 數 萬の 兒物衆 

はか たづ を 呑んで 是れ をみ る。 相 近くに なれば、 阿保と 秋 山と につ こと 打 笑 ひて、 弓 

手に かけちがへ 馬 手に 開き 合 ひて、 秋 山 はたと 打てば 阿保う けなが す。 阿保 持って 開 

(切)  うち そば 

いてし とと きれば、 秋 山 棒に て 打 側め- 三度 逢 ひ 三度 別る。 秋 山 は 降 を 五 尺 斗り 切 折 


士 談 六 


五 


誤 2 出卷 2 しあに：： 

3 つ' 第 c: たる はレ 

二 る も 扇 
n 十 太な こ w 太 
田 二 平ら こ 扇 平 

の に 記ん 咤と 記 


山 鹿 語類 卷 第二 十七  二 六 

つば もと  はき ぞへ 

られ、 手本 ゎづ かにの こり、 阿保 は 太刀 を鏵 本より 打 折られて、 帶 添の 小 太刀 斗り に 

なれり。 師 直是れ をみ て、 忠實は 打 物取りて 手 はきき たれ ども 力量な し、 カ增 りに あ 

うて 始終 は 叶 はじ、 あれ 討た すな、 秋 山 を 射てお とせと 下知す。 究竟の 精兵 七 八 人 河 

原 表に 立ち わたり、 雨の ふるが 如くに 散々 に 射る。 秋 山 件の 棒 を 以て、 只 中 を 指して 

來る矢 二十 三 筋まで 打 落す。 忠實も 情 ある 者 也ければ、 今 は 秋 山 を 討たん ともせず、 

剩 へ 御 方より 射る 矢 を 制して 矢面に こそ 塞がりけ る。 かかる 名人 を 無代に 射殺さん ず 

かく  うち の 

る こと を 惜しみて 也。 角て 兩方打 除きて 諸人の 目をぞ さましけ る。 その 比 靈佛靈 社の 

御手 向 扇のば さら 繪 にも、 阿保 • 秋 山が 河原 軍と て、 かかせぬ 人 はな かりし と 也。 

〔二) (脇 3) (豫) 

師曰 はく、 新田の 義 助伊與 の國府 にて 病死す。 細 川 刑 部 大輔賴 春 この 機 をのが さじ 

と、 先づ世 良田の 城 をせ めんと す。 ここに 金屋 修理 大夫經 氏、 敗軍の 士卒 相 あつまり- 

二 千餘騎 ありし を、 細 川が 目にあ まる 大軍 を是れ にて かけあ はん 事い かが 也と て、 只 

だ 一騎 當 千の 兵 をす ぐり て、 三百 人え り 出し、 大將細 川と 引く みて さしち が へんた め 

まんだ ら 

に、 一様に 曼陀羅 を ほろ にかけ、 とても 生きて はかへ る まじき ことなり とて、 十 死 一 

生の 日 を 吉日に 取りて 指向 ふ。 さる ほどに 細 川 七 千 餘騎の 勢に て、 千 町が 原へ 打 出で 


て 敵の 陣を みれば， 渺々 たる 野原に 中 黑の旗 一 流さし 上げて、 ゎづ かの 小勢に て ひか 

ふ、 一 定^ 物の 兵 をす ぐり、 大勢の 中 を わり、 頼舂に 近付きて 勝負 を 決せん とのた め 

(鬼 力) 

なるべし と 配流す。 金 屋が兵 敵の 陣に打 入り、 命 を 惜しまず 相戰 ひければ、 宮 方の 兵 

ゎづ かに 十七 騎に 打ちな さる。 經氏猶 ほ 生きの これり。 十七 騎の兵 自ら 敵に あたる こ 

と 十餘ケ 度、 陣を 破る こと 六ケ 度に 及ぶ といへ ども、 未だ 痛手 を もお はず、 つかれた 

る體 もな し。 敵の 大將の 馬 物 具 をみ しらねば、 近付く こ ともなりが たし。 さした る 事 

もな き 軍勢に 逢うて 打 死 せんより、 いざや 打破って 落ち行 かんと 一同して、 十七 騎の 

兵 又 馬の 鼻 を 引返し、 七 千 餘騎を かけやぶ り、 一騎 も 遂に 打 たれず、 道 後の方へ ぞ蔡 

ちに けりと 也。 ことなる 勇士と 見えぬ。 

ョ} 

(5 太平 記 師曰 はく、 楠 (木) 帶刀正 行 住吉へ 打って出で、 山 名 伊豆守と 戰 ひける とき、 楠が 勢 

卷 1 二十 ョ. •  しんば ち げん I う 

出づ  の 中より 年の 程廿 斗り なる 若武者、 和 田 新 發意源 秀と名 乘リ、 冼 革の 鏜に大 太刀 小 太 

刀 二 振 はいて、 三尺 餘の 長刀 を 小脇に さしはさみ、 しづ/ \ と步 ませ、 小歌うた うて 

あ SG れ うぐわん 

進みたり。 其の 次に 是れも 法師 武者の たけ 七 尺 あまりと みえけ るが、 阿 間 了 願と 名乘 

り、 小 太刀 はいて、 柄の 長さ 一 丈餘 にみ えたる 槍、 馬の 平 頸に ひき そ へ て、 少しもた 
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いき ほひ こと 

めら はず、 手繩 ゆる/ ヽ とさし くつろけ て 歩ませて かけ 出したり。 其の 勢 事が ら尋 

常の 者に は 非ず とみえながら、 あとに 績く勢 もな く、 あれ やと 斗り 云 ひて、 山 名が 大 

勢に 只 だ 二人つつ とかけ 入り、 前後左右 を 突いて ま はり、 矢庭に 十三 騎突 落し、 猞ほ 

大將に 近付かん と 目 を かくる。 山 名が 勢 これに 辟易す る內 に、 楠 つづいて かかり けれ 

山 名 伊豆守  ク  タ 

ば、 山 名 天 王 寺 を さして 引退く。 時 氏す でに 可 レ被レ 打、 渡邊の はしぎ はに て 腹 を 切ら 

ん とせし 間に、 安田 彈正忠 はしりより、 如何なる ことに 候ぞ、 大將の 腹切る 所に て は 

(守)  S 負) 

候 はぬ 者と S ひて、 己れ が 六尺 三寸の 太刀 を もり 木に して、 時 氏 を 鎧の 上に かきお ひ 

て 橋の 上 を わたるに、 もり 木の 太刀に せきお とされて 水に 溺 るる もの 數を しらず とに 

(1) 正 平 二 や。 勇力の ほど 可， 見。 是れは 霜月 卄 六日の こと 也。 十二月に 楠 正 行 打 死にき はめ、 四 

なみ 

條繩 手に おいて 高師 直と 相戰ふ 時、 和 田 倫 を はなれて 大に戰 ふ。 楠 兄弟 さしち がへ て 

(伏) 

伏す。 自餘 の兵卅 二人 思々 に 腹 かき 切って、 上が 上に 重なり ふす。 和 田源秀 一 人 は、 

まじ 

如何して まぎれた りけん、 敵の 中に 交り、 師直 にさし 違 へんと 伺 ひ 近付きけ る を、 近. 

(見知) しんば ち  もろあし 

比 河 c より 京へ 降參 せし 湯淺八 郞是れ をみ しり、 新發 意が 後へ 立ち ま はり、 諸 足 切つ 

てきり すゑ、 た ふるる 所へ 走りより、 むず と 組む。 源秀 下にな りければ、 押へ て 頸 を か 


かんとす。 和 田 朱 を そそぎた る 如くなる 大の眼 を 見開きて、 ^淺に 首 を とられぬ。 大 

剛の ものに にらまれて、 ^淺 臆して や あり けん、 やがて 重病 をう けて 身心 惱亂 し、 俯 

仰の 間に 只 だ源秀 がいかれ る 眼の みみえ て、 七日に あたれる 日^ 淺っ ひに 死せ りと 也。 

師曰 はく、 太 田 道灌の 末流に 太 田 源六資 高と 云 ふ もの、 武州 江戶の 住人に て、 大力 

の剛の もの、 八州に 其の 譽れ あり。 凡そ 三十 人して 動かしが たき 大石を かろぐ と 動 

かす ほどの したたかもの 也。 彼れ が 弟 源 次 三 郞* 源 四郞、 ともに 大力の 勇者 也。 大永 

三年 江戶の 城へ 北 條氏綱 を 引 入れ、 管領 を 追 落しぬ といへ ども、 城に は 遠山 を 置きて 

太 田 を不レ 用に 付き、 美 濃 守 入道 三 樂齋を 相談して、 房 州の 里 見 義弘を 引出し、 江戶の 

械を责 落し、 永く 畳 島 郡 を 知行して、 江戸の 域 を 可, 取と 思 立ち、 彼れ が 菩提 所 法 音 

寺と 云 ふ 法 華 寺の 番神 堂に あつまり、 神 水 をのみ て 太 田 三 樂幷に 里 見 義弘に re し 合 は 

す。 永 祿七年 正月に 相 州鹄臺 において 一 戰 をと ぐ。 源 六 遠山が 兵 をみ しり 大に戰 つて、 

矢庭にす すむ 兵六騎 まで 切って おとし、 其の 比 相 州 無双の 强 兵と きこえし 志 水に わた 

り 4: つて、 つげの 棒に て 太刀 打 をら れ ければ、 翌日の 戰に は鐵の 棒の 八 尺に あまれる 

を 打 ふりて 相戰 ふ。 小 田 原 勢の 先手に、 太 田 下野 守と 云 ふ は、 源 六が しう となりけ る 

士談六  二 九 
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c£ 無) 

が、 源 六を兑 て、 まさな き 謀叛 を 企てけ る ことの 不義なる にや、 我れ 味方に あれば、 

いかにもして 先非 を 悔いて 降參 せよ と 云 ひければ、 源 六と かくの 返答に 不レ 及、 しう 

との 下野 を 深 田の 內へ 落し 倒す。 なさけなき 次第な りしと にや、 つ ひに 戰 やぶれて け 

りと 也。 すべて 勇力 を 事と して 道 を しら ざれば、 勇力 ことん， \ く 害と なること、 古今 

に 其のた めし 多き こと 也。 

師曰 はく、 武田信 虎より 信玄 まで ありし 原 美 濃 守 は、 下 總の千 葉の 侍 也。 父 は 原 能 

登 守 友 胤と 云 ひ、 千 葉の 家より 牢浪 して、 甲 州に 行きて 武 田に 屬す。 度々 戰功を あら 

はして、 州に おいて 原 美 濃 守が 上に 出づる ものな し。 信 虎の 時、 大永 元年 今 川 家の 

侍 大將賴 島 上總介 正成駿 遠の 人 衆 を ひ きゐ 甲 州へ 働き 入りけ ると き、 武 田の 一族 以下 

相 あつまり、 武田 滅亡に 究 まれる と ありし に、 信 虎 手段 をめ ぐらし、 二 千の 兵に て 二 

萬の 敵 を 追 崩す。 此の 時 原 美 濃 守 大將福 島 を 打取り、 輻 島が 伯父 山 縣淡路 守 を 小幡山 

城 守 打取り、 兩人 ともに 大に疵 を 蒙る。 ここにお いて 信 虎 (より) 虎の 字 を 賜 はり、 山 

城 は 虎 盛、 美 濃 は 虎 胤と いへ り。 十七 歳より 走り 廻り、 五十 三ケ 度の 戰 功也。 中 比 小 

田 原へ 牢浪 して、 四 年の 間に 氏 康の證 文 を 九 力 もてり。 而 して 又 甲 州に かへ りぬ。 山 


< ！) 横に 棟 

引きた る 上 

に ふた まほ ど 

出で たる 半 《? 

め 意な らん 


< 二)  ^の 名、 

相桉國 にあり、 

北 條と武 田の 

铰 


(^冕)  二) 

縣が 備に さし そ へられて、 弓矢の いけん 談合 を 致せる 也。 兩へ 一 一 間 斗り 出で たる 半月 

の 指 物に、 冑の眞 向に 原 美 濃 守 平 虎 胤と かける 立 物 をいた せりと 也。 馬上 卅五 騎、 足 

輕百 をぁづ かり、 信玄 家に て隨 一 の 足 輕大將 也。 

師曰 はく、 信玄 家の 足輕 大將、 伊勢 侍に 橫田備 中 守、 手疵 三十 ケ所餘 り、 戰功 甚だ 

(介 ほ)  8 俣) 

多し。 甘利備 前に かい ぞへ 也。 美 濃 侍 多々 淡路 守、 遠 州 かつまたの 侍 小 K 山城 守、 い 

ラ  かう さか 

づれ も不， 劣 勇猛の 功 者 也。 多々 は 板 垣に さし そ へられて、 小 幡は高 坂が かい ぞ へな 

り。 武 田の 家の 隨 一 の 者 どもと きこ ゆ。 山 本 勘 介 は 三 川牛久 保の ものに て、 才智 勇猛 

又 世に ためし 少き者 也。 

(二) 

師曰 はく、 三 增合戰 に、 馬場 同心に、 とび 大贰と 云 ふ根來 法師の 弟に 二位と 申す も 

の、 馬場 備にて、 旗本よりの 撿使眞 田 喜兵衞 一番 鎗を いたせる をみ て、 旗本 衆の 二番 

鎗 はい やなりと 云 ひて、 持ちた る やり を 抛ち、 刀 をぬ き、 場所に て 敵の すね を はら ひ 

或は 頸の 骨 を 切って、 八 人まで 切りた ふしたり とい へり。 すぐれたる 勇者と 云 ふべ し- 

師曰 はく、 元龜 三年、 三州吉 田に 酒 井 左 衞門尉 これ ありし 時、 山 縣三郞 兵 衞信玄 の 

先手 を 承りて 吉 田へ 働き、 せりあ ひの ありし に、 山縣內 廣瀨江 左衞門 ニニ 科 肥 前 かく 

士談六  一一 二 


n)  0. 

乂；^ #、 又景 

政、 大： 》 本人 

名辭 4,1: に は 信 

粽， o あり。 こ 

の 戦に 六十 一一 

歲 にて S 死す * 

uis 武^^お 
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れも なき 勇者な りしが、 吉 田の 宿械 にて 敵 味方 見物の 中に て、 戶田左 門 • 大津 戶左衞 

門と やり を あはせ、 廣瀨は 物見 番 にて、 酒 井 左衞門 尉と 三度の 內 二度まで 言 を か はせ 

りと 也。 長篠 の合戰 に、 馬場 美 濃 守 內小营 五郎兵衛 • 廣瀨 江左衞 門と 大久保 七 郞右衞 

門 • 同 治 右衛門 兄弟、 十八 度 迄 互に 馬上に て乘 入りの りかへ し、 よき 言 をつ かひ、 か 

さし ypj 

け 合の せり 合 あり。 大久保 七 郞右衞 門 は 蝶の 羽の 指 物、 治 右 衞門は 金の つり 鏡、 小菅 

ほ ろ 

は 赤き 母 衣ば り、 廣瀨は 白き 母 衣 張な りきと ぞ。 是れを 長 篠竹廣 のき は 正樂寺 前の 働 

と號 して、 其の 比 世 以て 美談す。 廣瀨. 小菅は 十三 度の かけ 合、 大久保 兄弟 は 十八 度 

迄の 働 也。 此の 時 三 科 肥 前 は 初めの 手 合に 疵を 蒙りて ければ、 重ねての 戰には 不レ合 

と 云へ り。 天 正 十 年 甲州沒 落の 時、 源 君 甲 州へ 被, 寄 一一 御馬 一廣 瀨 ニニ 科 を 被.： 召 出； 

御加增 1 一 百 貫 を 賜 はり、 酒 井 左 衞門尉 • 石 川 伯耆守 • 大久保 七 郞右衞 門 . 同 治 右衛門 

を 被 二 引合； 長篠の 事被レ 命、 御稱美 ありし とに や。 右 長篠の 時、 佐久間 右衛門 尉 初め 

備 へたる 山 を 馬場 美 濃 守 信 房 方へ 取りて、 其の 塚へ 馬場が 山路の 旗 を 押上げて、 初め 

(耱) 

働きた る人數 をば あとへ くらせ、 信 房 手勢 新手 三百 餘 にて 堅く 備へ ける 事、 勇 剛の至 

り、 その 比の 沙汰に すぐれた りと 云 ふ 評判な りしと にや。 


卷第 十七に 

出づ 


(三) 馬の 毛 

色に より 诅ふ 

相手 も定 むる 

た. 9 


(二  )_H が 9 ぶち 

師曰 はく、 曲 淵 庄左衞 門 は 元と 板 垣駿河 守 信 形が ざう り 取に て 鳥 若と 云へ り。 信 虎 

より 信玄 まで、 數度大 剛強の 働 ある を 以て、 名字 を もら ひ 侍 を ゆるされ、 後に は 板 垣 

(小 谷) しろ ぜめ 

が 被官を やめて、 信玄 より 同心に いたされて 板 垣に 屬す。 信 州 をたり の狨責 に、 板 垣 

信 形 先番に あたり、 せり 合の 時、 廣瀨江 左衞門 • 猪 子 才藏鎗 を 合せ、 三 科 • 曲淵鎗 下 

の 高名 をと ぐ。 其の 翌日 信玄五 千の 兵 を 以て、 扳垣を 先と して 此の 域を责 崩す の 時、 

廣瀨 はよ き 馬 を もたざる 間、 今朝の りて 出で たりし 金の 馬冑 かけた る S をと るべ しと 

211)  i 

毛 付し、 曲 淵は械 主の 頸 をと らんと ことわりて、 明日 其の 詞の ごとく 城主 をうて り。 

廣瀨は 馬 をと る。 五 千の 內 にて、 先手に 二人、 旗本に 小幡 山城が 子 彌ニ郞 一 人の 働と 

き はまる ほどの こと 也。 信 形 死して、 彌ニ郞 代りに、 彌ニ郞 が 同心の 內 を山縣 にわけ 

て 預けら るる 時、 曲 淵 事 は 信 形 恩 を 見た る もの なれば、 彌ニ 郞被官 なみに 板 垣に 可 

レ 事と ことわり を 申して、 彌ニ郞 につく。 後に 本 江 八 郞左衞 門と 板 垣 彌ニ郞 けんく わ 

の 時、 彌ニ郞 切られた る を、 信玄 せんさくの 上に ゆるしお かれ たれば、 板 垣 は 信玄の 

ころし 玉 ふ 也と 云 ひて、 曲 淵 ひそかに 信玄 をね ひ 意趣 をと げんと す。 信玄 其の 覺悟 

を 感じて、 直に 面 謁して 其の 志 をき き、 板 垣は當 座の こと、 武田は 甲 州の 國司 なれば. 

士談六  三 三 
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び 奉公人の 身 

元 引受人 


山^ 語類 卷 第二 十七  一二 四 

信玄を 以て 譜代の 主人と すべし、 その 志 を 引き かへ 可, 守レ， 義の旨 直談の 上、 曲 淵隨心 

(寺 DS 

いたせり。 故に 山 縣三郞 兵衞が 同心に 屬 して、 度々 の 戰功を あら はしぬ。 上 州 てら を 

合戰 に、 和 田八郞 が被官 いそや 與三郞 頸 一 つ、 曲 淵 二つ を 得、 信玄、 いそや は 新參も 

の ゆ ゑに 刀 を 賜 はり、 曲 淵に は 脇 指 を 賜 はるの 處、 いそやより 劣りの 褒美な りと て、 

その 刀 を 以て 信玄の 前にな げかへ せり。 年 未だ 四十に 不レ 及して、 公事 をす る こと 七 

十 度に あまり、 その 內 一度 は 勝ち、 一度 は あっか ひに 致し、 残り は 皆 まけに なれり。 

キノ  かしら 

如レ 此の 無分別 ものなる ゆ ゑに、 評定の 席に おいて は 奉行 を惡 口し 狼藉 をな し、 頭 • 

- りお や  ハ 

寄 親と も不レ 云、 少しの ことに 勇 を 立てて、 我 まま を ふるま ふといへ ども、 信玄 諸士 

に 勇を勵 まさん がた めに これ を宥恕 して 置き 玉 ふとな り。 

師曰 はく、 大熊備 前 は 元と 越後 侍、 山 縣が下 を かりて 武 田の 家に 屬し數 度の 働 あり ( 

上 州 蓑 輪 落城に >  敵と 組 討して ける 內に、 敵に さしもの を とられけ るが、 組み ふせた 

る 敵の 頸 を 取り、 其の後 追 ひかけ さしもの を 取り かへ せり。 信玄 此の 働 を 賞美して 感 

書 を あたへ、 後に は足輕 七十 五 人馬 乘 三十 をぁづ かれり。 

師曰 はく、 初 鹿 傳右衞 門 は 香車の さしもの を 用 ひ、 武 田信玄 にて 旗本の 勇者と 定め 


らる。 中に も駿 州花澤 の城责 に、 城の あげす ど を 名 和 無理 助に あげよ と 初 鹿 巾し かけ 

ければ、 矢鐵炮 はげしく して あげら るる 所に 非ず と 云 ひし を、 初 鹿 立ち ふさがり 自ら 

(赚 ほ) 

あげす ど を 押 上ぐ る。 諷訪越 中 も つづいて、 我が もちた るか まやり にて 付き 上げて か 

へりぬ。 而 して 初 鹿と 諷訪 と兩 人に て、 無理 助が 具足の 上に 著た るな はの 羽織 を はぎ 

取り、 以來 無理 助と は 名乘ら せま じきと 申しけ る を、 四 郞勝賴 あっか ひに て繩の 羽織 

を かへ しぬ。 「無理 之 介 道理 之 介に 名 はなれや 無理なる こと をす る 身で もな し」 と 落 

さか は 

書の ありし も 此の 時の こと 也。 此の 外 酒 勾の 瀨蹈 にも 一番に のり 入れて ける。 勇者と 

云 ふべき 也。 

師曰 はく、 武田信 玄の內 に關甚 五兵衛と 云 ふ もの 元は 濃 州 ものに て 尾 張に 居り、 牢 

人に て 甲 州に 來 りて 奉公す。 駿河 先方に 庵原と 云 ふ 大剛强 の 侍 大將甲 州に 居り、 子細 

ねん fj ろ 

あって 信玄に 改易 せられぬ。 關 本より 庵原と 念 比な りし を 以て、 庵原が 立 退く を堺目 

迄 送りて 立歸 り、 則ち 目 付の もの 迄 ことわり、 此の 由緖を 以て 堺 目まで 送り届け 侍り 

ぬ、 兼 日 堅く 御法度の 事 なれば、 則ち 罪科に 可, 被， 一 仰 付； 檢使 次第に 其の 旨に 可, 應 

と 申しつ か はす。 目 付の 者 この 旨 を 信玄へ 達しければ、 其の 剛强 にして 物に た わまず、 
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身 を 抛ちて 士の勇 を はげませる こと を 感じ、 罪 を宥恕 せし むる 而& にあらず、 足輕を 

ぁづ けられけ りと 也。 

師曰 はく、 上州箕 輪の 械 主長 野 信 濃守內 に、 矢 島 久左衞 門と 云 ふ もの、 度々 剛强の 

ねり  はし  さしもの 

働 あり。 中に も箕輪 落械の 日、 白き 練に 八 子の 梯を かける 差 物に て 城 中より ついて 出 

で、 寄 手 甲陽武 田信玄 旗本の 足 輕大將 城 伊 庵と 鎗を 合せ、 二度目に は 弓 を 持って 城 伊 

謹 へ 射 付く。 こ の 時 矢の ゆがみた る をた めな ほして 射出す ほどの 勇 a の ものな りし。 

是れ を信玄 高所より 見物あって、 則ち 箕輪 落城 已後武 田の 家に 招きて、 七 貰と りし も 

のに 百 貰 を 賜 はりぬ。 後に 遠 州 高 天神へ 武 田信玄 取り かけ、 內藤 修理 武略の 時、 矢 島 

右の 梯の差 物に て 比類 もな き 働 をいた しける と 也。 

師曰 はく、 淺井長 政の 內に遠 藤 喜 右衛門 尉 直 續と云 ひし は、 世に かくれ もな き 勇士 

にて、 戰功度 かさなりて 用 ひられ、 淺 井が 內 にて 名高く 並 もな きものな りき。 信 長と 

淺井長 政と、 江 州 佐 和 山に おいて 初めて 對 面あって、 義昭を 歸洛の 相談 を とげ、 佐々 

木 承 禎を可 二 退治 一間、 長 政 も 助力 可, 被, 申の 段 堅く 約して、 信 長 岐阜へ 歸 らんと あり 

て、 江 州 柏 原に 一 宿 あり、 長 政より 遠 藤と 淺井縫 殿 助 • 中島 九郞 1  一^三 人 を 馳走に 付 


けお ける が、 遠 藤 早馬 をう つて 小 谷に 來り、 信 長の 氣尜 甚だ 剛猛 知謀あって、 後に は 

つ ひに 當家 かれが ために 幕下に 屬 すべし、 唯 だ 今夕 はから ひ 申して、 其の 勢に 濃 州に 

推 入り 玉 はんこと、 何の 子細 か あるべき、 然 らば 某 一 人に 命ぜられよ、 信 長 を 指 殺し 

シ ス  S) 

可レ 申と 云 へ り。 長 政き いて、 一 度 約 をな して、 而 して 後に かひ 鳥 を 殺す ごとくな らん 

事 は 非 二 本意 1 とこば みぬ。 遠 藤不レ 得レ已 して 又 柏 原に かへ りぬ。 其の 志 其の 勇 以て 可 

ル  (三)  キフ 

(5  AB 井 三 レ見 也。 後に 姉 m の合戰 に、 曉大に HIE 長の 本陣 龍ケ鼻 を可レ 襲の 由す すめ けれども、 長 

代 記 第 十四に  レ ヒ 

出づ  政是れ を不， 用に 付き、 さて は淺 井が 滅亡 近き にあり、 明日の 合戰に 敵の 大將信 長 を 

不レ 打ば 打 死すべし と 思 ひきはめ、 人々 に 申し ことわり、 頸 を 一 つきつ さきに 貫きて、 

信 長の 見參 に可レ 入と すすみけ るが、 竹中久 作に さへ ぎら れ、 つ ひに 彼れ がた めに 命 

をお としに けり。 たぐ ひすくな き 勇士に して、 世 以て 美談せ り。 

師曰 はく、 三 籽 家に 中 村 新兵 衞と號 せる は、 ことなる 勇士に して、 三 好四國 より 出 

京して、 度々 の戰に 必ず 魁 殿 をつ とむ。 故に 其の 比鎗中 村と 名付けけ りと にや。 三 好 

家に これ を將 として 大將 の號を ゆるせり とぞ。 永 祿に松 永 多 門の 城に 在り。 三 好 岩 成 

は大佛 殿に 陣取りけ る を、 十月 十日 松 永竊に 兵を發 して、 其の 夜 南都の 大佛を やかし 
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めけ る。 此の 時 中 村 打 死 をと げたり とぞ。 叉 信 長に 林 新 三 郞と云 ふ もの、 度々 はれな 

る戰功 ありし を 以て、 鎗 林と いはれ けりと にや。 天 正 元年 九月 長 島の 合戰 に、 風雨 甚 

しくして 日已 にくれ ければ、 林 しんがり をつ とめ、 終に 打 死 をな せり。 武 田の 家に は 

保 科 憚 正 を翁彈 正と 號 しける と 云 へ り。 源 君の 御家人に 渡 邊半藏 鎗半藏 • 服 部 半藏鬼 

91" す 蹇 

0f  半藏 とよ ばれし は、 猞ほ 以て 珍 布 事 也。 渡 邊守綱 は 十六 歳より 大權 現につ かへ 奉りて、 

數 度の 戰功 あげて 不, 可 レ數、 其の 中に も、 永 祿五年 三 州 八幡に おいて 板倉彈 正と 相鬪 

の 時、 守 綱 一人 殿 をつ とめ、 多くの 味方 を 事 ゆ ゑな く 引き とらせ、 十 度 返し 合せた る 

內に 三度の 鎗 合せたり。 大權現 守 綱 一 人の 鎗を 以て 數十人 をた すけけ る こと を 感悅ぁ 

りけ る。 是れ よりこ そ 鎗半藏 と はよ ばれたり と 也。 同 七 年 正 • 月、 大權現 針 崎へ 御馬 を 

出され 一 揆を御 退治の 時、 中 根喜藏 一 揆と鎗 を 合 はす。 半藏鎗 下にて 太刀 を 以て 中 根 

と 打 合 ひ、 中 根 則ち やり をす てて、 太刀 をぬ いてた たき あへ りと 也。 是れは 其の 比 名 

高き 勇士 矢 田蜂屋 など あつまりて、 戰 場に 一 番鎗 あらんに は、 其の 下にて 二番 鎗は快 

からず、 唯 だ 太刀 を 以て 勝負 をと ぐべき までに こそと 相 かたりけ るが、 守 綱 果して 其 

の 首尾 を 合 はせ たり。 其の 比 は 一 向 宗門の 事に 因りて、 守 綱 等しば らく 一 揆 にくみし 


て の こと 也と ぞ。 

たきぐち 

師曰 はく、 柴 田が 內に水 野次 右衛門と 云へ る もの あり。 柴田濃 州 多 藝ロを 返く とき、 

馬 印 を 奪 はれけ るに、 彼れ 自ら 引き か へ し、 馬 印 を 奪 ひ 取って かへ りしと ぞ。 其の 年 

十六 歳な りけ りと いへ り。 氏 家 卜 全の 寵男弓 削 修理 亮 も、 卜 全 濃 州 太 田に て 打 死 あり 

し を 知らず して 引取りけ るが、 きき 付けて わざと 太 田に かへ り、 大に戰 つて 自殺せ り Q 

このと し 十六 歲な りしと にや。 おとらぬ 勇士の 志 也。 

師曰 はく、 信 長の 下に、 柴田 • 瀧 川 • 丹 羽 • 坂 井 • 森 等が 勇 は 沙汰に 不， 及 こと 也。 

各- 一方の 將を 承って 其の 剛操を あら はせ りき。 疋 夫に は猞ほ 以て ことなる 勇士 も 多 

2  ) 

0:) 前卷三 かりつ ベ けれども、 しるしと めざれば 具に 考 へがた し。 彼の 筑紫出 畸 • 津 島 小 法師な 

四 三 頁袞照 

ど 云へ る輩ぞ * 度々 に 勇 功 をな して、 必ず 魁 殿の 功 を あら はせ りけ る。 刀禰 山の 合戰 

おっつけ 

に、 川 崎と 小 法師と 一度に 頸 を 取り 來れ り。 つね は 川 崎 一番に て 追 付 小 法師と り來れ 

るに、 今日は 一 同に とり 來れ ると 人のお も ひければ、 川 崎 下人に 頸 を 一 つもた せ來 て、 

是れは 道に てす て 置きた る 頸 なれ ども、 はやき 類 ゆ ゑに 取り 来れる 由 を 言上す。 信 長 

定めて 松 野 平 助が すてて とほれ るなる べしとの 玉へ りと にや。 川 崎 も 小 法師 も、 とも 
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同じ 


(二)  二人 は 
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て、 SSS 
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(111) 傾きて 
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に 度々 軍法 を やぶりて ぬけがけ を 致し、 我 ままなる ふるま ひ 多 かりければ、 すねに ほ 

だし をう たれ、 罪科に 處 せられ なんこと 多 かり けれども、 ことなる 勇猛の もの なれば 

信 長 惜しんで 不, 害。 後に は 牟浪の 身と なれり ける が、 其の 比 東北に いまだ 剛敵 あり 

ぬれば、 信 長 若し 問 人に や 用 ひ 玉 ひけん、 はかりが たき 事 也。 川 崎 は 男色の ことによ 

2  ) 

つて 殉死し ぬ。 小 法師 は 謙 信に つかへ、 北 越に て 景勝. 景 虎鋅榍 のとき 死し ぬと いへ 

り。 これ は 平野 甚 右衛門が こと 也。 その 比ち よつ。 ほり 甚 右衛門と もい へり。 いつも 人 

にぬ き 出て 事 をな せりければ、 如, 此ぃ へりと ぞ。 

師曰 はく、 . 兀龜四 年 七月、 義昭 宇治の 掼 島に 榍 籠り 玉へ る を、 信 長 岐阜より 打 立つ 

て、 直に 宇治川に さし のぞみて 軍の 下知 ありし に、 梶川彌 三郞は 佐久間 右衛門 尉 手に 

屬 して 先手に ありけ るが、 旗本へ 軍使に ゆきて ける に、 信 長 かぶいて 一陣に すすみ 玉 

はんと ありし を、 うしろより 冑を 取りて 引きの け 申しけ りと にや。 梶 川つ ひに 先陣 を 

いたし， 稻葉 伊豫 守 さし つづいて、 人數 をまして 戰 ひければ、 稹 島の 籠居 不, 叶して 

義昭降 を 乞 ひぬ。 ここにて 宇治川の 先陣の しらべ ありし に、 信 長、 梶川 •  なるべし と 先 

立っての 玉へ るに 不レ 違ければ， 大に 感じて、 生唼 ましと 云 ふ 名馬 を 彼れ が勳 功の 當 


(四) 尾 張 八 

郡の 中 上の 四 

郡を領 L て橡 

田 伊 势守信 S 

あり、 3石 倉 城 

に 居る • 下の 

SI 郡 を^して 

港 田 彥五郞 信 

友 あり、 斯篏 

氏に： H へ て淸 

洲 城に 居れり。 

信 長， 當時名 

古 a! 城に 在り、 

信 長 は侰 あの 

斯波 氏に 不遜 

なる を 討ちて 

淸洲城 を 取り 

て 之れ に 移り、 

更に 岩 倉 城 を 

攻めて 尾 州 全 

土 を^ 知せ し 

時の ことなる 

べし。 淸須合 

戰記、 縵 m 系 

麵等 にこ の 記 

事 あれ ども、 

平 太 のこと 

は 見えす 

(五) 畲釋 

(六) K 元 を 


(巧 一 


座の 賞に 賜 はれり と 也。 

師曰 はく、 織 田の 家に 服 部 小 平 太と 云 ふ 大剛の もの あり。 尾 州に て 上の 織 田と 下の 

織 田と 戰の 時、 織 田 春 等と 云 ふ もの、 小 平 太と 組んで 兩 馬の 間に 落ち、 心の ままに 付 

合 ひ、 春 等 は のん ど をつ かれ、 小 平 太 は 肱の かかり をつ かれ、 互にいた 手 なれば、 今 

(五) 

日の 合戰 はさし 置いて、 明日 こそ 見參 すべし と、 色體 して 各-己れ が陣 にかへ りぬ。 

小 平 太が 脇 指の 上 はばきの みえ ざれば、 春 等が 元へ 尋ねに つか はしければ、 喉の き は 

より 探り出して か へしに けりと 也。 大剛强 の 働 どもと 云 ふべ し。 義 元合戰 に、 小 平 太 

名乘 りかけ て 打って かかりけ るが、 義元小 平 太が 膝の皿 を わり 付けて 切り ふせ 玉 ひぬ。 

その 內に毛 利 新 介つ とより、 鎗 にて 義元を 突き ふせ、 つ ひに 頸 を 取りて けりと 云へ り。 

實は服 部 小 平 太が 働 ゆ ゑな りと、 其の 比 沙汰せ りと ぞ。 

師曰 はく、 信 長 初めて 京 入の 時、 江 州 北 郡に て、 坂 井 右近 將監が 子久藏 十三 歳に て 

鎗を 合せければ、 靈陽院 義昭幷 に 信 長と もに 感書を 賜 はり、 希代の 面目なり と、 世以 

て稱 美す。 武田左 吉と云 ふ 者の 子、 其の 比久藏 同年に て、 信 長の そばに 伺候いた しけ 

るが、 久藏が 振舞 を うらやみ、 其の 志 肝に 銘じ ける にや、 三 好が 一 黨 各-京 を ひらき、 

談. -ハ、  四 一 
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へ 一 ) 名 は 盛 

政、 信 長の 臣、 

後に^ 田 勝 家 

と共に 秀きに 

5W 對し と-り 

はれて 六條河 

原に 殺さる。 

年 三十と いふ 

武^ 事紀卷 第 

十三に は 二十 

？: 歳に 作る 

0 一) 名 は 長 

1 、 信 長の 勇 

將森 耵 成の 子 * 

翻 丸の 兄な り 
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靑龍寺 山 崎に 引退き ける を、 信 長 つづいて 責め 玉 ふに、 三 好が 陣へ左 吉が子 一 番に馬 

(下)  つよ (逸) 

を 人れ、 敵 問よ ろしければ 馬より 折 立たん とせし を、 其の 身 は を さなし、 馬 は强き 一 

物に て、 敵の 陣中へ 引き こまれ、 つ ひに 打 死す。 左吉 これより 子な かりければ、 土方 

彥三郞 が 弟 を 養 ひて、 武 田宮內 といへ りと ぞ。 久藏 十六 歲 にて 江 州 姉 川の 合 戰に打 死 

す。 勇士の 所, 惜 不, 淺 けりと 也。 

師曰 はく、 佐久間 玄蕃は 廿七歲 にて 生害せられ、 森 武藏守 も 廿七歲 にて 打 死いた し 

ける が、 ともに 其の 比 は 鬼玄蕃 • 鬼武藏 とよ ばれて、 名高き 勇將 なりきと い へり。 佐 

久間 玄蕃が 加賀の 一 揆をを さめて 一 時に 平均せ しめ、 一 揆の 徒黨を 一 度に 殺せし こと. 

尤も 勇猛と 云 ふべ し。 北 越に おいて 戰功を あら はせ しこと 以て 考ふ べし。 森 は 長久 手 

しめ 

の 前に、 金山の 城 を 出で て 羽 黑に陣 を 取り、 犬 山の 池 田に 牒し 合せけ る を、 酒 井左衞 

つぶさ  ダカ 

門 尉 具に 見届け、 後陣の 未, 著 先に 打ち ちらせと て、 奥 平 美 作 守 • 松 平 紀伊守 • 本 多 

璺後守 • 松 平 主 殿 助 等、 已上ニ 千 を 以て 攻め 戰ふ。 武藏 守不レ 叶して、 金山 を さして 

引退き ぬ。 其の後 長久 手に て 甚だ 勇猛の ふりみ えければ、 伊木 淸兵 衞、 武藏 守の 袖 を 

ひかへ、 今日の 御 働 あまりに かぶき 過ぎ 玉 ふに こそと 申しければ、 敗軍の 將は兩 たび 


S) 花、 鼻 
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(五) 信 輝の 
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不レ 謀と 云 ひすて、 彌- 先へ かけ 出で、 つ ひに 打 死して けりと 也。 

師曰 はく、 天 正 八 年 池 田 庄三郞 信 輝 攝州池 田に 在械 し、 兵 庫の 城に は 息 庄九郞 在械 

す。 其の 比 雜賀の 孫 市、 花 隈に在 城す。 七月 兵 庫 勢 草 かりに 出で て 花 隈の邊 を 亂妨し 

ける に、 花隈 より 伏 を 置きて 草 刈の 兵を拂 ひける に、 兵 庫よりも 兵 を 出して 相戰 ふ。 

(花)  (さ 

其の 間に 伊木 璺後守 • 森 寺 淸兵衞 あとの 鼻 隈へ押 寄せて 城 を 取りけ る。 此のと き紀伊 

(六) (古新)  (七) 

守 十七 歳、 庚申 十五 歲 にして 各！ 功 あり。 紀伊守 あせの ご ひの 作 略 は 時に とっての 知 

(古新)  か ち  うはべ むら うまれ 

謀機變 也。 庚申 は、 雜賀孫 市が 歩行の もの 上部 村の 生産 五輪 作 右衛門と 云へ る もの 

(ま ン  f-*c 新) 

す やり を 持ちて 庚申に わたし あへ り。 ここに 秋 田 加 兵 衞と云 ふ 池 田が もの、 十文字 を 

以て 五輪と 仕 合 ひける。 ともに 勝負 不レ 付して 合 引 也。 池田內 牧野 新 九郞も 此の 時 能 

き 働の ありけ ると ぞ。 庄九郞 は 後紀伊 守に 任じ、 天 正 十二 年 四月 尾 州 長久 手に おいて. 

(to  (古新) 

庄 入と 一 所に て 討死 也。 其の 時庄入 五十 歲、 紀 伊守廿 一 歳 也。 庚申 は 後に 三 左 衞門尉 


越 中 守 


輝 政と 號す。 

師曰 はく、 細 川 は 元と 窒 町家の 臣也。 藤 孝の 息忠興 幷に頓 五郎、 十五 十四に て、 天 

正 五 年 十月 松 永久 秀が信 長に そむきし 時、 片 岡の 狨 にて 比類な き 働 ありき。 頓 五郎に 
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S 苞) 

白 母 衣を赦 され、 こ しづと を 信 長より 賜 はれり。 忠興は 元 和 五 年に 剃髮 して 三 齋と號 

す。 頓五郞 は 後に 玄蕃 頭に 任ず。 岩 成 主稅助 淀の 城に て 打 死の 日、 忠興八 歳に て 長 岡 

監 物が 肩に のり、 監物鹿 角の 冑の 角に 取 付きて 見物、 輿に 乘ぜ られ けりと 也。 三齋伎 

に」、 ほ^ 藝に長 じ、 數寄 をた しなみ、 人 以て 稱す。 其の.. 戰 功記 錄 どもに 略 ぼ 記い 之。 中に も 長 

久 手の 時 二重 s にての 殿、 世に しる 處也。 

卢に、 師曰 はく、 下方 左 近將監 は、 天文. 永 祿の間 勇士の 名 ある もの 多し といへ ども、 下 

檢^ 後 

方 は 小豆 坂の 軍に 七本鎗 とよ ばれた る 其の 隨 一 の 者 也。 一 代に 六 度の 一 番鎗を 合せた 

お^ 竹に 挾み、  ル レ  I 

life 敵の 大チ り。 信 長に 從ひ奉 つ て、 急難の こと ある ごとに 不レ離 もの 下方 • 戶田半 右衛門 • 岡 田 

^ に赏る 小い. 

助 右衛門 • 赤 座七郞 右衛門 等 也。 岡 田 は 尾 州 春 井の 郡 小幡の 者に て、 信 秀* 信 長に つ 

敵^ 砲な^ す 

る こ あの 如 かへ、 戰功 甚だ 多し。 是れ亦 七 本鎗の 一人也。 一番 鎗を あはせ し 事 四 度に 及べり。 其 

しと 

の 身 やさしくして、 干戈 をに な ふの 暇に 和歌 を 弄び、 秀歌 多 かりし と 也。 

師曰 はく、 世に 無双 道化と 云へ る は、 元と 美 濃の 齋 藤が 家臣の 筋、 道化 淸十郞 と 云 

へる ものの こと 也。 織 田 信 長に つかへ まゐら せ戰功 度々 に 及べり。 武田信 玄東美 濃へ 

發 向の 時、 森 三 左衞門 • 道化 淸十 郞大に 勇力 を勵 ます。 此の 時に 無双 道化の 四 字 を 信 


0 一一) 信 長 公 

記に は 造酒 丞 

に 作り、 武家 

事 紀卷第 十 11 一 

に擐田 孫三郞 

信 光と あり、 

大日 本人 名辭 

番は繳 田 信 次 

に 作る 


長 自ら 彼れ がしる しの 旗に しるし 玉 へ り。 ここにお いて 世 以て 稱 美して 無双 道化と 云 

よ しな， 

へる 也。 都鄙に 其の かくれな かりき。 坂 本合戰 に、 森 一二 左衞門 可成 打 死の 時、 道化 淸 

卜郞 • 助十郞 兄弟 も 打 死して けり。 

(ヨ) 

師曰 はく、 織 田 造酒 佑、 是れも 小豆 坂の 七 本 鎗の隨 一 也。 天文 • 永 祿の間 武勇の 名 

世に かくれな き 人、 造酒 佑な どをこす ものな し、 尾 州 下 郡の もの 也。 信 秀* 信 長に つ 

か へ、 戰功 あげて 云 ふべ からざる 也。 

師曰 はく、 璺臣 秀吉の 下に、 天 正の 初、 戰功度 かさなりし 輩、 神 子 田 半左衞 門二呂 

田 喜 八 • 戶 田三郞 四郞. 尾 藤甚 右衛門、 此の 四 人毎戰 必ず 戰功を ひとしく し、 世 以て 

其の 名 を しれり。 秀吉 初めて 播州 を 領し玉 ふとき、 彼等 を 賞して 祿知 五千石 宛 を 賜 は 

(S  バ 

りぬ。 宮田 • 戶田 • 尾 藤 甚だ ふづ くみて 不, 悅、 神 子 田大に 喜んで、 拜 領の禮 をと との 

へんと す。 四 入 は 同じく 戰功 をいた せる もの なれば、 三人 も 同じく 禮 を不レ 致して は 

ケ  ど ぅシル 

いかが 也。 神 子 田 も是れ を不, 請 三人に 同じ 可, 然と、 三人 申合せければ、 祌子田 申し 

ける は、 我が 大に悅 ぶこと は 領地 を悅 ぶに あらず、 我等 四 人の 事 は、 手 をお ろしての 

働き、 戰功 誰か こ ゆる もの あるべき、 今 播州の 大國を 領し玉 ふ、 其の 餘 分の 多き も 知 
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レ之、 しかるに 家中に 配分して あまりな きの 間、 先 づ少知 を 賜 ふと 命ぜら る、 此の 言 

我等 を 以て 無知 無才の 者と する 也、 無知 無才なる 我等と 思 ひ 玉 はんに は、 此の 五千石 

も 身に 過 超せり、 ここ を 以て 悅 ぶと 云へ りけ りと 也。 神 子 田戰功 甚だ 多し とい へど も 

常に 是れに ほこって 秀吉を 蔑 如す。 天 正 十二 年 長久 手の 役に、 神 子 田 半 左衞門 二重 堀 

にて 引取る。 あと 勢の くづれ たる を不, 知して、 其の 身 斗り 先へ 引き とりける を、 秀 

士ロ 不審の 所に、 神 子 田 敵の 頸 を 一 つ 提げて 来れり。 秀吉 今に 不 X 始戰 功の 由 を 賞し 玉 

へば、 神 子 田 申しけ る は、 如 1 此の 小事 を 感じ 思 召さん に は、 人皆疋 夫の 働に 心 を 入 

れて、 大 利の 了簡 を 可, 失に こそ 候へ、 如, 此儀 をいた さん をば 一向 叱し 篤り 玉 ふこ そ 

と 云 ふ。 秀吉大 に 怒って、 汝が輩 如 レ此事 をつ とめず して 何事 を かつと むべき や、 分 

を不レ 知して 過言 を 云 ふ 事 甚だす ぎたり との 玉 へ り。 神 子 田 重ねて 云 ふ、 大小の 利 を 

不レ辣 して、 唯だ戰 つて 手 をく だく 斗り を 功と 云 はん は喑將 の 云 也、 ああ 倶に 不レ足 

レ 謀と 云 ふ。 秀 吉日 はく、 汝 さきに 敗軍して 力 をつ とめず、 人 を 捨てて 引退く、 大軍 

の 勝敗い かんして 可, 知、 大 臆病の 至り 也と せめ 玉 ふ。 神 子 田大に 怒って、 眼 闇く し 

て 不レ知 レ見ニ 理非； まことに 喑將と 云 ひつべし と 云 捨てて 出奔す。 それより 西 國に漂 


泊して、 璺 後の 國 にて 秀吉 のために 傷害 せられぬ。 秀吉 甚だに くみ 玉 ひ- 彼れ が 死骸 

を 一 條反 橋に さらし、 自ら 札 を か いて 立て しむ。 其の 詞に、 此の 神 子 田 半左衞 門- 

於 二 敵前-致 二 臆病； 却而及 ニ惡ロ 一之 間、 如, 此被， 一 仰 付 一 候 事な りしと ぞ。 宮田は 中國退 

治の 間戰功 甚だ 多 かりき。 或 時戰功 せんさくの 入札に、 宮田喜 八が 事 にげ ふた を 入れ 

へ 人て たりけ る を 秀吉見 玉 ひて、 信 長の 時の 入札に、 林 新三郞 * を にげ 札 七 枚まで 入れたり 

ヽ て IR 功 *^ 度、  サ 

a し を、 信 長 七 枚の 入札 を 御手に 取り 玉 ひ 新 三郞に 被， 下、 臆病者 どもが その 身の いひ 

せり。 長 島 合  ， 

わけに、 新三郞 にさ へ にげ 札が 入りた る ほどに、 入札 は 用に 不, 立 もの 也と 思 は 十べ 

t ぎ.^? 1 きとの 事 也と 笑 ひ 玉 ひぬ、 今 其の 方に にげ 札の 入り-たる も 此の、！ 3 也と て、 喜^  二 頃 ひ 

(武家 車紀卷  天 正 六 年 

第 土 11) てけ りと にや。 三 木 別 所 退治の 時戰 死せ り。 戶田三 郞四郞 は 後武藏 守と 號十。 關ケ原 

にて 戰 死す。 その 比關 東より 上れる ものの 內に、 戶田武 州 は 一際 はれなる 軍 を 致さる 

べきと、 世 以て 評しけ るが、 不, 違して 潔よ く戰 死す。 尾 藤 は 西 國島津 征伐の 時勘氣 

を 蒙む り、 天 正 十八 年 小 田原陣 に、 野 州奈須 野に て 生害 せられぬ。 

師曰 はく、 天 正 十 一 年 四月、 、江 州 賤ケ嶽 に 於て 七 本 鎗と號 せし は、 石 川 兵 助 • 加 藤 

虎 助淸正 • 同 孫 六嘉明 • 平野 權平 長泰 • 脇 坂甚內 安治 • 糟^ 助 右衛門 • 片桐助 作 直 盛 

士談六  I： 七 


山 鹿 語類 卷 第二 十七  八 

也 。福 島 市松 正則 は 一 番頸を とれり。 是れ 百年 このかた 珍 布き 勇士の 沙汰に て、 世以 

て 賤ケ嶽 の 七 本鎗と 云へ る 也。 石 川 兵 助 は 打 死し ぬ。 加 藤 虎 助 は 後に 主計 頭に 任じ- 

< 一) 淸正記 佐々 成 政が あと 肥 後半 國を領 す。 此の 比 肥 後に 一 揆の狨 多 かりし 中に も、 天草 郡 は 肥 

hlim 後の 地 を 離れて 一 の 島 なれば、 一揆 甚だ 盛に して 急に 退治な りが たかりき。 小 西 は 志 

. .  (二) 

ねれと ト！ 5 岐の城 をせ む、 城へ 天草 本戶の 一 揆大將 民 部大輔 うしろ まきのた めに 出で て、 志岐の 

東の 山に 陣を 取る。 淸 正が 先手 山 岡 道 阿 彌- 岡 田 庄五郞 職 I 一-. 南部 無 右衛門、 この 外 

小 野 木 織 部 §^ひ • 瀧 野 三位な ど 云 ふ もの 相聚 まる。 庄林隼 人 • 森 本 儀 太夫な ど 云 ふ も 

の は、 淸 正が 旗本の 先に さし つづく。 ここに 斑鳩 平 次と 云 ふ もの を 以て、 先の 事 をみ 

(見) 

せに つか はしける が、 か へらざる が ゆ ゑに、 淸正、 飯 田 角 兵衞を 以て 物み とす。 飯 田 

見切って かへ るに、 平 次 先にと どまり、 唯今 戰の 始まる ベければ、 居殘 りて 戰に可 

フ  カラ フ 

レ 逢と 云 ひければ、 飯 田 引立てて、 しらぬ こと を不, 可レ 云、 先手 は 今み よ、 立てら る 

べし、 ここにて 戰に 逢へ るべき 所に 不, 有と 云 ひて 引きつれ 来れり。 淸 正立ち かかり、 

先手の 事 無二 心 元 一と 申されければ、 飯 田き きも 不, 肯、 先手 は 唯今 合戰 仕り まけ 立て 

られ 可, 參、 勝利 は 二の 勝 旗本に もりと 云 ふ。 淸 正證據 はと 尋ねられければ、 敵 東に 


山と り 致し 地の利 を 得、 味方の 日う けあしき 由 を 申す 內に、 先手 立てられて 一文字に 

追 ひか けらる る を、 清 正 小高き 所より 二の 身 を 入れ 立ち 橫を うちければ、， 夭 草 民部大 

(一 5  ILt^ 

ae 淸正記 輔 敗軍して、 二三 里 追討に いたし、 淸正 c 身の 働 比類な く、 十文字の 片 かま (と) なり 

によれば、 「十 

た. る を蹈み 直して、 七 度迄鎗 をいた されぬ。 その 勢に 小 西と ともに 志岐 をせ め 落して、 

お」 み 直して と 志 岐の城 は 小 西に わたし、 それより 小 西 • 淸正も 天草 本 渡 を 責めて 落 居せ しめし 也。 

は 改めて 出な  *  , 

はす S? 右の 合戰 に、 志岐の 押へ に は 水 野 六 左衞門 | 楚日 有レ之 也。 此の 時 飯 田 角 兵 衞は船 手 

の 押へ に有レ 之て、 物見 は庄 林が つとめて けりと も 云へ り。 清 正 肥 後 一 揆 退治の 勇猛、 

倫 を はな. れ たりと 云 ふべ し。 後に 朝鮮 初 度の 征伐に 主 子 • 皇后 を とらへ、 少なき 戰 

功、 再征のと き、 晉 州の 狨責、 蔚 山の 拔入、 朝鮮 兩 度の 征伐に； 〈淸 正に 肩を^ぶべき 

ものな し。 旣に 家臣 飯 田 角 兵 衞に覺 の 字、 森 本儀大 夫に 義の字 を秀吉 より 版 はり、 朝 

S) 

s)  5S 鮮の 筆談 唯 だ 淸正を 以て あてと す。 而 して 庚 子の 役に 軍忠 ある を 以て、 つ ひに 肥 後一 

•Jil. 閼ケ 原の 投  よし^ 

國を 賜うて 肥 後 守に 任じ、 秀 頼に 供奉して ニ條 城に 至り， 大權 現の 好 を 厚く す。 其の 

勇猛 剛橾 ともに 他人の 及ぶ 所に 非ず。 加 藤嘉明 後に 豫 州の 地を領 し、 朝鮮 征伐に 唐 島 

の番 船を乘 捕り、 秀吉 より 感書を 賜 はり、 且つ 本 知 六 萬 二 千 石の 上に 加祿を 賜うて 十 
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萬 石に なれり。 此の 外 平野 • 糟 谷 • 脇 坂と もに 戰 功多し。 福 島 は 庚 子の 關ケ 原の 戰功 

を 以て 藝州 を領 す、 左 衞門大 夫是れ 也。 

師曰 はく、 仙 石 權兵衞 尉 源 秀久は 元と 美 濃の 土 岐の餘 流な り。 初め 信 長に つかへ、 

後に 秀吉に 属して 數 度の 戰 功を顯 はせ り。 天 正の 比四國 退治の 時に、 仙 石い まだ 匹 

夫獨 身の ものな りしに、 行きて 淡 州 をした が へ 切 取に 可レ 仕の 旨 を 命じ、 其の 切 取の 

法 を 詳に敎 示しつ か はし 玉 ふ。 權兵衞 元より 勇猛 甚盛 なりければ、 仰せに まかせ 淡 州 

3  i に 到りて、 つ ひに 洲 本の 城 を 取りし き、 淡路島 平均に 及び、 秀久 家臣 を 以て 其のき を 

吉の 弟、 初め 

木 下 小 市郎と 言上す。 時に 秀吉攝 州 兵 寧に 至り 此の 旨 を 聞き 玉 ふ。 秀 吉の敎 示し 玉へ る こと 符節 を 

、ひ、 美 g 守 

お^。 に P 合せた るが 如し。 而 して 淡 路を仙 石に 賜 はれり。 此の 時 大和 大納言 秀長 • 羽 柴中納 言 

^ つて， S 功 あ 秀次を 以て 則ち 四國へ 渡海せ しめ、 先づ 阿波の 長會我 部が 城を责 め、 つ ひに 阿波 を 平 

り， S5 ケ錄合 

^ま^ 均し、 仙 石に 讚 岐を實 めしめ て、 四 國事ゅ ゑな く 平均せ し を 以て、 阿波 を 蜂 須賀小 六 

に 代つ て 15» 

も 下知す。 天 家政に 賜 はり、 讚 岐を仙 石 • 尾 藤に 分ち 玉 ひ、 伊豫 を輻島 正則 • 戶 田 民 部に 賜 ふ。 天 

正 十六 年從三 

^0 正 十四 年 冬 十月、 秀吉に 先立ちて、 四 國* 中國の 軍兵 各，' 西國に 趣き 島津を 退治す。 

II 第^^ f 此の 時 土 佐の 長 曾 我 部 元 親が 指圖 をば 仙 石 承り、 四國 勢の 檢 使に 尾 藤 を さし そ へられ 


二 11) 白 si ま 

じ. 9 の 毛の 附 

きたる かュと 


ぬ。 ここに 元親璺 後に 到りて、 極月 廿 六日 光吉の 狨を實 む。 其の 日 寒氣甚 しく 雨 又し 

きりに ふりしに、 川 を 渡りて 大に戰 ふ。 仙 石 如 レ此ゅ ゑに、 元 親父 子 もと もに 川 を わ 

たり 戰 つて、 元 親 嫡子 彌三郞 打 死し、 渐く兵 を 入れけ り。 此の 事 秀吉に 達しければ、 

我れ 初め 汝に 命ずる に、 敵た とひ 戰を いどむ とも 必ず 出づ ベから ず、 十分 利を考 へて 

而 して 兵 を 可, 出と • 堅く 軍法 を定 むる の處、 不レ用 1 之、 元 親が 子 を 打 死に 及ばし むる 

こと 尤も 不便な りと あって、 後に 仙 石が 領地 を 沒收し 玉へ り。 仙 石 それより 落魄 L て 

數年を 送る の處、 天 正 十八 年 小 田 原 征伐の 事 ありければ、 仙 石 未だ 牢浪の 身たり とい 

(一 一一) 

ベ かす を のかぶ と  ノ  . ， ， 

へど も、 案 內に不 い 及. 糟尾冑 を 著、 白 練に 日 丸 を 出せる 羽織 を 服し、 諸 軍の 眞 先に 

唯 だ 一騎 乘 出せり。 秀 吉日の 岡に 棧敷を かまへ、 軍の 行粧を 見物し、 大に仙 石が 勇氣 

不, 橈 こと を 感じ 玉 ふ。 三 島に おいて 山中の 城責を 命ぜら るるの 時、 仙 石 を 一方の 將 

たらしむ。 關東 平均の 後に、 信 州 小 窒の城 を 賜へ りと 也。 尾 藤 は、 日向の 目白 (にて) 

島津 出口のお さへ に、 宮部 法印壘 を 高く して 營を いたせる の處、 島津 勢い まだ * の 中 

に 押 寄せ、 大に戰 ひて 宮 部が 陣を 破らん とす。 此の 時 あと 勢 ども 目白の 後卷を W レ致 

と、 旣に兵 を 出せる を、 尾 藤 遮りて これ をと どめ、 先手の こと を棄 てて あと をつつ し 
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むべ き 由. を 堅く 示しけ る ゆ ゑ に、 いづれ も 兵 を不レ 出、 夜 あけて 島津も 引きと り ぬ。 

此の 後卷を 不レ致 こと は 尾 藤が 指圖故 なりと て、 後に 尾 藤 を 改易し、 領地 を沒收 した ま 

へる 也。 小 田 原の 城 落ち、 北 條降參 の 上， 秀吉 直に 奥州に 至る。 ここに 尾 藤、 下野 阈 

奈須 野に おいて 直に 御 目 見 を 致す。 秀吉駕 奥 丁 をと どめし めて、 尾 藤と 御詞 ありて け 

る。 尾籐喜 び 思 ふの 處に、 しばらく 有りて、 御馬な ど 引出させ 玉 ひ、 一 兩遍 のらし め 

御 見物の 事 ありて ける が、 虾て » 藤 を 成敗いた すべきと 命ぜられて、 尾 藤 此の 時生齊 

也。 仙 石 も尾籐 も M 時に 改易 を 蒙り けれども、 仙 石 は 小 田 原 前に 御供 仕り、 尾 籐は關 

東 落 著大 下 平均 を 見て 御 目 13- 仕り け る。 其の 志に 所レ 違の ありと 云 ふべ し。 W 南北と 

もに 靜謐 し、 關 東までに 究 まりた る を 知りながら、 出仕の 志 延引、 尤も 忠義に かくる 

處 ありと みえぬ。 ことに 仙 石. 尾籐 ともに 軍法 を 背く と 云へ ども、 仙 石 は 致 十 まじき 

合戰を 致し、 尾籐 は^ レ 致の 圖 を 不レ致 たれば、 问 じく 法 を 背く 內に、 勇 を 以てする と 

勇 を 以てせ ざると • 其の 本 所, 違 あり。 勇士の 本意と する 處 尤も 可, 愼也。 尾 藤、 8 

にっかへ、 勇士の 名 を あら はすと いへ ども- 終 を 全くす る こと 不レ 能して、； こ. とに 勇 

士の 本意 をた が へ 、 身 を 失 ひ 功 を，^ みする に 至る こと. は、， 向後の 戒 とすべ き處 也。 


師曰 はく、 源 君 三 遠 を 平均の 間、 近 阈の諸 大將と 弓矢 を 取りた まふ。 其の 間 世に 八 

將と號 する は、 大久 保七郞 右衛門 尉忠世 • 酒 井 左衞門 尉忠次 • 大須賀 五郎左衛門 尉康 

高 • 榊 原 式部 大輔康 政 • 石 川 伯耆守 • 平 岩 主計 頭、 是れに 石 川 日向 守 を さし そへ 玉 ふ。 

而 して 本 多 中 書忠勝 • 井伊 兵 部 少輔直 政、 以上 八 臣の御 事 は、 勇猛 知謀と もに ととの 

二) 名は數 ほり、 人 以て 其の： 百行 を 知る 所 也。 石 川： S 耆守 後に 太閤 秀吉 に屬 せし 事、 世 以て 不義 

正、 德川 譜代 

の臣 なり L 力  :h»  bfrM-  I  T/  o 

天 正 十一， 一年 阆 とする 所な り 

崎 を 出奔 し て 

高 に 赴く。 師曰 はく、 矢 田作 十 郞 • 蜂屋半 之^と よばれた る もの は、 源 君 御家人の 內に 人々 名 

ま士 n こ れ i.TS 

字を覺 え、 世 以て 稱 美す。 三 州の 內所々 の合戰 に、 いつも 魁 殿 を不， 遂と云 ふ 事な し。 

(武ネ 事紀巷 

第 十： き  後に 宗門の 事に 依りて、 一揆に 與 して 大權 現に そむき 奉り、 作 十 郞は打 死して けり。 

武田 信玄、 矢 田が 像 を 繪圖に うつさせ 取 寄せ：^ 玉 ふ ほどの 勇士 也。 蜂屋は 一揆に くみ 

せる 內 にも、 上 村庄 右衛門と 鎗を 合せ、 旣 に大權 現に 御 目に かかり まゐら せし ほどの 

つ ご 0yk 事 也。 其の 身 力量 ゆゆしく して、 白 樫の 三 間柄の ふとくた くまし きに、 四 寸の實 を 人 

先 

れ、 紙 を ふきかけて ささと 通る 斗り にいた し、 常に 所持す。 故に 彼れ が鎗 先に あたる 

者 あら ざり しと 也。 後に 幕下に 羼し、 吉田を 取りつ め： 土うて 下地の 合戰の 時， 蜂屋小 \ 
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しお そかり ければ、 半 之 丞* 鎗 こそ 初 まれり、 いそげと 云 ふ をき いて、 人の 鎗 をした 

る あとに て鎗 はい や 也、 我れ は 太刀 討 を こそと 訇 りて、 鐽 をば もたせず 走り出で、 矢 

庭に 二人まで きりふせけ るが、 三人に あたれる 時、 河 合 生 德と云 ふ 勇者 鐵炮を 引かけ 

すん こう  ゼ 

(一) て 居た る 所 を、 寸ロを 取りて 河 合 をき る。 河な 口元より 不レ 動して 放ちけ る 玉に 中り て、 

下の 動脈の 搏 

つ e  その 場 をば 引退いて つ ひに 打 死し ぬ。 三 川 衆に 彼等が 事 を しらざる ものな し。 故に 口 

碑に まかせて しるす に 不レ及 こと 也。 

師曰 はく、 大原左 近 右衛門 はこと なる 勇士に して、 矢 田 • 蜂屋 より 年 ましの もの 也。 

並び もな き 武功の ものと いへ り。 四十 九に して、 永祿 ニ年吉 田の せり 合に 鐵炮 にあた 

り 打 死 十。 その 間戰 功す でに 四十 度に あまれり と 也。 死して 子な く、  ニ歲の 女子 あり 

し を、 大野 三 兵が 弟^ 右衛門 尉と 云 ひし は、 三 郞信康 公に 付け ま ゐらせ 居たり しが、 

三郞 殿御 生害の 後に 牢浪 いたし、 關ケ 原の 時 被 二 召 出 一て、 大 原が 娘と 嫁娶 をと げしめ 

玉 ふ。 彼れ が 腹に 出生の 子、 嫡男 を 仰せに 因りて 大 原が 跡 をつ がしめ 玉うて、 大原伊 

兵衞 と；： ム へり。 此の 伊兵衛 は 子細あって、 榊 原の 家に 馬 十。 後に 大原左 近 右衛門が 實 

子な りと て 申出で、 召 出されけ るが、 事あって 滅亡す。 而 して 大 原の 家族 殆ど 絶えぬ。 


しかれ ども 天 野 甚右衞 門 子 1 一男 璺前 守、 則ち 大 原が 女の 筋と 云 へ り。 

師曰 はく、 酒 井 作 右衛門 尉、 元は 尾 州の もの、 幼少より 源 君の 御家人に 列して、 數 

度の 戰功 を顯 はす。 三 州に て 四 度の 鎗と云 はれし は 此の 作 右衛門が 事 也。 四 度まで 一 

番鎗の 魁 をいた せる 勇士 也。 世 しづ まりて 後、 伏兒 において 諸 大名 源 君の 亭へ あつま 

り 物が たりの 時、 鎗の 柄の 長短の 損得 議論 ありければ、 源 君 仰せに、 我が家に 數 度の 

鎗を 致して 長短の 樣をも 能く 覺ぇ ぬべ き 者の 侍る、 是れを 呼出して 御 尋ね あるべ しと 

て、 則ち 酒 井 作 右衛門 を 召 出され、 諸 大名 各-尋ね 申され けれども、 酒 井 至って 謙 退 

おうけ  サ  キス 

の ふかき 生れ 付なる を 以て、 有無の 御請 を不レ 申、 源 君 頻りに 可レ 申の 由 仰せ あり けれ 

ども、 いなみ 退きて やみぬ。 此の 時 存じ 寄 を 申した らんに は、 御家人の 威に もな りぬ 

(伸) 

べき をと、 後まで 沙汰の ありし とぞ。 作 右衛門 左の ひぢ に手疵 ありての び ざり けれど 

も、 鎗の 時には ささ はりな かりし とに や。 心の 勇猛な らん もの は、 形に 不合 期の 虚ぁ 

ル シ カラ 

りても、 少しも 不レ苦 こと 也と みえたり。 

ふか みぞ 

師曰 はく、 松 平 大炊助 好景、 三 州 深 溝に 在 城して ける が、 永 祿四年 辛 酉 四月、 吉良 

よし あな 

の義 諦と戰 つて、 善 明の 堤に おいて、 一族 家臣 卅騎枕 を 並べて 打 死す。 好景 四十 四歲、 
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此の 子 主 殿 助 伊忠 つづいて 深 溝に 在 城し、 天 正 三年 乙 亥 五月， ニニ 州 長 篠合戰 の 時、 0 

撒 城に て 打 死 をと ぐ。 或は 曰 ふ、 長德. の 城ぎ はと も 云へ り。 この 子 主 殿 助 家忠と 云へ 

り。 慶長庚 子の 役に、 械州伏 見の 城に 御 留守居 をいた し、 石 田 三 成が 逆心に 因りて 伏 

見落 城いた し、 家臣 八十 五騎 一 所に 打 死 を とげぬ。 父子 合せて 三代、 君の ために 命 を 

おと  姿 長 元年 

残す、 ためし 寡き こと 也。 ここ を 以て 家 忠が子 主 殿 助忠利 は、 御前に おいて 元服 をい 

たし、 御^字 を 賜 はり 從五 位下に 任ず、 勇士 を 賞し 玉へば 也。 

師曰 はく、 小 坂 新 助 元より 三 州 侍に て 源 君 御家人たり。 遠州掛 川の 城煑 に、 天王山 

において、 柵ぎ はに 敵の 手 負の ありし 頸 を 取らん とて、 味方の 勇士 いづれ もさし つづ 

き けれども 不, 叶し に、 新 助 事 ゆ ゑな く 行きて 頸 を あげ 來り ぬ。 霧の はれまの 事な り 

しと ぞ。 後に 新 助が 頸 をと りし 所 は 敵 味方の 間 十四 五 間 も 可い 有と 申 上げけ る を、 繩 

を ひかせて a. 玉へ： ば、 弓 杖 二つ ゑ 斗り ありし と 也。 源 君 その 篤實を 感じお ぼしめ しぬ 

^曰 はく、 ♦ 渡 逢 半十郞 政綱 は 半藏が 弟に て、 後に は 新左衞 門と 號す。 味方 原に て わ 

ら ぢの緖 のとけ たる を 下に 居て 結ぶ。 兄半藏 いそぎ けれども、 成 ほど 心靜に ゆる/ \ 


と 結びて 引取りけ る。 兄 半 藏は鎗 半 藏と號 して 名高き 勇士な りしが、 弟 半 十郞が 如く 

しぶとき 勇者 は 他人に も 不：. 見 由 を 常に かたりけ ると 也。 味方 原の 時、 玄默ロ を 守つ； 

て. 武田 方の 侍 を 打 M りけ りと 也。 長久 手の 御合戰 に、 筧勘 右衛門と 半 十 郞御旗 奉行た. 

り とぞ。 

；- 一彌 左 衞門正 重 七十 一 歲元和 ニ年卒 

師曰 はく、 本 多 三彌は 本と 御家人に て、 方々 渡り奉公して 武者修行 をいた し、 さき 

ざき にて 戰功を あら はせ り。 ことなる 勇士に して、 世 以て 其の 名 を しれり。 常に 風流 

を このみ、 身に も薰 をと め、 物ず きに てい やしき 事な き 人品 也。 その かみ 瀧 川が 手に 

屬 して 武者修行 のとき、 諸牢人 走り ま はりあり しに、 三彌 手に 不レ 合ければ、 瀧 川 使 

を 立て、 御邊 はさし も 名高き 人の、 今日の 首尾の なき こと はいかなる ゆ ゑに やと 申^ 

りければ、 三彌、 此の 御 返事 は 明 曰 こそ 中 さめと 云 ひて、 明日の 働に 頸 二つと りて、 

これ ぞ御 返事に 候と 申しけ ると 也。 織 田 信 澄 • 關白秀 次に もっかへ、 前 田 利 家 • ^生 

氏鄕 にも して、 東北に 往来し 武者修行 いたせり。 

師臼 はく、 高木 主 水 正 淸秀、 姓 は 源氏， 法名 は 性 順と 號すパ 水 野 下野 守 信 元に S し 

て、 小川 •  ^屋 の戰に 度々 軍功 を顯 はせ り。 後に 織 田の 信秀 にっか へけ る を、 信 元し 
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きりに 招きて 再び 野 州に したがへ り。 天 正 五 年 水 野々 州 生害の 後 は、 水 野が 人 衆 こと 

ごとく 佐久間 右衛門 尉に 屬す。 而 して 天 王 寺の 要害に ありぬ。 後 源 君 甲 州 入の 時に 御 

家人に なれり。 凡そ 疵を 蒙る こと 四十 五 度と 也。 中に も 石ケ瀨 において 水 野が 手に 屬 

し、 源 君の 勇士と 鎗を 合する こと 一 日 一 場に て 七 度、 を はりの 時、 石 川 伯耆守 その 比 

は內 記と 號 して 未だ 十七 八の 比な りしが、 石 川と 高木と やり を 合 はせ、 石 川が はな か 

み 袋に てうけ とむ る。 互に 名 をな のり 引きと りぬ とぞ。 一 日に 七 度の やりと 云 ふ はた 

めし 少なき こと 也。 或は 曰 ふ、 その 日 高木 九 度の やりともい へ り。 如, 此 勇猛の 上、 

智謀 も 深 かりければ にや、 長久 手の 御 合戰に は、 內藤四 郞左衞 門と 高木 淸秀を 武者 奉 

行に 命ぜら る。 其の後 年老い 隱居を とげて、 庚 子の 役に、 野 州 小山へ 御見舞の ため 參 

上の 所、 彼れ が 軍功 を 感じ 仰せられて、 秀忠公 錦の 御 羽織 を 玉 はれり。 世々 以て 家 珍 

とせり。 八十 五歲 にして 卒せり とぞ。 凡そ 一 日に 數 度の 鎗を 合せし もの、 戰國 のち ま 

たに も 其の 數 多から ず。 高 天神の 小 笠 原 與八郞 が 內に林 平 六と 云 ふ もの、 遠 州 豆大寺 

にて 六 度の やりあり、 武 田信玄 伊豆の 韮 山 をせ め 玉うて 在々 の 放火の 時、 山 縣三郞 兵 

(お) 

衞械 のお さ へ に 居て 械 中の 敵 を 押へ ける に、 あまりき ほひ 過ぎて 引きと る ことなりに 


く かりし 時、 三 河牢人 河原 林 傳兵衞 と 云 ふ もの、 白 四方に 船の 字の さしもの にて かへ 

s)  SB 

し 合せ 敵 を 追 ひち らし、 一日に 六 度の やりあり。 その 比 此の 兩人を こそ 珍 敷 事と さた 

せりと ぞ。 

師曰 はく、 甲 州武田 家臣 山縣が 同心 三 井 右衛門と 云 ふ もの、 四 代打 死 をいた せれ。 

(1) 祖父 十 右衛門 はいろ をに て 打 死して、 家康公 御家人 日 下部 兵 右衛門 是れが 頸 を 得、 父 

色 fee ならん  . もの 

十 右衛門 は 十三の 年山縣 にっか はれ 居り、 山 縣仕物 を 家人に 云 付く る を そばに てきい 

て、 云 付けられ たる ものより 先に 出で て 門に 待ち、 鷄を 抱いて 居て、 件の 仕物來 る^ 

き、 門に てわざと 帶 をと. いて、 右の ものに、 帶 とけたり、 暫し 此の 庭 鳥いだ いて 居て 

給 はれと 云 ひてい だかせ、 帶 をいた す 振舞に て 仕 物 を 打 止めたり。 比類な きこと 也。 

甲 州 沒落已 後 は 井伊 兵 部 直 政に 篤し ぬ。 長久 手の 役に、 甲 州 衆 首尾 あうた る ものな か 

わしに、 三 井 は 打 死 を とげぬ といへ り。 

師曰 はく、 野 一色 賴母 三代 打 死 をいた せり。 祖父 は 小 田 原に て 打 死す。 父 は 關ケ原 

の 時 九月 十四日， 福 田 堤杭瀨 川の せり 合に 打 死す。 子賴 母、 大坂 (役) の 前に 伯 州へ 御 暇 

を 賜 はり 行きて、 かへ りに 伏 見に て 冬御陣 のこと ありて、 直に ゆく 也。 而 して 夏 御陣 

1 談六  五 九 
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に靑山 伯耆守 組な りしが、 靑 山が 備 直に 敵 をう けたり し 時、 靑山、 今日は {H: ら打 死い 

たさず して は 功な りが たかりぬ べしと 申しけ る 時、 野 一色 快くう けて、 御尤も 也、 某 

一番に 打 死の 志に 候と 云 ひける が、 果して 打 死 を とげ、 三代 軍門に 死 を 快くして、 主 

人に 身 を まかす る こと を とげぬ。 冥加の 侍と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 大坂 にて 池 田 左 衞門尉 內橫川 次 太夫、 平 子 主 膳が 頸 をと り、 箕浦 右近に 

もたせ 茶 01 山へ 獻 上す。 源 君 見知り まし/ \ して、 これ は 平 子が 首 か、 その 身 は 打 死 

とまで 可, 存 なれ ども、 先祖より 此の 者 迄 六 代相續 きて 軍門に 忠死 する こと、 誠に 勇 

士 のね がうても 不レ叶 冥加の 事、 御 近習の ものに、 これ/ \ 見 候へ と 台 命 ありて、 橫 

川に 辱く も 御 感書を 賜 はりけ りと にや。 野 村 織 部と 云 ふ もの、 七 代相績 きて 打 死 をと. 

げたり しとい へり。 

五！： T 七日 

師曰 はく、 大坂 夏御陣 に、 水 野 隼 人 正 組に て 松 平 助十郞 申しけ る は、 今日の 一 番は 

誰 にても 不レ 可レ 有、 我れ 也と 云 ふ。 水 野田宮 申しけ る は、 口 ひろき こと を 云 ふ、 誰が 

其の 方 斗り に 一 番 をいた さすべ きと 云 ひければ、 助十郞 答へ ける は、 御邊 達よ くきき 

候へ， 今度 各-が 內 にて 一 番の馬 は 我が 馬 也。 吉 之 * が 弟子に て 免 印 可 迄き はめた る 


もの は 我れ 也、 一番の 馬に のりて、 一番の 上手の 乘形 にて、 心 は 一 番に 志す 上 は、 誰 

にても 我れ より 先 を かくる もの は ある まじき と 云 ひける が、 其の 言の 如く 一  番に^ 出 

し、 敵の. 陣に乘 入りて、 晴 なる 打 死 をと げたり。 尤も 勇士と 云 ふべき 也。 

L 一、 广 ^は ほ 師曰 はく、 安藤 彥四 郞は帶 刀が 子 也。 常に 云 ひける は、 侍 は 死 をい さぎよ くせず し 

次 匁より 家 

^幻！ J^RE て は 功 は ある まじき * 長命に て 方々 にて 事に 逢 ひ、 戰功 など 多し と 云 ふ は、 不レ 死し 

池 田紀伊 守の 

首 を あぐと い て 居る ゆ ゑに、 さほど すぐれたる 勇者と は 云 ひがたき こと 也、 死を决 くして こそ 勇の 

ふ。 後に 遠 州  (、. ベ) 

至極と は 云 ひがたし と 云 ひける。 大坂御 陣に伏 見に て 云 ひける は、 一番 頸と 云 はば汔 

宣の附 家老と 

たる  四郞 也と おも ふべ し、 一番に 打 死と 云 はば 是れ叉 彥四郞 也と 思 ふべ しと、 心 ある もの 

どもに はかたら ひける が、 五月七日に、 しないの 指 物 をまい て、 井伊直孝が 手先へ 行 

きて、 庵原 助 右衛門に ことわり、 是非 先へ かかり 候へ と あり けれども、 先に 待ちう け 

て 居る 矢先へ いかがと：： ムふ。 あの 矢先へ かかりて こそ 勇と は 云 ふべ けれと ありし 時、 

. に  庵原 间 心せず。 ここにお いて 彥四郞 かかりて みせべ しと 云 ひ はなす を、 直 孝 達て とど 

めけ るに、 聊かと どまらず、 少しも 猞豫 せずに 敵陣に 入りて 打 死 を とげぬ。 日 比の 志 

秀忠 公 

あら はれ 尤も はやき 打 死、 勇士と 云 ふべき 也。 彥四郞 は 成 瀨璺後 守 組に て 御 小 性 組 を 
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つ とめけ ると ぞ。 

( 一 )  しぎの  (堤) 

師曰 はく、 安藤 治 右衛門 尉、 大坂冬 御陣、 鹇野 のつ つみにお いて、 柵 を こして 戰功 

あり。 五月七日 先手へ 出で て大に 働きけ る。 冑 を不レ 著け るが ゆ ゑに 頭に 疵を 蒙り、 

鉢卷 をいた し 御前に 參 りて、 某 近所の もの ども は 悉く 臆病 ものに て、 一人 もと どまら 

ず 敗軍いた したりと、 不， 憚 申 上げ、 勇氣 更に 不， 撓、 則ち 平野に かへ り、 九日ながら 

へて 死せ りと ぞ。 秀忠公 軍使 赤 母 衣 を 用 ひ、 治 右衛門 も 赤 母 衣 をす すめ、 金の 半月の 

出し を 用 ひけり とぞ。 家康 公の 軍使 は 伍 字の 指 物 を 用 ひ 玉 ふと 也。 

師曰 はく、 植村出 羽 守い まだ 新 六 郞と號 して 十六 歲 のとき、 天文 四 年 十二月 六日、 

(二)  S) 

淸康公 を 阿部 彌七郞 打ちた てまつ りの く處を 打ちと めぬ。 新 六 郞の子 出 羽 守 家政 は、 

蜂 屋と云 ふ ものの 廣忠公 を奉レ 突て 退く を、 家政 引く み 堀へ 落ちて、 終に 蜂： lg を 仕^ 

めぬ。 二 代相績 いて 主君の 響 を打留 むる こと、 勇士の 本意と 云 ひながら、 尤も 冥加の 

武士と 云 ふ ベ し。 三 州に て 酒 井 左衞門 尉. 石 川伯耆 守 • 同 日向 守 を 御 家老に 被, 命け 

ると き、 植村出 羽 守 も 其の 列に 入りて， 家の 字 を 賜 はり 家政と 名乘 りぬ。 ここ を 以て 

北 越 謙 信 も、 植 村が 方へ 書簡 を 通じ、 源 君に 好 をな しける と 也。 


s  〕  S5 

袞存、 新 六郞、 

出^ 守。 上 杉 

賺 信と 宗逮 の 

問 も 和せ しめ、 

謙 信より 備前 

光の 刀 を 送 

らる。 天 正 五 

il 十七 

S) 素行. E 

筆に して 後年 

の 作なる いろ 

は 事 類に は、 

岐車と あり、 

又寬政 重修諸 

家譜 も 岐阜と 

あ 


村〕  永 祿五年 戌 正月  (5 

師曰 はく、 家政 初 名 は 庄右衞 門と 號す。 源 君 初めて 信 長に 御對 面の 事、 尾 州 淸洲に 

おいて 有レ 之、 何れの 大名の 刀 持 を も不レ 通、 家政 源 君の 御 腰 物 を 持ちて 通らん と 十。 

これ をと どめければ、 家康の 者に 誰か 下知 をして 不ぃ 通と あるべき と 云 ひて 推して 通 

り、 御對面 所の 前なる {E 洲に參 上す。 信 長 見付け 玉うて、 何者に やと 尋ね 玉へば、 源 

君し かぐと 答へ 玉 ふ。 信 長、 內々 植 村と 云 ふ ものの 事 聞き及べり、 今日の 御 會は大 

事の 事に は あらず、 心 易く 可レ存 との 玉 ひて、 家康は 忠臣 を 多く 持ち 玉へ りと、 大に 

或 曰 非- 此時 f 此時忠 勝 十 五 玆 

感じ 玉 ひし ぞと 也。 この 時下 馬に て 供の 下人 ども さわぎし に、 本 多 忠勝卄 ニ才、 長刀 

永祿 十二 年 

を はしら かして 出で、 惣を追 立て、 何もの なれば 今日 家康 初めて 出仕 あるに 無禮 をな 

ののし 

す ことの 緩怠 さよと 訇り けりと 也。 いづれ も 勇士の 作 略と 云 ふべ し。 植村は 水練 を も 

あると し 

心得て、 一年 蛇の すむ と 云 ふなる 淵へ 入りて、 淵 底 をう かが ひ 出で しこと も ありし と 

一 K ひ傳 へたり。 

師曰 はく、 菅沼 藤藏は 元と 土岐の 一流、 後に 土岐 山城 守と 號す。 勇猛の 士 にして 度 

度の 戰功を あら はせ り。 井伊 兵 部 少輔直 政に 七つの 年 まし 也。 兵 部 少輔に 具足 をき せ 

たる もの 也。 姉 川の 合 戰に眉 淵 を 打ちたり と 也。 直 政な どごと き 衆 も、 山城 をば すぐ 
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れて 崇敬し ぬ。 本と 男色の 寵 ありし とに や。 

師曰 はく、 姉 川 合 戰に越 前の 眞柄十 郞左衞 門 をう ちし もの は 向坂 式部と 云 へ る もの 

也。 眞柄 父子 は 越 前に 名 ある 勇力の 武士に て、 常に 廣言を 吐き 諸人 を 蔑 如す。 姉 出に 

おいて、 日 比の. マ " にたが はず、 五 尺 三寸の 大 太刀 を さし かざし、 四方 八面 を 切って ま 

はり、 卜 餘人を 切り ふせ、 四 五十 問が ほど は 小 田 をす きかへ したる が 如くに ありぬ。 

こ こに 向坂 式部と 名乘 りて 鎗を くみ、 草摺の は づれを 突き けれども、 眞柄 事と もせず 

打拂 ひければ、 向坂が 冑の吹 返 を 打ちく だき、 持ちた る鎗も 打ちお とされぬ。 式部 * 

六 郞五郞 も 助け 来り けれども、 危 かり： b るが、 十文字に かけす ゑて、 つ ひに 露 柄 も 

打 たれに ほり 。 此の 向坂 式部、 ， 初めは 常 陸 助と 一： ム ひける、 後に 井伊 直 政に 馬して ける 

大剛强 の 勇士 *。 大口 ものに て、 兵 部 殿は大 こしぬけ 也、 長久 手の 時 源. 君 御 旗本の 先 

ざ 被 一一 仰 付 1 ける、 その 挨拶く ど/、 として はっきりと 無 X 之、 口に 鐵炮玉 を 含める 如 

き 也と 云 ひける を、 奥津左 太夫き けり。 此の 左 太夫 勇士に て 頸 を 十八まで とれり。 叩 

州 田野に て 武田方 滅亡の 時 頸 を 二つと る。 その 手柄 咄の座 布へ 向坂 行きて、 田野に て 

しらみ 頸 をと り て 手柄 咄は 無莶 なりと 云 ひ、 鎗の つよき 座 布に は不， 居が よきと 1K ひ 


て、 * に 直 政が 前に 行きて しかん \ と 語りければ、 直 政 やがて 向坂 を 召し、 必定 左 云 

ひたらば、 我れ と ここにて 仕 合 (すべし) と 云 ひは^す。 向坂と かくの 返答に 不, 及 を 

以て、 則ち 改易に 及びぬ とぞ。 

なみ 

師曰 はく、 戶 田三郞 右衛門 度々 の戰 功を顯 はし、 その 働 倫 を 離れた る 事 多し。 其の 

氣 物に 不 レ撓、 骨張に して 人に 不， 從。 かかりければ、 云 ひたき 事 を 口に 任せて： K ふご 

とくなる 生れ 付 ゆ ゑに、 つ ひに 立身 も不レ 致け り。 伊豆の 下田に て 五千石 を領 す。 御 

(采幣 )  ( 一 ) 

<ー) 天： 止 十 家人の 隨 一 にして、 源 君 御 再 拜を賜 はりけ る ほどの こと 也。 蟹 江の 時、 九 鬼 大隅守 蟹 

一： 年、 德 出家. 

ほ 共^ H 江へ 兵 を ほ はしける あとに、 三郞 右衛門 押 寄せて、 鳥 羽 を 攻めと らんと 致し • 大に戰 

S8 川 一 盆 もこ 

の 城に 攻めし ふ。 內 より 出で てこれ を 防ぐ、 大隅 もき いての りかへ しける。 此の 引 口に、 三 郞右衞 

とき のこと な 

り  門 勇 功多 かりきと 云へ り。 太閤 秀吉 其の 勇氣猛 勢の ものと きいて、 對面を 願 ひ 玉へ ど 

もつ ひに 不レ 出、 朝鮮 征伐のと き 名護屋 へみ まひに 參 りたる を、 源 君 秀吉へ 仰せられ 

て 太閤へ 面 謁せり。 七十 三歲 にて 卒す。 ことなる 勇士な りしと ぞ。 

(二) (末) 

2)  2S 師曰 はく、 美 濃侍齋 藤の 家に ての ぎの 次 左衞 門と 云 ひし は、 本名 は稻 葉な りけ るが 

I： 九 頁袞照 

いつも 備の 先へ 出で て、 のぎの 先の 如くなる 所に のみ 居ければ、 皆 人是れ をのぎ の 次 

士 談 六  六 五 
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左衞 門と 斗り よびし と 也。 齋 藤の 家に ての ぎの 次 左衞門 • 玉 置の 源 太と よばれて 名め 

る 勇士 也。 又 杉 先と よばれし も 美 濃 侍に て、 本名 は 永 井 也。 永 井杉 先と 稱 せられぬ。 

いつも 備の形 杉 先の 如くなる 其の 先にの み 進み 居け る ゆ ゑに 此の 號 ありと ぞ。 杉先戰 

(斥 き 

場に のぞみて、 必ず 夜 打の あるべき を 知り、 伏 かまり の をるべき 所を考 ふるに はづる 

る ことなし。 或 人の 尋ねければ、 若き 時より すきに て、 必ず 夜半 時分より 出で て、 川 

の あらんず る 所に て は 川の 賴を きき、 山の き はに て は 山のお と をき くに、 その 夜 事 Q 

あらんに は、 山 も 川 も 音 か はる もの 也。 尤も 野 山の けいき、 人の あるな しも、 心 をつ 

(知)  カラ 

けて しれぬ こと はなき もの 也と 語りし とぞ。 其のつ とめ 不, 厚して は、 勇士の 功 成り 

名と ぐる こと は不レ 可レ有 也。 

師曰 はく、 高 天神 小 笠 原與八 郞が內 に、 渡邊金 太夫 • 林 平 六 • 吉原 又兵衞 • 伊達 與 

兵 衛* 中 山 是非 之 助、 此の 五人殊 なる 勇士に して、 その 比 世 以て 稱 美し- 旣に源 君に 

あると し 

も 其の 名 をし ろしめ されぬ。 一年 與八郞 源 君に 屬し 奉りて 御先 を 仕りけ るに、 此の 五 

人 は 御前へ も 召 出されぬ。 江 州 姉 川の 合 載に、 瘕 君の 御先 手 は 小 笠 原 與八郞 承って け 

るが、 彼等 比類な き 働 をいた せり。 中に も 渡邊金 太夫 働の 樣子、 信 長の 御 旗本より み 


えけ る を 以て、 大に御 褒美あって、 御 感の上 御 腰 物 を 賜 はれり。 信玄高 天神の 械 へと 

りよせ、 內藤 修理 亮^ 田の 作 略 をいた せし も、 渡邊金 太夫. 中 山 是非 之 助な どが 働の 

ふり を 見物いた され 度き 間、 內 藤に 敵 をつ り 出せと 申 付けられての こと 也と 云 へりと 

也。 渡邊は 後に 勝 頼に つかへ 足 輕大將 たり。 武田 方と 源君駿 遠の 間の 取合せ に、 渡邊 

金 太夫 朱 傘の 指 物に て、 足輕 をく り 出しく り 引きして、 かけ 引の 見事なる こと 云 ふに 

たへ たり。 渡 邊が弟 金平 と 云 ふ もの、 鳥居 彥 右衛門 所 に 御 あ づけの ものに て 有, 之け 

れば、 公 鳥居に 命じ 玉 ひ、 たばかりて 彼れ を 招き、 遠矢に 射 とるべし とのこと ありけ 

れば、 鳥居 方より、 金平 はやり 疫病 を 煩って 旣に 死に のぞめり、 最期の 對面 をね がふ 

f  あひこ や  ふびん 

問、 出で て對面 あれ かしと、 合 小屋の もの 方より 云 ひ 送る。 金 太夫 不便に おも ひ、 出 

だ 製 でけ る 時、 左右に  一 二の 伏 を 置き、 鐵炮を ふせて 待ち、 金平な りと 云 ひて、 何者か あ 

を だに のせて 出す。 金 太夫 來る所 を 一 の 伏より 鐵炮を はなて ども 不レ 當、 二の 伏より 

叉うて ども 不レ 中、 渡邊 聊か さわぐ ことなく、 鳥居 は 侍の 道 を 知らぬ もの 也、 侍 を こ 

ろす 作法 を不, 知と 訇り、 此の 金 太夫に は 臆病 ものの 放つ 矢玉の あたる ものに は 非ず 

と廣 言して、 二三 返の り ま はして かへ りきと 也。 すぐれたる 勇士と 云 ふべ し。 犬 正 十 

士談六  六 七 
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山 鹿 語頻卷 第二 十七  ，  六 八 

年 甲州沒 落の 時、 信 州 高遠に おいて 打 死す、 比類な き 勇士 也。 

二)  (二)  . 

師曰 はく、 板 垣 信 形が 同心に 荻 原 助 四 郞と云 ふ もの 云 へ る は、 鎗も 一 度 はさび しき. 

二度、 鎗 下の 高名 も 二度、 城へ 一 番 のり も 二度、 馬上の くみ 打 も 二度、 以上 八 度の 功 

シ カラ 

を とげ、 命 を 大事に いたし、 その上 は 人に こされても 不レ 苦と 云へ りしと ぞ。 ことな 

る 勇士と 也。 

師曰 はく、 長 谷川 甚兵衞 初 名 は 宗ニ郞 と 云へ り。 ことなる 勇士に て、 齋藤道 三に つ 

かへ、 後 父子 出入の 時は義 龍に 屬す。 義龍 父に 鋅循 して、 諸 侍 悉く 屋敷 を 立ちの き、 

ふり 合 見苦し かりし に、 甚兵衞 一 人屋 布 を 不二 立 退； 義龍 色々 手 を 入れ、 つ ひに 義龍 

にした が へ り。 美 濃に おいて 度々 の國 取合に、 勇 功 を あら はせ る こと 擧げて 云 ふべ か 

(臼) 

らず。 一とせ 美 濃に て 小ぜり 合に、 敵の 引くべき 小路に 在々 の 石う すな どごと き 物 を 

取 出し 置きて ける が、 はかん \ しからぬ 事と 人 もお も ひしが、 敵 急に 引 立ち、 此の 石 

うす やうの もの に つま づ き 倒れて 多くう たれけ ると 云 ひて、 所の もの の 今 も 語り 傳ふ 

ると 云へ り。 時に 至りての 才覺 にこ そと 思 はれぬ。 

師曰 はく、 齋藤道 三が 家に て 道化 六 郞左衞 門 は 世 以てしれ る もの 也。 牧村牛 之 助 こ 


； ^な吉 年長 三 ^ 
C り のの 治 木 5 

攻 額な 城 
武 圍 城り の播 
^ の は、 別廯 
事 時 秀三所 園 


村と も 父^ 村 

牛 助と も 書け 


紀卷第 十八に 

は 由 井に 作る 


と 勇士の ほまれ 多し e 道 三 打 死の 日の 軍に、 義 龍の 方に は 牧村牛 之 助 を 武者 奉行と 定 

めて、 牧 村が 下知 を 守りし ゆ ゑに、 大利を 得たり とい へ るせ。 

(五)  (さ 

師曰 はく、 三 木の 別 所が 所に、 山 田 八 右衛門 • 由 比久 次.. 井上 大九郞 • 小 九 郞と云 

ふ もの、 その 比 名 ある 勇士 也。 別 所 三 木に 三年の 籠城のと き、 諸 侍 毎日の 働 ありし に. 

山 田. 由 比. 井上 三人 を 以て その 間の 勇士と 定 む。 三年の 內に 井上 大九郞 は 頸 を 十 一 

取りて ければ， 首 取 大九郞 とよば る。 由 比の 久次は 首 を 八つ とれり。 山 田 はつひに 首 

を とら ざれ ども- 人 皆 山 田が 武勇 をば ふかみ 思 ひける。 寄 手 谷 大膳三 木の 械を せめ、 

城よりも ついて 出で て 大に戰 ふ。 このと き大瞎 番屋の ごとき 處に 入り、 その上に のぼ 

りて 前後 を 下知す。 三 木が 兵 多く そのき はに あつまり 取卷 きて 戰ひ、 つ ひに 大勝 はれ 

なる 打 死 を とげけ る。 世 以て 美談す る處 也。 山 田 此の 時 大に功 ありし とぞ。 三 木 滅亡 

の 後に、 山 田 八 右衛門 は 森の 武藏守 長 一 にっかへ て 美 濃の 金山に ありき。 長久 手の 合 

戰に、 上方 衆 勇 功の 働 その 沙汰な し。 然るに 山 田 八 右衛門 は 平 松 金 次と 鎗 をいた し、 

八 右衛門、 壹萬 石の 約に て 下る 時、 大 坂に 於て 病死す。 ^レ之 姪 二 

世に 名高き 勇士の 譽れを 得て けり。 後に 寺 澤志摩 守に つか ふ。 由 比 久次は 後に 伊 ひと 

人 を 寺澤呼 出す、 一人 は 別 所 權右衞 門 也。 

號す。 庚 子の 役に 大津に 籠城して、 城の 守 法 ことん \  く久 次が 料簡に まかせぬ。 門 役 
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山 鹿 語 頻卷^ 二十 七  七 〇 

をつ とめて 敵 を 立 入れた る を 以て、 あとより 來る 味方 を 立 出し たれ ども、 人の そしり 

なかり しとい へり。 後に 池 田 11 一 左衞， 門 尉 輝 政に つか ふ。 井上 大九郞 は 大和 大納言 秀長 

にっか ふ。 長久 手の 年、 桑 名に て 鎗の可 レ合圖 に不, 合な りに しと 也。 後 は 加藤淸 正に 

つかへ てけ り。 三 木の 城に て 首 を とらぬ 山 田 を 侍の 位 一 階 も 二階 も 別の もの 也と 評せ 

し、 その 如く 三士の 甲乙 後に あら はれたり。 勇士の 本意と する 所よ く 可 二心 付 一也。 三 

(二)  はらみい し 

州吉 田の 宿狨 せり 合に、 山縣が 同心 三 科 • 孕 石 • 上野 はこ ぼれ もの を 打つ、 廣瀨は 人 

をうた ざれ ども、 信玄廣 瀨を稱 せりと 云へ り。 

師曰 はく、 別 所が 內に穗 積と 云 ふ 勇士の ありき と 云へ り。 すぐれたる 武勇の 士 なり 

しと、 人の かたりった ふ。 

師曰 はく、 信 長の 時代、 河 內の若 江 三人 衆と 云 はれし は 池 田 丹 後 • 多羅 尾 常 陸 助. 

野 間左吉 三人 也。 畳臣秀 次、 三 好 修理が ために 養 はれ、 其の後 三 好が 家 を 立 退きの 時- 

秀次 に付きて 立 退きた る 者 ども、 各-勇士の 名 ありし もの なれば、 若 江の 七 人 衆と 號 

す。 小 野庄助 ^糊^  • 大庭土 佐 ^  • 高 野 越 中 ^  • 安井 喜內 髄れ 道 • 牧野 傳藏 ， 严 

富 田 喜太郞 £げ ^大ま^ ぼに .1) 野 九 兵衞。 ^?FSM 川 左 介^、 を 入れて 八 人 衆と 


卷 すて の 心 賜に 行 先 小 へ 人 It 

%A  'きの ふ 十た 手 田て 、 、 
十 武遂こ と 。二 り 攻原 戰秀初 
円 家に えき 秀萬 。^役 功吉 名 名 
リ 事 0 あ 同 次 石 越のに 多に 小 は 
紀殺 り 心 逆 を 前 奉 は く 仕隼定 


b 姓の 峯 C 
と 名と i 
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たしす 又 
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卷ふ 錄齋三 美^ 全 P 

IH       A  ^  ffe  £5  w 

十 武^ s 衆齋 伊§ 
ニ^ 長 落に^ 賀さ氏 
に 事に 後 し ^守缺 家 


出 紀仕は て の 


、鏜 


云 ふ。 左 介 後に 志 摩と 號す。 石 田 三 成の 所に 居り、 後に 四國蜂 須賀が 所に あり。 

師曰 はく、 美 濃の 先方 三人 衆 は 氏 家. 稻葉 • 安藤 也。 越 前の 府中 を 信 長 三士に 賜う 

て、 府中 三人 衆と よばれし は、 前 田 利 家 • 佐々 成 政 • 不 破河內 也。 此の 三人、 府中 十 

(五) 

萬 石 を 三 萬 三千 石餘宛 あて 行 ひ 玉へ りと 也。 三 川に 山家 三方と よばれし は、 筑手 *駄 

み ね 

峯. 長 篠也。 井谷の 三人 衆と 云 ふ は、 菅 沼ニ郞 右衛門 Its 廳 1^ 近 藤 石 見守 • 鈴 木 

三 郞大夫 也。 

師曰 はく、 關白秀 次、 その 比 名 ある 勇士 を あつめて、 祿を 畳に し武を しらべられけ 

る を 以て、 天下の 勇士 各-彼れ の 幕下に 立たん こと を 欲す。 秀次、 大崎玄 蕃が木 村. 常 

陸 助が 所に 居たり し を もら ひ 玉 ふ。 常 陸 助 所に て 八 百 石と りし を、 百 石 を 千石づ つの 

立身に て、 八 千 石 與へ玉 はんとの ことなれ ども、 常 陸 助 不二 同心 1 してやみ ぬ。 大崎數 

度の 勇 功の 內、 高麗の 大坂 にて、 坂の 上に 唐人 大勢 ひかへ たるに、 此の 大 坂への り 上 

り、 その 道々 に 我が 下人 を 置きて、 つづいて あがる もの 有らば 引きお とせと 云 付けて * 

つづら 折なる 道 を 唯 だ獨り あがる。 唐人の 中より 一 人 坂の 中へ 出で て鎗を 合せけ る を 

打取り、 その 身 も 手 疵を負 ひける。 その ふり 倫 を 離れた る 働な りけ りと ぞ。 後に 福. S 

士談六  七 一 


ふ もに しのつ^ 務十武 の 部-ひと 死な 時 二 

«5喁 立 、誤 C 淨卿 四 家 他 下 じ敗武 後り 

へち 人 記 坊 網に 事 も 、 る 弒 北 、柬 
な 物 て^な 唱 と « ^紀 $<1 因秀 野 條信昝 信 
りも經 のる 門出 法部卷 す«吉 に 氏:^ 祯長 
乞 文 門べ 師づ印 中 第 、其の 5? 直のと の 


m 鹿 語類 卷 第二 十七  七 二 

正則が 所に ありて、 正則 配流の 時 三 原に 在 城し き。 中 山 角 之 助 • 前 野 兵 庫 • 淺 井 周 防、， 

各- 秀 次の 士也。 中 出. 淺 井は增 田 右衛門 尉の 所に あり、 前 野 は 氏 鄕に屬 す。 

師曰 はく、 笹岡平 右衛門、 元と 瀧 川 一益が 馬 取りより 取 立てられて、 後に は 武者の 

惣 下知 を 承りぬ。 瀧 川武藏 野合 戰の 時に 打 死 を とげぬ。 瀧 川が 家に 並な き 勇士な りと 

沙汰 ありし もの 也。 

(二) -  , . 

師臼 はく、 友 田 左 近 右衛門 は宮部 善 祥坊の 道具 持に て、 それより 取 立てられて けり。、 

(三)  /  ^ 

元はし やう もしの 筋に てけ るが、 宮部、 所々 の戰に すぐれたる 働の 多 かりければ、 取 

立てて 名字 を與へ 侍に いたせと あり けれども、 筋な き 者の ゆく ゑ なれば、 名 氏 を とら 

すべき もの 無， 之。 ここに 於て 善 祥坊、 家の 兩 家老 を 招きて、 彼れ に 名 氏 を不， 服 ハは何 

ゆ ゑぞと 尋ねければ、 兩老 答へ ける は、 名 氏 は 子孫の ため 又は 先祖へ のために 候、 レ 

やう もしの 筋へ 名 氏 を 遣 はさん こと は 先祖 へ の ぶしつけに 罷 成る こと ゆ ゑに、 どれ ど 

れも 斟酌 仕り 候と 云 ふ。 宮部云 ふ、 主人の 命ぜら るる ことなれば、 命 を 捨てよ と ある. 

ことなり とも 可 レ任ニ 其 意； 況ゃ名 氏 を與へ ん こと は 斟酌に 及ぶべき ことと は 不レ思 也。 

然 らば 兩 人の 內 より 名 氏 を 可 レ與と 云 付けて ければ、 國 友と 田 中と 兩 家老 一 字 宛 を あ 


た へ て、 友 田 左 近 右衛門と は 云 へ る 也。 度々 の戰功 あげて 云 ふべ からず。 中に も 江 州 

にて、 宮部善 祥坊と 富 田 新兵 衞と云 ふその 比 江 州に かくれな き 勇士と 鎗の ありし 時、 

富 田 申しけ る は、 善 祥坊樣 御く たびれ とみえ 候， 暫く 御休み 候へ と 云 ふ。 宮部、 さあ 

らば やすめと 云 ひて、 兩へ 引きの いて やすみ、 御く たびれ なほり たらば 御 立ち 候へ と- 

新兵 衞 ことわりて、 叉 立ち あがり 鎗を 合せ、 三度 やすみ 三度 合せて 勝負 不： i 付、 ここ 

に 新兵 衞申 しける は、 善 祥坊樣 もはや 勝負 は 付き 候 まじ、 今日は 日 も くれ 候 間 御 置 候 

へ、 重ねてに 可 レ被レ 成と 云 ふ。 其の 方 左様に 申すならば 如何様に もと ありて、 相 引に 

引きて やすみけ る。 此の 時 新兵 衞が 若黨、 鎗 脇の 弓 をつ めて、 勝負つ いて 新兵 衞 打た 

れば， 唯 だ 一矢に 善 祥坊を 射てと るべき 樣子 也。 善祥坊 のき はに は、 友 田 弓 を 持ちて 

鎗脇 をつ め、 右の通りの 覺悟 たみえけ る。 この ゆ ゑに 兩 人の 鎗 勝負つ かざりし と 也。 

友 田が 勇 功 善祥坊 にて ならびな かりし とぞ。 關白秀 次 を 宮部法 印 養子に 命ぜられ、 其 

の 後秀次 を刖に 大名に なさる る 時、 秀吉友 田を秀 次に 付け 候へ と ありけ る を、 法 印 申 

に 5 J 。政、 しける は、 上方に 被 二 差 置 一 御先 手 を 仕る に、 旣に 老衰せ しめ、 萬 事 を 友 田 次第に 仕り 

後に 筑發 守に 

in す。 タ^ サ  (B) 

0  置く の 間、 友 田 を 進上 仕りて は 先手 を 致す 事な り不レ 申と あるに 付きて、 田 中 久兵衞 
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名が 兵 敗軍す。 此の 時 田 中 久兵衞 長刀 を 持ちて、 垣屋が 內大坂 新右銜 門と 云 ふ但馬 • 

よせ あ  fr 

丹 後に かくれ もな き 射手と 寄 合 ひ、 大 坂が い る 矢に て 田 中むな 板 を 右の わき へ 射出 さ 

れ、 二の矢に て 左の わき 射られ、 兩矢 をう けながら 遂に 大坂を 伐つ て けれども、 大 

に 一、 に 《s ほ 坂 も 大に戰 ひ 相 引に 引きけ る。 類 すくなき 勇猛 也。 但馬 平均の 後、 但馬 をば 美 濃守秀 

長 後.： i 大和 

lil^:^  K に 賜 はり、 ^馬の 內 にて 二 萬石宮 部に 賜 はり、 垣 屋を與 力に 預けら る。 秀吉 因幡 退 

治の 時、 宮部 はじめて 垣 屋に對 面して、 水の 尾合戰 のこと を 云 出しけ るに、 垣屋 申し 

ける は、 水の 尾に て、 誰と は不 レ存、 白羽 織に て黑の 馬に のりし 人 一 番に乘 入りぬ、 

それに つづいて あとの 衆 も 馬 をのり こまれつ、 是れは 誰に 候と 云 ふ。 宮部、 さて は 左 

ありし にや、 是れ こそつ かひ 立ての もの 田 中 久兵衞 と 云 ふ もの 也と て、 則ち 田 中 を 召 

出し、 招ー 屋 と^ごとの ありし と 也。 田 中 このと き 白き 紙子の 羽織 を 著せり と 也。 田 中 

は後秀 次， よりかへ り秀吉 にっかへ、 三 河 岡 崎に おいて 六 萬 石と りし 也。 程 を へ て 岡 崎 

は 子息 民 部に 賜 はり、 その 身 は隱居 分に て 西 尾 四 萬 石を領 す。 庚 子の 役に 軍忠を 以て 

筑後を 賜 はり 筑後 守に 任ず。 この 比 初めの 宮藏 本の 出 所 宮川を 氏と して 宮川土 佐と 號 

十。 田 中 は 紺屋の つけし 巴を紋 とさ だめ、 宮川は 後まで 臼杵を 以て 衣服の 紋 といたせ 


りと 也。 筑後守 は 柳 川 城に 在りて、 息 主 膳久留 米に 在 城す。 主 ^甚だ 勇猛 を專ら とし 

て、 つねに 三尺 四寸の 刀を帶 す。 近習の もの 三尺の 刀を帶 する 者 百 人 を そろへ、 或 時 

魔 野の 先にて 下人 を 成敗せ しに、 下人 百姓の 家へ はしりこみ、 物置へ 飛 入りて かまへ 

居た るに、 主 膳 自ら つづいて かけ 入り、 主 膳 刀な がくて つかへ、 引取る とて K を わら 

れ ながら、 右の 下人 を 引出して 殺し， 其の 手 疵に鹽 を こみ、 ここ は 身の 內の よけい あ 

ルラ  クノ  (荒 no 

る 所 なれば、 不レ腐 ごとくに とて 鹽を こまれし 也。 如レ此 あらきなる 事 多く、 父 筑後守 

柳 川の 城に あるに、 度々 城外まで 押 寄せ、 から 鐵炮 をう つて、 父 を おどろかせて 嘲り 

笑 ひな どいた せり。 此の 暴惡 次第に 長 じ、 下人 を 手 打に しける とき、 下人ね ながら は 

(肉 S 

ら へ る 刀に て 足の しし むら を きられ、 色々 養生して 大方 平 愈の 時、 是れ 斗り の ことに 

如レ此 いたむ こと は ある まじき こと 也と 云 ひて、 力足 を ふみければ、 俄に 血の はしり 

て 終に 卒す。 勇に して 不レ好 A 學ば亂 也と 云へ る 格言、 尤も 可い 味 也。 

師曰 はく、 北條 家の 馬屋 預 りに 須訪邊 と 云 ふ もの、 度々 よき ことの ありし ものな り 

關東陣 に 須訪邊 と 勝 田 八左衞 門と 云ふ兩 人物 見に 出で て、 敵に 急に 付けられ、 兩 人と 

もに 早々 引きと る。 須訪邊 は 馬屋 別當ゅ ゑに、 能き 馬 を もちて 乘 切って か へ る。 勝 EE 
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は 能き 馬 を もたず、 不 レ得レ 引、 立ちと まり 相戰 ふ。 勝 田 あとに のこれる ときいて 人々 

はせ 參る內 に、 勝 田 敵に 打ち ふせられ、 頸 を 半 過ぎまで きられぬ。 敵 も 事い そが はし 

くて 引取る。 味方 は 勝 田 深手お ひたれば か へ ると も 可, 死と て棄 てて かへ りけ るに、 

勝 田 さしもの 勇士 ゆ ゑに、 自身 手に て 頸 を もたげ、 未だ 生きて あるに 各^-はす てて か 

よば 

へ-るに やと 喚 はりければ、 各-きき 付けて、 かれ を 連れて かへ りぬ。 此の 時 須訪邊 は 

能き 馬 ゆ ゑに 却ってお くれ を 取り、 勝 田 はつれな き 命の たすかり 勇 を あら はしぬ と、 

其の 比 人々 の 沙汰せ し 也。 勝 田 はつり かがみの 差 物 を させり とぞ。 後に 漂泊して 松 平 

右衛門 太夫 所 にて 身 まかれり。 

<に ^出 七 師曰 はく、 木 村 常 睦助內 に 岡 田 藤 十 郞と云 ふ もの あり。 十六 歳の. 時 八 王 寺の 槭 貴に 

J 頁 g 照  ノ 

類 取 源 八 顕を引 さげて 出来り、 一番 首な りと 訇る 所へ、 岡 田來れ り。 源 八 はや 頸 を 得 

たり や、 さて は 面白く もな けれどもと 云 ひながら、 城の 方へ 行きて 則ち 朱 具足 赤よ ろ 

. ひの 者と 突 合 ひ、 無 1 難 突 倒して 頸 をと らんと しける が、 其の儘 さしおき 先へ 行き、 

又 敵と 突 合うて 敵の 頸 を 得て 來れ り。 初めの 頸 をす てた る は 如何と と はれけ るに、 冑 

なみ 

を 仰け て みれば 法師 武者 ゆ ゑに 棄 てたり とい へりと ぞ。 倫 を はなれた る 勇士 也。 此の 


德 十郞、 朝鮮 征伐の 年 十八 歳に て 高麗に 至り、 すぐれたる 働 多 かりき。 さるに 付きて、 

木 村が 軍法 を やぶりて 先へ 出で たる こと 度 かさなり しゅ ゑに、 常 陸 助大に 怒り、 重ね 

て 左様の こと あらんに は、 具足 を はいで 陣を拂 へと 云 付けたり 。此の こと を 藤 十郞本 

意な く 思 ひ、 その 翌日 白き 羽織 を こしら へ、 墨に て紋を 出して、 唐人の 方へ 一番に 十 

すむ。 折節 長 谷川 藤五郞 など 大物 見に 出で ける に、 先に 松の木の 有る 所に 白羽 織の も 

のみ ゆる。 敵 か 味方 かと みれ ども しれず、 此の方へ 向 ふこと なく 敵方へ 一 文字に すす 

む。 右の 松の ある 所まで は 中々 行きぬべき 所に あらざる に、 松の木の き はまで 行きて 

すみやかに 打 死して けり。 誰の も のぞと 尋ねられければ、 木 村 常 陸助內 g; 田 藤 十郞な 

りと 云 ふ 沙汰し ける。 惜しまざる ものな し。 岡 田 書 置 をいた し、 .SI に 聊か その ふり も 

なく、 傍輩 どもと 咄し、 翌日 打 死す。 其の 書お き は、 常 陸 殿 具足 を はいで 陣を はら は 

ん との 玉 ふ、 人の 國に まゐ り、 此の 陣を はら はれま ゐら せて は、 何方に 居て 戰場 をつ 

とめ 侍るべき、 この ゆ ゑに 先立ちて 戰死を とげぬ と、 のこしお きけ る。， のす さび • 

人々 以て 惜しみ あへ り。 此の 藤 十郞、 十六 七の 時分より 勇士の きざし あら はれ、 只 人 

にあら じと 世に いひし とぞ。 
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師曰 はく、 中國 平均の 時、 秀吉 ^崎 をせ め 玉 ふに、 信 長より 阿閉 萬 五郎と 云 ふ 勇士 

を秀吉 へさし そ へられけ る。 尼 崎械责 に、 萬 五郎 城の 大手に 一 人 進み出で、 がくの 立 

物に 猩々 緋の 羽織に て、 杖 をつ き 城の 方 をに らまへ 立ちたり。 大男の あたり を拂 うて 

唯 だ 一 人 仁王 立に 立ちければ、 城より 矢玉 を 放つ こと 雨の ふるが 如し。 阿閉 更に 不 

レ動、 秀吉 これ をみ 玉うて、 田の くろ を 四つば ひに は ひ、 萬 五郎が 立ちた る 膝へ 下よ 

り 手 を かけ、 是れは 何と 云 ふ 御 事に て かくは かぶかる るぞ、 早々 引取 申されよ と あり 

かたじけな 

ければ、 萬 五郎 杖 を 右の 手へ 取りな ほして、 忝 しとの 會釋 ありぬ。 而 して 秀吉 叉よ 

つば ひに はうて かへ り 玉 ふ。 萬 五郎 も かへ りぬ。 後まで 秀吉萬 五郎が 勇を稱 美し 玉 ひ 

ぬと 也。 

師曰 はく、 明智 光秀が 內に明 智左馬 助 は、 本名 は 三 宅彌平 次，、 後に 左 馬 助と 云 ふ。 

明智治 右衛門. 溝尾庄 兵衞、 いづれ も 明智が 老臣に して 勇士 也。 齋藤內 藏助利 三 は 元 

と美 濃國 安八 郡 會禰の ものに て、 齋藤道 三が 甥 也。 稻葉 伊豫 入道 一 鐵に屬 してけ るが、 

後に 一 鐵の家 を 立ちの き、 海 北 美 作 守 をた のみ 淺井長 政に 屬す。 一 鐵 甚だに くみて 是 

れを こばみけ るが ゆ ゑに、 再び 一 鐵の 所に つか ふ。 一 鐵 己れ が 姪 を與へ て嫁娶 せしめ、 


丞 又は 紀：: 
と は 加卷^ 
出 可也 第 
づ成 雜十武 
« 左 八 家 
三 允に 事 
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安堵せ しむと いへ ども、 猞 ほ不, 安して 明智が 家に 至りぬ。 明智 彼れ が 勇 謀 他に こと 

なる を 以て、 甚だ あつく 禮 して 軍議 悉く 彼れ に 任せり。 信 長を弑 せし に 利 三 を 以て 將 

0 十九 ま 

として、 其の 身 は 桂 川に あり、 後に 齋 藤^: 三 罪せられ、 その子 二人 靑龍 寺に て戰 死す。 

佐 渡 守利宗 幼に しての がる、 後德 本と 號す。 海 北が 弟に 畫 師友 松と 云へ りし、 利 11 一が 

娘^ |； 春 及び 利宗を かくし 置きけ る を、 一 鐵 招きよ せて 是れを 養へ り。 長久 手の 時 は 

德本は 一 鐵に屬 せりと ぞ。 可也 彌左 之丞と 云へ る は、 本 は 三 好 家の ものに て、 明智き 

よびだ 

き 及んで 喚 出せり。 その 比い まだ 前髮の ありければ、 光秀 不審 を 立て、 此の 名 は 親父 

よりの 家名 かと 尋ねければ、 私の 付けた る 名 也と 云 ふ。 さて は 若輩より 戰 功の、 架かり 

(二 ) 

^,^0 ける にこ そと 稱 美して、 やがて 軍の 奉行に いたせり と 也。 叉提子 數盃之 助と 云へ る も 

h- ならん 

の、 明智が 家に て 名 ある もの 也。 後に 京 極大 津の 宰相に つかへ て 五郎兵衛と 云へ り。 

大津 籠城の 時に、 由 比の 久 次と 兩人を 大手の 左右より ま はらせ、 要害に 可, 仕處々 を 

見 積ら せけ るに、 兩人打 ま はり 一 度に 大手へ か へり、 書付 を懷 中より 取 出して みせけ 

るに、 兩 人の 考 同じ こと 也し とぞ。 

師曰 はく、 安田 作 兵衞と 云へ りし もの、 明智 にっかへ、 本能 寺に おいて 信 長へ 御 目 
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^  ^出 五 にか かりし もの 也。 後に 大和 大納言 秀長 にっかへ て、 天 正 十一 年 江 州 賤ケ嶽 の 戰 のま 

ol  (萠) 

へ に、 度々 せり 合 ありし 比、 勇 功 ありし とい へ り。 指 物 額の 內に、 「もえ 出る も かる 

る も 同じ 草 なれば いづれ か 秋に あはで はつべき」 と 云 ふ 歌 をし るして 指せり とぞ。 後 

に 天 野 源 右衛門と 號 して、 寺 澤志摩 守が 所に ありし とぞ。 

師曰 はく、 大和 大納言 秀 長の 衆、 賤ケ嶽 七 本鎗已 前に、 七 本 やりの 合 ひたる 所より、 

いまだ 柴田 方に て 切々 せり 合の ありし に、 前に 各-土手 を 築き、 身隱 おかまへ、 その 

內に 居て 足輕 せり 合な ど あり。 こ の 時 奥 田 勘 兵 衞倫を はなれ 起き あがり 鎗を 以て 出て、 

まゐ るぞ/ \ と 云 ひて 進む。 安田 作 兵衞も つづいて 出で ぬ。 敵 間近くな りて、 あとつ 

づ かざる と 存じて、 奥 田 は 引きと る。 安田 はお そかり けれども、 敵 その 時 出で て鎗ぁ 

へり。 大庭土 佐 も 其の 處に 居たり しが 不レ 出け りと ぞ。 七 本鎗の 前日に、 丹 羽 長秀內 

安養寺 猪 之介鎗 をいた せり。 是れは 長 秀志津 嶽へ船 をつ けて あがりけ る 時、 中 川丄咼 

山が 城實の 折し もな りければ、 安養寺 直にす すんで 鎗 をいた しけり。 大島茂 兵 衞尉も 

この 比 長 秀に屬 してけ るが、 此の 時戰功 ありし とぞ。 安養寺 は 元と、 江州淺 井が 家臣 也 

といへ り。 


.師 曰 はく、 朝鮮 征伐のと き、 加藤淸 正が 留守 を 伺って、 島津が 者に 梅 北と いへ る 勇 

士、 かねて 問 人 を 以て 肥 後の 様子 を はかり、 佐 敷の 城に 加 藤 與左衞 門が 居け る、 與左 

(%ン 

衞門も 高麗へ わたり、 留守居 も はか，.？ しからぬ 便宜 を考 へて • 直に^ 志 木の 械を责 

C ち 

めと り、 一族 若黨狨 にこ もり、 これより 八 代. 熊 本 を 伺 はんとせ し 也。 ここに 佐 志 木 

より ニ里餘 ある 田野 浦と 云へ る在鄕 に、 與左衞 門が 郞等 ども 在鄕 して 居け る、 その 內 

に 酒 井 善左衞 門と 云へ る もの、 此の 事 をき いて 急いで かけ 付けん とし けれども、 人 皆 

梅 北が 勇に 恐れて 是れ に不, 從、 所の 庄屋 助 兵 衞と云 ひける ものに 馬の 口 を とらせ 速 

に はせ 付け けれども、 梅 北 旣に械 中に 入りて 思の ままに 振舞 ひ、 與左衞 門が 者 ども も 

人質 を 出して 一 旦皆 降参す。 酒 井是れ にたて づ くべき やうの なければ、 與左衞 門が 甥 

に彌 市と 云へ る ものの ありし、 いまだい とけな かりし を 人質に 出し、 酒 井も栴 北に 隨 

心しぬべき よしを 披露す。 梅 北大に 悅ん で、 肥 後 一 國 やがて 平均す べしと 大に おごり 

おも ひく 

其の 夜 は 一 族 家人 各-町 宿へ さがり、 思々 に 酒の み 遊ぶ。 梅 北 は 與左衞 門が 女房 を 己 

れが 妻に 可レ 致と 用意して、 其の 夜 祝 1  一一 口の いとなみ なりと もてなし、 大に 酒を飮 み、 

酒 井に も盃を さして、 引きう けく 飮む。 酒 井 肴 を はさむ ふりに もてなし、 梅 北 を 一 


b 地す 居 搴出大 ひ' 紀っ 
と琿. し 城 又 水口 第卷じ 
慕て し 太 城 城 十 第 
考降 、BR に と 八十 武 
にる JR 忠 はすに ra 家 
あと は 辰 和  > は 及 事 
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太刀に きる。 梅 北大 剛强の をの こなり ければ、 傍に 立て かけて 置きた る大 太刀 を 取り 

て、 直に 奥の 方へ 入りて 人質の 彌市 をき らんと す。 酒 井 つづいて 推 入り、 彌市も かね 

て 酒 井が 與 へし 懷脇指 とり 出して、 ともに 梅 北 を 仕留めぬ。 而 して 械 の木戶 をう ち、 

酒 井 善 左衞門 こそ 梅 北 を 仕留めた りと 訇 りければ、 梅 北が 郎等 家人 方角 を 失って 八方 

(一) i に 分散し、 梅 北が 逆心 あ ともなく なりに けり。 此の 事 奈護屋 にき こえければ、 秀吉則 

S, 肥 前の 

«f  ち 梅 北 を靜謐 のために 淺野左 京大 夫 を さし 遣 はされ、 源 君より 本 多 中 書 をつ か はさる。 

然るに 梅 北 無二 子細 一 酒 井が 謀に 落ちけ るよ しき こえて、 兩人は 途中より 奈護屋 にかへ 

りぬ。 秀吉酒 井 を 召して、 今度の 勇猛 比類な きょし を 感ぜられ、 二 千 五百石 を 酒 井に 

賜 はり、 彌 市と 安田と 云 ふ ものに 千 石 宛 賜 はり、 田野 浦の 助 兵衞に 三百 石 作り 取に 賜 

はりぬ。 酒 井後に 奥 西と 氏 を かへ ぬ。 今以て 黑 田が 家に その 筋の これり とぞ。 

に ひろ 

師曰 はく、 島 津貴久 の 家に 新 納武藏 守と 云へ る は、 その 比大 指武藏 とよび て、 武勇 

のこと に は 一 番に指 を 折られし もの 也。 家の 老臣に て、 弓矢の 指 引 は 何事 も武藏 守に 

(一一)  (出水) 

き はまりぬ。 天 正 十五 年、 秀吉 島津返 治の 時に、 肥 後 ざ かひ いづみと 云 ふ 城に こもり 

(諫 早) 

て、 殿下 を铖 下にな しま ゐら せし 者 也。 西江久 右衛門と 云 ふ もの、 是れは 本い さは や 


也。 はじめ 龍 造寺隆 信に 屬 して 有 馬の 戰に先 をいた し、 後に 島 津に屬 して 新納と 同前 

の 勇士に よばれけ る。 松 浦 壹岐守 時に、 島津 家より 招きて 平戶に 住す。 松 浦が 一 族た 

れば なり。 關ケ 原の 時、 島津 兵^ 頭に 能く 付きた る內、 大野 將監と 云 ひて、 四十 石と 

り、 夜郞 同前の ものな りしが、 勇猛の 働 ありけ る を 以て、 四百 石の 加增 ありて、 與カ 

百卄 人ぁづ かり、 國さ かひに 置きて 近國の 押へ となれ り。 其の 身 小身な りと い へど も、 

與カ 大勢 ゆ ゑに おさへ になれ り。 庚 子の 役の 功 を 以てな り。 

(三)  (巧) (合) 

にで ^st( 師曰 はく、 田中筑 後守內 に、 庚 子、 、江 渡の 川 ごしいた し、 石 田 三 成が iS: 杉、 江 勘兵衞 

0  I&- 名ク兵  考 

と鎗 をいた し 打ちと めた ると 云 ふ もの 三人 あり、 西 脇 五右衛門 • 辻 勘兵衞 • 松 京 右衞 

(g:)  Mi  s 役  _ 

門 尉と 云 へり。 實は西 脇鎗を 合せて 突 合 ひける が、 手を负 ひたる 所へ、 筑後 守も來 

て 言 を かけ、 西 脇に 情 を 出さす る內 に、 松原 來て突 倒し 頸を擧 げたる 也。 迁勘兵 新 は 

通り ざまに 鎗を 合せた るまで 也。 而 して 西 脇と 松原と 此の 功を爭 つて やまず。 筑後罕 

領の 初、 礒野 伯耆守 所に て筑後 守に 初 麥の振 まひ を 獻ぜし 時、 兩人 今にお いて 不通の 

由 をき き、 兩人 をよ びに つか はし、 同じ 文章に 感狀を その 間にした ため、 兩 人へ 被, 渡 

て 中な ほり 也。 辻 勘 兵衞は その 時 敵と 組 打の 功 ありし を 以て、 その 感書 をた ま はれる 
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三千 石餘  七 百 石 - 

也。 後に 松原 は 越 前に ゆいて 居り、 西 脇 は 肥 後に あり、 辻 は 肥 前と 號 して 淺野但 馬 守 

所に ありぬ。 松原 その 比 は 善左衞 門と 云へ りと 也。 

(1) 能な W 師曰 はく、 前 田 利 家 末 森の 後卷の あるべき 前に、 敵 末 森の 木戶 口へ 入り こみけ る を 

^昨 郡に 在り、 

あとより 利 家の 先 衆 走り 付きた る を 見、 佐々 が もの ども 城 を あとに して 此の方と せり 

これ を 守る。 

天 y 卜 •： 年 佐 合 ひ、 前に 小 堀の ありし を、 富 田 六 左衞門 後に 越後と 云 へ る もの、 太刀に て 一 番に堀 

佐 成 政 これ を 

？ はに そ を とびこ ゆる。 野 村 傳兵衞 は 三 間 ほど あと なれ ども、 鎗を もてる ゆ ゑに さし つづいて 

グ お ；  一 a を ム す 

堀 を こし 鎗 つくる。 山 崎 彥右衞 門 は 三番め なれ ども、 さきへ 言 を かけて、 山 崎 是れに 

あり、 氣遣 せずにい たせと よば はる。 つ ひに 佐々 が內 野々 村 主 水 を 打ちと めぬ。 頸 は 

富 田 太刀 を もちければ 則ち あげてけ り。 利 家 三人と もに 一 番鎗の 感書を あたへ、 祿 を 

问 じく 與ふ。 おとらぬ 働 ゆ ゑ 也。 山崎彥 右衛門 は 長 門 守 後閑 齋と云 ひしがた めに はい 

とこ 也。 前 田の 家に て 一 萬 石に 至りぬ。 亂氣 して 自殺す。 彼れ が 子 一 人山 臥に なりて 

北國に 居り、 大峯 にて 山臥强 力の 出入 ありし に、 大剛强 なる 働 を とげ、 その かへ りに 

01) 前 田 利 越 前 上野に おいて 荷物 を 强盜に とられ、 あとより 追 ひかけ 盜人を 追 ひち らし 荷物 をと 

袞の 子、 利 長 •  (二)  千 石 

の 弟な り りかへ す。 たしかなる 勇者なる を 以て、 黄 門 利 常 則ち 命じて 還俗せ しめ、 山 崎 半左衞 


門と 號 して 彼の 家に ありと 也。 

師曰 はく、 長 會我部 元 親 伊豫に おいて 働のと き、 執行 加賀 守と 津野 藤藏 と、 大津の 

城に て 大手 口にお いて 一 二の 鎗の論 ありし を、 元 親 直に 詮議して、 兩人 ともに 一 番に 

定め 和睦せ しめしと いへ り。 勇士の 諍 さも ありぬべき こと 也。 

(統 度) 

師曰 はく、 酒 井 左 衞門尉 忠次內 に、 石 原 ずん ど 右衛門と 云 ふ もの あり。 姉 川の 時 酒 

井 御先 手 を 致しけ る 時、 石 原 三百 斗り にて 尉が 內の 先手 をいた し、 橫すぢ かひに 備を 

出す。 あとより みて は 脇へ 備の 出る 如くに みえけ る。 淺 井が 三千の 兵、 信 長 先 衆と か 

かり 合 ひ、 信 長 旗本まで 敗軍 ある を， 石 原 わきより 備を 出す によりて、 淺井衆 悉く 敗 

軍、 ことに 朝 倉が 兵 此のい き ほひに 辟易して、 源 君 大利を 得 玉 ひぬ。 此の様 子 を 信 長 

大に 感じ 思 召して、 此の 時の 勇 功 を 賞し、 酒 井 を 四 品せ しめて 左衞 門^: になし 玉 ふ。 し 

かれ ども 後まで 云 ひよ きに まかせて 尉と 稱 しぬ。 石 原が 此の 時の 働、 人 以て 稱 せる 也。 

師曰 はく、 可 兒の才 藏は美 濃の 可兒 山の もの 也。 靑 竹の 葉 ある を そのまま 指 物に 用 

ひて、 己れ が 得た る 頸の 切 口へ 押 込んで なげ 出し 置きて、 後の 改めに は是れ を證據 に 

致せる ゆ ゑに、 ささの 才藏 ともい へりけ ると 也。 家々 を 武者修行 いたして 往來 し、 先 
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先にて 戰功を あら はせ りと い へ り。 信 長 本能 寺に てこと ありし 時 は、 明智が 所に 有レ之 

て、 本能 寺の ぬぐ ひ 板の 上に て 頸 をと る ものの ありし に、 とり かねてけ る を、 手本 を 

さげて 取れと 敎 へし は、 才藏が 下知な りしと いへ り。 長久 手の 時は關 a 秀次 にっかへ 

ぬ。 後に 前 田 利 家に つか ふ。 家 をかぞ へて 修行いた せりし もの 也。 され ども 知行 は 千 

石に 不レ滿 して 終れり。 匹夫に は 勇 功の ありし ものと て、 人 皆 其の 名 を しれる 也。 

師曰 はく * 秀 次の ものに 岡 本 加 助、 長久 手に て 功 も ありし ものな りき。 後に 松 倉 畳 

後 守に 嵐して、 大坂 冬御陣 に、 城 中に て 鐵炮を つるべし ことあって、 先手の さわぐ と 

き、 岡 本 一 番に 進んで 城ぎ はへ 付き、 いまだ 先に 人 あれば 追 ひ つづいて みるに、 輿 田 

へ 0 郞右衞 門 也。 刖の 子細に は不レ 有と て、 兩人 つれ 立って かへ るに、 松 倉 自分の 備を 

チ.る だ 

圓 立てて 居たり。 自 餘は備 までの ことな かりし と 也。 奥 田と 岡 本と は， 夏 御 陣に松 平 

下 總守手 を かり 先へ 出で て、 六日の 早朝に 打 死 也。 加 介 は 必ず 後藤 を 可, 打と い へり n 

その ゆ ゑ を 人に 尋ねければ- 後藤 何時も 一 番に 先へ 出る もの なれば、 我れ 魁して 是れ 

に 可 一一 打 合一と い へ りと ぞ。 果して 後藤が 打 死の 六 七 間き はに て- 鐵炮 手に あたり 打 死 

を とげぬ。 


師曰 はく、 淺 野の 家に 龜田大 隅 • 上田 宗古は 人の しれる もの 也。 龜田は 足 輕の內 よ 

S) 

り 取 立てられて、 度々 の 勇力 を あら はしぬ。 中に も 高麗に てまと ひ を 取り かへ し、 is 

モ } 

(五) S 开、 人の 大將分 をう ちし 事、 大 坂の 時 (和) 泉の かしの 井に て鎗 のこと、 人の しれる 功也。 

泉 南 郡に あり 

上田 主 水 は 初め 丹 羽の 長秀 にっかへ て 小 性 奉公な どいた しける が、 大坂 において 織 田 

十六 七 斗り 

七 兵 衞尉信 澄 本丸に ありし を、 長 秀人數 を 以て 取卷 き、 信 澄 生害に 及ぶ とき、 主 水 ふ 

と 內へ飛 入りて ければ、 信 澄旣に 生害に 及ぶ。 則ち 頸 を うけとりて 出で たりし と 也。 

一 萬 石 

あくまで 剛勇の 生れ 付の ものな りき。 後に 太閤 秀吉 にっかへ、 關ケ 原の 時 三 成に 屬せ 

し 科 を 以て、 本領 を沒收 せられけ る を、 淺野紀 伊 守 元より しれる よしみ なれば、 源 君 

へ 請 ひ 奉り、 茶 ともだち にと あるの ことなり。 主 水 事 三 成に 屬 せし 斗り にて、 事の あ 

ら はれた る惡事 もなかり ければ、 源 君 免許あって、 淺野 家に 屬し 一 萬 石を領 す。 その 

比 迄 さして 名 を 得た る 功 もなかり し。 中 村 式部 少輔伏 見の 屋敷に て 火事の ありし に、 

家の 破風 口に 一 人出で て ふせぎと めた る 振舞き ざし 只 ものと みえ ざり し。 是れを 時の 

(樫) 

人 大に稱 美す。 大坂 柏の 井に て 一 番に鎗 を 合 はす。 以上 人の しれる 働兩 度の 內、 一 度 

は 火事の 覺悟 也と いへ り。 大坂 冬御陣 に、 伹馬守 仕 寄 場へ 大筒 をし かけた るに、 但馬 
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守が 足輕竹 束の さまより 外 をの ぞく 所 を、 城內 より 鐵炮 にて 子細 もな く 打殺す。 その 

あと へ 宗古 大筒に のりかかり： S を 出して 四方 を 見 ま はす。 鐵炮 雨の ふるが ごとく 來り 

ける に、 目 まじろ ぎ もせ ざり し、 類 すくなき 勇者な りと 云へ りと 也。 

師曰 はく、 齋の 伊豆、 後に は 道 二と 號す。 方々 武者修行 いたして 名 を 得た る もの 也。 

長久 手に てす はだに てせ り 合いた したり。 その 比 は 小 田 切 所左衞 門と 云へ り。 關ケ原 

の 時、 奥州に おいて 瀬の 上の 働、 人 以てしれ り。 後に 北 國加賀 にあり き。 大坂 御陣の 

(二 ほ 田 幸 時- 利 常 その 比 は筑前 守な りし、 此の先 手に 居り、 眞田 丸へ 付きて、 振の 能き もの ど 

丸大坂 城の 南 

もの 內也。 眞田 丸に て 城 中より 鐵炮 甚だしげ かりし に、 伊豆が 頸す ぢに 玉の あたりし 

き これに 據る。 

*s 丸と いひ、 を、 手 を 入れて 玉 をと り 出して， 少しも あたりた るふり もせず、 傍に 平野 彌ニ 右衛門 

大いに 德 W 軍 

も 促 ま. せり など ありし に 物語いた し 居る 所へ、 又 眉間と おぼしき 所へ 玉 あたりて、 血の たら/ \ 

となが るる を、 指 を 入れて 玉 を 取 出し、 冑は 大事の もの 也、 此の 胄は 信玄 よりった は 

りたる 冑 なりと 物語せ しに、 詞の色 も か はら ざり し 也。 加賀 にて は その 比足輕 をぁづ 

かり、 先手に 在， 之て けりと 也。 

師曰 はく、 平野 彌ニ 右衛門 眞田 丸に て 見事なる 振、 齋の 伊豆 • 小 幡 勘兵衞 にお とら 


ぬ ことども 也。 平野が 中間に 五右衛門と 云 ふ 者 一, 人付き て その 場に ありけ るが、 平野 

が 矢面に立ち ふさがり、 かすり 手の 鐵炮 十八 迄 あたりし に、 一 つも 身 をいた む ほどの 

ことなし。 大剛强 の ふるま ひゆ ゑに、 城 中より 高 聲に稱 美して 其の 名 を 問 ふ。 彌ニ右 

衞門當 座に 名字お くれければ 則ち 立ち あがり、 平野 彌 1 一 右衛門 內 五右衛門と 云 ふ 中間 

に 候、 是れ まで 付きた る 褒美に 名 氏 を くれられて 平野 五右衛門と 云 ふとな のりけ る、 

を この 勇者な りしと 也。 平野 は 加州に おいて 千 五百石 を領 十。 其の後 肥 後に 至り 細 川 

つ ご 

レ もの 

01) 罪 あり が 家に 居り、 五千石 を領 す。 北國 にて 橫山 山城 守、 五百石 取る 侍 を 平野に 仕 物に 云 付 

て 殺す こと 

けて ける。 橫 山が 使の みる 前にて、 疊 をニ帖 とり かへ させ、 血の 引くべき にと 云 ひて 

さて 大夜衣 を かぶり 寢て 居て、 右の 仕 物に 可レ仕 侍の 方へ 使 を 立て、 御用の こと あり 

キ  ラ  (油) 

早々 可 レ被レ 參の由 をい ひっか はす。 但し その 方 身に 覺ぇ あるべ きこと なれば 由 斷は致 

さるべからず と云途 るに 付きて、 右の 侍 ことん \ く 遺言まで いたして 來れ り。 刀を緣 

に 立てお く。 彌ニ 右衛門、 刀 を內へ もたれよ、 その 方に 子細の こと ありと ことわり、 

刀 を內へ 入れさせ、 散々 相 煩 ふゆ ゑに 如レ 此の 體 なり、 是れへ 近く 寄り 申されよ とて， 

我が わきざし は 脇に 立て かけお きて、 申し わたしけ る は、 別の 子細に は あらず、 橫山 

士談六  九 一 


山 鹿 諝粼卷 第二 十七  九 二 

事 我等と は 不通 同前の しかたな るに、 今日 如い 此 申し 来れり、 何 ほど 橫山 申す とも、 

御邊に 申し わくる の ゆ ゑん あらば、 我等の 身に かへ て 可 二 申 開 一 又 云 分 も不レ 立ば、 御 

分^ あるべき こと 也と 云 ひわた す。 云 ひわけ もなかり ければ、 則ち 是れを 仕留めたり。 

右に しける ニ帖 のた たみの 外へ は、 のりの つ かざりし とぞ。 たしかなる 仕 物な りき。 

(1) 素行の 師曰 はく、 小幡勘 兵衞尉 景憲、 大坂御 陣には 前 田 利 常 內富田 越後 備にあって、 極月 

兵 *5 師、 甲 

^ ほの^ * 者 四日 眞田 丸に 付く。 備揚 より 矢 倉 下 迄 一 町に いたして ける。 此の 場せ はしき 所に て、 

足輕大 將才の 伊豆、 三本の 旗 一本、 長柄 卄 本の 內 三本まで 打ち をら れ、 若黨 小者 廿三 

人手 負 ひ、 どれ/ \ も くぼみ を 見、 木栩を かたどり、 下に ふして 居た る を、 景憲四 度 

まで 立ち あがり、 或は 十五 間 或は 廿問 すすみ 出で て名乘 る。 而 して 五ッ 比に 眞田丸 馬 

§  よつ 

出の 下へ おしよせ、 景憲柵 木に やり を もたせ 立て かけ 少しも 折し かず、 八ッ 比まで 四 

時 こた ふる。 北國勢 多し といへ ども、 景憲が 郎等 村 上 • 杉 山 以上 三人、 外に 五 人に 合 

せて 八 人なら で、 こたへ たる ものな し。 その あと 少し 高き 場に、 齋 伊豆 • 平野 彌 1 1 右 

衞門 など こたへ 居る。 日暮に 及ぶ の 間、 各， 'を さきへの かせ、 伊豆 • 平野 • 小幡 三人 

あと を 仕りぬ。 伊豆 手 を 負 ひける が ゆ ゑに、 景憲 引かけ ての く。 右の 備の場 一 町の 內 


に兩 度まで 伊豆 を やすませ、 景憲 立ち かへ り、 高聲 になの り、 筑前 鐵炮大 »齋 ^豆と 

o  o し 

云 ふ もの 手 負 ひたる を 引きと るの 間、 出で てく ひとめよ と 旬り て、 つ ひに 朝の 備 場へ 

來て 伊豆 內の ものに わたす。 此の 時 景憲指 物 をお とせる を、 あとへ とりに かへ り けれ 

ば、 伊豆が 手 を 負 ひたりし 所に あり。 是れを 取り あげ 城の 方に 向 ひ、 又名乘 りて、 酒 

ば やしの 指 物 を 落して 捨てて は不覺 なり、 唯今 取りに 来れり、 出合 ひて 打ちと めよ と 

よば はりけ る。 城ぎ は 十 間 斗り ありし に、 鎗の柄 も 三 所まで 打ち かすられ、 身 も あま 

た 所 矢玉の かすり 手 ありし と 也。  • 

師曰 はく、 下方 左 近が 孫に 彌ニ 右衛門と いひし は、 福 島 正則に つかへ し。 正則 大强 

勇の 將 にて、 ややもすれば 下人 を 手 打に し、 或は 劍戟を 以てつ ききって 其の 勇 を ここ 

ろみけ る。 下方 を とらへ、 脇 指を拔 きて 頭に おしあて ける 時、 下方 少しもた わまず 頭 

を 刀の さきへ つきあて、 深く つかる る 如くいた す。 正則 其の 勇猛 を 感じて これ を 賞し 

ぬと ぞ。 後に 尾 州に ありき。 其の 時の 疵 あり、 大 勇猛の をの こ 也し 也。 

師曰 はく、 伊豫の 河 野が 內に重 見權之 介、 勇の 働有レ 之。 阿波の 三 好に 屬し、 堺に 

おいて 一 日に 七 度の 鎗を 合せた る もの 也。 卄 一 歲 にて 病死し ぬ。 四國 において 名 ある 
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勇士と 也。 

L に 。姓れ は 師曰 はく、 會津蘆 名の 盛 降に 三左衞 門と 云 ふ 小 性の ありし。 わ 八 歳までに 三度の 鎗 

更なり ぶ 5： 卷 

-！ を 合せて、 三左衞 門と 號す。 初め 二 本 松に つか はれ 居たり し を盛隆 所望いた され けれ 

ば、 二 本 松 巾す は、 心を兒 届け 不レ申 もの なれば 如何と 存 ずれ ども 御所 望に まかせて 

つか はすと 一 K ひて、 會津 へつ か はしぬ。 會津 にて， M 愛に 及び、 後に は 寵愛お とろ へ ぬ。 

盛隆の くせにて， 初め 寵愛の 小 性 成長の 後に 必ず あしく 云 ひ、 うは さも 色々 に 申しな 

いか ある あざ 

して 弄 嘲す る こと を 好みけ る を 以て、 三 左 衞門是 れを嗪 り、 一朝 盛 降、 麇を 手に すゑ 

て 三左衞 門が 出で たる を あなどり 嘲りぬ。 三 左衞門 一刀に 主人 を 殺して 出づ る。 家老 

ども 其の 座に ありながら、 忙 然として 是れを 不一 一 仕留； その 次の間まで 切って 出で た 

る を、 卄四五 人の 番人 不二 仕留 一して かけ 出づる を、 追々 あつまりて 打と めに けりと 也。 

(二) 時に 確 師曰 はく、 榊 原 式部 大輔康 政內に 伊藤 顏 助と 云 ひし もの パ 元は 康 政が 家の 僕な りし 

助に 作る、 兩  なみ 

用せ しならん が、 大力 早業に して 勇猛 倫 を 越えたり ければ、 名字 を與 へて 侍に いたせと 命じて 康政 

が 老臣 伊藤忠 兵衞名 氏を與 へて 伊籐 顔 助に なれり。 後に は足輕 百寄騎 三十 を あ づけ、 

S 北條 式部 所に て 先手 をいた させけ りと 也。 甲 州 もの 比 良 原 宮內氏 直の 廻文 を不， 上に 付き、 


保 坂 金 右衞門 訴人いた し、 御前 公事に まけて， その 場に おいて 狼藉いた し、 手 負 死人 

廿七人 ありし とき、 額 助 組 留めた る を、 わきより 切って 顔 助が 兩 のうで にあたり ぬ。 

此の 疵癰 になり、 つ ひに 死去す。 比 良 原 成敗 は 甲 州 入りの 年 也。 

師曰 はく、 關ケ 原の 時、 源 君 御馬の ロぞ へに、 やけず りなる をの こ ありし を、 人 皆 

ずり と 云 ひて 本名 をば 不レ 云け る もの あり。 仰せに、 先程 鐵炮 のおとの ありし 後 つづ 

いて 玉の 音 ありし やと、 御馬の 左右に 尋ね 玉へ ども、 たれ/ \ も 不レ聞 由 を 申す。 右 

のず り 申 上げけ る は、 殿 その後 は鐵炮 のおと はいたさざる とたし かに 中し 上ぐ る。 そ 

こに て、 好圖 なり、 鬨の音 を 揚げて かかれと 仰せ 出されけ りと 也。 大坂 夏御陣 にも、 

右の ずり 御馬の 口に. 副 ひける が、 七日の 合戰 に、 歷々 の 侍く づれ 敗軍す る を 見、 是れ 

御覽 あそばされよ とて 大に笑 ひ 嘲りけ ると 也。 ことなる 勇猛の をの こなり しと ぞ。 後 

S) 德 W 镄 に紀 伊の 亞相 公に ありと ぞ。 

宜 

師曰 はく、 大 坂の 時、 井伊直孝 內脇 五右衛門 五月 六日に 各〜 へ 申しけ る は、 今日の 

御合戰 は、 あとに 段々 の御備 あって 厚ければ、 若き 衆 大方の 働に て は 不：. 可レ叶 間、 

(五 ン 

S) 精の 意 隨分情 を 出されよ と 云 ふ。 各，' 走り 廻りに 情 を 出す。 直 孝 近習の ものに 三彌と 云へ る 
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若き 勇士の ありし が、 その 曰 K を 二つ 得て、 五右衛門に 逢 ひ 頸 を 二つ 出す。 脇 も 頸 二 

つ 取りて 出せり。 翌 七日に 三 彌叉頸 を 二つと りて 來る。 脇 も 亦 頸 二つ を 出せり と 也。 

脇は疋 夫の 走り ま はり をいた すべ きものに あら ざれ ども、 若き 者 どもに 情 を 出さし め 

ん ために 此の 働 をいた せりと 也。 後に 此の 三彌 老功の 勇名 ある 輩の 居る 座に て 云 ひけ 

ろ は、 いづれ も 老功の 衆 也と て、 人 も あがめ、 その 身も大 なる 體 をいた さるる が、 今 

度 大坂兩 度の 御陣杧 は、 何の か はりた る 事 も無レ 之と 存候、 しかるに 老功の 衆とう や 

ま はれ 玉 はるる は、 何 條替る ことの あるに やと 申しければ、 五右衛門 きいて、 此の度 

其の 方が 働の 如くなる ことの 度 かさなりた るまでの 事よ と會釋 しぬ。 三彌 きいて、 さ 

て は 別の 子細 もな き 事 也、 今度 我等 働の ごとくな らんこと は、 何より やすき こと 也と 

云へ りと 也。 直 孝が 家に て すぐれたる 勇士 也し とぞ。 その 比 はい まだ 祿を も不, 得し 

を、 右の 功 を 賞して 三百 石 を あた ふ。 其の後 やがて 卒 死し ぬと 也。 

師曰 はく、 直孝內 三浦與 右衛門、 七日の 合戰 に足輕 四十 を眞 先に 立て、 矢 箱より 矢 

を 一 たがへ 取 出して、 掃 部に 申しけ る は、 足輕 どもに 花 を さかせて 御 目に かくべし、 

少し しづかに 御覽 候へ と 申し、 矢 を 五 筋 六 筋 斗り 各 > 足輕 どもに わたして 足輕 をつ か 


ひける 振、 甚だ 勇士の 體 なり。 是れは 掃 部 頭 老臣に て 三浦內 膳と 云へ る もの あり、 こ 

の 筋 也。 七日に 直 孝が 步 行者、 たばこ を 吸 付けて、 殿き こしめ せと 云 ひて 指 出す。 直 

孝 取りて、 火の きえた る を 押しつけて のみ、 今 一 服と 請 ひての みぬ。 是れは 一 服 さ へ 

やうく のみた ると 云 はれま じき 爲 のこと 也。 勇士の 所爲 なりと、 直 孝つ ねに かたり 

けりと 也。 

師曰 はく、 直孝內 庵原 助 右衛門， 元と 駿河侍 庵原 左衞 門が 筋 也。 助 右 衞門兄 を左衞 

門と 一： ム ひて、 方々 武者修行 いたし、 奥州 蒲 生氏鄕 にもつ かへ、 度々 勇 功 ありし もの 也- 

海老 江少 右衛門、 是れは 遠 州 侍、 方々 武者修行 いたし、 度々 功 ありし もの 也。 ^原と 

n)  I, 一き に 蒲 生氏鄕 にっかへ、 蒲 生 忠右衞 門が より子な りし。 忠 右衛門 牢 人いた して 高麗 

身： 兀 弓 受人を 

^れ はの ス I へ 行きけ るに、 ^原 も 海老 江 もと もに 高麗 迄み まひに 行きし 也。 忠 右衛門 牢 人いた せ 

る ゆ ゑに 兩人 も牢 人いた せり。 兩人 ともに 後に 井伊 直 政に つか ふ。 

つ：) W ケ原 it 曰 はく、 乾 子、 北方 川 越の 時、 池 田 三 左 衞門輝 政の 衆 各， -川を こす。 輝 政見て、 

校 も 指す 

若き もの ども 軍法 を やぶり 先へ 越す 事、 甚だに くきこと 也、 先への り 出して 是れ をと 

めよ と ありければ、 佐 分利 彌 右衛門 承りて、 某參 りて 可 レ留と 云 ひすて て、 則ち 乘出 
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す。 日 a 畳 前 見て、 急ぎ 行きて、 川 を 越せ、 御意 也と 云 ひて こさせよ と 云 ひける とぞ。 

佐 分利 行きて、 とどむ る こと はさて おき、 御意な りと 云 ひて、 一 々のりこさせ けり。 

勇士の 作 略と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 鳥居 彥右衞 門 內牧叉 兵 衞と云 ふ 勇士、 弓 をよ く 射て 度々 戰功を あら はし 

ぬ。 天 正 十八 年 小 田 原の 城責 に、 鳥居 は 岩 付に 向って 岩 付の 城 をせ めけ る。 城 中つ よ 

くして 矢玉 甚だ 來 りければ、 牧を 招きて、 さま を 射閉ぢ よと いひければ、 牧 申しけ る 

は、 日 比の 御念 比なる 雁 汁の 衆に 可 レ被ニ 仰 付 1 とて 不レ 應レ t。 鳥居 手 を 合せ 已 前の 疎 

略 を 謝して、 矢 窓 を 射閉ぢ させ、 是れ にて 働 衆 利 あり。 而 して 牧 あなた こなた 働き、 

敵の 方 をば 不レ 射して >  主人 彥右衞 門 を ねら ひて K を 射ぬ いて 落馬せ しむ。 鳥居 かね 

て 彼れ が 覺悟を しりぬれば、 牧を 招いて、 何 ゆ ゑに やと 或は 叱し 或はす かしきき けれ 

ク ノ  (傾) 

ば、 今日の 御 働 まさしく 匹夫の わざと 云 ふ ベ し、 大將を 承らん 人の 如レ此 かぶき 玉う 

て は、 諸卒の はげみ 可レ 致の 所な し、 故に これに 及ぶ とい へりけ ると 也。 勇 剛の士 と 

云ぶべし。 

二) リ レ (二) 

師曰 はく、 關ケ 原の 時， 大 垣に 福 原 有, 之て、 寄 手水 野 日向 守 • 松 平 丹 波 守. 西 尾 


豐後 守な どと せり 合の 時、 城 中より 突いて 出で 內へ 引きと る 時、 門 役の もの 敵 を 五六 

人 立 入れて けり。 西 尾が 內大 橋惣 右衛門と 云 ふ もの 立 入れられ てう たれぬ。 此の 頸 を 

IP*  HJP  * いもの 

とりし ものに 福 原 金 一枚 を あた ふ。 大橋 をば 木 村 宗左衞 門 もの 打取りぬ。 又 桑原 助 右 

衞 門と 云 ふ もの も 立て こめられけ るが、 ことなる 勇士に て、 敵の 內に まぎれ、 聊かみ 

しらる る處 なくて ありぬ。 やがて 叉 城より 突いて 出で しとき 同じく 出で てけ り。 勇士 

に 非ず して は、 如 レ此時 あら はれず して まぎ れゐん こと はなり がた きこと 也。 

(势) かんべ 

師曰 はく、 山路 久之丞 と 云へ る は、 伊世 神戶の 家老に 山路 紀伊 守と 云へ る ものの 嫡 

子な り。 度々 戰功を あら はし， 後に 織 田 三 七 信 孝に つか ふ。 其の後 加 藤淸正 天草 退治 

の 時、 天草に 至り、 庄 林より 先へ 出で ける を、 隼 人物が たり をいた しかけて 一虚へ よ 

り、 庄 林が やり を橫 たへ 狹路 をふさぎ、 御 邊は當 座の 入 武者 也、 先へ は 出す まじき と 

云 ひて、 庄林 先へ 出で ぬ。 久之水 も 其の 時の 功 あり、 福 島 正則が 家に つかへ、 長 尾 隼 

人 正と 號し、 藝 州東條 城に 居り、 一 萬 三千 石を領 せる 也。 

師曰 はく、 大坂夜 打の 時、 城の 方に て 勇猛の 働 ありし は 木 村 喜 左衞門 也。 木 村 いづ 

れ より 先へ 出で て • 蜂 須賀が 手より 出づ. る ほどの もの をた たき 臥せたり。 而 して 股 を 
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突きぬ かれ、 其の 合 手 を も 突 殺せり。 則ち 蜂 須賀內 中 村 右近なる べしと い へり。 木 村 

其の 手に て 城 中に おいて 死す。 冬 御 陣に今 福に おいて 見事なる ふるま ひ ありて 手 を 負 

ひし は 大井何 右衛門 也。 誰々 もつ づける 者な し。 是れも 城 中に かへ りて 死す。 大坂籠 

城の 方に は、 此の 兩人を 以て すぐれたる 勇士と する 也。 大井何 右衛門 は ^人に て 京都 

にあり し を、 池 田の 家へ 旣に まねかれ しに、 城 中 大野 主馬、 秀 頼の 命な りと 云 ひて 城 

へ 入れし と 也。 

師曰 はく、 岡 本彌ー 右衛門 入道 道 可、 幼若に して 關白秀 次の 內熊谷 大膳亮 所に て 小 

性 を 致せり。 熊 谷內の もの を 成敗いた す、 放 討を兩 人に 申 付けて きらせ 見て ける に、 

岡 本 其の 比 は 十 一 歳に てけ るが、 大 膳の 刀 を 持って 居り、 そのまま 刀 をぬ いて 大勝に 

與ふ。 大膳 其の 志 を 感じて、 則ち 其の 刀を栴 へて 彼れ に與 へに けりと 也。 關ケ 原の 時 

(堤) 

は 有 馬が 手に 居て、 岡 本淸三 郞と號 して、 福 田の つつみに おいて 功 あり。 大坂 御陣に 

は 籐堂高 虎に つかへ、 六日 に 首尾 不レ合 こと を 口惜しく おも ひ、 七日の 曉 具足 を 著な が 

ら水を かかりて 愛宕山へ 立願 を 立て、 私 は 馬 あしければ 魁 はなる まじく 候、 おくれ 口 

に 合せて 玉 はれ、 某 身に 只今 著た るー裝 束不, 殘可ニ 指 上 一と 立願して 出で ける が、 願 


の 如くお くれ 口に、 坂并與 右衛門 • 中 河 內傳七 • 堀 伊織 ふみとどまりて 居る 所へ 行き 

かかる。 何 ごと ぞと 云へば、 おそく 來て何 を 云 ふと 各-い へり。 岡 本き いて、 敵 を 前 

にみながら ここに 留まる こと や あると 云 ひて、 則ち ふみ 出して 先へ 行き、 敵 を やりす 

け. 其の 場に て は 頸 を不レ 取、 先へ 行きて とれり と 也。 其の 比 は 五郎左衛門と 號す。 

六日に は、 組頭 主 膳 手 を 負 ひて、 其の 看病に 因りて 手に 不, 合と いへ りと 也。 六日の 

事 はお ぼっかな し。 

師曰 はく、 蒲 生 氏 鄕勢州 松 ケ島在 域の 時、 蒲 生 主計と 栗 生 美 濃と 口論の ありし に- 

美 濃が 後に は 伴の 東、 主計が うしろに は 山中 大 運が、 小 わきざし を 以て 兩に つめかけ、 

ぬかば 突かん といたせ り。 美 濃 も 主計 も、 冬の ことなる に大汗 をな がせり と 也。 此の 

時の 評に、 美 濃 も 主計 も 汗 を 流す ほどに 思 はれ けれども、 兩人 打ち はたさば 當 座に 人 

多く そんず べきと 思 ひて 無 一一 其 儀 一との 評 也。 いづれ もこと なる 勇士 ども なれば、 いづ 

れを 越度と も 云 ふ ものな し。 兩人 ともに 後 詰に 迷惑して 汗 を 流せり と 人の 云 ふべ きに， 

その 比の 評 尤も 殊勝 也。 加 藤淸正 • 嘉明 • 福 島 正則な ども、 一 年に は 二度三度 づ つ の 

口論 問答 はあり けれども、 甲乙と 云 ふ 沙汰 は 聊か あら ざり しと 云へ り。 名 ある 勇士の 
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上 は、 左 も ありぬべき こと 也。 

師：： はく、  ^生 氏鄕 奥州 を 賜 はるの 時に、 奥州 は邊 土に て、 よき 侍に 高 知 を あた ふ 

とも 來り屬 すべ きものの 不, 可, 有 間、 願 はく は 御 家に 奉公 仕る こと も 不レ叶 御 勘氣の 

もの を 初めと して、 奥州へ 召 連れ 參り候 はば、 他家の 勇士 先主に かま ひ 有, 之 もの も 

悉く 引 入れ 可レ 申、 不 い 然して は 勇士 を 招き 申しが たき 由 を 直に 太 開へ 訴 へぬ。 ここに 

おいて 柴 田が を ひ 佐 久問久 右衛門 久六を はじめ 氏鄕の 家に 至り、 水 野 三 左衞門 • 鳥居 

金次郞 • 永 井 善 左衞門 • 本 多三彌 など は 源 君 御家人な りしが、 氏鄕の 家に 至りて 武者 

修行 をいた し、 各- 戰功を あら はせ り。 氏 鄉の家 來に蒲 生 源 左衞門 尉、 元は 柴 田に 霉 

(二 ) 

(二)  BS の して、 關小 坂と 號す 。關十 兵 衞と衆 道の 知 音な りしが、 十 兵衞柴 田が 家 を 立ちの くに 

-ぁ 

付いて、 小 坂 も 立 退く 也。 氏 鄕松ケ 島に 在 城の 時、 十 兵衞と 一 所に 呼 出されて、 度々 

の 戰功を あら はし、 氏鄕の 先手 源左衞 門と^ 生 忠右衞 門と 也。 忠 右衛門 は 元と 尾 州 侍、 

瀧 川が もの 也。 氏鄕 において 二 本 松の 城 をぁづ かれり。 子 忠右衞 門 は 源左衞 門が 犁也、 

稻代 城主たり。 源 左 衞門蒲 生の 家 をのき しとき、 忠 右衛門 も牢 人す。 蒲 生 主計 は氏鄕 

の 家に て 並な き 勇士に して、 主計が 前にて 武 のさたい たす もの あらず。 南の 山の 域 主 


也。 蒲 生 四 郞兵衞 は氏鄉 男色の 寵に 因りて 後に 四 萬 四千 石を領 す。 秀 行の 時 1リ利 八 Itr 

衞門を 害して 牢 人し • 石 田 三 成 所に ありぬ。 而 して 志 賀與三 右衛門 は 元と 布施 藤 九 

郞 もの、 度々 勇 功 あり。 中に も九戶 において 頸 を 半分 きられ、 猞ほ勇 氣不, あして 自 

ら頸 をお さへ 歸り ぬる ほどの 勇士 也。 八角內 膳氏鄕 の同坊 より 取 立てら る。 是れ 武勇 

倫 を はなれた るの ゆ ゑ 也。 氏鄕數 度の 戰 功に、 內膳 大方 はづ るる 事な かりし と 也。 栗 

又 云-寺 付 T 後 號-- 美 濃 T  けつけ 

生 半 左衞門 • 梅 原 彌左衞 門 • 北 川 平 左衞門 • 外 池 結 解な ど 云 へ る もの、 人の しれる 勇 

^名 武左衞 門  ズ -ノ 

士也。 

師曰 はく、 丹 羽 長 重 內に成 田 助 九 郞と云 ふ もの、 勇猛 倫 を はなれた る こと 多 かりし * 

秀吉北 國へ御 越の 時、 長 重 處へ立 寄り 玉 はんと ありし に、 成 田 謀りて 云 ひける は、 K 

重 父 長秀は 北陸 道 七 ケ國の 管領た るべき 由、 賤ケ嶽 において 堅く 約して、 ゎづ かに 加 

贺兩郡 • 越 前 • 若 狹を賜 はり、 長秀 卒して 程 もな きに 長 重 身上 破滅の 事、 秀吉の 不義 

あげて 云 ふべ からず、 此の度 幸に 生害し 奉らん に 何の 子細 か あるべき、 則ち 成 田 打 手 

にな りぬべし とさ さやき ぬ。 此の 事い かがして か泄れ けん、 秀吉大 に 怒り • 幼少の せ 

がれに 不レ入 助言 を 申し、 無道 非義を 企つ る こと 沙汰の かぎりと あって、 助 九 郞を成 
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ムヲ (勢) (熊) _ 

敗に 究 まりぬ。 成 田不, 得, 止して 伊世の 淺 間に 遁れ ける を、 つ ひに 生害し 玉 ふ。 その 

子 半 左 衞門小 松に おいて 功 あり、 今 は 前 田の 家に あり。 

(二)  かけ ひ 

師曰 はく、 堀 尾 帶刀內 に筧權 八と 云 ふ もの、 させる 勇士な りし。 關ケ 原の 前、 北方 

の 川 ごしに、 帶刀は 越 前に あり。 息 信 濃 守に ついて 川 こしの 先陣 をと げたる ものの 窨 

付 を 越 前につ か はしける に、 筧權 八が あるべき ことなる に、 書付に みえざる はいかが 

書きお とせる なるべし と， 吉晴 申されけ るが、 果して あとより 書付の 參 りけ ると ぞ。 

師曰 はく、 大坂御 陣に、 大 坂より 奈 良へ 働き、 方々 兵粮 を亂 暴せ しめし 時、 郡 山に 

筒井 內 膳と 云 ふ もの、 順慶が 甥な りしが、 五千石 を領 して 有, 之し かど も、 大 坂より 

大 軍の 來 るに おそれて 立 退きたり。 此の 時間 宮三郞 右衛門 方より 方々 へ 右の 段 申し ふ 

らし、 何れも 早々 かけ 付けられ 可レ 然と 申途り けれども、 いづれ も 急に かけ 付く る こ 

と不, 叶の 所" 松 倉 璺後守 聞く とひと しく、 甲冑 を も不, 帶 かけ 付く。 つづく 侍卅 一 人 

各， 'すはだに て乘 出し、 夜中 夜もすがら いそぎ、 翌朝 大坂 衆亂 暴いた し 引取る 所へ 押 

へ 付け， 頸卅餘 打取りぬ。 第 一 關 東への 御 忠節、 次に は 間宮と H 比 入魂 を 致し、 捨置 

かん 事士の 本意に あらざる との 心得 也。 まことの 勇士と 云 ふべ き 也。 


師日 はく、 松 平 下 總守內 に 山 田 半 右衛門と 云へ る 勇士、 後に は 家の 老臣に なれ n。 

8 田 書) 

.江 戶御 入國の 時分， 今の わ だくら 橋の 向 ふに 棄石 多く あり、 其の 石の かげ を かたどり 

て、 讎を もちけ る ものの 待 伏 を 致して ありけ る。 下 總守何 心なく 內 より 外へ 乘 出して 

通る 所 を、 伏 ども 起り て 旣に危 かりし に、 半 右衛門の りぬ け 先へ 出で て、 是れは 松 平 

下總守 也、 人ち が ひいた しあ やまちすな 者 どもと 言 を かけられ、 伏 ども 人ち がへ なれ 

ば 早々 立 退けり と 也。 時に とって すみやかなる 事、 勇士の わざと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 最上 出 羽 守 內に里 見越 後と 云 ふ もの、 元と 先方の 地 侍 也。 ことなる 勇士 

也と い へど も、 道 を しらざる ゆ ゑに、 唯 だ 利害 を專ら として、 身 を 利 せんこと をのみ 

で いり  (I?) 

事と す。 出 羽 守と 子息 修理 大夫 父子の 出入 あるの 時分、 越後が を ひに 里 見 勘 四 郞と云 

へ る もの を 修理 大 夫に 付け 置き、 其の 身 は 出 羽 守に つかへ、 兩般 をう かが ひて、 どな 

たへ も 好き 方に 可， 付 了簡な り。 修理 大夫非 分に なりてければ、 越後 忽ちに 勘 四郞を 

(一一つ  ctes) 

g 一一のに sir とがに おとし， 勘 四郞が 妻女 幷に 一類 を 一所に あつめ、 もがり を ゆ ひ、 悉く やき 殺し 

にしけ り。 此の 時 勘 四郞は 修理 大夫 について 居ければ、 せんすべ なくい きど ほり 思 ひ 

ぬ。 而 して 越後惡 逆 過 超して、 慶長八 卯年 正月 廿 五日に つ ひに 最上 を 立ちの けり。 越 
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後、 庚 子の 役に、 馬 を三疋 までのり ころし、 比類 もな き 働 ありければ- 拔 群の 恩賞に 

シル  初  一 Iffi 石 

• も 可, 預と おも ひしに、 刖條 なかり し。 志 村 伊豆 三 萬 七 千 石に なりて 庄 內を領 す。 越 

後 はさして 賞 地 もなかり ければ、 述懷 をいた しふつ くみ 立 退きぬ。 戶田左 門 をた のみ 

二)  (！ 二) 

、： き-T、 グゼ 、  (二)  ル ハ  いまい する ぎ 

善 所に. >た り けれども- 出 羽 守 かま ひ甚 しくして 不， 叶に 付き、 北國へ ゆき 今 石 動に 

(の^ 城 追放 越年して、 あくれば 慶長十 年、 つ ひに 庄內に 至り 志 村 伊豆 を 賴んで S 免 をね がへ り。 

(三) 越中^ 

0^.0 これに 因りて 越後 は 大山の 城主 下對馬 守に、 末子の 巿 正と 云 へ ると 兩 人ぁづ けられ、 

嫡子 民 部 は 志 村に ぁづ けられ、 主 水 • 河內と 云ふ兩 人の子 ども は 立岡璺 前に あ づけら 

れて 、なきが 如くに なれり。 ここに 勘 四郞、 一 類 を 越後に ころされ， 一度 かたき を 取 

るべき と 深く 思 入り、 修理 大夫高 野へ 行く にも 不, I、 直に 仙臺 にこえ て、 越後 を 可 

ッ  f  (or} 

M のに 山賊 狩 レ打謀 を晝夜 やめず、 身に 漆 を さし 炭 をのみ、 形 を かへ 聲を たがへ、 水練 をなら ひ 山 

たちいたし けれども、 越後 をう つ こと 不レ 叶して、 越後が 三番 目の 子 を 忍び入り てう 

ちぬ。 燒 殺の 時分 奉行いた せし 三部 石 見と 云 ふ もの を もね らうて、 江戶 より 飛脚な り 

と號 して 石 兌が 家に 到り、 直に 御 書 を わたせと のこと 也と てよ び 出して 石 見 を 一 刀に 

,  ののし 

きり 近習の もの あつまりければ、 君命 也と 訇 りて その 場 を 退き、 堀へ 入り 水の そこ 


に 居て 難 をの がれぬ。 猶ほ 越後 を ねら ひける が、 越後 牢 人の よしをき いて、 牢人 をう 

ちて は 本意に 非ず と 云 ひて、 それより 津輕 へこえ、 ゎづか 二百 石 斗り の祿を 得て 年 を 

こすの 所、 越後 叉庄 內へ來 ると きいて、 つ ひに 津輕 を牢 人して、 庄內に 到りて 越後 を 

ねら ふ。 越後 も 手段 を か へ て 用心 をいた せる を、 勘 四 郞謀を 廻らし、 越後が 居た る 座 

布へ しのび 入りぬ。 越後 之れ を 見付け、 少しも 擬議 せず、 さてく 其の 方 日 比の 心が 

け、 我等 一 類の 名 を も 揚げたり、 さぞ 畫夜心 を くるしめ 難儀いた しつべし、 此の上 は 

ヽ丸 鴯*  ノ 

早々 我れ を 切って 其の 方の 名 を あげよ とて、 さした る 刀 脇 指 を なげ 出し、 まるこし に 

なりて 勘四郞 がそば へより ぬ。 勘 四郞淚 をな がし、 いづく に 刀 を 可, 立な (け) れば、 

此の上 は 力に 不レ 及、 讎を 得た る 同意 也と て、 日 比の 思 入 を はらし、 而 して 勘 四郞は 

直に 仙臺に 越えて、 後は紀 伊の 亞相 公に 奉仕し、 御 旗 をぁづ かれり と 也。 里 見越 後 は 

出 羽 守 死去の 後、 追 腹の やくそく を變ぜ りと て、 則ち 一 族 を あつめ 不, 殘 生害に あ へ 

り。 不義の 至り 天のに くむ 處 可，， ^也。 

師曰 はく、 南部が 內に 南部 十左衞 門と 云へ る もの、 元と 金山の 奉行いた し、 知行 五 

百 石 を領し fl, 之。 主人 南部が 粲に ちが ひて 南部 を 立ちの くと き- 弓 鐵炮を 多く もた 
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せ、 妻子 を つれ 白 晝に取 退きぬ。 其の後 色々 訴訟 あり けれども 南部 許 用せ ず。 その 內 

に大 坂の 一 亂出來 してければ、 騎馬 卅召 連れ- 南部 十 郡の 朱印 を 取りて 大 坂に たてこ 

もる。 落城の 後、 方 々漂泊して、 つ ひに 召 とられ 南部に 被，^: ぬ。 南部 これ を 國に引 

きく だし、 廿の指 を： h 日に きりて これ を磔 にかけ ぬ。 しかるに 勇氣 更に 不レ I して、 

聊か 顔色 を も 不レ變 しと 也。 


山 鹿 語類 卷 第二 十八 

士談七 

一 五 仁義 を 據 とす 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 或 時 名 和 長年に 向って 語りけ る は、 某 此の 事 を 思 立って より 

已後 は、 我が身た とへ 生きながら 敵 人の 手に 渡る とも、 命 は 卒爾に 棄っ ベから ざると 

存 ずる 也、 己れ が 一 時の 怒に 身を棄 て、 恥 を 思うて 早く 死し、 死 を 潔くして 一 時の 思 

を 快く せんこと は、 忠臣の 道に 非ざる 也と かたりぬ と、 舊 記に 出で たり。 ここ を 以て 

考 ふるに、 正 成が 後醍醐 天皇に たのまれ まゐら せて より 後、 赤 坂に おいて 戰 死の 體を 

しめして 退去し、 天 王 寺に おいて 字 都宮が 銳氣を さく。 其のいた す 處只だ 始終の 勝敗 

を 以て 心と し、 更に 時の 評論に かか はらず、 尤も 君に 仕 ふるの 忠と云 ふべき 也。 

師曰 はく、 湳 (木) 正 成 云 ふ、 凡そ 良 將は主 を不, 恨、 恨む ると き は 世の 盛なる 時に 
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おいて 身 を 退く も の 也、 不レ然 ば 主の 衰 ふるとき に 至りて 其の うらみ を不レ 可レ云 也と 

いへ り。 此の 一 百 尤も 忠義と 云ぶべし。 すべて 人の 主人 を 恨む る こと は、 皆 身に おいて 

の述 S 也。 身の 述懷と 云 ふ は、 時に 不レ 合して 勢お とろ ふ るか、 時に あ ふとい へど も 


おも ひ 


主の 運究 まりて 我れ 是れと 一に 死 をな すか、 如， 此の 時、 日 比 を 前 悔して 「しれが 懐 を 

S) 

のべん ために、 主の 悪 を 云 ひ うらむ 事、 世 以て 然り。 己れ が 身の 利害に 因りて 褒貶せ 

ん事 は、 他人 朋友の 間に も不レ 可レ有 こと 也。 況ゃ日 比 恩 を 蒙り 一 日 も 君臣の 禮を とと 

のへ 其の 義 あらんに おいて を や。 ことに は 譜代 相 傅の 主恩、 父祖 子孫と もに 相 養 はれ 

(貶) 

ひととなりて、 而 して その 恩顧 は 身の あたたかな るに 任せて 忘却し、 世 を さみし 君 を 

うらみん 事、 聊か 道 しれる 者の わざに 不レ有 也。 されば 怨を かくして 其の 人 を 友と せ 

ん こと は、 朋友の 道に あらざる 也。 君に おいて 不レ 得い 已の恨 あらんに は 速に 退き 去る 

バし。 不レ得 二 退去 I の ゆ ゑ あらんに は、 其の 恨 をす てて 只 だ 忠勤の 覺悟を 守るべし。 

(S 

內に うらみ を 含んで 仕官 を へん こと は、 甚だ 君臣の 義に 非ず。 其の 間にお いて 必ず あ 

やまる 處の わざ 出来り ぬべ き 也。 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 兵 庫へ 下向の 時、 是れを 最期と 思 ひ 定めたり ければ、 嬢 子 正 


行 十 一 歲 になり ける を. 櫻 井の 宿まで 出合 ひ 給へ、 申すべき 事 ありと 云 遣 はしければ、 

千鈒 破に 殘し 置きた る 郎等 ども を 伴な ひ 来れり。 正 成 櫻 井の 宿に おいて 正 行に 對 面し 

い (時)  むつ ま そば 

て、 何つ よりも 昵 じく 傍 近く よびよせて、 鬢の髮 をな で擧げ 申しけ る は、 今汝を 呼び 

よせし こと は、 某 最期の 對 面の 爲也、 よくき き 候へ、 獅子の 子 は 生れて 三日 を經る 時、 

萬 伋の石 壁より 母是れ をな ぐるに、 其の 子 獅子の 機 分 あれば、 不レ敎 に 中より 飜， 身 死 

する 事 を不レ 得と 云へ り、 況ゃ 已に汝 は十歲 にあ まりぬ、 一言 耳に 留まらば、 吾が 敎戒 

を 違 ふること なかれ、 されば 今度の 合戰 天下の 安否と 思 ふ 間、 今生の 對面 今日 を 限と 

ウー) 足 利 思 ふなり、 正 成す でに 打 死す と 聞かば、 天下 は 必ず 將 軍の 手に 落ちぬべし、 然 りと 云 

へど も、 一旦 家 を 立てん ために 身命 を 助からん こと を 欲して、 父が 忠烈 を 捨て 降 人に 

カラ ル  あまた 

出づ る事不 レ可レ 有。 その 爲に 一 族 若 黨餘多 付け 置く なれば、 彼等 を 召 具して、 敵よ せ 

來 らば、 金剛 山の 械に 引きこもり ー戰を 快くすべし、 凡そ 所領の ほしき と 云 ふ も、 家 

ふるま ひ 

の榮を 好み 人に 人と 呼ばれん 爲に 候ぞ、 賤し くも 降參 不義の 行跡 ありな ば、 榮 えても 

人に 指 を さされん ずる ぞ、 領主に なりたり とも 何の 樂か ありなん、 無道の 富贵は 恥 也、 

,  くら  ゆめく  カラ ル 

相 かま へ て 君に 對し 奉りて うしろ 窘き ありさま 努々 不, 可, 有、 是れ汝 が 孝行の 第 一 也、 
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次に は 幼 弟 ども を も 不便に して 水 魚の 思 をな すべし， 是れ 二つ、 家の 子郞等 ども を も 

抉 助す る こと 正 成が 如くに せよ、 是れ 三つ、 汝が 長生 せんまで は、 和 田 • 恩 地 • 矢 尾 

を 以て 父と 思 ふべ し、 是れ 四つ、 十五に なりな ば、 物の 道理 をき いて 文字 を可レ 知と、 

以上 五ケ 條の制 法 を 庭訓して、 各-東西 へ^れに けりと 也。 正 成が 遣戒、 尤も 君臣の 

義を 重んじ 忠を勵 ますの 敎、 唯 だ 此の 一 句に 悟入すべし。 或 人の 一 K へ る は、 此の 時 正 

成 兵法 一 卷の書 を 正 行に 附屬 す、 是れを 櫻 井の 宿の 遣 書と 云へ りと 也。 愚案ず るに、 

正 行に の こす 處の 書と 云 へど も、 古今に ふかき 道理 をの こす 聖賢の 傳 にこと なる ベ か 

らず、 正 成が 遺書 は 櫻 井の 宿の 遺戒に こと. <\ く 相つ くと 云 ふべ し、 尤も 可， 味 也。 

師曰 はく、 阿 間 了 願 正 行に ともな ひ、 四條繩 手に おいて 討死 をと ぐべき 思 入な りけ 

れば、 長子の 與 一 を 招きて 教訓 をの こしける は、 今度 左 金 吾 殿 思 ひ 籠み 玉 ふ 事 あれば、 

まけ  (二) 

定めて 軍 は 味方の 負なる べし、 小次郞 殿へ よくく 奉公 仕りて、 殿と 死 をと も に すべ 

し、 構へ て/ \何 事に 付けても 殿 を 奉, 恨、 此の 後い かなる 無 レ情御 はから ひ 有る とも、 

恨みに 思 ひ 奉る 不レ 可、 小 次 郞殿は 正 行の 様に は不レ 可， 有、 今の 金 吾 殿御 事 思 出す ベ 

からず、 若し 存じ 出す ほどなら ば 小次郞 殿へ 不忠の 心 可 ニ出來 一也、 今度 左 金 吾 殿 一遍 


ク も 遼 恩审部 S に b If 人 郞る山 左 あ 近 s  Q 

C 輔は 地に 將き 5! て 氏の 左 湯 巡 衞る太 S  c 

佐し を 赴、 せ 高に ご 衞淺狩 門本郞 

正 せて 河く 正正り 師«： と 門 本 銶か宮 聞 恩  正 

行 し 正 內ゃ成 成 直 心しと 宮に 、太 番地  時 

む 行に 、兵の にあ 。同 太 あ 南 郞に左 


に 打 死と 思 ひきり 給 ふこと、 故 判官 殿なら ば 角は不 レ可レ 有、 是れ ほどに なれる 天下 を 

い たづら に 仕 玉 はんこと、 若氣の 致す 所 か、 叉 は 病氣に 犯されての ことなるべし、 某 

ク  パ S 

も隨 分と 諫言 申し けれども 無二 御 承引； カ不 k 及、 夫郞 殿へ とまり 玉へ と 申し つれ ども- 

兎に角に 金 吾 殿と 一 所に と宣 へば、 是れも 力なし、 多 門 殿隨分 そだて 奉れ。 所以 ある 

人の 末 なれば、 後代に 如何なる 人に なり 玉 はんず る もしれ ざる 也。 穴 賢。 木 澤本宮 が 

樣に 不義の 行跡して 人に 笑 はれ 玉 ふな、 草の 陰に てよ くみんず るぞ と- ^を 流して 申 

しけりと 也。 いみ じき 教訓と 云 ふべき 也。 

(五)  いっか  おとな しく 

師曰 はく、 恩 地 左 近太郞 常々 申しけ る は、 早晚正 行の 長生 敷なら せ 玉 ひて、 矢 負 ひ 

弓 持ちて 諸 軍 を 下知し、 ー戰を 快く 仕 給 ふこと を こそ 見 度き 事に や、 命 をし き 事 なれ、 

此の 事 を 思 ふに 一き は 命 も 惜しき にこ そ、 父の 子 なれば 良將 にゃあらん ずらん、 父に 

結句 勝れ 玉 ひなんと 申 候 ひしが、 病の 時 も 熱に を かされて 不レ覺 言葉の 候 ひしに も、 

物 具して 馬に のり 給 ひつる は帶刀 殿に 候 か、 良將 哉なん ど ほめし。 少し 人 ごこち 付き 

y  (斯) 

ぬれば、 正 行の 戰 場に 赴き 給 はん を不 レ見覺 なること こそ 口惜し けれ、 良將 にて 御 在 

すらん ずる ぞ、 子ども 一 族 ども 相 かま へ てく 帶刀 殿の 御た め 一 命 をす てよ、 主從の 
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なら ひ、 時に 取りて 情なし と 思 ふ 事 も ある 者ぞ、 世の中の 道 を不レ 知人 は、 左様の 時 

先の 重恩 を 忘る る 者 ぞ， 萬に 一 っ帶刀 殿に うらみ ふかき 事の 出来ん にも、 父の 恩 をば 

よも 忘れん や、 うらみ は 少しの 事、 主の 恩の ふかき 事 をよ も 忘れん や、 命 を さへ 捨て 

んと思 はん 帶刀 殿に、 何條 うらみの 侍らん や、 此の 旨に 相 背かば、 不忠の 罪の みに 非 

ず、 不孝の つみ 有りぬべし とい ひける が、 つ ひに 病惱 によって 身 まかりぬ。 病に を か 

されても 主の 事 をのみ 心に 思 はん は、 能々 思 入りた るなる ベ し。 

(一) 大友親 師曰 はく、 大 友歸國 のとき、 大 內義弘 ひそかに 今 川 了 俊が もとに 來 りて 云 ふ。 大 

世、 義^と 姻 

友が 事、 始中終 以ニ御 扶持- 一 跡 を も 安堵し、 數 多の 新 恩 を も 給 ひし 事、 有難く 承り 及 

出づ o( 群窨類  リ ナ 

從合 e 部 ts) びし に、 今度 此の 者の、 依 二 上意-難儀 參洛の 時， 一度 も 貴方に 禮を も不レ 申して、 今 下 

びろう  モリ ト  せんだつ 

向の 事、 尤も 遺恨 尾鏟 不義の こと 也、 雖レ然 今度の 事 は、 先立ての 御 芳恩を 重んぜら 

れて、 御對面 ありて 下さるべし、 未だ 兵 庫の 津に 逗留の 程に、 御供 申して 御 和睦 あら 

ば、 向後 彌-可 レ致ニ 忠節 一 歟と 云へ り。 了 俊 云 はく、 もとより 彼れ が 事、 身と して 不 

快を不 レ存、 おのれが 今度 公方の 御 とがめに 因りて 參洛 のこと は、 只 だ 吉弘右 馬頭 を 

討ちし ゆ ゑ 也、 上洛の こと を も 平に 我々 が 異見 を 可 レ爲ニ 指南 一と 申しし かば， 了俊參 


洛の 時分に て、 路 次より 申 遣 はして、 可レ有 II 上洛 1 事 尤も 可レ 然とば かり 申しき、 我等 

參洛の 時、 直に 御所 御 尋ねあって、 何事に 大友は それの 事 をば 敵 仁に 存じて 訴へ 申す 

事 ども 候 哉と 御 尋ね ありき。 更に 難, 一心 得 1 の 由 申しき。 仍 りて 大 友參洛 にも 終に 音信 

に不 及、 然れ ども 今まで は 一言 も 彼れ が 事 あしざまに 上聞に 達した る 事な し、 伹し 

己れ が悔ニ 先非 一て 可 ニ對面 一の 由 申さば、 我等い なと も不レ 可， 存、 但し 我々 下向の こと、 

急々 可 11 下向 一の 由蒙レ 仰、 旣に. 近日 也、 就 レ其大 友が 事條々 蒙, 仰 事 等 あり、 それに 今 

(二 ) 

a ぶんくち いれ 

It の J? 殿の の 身と して 對面 のこと 申さば、 上意お それ ありぬべし • 所詮 此の 事、 御 分 口 入 ある 間、 

對面可 レ仕ゃ 否や 內々 可 レ得ニ 上意 1 哉と 申す 處に、 大內云 はく、 思 ひ よらぬ こと 也、 大 

リ セニテ  ヌ かき しん  ズ  ヲ 

友引 級 あるべからず と， 起請文 を兩度 依い 仰 以ニ 自筆 一書 進 じき。 只 だ 了 俊が 爲ニ發 起, 

內々 御免 可レ 然と 云へ り。 さて は 忽ち 了 俊 上意に 背くべき 也と 申せし 時、 近く 居 寄り 

て大內 申しけ る は、 今 御所の 御沙汰の 樣、 見 及び 申す ごとくば、 弱き者 は罪少 けれど 

も 御 不審 を 蒙り 可, 失, 一面 目.： 强き者 は 罪 ふかく 雖, 背， 一 上意 一 さしおかれ 申す ベ き 條- 

皆 人の しる 所 也、 責方も 御 忠と云 ひ 御 心 易く 思 召す とも、 御 自力よ わき 事 あらば 則ち 

御 面目なき こと も 可, ー出來 ー歟、 義弘が 事 も、 國々 所領 等身に あまりて 拜領 候の 間 * 此 
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の 上は國 所. 領を失 はぬ 様に 了簡すべし、 所詮 責方 も大友 も、 義弘 同心 申 候 はば、 たと 

ひ 上意 あしく とも 煩 ある 不ぃ 可、 まして 御 咎め あるべからず、 今まで 在京 仕りて 見 及 

ぶ 如くば、 諸 大名 御 一 族 達の こと 更に 心に くく 不, 存也， 贵方 御供 仕りて 九州 • 中國 

(ま)  キ ル 

ひとへ に まとわり 候 はば、 則ち 身々 の 永代の 可, 爲 一一 安堵 1 也、 さすがに 大 友が こと、 

於， 1 九州, は 大名 也， 御 重恩の 下にて 我々 一味 候 はば、 御 心 易く 可， 仕 候、 然る 間 唯今 

義弘 起請文 を條々 書 進 じて、 別して 子々 孫々 に 一 味 可, 申 也、 此のた めに 大 友が 事と 

り 次 申す 也と 云へ り。 了 俊 重ねて 云 はく、 元 來御邊 のこと、 仲 高 入道 緣 者の 事 世の 所 

レ知 也、 私の 見續被 二見 績 一事 は、 重ねて 如：. 此申定 むる まで もな きこと なり、 又 於 二 上 

意 一 御邊も 被, 蒙 二 御 不審； 我々 も 疑 はれ 可, 申 事 あらんに は、 一味 契約 又重緣 などと て 

上 を 射 申す 事、 於 二  5g 身, は あるべからず。 然る 間 御 分 もす ベて 我々 故に 一家 を 失 ひ 給 

ふ 事 ありがたし、 只 だ 相 かまへ て/ \彌> 公方 を 仰ぎ奉らば、 など か國も 所領 もめさ 

るべき と存 ずる 也， 就, 中大 友が 事 可, 有 一一 御 扶持 一ば、 向後 其の 身 を 能くつ つし みて 

爲ニ 天下一 私曲な かれと 可 レ被レ 仰と 申しき。 難 太平 記に 出で たり。 

師曰 はく、 或 人の 云へ る は • 身 を 主人に 奉りて， 髪の うらより 爪の 先まで を 聊か 我 


が 身の 有と せ ざらん、 是れ こそ 人臣の 忠とは 云 ふべ けれ。 身 を 立てん こと を 致さん こ 

と は、 各 * 主君へ 奉りし 志と は 云 ふべ からず。 されば 身の 養生に 灸治し 藥を飮 むこと 

も、 是れ皆 身 を 全うして 主人に つかへ 奉らん との 本意 なれば、 灸治 藥 服の 時 も、 君命 

の 召さん に は、 速に さし 置きて 其の 事 を可レ 勤な り。 況ゃ 食事 用 所 等の こと は 云 ふに 

2) 史記 at 不レ及 こと 也。 されば 古の 人の 三た び哺を 吐き 三た び髮を あら ひさした るた めし も、 

周 公,.：^ 第三  ヌ ヌ 

^0 委, 身の 處 よりこ そ 出で つらめ と 云へ り。 尤も 左 も ありつべし。 

て 曰よ く、 浅  すの ま.^ 

は 一 5 に 一一^ 師曰 はく、 木 曾 退治の ために 蒲 冠者 範賴 • 源義經 上洛の 時、 尾 張 國墨胶 の 渡に おい 

び 髮を捉 り、  (一一 一) 

て 先陣 を爭 つて、 御家人 等す でに 鬪靜の 事 ありぬ。 此の 事 翌年 二月に 武衞に 達し けれ 

ば、 賴朝大 に 怒り、 朝敵 退治の 前に 私の 功 を 立てて 合戰に 及ばん 事、 甚だ 忠を 忘る、 

下ク B_ 'メ ち. -失  レ  ナラ 

^^と I 不二 穏便 一の 次第な りと あって、 しばらく 勘氣を 蒙ぶ りぬ。 是れ 軍の 法 を輕ん ずれば 也- 

お/ 10  軍の 法 を輕ん ずる 時 は、 忠義 自然にた ゆ。 賴 朝の 戒、 尤も 其の 理に あたれり。 

幕府の こと  (巧) 

S 吾 21 師曰 はく、 賴朝奧 州 退治のと き • 畠 山の 重忠 先陣 を 蒙ぶ る。 ここに 三 浦義村 • 葛 西 

文治 五 年 八 r 

Is に 出 淸重等 ごとき 勇士 七騎、 ひそかに 畠 山が 陣の前 を馳せ 過ぎて 先が け を 志 ざしぬ。 畠 山 

が郞 等に 成淸と 申せし もの^ 山 を 諫めけ る は、 今度 奥州の 先陣 を 奉り 玉 ふ を、 拔 群の 

士談七  一一 七 


山 鹿 語類 卷 第二 十八  一一 八. 

-  ル カラル 

W 目と こそ 何れも 存 ずるの 處、 傍輩に 先 を かけられ 玉うて は不, 可, 然の 間、 各 >  軍法 

二)  ， レ 

らんす ゐ  シこル - 

に) aBJS を やぶり 先が けの 條 • 濫吹を 止 あるが 如くに 事の 由 を訴へ 申されん こと 可レ 然と 吿 

ルカ ラル  , 

げ ければ、 重忠 申して 云 ふ、 不レ 可レ然 のこと 也、 ー應 其のい はれ あるに 似たり といへ 

ども. 是れ 匹夫の 小勇に して、 誠の 忠を存 ずるに 不レ 有、 たと へ 他人の 力 を 以て 敵 を 

退く ると 云へ ども、 我れ 旣に 奉， 一 先陣 一の 上 は、 不， 向已 前の 合戰は 悉く 重忠が 功な り 

先陣 を 心がけぬ け/ \ に 進み 來る輩 を 妨げ 申さん こと は、 人臣の 忠義に あらず、 唯 だ 

不 レ知體 にもて なし さし 置くべし とと どめけ る。 塞に 重 忠が志 度量 ひろく、 其の 志忠 

を存 ずと 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 村上彥 四郞義 光と 云へ る は、 元と 源の 賴淸が 苗裔に て、 元 弘に大 塔宮に 

(二) 

(二) 太平お したが ひ、 方々 に 漂泊して 艱難 を經 ける が、 元弘ニ 年吉野 城に 大塔 宮に屬 してた てこ 

卷第 七に 出づ 

もりぬ。 ここに 寄 手 手 立 を かへ て 城 を 責めければ、 城 中 今 は 防戰に 術つ きけ る ゆ ゑ、 

宮を はじめ まゐら せ藏王 堂の 大 庭に 並び 居て、 大幕打 上げて 最後の 酒宴 あり。 村上義 

光 鎧に 立つ 所の 矢 十六 筋， 祜 野に 殘る冬 草の 風に 伏した る 如く 折り かけ、 宮の 御前に 

まゐり 申しけ る は、 大手の 一 の 木戶旣 にや ぶれ、 二の 木戶に 支へ て數刻 相戰ひ 候が、 


御所 中の 御酒 盛の 聲 冷し くきこえ 候 ひつる ほどに 參 りて 候 也、 今 は 此の 城に て 敵 を ふ 

せぐ こと 叶 ひ 候 まじ、 一 方 打破り て ーまづ 落ちさせ 玉へ、 御 あとに 殘り 留まりて 敵 を 

拒ぎ 候べ し、 乍, 恐 被, 召て 候 錦の 御 直 垂と着 背 長 を 下し 玉 はりて、 御諱の 字 を 犯し 奉 

ま. Q らせ  いか 

りて 敵 を 欺き、 御 命に 替り進 候 はんと 申しければ、 宮、 爭 でか 去る こと あるべき、 死 

せば 一 所に てこ そ 兎も角も 成らめ と 仰せければ、 義光言 を 荒ら かにして、 是れ 程に 無二 

云 甲斐 1 御 所存に て 天下の 大事 を 思 召し 立つ ことこそう たて けれ、 早 や 御物 具 を脫が 

せ 玉 ひ 候べ しと 申して， 御 鎧の 上帶を 解き 奉りければ、 宮げ にもと や 思 食し けん、 義 

たがら  とむら 

光が 具足に 脫ぎ替 へさせ 給 ひて 宣 ひける は、 我が身 若し 存 へたら ば汝が 後世 を訪 ふべ 

ちまた 

し、 叉と もに 敵の 手に かからば、 冥途まで も 同じ 岐に伴 ふべ しと 仰せられて、 淚を流 

し 玉うて、 南へ 向って 落ちさせ 玉 ふ。 義光は 二の 木戸の 高 櫓に 上り 遙に 見送り 奉りて 

おんう しろ  よし  (狭 g) 

宮の御 後 かげの みえ かくれに ならせ 玉 ひければ、 今 は 好と 思うて、 櫓の さまの 板 を 皆 

そんじん 

切りお として 身 を あら はに なし、 大音聲 を 揚げて、 一品 兵 部 卿 親王 尊 仁 逆臣の 爲に被 

ナ  メズ ルニ 

レ犯、 恨 を 爲レ報 二 泉下； 只 AI 自害す る 有さ ま を 見 置きて、 汝 等が 武運 忽ちに 盡 きて 腹 

を 切らん ずる 時の 手本に せよ と 云 ふま まに、 鎧を脫 いで 矢 倉より 下へ 投げお とし、 錦 

士談七  一一 九 


.W 鹿 語類 卷 第二 十八  一 二 〇 

の 鏜直垂 の 袴 斗り に 綿 貰の 小袖 をお し はだぬぎ、 白く 淸げ なる 膚に 小刀 を 突立て、 左 

はらわた 

の 脇より 右の そば 腹まで 一 文字に 搔 切って、 腸 をつ かみ 出し 格の 板に 投付々 々、 刀 を 

口にく はへ てうつ ぶしに 成りて ふしぬ。 其の 時 大手より 是れ をみ て、 す はや 大塔宮 の 

自害 こそ あれ、 我れ 先に 御 首 を 給 はらんと て、 四方の 圍み をと いて 一所に あつまる。 

てんの か は 

其の 間に 宮は 差ち が へ て 天河 へ ぞ 落ち 玉 ひける。 吉野寄 手の 總大將 一 一階 堂 出 羽 入道 道 

蘊は、 村 上が 宮 のまね をして 腹 を 切ったり つる を 誠ぞと 心得て、 御 首 を 取りて 京都に 

上せ • 六 波 維の 實撿に 合せぬ。 宮の 落ち 玉 ふ 前に、 吉野 執行が 勢 五 百 餘騎， 所の 案內 

者 なれば 道 を さし ふさいで ありけ る を、 村 上が 子 兵 衞藏人 義隆、 父が 自害 をし つる 時 

ともに 腹 をき らんと 二の 木戶の 櫓の 下まで はせ 來り ける を、 父大に 諫めて 云 ひける は 

宮の御 前途 を 見 終 まゐら せよ と、 庭訓 をの こしければ、 無レカ 暫く 命 をのび て 宮の御 

供いた し、 事 旣に急 なれば、 我が身 打 死せ ずして は宮の 落延び 玉 はんこと ある まじけ 

れば、 義隆只 だ 一 人 踏 留まり、 多くの 敵 を 押な びけ、 疵を 蒙ぶ る こと 十餘ケ 所な りけ 

れば、 今 は不レ 叶と おも ひ、 死す るまで も 敵の 手に かから じと や 思 ひけん、 小 竹の 內 

に 走り 入りて、 腹 かき 切って 死にけ り。 村 上 父子が 忠節、 古今に ためし 少なし。 古よ 


り 主の ために 死 を輕ん ずる こと は 勇士の 本意と する 所 なれば、 事め づ らしから ぬ こと 

と 云 ひながら、 其の 申し様 其の 體 たらく 其の 思 入り、 始終 聊かの 替れる 所な く、 言行 

ともに その 節に かなへ る こと は、 又た めし 少なき 忠臣 也。 その子 又忠死 を遂ぐ • 尤も 

冥加の 武士と 云 ふべ き 也。 

二) 太^ 記 師曰 はく， 大塔宮 熊 野 落の 時、 十 津川を 出で て 高 野の 方へ 赴き 玉 ふ * その 道 小 原 • 

卷 第五に 出つ 

芋瀨 • 中津 川と 云 ふ 敵陣の 難所 を經て 通る 道 なれば、 中々 敵 を 打ちた のんで 見ば やと 

て、 先づ芋 瀨の庄 司が 許へ 入り 玉 ふ。 芋瀨、 宮 をば 我が 館へ 入れ まゐら せず、 傍なる 

堂に 置き まゐら せ、 使者 を 以て 申しけ る は、 三 山の 別當 定遍、 武 命に依りて 隱 謀與黨 

の辈 をば 關 東へ 注進 仕 候へば、 左右な く 此の 道より 通らせ まゐ らせん こと、 後の 罪科 

ラ リ  まゐら 

陳謝す るに 處 あらず、 乍 レ去宮 を 止め 進 せん 事 は その 恐 も 候、 御供の 人々 の 中に 名字 

さりぬ ベ からん 人 を 一 兩 人出し 賜うて 武家へ 召 渡し 候 か、 不レ然 ば 御 紋の御 旗 を 玉 は 

りて、 合戰 仕って 候 支 證是れ にて 候と 武家へ 可, 申に て 候、 此の 二つの 間 何れも 叶 ふ 

まじき と 御^にて 候 はば、 無レカ 一 矢 仕らう ずるに て 候と 云 へ り。 宮 何も 難儀な りと 

思 召して、 いまだ 御 返答 もなかり しに、 赤松 律師 則祐 出で て 申しけ る は、 見, 危致, 命 

, 士談七  ニニ 


二)  « の 高 

fi の臣、 ^祖 


に^  S£  is£ ま 

れ し^、  S 

高祖に 扮 して 

捕 はれ、 高艇 

も 免れし む、 

^に 遂に 燒 殺 

さる 

(二) 餽の公 

子、 後に W 魏 

王と なり、 漢 

王に 屬す。 紀 

信漢 王の 身代 

りと な つ て 出 

でしと き、 周 

^樅 公と 共に 

殘 つて 榮^ 城 

も 守る。 史記 

高祖 本 紀に出 

づ 


山 鹿 語粼卷 第二 十八  一 ニニ 

トス ル  ( 1 】  シヲ- (二)  ルヲ 

は 士卒の 所レ專 にて 候、 されば 紀 信は詐 りて 降, 敵、 魏豹は 留まりて 守， 狨、 皆 主の 命 

に替 りて 名を留 むる 者に て 候 はず や。 兎ても 角ても 彼れ が 所存 解けて 御所 を 通し まゐ 

ら すべきに て 候 はば、 則祐 御大 事に 替 りて 罷 出 候 はんこと 子細 ある まじき にて 候と 云 

ふ。 平賀三 郞是れ をき いて、 末座の 異見 卒爾に て 候へ ども、 此の 艱苦の 中に 奉， 一 付 纏 1 

たる 人 は、 一人な りと も 上の 御 爲には 股肱 耳目よりも 難, 捨思 召され 候べ し、 就, 中 芋 

瀨が 申す 所、 げ にも 戰 場に 臨む 習 ひ、 馬 物 具 を 捨て 太刀 刀 を 落して 敵に 被， 取 は、 さ 

までの 不 A 恥、 只 だ 彼れ が 申し 請 ふに まかせ、 御 旗 を 下され 候 へ かしと 申しぬ。 宮 これ 

に 同じて、 月日 を 金銀に て 打って付け たる 錦の 御 旗 を 芋 瀨に賜 はりて、 宮は 遠く 行 過 

ぎ 玉 ひぬ。 暫く ありて 村上彥 四郞義 光が 遙の 跡に さがり、 宮に追 付き まゐ らせんと 急 

ぎけ るに、 竿 瀬に 道に て 行 合 ふ。 下人に もたせた る を みれば 宮の御 旗 也。 村 上 怪しみ 

て 事の 樣を問 ふに、 しかん， \ の 事と 語りければ、 村 上申し ける は、 抑-何事 ぞ、 忝 な 

くも 四海の 主にて おはします 天子の 御子、 朝敵 御 追 罰の ために 御門 出 ある 路 次に 參り 

だいほんげ やつば a 

合 ひて、 汝等 程の 大凡 下の 奴 原が 左様の 事 を 仕るべき 樣ゃ ある、 いで 其の 御 旗と て、 

引 奪 ひ 取り、 持ちた る 下人の 大男 を かい 摑んで 四 五 丈 斗り なげたり。 其の 氣 力の 無類 


(1 一一) この 人 

の 勇の こと 孟 

子 公孫 丑 上 

第二 章に 出づ e 

古の 勇者、 力 

戰の士 にして 

敏を 壌れ す 

(四) 漢の高 

祖 の臣、 陳平、 

智謀 を 以て 名 

あり 

(五) 古代の 

勇者、 孟子 公 

孫 丑上篇 第二 

章に 出づ 

(六) 貫 は貌 

事 上 杉 管 頟氏 

谋 なる を、 當 

時眘鈉 上 杉、 

公方 氏^と 亂 

用した るな り 


にやお ぢた りけん、 芋瀨 一 言の 返答に も不, 及。 村 上 自ら 御 旗 を 肩に 打ち かけ、 無レ程 

(一一 一)  ， 

宮に追 付きて 此の 由を述 ぶ。 宮大 に悅び 玉うて、 則 祐が忠 は 孟施舍 が義を 守り、 平賀 

が智は (I 丞相が 謀 を 得、 義 光が 力 は 北 宮黝を しのげり、 此の 三 傑 を 以て 我が 天下 を 

治め ざらん やと- 大に稱 美し 玉へ り。 

康暦 三年 (六)  (足 利)  、 

師白 はく、 鎌 倉の 管領 上杉憲 舂， 氏 滿に諫 を 奉りて よこしまなる 行跡 を しづめ 申し 

けれども、 氏滿 これ を不レ 用。 此の 事 京都に きこえければ、 將 軍義滿 自筆の 狀を上 杉 

憲舂が 許へ つか はし、 氏滿 を敎訓 せしめ けれども、 氏滿 これに 不, 從， ひそかに 隱謀 

を 企て、 京都 を 傾けん との 謀 やまず。 憲春 さま， <\- に 諫め けれども 承引な かりければ、 

ムヲ 

不, 得レ已 して 自殺して 一 封の 諫書 をの こせり。 氏滿 これに 因りて しばらく 心のと けて 

事^ 

邪心 おだやかに なれり。 則ち 憲 春が 弟 安房 守 憲方を 管領と して 國政を 司 どらし めぬ。 


(足 利) 


是れを 山 內と號 して、 始めて 山內に 住せる 也。 

師曰 はく、 長尾昌 賢 は 元と 關 東の 大將 にて 平氏 也。 鎌 倉 公方 持 氏、 上 杉が ために 害 

せられて 已後、 關 東の 公方 はなき が 如くに なりし を、 昌賢 自ら 成 氏 を 取 立て ま ゐらせ 

古河の 御所と 仰ぎ奉りて  >  上 杉に そむき 公方 を 崇敬し、 成 氏の 世に立ちなん 謀 を 廻ら 

士談七  一 二三 


父 2 か 用^ は紀ニ 
c せと 中 卷：: 

し ぁ務第 
信 な り 大十武 
長 ら 、輔 二^ 
ク' ん^ 政に 事 


山 鹿 語類 卷 第二 十八  一 二 四 

ル カラ ゲテ ズ 

しき。 其の 忠心不 レ可ニ 勝 論 一也。 

師曰 はく、 平の 信 長に 事へ 奉りし 平手 中 務少輔 淸秀、 つねに 信 長に 諫を 入れて 憚る 

所 更にな し。 信長少 かりし 時より 專ら 勇武 を 事と して 仁義の 大道 を不, 知、 人君の 器 

ヒ  (二 】 

量い ぶかし かりければ、 平手し きりに 諫む といへ ども これ を不レ 用。 ここに 信秀 より 

信 長に 付け まんら せし 林 佐 渡 守 は、 平手と 一 所に 信 長に ついて 左右の 如くな りけ るが、 

信 長の なり 立ち 不レ 宜、 織 田の 家 ここに 至りて 斷絕 すべ けんこと を 謀りて， 信 長 をす 

てて 次男 を 取 立て まゐ らせんと 致しけ るに、 平手 聊か これに 不， 與、 一 向に 信 長を諫 

め けれども 許容な かりければ、 つ ひに 遣 書 を 封 じて 自害して うせぬ。 信 長 此の 遺書 を 

見、 しきりに 前 悔して 平手 を 惜しみ、 愁歎 かぎりなく、 それより 言行 をた しなみ、 つ 

(ミ) 

ひに 天下 を幷 呑せ り。 平手が 忠心 を感悅 して 一 寺 を 建立し 玉 ひ、 平手が 諱を 取りて 淸 

秀 寺と 號し、 作 善 追福 怠り 玉 は ざり しと ぞ。 淸秀が 子 二人ともに 信 長に 昵近 しける が、 

みかたが はら 

一人 は 長 島 退治に 打 死し、 一人 は箕形 原に おいて 戰 死す。 ためし 少なき 忠臣 也。 

師曰 はく、 雲 州 尼 子 晴久が 家臣に 山中 鹿 介 幸 盛と 云へ る もの、 中國 にかくれ なき 勇 

猛の士 也。 尼 子の 晴久は 毛 利の 元 就に ほろぼされ てければ、 山中 再び 出 雲 を 取り かへ 


(三) 今 政 や 

寺と 稱す。 名 

古 崖 市に 在り 


§ 毛 利 記 • 

中 國治亂 記 等 

レ】 ぉづ 


して 尼 子の 家 を相績 せしめん こと を 思 ひけれ ども、 その 比 中國の 先方の 大名 皆 生れが 

はりに なりて、 毛 利 元 就中 國を幷 呑し、 山中が 謀 を 以て 毛 利に 敵す る こと 雞, 叶 こと 

を考 へ、 自ら 京都に 行き、 平の 信 長へ 此の 旨 を訴へ 告げければ、 信 長 其の 志 を 感じて、 

明 智日 向 守 光秀が 手に 屬 せしめぬ。 明智は その 比 山陰 道の 追討 使な りければ、 中國の 

退治 事な りが たかるべし、 羽 柴秀吉 山陽 道の 討 手 を 承れば、 秀吉 に付き 可， 申 旨 を 請 

ひて、 つ ひに 秀吉 に屬 し、 尼 子 晴久の 子孫 四 郞 • 助 四郞兩 人 をと もな ひ、 播州 上 月の 

城に 榍 籠りて 毛 利に 敵對 十。 その 比 元 就旣に 逝去して 子息 輝 元の 時な り。 宇喜多 • 小 

早 川 やがて 上 月 械に押 寄せ 大に 責め 戰ふ。 羽柴秀 吉後卷 ありけ るが、 上 月の 城 本意 叶 

はずして 尼 子兩人 切腹す。 山中 鹿 介 は 力 を 落し、 猞 ほ計議 をめ ぐらし 時 を 待ちなん と 

思 ひければ、 毛 利が 家人に 可 レ屬由 を 申して、 藝州吉 田に 下る とて、 備 中の 阿部と 云 

ふ處 において、 河 谷 新左衞 門と 云 ふ 者に うたれ ぬ。 その 忠 心つ ひに 不レ果 こそ 不便の 

事と 云 ふべき 也。 

(五) 余吾庄  5} 

師曰 はく、 賤ケ嶽 の合戰 に、 柴田勝 家 柳 ケ瀨の 本陣 色めき 旣に危 かりければ、 勝 家 

P 從合戰 部所 が 臣毛受 庄助勝 家に 申しけ る は、 今日の 合 戰某打 死 を不, 極して は、 勝 家 北の 庄 まで 
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落ち 玉 ふこと 不レ 可, 叶、 速に 北の 庄に 至り 玉うて、 思 ふま まに， 敵 を 城下に うけて 御 一 

戰 あるべし、 然 らば 御名 字 を を かし 奉り、 御 旗印 を 賜 はって， ここにお いて 敵 を ささ 

へ可レ 申と 云 ひければ、 勝 家、 何條 さる ことの 可レ 有、 只と もに 死 をな さんと あり けれ 

ば、 庄介、 大將は 匹夫の ために 不, 死 ものな りと て、 c: ら勝 家の 馬の 口 を 引 向け、 馬 

印 を 奪取り てけ る。 勝 家 其の 義に まかせ 北の 庄に 退きぬ。 秀吉の 大勢 つづいて 攻 入り 

ける 處に、 庄介 自ら 勝 家な りと 名乘 りて、 金の 御幣の 旗印 を 池 原 山に 押 立てて 相 支へ、 

おもて 

面 も ふらず 戰 死す。 これに 因りて 秀吉の 大勢 W く. 猶豫 しければ、 勝 家 は 心靜に 北の 庄 

に 落 著き ぬ。 庄 介が 忠死 近代 希有の 事 也。 庄 介が 兄 も ここにて 打 死す。 

師曰 はく、 長 九 郞左衞 門 連 龍、 後に 恕 庵と 號す。 平信 長の 命に よって 越 前に 至り、 

柴田勝 家 を 頼んで 能 州に 本意し、 一 類 どもの 弔 合戰を 望みければ、 勝 家 則ち 越 前の 大 

橋に 札 を 立て、 長 九 郞左衞 門 近々 能 州へ 發 向す、 立身 望む の 輩 は 我が 被宦 なりと も屬 

し 可 レ參、 能 州 一 國 平均 あるべき こと 必定な りと 書きて 立てければ、 諸牢人 八十 餘騎馳 

せ あつまれり。 而 して 天 正 七 年 三月に 能 州 穴 水の 古城に 入りて ければ、 古參の ものと 

^に 相 あつまり、 旣に 百餘騎 になり ぬ。 こヒに 七 尾に 有 坂備中 * 上 杉より 居たり ける 


が、 則ち 長 曾 撿兑與 十 郞大將 にて 攻 寄せ 大に戰 ひける が、 つ ひに 長 敗北して 連 龍危か 

(一、) Jg- な りけ る を、 谷 大學馳 せ 塞り て 打 死し. 石 黑大膳 あらけ なき 働 ゆ ゑに、 漸く 山中に のが 

き 荒 A しき 

れ ぬ。， かくて 可, 有事なら ねば、 紀州侍 鈴 木 因幡、 元と 長家に よしあって、 其の 比 は 

北 越に あって、 今 能 州に 来りけ るが、 中 だち して、 連 龍と 有 坂と 無事の 取 あっか ひ 也。 

有 坂 も 是れに 同じければ、 郞從 ども は 陸地、 連 龍 は 舟に て、 有 坂が 方へ 可, 被， 參とぁ 

つて、 撿 使に 鈴 木 因幡 來れ り。 其の 樣體連 龍 を 生害の やうに みえければ、 連 龍が 供に 

石黑大 膳 • 井久 留了意 • 合 田 民 部 • 木 島 小 助 也。 石黑 ひそかに 申しけ る は、 連 龍 七 尾 

に 至り 玉 はば 十が 九 生害 無, 疑、 只 だ 舟 中に て 鈴 木 を 仕留め、 直に 舟に て 御 落 候へ と 

. 云 ひければ、 連 龍、 汝が 忠志滿 足す、 乍, 然 陸より ま はる 家人 を レ殘 生害せ しめ、 我 

れ 一 人生き て 何の 詮なし、 堅く 無用の 由と どめ、 事 ゆ ゑな く 七 尾に 著き、 直に 法 道 寺 

に 入りぬ。 而 して 十月 廿 一 日に、 七 尾の 城に おいて 有 坂に 對面、 その 日 生害に き はま 

りしが、 有 坂 無二 事故 一 かへ しぬ。 松 川 兵 部 入道 扇 古、 今日 長 を 打ち もらし 玉 ふ 事 沙汰 

の 限り 也、 則ち 今夜 押 寄せ 可レ 然とす すめ けれども、 有 坂 承引せ ず、 連龍歸 宿して、 

色々 談合の 上、 石 動 山へ かかり 越 中に こえ、 祌保 元來信 長と 一 味なれば、 是れ をた の 
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み 可レ然 になり ぬ。 然れ ども 敵 押 寄せた るに 一 人 も あとに 殘る ものな くば、 跡 を 慕う 

て 全くの かせ 申す まじければ、 乍 レ恐某 御名 字 を 賜うて、 敵 を ささへ 戰死を 可レ遂 由. 

石 黑大膳 こ ひう けぬ。 連 龍、 汝等を 殺して 生きて 益な し、 只と もに 可, 究ニ 生死 一と あ 

りけ る を、 石 黑大に 怒り、 S ひが ひなき こと をの 玉 ふこと にや、 本望 を 達し 玉 はば 我 

が 類 葉 を こそ 取 立て 玉へ、 早く 落ちさせ 玉へ と 云 ふ 所に、 七 尾の 町人 長 谷川と 去 ふ も 

の來 て、 今夜 旣に七 尾より 押 寄せ 候 由 を 告げければ、 連 龍 は それより 石 動 山に のがれ 

ぬ。 石 黑大膳 は 具足 を かため、 連 龍の しとね の 上に ふして、 今やく と 敵 を まつ。 連 

龍 二 里 斗り も 落ちの びぬ る 比まで 敵 も 不二 寄來 一間、 今 はかう と 喜んで、 あと を 慕うて 

石 動 山に のり 付けて けり。 それより 連 龍 越 中の ニ祌に 越えて、 神 保 安藝 守 氏 春に たよ 

りぬ。 此の 石黑 無二 比類, 勇士、 忠義と もに そな はれり と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 主人に 替 りて 命を棄 てし 事 古今に ためし 冬し とい へど も、 或は 一旦の 恩 

に 感じ、 或は 其の 身の 勇力に よる こと 多ければ、 その 間 その 忠義と 定めん こと、 尤も 

^ 十^^ 差^ 淺深 あるべ ければ、 詳に 究理して、 人臣の 忠義 至善の 處に 止まりぬべし。 新田 義 

事の 條に 出づ 貞攝州 兵 庫の 軍に 敗軍して、 御 方の 軍勢 を 落さん が爲に 後陣に 引き さがり、 返し 合 ひ 


衛は卷 さ 

門 上 第 C 

の 山 二 
事 六十 太 
と 郞六平 
す 左に 記 


返し 合ひ戰 ふの 處、 義貞の 乘り玉 ふ 馬に 矢 二 筋 立ちて ければ、 小膝 を 折りて 倒る。 義 

もとめ づ. A  リラ  ラン 

貞求瘃 の 上に おり 立ちて 騎馬の 乘替を 待つ。 御 方 は是れ を不レ 知け るに や、 下りて 奉 

セ  もろ あぶみ 

レ乘 とする ものな し。 ここに 小山 田 太郞髙 家遙に 是れを 見、 諸镫を 合せて 馳せ來 り、 

リ セ  か ち だち 

己れ が 馬に 義貞を 奉, 乘、 我が身 は步 立に なって 追 ひかくる 敵 を 担ぎけ るが、 敵に 取 

り こめられて 遂に 打 たれに けり。 其の 間に 義 貞は 御 方の 敗軍に 馳せ加 はり、 虎口の 害 

2) 

^5 兵糧に を 遁れて 丹 波路 を經て 上洛せ りと 也。 是れは 小山 田 高 家 軍の 法 を 犯せし こと あるに、 

苦しんで 靑麥 

義貞詳 に 究理して 却って 自らの 咎に歸 し、 髙家を 宥められし 恩に 感じての 事な りと や。 

楠 (木) 正 行 四條繩 手に おいて 打 死の 時、 高師 直と 指しち が へんと 志して、 旣に師 直 

シ グ  (三) 

が 陣に半 町 斗り になり て、 す はや 正 行が 多年の 本望 こ こに て 可レ遂 とみえけ る處 に、 長 

まつ 

井 修理 亮師 直に まぎれて 眞 さきに はせ ふさがり、 大音聲 を 揚げて、 八幡 殿以來 源家累 

代の 執權 として 武功 天下に あら はれし 高武 藏守師 直是れ にあり と名乘 りて 打 死し ける 

間に、 師直 は遙に へだたれり。 楠 本意 を不 レ遂。 多くの 軍勢の 內に長 井一 人師 直が 命 

に替 りけ る こと は、 和 田 • 楠 此の 陣 へよ せ來る べしと は 不二 思 寄； 長 井 物語 せんとて 

師 直が 陣に 行きぬ。 然る 慮に 敵よ せ來れ りと さわぎけ る 間、 長 井 我が 陣屋に 歸 らん 間 

士談七  ニー 九 


山 鹿 語類 卷^ 二十 八  一 三 〇 

もなければ、 師 直が 著 替の 料に 同じ 毛の よろ ひニ領 いだし 置きけ る を * 長 井 はしりよ 

りて ® 櫃の緖 をつ、 と 引 切り、 よろ ひ を 取りて 肩に かけけ る を、 師 直が 若 黨胄の 袖 を 

ひかへ て、 是れは 執事の きせな がに て 候と 留めけ る。 師 直是れ をき いて 馬より 飛んで 

下り、 若 ^ を はたと にらみて、 云 ひ 甲斐な き 物の 云 ひやう かな、 縱ひ干 兩萬兩 の 鎧な 

りと も、 今師 直が 命に 替 らんず る 人々 に 何が 惜し かるべき ぞ， そこの けと 若黨を 叱し、 

心ば やく も 召され 候 もの かなと、 返々、 長 井 殊に うれしげ にて、 此の の 情に 命 を 

棄 てたり と 也。 長 井は將 軍の 臣 にして、 師 直が ために 死す るは義 をと りちが へたり と 

評せれ ども、 家の 老臣 執權は 主人の 身に ひとし、 老臣 ここに 打 死せば、 大 腐の 高 梁 を 

るるに 不 レ異、 S 井が 仕形 あしし と 云 ふべ からず。 その 善 不レ盡 は 格 物たら ずと 云 ふべ 

し。 

に にほは 文 和 三年 京師に 細 川 相 摸 守淸氏 千餘綺 にて S 條大宮 へ 押 寄せ、 山陰 • 北陸 道の 敵 八 

fK^iii- の 正^-九 

0^ 百餘 騎と戰 ひ、 曰旣に 夕陽に およびければ、 右左へ 颯と 引退く 處に、 紺 糸の 鎧に 紫の 

三、 京 BBS の t  , . 

條 に出づ  母 衣 かけた る 武者， 年の ほど 四十 斗り にみ えけ るが、 只 だ 一騎 馬 を しづ/ \ と 歩ませ 

よせ， 今日の 合戰 に、 進む 時 は 諸卒に 先達て 進み、 引く 時 は 士卒に 殿て 引かれ 唉は、 


いかさま 細 川 相 摸 守 殿に てぞ おはす らん、 聲を きいても 我れ をば 知り 玉 ひぬ らん， 是 

れは 今度 北陸 道に 打隨 つて まかり 上りて 候 桃 井 播磨守 直 常にて 候、 相 摸 殿に 參り 合つ 

ひ 2 ろ 

て 日來の 手柄 を も 見 奉り、 直 常が 太刀の かね を も 御らん 候へ かしと、 高聲 に名乘 りか 

けて ひか ふ。 相 摸 守 は元來 敵に 少しも 言 を かけられて はた まらぬ 人 也ければ、 桃 井と 

(き 

名乘る をき いて、 擬宜 せず 馬 を かけ 合せ 組んで 勝負 を 決し、 甲 を 引 切って なげすて、 

鞍の 前輪に 押 あてて 頸 を かく。 此の 首と 母 衣と を もたせ、 將 軍に ま ゐり、 桃 井 を 打す 

て 候と 云 ふ。 降 人 八 田の 左衞門 太郞を 召されて みせ 玉へば、 これ は 越中國 住人 二宮 兵 

庫 助と 云 ふ もの 也。 去月 越 前の 敦賀に 著き て 候 時 • 此の 二宮 氣比大 明 神の 前にて、 今 

度 京都の 合戰 に、 仁 木. 細 川の 人々 とみるならば、 我れ 桃 井と 名乘 つて、 組んで 勝 ft 

を 決すべし と- 1 紙の 誓 書 を 書きて 寶 殿の 柱に 押したり しに こそと 申しければ、 其の 

母 衣 をと りよせ 見 玉へば、 越中國 住人 二宮 兵 庫 助、 尸 曝 二戰場 1 名留 一一 末代 I 畢と 書け り。 

勇士の 所 爲と云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 同じく 戰場 において 主恩の ために 打 死 を 致す とも、 或は 馬 を 奉りて 主人 

をの がれし め、 或は 先き がけして 多くの 味方に 粲を 付け、 或は 殿して 士卒 を 先にして 
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のがれし め 多くの 味方 をうた せざる こと、 皆 是れ剛 操に して 忠義 を 第 一 とす。 故に 其 

E』 ほ の 打 死 を 賞す る こと、 世 以て 重んずる 處 なり。 佐 藤 繼信は 信 夫の 庄司元 治が 子 也。 義 

？ 21 卷芽 pi1 

；  經 にしたがって 平家 追討の 供 をいた し、 八 島の ー戰に 源平 互に 相名乘 つて、 大 將義經 

旣に危 かりけ る を、 繼信 矢面に かけ ふさがり、 能 登 守 敎經が 矢 さきに かかって 打 死す。 

義經 源氏の 大將 たれば、 危 きを 見て 命に 替 らんと 思 ふ 武士 多 かるべき に、 機 信 一 陣に 

進んで 主の ために 命 を輕ん ず。 忠義 勇の 死と 云 ふべ し。 故に 義經 其の 志 を 感じて、 其 

の夜繼 信い まだ 存命の 內に、 本陣へ かき 入れて 委細の 報謝 をな し、 殊に 祕藏の 馬を以 

て 是れが 葬 馬と す、 大將の 道 以て 立ちぬ。 弟の 忠信、 兄が 打 死の 時 菊 王 を 射て その 仇 

を 報ず。 後に 義經 に從 つて 吉野 山に 入りし 時， 山 僧大に 起り てとり まきければ、 忠信 

山 僧 を あざむき、 自ら 義經の あるが 如くして、 義經 をの がれし む。 兄弟の 忠 以て 大也 

と 云 ふべき 也。 世の 知る 所に して、 兒童 走卒も 彼の 兄弟の 忠勇 を 感ず、 臣 たる ものの 

可 レ鑑事 也。 小 坪の 戰に、 畠 山が 馬 を 和 田 小 次郞が 射ぬ きけ る を、 半 澤成淸 馬より 飛 

びお り、 主 をいだ いて 我が 馬に のせて けり。 

(11 ) 

しんなん  (1 一 ご 

神 南の 合戰 に、 山 名 右衛門佐 師氏 大勢の 中へ かけ 入り、 火 をち らして 戰 ひける ほど 


に. 左の 眼 を 小耳の 根へ 切 付けられ、 目 くれ 肝 消えければ、 太刀 を 倒に 突いて， ちと 

心地 を 取 直さん とせし 處に、 雨の ふる 如く 射け る 矢に、 馬の ひばら 草 脇に 五 筋まで 立 

ちければ、 小膝 を 折りて どうと 伏す。 やがて 馬より 下り立って、 鎧の 草摺 をた たみ 上 

かきの 

げて、 腰の 刀 をぬ き 自害 を せんとせ し處 を、 河 村 彈正忠 馳せ來 りて、 己れ が 馬に 舁乘 

せ、 福 間 三 郞が戰 ひっかれ てと ある 岩の 上に 休んで 居た る を 招きて、 馬の 口 を とらせ- 

河 村は步 立に 成りて 追って かかる 敵に 走り かかり、 切 死に 討死す。 師氏 乘替の 馬に の 

り、 ちと 人心地 は 付き たれ ども、 流る る 血 目に 入りて 東西 も 更にみ えず、 馬 廻りに 誰 

か ある、 此の 馬 を 引かへ し 敵の 方へ 向けよ、 河 村が 死骸の 上に て 打 死 せんと 訇り ける 

を、 福 間、 此の方 こそ 敵の 有る 方に 候と て、 馬の 口 を 味方の 方へ 引む けて 退きぬ。 師 

氏 淀に かへ り、 河 村が 頸の かかりて ありし を 敵に 乞 請けて、 空しき 顏を 一 目 見、 洎を 

ながし、 我れ 此の 亂を 起して 天下 をく つがへ さんと せし 始. より、 御邊は 我れ を 以て 父 

の ごとくに 思 ひ、 我れ は 御邊を 子の 如くに 思 ひき、 されば 戰揚に 臨む ごとに 生死 をと 

もに いたせし を、 人 は義に 依りて 我が 爲に 死し、 我れ は 命 を 助けられて 人の 爲に 生き 

のこりた る 恥 かし さよと て、 泣々 髮を かきな で、 聖 一人 を 請 じて、 今まで 祕藏 して 乘 
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りたる 展に白 鞍 置きて 葬 馬に 引かせ、 白 大刀 一 振 聖に與 へ、 死にた る 河 村が 後世 を 弔 

はれぬ とい へり。 

近く は鴻臺 の合戰 に、 里 見義弘 旣に危 かりけ る を、 安西， 伊豫 守 己れ が 馬 を 奉りて、 

その 身は步 行に て 供 をいた せり。 長篠 の合戰 に、 笠 井 肥 後 守 己れ が 馬 を 勝 頼に まゐら 

せ、 其の 身 は 立 留まって 打 死す。 畳 前械井 一揆に、 黑田長 政 馬 を 深 田に のりこみ 危か 

みか たかはら 

りし を、 三 浦 六 之 助 十八 歲 にて 己れ が 馬 を 奉りて 長 政 をの かしめ たり。 遠 州箕形 原の 

戰に、 大久保 新 十 郞忠隣 馬 を 射られて 步立 になり 旣に危 かりし を、 源 君 此の 由 を御覽 

あって、 小 栗 忠藏を 召して 宣 ひける は、 汝が 馬に 忠隣 を可レ 乘と宣 ひければ、 小栗來 

りて 馬より 下りて 新十郞 をのせ て 云 ひける は、 此の 馬 は 分捕の 馬 也、 城に かへ らば 歸 

十べ しと ことわり けりと 也。 是れ 主人の 命に よって 馬 を 人に かせし、 忠義と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 箕形 原の 合戰 に、 源 君 旣に危 くして、 ここにて 御 打 死 をと げら れんと {且 

ひける 時、 夏 目次 郞左衞 門 はしり かかりて、 御馬の 口 を 味方の 方へ 押 向けて、 軍の 勝 

ル マラ 

食 は 時の 運に よる ことなれば 必ず 不レ定 也、 急ぎ 濱 松の 域へ 入らせ 玉へ と 申して 向 

ふ 敵 四五騎 切り ふせ、 大勢の 中へ 破りて 入り 討死 を とげぬ。 人 多き 內に、 夏 目 一 人 主 


君の 難儀 をた すけ、 ふみ 留まって 打 死し ける いはれ をい かにと 尊ぬ るに、 先年 三 州 一 

揆の 時、 己れ が 館 を かまへ 敵對 いたせる を、 松 平 主 殿 助 家忠に 命ぜられ 攻 破り 玉 ひし 

時、 一 命 を わびて 降 人に 成りて 出で ける を、 御 助 ありし 其の 芳恩を 報ぜん が爲、 人に 

すぐれたる 働 をいた せし と 也。 尤も 忠 死と 云 ふべき 也。 

2) 

(二)  * ケ原 師曰 はく、 慶長庚 子、 源 君 小山まで 御 著 座の 處に、 三 成 叛逆の 事き こえければ、 則 

の 役 

1  (三) 

S) 10 ち 上方へ 御 出馬に き はまれり。 ここにお いて 關 東の 御 留守居 を 三 河 守 殿に 命ぜら る。 

子、 露な り  、  シ サ  さしお 

秀康も 達て 御供 可レ 被， 成と あり けれども、 江戸に 天下の 人質 を 指 置かれ、 御家人の 妻 

子 有， 之 を、 若し 上 杉 景勝 出張して 是 れを亂 取いた さんに は、 下々 の 志皆關 東に ひか 

ル カラ 

れて、 上方の 御 ー戰全 かる 不レ 可の 由 思 召 あれば、 上方に おいて 自身の 戰功 あらんよ 

り、 關 東に の こり 玉うて 跡 を 全く 仕られん 事 莫大の 忠義な りと 仰せ ごと ありければ、 

秀康 此の 旨に 應 じて 結 城の 城に のこり 玉 へ り。 其の 比 上 杉 景勝 奥州 を 管領して 威 を 振 

ひける に、 秀康 ゎづか 十二 萬 石の 御身 代に て 大敵 を 押へ 玉 ふ。 勇力 忠義 儉を はなれた 

りと 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 主君の 命ぜられん 諸 役、 各-其の 器に 因って 其の 用捨 ある ことなれば、 
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ぶろ し *~ 

身 を 立てて 是 れを辭 退し、 唯 だ 人の 思 はく を考へ て 其の 宜に從 はんこと を 欲する 辈、 

世 以て 多し。 十手の 所レ指 十目の 所レ見 甚だ おごそかなる もの なれば、 人の 思 はく 世の 

褒貶 を棄 つべき に は不, 有 ども、 較量して 考 ふる 時に、 主人の ために 忠 にして 我が身 

のために 不,. ； はことの あらん に は、 必ず 速に 不レ 立, 身して 忠に從 ふこと を 以て 道と す 

る 也。 されば 敵陣に 赴く に、 或は あとの 留守 を 命ぜられ、 或は 戰 場に 出 でても， 後備 

小 荷駄 奉行 を 命ぜられ、 或は 旗 奉行、 しまりの 役 等、 皆 以て 敵に 逢 はずして あとに 居 

ラ  ^へ  とも 

るの 役職 也。 然れ ども 我れ 是れ に不， 居して は不, 叶の ゆ ゑんあって、 併に 主人への 忠 

、  ルハ  ルカ ラス 

にならん 處 あらば、 敵に 不レ逢 を 以て 思 を不レ 可レ成 也。 關ケ 原の 役に、 大權現 上 杉 退治 

のた め關 東へ 御 下向 ありければ、 狨州伏 見 城に 鳥居 等 を 御 留守居に さしおかれぬ。 鳥 

居 達て 今度の 御 ともをね が ひけれ ども、 思 召す 子細の あるな りと て 仰せ ごと あり けれ 

ば、 不レ 得レ已 して 命に まかせ 奉りぬ。 伏 見に 在铖 しける に、 關 東へ 供奉 仕りた る 御 家 

人 は 未だ 敵の 面 を も不レ 見に、 八月 朔 日に 鳥居 • 內藤等 は 一 番に 討死して 忠義 を顯は 

せり。 如レ 此の ことわり を 案ずる に、 先 後の 差別な く、 唯 だ 下と して は 君の ために 忠 

- ：  V  ,  ルカ ラル 

を 立てん こと を S うて、 身 を 立つ る こと 不レ 可レ有 也。 然れ ばと て、 又 世の 沙汰 人の S 


入 を 不二 較量 一ば、 必ず あやまり ありぬべき 也。 

師曰 はく、 島津中 書關ケ 原に 討死 をいた せし は、 中 書 打 死せ ずして は 島 津が惣 勢 引 

取る 事 かな ひがた かりければ、 五 百 斗り 一 所に おいてう たれぬ。 忠 死と 云 ふべ し。 是 

こと 

れに 因りて 島津が 兵事 ゆ ゑな く 引取りけ りと 也。 大勢 その 場に て 腹 を 切りて 死せ しと 

云 ふは僞 也。 

師曰 はく、 大坂 夏御陣 に、 御 旗本の 御家人 各-先へ 心がけて、 秀忠 公の 御 傍に は 人 

すくな かりし、 井上 主計 • 植村出 羽 守 • 同 弟 備前守 • 酒 井下 總守 • 安藤 甚介 • 鳥居 讚 

岐 • 三 宅 藤 五郎 • 牧野 又十郞 • 三 枝 惣四郞 • 三宅彌 1 一兵衛 • 石 谷十藏 その外 一 兩人、 

都合 十二 三人なら で 無；. 之と 云へ り。 世の 末に 及ぶ ほど、 人 皆 身 を 立てん こと を 思つ 

て、 實の 薄く まことの すくなくなる を 以て、 唯 だ 身 を 利 せんこと をのみ 本意と する に 

なれれば、 後々 は 君 を 遣れ 親を棄 つるの ためしに なりぬ ベければ、 忠義の 敎 上に おこ 

たる 不レ 可也。 

師曰 はく、 岐阜の 城實 に、 城 中の ものの さしもの 功 ありし 輩 多 かり けれども、 悉く 

我が身の 勇 を 事と し 外に 出で て 働いて、 落城の 時 あっか ひに なり、 中 納言秀 信 下城の 
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時分に は、 木造 左 衞門佐 一 人 其の 傍に 始終 不， 離け りと 也。 下城より 前に 城 中の もの 

ラ  タラ 

不レ殘 落 去りけ りと 也。 是れ 忠義の 道お とろへ て 人 皆 身 を 利す る ゆ ゑ 也。 君不レ 君と も 

ン タラ  カラ^  キフ 

臣不， 臣ば不 A 可レ 有と 云 ふこと 可：. 思 也。 

師曰 はく、 上 杉 謙 信 小 性 立の 侍に 川 田 畳 前 守 長 親と 云へ る は、 元と 江 州 守 山の 地 侍 

きょみ づ 

の 子 也。 永 祿四年 三月 謙 信 上洛して 義 輝に 謁す。 此の 時淸 水に て、 右の 河 田 十四 歳の 

時、 謙 信 召 連れ 下向す。 後に は 四十 萬 石の 知行 を與 へらる。 男色の 寵 たぐ ひなかり け 

る 也。 或 時 謙 信 川 田 璺前を 叱して、 刀を拔 いて 旣に 成敗 あらんと 致されけ る。 川 田 そ 

の 場 を 退き 去りぬ。 謙 信 刀 を を さめて、 川 田 を是れ ほどに 祕藏に 思 ふに、 是れ を成肷 

せんと 云 はば 身替 りに 可レ出 もの の可レ 有に、 まことの 忠臣 はなき もの 也と 云 へ りけ る 

所へ、 一 人出で て、 某 を可レ 被， 誅 とて 頸 をのべ て 出で にけ り。 謙 信 これ を 赦免して け 

りと ぞ。 

師曰 はく、 安藤 帶刀 かたりけ ると て 人の 云へ る は、 平 岩 主 膳 頭 弟の ありし が、 榊 原 

式部 大輔と 口論 をいた し • あがりて、 互に 刀 を 拔きぁ ひ、 平 岩が 弟 少し 疵を 蒙れり、 

而 して 兩へ 引き わける。 其の 比 平 岩 主 瞎は萬 事 弓矢の 指圖 をいた す 宿老 也。 式部 はい 


まだ 若輩に てう ひ/ ヽ しかりけ るに、 主 膳 申して ける は、 式部 事 御 取 立 可， 被, 成 思 召、 

い.？ う 

其の 身 器量 も ゆゆしく、 末々 は何樣 にも 成立つべき もの 也、 我が 弟 は きられて 居る ほ 

ル カラ A 

どの 者 なれば、 さして 御用に 立つ ほどの こと も不レ 可レ有 間、 弟 をば 逼塞 させ、 侍 を や 

めさす べしと 云 ひて、 弟 を 追 込めて けり。 信 實の忠 志と 云 ふべき 也。 式部 は 酒 井將監 

が 小 性 也、 果して 式部 を 被 二 召 出 一 たると い へり。 臣 として 君に つか へん もの は、 平 岩 

が 志 を 可, 守 也。 

師曰 はく、 或 人の かたりけ る は、 大 坂籠械 に付き、 大野 主馬 組に て 夜 討 をいた し 

戰 功の ありし 時、 主馬 手前の 首尾 宜しき 段 を、 秀賴へ 木 村長 門 守に 取な し を 申させ、 

御 感狀を も 被, 下 やうに との 事 ありければ、 長 門 守よ きに 會釋 して、 ひそかに 主馬 を 

招きて 申しけ る は、 先程 感狀 御所 望の 事、 仰せまで もな く 上に も 能く 御存じの 事 なれ 

ば、 相違 は 有 レ之間 布 候、 但し 某存候 は、 御 分の 御身の 上に 感狀を 得られて、 誰に 御 

キ ル  (匹) 

比 興可レ 有との 事に 候ぞ、 疋夫獨 身の もの は E ねて 又 他の 主人 を も 取りて 自らの 眉目 

にも そな へつべし、 上の 御た めに は、 御 分 御兄弟の 御 事 は 股肱 羽翼の 御 輔佐に てまし 

まし- 功 成り 名 遂げ 玉うて 誰か 爭ひ玉 ふべき 御身と して、 御 感狀御 のぞみの 御 事 は 恐 
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入 候と 申しければ、 主馬 大に 恥ぢ て、 重ねて 云 ふべき ことの 葉 もなかり しと 也。 有り 

し 事 か 分明なら ざれ ども、 其の 思 入 は 尤もと 云ぶべし。 

師曰 はく、 慶長 元年 七月 十二 日 大地震に 付きて、 豐臣 秀吉の 居城 伏 見. 大坂 不, 殘 

沒 倒す。 その 比 秀吉は 伏 見 城に まします。 右の 地震に 付き 天主 櫓 悉く 倒れければ、 秀 

吉も大 庭に 出で て騷 動な なめなら ず。 ここに 加 藤淸正 朝鮮の 事に 付き 秀吉の 勘 粲を蒙 

り、 逼塞 仕り ありけ るが、 此の 大地震 唯 事に 非ず と 思 ひ、 足輕 二百 人に てこ を 持たせ、 

侍 ども を 召 連れ、 人 まぜ もせず 伏 見の 城に 至りぬ。 未だ 一 人 も 登城いた す ものな かり 

ければ、 秀吉 其の 忠志を 感じて、 翌日 勘氣を 免し 玉へ りと 也。 淸正忠 志不, 淺を 以て、 

不レ 得レ已 して 如レ 此の 思 入 もいで きたるな るべ し。 

師曰 はく、 蒲 生 氏鄕の 家に 蒲 生 四 郞兵衞 と 云へ りし もの、 後に は 四 萬 八 千 石 を領し 

て、 氏鄕 男色の 寵 ありき。 氏鄕 逝去の 後に 秀行 にっか ふ。 秀行 未だ 幼若の 間、 萬 事 家 

臣 これ を 執行す。 ここに 綿 利 八 右衛門と 號 して、 領知八 千 石 を 得、 蒲 生の 家の 公儀つ 

かひ をいた して、 旣に 太閤へ も面謁 いたし、 文 者 口才の もの あり。 此の 者秀 行の 政道 

を 司 どり、 公儀 を權 にかり て 我 まま を 致し、 秀 行の 行跡 を ことぐ く あしく： H る。 人 


皆 これ を 知る とい へど も 諫めつべき 様 もなかり しに、 四 郞兵衞 つく-^ と 思案し、 綿 

利 を 招きて、 茶の湯に 事よ せ 圍の內 において 綿 利 を 指 殺して 棄っ。 則ち 石 田 三 成を以 

て その 旨 を 太閤へ 演說 す。 元より 三 成に 示し合せし 事 なれば、 蒲 生 四 郞兵衞 子細な く 

なりて、 牢人 分に て 石 田 三 成に 屬し 有レ 之ぬ。 其の 志事實 において は忠と 可, 謂 也。 し 

かれ ども 如, 此 事に、 忠 に似て 大 にたが ふこと 多き もの なれば、 詳に 究理す るに 可, 在 

也。 

師曰 はく • 黑田長 政の 內に、 寵愛の 小 性の もの 甚だお ごり 惡 心の ものの ありけ るに、 

臣下の 內に 某と 云へ る (もの)、 友と 談合して 云 ひける は、 主君の ために 馬の 先にて 打 

死 仕る も 同意 なれば、 彼の 者 を 呼んで 生害せ しむべき と 思 ふ 也と かたり、 兩人 談合し 

て、 つ ひに 是れを 生害して けり。 而 して 詳に 其の 旨を訴 へければ、 長 政詳に 究理して、 

其の 志 を 感じ 其の 罪 を ゆるし、 ことに 昵近 せしめて けりと 也。 

師曰 はく、 丹 羽 五郎左衛門 長 重、 關ケ 原已後 其の 身沒 落して 漂泊し ける に、 大谷與 

兵衞 一人 供 仕り、 己れ が 馬に 長 重を乘 せま ゐら せ、 三尺 手拭 をき りさき、 くつ わ を 結 

§  (殊) 

ん でなら ざるが 如く 致し、 鄕人 ども 事の 外 起り ける を 色々 にたば かりて、 夜中に 引き 
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カラ ル 

とり 上方に 行きけ る 時， 重手 を 合せて、 汝が 恩不, 可, 忘、 若し 本意 をと げば、 何時 

も 十分 一 の祿を 可い 與と 約束 ありき。 長 重 後に 召 出され 一 萬 石 を 賜 はりし 時、 大 谷に 

(落)  キ ヒ 

千 石 を あた ふと 也。 越 目 を 見届けて 其の 作 略 をいた す は、 忠義に あらず して は 難 レ叶事 

也。 

師曰 はく、 奥 平 左 兵 衞と云 ふ もの 松 平 下 總守忠 明に つかへ ける。 御 上洛あって 參內 

の 時、 大名の 供の もの 一 兩 人なら では 不レ 入に 付き、 左 兵衞思 ひける は、 忠明 未だ 若 

輩に て、 先にての 様子 も 心許なし、 いかがして 內に 入りなん と 思 ひ 廻らし ければ、 小 

便 i2 を 持ちた る 小者 をば 內 へ 入る るの 間、 左兵衞 やがて 上下 をぬ ぎて 小者の 衣裳に 取 

りかへ、 小便 筒 を 持ちて. 2： へ 入りけ ると 也。 その 志 人々 にお も はせ たきこと 也。 まこ 

との 忠 志と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 松 平 伊 信 綱常に 出仕す る 時、 裏付の 上下 もじの 肩 衣 を 一生 不レ 著， 

在 宿の 時分に も 多く は 禁じて ける。 其の 意趣 は、 人の 心 必ず 裳 束に 因りて 變ず、 中に 

セ  カラ 

も 朝廷に おいて は、 內に 恭敬 を 不レ存 して は 忠信 を盡す 事を不 レ可レ 得、 故に 其の 衣服 

においても、 內の 恭敬 を存 する が 如くなら しむ。 人 は不ぃ 知、 我が身に おいて は 如い 此 


つとめ ざれば、 忠勤 輕 薄に 至り やすしと 思 ふなり と 云へ り。 往昔 大樹 御^ を 召 上られ 

ける 折 ふし、 信 綱 を 召して、 あつ ものの 內 より 御箸 を 以て， 是れを 被 t 下て 見可レ 申の 

旨 台 命 あり。 信 綱 長って 味 はへ 見、 暫く 案じて 申 上げけ る は、 味の あざれ たる 物を獎 

に 仕りた るに やと 言上す。 時の 奉行の 無念な りと 命ぜられければ、 信 綱 長って 退去し 

ぬ。 而 して 翌日 登城して ける。 其の 晚に 重ねて 信 綱 を 御前に 召して、 昨日の 事 如何 申 

付けつ る やと 御 尋ねの ありければ、 信 綱 謹んで、 昨日 味 はへ 候 物、 彌- 無念に いたし、 

ふるく あざれ たる を 御^にと との へ 候 迄 に 候、 昨日 御前に て 被レ下 候已後 唯今に 至る 

まで、 湯水の 外に 食物 を不 レ被レ 下、 此の 物の 若し 毒氣 もやと 考へ 候へ ども、 聊か 相 か 

はる ことの 不レ侍 候 間、 然れば 唯 だ 無念なる ままに 如レ此 あざれ たる 味の もの を 入れ 候 

にこ そと 言上す。 大樹 詳に きこしめされ、 信 綱が 所爲實 にかな へりと 思 召しけ りと 云 

へ る 物語 あり。 其の 忠信 尤も 理に あたれり と 云 ふべ し。 すべ て臣は 主君へ 對 して 思 入 

るる 處 深く、 而 して 其の 事物 を 究理 せんに は、 自然に 忠信の 才智 も出來 りぬべき 也。 

才智 は 生れ 付の ままに して 習って 知る 所に 非ず と棄 てて、 唯だ實 をのみ と：： ム ひて、 究 

理 する 處 おろそかな らんに は、 實 も亦虚 なるべき 也。 
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(1) 左 s« 

公二 十 EI 年に 

出づ、 字句 多 

少 異なれ ども 

意 同じ。 范宜 

子、 名は士 匈、 

g の大 夫。 叔 

孫お は <» の大 

夫に して 又磁 

叔とも 云 ふ 


一 穴 道德を 本と す 

師曰 はく、 道德は 常に 天地の 間 自然の ことわり にして、 人と して 是れを 因り どころ 

とし 是れを 本と せ ざれば、 其の 所, 爲皆伯 術に して 本に 厚から ず。 而 して 後に はつひ 

に 利 祿財寶 をのみ 事と する に 至るべき 也。 末世の 今 は 人 皆 利に はしりて、 »豐 に 財 

シ  ス  しかしながら 

とめる もの を 以て贵 ぶが 如くに なりぬ る 事、 尤も 可 二 歎息？ 是れ 併 道徳の 本意 を 

ラ  (二 カイへ ノヌ ウテ 〈クシ テト ハチ 

不レ 知して 時の 勢 を 追 ふが ゆ ゑなる べし。 昔 晉の范 士甸、 迎ニ 魯叔孫 一問 曰、 死而 不レ朽 


ノ ゾャ  ノ ハク ケ リレヌ  〈リ ツルヲ  ノハリ ツルヲ  ノハリ ツル ヌ  モ シ キト ル 

何 謂 也、 豹 曰、 聞レ 之、 大上 有レ立 レ德、 其 次有レ 立， 功、 其 次 有 レ立レ 言、 雖レ久 不， 廢、 

レヲ レフト ト チ  キ 〈チ ヲケ テヲ  ル タ ヲ  シ トメ キ ハレ  ナ ルノミ  カラ フ 

此 之 謂， 不， 朽、 若 二 保， 姓受 1 氏、 世？ fe, 嗣、 無二 國 無-之、 祿之大 者、 不， 可レ謂 

レ不, 朽 とい へり。 ここ を 以て 云 はば、 德を 立てて 天下 を 化し、 功を大 にして 萬 民に ほ 

どこし、 敎を殘 して 末代に しらし めん 事 こそ、 君子の 本と すべき 所 也。 


師曰 はく、 爲 , 政以 , 德、 譬 如て 北 K 居 一一 其 所 一而 衆 星 共よ 之 と 云へ る 事 • 天下の 

政事 斗り にあらず、 すべて 人間 生 今日の 用事、 皆德を 以て 其の 本 をた だすと き は、 一 

理 ここにき はまりて 萬 事 こと， <\  く 其の 分數 明な り。 北辰 は 其の 所に 居て 其の 本 をた 


相に 左 夫 云 又 さ 
違出傳 ° ふ は 3 
す づ昭こ 、孟 
* 公の 魯孫仲 
多 七 言の と 孫 
少年 は 大も響 


だせば、 衆 星 はこれ に從 つて 各 > 其の 司 どる 所 を 守りて 一 周 夭の 內を旋 S す。 而 して 

其の 旋轉 する 處皆 北辰の 旋轉を 守りて 更に 私の 旋轉 なし。 是れ德 を 以て 萬 物 を 一 貫し 

て、 大小 精粗 は 其の物に よってた がふと い へど も、 一 體の 血脈 能く 相 廻りて 更に 差^ 

ルナ ラ  スニヲ テス ヲ 

する ことなき に不, 殊也。 是れを 爲レ政 以ぃ德 とい へ る 也。 しかれば 人と して 其の 作 略 

悉く 德 より 出で て、 不レ得 レ已の ゆ ゑん を 本と せ ざらん に は、 道の 道た る ゆ ゑんな きを 

以て、 皆 身 を 利し 功 を はかって、 彼の 王者の 至德 において は 天 壤所を かへ ぬべき 也。 

(三)  レク  ノル  モ トラ-一  ノズ ラン 

魯 の孟僖 子が 言に、 我 聞、 聖人 有- 1 明德 1 者、 雖 X 不， 當レ 世、 其 後 必有ニ 達人 1 といへ り。 

明徳に 通ぜる 聖人 は、 時に 不レ 合と い へ ども" 天下の 理を 一 贯 して 其の 事理 を盡 し、 

(法)  . 

敎を のこし 言 を たれて 末代の のりとなる 所 ありぬ ベければ、 達人 ここ に 起 りぬべし。 

是れ德 より 出づ るの ゆ ゑ 也。 

師曰 はく、 東漢苟 悅申鑒 曰、 民 由， 水 也、 濟ニ大 川 1 者、 太 上乘, 舟、 其 次泅、 t^T 

泅者勞 而危、 乘, 舟 者逸而 安、 虚 入, 水 則 必溺矣 、以」 1 知能 1 治, 民者泅 也、 以 n 道德 f 治 

ヌハ  上シ イマ マニス ルノ ヲ ヒレ ヲト ッ  ヲフ レヲト  - 

レ民者 舟 也、 縱 一一 民 之 情 一 謂 二 之 亂〗 絕ニ民 之 情 一 謂 二 之 荒 一と 云 へ り。 何事に も 道 

德を 以て 致すべき 事 は、 大川を わたるに 舟 を 用 ふるが 如く、 撟を わたして 通ず るが 如 
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きもの 也。 されば 舟 を 以て こさん こと は 猶ほ危 し， およぎく ぐるに はまされ り。 橋 を 

以て 通じて 危き 事の なく、 多くの 人 を 渡して ささはら ざるが 如き を 以て、 大道の 本理 

とする 處也。 

師曰 は く、 北 齊顔之 推 家訓 云、 齊朝有 こ 一 士大 夫； t 謂, 予曰、 我 有 二 一  兒； 年旣十 

ル アキラ カナリ 二  へノ  ノ  ビズ ルヲヌ  ヤス  セント テ ココヲ  シ  二  シル 

七、 頗曉ニ 書疏； 敎 さ其鮮 卑語、 及彈ニ 琵琶 一 稍 欲 二通 解 一 以 1 此服ニ 事 公卿 一 無レ 不一 ー寵 

愛； 亦 要 事 也、 吾 時 俛而不 k 答、 異哉、 此 人之敎 X 子 也、 若 由ニ此 業； 自致ニ 卿相； 亦 

レ へ ガト モ. カラス ヲレヲ 

不レ願 ニ汝曹 爲- 之と 出せり。 是れ まことに 道德の 其の 思 入 を しるせる 也。 道德 によ 

ら ずして いたす 事 は、 唯 だ 身 を 立てて 時に 合 ふ 事 をのみ 專ら とする が ゆ ゑに、 皆詭遇 

ルテセ  キ； - j 

して 道 を 不レ以 也、 豈 君子の 致す 處 ならん や、 尤も 可レ愼 也。 

(二)  力 ハルく ハジ クハ  力  二  ： ， 

師曰 はく、 十指 之更 彈、 不レ如 二 合 拳 之ー擊 1 と 云 ふこと あり。 たと へぱ 十の 指 

を 以て か はる^ \ 人 を はじきても、 叉 十の 指 をに ぎりて 一 度に うつ とても、 同じ 事な 

るべ けれども、 十の 指 を 以て 十 度に はじく は、 我れ 勞 して 彼れ いたまざる もの 也。 世 

知 を 以て 事 をた くみに し、 才覺の 本 を 失って、 利口 利發を 出して、 只だ當 座の 作 略 迄 

(SJ  (理) 

を 事と する の 輩 は、 我がいた つが はしく 口 をき き、 いそが はしく 利 屈 を 述べて、 人々 


(二)  if 

兵 if 訓に 「五 

指之更 ST 不 

i 若-拳 手 之 I 

«! 一」 と 出づる 

に ぱ似 


(三) ゎづら 

はし き こと . 


(H) 商 山に 

瞎 れ居 h- し ra 

人の 老人、 東 

園 公 • 綺里季 • 

夏黃公 • 里 

先生 是れな り、 

こ の こと. £<記 

第廿五 《 侯 世 

宗 に出づ 


(五) 陳垣、 

宋の永 森の.^ 

卞は器 之、 朱 

+ の 門下、 通 

我郞を 以て 致 

仕し 徒に 敎へ、 

^室 先生と 稱 

す。 弟： 十との 

問答^も 木 S 

鬼と いふ 

(六) s、 

字 は 子 as 

(七：！ 贫 人に 

を與 ふる こ 

I. 救 恤の意 


當分 はこれ にく じかる る 如く なれ ども、 必竟 我がた め 彼れ がた めに 益な し。 故に 道德 

仁義の 源に 因りて， 或は 利口せ ざれば 不レ叶 所に は 利口 を 用 ひ、 或は 大道 を 以て 合 拳 


、【 


の 一 擊を なす、 是れを 聖人の 大道と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 漢の 高祖 晚 年に、 太子 をす てんこと を 思 ひ 玉へ る を、 張 良 商 山の 四皓を 

招きて 太子の 傍に おかしめ ける。 高祖 是れを 見て、 商 山の 四皓は 高祖の 招き 玉 ふに も 

不レ 出、 然るに 太子の 傍に 居る こと は、 太子に 德の あるに やとて、 太子 を廢 する の 志 

を やめ 玉 ふ。 此の 事 は 張 良が 謀に して、 高祖 を 諫め まゐら せし 迄にて は 同心 あら ざれ 

ば、 口舌の 論 をな さず、 高祖の 心 を 自然に あらため うつす の 術 也と 云へ る 評の あり。 

fvn  へクノ  (六】 ラル ルヲ ハル レヲ  -I  -ーテ  二  シル， 

陈潜窒 曰. 此事 子房 自度， 不， 能， 得 二 之 於 口舌 之 間 一 故 於 二人 主 機 括 之 中 1 撥轉 來，. 伊川 

先生 不レ喜 11 人 用- 智、 獨喜 二子 房此 看〗 具 見 二 易傳〗 可 二 玩味〗 自是轉 二 移 君 心 二道 


理、 未レ 可下以 一二 筆 1 勾斷 上と 出で たり。 口 を 以てい ひふせ 舌 を 耕して いたさん こと は、 

皆いた つが はしき わざに して， 君子の 德の 自得せ しめんに は遙 にお くれてお ぼ ゆる こ 


と 也。 


、ダサ レ 


-  一一 (七) -ー ク 

師臼 はく、 史臣 曰、 有 宋自， 一中 世 1 以後、 內牽， 1 于繁文 一外 橈- 1 於 彊敵ー 供億旣 多、 調度 
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不 レ繼、 勢 不レ得 レ已、 徵ニ求 於 ah  國者處 一 1 乎 其 間 一 叉 多 伐レ異 而黨レ 同、 易動而 輕 

シニ  ラ  ハク  厶ル ガヲ メメ  ヲ  ブヲヲ  テ 

變、 殊不, 知 ^<國 之 制 用、 如 "I 鉅 商之理 r 財、 不-求 ニ近效 1 而貴 * 遠 利 h 宋臣於 二 一  事 之 

二  ナ ラフ レヲ メナ ラチ トメべ ノ ヲ イデ ル セント ヲ  スルダ 

行； 初議不 レ審、 行， 之 未レ 幾、 卽區々 然 較ニ其 得失 一 尋 議, 廢 レ格、 後 之 所 レ議、 未 

レ 有：.： 以愈， 一 於 前； 其 後數人 者、 叉復訾 , 之 如, 前、 使 T 上 之爲, 君 者 莫二之 適從； 下 之 

^ ヲズ * ララ ジル トコ 口  メ  二 テント (二 ハク -, 

爲, 民 者 無 m 自信 守 h 因 革 紛紜、 是非 貿亂、 而事弊 日益以 甚矣、 丘文莊 曰、 大下之 事 

利害 嘗相 半、 無二 全 利 全 害 之理； 擇， 一 其 利 多 害 少者 一 爲, 之， 斯 可矣、 史臣 宋人 議論 

多き 一一 事 功； 切 中二 當時之 弊； 宋人 於， 二 切 政務 一 皆 然とい へり。 宋人 斗り にか ぎらず， 

人の 情 只だ當 座の 快事 をのみ 專ら として、 物の 本 を盡す こと を不 レ究、 ここ を 以て 遠 

きを はかる こと は 常にう すく、 まのあたりなる 利 を專ら とす。 甚だ 君子の 道に 非ざる 

也 o 

師曰 はく、 或 人の かたれる は、 相撲 を このむ ものの 云 へ る は、 相撲に 大相撲 小 相撲 

と 云 ふ 差別の あり、 大相撲と 云 ふ は、 我が 思 ふ處を 立て、 勝 食に かま はず 相手 を 取り 

ひしぐ ごとくす る是れ 也、 小 相撲と 云 ふ は、 向 ふの 力 を 受けて かっこと 也、 然れば 手 

を 取るな り、 手 を 取る もの は、 此の方の 力 をば 不レ 用して、 彼れ が 力に 應 じて 手段 を 


なして 勝つ、 是れを 小 相撲と 云 ふと かたれり。 案ずる に、 道德を 立てて 諸事 を 其の 大 

本に 應 ずる 如くなら しむる は、 是れ大 を 用 ふる 也。 才を かしこく 利發を 先と して 唯 だ 

勝つ ことをこのまん は、 是 れ皆當 座の 利 を專ら とする が ゆ ゑに、 利 は 速なる に似て、 

諸事の 手本と は 難い 成 事 多し としる ベ ^也。 

師曰 はく、 或 人の かたれる は、 諸事に 當 座の 花と 云 ふと、 末の 花と 云 ふ 事 あり。 當 

座の 花と 云 ふ は、 其の 一座の 見事なる 如くに 花 をい けたる 心得 なれば、 何事 も 唯 だ 其 

の 座の 間に合せ たる を 以てよ しとす る 也。 叉 末の 花と 云 ふ は、 當分 はさして 見事なる 

事 も あら ざれ ども、 次， 第に 見事に なりて 奥深き 處 ある、 是れ末 を ふくめる の 心 也と い 

へり。 されば 德を 以て 事 をな し， 仁義 をより 處 として 致さん 事 は、 皆當分 はま はり 遠 

くして、 末に 事な りて は 天地に 一 體 たり。 利口 を 以ていた さん 事 は、 當座は 聞 事 見事 

なれ ども、 悉くう はつら 斗り になり て、 取 入りて みる ほど 淺き事 也。 而 して 大人 聖人 

の 道と 云 はん は、 當 座の 花 も あり、 末の 花 も ありて、 唯 だ 用捨 は 其の 所に したがって 

用 ふるのみ 也。 

師示ニ 門人 1 曰、 物 ごとに 根 を 推して 其の 本と する 處を詳 にいた さざる 事 は、 必ず 末 

. 士談 七，  一四 九 
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に 違 ふ 事 多き もの 也。 うはつら 斗り を 見て その 淵 底 を 不レ盡 もの は、 世の 人の つねな り- 

この ゆ ゑに 聖人の 學を 知らん 事 を 志す もの、  周 公 • 孔子の 言 をき いて 上の句 面 斗り を 

さぐり、 是れぞ 聖人の 道 也 君子の 行 也と 思うて、 而 して 我が 所レ致 ややもすれば 皆 己れ 

が 意見の 小知に まかす る 事 多し、 世 以て 然り。 しかれば 道德 仁義の おもむきと 云 ふ も 

の は、 大 底の 利口 を 以て 推して 知りが たし。 若し まことに 不レ 徹して、 しりたり 心得 

たりと 思 はん は， 大に あやまる 處 なり。 この ゆ ゑに 本に 徹せず して 致さん に は、 智惠 

と 思 はん 事 は 利口に なり、 無欲と 思 ふこと は 大欲に なり、 無爲 なりと 思 ふ 事 は 却って 

放埒に なり 行^ぬべし。 楠 (木) 正 成 その かみ 八 尾^ 當と相 敵して、 不レ I つるに 正 成 

が 兵 八 尾が 人 衆に 行 合 ひて、 進退 ここに 究 まりければ、 正成當 座の 謀に、 備の 先にて 

狼 烟を發 す。 八 尾相圖 のために やと 擬議 する の處、 速に 兵 を 入る。 八 尾 かからん とす 

れば又 狼 烟を發 す。 八 尾 猶ほ疑 ふの 時、 正 成つ ひに 兵 を 入る。 是れ八 尾が 狼烟 のこと 

わりの 淵 底 を不レ 知して、 只 だ狼烟 の合圖 なる 事 斗り を しれり。 故にの がすべ からざる 

正 成 をの がれし めたり。 如何なる を か 狼 烟の淵 底と 云 はば、 狼烟は 遠き 味方 を 相 合す 

るの 物 也。 然 らば 其の 場の 戰には 遠き 味方の 來 りて 援 くべき に 用な し。 是れ本 を 不レ知 


on 


(一) 字 は 仲 

遠、 官 泰山 太 

守と なる、 風 

俗通義 は谏^ 

の^^に 逋じ 

て義珲 に そな 

ふと 云 ふ。 こ 

の 事 同書 卷三 

に 出づ 

(二) 徐櫞、 

字 は 81 壬、 高 

士な. 9 

(一二) 後^の 

人、 太 尉より 

司 空に 至り、 

患 と^す 

(E) 原本に 

不明の 字 二字 

あり、 ここに 

相 常 すると こ 

ろ、 後澳螯 卷 

八十 三 徐辨傅 

に は 「《r レ a 徒 

Isf- 江？」 

と あり、 1 富 

に は 「員レ 笈」 

1 あり。 ^求 

は nr た 「乃 住 

設 翔 酒 I 薄 祭」 

と あ. o 

(五) 服喪す 

る こ と 

(六) 以下 摁 


を 以て、 不， 考， 一本 末 一して 只に 疑 ふが ゆ ゑ 也 。束 漢應劭 風俗 通義 に、 公 車 徴士豫 章徐孺 


子 ^ 爲ニ太 尉^) 所， 辟、 禮文 有， 加， 孺子隱 者、 初不， 答， 命、 I, 旣葬、 負 街 *， 

ン ヌ チ 、ノシ テ スニ  Z  ナ リテヌ (五) スク モル ヌ  h  -  V 

寧 二 盤 一^、 哭こ于 填 前？ 孫子 琰故 五官 中 郞將、 以ニ長 孫 一 制 杖、 聞. 有 一 1 哭者ー 不レ知 一 - 其 

lr 亦お 倚 11 哀泣ス ま已、 孺^ 4 有二謁 刺； 事訖 便 去、 子 琰大怪 二 其 故； 遣 二 瓊門生 

キヌ ヒフ ズ -I トゼル ヲズル 二-一  ゾ スルヲ ニメ キル ミチ フ ゾ-ヲ *  *  I , 

茅季瑋 1 追 請、 辭謝、 終不， 肯， 還。 按、 禮、 凡 ^レ喪 者、 旣哭輿 踊 • 進 問-其 故- 哀之 

ノ ヲ メヲシ クル ハズ 二 シタガ フニ レニ フニ 力 

至 也、 孺子所 卞以經 二三 千里 一 越 二度 山川 一而 親 至上 者， 非 一 一一 徒狗ー 一 于 己一 顧義報 乎、 哭 一一 

i  u\  -  v_  f-l '二 キノ  二  ス  ヲ  モト 3 リリ  リテ二 シフモ 、、ノバ 

醱樣 前； 是也、 訖 當&ニ 其 帳 衾； 問 * 勞子ま 子琰宿 有 二 善 名； 在， 禮 無い 違、 儻 見-一 

ヌ  / ナ ラン 力  ゾシュ クコッ シキ  ヨリ  ケン ガウ セ ニス サ ライ ヲ レモ . ハ， ホ テス ，ソ：カ バ. ク ， ル， 

微闕ー 教誨 可 乎、 如何 鯈 忽甚ニ 于路人 一 昔 黔敖忽 二 于嗟來 一 然 君子 猶以爲 ^ 其^ 可レ去 

，-ぺ ント フ  リ  シ セン ク ワイ 二  (八) 二 ル チ デテ -ーシ  レノ ヌゾャ 

I 肊, 食、 今與， 黄 有 二 恩 故- 矣、 孝子 寢， 1 伏苫 塊〗 又躬已 到、 便詣， 墳無, 介， 夫 何 爲哉。 

ともがら 

此の 評 を 以て 云 ふに、 世の 物に かま はずして、 何事 を もな り 次第に 致す 辈、 其の 究理 

を不, 詳して よしと 思 ふ 類 多し、 甚だ あやまれる 事 可レ知 也。 但し 隱 者と 云 ふ は 又 其の 

ー體 なれば、 ゆるして 可な らんに や。 

師曰 はく、 小事と い へ ども 其の 機 はやく 物に 應 ずる ものな り。 故に 是れは 小事な り 

と 云 ひて、 王道 をす てて 其の 事 をな さんに は、 つ ひに 全體 にたが ふ處 ありぬべき 也。 
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出^ o ふ 

づ篇 し' 

第 

I'M  ^ 

に 子 


吞な 遭^ 出 に は 
むりへ、 る 佛作 15 風 
と て ば ー想敎 る 已俗 

ム- 一長 度 像の を iffl 
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鐵は 小に してつよ きこと 萬 物にす ぐれ、 龍の 子は少 にして 雲 を 起す。 かな くら 虫 はす， 

わう (I ひの 下にして 大木 をく だく 風 を 起す。 せんだん は 二葉より 香ばしく、 甘露 は少 

くして 諸 病 を 愈す。 火 は 芥子 斗り にして 一 切の 物 を 亡す とい へ り。 各！ ゎづ かの 處 よ. 

り 其の 全 體を發 する 差別の あれば、 少しの 事な りと 云へ ども • 王 伯の 差 は あるべ けれ 

ば、 尤も 町 k 愼也。 

師曰 はく、 人と して 獨 立して 不, 動の 地位 を不, 得 もの は、 たと ひ 今日の 言行し ばら 

く 其の 理 にかな ふ 如くなる もの も. ややもすれば 惑 ひて 失 二 本理 一事 世 以て 多し。 獨 

立す る 事不レ ^ ば、 皆 人の あと を 追 ひて 先蹤 をのみ 慕 ふが ゆ ゑに、 その 先蹤 よろしけ 

レ シ カラ  ル ラ 

れば よく、 先 蹤不レ 宜ば惡 例に 隨 順して、 其の 本 理を不 X 知 也。 是れ 我が 本と する 處ぁ 

ら ざるが ゆ ゑ 也。 すべ て 天下の 事 似て 不， 是 もの 多し。 其の 色 形 斗り を 索め て 本體を 

不レ 了、 然る を 以て ことん \  くうはつら 斗り になる 事 多し。 但し 意必固 我と 號 して、 

意見 を 立て物 を必 とし、 固く とらへ て不レ 動、 我 見 を 立てて 人 を 押す、 此の 四つの 用 

ある もの は、 よく 獨立 する に似て、 却って 私の 見に まかす るが ゆ ゑ、 是れを 以て 獨 

立と は 云 ふべ からず、 是れを 以て 獨 立の 思 ひ をな して 人 を あなどり こばむ 葷は、 五十 


劝の 著な 計し 

たる 明の 鍾 5Q 

の^な り 

(七) 春秋 齊 

の.^ なり、 特 

^植 T 下 第 w 

に 出づ。 齊碟 

えし 時^ 食な 

作り 肌 人 を 呼 

び 嗟 来れと^ 

ふ、 肌 人 その 

^なき 食 を受 

くる を恥ぢ て 

食 はすして 死 

す 

(八) 

藝に 

g| 子 

二  ) 

鬣に 

の 小 

鳳に 

大と 

^を 


註 父 探 ー鹿卷 本-さ 
出の 幽〇隨 三 全 C 
づ事 • 〇 筆 三 集 
同 仇と 第 八 第 こ 
所 英同三 頁 十の 
に « 意 卷山一 事 


步百步 の 論に して、 而も 害の み 多し。 如何なる をか獨 立と 云 はんと なれば、 彼の 道德. 

仁義 を 以て 內を 正して、 これに 不レ合 こと は不レ 用不, 從 して、 而 して 後に まことの 卓 

爾 たりと 云へ るなる べし。 しかれば とて、 悉く 世の ことわざ を變 化して、 皆 我が 思 は 

よろし 9 

くの 如くに 致す ベ きと 云 ふに は あら ざれば、 時の 勢 を 了簡して 其の 宜に從 ふが 如くな 

らしむ。 その 間に 工夫 あるべき 也。 

(三) 

師曰 はく、 . 或 人 去りに し 比- 唐繪の 見事なる を 得て、 畫 師探幽 にみ せしめければ、 

じつ ば 

筆 は 仇 英實 父に して， 畫は上 筆の 畫を うつせる 也と 見えたり とかたれ り。 仇英實 父 ほ 

どの 筆に て は、 上 筆 をう つして は 無, 疑寫し 似す ベ けれども、 本來 我れ にある 處の庸 

をば 寫し 似す る ことの 不, 叶して、 唯 だ 其の 形まで を寫し 似せたり。 然れば 形 は 上 筆 

の もの かける 形に して、 膚は その 筆者の 膚 ある 也。 天下の 事、 人々 の學 問、 皆 以て 如 

レ此、 我れ に 君子の 膚 なく、 其の 本體 をば 不二 料簡 1 して、 唯 だ 物の 形 斗り をう つして 

は、 上手の 上より 見られん に は、 各 * 見出さるべし。 されば 似て 不レ是 と 云 ふ は 如レ此 

の ことわりな るべ き 也。 

. 師曰 はく、 事の 大 節に 不, 及 時 は、 あらかじめ 我が 致す 處、 皆 我 見に 落つ る ものな 

士談七  一 五 三 
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れ ども、 大 節に 及んで は、 自然に 誠に かへ る もの 也。 木 曾義仲 至， つて 剛强 にして、 神 

社怫閣 王道 を も 不レ知 ものな り けれども、 俱梨 伽羅の 戰に、 加賀の 白山に 願書 を こめ 

信心 を こらし、 坡 生の 八幡に 願書 を 奉る。 是れ 事の 身に 切に して、 不, 得, 已 信心の 出 

づる 也。 されば 我れ に 道徳の 本 薄く して、 唯 だ 時に 應 じて 利口 をな さん 輩 も、 究めて 

切ならん 時 は、 本 を不, 知が ゆ ゑに、 鬼神 を 頼み 信 を こらして、 唯 だ 命 を 待つ のみに 

ありなん。 是れ 本に 不, 撒が ゆ ゑと 可， 知 也。 

ケ レバ チ  ンズヲ  (二 

^一の) 一^ 七 師曰 はく、 祿童 則 義士 輕, 死と 云へ る 事、 三 略に 出で たり。 義士と 云 はれん 輩 は. 

ル カラル 

主君への 思 入、 祿の輕 重に は不レ 可レ寄 事なる を、 義士の 祿重 くして 死 を輕ん ずる 事 

は、 いかなる 故 なれば、 祿は禮 の 所 レ寓、 禮は 道德の 節に 中る の ゆ ゑんな り。 內に思 

入る る處 ふかきと き は、 外に あら はるる の禮 至って 厚し。 禮の 厚き を 得て 死 を 免る 

る は. 小人 也。 故に 祿 重きと 云 ふ は 義士の 死 を輕ん ずる ゆ ゑん 也。 小人 は 一 向 利祿の 

心 を 以て 本と する が ゆ ゑに、 祿厚 くしても 猞ほ 外に 向って 利 を 求む、 尤も 其の 機 別な 

り。 

(二) 一本、  -  (二) 

に 作る  師曰 はく、 或 人の 云 ふ， ふるき 書の 內 にみ えたる は、 その かみ 緣 ありて 文章 博士に 


候ぜ しとき に、 田舍 侍に 小 文を敎 へけ るに、 世 は 人の 持つ に 非ず 道理の 持つ 也と 云 ふ 

こと を敎へ しが、 耳に とどまり つと しるせる、 尤も 意味 ありと かたれり。 す、、/ て大 * 

の 間の 事、 一 理を はなれて 立つべき の ゆ ゑな し。 旣に 天地の 立つ 所 一 理 にして、 人倫 

の 日用 亦不レ 可レ離 もの は 是れ道 也。 ここ を 以て 案ずる に、 人々 各-彼の 一 理を 具足す 

る を 以て、 一理 ここに 違 ふとき は 我れ 自ら 不, 安の 處 あり。 我れ 若し 安し と 云へ ども- 

人 是れを 安ん ぜ しめず、 是れ 則ち 天地 萬 物 皆 一理に 住する が ゆ ゑ 也。 さる を 以て、 我 

れ 今日 富貴 榮 華の 身なりと 云へ ども、 道と 云 ひ 理と云 ふ ものに そむかん に は、 富貴 榮 

華の 立つべき 本な きを 以て、 不義の 富 を 浮べる 雲に もた と へられた るなる べし。 天下 

あ. もじ 

の 主. 諸侯 • 郡 主、 我れ こそ 相績 して 富責を 弄すべき と 云 ふゆ ゑんな し。 唯 だ 道理に 

したが ふとき は 能く 長久な り、 道理に 不, 順と き は 子孫に 不レ 及の ためし、 世 以て 然り o 

この ゆ ゑに 唯 だ道德 仁義 を 根ざしと して 世 を を さめ 國を政 せんに は 長久なる ベ し。 若 

し 我れ 則ち 其の 子孫 也 苗裔な りと 云 ひて 年月 をかぞ へ なんとせば、 禍 忽ちに 起り ぬべ 

き 也。 

師曰 はく、 松 永久 秀は 元と 河 內の地 侍な りけ るが、 能書の ゆ ゑ を 以て- その 比の 管 
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領三好 修理 大夫 長慶に 祐筆して ける が、 才 かしこく 勇 逞しく して、 度々 軍功 を あら は 

しければ、 三 好是れ をと り 立て、 つ ひに 多 聞の 城に 置き、 後に は 公方に つかへ まゐら 

せ、 其の 威 を ふる ひし もの 也。 唯 だ 己れ が 私の 才覺に 富んで、 道 を しらず、 德を たく 

はへ ず、 欲 を 放に いたせれば、 民 をし へたげ 人 を 苦しむ る 事 を不, 顧、 多 聞の 狨を造 

り畢 りて 美を盡 し、 城に 諸， -の もの をた く はへ、 すでに 手 負疵の ためなり とて、 靑木 

葉まで 七 fC 駄 入れ 置く 斗り に 結構して • 所々 の 辻に 札 を 立てけ る は、 不足の 事 ありな 

んに は、 僧俗 凡 下 を不； JK 存寄を 可 二 申來； 可, 任 二 其 意； 若し 叉 云 ひにく からん ならば 

則ち 此の 札に 可 1 書と て、 高札 を 立て 置きければ、 其の 札に、 數年 人民 を 貪りて 萬づ 

澤 山に 見え 申 候、 但し 運 不定に て 命に 事 を かき 玉 はん、 御 分別 可, 有 候、 松永彈 正殿、 

、 ：  ：  (5 

惣 百姓 どもと 書きぬ。 松 永獍ほ 怒りて 民に あらけ なく 當り、 專ら私 を かまへ ける。 其 

の 惡逆大 にして、 終に 公方 義輝 を弑し 奉りて 三 好が 惡 をと げしめ、 後に は 三 好に そむ 

きて 自立の 思 をな し、 若 江の 铖 に三& 義績が 居た るを實 む。 而 して 南都の 大佛 殿を燒 

きて 敵 を 担ぐ の 便りと す。 如 1 此の 惡行を 事と して、 天下 を 己れ が 手に入れん とせし 

かど も、 事不, 成して- 織 田 B 長に 降参して 暫く こび を 入れけ る。 信 長、 松 永 を 召して 


(ra) 將^ 足 


(三) 荒 * し 


^3 德 大權 現に 謁せし め、 此の 松 永 古来より ありがたき 三つの 大事 を とげぬ、 公方 を ころし- 

康 

三 好に そむき、 奈 良の 大怫を やけり と 笑って 云へ りければ、 松永大 に恥ぢ 憤って 赤面 

< 六) * 氣の し、 大汙を 出し、 烟の ごとく 頭より いげの 出で けりと 也。 如レ此 こと を 以てに や、 松 

永 やがて 不ぃ 安して、 信責械 にこ もりて 信 長に 對 して 弓 を ひく。 信 長、 宮內卿 法 印 友 

ハ  (七) 

(七) 信 長の- 閑 を 以て 宥め 玉へ ども 不レ從 、故に 城 介 信忠 を大將 として 信責の 城を责 めしむ。 松、 水 

長子 綾 W 秋 田 

密かに 雜賀の 一揆 幷に大 坂の 門跡へ 加勢 を 乞 ふの 狀を したためて 遣 はすの 處、 その 使 

者 道 を ふみち がへ、 佐 久間信 盛が 陣に 至りぬ。 信 盛 やがて 信忠へ 示し合せ、 雜賀の 使 

者の まね を 致さし め、 數百 人を械 中へ 入れけ る。 城 中不, 知， 是 して、 雜賀の 加勢な り 

と 喜んで 門 を ひらいて 入れけ る を、 信忠 約束 を 定め 外より せめければ、 械中大 にさ わ 

いで 旣に 落城す。 松 永久 秀は 天守に あがりて、 祕藏の 釜に 平 蜘蛛と 號 して 名高く 信 長 

のかね て のぞみ 玉へ る ありし を打碎 きて、 火 を かけて 燒 死す。 子 右衛門佐 久通 は、 父 

かたく 命じて 城 を 出で しめけ るが、 生 どられ て 殺されぬ。 久通父 をす てての がると 云 

ひつれ ども、 左に は あら ざり しと 也。 久秀思 ふ處の ありぬ なるべし と • 信 長の 玉 ひぬ 

i 也。 是れ： 大の 命の 定まりて、 不義 不 道の 者 はつひに 不, 全の ゆ ゑん 也。 松 永 陪臣の 
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身と して、 分 を 忘れ 欲 を 放に して • 道德 仁義の 依る 處を 不, 知、 凶奸 をな せし 事、 以 

て 可， 戒也。 

師曰 はく，  &陽武 田家 臣土屋 右衛門 尉が 云へ る は、 武士道の かせぎ は 不二 云 及； 萬 

事に 付いて 善 惡の義 を、 人を證 人と 云 ふ はおろ か 也、 我が 心を證 人に 仕 候 はんに は、 

內 にくら き 所不, 可, 有と 云へ り。 馬場 美 濃 守 云 はく、 近 比 尤もなる 言 也、 左様の 人 は 

我が 心の 淸 きままに * 人 を淸く 見て 自慢の 意地 ある もの なれば、 とてもの 事に， 慢な 

くして、 年 增を敬 ひ 年 劣り を 引立て、 近付 人の たらぬ 事 あらん をば 能く 異兑 をして、 

人 も 能き 様に と 思 ひ、 少しも 詔 ひたる こと を 心に 恥 づる人 は、 何に 付けても 褒めた る 

* 也と 答へ たりと 也。 此の 比 は 道と 云 ふべ き 本意の 心得 世に しれる ものな く、 唯 だ 己 

れが 利口に まかせ 云へ る 首の 內 にも、 心を證 人に と 云 へ る は 尤も 意味 深し。 但し 面々 

の 心 面々 にこと なれば、 いづれ を 以て 信の 心と 定めて 善悪の 批判 を 定めしむ ベ き や。 

されば 必 竟道德 仁義 を 以て 心の 長と して、 是れ におち 入れ ざらん に は、 決定す る 事 可 

師曰 はく、  3- 陽武田 家臣 高 坂 彈正曰 ふ、 凡そ 能き 大將の 無 行儀なる こと あれ ども、 


づ is さ^ 柄 年紀。  C: 

卷 c な輕の 雄ご  ^ 
第 らは條 略 

五平ん GU こ 天日  晴 

に 家 » 出皇本  B? 
出物 の づ七書 


あしき 大將の 形 儀よ きに はま さるもの 也。 たと へば 侍の 急用 ありて 家 を出づ KHT 刀 

脇 指 を さし 扇 鼻紙 をば 忘れた るが 如し。 能き 大將は 不行儀 なれ ども 本に ちが ひなく、 

め きき  (拔 狂) 

能く 人の 目 利 をいた されて その 用捨た が はず。 織 田 信 長 平生は けんき やう 人の ごとく 

なれ ども、 池 田 • 柴田 • 瀧 川 • 木 下 • 丹 羽 • 川尻 • 佐 久間を 召しつ か はるる が 如し。 

中 國の大 內義隆 能書に て 歌道に 達し 玉 ふとい へ ども、 人の 目 利なら すして 陶尾張 守に 

亡ぼされぬ。 今 川 氏眞は 詩歌に 長 じ 技藝に 達して、 人の 善惡を 知らず、 つ ひに W 亡び 

身浪牢 す。 これ 皆 扇 鼻紙 斗り を 取 持ちて 刀 脇 指 を 忘る るが 如しと いへ り。 案ずる に、 

道德 仁義の つとめ をば 忘れて、 唯 だ 利口 を專ら とし 私の 知慮 を 第一と せんこと は、 腰 

刀 を わすれて 扇 鼻紙 を專ら とする に 同じ。 信 長の 人の 目 利 叉 是れに 同じ、 唯 だ 五十 步 

百步 のた が ひに ありぬべし。 

師曰 はく、 上代 は德の 盛に して 其の 感ずる 處深 かりければ、 めに みえぬ 鬼神 もこれ 

(二)  ^ひさこべ のす がる 

がた めに 感應深 かりきと いへ り。 雄 略の 御宇に、 小 子 部 栖輕、 勅 をう けて 雷神 を とら 

へ、 大 內に參 して 是れを 奏す。 雷 驚きて うろこ を 怒ら かし 目 を 見 はりて、 內裏を 守り 

(1ー一) 

けりと 云へ り。 そのお ちた る 所 を 雷の 岡と 號 して、 今に ありと 也。 又延喜 帝の 御宇に、 

士談七  一 五 九 


條と 年荅っ 

に 十九 荽じ 
出 H  B 滋 
づニ廿 建 こ 
日 二 仁の 
の 日 元 事 


山 鹿 語類 卷 第二 十八  一 六 〇 

祌泉苑 に 行幸 あり、 池の 汀に 鷺の 居たり し を赘覽 ありて. 藏人を 召して、 あの 鷺を取 

りて まゐら せよ と 仰せ ありければ、 藏人 取らん とて 向 ふ。 宣 旨な りと て是れ をと る。 

其の 鳥備 中の 國に飛 立って 死す。 鷥の 森と て 今に ありと ぞ。 是れ皆 帝德に 感じて 其の 

<1) ほ 町 時 しるしの あら はれけ るなる ベ し。 東齋隨 筆に、 延 喜の 聖主、 御衣の 上に 蠅の 一 つ 居た 

りけ る を 御らん じて、 仰せられて 云 はく、 世 こそ 無下に 陵 夷し にけ る、 我が 運 も 又 末 

になり けり、 かくはな かりし もの をと 勅定 ありし と 也。 德を 以てな さん 事 は、 左 こそ 

ありぬべし。 

師曰 はく- 平泰 時い まだ 江 間 太 郞と號 せし 比より 專ら 道に 志 深く、 しきりに 仁義の 

言行 をた だし 玉へ り。 將軍頼 家 蹴 鞠 を 好んで、 世事 を 抛ちた ま へれば、 、江 間 太 郞密々 

に 中 野 五郎 能 成に 談ぜ られ ける は、 蹴 鞠 は 幽玄の 藝也、 御赏翫 の 事 こ. ひねが はしき 所 

也、 何し すぎに し 八月 大風あって、 鶴 岡の 宮門顚 倒し、 國土 飢饉 を うれ ふ、 ここに わ 

ざと 京都より 遊 藝の輩 を 召 下されん 事 非 二 本 儀； 何ぞ 事の 次 を 以て 諷諫 いたされざる 

やと 談 せられて、 此の 事 頼 家に 達しければ、 賴家 甚だ 憤り 玉 ふ 故に、 その後に 能 成 ひ 

そかに 泰 時の 館に 至り、 先日の 儀 上聞に 達しければ、 父祖 を閣 いて 諷諫 の條、 甚だ 御 


氣色 にたが へりと 相 見え 候 問、 御所 勞 とあって、 先 づ在國 あられん 事 可, 然も 候 はん、 

只 だ 一 旦の儀 計り 也と かたれり。 泰時、 全く 諷諫し 奉る と 云 ふに は 非ず、 只 だ 某が 所 

存 計り を 各， * へ 申す にて こそ 候へ、 罪科に 處 せられん に は、 在國 ありと 云へ ども 不 

カラ ル 

レ可 レ遁の 間、 在國に 及ぶ 事に 候 はず、 急用あって 明日 北條に 下向 仕り 候、 旣に 門出 仕 

りぬ、 御邊の 推察 はづ かしく こそ 候へ とて、 則ち 旅の 用具 を 取 出して みせしめ 玉へ り 

おひ にん 

と 也。 此の 年 田 畠 甚だ 損亡し ければ、 去年 連署 を 以て 粮米を 借し 與へ 玉へ る 負 人 を 招 

いて、 眼前に おいて 其の 證文 を燒棄 て、 民 を 安堵せ しむ。 是れ 北條に 下向の ゆ ゑん 也。 

泰 時の 志 難レ 有と 云 ふべ し。 

(1 一一)  ， 

師曰 はく、 建曆 三年、 和 田義盛 一 類 族滅の 時、 泰時 いまだ 修理 亮 なりけ るが、 防戰 

^ 日の 條に" 大利 ありし を 以て. 御所へ 召され 勳 功の 賞 を 行 はるる の處 に、 泰時存 ずる 旨 あれば、 

先 づ御下 文 をば 大江廣 元に あ づけ 申す 也と あって、 つ ひに 上表して 申されけ る は、 義 

さしはさ 

盛が 事 公儀に 對 して 逆心 を 挾む に 非ず、 父義時 を怨ん で、 御館の 下にて 謀反 を 起し、 

御家人 數多疵 を 蒙り 戰死 をと げられ ぬ、 彼等の 衆へ こそ 勳 功の 賞 を も 仰せ 出され 侍る 

べき 也， 某 は 父の 敵た る もの を 攻打候 迄の 事 なれば、 賞せられ まゐ らせん 事、 尤も 
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非 二 本 と辭退 申されぬ。 世 以て 爲ニ 美談 一と 云 へ り。 德義の 至れる、 まことと 可, 云 

也。 

n)  2.0  師曰 はく、 相 州 相 摸 川の 橋 朽ち そこねければ 修覆 あるべき の 由、 建 唇 二 年に 義時 • 

M 日の 條に 廣元 • 善 信 等 あつまりて 群議の 處に、 夫る 建 久九年 重 成 法師 新造の 時、 供養の 曰、 右 

(5  -1 魯康 

m 、削髮 して 大將家 渡御 ありて、 歸路に 及び 落馬し 玉 ひ 幾程な く 逝去 ありければ、 不吉の 事 也、 こ 

^^とい ふ。  わ ザ i ひ 

とに 重成殃 にあへ り、 再興なくても 事たり ぬべ ければ、 そのままに 指お かれんに やと 

ありけ る を、 實 朝の 云 はく、 故將 軍の 逝去 は、 旣に 武家の 權を とって 廿年を 過ぎ、 宫 

位 をき はめ 玉 ふ 御 事 也、 重 成が 殃は 己れ が 不義に 因っての 事 なれば、 橋 建立の ゆ ゑと 

云 ひがたし、 件の 處はニ 所參詣 の路、 民の 往來の 煩の ため 其の 利不, 一 が 故に、 速に 

修復 を 加へ 可レ 然と 命ぜられ けりと 也。 實 朝の 此の 言 尤もより 處 有りと 云 ふべ き 也。 

すべて 事物 如， 此に 究めて、 其の 義に 可つ g 也。 

ニー 一)  § 

<H)  師曰 はく、 曆 仁に 頼經 上洛の 時、 遠 州 天龍川に 浮 橋 を かけられ、 諸 侍の 乘替 をば 將 

層 仁 元年 二 c 

へつ ハ 日の 條に出 軍 出御 已 前に 可 二 引渡 一の 由 ふれあり ければ、 群參の 諸人 競 ひ 渡りて、 若し 浮 橋 そこね 

^  たらん に は 如何と， 奉行に 付きたり し 横 地 長 直 等 思慮 を 廻らす といへ ども、 敢 へて 不 


レ用。 ここに 泰時 その 比 は 左 京 兆な りけ るが、 すでに 雞 鳴の 比より 懸 川の 宿に 出で て、 

(皮) 

川の 邊 にしき か は をし かせて 坐し 玉 ふ。 一 言の 制 旨 あら ざれ ども、 諸人 禮を なし 威儀 

をと との へ て 通りければ、 その 事に 猶豫 して、 自然に 事 しづかに なりて、 浮 橋 そこね 

ざり しと 也。 泰 時の 篤 實と云 ふべき 也。 

《五)  ズ クダゴ トニ チ  / 

能 卷 I な、 師曰 はく、 寬治 年中に 堀川 院御惱 の 時、 醫 療術盡 きければ、 非 t 一直 事； 以ニ 武士 1 大 

•11 位 人 直 ft. 等  シス  リ，， ヌ 

0^0^ 內を可 一一 警 固, とて、 八幡 太郞義 家に 仰せす。 義 家蒙レ 勅て、 ギ冑を 著し 弓箭 を帶 して、 

たちはだか  ，1 んぼ ち 

南 庭に 立 跨って 殿上 を 睨んで、 高聲 に、 淸和 帝に は 四 代の 孫 多 田 新 發意滿 仲が 三代の 

後胤 伊豫 守賴義 入道が 嫡男 前 陸 奥 守 源義家 大內を 守護し 奉る、 いかなる 惡 靈鬼祌 なり 

とも， でか 望 をな すべき、 罷り 退けと 名乘 かけて、 弓の 弦 を 三度 鳴らした りければ、 

殿上 も 階下 も 身の 毛竪 つて おぼえけ るに、 御惱 忽ちに 愈え させ 玉 ひぬ と 也。 義家武 の 

道に 通じ、 身の 修め 心の 正しき 德義 あるに 因りて、 その 感應の 物に 通ず る 事 如レ此 也。 

されば 古 は綸ー 百と 號し ては^ 神 を も しづめ 夷 賊をも 平げ しためし 多 かりき。 是れ 上に 

王 威 さかんにして 其の 德義 明な りければ、 下 その 事に 感ずる の ゆ ゑなる ベ き 也。 

師曰 はく、 攝津守 頼 光の 郞從に 渡 邊源吾 綱、 鬼神 を 亡ぼして けり。 頼 光是れ を赏し 
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玉 ふ。 綱 謙 下して 申しけ る は、 某 一人に 不, 限、 御 內に侍 多く 候、 又 御 內の士 に不， 限、 

武家に 生れぬ 者の 誰か 勇不, 有 や， 事 あたらしき 仰せに 候、 穴 勝に 御 稱讃、 還って 迷 

惑 仕る にこ そと 申したり ければ、 頼光實 にもと 感じ 玉へ りと ぞ。 案ずる に、 我が 德義 

の 根深 からん に は、 大功 天下 を 覆 ふと 云へ ども、 是れを 以て きら 足れり とほ こる ベ か 

ら ざる 也。 我が 小智 小 見に して 淵 底 を不, 究がゅ ゑに、 少しの ことに 自 K し 高慢す。 

尤も 君子の 道に 非ざる 也。 

師曰 はく、 元 弘* 建 武の亂 に、 楠 (木) 正 成 父子 三代と もに 朝廷 を 守護し 奉りて、 朝 

敵 を 以て 敵と して、 己れ が 身 を 利す る處 更にな し。 故に 存亡 死生 富責 貧賤 を 以て 心と 

せず、 唯 だ これ を 天に まかせて、 一 向 朝廷 を 守護す るの 心の 外な し。 其のつ とめに 高 

下淺 深の 差刖は 有る ベ けれども.' 其の 志 は 本と 勤レ王 耳に して、 身 を 利す る處 非ず。 

後醍醐の 帝 兵 を 擧げ玉 ふの 後、 後光 嚴院 まで 四十 餘 年の 兵 亂に、 或は 敵と なり 或は 味 

方と なりて、 安危 をう かが ひ 存亡 を はかって 利害 を 弄する のみな りしに、 楠 正 成 父子 

始終と もに 更に 變 ずる 事な く、 義を 金石に 比す、 尤も 義士と 云 ふべ し。 而 して 菊池武 

光 父子と もに 義を 守れり。 卓爾 として 利害の ために 不, 變の 行跡と 云 ふべき 也。 但し 


王 を つとむる と 云 ふと 義を 守る と 云 ふとに は、 其の 差別 ある こと 也。 義を 守る こと は 

勇士の 本意 也。 王 を つとむる と 云 ふ は 道を糾 すの 本 也。 其の 故 は、 我れ 此の 主人に つ 

とめて 忠を盡 す 事 は、 本より 道に かなへ る も かな はざる も 不レ知 ども、 一度 君臣の 義 

あり、 今 急難に 臨んで 命 を 惜しみ、 危を 見ての がれん こと は、 君子の 道に 非ず。 況ゃ 

父祖 彼れ がた めに 死す、 義 において 父祖の あだ 也と 思 はん 事、 是れを 義と云 ふべ し。 

人 必ず 難に のぞみ 危 きに 至りて は義を 忘る る 事 多し。 死生 存亡に おいて 不, 變 はまこ 

との 義士と 云 ふべき 也。 王 をつ とめ 道 をた すくる の 士は又 是れを 超越す、 よく 可 一一、. ：3 

ク  • 

付 1 也。 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 最後の 時、 竹 童 丸と て 十八 歳に なりけ る、 是れも 薄手 ft ひた 

りけ る を 故鄕へ かへ し、 合 戰の體 を 語れと 也。 彼の 童の 故鄕 にかへ り、 軍の 次第 細々 

とかたり ける にぞ、 最後の 體 もしれ ぬ。 竹 童 丸、 故 殿へ 御 約束 あり、 千度 百度 最後の 

御供 申さん と 申せし を、 人々 の 討死の 仕樣 委しく かたるべき 由の 命の がれが たく、 こ 

れ迄參 りたり、 やがて 追付參 らせんと 申したり し 也、 各-留め 玉 ふな、 若しから め 玉 

レ  卜 & ヒ 

51 とも、 いつまで 左 は 有りなん なれば、 不, 事 ぞと云 ひて、 やがて 夜中に 腹 かき 功つ 
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て 死し ぬと 也。 郞從 の義を 守りなん 事 は、 主人の 道 有る によるべ ければ、 尤も 殊勝な 

りと 云 ふべ き 也。 

二)  (二) (三) 

師曰 はく、 法橋紹 巴が 連歌の 弟子に、 心 前. 兼 裁な どと 云 ふ 上手の 門人 多 かりし。 

いづれ も 名 譽の奇 句 を 云 出し、 作意の はたらき 人の 耳 を 驚かす 計りな り。 紹 巴が 云 ふ 

所の 句 は、 彼等に あはせ て 見れば、 別の 子細 もな く、 句に 作意と 云 ふべき 處も なく、 

唯 だすな ほに して、 人の 面白く 思ふ處 もな し。 或人紹 巴に しか/ \ の 事な りと 語りけ 

れば、 紹巴 かたりけ る は、 萬の 物皆然 り、 風景 を 面白く 奇妙なる 事 を 云 ひ 似せて 人の 

聞 を 驚かす こと は、 未熟の 間 句 を 弄して 是れを あやどる が ゆ ゑ 也。 この 所 を 超越して 

後に は、 奇妙と 云 ふべき 所 もな く、 風景 を 云 ひ 似せつべき 處も なく、 唯 だ 平生の その 

ままなる すがた 計り 也。 古歌に、 「田 子の 浦に 打 出て みれば 白妙の 富 士の高 根に 雪の 

ふりた る」 とよめ る は、 別の 風情 もな く、 作意と 云 ふべき 所 もな く、 珍 敷き 句つ づき 

故事の 入る こと もなくて、 然して 其の 體 幽玄に して、 そこと 云 ふべき 風情 もな くして 

しかも 無盡の 道理 を ふくめり。 人の ききて 別條 なくて、 上手の きく ほど 歎美し つべき 

處 有り、 下學の ものの 以て 可， 稱處に 非ず。 歌道 連歌の 沙汰 其の 究 まれる 處皆 如， I 也- 


(W) 兼 裁と 

问人 ならん 


(五) 裎伊： 

栄の畢 者 


(バ) 全集 第 

四 卷 ニニ 六 頁 

に. 3«: 例 見 ゆ 


我れ 古の 修行の 內は、 心 前 • 兼 在が 致す 今の 句 がらの ごとくなる を 好んで、 人の 耳 を 

驚かす こと を專ら とす。 今 は 其の 處を とほり 過ぎた る を 以て、 下手の 目より みて は 耳 

に 不レ入 事 多 かりぬ ベ き 也と 云 へりと 也。 其の 道々 に 得た る處 有りなん 辈は 尤も 左 こ 

そ 有りつ ベ けれ、 是れ 彼の 私の 才覺を 以て 本理 を不レ 知の わかちに 同じく、 私の 知 を 

てら ふこと は^だ 人 を 惑 はすの 奇事 多くして、 道德を 以てな すべき 事に は 人の 思 付く 

事 まれなる ためしに ひとしき 也。 

(五)  -I レバ  ズ 一一 スルー 一 ノ チレ 

師曰 はく、 伊川 曰 ふ、 人 縐有レ 意 ニ於爲 r 公、 便是 私心と 云へ る 語 有り。 我れ は 主 

人の ためにな ると 云ふ處 あらんに は、 則ち 是れ 私の 出づる 本なる べし。 或 人の 家の 老 

ほ 火災に あ ひ、 家 を 立つべき いとなみの たく はへ もな しとい へ ども、 上に 是れ を不 

ゲラ  ル 

レ吿、 上 も 亦不, 知して やみぬ。 人 皆 老臣の 私な きょし を稱 美す。 愚案ず るに、 君臣 不二 

合體 一とき は、 其の 情不, 通が ゆ ゑに、 論ずる に不, 足 也。 君臣 旣に 合體 し、 臣 常に 私 

まう 

の 行 あら ざらん に は、 速に 是れを 上 吿 して 其のた すけ をう け、 庫 金 を 得て 營 まん こ 

と、 是れ 則ち 至 公な り、 上に 吿 して 庫 金 を 得ん こと は 私に 似たり と 云 ひて ひか へんは 

却って 是れ私 也。 古の 良臣 は、 人 を 用 ふるに 仇 を もよ きもの はかくさず、 子 を も 自ら 
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云 ひて 用 ひしめ し、 是れ 則ち 公 心 也。 子な りと 云 ひて 云 ふべき 所を不 A 云、 仇な りと 

云 ひて 用 ふべき 人 をす てんこ そ、 まことの 道に 非ざる 也。 

師曰 はく、 前 田 利 長 は 信 長の 女 を 嫁して ける。 信 長 京都へ 上洛の 時、 京 見物の ため 

あ づち 

に 利 長 夫婦 づれ にて 先づ 安土に 到り、 それより 上京の 用意に て、 六月 二日に 安土 を 立 

がん まく 

ちて 勢 田まで 到りければ、 向 ふより 信 長の 僕な りし 顔 幕と 云 へ るが 來 るに 逢うて 尋ね 

ければ、 信 長 本能 寺に 於て 弑 せられ 玉 ひぬ との 事な り。 利 長 供奉の もの ども 各-あき 

に.) 速に の れて 前後の 途方 を 失 ひぬ。 是れ より 越 前の 府中 迄 は 足 長に のがれ まじき 間、 尾 州 前 田 

(二)  シ ル  ラ 

n に、 愛 II 氏の 在所 あら こ へ 利 長の 妻 をのけ て 可, 然と ありし に、 駕輿 丁の 夫 男 不レ殘 たぶ さを拂 

つて、 尾 州への 御供なる まじき 由 を 申す。 利 長き きて、 尤も 也、 我が 妻子 を 思 ふごと 

く、 彼等 も 妻子の 府中に あれば、 かれ を 思 ふが ゆ ゑなる べし、 早々 か へるべし とて、 

乘 物を棄 てて 乘 馬に のせぬ。 信 長の 女な りければ、 本より 女性と ありながら 勇者な り 

ければ、 鉢卷 をいた し 脇 指 刀 を さして 輕々 とのり 玉 へば、 普 代の 侍 恒川監 物. 奥 村 治 

右衛門 馬の 口 をと りて 尾 州へ おもむく。 利 長 は 直に 安土の 屋敷に 入りぬ。 此の 時 普 代 

^侍 は 不レ殘 供 をつ とめ、 新 參の輩 はこ とん \  く 逃れて けりと 也。 利 家 後まで 此の 事 


を 云 ひて、 利 長に 普 代の もの を賴 母し く 可, 被, 仕の 由、 旣に 遺書に ものせ にきと 也。 

ここに 案ずる に、 普 代 • 新參 なれば とて、 人の 心の か はるべき にあら ざれ ども、 普 代 

の もの は 外に 親しき 知 音な く、 主人に 久しく なれて 親しみ、 妻子 親類 悉く 其の 所に 有 

る を 以て、 不, 得, 止して 當 座の 利に 不, 趨也。 新參の もの は 主人に 親う すく、 我が 親 

* ラ 

類 その 家に 不, 多、 知 音の 舊友 あらざる を 以て、 速に 利に はしる とみえぬ。 普 代. 新 

參に 因りて 人の 心の 別になる ことわり 此の 故 也。 されば 主 仁義 を 以て 下に をし へ、 親 

を 不レ忘 主 を 不レ棄 のこと わり を 知らば、 人々 皆 普 代の もの たるべし。 唯だ當 分の 利害 

を專ら として、 其の 本 を 本と せ ざらん に は、 家に 久しく 居ても、 しきりに 上 を を かす 

の 利 心 やむ ベ からず、 只 だ 妻子の 人質 を 思 ふ 計りに て 邪 義の心 こ こにやみ ぬるまで な 

るべ し。 能く 可 二心 付 一也。 

(三) 

ゥこ 

011) 陰 * 十  師曰 はく、 大樹 秀忠公 御 他界の 前の 年の 亥 子の 夜、 御機嫌 もす ぐれ まし まさ ざり け 

H? の 亥の 日に 

0t^^ れ ども、 又 來年も はかり 難く 思 召して、 かつ/ \ 出御 有りき。 御 脇 指の 刀 も 御 腰 を は 

な たれて 御 旁に 指しお かれぬ ベければ、 時の 老臣 諫め 申されけ る は、 御 亥の子に 付き 

て 上下の 御家人 出仕 致す 事な. れ ば、 若し 其 の 內 に亂氣 野心 の 者 も 侍る ベ きも 難， 計な 
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れば、 唯 だ 短 兵 をば 御 腰 を はな たれず して 可, 然と 申 上げぬ。 公き こしめ して 台 命 有 

りけ る は、 今夜 御病氣 をお さ へられて 出御 有る こと は、 唯 だ 御家人 等に 御 病體を もみ 

えさせ 玉 ひ、 御 本 快な くば、 これ を 以て 御 暇 乞に もと 田 4 召の ゆ ゑ 也、 御座所 を 守護の 

事は昵 近の 歷々 に 有りぬべし、 聊か 以て 自らに 何の 御 要害の 有るべき なし、 天下 は 天 

下の 天下に して、 自らし ひて 天下 を ほしいまま にせ ざらん 上 は、 天命に 任せつべき 迄 

なりと 仰せ ごと ありし とぞ。 德を 深く 正し 玉 はんに は、 下の 感應 ここに 速なる こと、 

鐘の 響に 靡ず るに ひとし かりぬべき 也。 同 御 治世の 時、 德 永と 云へ る 珍 布 椿 花の あが 

りて、 漸く 花の 比に なれり ければ、 日々 に 八 木 但馬守 その 比 は 勘 十郞と 云へ りしに 命 

ぜられ て 御 尋ねの まし/ \ ける。 折し も 女御 御產 のこと あって、 王子 薨 御の 由 京都よ 

り 申し 來れ り。 其の 御 忌中 花の 盛りに なりてければ、 外の 御 格子 を あけて 此の 旨 を 申 

上げぬ。 大樹 則ち からかさ を 召して 日の 影 を さけ 玉 ひて、 此の 花 を上覽 まし/ \ にけ 

りと 語る 人 あり。 道德 仁義 を 口に 覺 えて 身に 一 つも 不レ行 もの は、 道德 仁義 を不 1 知の 

ゆ ゑと 可， 云。 如, 此 大人の 正德を 身に 行 ひまし/ ヽて、 唯 だ 篤實を 事と し 玉 ふ 事 は， 

ためし 少なき 人君な り。 


指 春 用つ 
す 八 ひ c: 
か郞 ら 
安れ 秀 
照 し お 
を 金に 


師曰 はく、 安藤 帶刀 一 日立っても 一 言の 云 ふこと 無く 一 事の なす 事なら ずして、 

而 して 上の 意 を 感じ 下の 情 を こらさし む C 其の 篤實 凡人の 及ぶ 所に 非ず。 近 比 堀 丹 後 

(甲 MK 性) 

守、 諸事の 取 ま はし こざかしく、 何事 を 致させても いたし 似せて、 かひし やう ある 者 

の 如くみ えて、 篤實 更に 薄し、 是れ德 と 私との へだて 也。 或 人の かたれる は、 七大夫 

メ+K な b 

のう  (二) 

と 云 へ る 近年 世に 上手と 云 へ る 能の 名人 を 古の 八郞が 能に くらべ ば、 堀の 丹 後と 安藤 

帶 刀が 如くなる べし、 七 大夫は 致す ほどの 事 見事に みえて、 本に 篤實 ある 處 有りに く 

し、 八郞は 何事 も か はれる ことなく みえて、 奥に 深き 心得 あるが 如し， 利口なる わざ 

更にな しと かたれり。 今 案ずる に、 安藤 は 天性 重く 厚き 質 をう けて 本 を 正しく 生れ 付 

き、 堀 丹 後 守 は 天性 輕く 速なる 質 をう けて 私の 知 を專ら とす。 ともに 信の 事に 非ず。 

その 內に 匹夫の 小人 は、 立ち ま はり さかし く、 何事 をいた さんに も 致し 似せた らん も 

の は、 當 分利 有り、 主人 もこれ を重寶 とす。. 大人 は 唯 だ 篤實に 非ず して は 悉く 輕 薄に 

落つべし、 故に 合せて 論ぜば、 得失 こも^ \ ありぬべし。 兩 つながら 所 を かへ て、 道 

德に根 を 深く し • その 內 より 材智 をね り 出さん を、 本末 兼備の 全人と 云 ふべき 也。 本 

を しらず して 氣質 のま まならん に は、 輕智の もの は凶奸 におち 入り、 篤實の もの は 謹 
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な づ 

に 泥み て、 ともに 君子に 入るべからざる 也。 

師曰 はく、 天 正 十八 年に、 奥州 會津を 蒲 生 氏 鄕に給 はり、 葛 西 *大 崎 を 木 村 伊勢 守 

に 賜 はりて ける。 その 冬 木 村が 領分に 一揆 蜂起の 由 注進 ありければ、 氏鄕 雪中に かま 

0 ご  ご ぜめ  しかしながら 

はず 妙 佐 沼へ 後责 有りけ る。 是れ 併 伊達 政宗 が所爲 にあり しと 風聞 有りぬ。 氏鄕速 

に 出 勢して 所々 の 一 揆を追 落す。 ここに 新 國上總 と 云 ふ もの は、 永 沼の 城主に て、 本 

は葳 名に 屬し、 後に は 政 宗に從 つてけ るが、 新 國氏鄕 に 面 謁して、 此の度の 一 揆 悉く 

ナラ  キ 

政宗が 所爲に 候、 雪中と 申し、 分國の 通路 も 不二 自由； 所の 案內も 御存じなくて、 如 

レ 此の 後 實不, 可, 然の由 を 云 ひければ、 氏鄕 きいて、 汝が 所レ云 其のい はれな きに 非ず. 

gdls 但し 太閤 秀吉 奥州せ なか あぶり 迄 御 動 座あって、 奥州 を 仕置 仰 付けられ ける 時、 木 

1^) あぶ 村 伊勢 守と 氏鄕を 左右に 御 立てあって、 兩 人の 肩 をお さへ 玉 ひ、 伊勢 守 は 氏鄕を 兄と 

存じ、 氏鄕は 伊勢 守 を 弟と 存じて、 奥州の 儀 互に 申合せ 可 二 仕置 一の 由 命ぜられけ るの 

義 あれば、 たと へば 途中に おいて 氏鄕 一命 を 失 ふと 云へ ども、 伊勢 守 を兑棄 てて は 君 

命 を 蔑 如し 義理 を 失 ふの ゆ ゑん 也、 昨今 此の 土地に 至りて 地 利 を 不レ知 時 • 今 雪中に 

して 人馬の 苦しみ 云 ふに たへ ずと い へど も、 是れを 思うて 彼れ をす てんこと は、 義に 


於て かくる 所有り、 伊勢 守 をうた せて 我が 命の こりても、 何の 面目 有って 太 開 殿下へ 

まみえ つべき、 是れ 我が 兵 を 起して 後 資を遂 ぐる 故 也と 云へ りと 也。 氏鄕っ ひに 勝利 

を 得て、 思の ままに 一 揆を 退治して 奥州 を 平均せ しめけ る。 勇 功と 云 ひ義を 守る と 云 

ひ、 ともに 士の 本意 あたれり。 

天 正 十三 年 E 國退治 

師曰 はく、 伊豫の 金子 籠城のと き、 藪內 匠と 毛 利 家の 士小玉 三 郞左衞 門と 鎗のぁ ひ 

たる 事、 世に 人の 沙汰いた せる こと 也。 本 多 佐 渡 守 小 玉 を 招きて、 その 時の 働 を 委し 

く 尋ねられければ、 前後の 次第 を 忘却し つと 云 ひて 不ヒ 語して やみぬ。 その後 或 人 其 

の ゆ ゑん を 尋ねければ、 小 玉 申しけ る は、 內匠は 世上 流布して 人の しりた る もの 也、 

彼れ が咄し 物語の 如くに 我れ も 云 はば、 相違 もなくて 可, 然とい へ ども、 若し 我が 云 ふ 

物語に ちが ひたらん に は、 人の 褒贬も 宜しから ず、 我れ は少々 にて 江 尸へ 來る ものに 

非ず、 忘却して けりと 云 はんに 失な し、 內^ が 事に あしざまの 沙汰 あらんに は 本意な 

(偏執) 

きこと 也と 云へ りと ぞ。 佐 渡 守 も 後に きいて 其の 志 を 感じけ りと ぞ。 人 皆 我慢 へんし 

ゆの 心 多くして、 自讚毀 他いた し、 我れ を 立てて 人 をし りぞくる、 是れ 道徳 仁義に よ 

る虚 なき を 以て、 唯 だ 身 を 利す るの ゆ ゑ 也。 小 玉が 心 入 まことに 小事と い へど も、 其 
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の 恩 入 は 信 切なり と 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 大久保 相 摸 守 家来に 天 野 金 太夫と 云 ふ もの 有りき、 相 州 親類 也き。 度々 

の戰功 有りて、 其の 身の つとめ 行跡 殘る 所な く、 志 有る 義士な りけ る。 相 州 身代 沒し 

て、 家中の 諸 侍 閉口し 逼塞し ける 時分に、 下々 取りに げかけ おち を 致して、 小 田 _ls の 

侍 町に 盜贼多 かりし を、 天 野 急 度 せんさく を 遂げて、 下人の い たづら もの 十 餘人を 追 

捕して 一 々成敗し、 其の 頸 を 町の 跡 先に かけて 札 を 立て、 主人のお ちめ を 見て 不 届に 

付き 如レ此 せし むとしる し 戒めけ り。 相 州 身お はるまで 昆屆 けて けりと ぞ。 如レ 此の 時 

分 はれなる 行跡 は、 內に 正しき 所 あらず して は 事な りが たかる ベ き 也。 

師曰 はく、 井戶新 右衛門、 關ケ 原の 時分に 細 川 玄蕃頭 所に 有， 之け るが、 常に 云へ 

る は、 弓に て 跡より 射よ と 云 ふゆ ゑに、 かい 引きて 射 たれば、 突きぬ かれて 馬より ど 

うと 落ちた る ほどに、 ゆいて みたれば かい 死にたり、 そのまま 類 を 取って来れり、 是 

れ を武邊 なりと いはば 易き 事 也と 咄 せり。 武邊 物語に いき ほひな く刖の 子細 もな きご 

とくき こえたり。 世の中の 人 はさまで なき ことに も 餘情を 付けて 面白く かたるに、 そ 

の忐 まことに 質 K にして 實深 しと 云ム ベ き fe。 


P に"^  師曰 はく， 故實撰 要に 一： ムふ、 或 抄物に、 人の 覺 悟の 事、 先づ 身を修 むる 事 第一 肝要 

"  也。 身 を修 むる と は 心 を 治む る 事 也。 我れ かな はぬ まで も 心に かけ、 如何にも 嗜 なま 

ば、 心づ かひまで 身 も 修まりぬべき こと 也。 心の 師とは 成る とも 心を師 とする こと 勿 

た  (振舞) ほしいまま 

れと 申す は、 人 毎に 初一念に 浮ぶ 事 を そのまま ふるま ひ 放 にし 候へば 善惡の 分^な 

し。 能々 心 を：^ けて、 道 德非事 を 思案 可レ有 こと 也。 人の 敎も 教訓 も 才覺も 入る まじ 

きこと 也。 我れ と 道理 を わき まへ よるべき 也。 人 毎に 我が 心の 引く ことに は 道理 を 付 

け、 心に たが ふ 事 をば ひがごとに 思 ふなら ひ 也。 能々 可 二分 ^一とい へり。 

師臼 はく、 物 ごとに 我 を 立つ る 事、 皆 是れ身 を 利す るの 故 也。 身の 分 M をよ きと 思 

.  あ ひゃく 

ふ も、 身 を^す る處 より 出づる こと 也。 されば 主人へ 奉公の 輩、 合 役 あるとき、 合 役 

に 示し合せ ずして、 只 だ 我れ 一 人に て 事 をな さんと 致す ゆ ゑに、 皆 違 ふこと ある もの 

也。 是れも 身 を 利して 我れ ひとり 能くお も はれん と 云 ふの 心より 起る こと 也。 主人 そ 

むさ 

の 意地 をし つて 棄き 心と 思 はれな ば、 何ば かりの 才覺 有りても 必ず 意に たが ふ 處出來 

りぬ ベければ、 尤も 恥 ケ敷事 也。 唯 だ義を 守りて 身 を 利せ ざるが 如く 平生の 工夫 ある 

ベ きこと 也。 
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師曰 はく、 人 必ず 究 して 義を失 ひ、 達して 而 して 叉 義を失 ふ もの 也。 究達 ともに 人 

心 を 惑 はすに たれり。 人心 惑 ふとき は義 ここに 失す。 義を 失する とき は、 究 すれば へ 

つら ひこび てあらぬ 分別 も出來 り、 達して 義を しら ざれば、 欲 を 放 にき はめて 馬 牛 

の 襟 裾に ことならず。 尤も 義を 不レ 知の あやまり 也。 


山 鹿 語類 卷第ヽ 卜 九 

士談八 

一七 事物 を詳 にす 

師曰 はく、 人の 萬 物に 長た る は、 知の 衆 品に 秀でた る を 以て 也。 而 して 知 あるが ゆ 

ゑに 能く 物 こま ど ふ。 いか なれば 知惠 ありながら 物に 惑ふ處 あると なれば、 是非 を 分 

明に 糾す 事不レ I して 唯 だ 一 旦の嗜 欲に 任せ、 事物の 理を詳 に 究めざる の ゆ ゑなる ベ 

し。 ここに 案ずる に、 事物の 理を 不レ詳 とき は、 其の 知悉く 疑惑に なりて、 眞 知日々 

ョ 論議 こかくれ ぬべ し。 お 張 sLi タレば £?li、 子 曰、 主 一一 忠信 一 徙 レ義、 崇 レ德 也、 愛レ之 

？ !$! 第 十 章  ， -' /  ？ スレ、 ノヲ レ (二) ヒテブ ブゥ k 

£^  % (ち £を lil 其 生" 叉 欲つ 其 死 i 惑 也。 樊遲 從 き 於 舞き 下- 

% 歡き 4SKr キ 子^ 善哉 降 ま u% 非』 レ 德與、 攻： 其 

4£攻"；^ 之^ あ HZKi 與、 一 朝 之 I 亡^ i ノハ& ル き 其 親 一 非. 惑 與と儘 § に 出 
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でたり。 我れ に 知 あるが ゆ ゑに 好惡 あり 喜 怒 ありと いへ ども、 其の 嶒 欲に 制せられ 其 

の 事物 を 究理す る 事不, 明 を 以て、 ここに 惑 を 生ずる 也。 しからば 如何して 事物の 理 

を 究め 糾 さんと ならば、 聖人の 旨 を 本と して、 其の 事物の 上 を 委 に 見聞して 遠慮 を 

深く し， 當 座の 心 を 快くす る こと を 不レ求 を 以て、 今日の つとめと 可レ致 也。 是れぞ 格 

物 究理の 本源と は 云 ひつべ き 也。 學者 日用 事物の 交接に おいて 如， 此 究理す る 事、 是 

れ 古の 聖人の 學 問と 云 ひつべし。 

師曰 はく、 世人 皆 多聞廣 見た る を 以て 知と する こと あり、 ^だ あやまれり。 多 聞 多 

見 は 古今の 事跡に 通ず るの みに して、 先例 をし り 古事 を おぼえつ るの みの 事 也。 知 は 

是れを 了簡して 其の 是非 を 分^し 其の { 且に隨 順す る、 是れを 知と 云 ふ 也。 知 暗く して 

多く 聞き 廣く兒 ると き は、 彌，' 惑うて 不レ通 也。 その ゆ ゑ は、 古今の 間 聖人 は 千載の 

希 遇 なれば 云 ふに もたらず、 賢人 君子の 分 上 も 一 世に まれな り。 その外 は 世 を 渡る わ 

ざに かしこく、 頓知 才覺 にして、 唯だ當 座の 知 を 弄する までの ことなれば、 古今の 事 

跡、 多く は 彼の 辨才 世智 利口 利發 なるな ど 云 ふ ものの 致せる ことにして、 其の 本 を 推 

して 云 ふとき は、 一 つも 大本に 相 通ず る處 なし。 しかるに 是れを 以て 先例と し 事跡と 


して 論ぜん に は、 あつる 處の 定規 悉くた がうて、 その のっとる 處皆 私に なりぬべし。 

ここ を 以て、 道 を しらず 德を わき まへ ずして 古今の 事物に 通ず ると き は、 彌.' 道德に 

と ほざかり 彌， '惑 を 深く する になり ぬべ し。 道德を 心得ず してし きりに 己れ が 才に任 

せんに は、 皆繫知 をな して 正 知 を 失するな り。 是れ 道の 世に 不レ 行、 或は 過ぎ 或は. 不 

レ 及して、 ともに 中庸の 全德 に不, 至の ゆ ゑ 也。 佛 者の 七 種の 寶財を 論ぜる に、 知惠と 

多 聞と は^なり とい へり。 而 して 知 惠と云 ふ ものに 本體 を不レ I とき は、 多 才の 

もの は 知惠 あるが 如くに み ゆる ものな り。 知 惠と云 ふ ものにさま^ \ の 差別 出來 て、 

こ こに 於て 其のし なん \ 次第に 亂 るる 也。 しかれ ども 唯 だ 聖人 天地の 知 を 以て 本と し 

て， 而 して 廣く 古今の 事跡 を はかり、 其の 疑 を かいで 詳に辨 論す るに あらず して は、 

其の 惑 明白に 開きが たかるべき 也。 この ゆ ゑに 知 惠多聞 合一して、 初めて 惑を辨 ずる 

にたりぬ ベ き *。 

ツチ 二  スハ  キノ  グハ 

師曰 はく、 突 選と 云へ る圍^ の 事 しるせる 書に、 隨 1 手 M 下 者、 無 レ謀之 人 也、 不レ思 

而應 者、 取 レ敗之 道 也と 云 ふ 事 を しるせり。 此の 心 は、 當 座の 事 斗り にて、 乎の ゆく 

に まかせて 石 をお かんに は、 皆 謀なくて うつ 石 なれば、 末の 害に はな りぬべし。 利 は 
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一 つも ！4 レ^レ あ 也。 人の いたし かけた る 時、 其の 始終 をつ もらず して 則ち 石 をお き、 

人 次第にう たんに は、 謀に のせられ てつ ひに 敗 を 得つべし と 云へ るの 心なり。 离の事 

皆 此の 心に かな ふべ し。 愚者 は 思案しても 先み えず、 或は 思案 をせば 是れ より 彼れ は 

まさりなん こ ともあれ ども、 先づ はか やりに 事 をいた し、 或は 一 時の 興に まかせ、 15- 

ッ テ -ー シ 

は 一 旦の喜 怒に まかせて、 思 ひ 謀る こと 聊かな きが ゆ ゑに、 ことん \ く隨 x 手 rm 下 

ぁレ 思而應 ずるの ことのみ なり。 如レ此 あらんに は、 今日日 用の 事 皆 あやまり のみ 多 か 

りつべ けれども、 我が 向 ふに 立つ もの も 叉 無謀の 愚者 なれば、 是 れぞ是 なり^ 也と 云 

ふこと を辨ぜ ざるが ゆ ゑ、 ともに 無謀の 內に 落ちて 互に 是非 を不レ 知。 たと へば 片田 

舍の 者の もの 云 ひさが なく 不 骨なる が、 其の 國 其の 所に て は 風俗に なりて、 さがな き 

をも不 骨なる を も不, 知が ことし。 都へ 出で 京師に おもむいて、 初めて 我が， の だみ 

たる、 我が 行跡の 不 骨なる を しれ ども、 多く は 我れ と 我が 言行 をば 左 も不ぃ 思、 人 は 

兒て 則ち これ ぞ田舍 ものと しると 同じ こと 也。 夭 下と もに 無謀な らんに は、 無謀 を 見 

知る ベ き 由な し。 若し 其の 間に 君子の あらんに は、 無謀の もの 一 日 も 立つ ベ からず。 

圍^ の h 手に 下手の 出合 ひて、 盤 上に 多くの 蘚石 をなら ベても、 ことん \ く 上手の た 


めに は 利と なり、 下手の ために は 害と なりなん に 同じ かるべ き 也。 

師曰 はく、 思慮 を詳 にいた さんに は、 目に 不, 見 耳に 不， si 器物な りと 云へ ども、 は 

デ  カラル 

かって 不 い 出と 云 ふこと 不レ可 レ 有、 是れを 究理と 云へ る 也。 譬 へば もみ を 米に 致す に 

は、 一粒 づ つもみ の殼を はがし 取らん に は、 一日に 一升の 米 を も 得べ からず、 然るに 

闩と云 ふ もの を こしら へ、 己れ が 力に て 自然に ま はりて 1 度に 米のから を 去る こと を 

仕出し、 箕と 云へ る 器 を 以て 其の あくた を簸 ると き は、 瞬 息の 間に 糠粃 をえ り 出す こ 

ク ノ  (足) 

と を 得。 如, 此 して 初めて 天下の 米斛、 用 所た りぬべし。 さるが ゆ ゑに、 一 物 一事 ま 

カラ ル  . 

でも ことん \ く 仕樣な くんば 不 レ可レ 有、 是れ 事物 を 究理す るの ゆ ゑんな り。 究理す る 

こと 詳 ならん に は、 不二 見聞 1 の 事と 云へ ども、 其の 理 ここに 通じ、 其の 事 其の 形と も 

に出來 りぬべき 也。 

師曰 はく、 凡そ 天下の 事、 小事と いへ ども 平生に か はる 所出來 らんに は、 必ず 其の 

本に 滞る 所 ありぬ と 可, 知 也。 一身 を 以て 天下に うつし、 天下 を 以て 天地に 准ず。 そ 

の 本末 聊か 差別 ある 不レ 可と い へ ども、 我れ に その 明德 くらき を 以て、 天地 天下 一 身 

皆 別々. の 思 をな すに たれる 也。 たと へば 身の 內に 少しの 腫物 出來、 熱さし 惡 寒せば、 
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則ち 醫を 招きて 其の 病 體を糾 し， 療治して 速に 愈す にたれ り。 而 して 天下の 事物 一 つ 

もっかへ 塞がる ことの あらん も、 其の 淵 底 を 究理して >  速に 通ぜ しめて こそ 可 レ然を 

一 身 は 小に して 早く 通ず る ゆ ゑに 醫を 招く こと をし り、 天下 は大 にして 其の 事 速に 不 

レ 1 をた のんで 其の 事 を おろそか にせん 事、 甚だ 君子の 道に 不， 在 也。 身 は 至って 小 也 

天下 は 至って 神器 なれば、 身の 病 をば さしおいても 可也。 天下の 病 を 治せん に は、 身 

を不レ 思して 速に その 事物 を 究理すべき ことなり。 豈 おこたる ベ けんや。 

師曰 はく、 凡そ 事物に 大小 淺深 本末の 差別 あり、 是 れを詳 にいた さ ざれば、 小を以 

て大 とし、 深 を 以て 淺 とし、 末 を 以て 本と する 事 ありぬべし。 たと へば ここに 病人の 

ありぬべし。 その 病 至って 少しき なる を、 大事な りと 云 ひて 色々 に 醫藥を 用 ひ、 その 

藥に ちが ひ 出來て * 藥毒を 以て 却って 大病 を 引出す が 如し。 ここに 少しの 腿 痛む もの 

ある を、 灸針を 用 ひ、 血肉 を や， ぶって、 それより 事大に なりて、 腫物 をば さし 置きて 

療治の 苦痛 を やむ が 如き、 各 * 以て 小を大 にいた す 也。 又 事旣に 其のき ざし 大 なる を 

推して 小事 也、 別條 あるべからず、 先例に も 如, 此 事の ありつと 物して、 取 あっか は 

ず捨 置き、 後に は 大事に なりぬ るた めし、 世 以て 多し。 人々 唯 だ 目前に みえた る 所 ま 


で を 以て 是非 をき はめて、 其の 往と來 と を不レ 謀。 故に 今の あら はるる 所 小 なれば 是 

れを 以て 小と し、 あら はるる 處大 なれば 是れを 以て 大 とす。 尤も その 見 在す る 處をも 

詳 にし、 而 して 其の 往事と その 來事を 究理せ ざらん に は • その 實き はまるべからず。 

易の 繫辭 に、 神 者 知, 來知 以藏, 柱と 云へ る こと あり。 已往を 具にき は むれば 未來 ここ 

にしれ ぬべ し。 是れ 則ち 究理 也。 藏, 往と云 ふ は、 已に 往事 を詳 にして その 知 ここに 

たり ぬれば、 來事も 亦 通じぬべき 也。 愚將は 小敵 を大に 致す と 云へ る 古語 あり。 小敵 

にて 別の 子細な くと りひし ぎぬ ベ き 事の 究 まれる を、 大事の つもり をいた して 期 をの 

ばし 節 をた がへ て、 彼れ が 謀の 調 ほりぬべき 如くいた し、 後に は 大敵に なりて 事む づ 

かしく なれる、 是れ皆 小敵 を大に 致す と 云へ る 也。 是の語 をき いても 詳に 究理せ ざれ 

ば、 唯 だ 速に 彼れ をう つ を 節に あたれり とのみ 心得て、 遠慮し つべき 所に も 無謀の 事 

をな すに 至れる 也。 此の 故に 小 大淺深 本末の 用 をよ く詳 にす る を 君子と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 位高く 身 富める 大人 は 必ず 事物 を不レ 知、 事物 を 不レ知 を 以て 一 向 我 見に 

まかす る 事、 尤も ことわりと 云 ふべ し。 故に 小 民の 艱難 を 知る こと は、 帝王 所 傳心法 

之要發 一一 于此 一と 古人 これ を 論ずる は、 帝王の かしこく 貴く やん ごとな きに は、 猶も下 
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ざまの 事に うとく、 事物の 品々 をし ろしめ さん 事の 遠ければ 也。 されば 周 公 旦の成 王 

二)  ^經 a を 補佐せ しめ 玉 ふに は、 詩に 七月の 篇 あり、 書に 無 逸の 篇を 出せり。 ともに 小 民の 艱 

ぬに あり 

^あ 難 を 具にす。 古來 より 帝王の 座に 耕作 農 牛の 圖を うつし、 后妃の 居に いとくり 蠶 する 

の わざ を阖 する 事、 皆 此の 心得に よりて なり。 事物 を不レ 知ば その 理を究 むべき 樣な 

し。 事物の 理 をき はめんと ならば、 唯 だ 事物 を詳 にしる にあり ぬべき こと 也。 

師曰 はく、 人の 功 を 立つ る こと 其の 品 多き 內に、 一 且の功 あり、 萬 世の 功 あり。 臣 

として 主につ とめん にも 此の 心得 を 以てし、 君 叉臣を 賞す るに も 此の 差別 を 以て 品 を 

ヽ： - ) rnft  ノ 

定 むる 也。 一 旦の 功と 云 ふ は、 其の 場 その 時に 依りて 勇力 才能 を 施して 功 をな す * 是 

よりこれ を^ 

^0 れを 一 旦の 功と 云へ り。 されば 一 旦の功 は 一時の 權 也と 云 ふ はこの 心 也。 萬 世の 功と 

1 の^ <?H 雷  へた  はかり ごと 

も牧 めて 铳治 云 ふ は、 根 を 深く し蒂を 固く して その もと ゐを强 くし、 謀 を 遠くし 慮を詳 にす るの 

の 要な 知る に 

おに 父^ こと 也。 是れを 子孫の 謀と 云へ り。 功 をな すの 品 多 けれども、 萬 世の 功 を 以て 功の 第 

おおお 一 とす。 伹し 一 旦の 功を棄 つべ く 嫌 ふべき に は 非ず。 一 旦の功 萬 世の 功と もに 立ちて 

患な からしむ。 

S に^! 一^ 其の 用 * るの ことわり 也。 昔 漢の高 帝 功臣 を 賞す るに、 凡そ 沛郡 よりお こりし 時分よ 

V ら t て (一一 一) 

W 名 り隨 順して 度々 の戰功 をつ とめし 輩 十八 人に 及べり。 蕭何 は戰功 あら ざれ ども 萬 世の 


おへ 功 を 立てし を 以て、 是れを 功臣の 第 一 とし、 曹參を 以て その 次と す。 而し てこれ を英 

や し く^ 4/ つ て 

^ 穩^ I に 封 の 十八 功臣と 號 せり。 ここ を 以て 案ずる に、 事物の 理 にくら くんば、 唯 だ 當分手 をく 

ぜら る。 始め 

萧 j と 善、 く 後 だき 一 旦の 知能 を 施せし 輩 を 第 一 と 思 ふに なりぬ ベければ、 詳に その 理を究 むる にあ 

に 资ぁり 化 

お、 せ^ りぬべき ことなれば、 一 時の 心 を 快くすべからざる 也。 

推す。 * 代り 

^^^^ 師曰 はく、 當 時の 學者、 事物の 理を究 むる こと 寡な きを 以て、 或は 上代の 政道 を 今 

】 に^-と f 紫 

にあ はせ て是レ 古非レ 今、 或は 理 のみ を 高く して 事 を不レ 知が ゆ ゑ、 心 は 高遠に はせ て 

その 人の 行跡 は 皆 下の 下 ざまに も不, 及の 類 多し。 是れ 事物 當然 の理を 不二 分別 ーを以 

て 也。 天地の 長久に して 不二 變易ー も、 八十 年に 一度の 星 差と 云 ふ を 立て、 さだまれる 

日月 星辰の 運行に、 八十 年に 一 度た がふ 處 ある こと をつ もら ざれば、 末に 及んで 遙に 

差 出來る もの 也。 これ 天の 定法と い へど も、 猞ほ時 を ふれば 變ず、 地猶 ほし かり。 或 

は 人 これ を かへ、 或は 地震 洪水に よって 山崩れ 谷う まり、 江河つ ひに 流る るに なれる 

皆 年々 の變 也。 人 は 知識 萬 物に 秀づる を 以て、 其の 情欲 今古 遙 にか はり、 その 舊習汚 

染 尤も 深き こと、 國 土の 風俗 其の 時の 制 法に 因りて さま^ \ にたが ひもて ゆく ものな 

り、 豈 一 概に 論ずべ けんや。 君子 能く ここにお いて 究理して、 事物の 制 を 立て 法 をお 

士談八  一八 五- 


山 鹿 語教卷 第二 十九  一 八 六 

いて、 初めて 其の 事物な りぬべき 也。 

師 示-一門 人 某 一 曰 はく、 子、 世上の 往來 交接 を やめて 朱 子 所， 撰の 綱目 を詳に 熟讀玩 

味せば、 知す すみ 事 明な りぬべき の 間、 必ず 明年 を 期して 此の 志 をと げんと 云 ふ は、 

^；だ あやまれり。 世 をす つると 世に すてられ たると、 雨 般の人 ある もの 也。 世 をす つ 

る は是れ 遁世 隱遁の 輩に して、 君子の 所, 惡也。 然れ ども 不, 得, 已 して 世 をの がれ、 

天性 隱者 にして 世 をい とはん は、 是れ又 ある まじき 事に も 非ざる 也。 世に すてられた 

るの 人 は、 多く は 道に 志 あるの 輩、 又は 不幸に して 時に 不レ 逢の 輩、 皆 以て 然り。 而 

して 世を棄 てても 世に すてられても、 我れ に不, 可， 遁の 事物 あり。 それと は、 身に 衣 

食 居の 用 所 あり、 人に 五倫の 品々 あり、 ともに なくて 不レ 叶。 しかれば 應事接 物の 間、 

日用の 常、 皆是れ 道の 所レ寓 也。 今日 世上の さまん \ の 事、 我れ これ を不, 爲不, 勤と 

い へど も、 皆是れ 天下の 事 也。 朱 子の 所, 撰の 綱目、 是れ 天下の 事跡に して、 其の 褒 

貶 は 道德の 損益 を 論ずる のみ 也。 今日の 世上 則ち 通鑑、 今日の 評論 則ち 綱目な り、 外 

に 向って 求むべからず。 道 は 須臾 も 不；, 可, 離の ものな り、 今日の 日用 を さし 置き 遠く 

大 唐の 事跡 を必 とする が ゆ ゑに、 學者 日々 に 事物に 遠く、 事物に 遠き を 以て、 其の 究 


理 ここにう とくして 知日々 にくらし。 周 公. 孔子の 人に 示寸 處、 以レ書 要と する に 非 

ず、 唯 だ 行の 餘カを 以て 學， 文と こそ 出で たれ。 豈疎 二世 事 I して 文學を つとむる のこ 

とわり ありなん や。 但し 綱目 を  一 ^すべ からざる と 云 ふに は 不ぃ有 也。 

師曰 はく、 人の 天質に 因りて 其の 事に 器用なる もの あるな り。 故に 我れ 元 そのこと 

に 不器用に して、 事物の 究理 をいた して 仕る ほどに、 天質 器用の 輩 は 自然に 致しな す 

こと あり。 ここにお いて 究理して 益な きと 自棄し 自暴して 不, 學 といへ ども、 如 レ此ま 

では 致しうる と 自我 をた のむ もの あり、 各- 實の學 に不, 在。 唯だ詳 に彌- 究理の 功 

をみ がくべき 也。 すべて その 事に 器用なる もの は 人の 手本に なりが たし。 たと へば 器 

用に て 其の 一 事 はっくす と 云 へ ども、 聖學の 究理より つとめ 不レ 入と き は、 その 本に 

たが ふ處 ある もの なれば、 その 人た とへ 何 斗り の 得た る處 ありと も、 頼むべからざる 

也。 その ゆ ゑ は、 本 を不レ 知して 天然の 知能に まかす る 斗り のこと なれば 也。 

師曰 はく、 主人の 目より 下 を 見る ときに、 いづれ も 才智 心 入 調 ほりた る もの はなき 

ものな り。 この ゆ ゑに、 我れ は 人の よき を不, 持、 人の 所に は 能き もの 多し と 常に 思 

ふ 事、 世俗の なら ひ 也。 是れ 其の 道 を詳に 究理せ ざるが ゆ ゑの 事 也。 其の 故 は、 世間 

, 士談八  一八 七 


山 鹿 語粼卷 第二 十九  一 八 八 

に 人の 人た る敎 なく、 道の 道た る 心得の 者な し、 唯 だ 利害 損益 を 以て 本との みする 舊 

染の汚 れの その 內に 生れ そだちて、 聊も 物の わき まへ なけれ ども、 我れ に 本と 性 善の 

所 ある を 以て、 今日まで 無事にと ほり、 命 を 惜しみ 名 を 思 ふ を 以て 惡を も不レ 致まで 

のこと 也。 然ると き は、 たま/ \ も 能 人の あるべき ことわり なし。 彼の 才能 小知の 利 

口なら ん辈は 多く 出来る とも、 道に 志 あらん もの は、 天下の 內に指 を 折る 斗り もまれ 

ならん なれば、 主人に なりて 臣 のよ きもの をと 斗り 思うて は、 家臣 皆氣に 入る ことな 

ムヲ 

く、 不レ得 A 止して 扶助す るまで なりと 思 ふに なりぬべし。 甚だ あやまり 也。 主人し ば 

らく も その 志 あらば、 臣下 皆彌 * 氣ちぢ まりて 伸ぶべからず。 されば 人 は 皆^なる も 

のな りと. 心得て、 我れ たま/ ヽ 彼れ が 司 たれば、 敎 導を詳 にして 人 を そだつる が 如く 

にいた し、 惡へ はしらん 處を 抑へ、 善に うつらん 處を 揚げて、 人の 次第に そだち、 よ 

ろしくな りなん 如く 心得べき 也。 如；, 此 とき は、 下のお ろかなる も 日を逐 うて 善に う 

ムヌ  ル ラル  メ 

つりぬべし。 不, 得, 止して 惡に陷 る もの あらんに は、 主人の 早く 不レ 知事 物 を不, 究が 

ゆ ゑに、 此の 罪に おとし 入れつ る 事の かなしく いたまし きと、 實に思 を 深く せんに は. 

皆是れ 信より 出づる 道と なり、 その 大本 は 天地の 仁に も ひとし かりぬべし。 教戒お ろ 


そかに してし きりに 下の 非 をた ださん 事 は、 皆 世の 利口 を 立てて 道 を不， 知が いたす 

處 にして、 併せて 事物 を詳 にせざる の あやまり なるべし。 

師曰 はく、 古人 云 はく、 名醫の 前に は藥 にならぬ 草 も 木 もな し、 又 毒に ならざる 草 

木 もな しと 云へ る 事 あり。 能く 詳に 其の 事 をた だし 其の物 をく はしく して、 それに 隨 

つて 醫療 をな さんに は、 草木 悉く 皆藥 となりぬべし。 其の 理を盡 す こと 不 i 明と き は、 

良藥 その 用 をた が へ て つ ひに 毒藥 となる のこと わり 也。 是れ 其の 用を詳 にせざる より 

事お これる の 失 也。 

師曰 はく、 良醫 のか たれる は、 元氣 おとろ へて 熱氣甚 しき 病人 あるとき、 元 氣は本 

也 熱 氣は當 座の ことなりと みえたり とい へ ども、 直に 元 氣を養 ふべ きため に 人 蔘を用 

ひて は 忽ちに 害 あり、 先づ當 座の 熱 を さまし、 而 して 元氣を そだつる の 術 をな す、 是 

れ良醫 の 功也、 ここに 熱 を さまして 可レ 然と は 知る といへ ども、 其の 熱の さまし やう 

にさ まぐ の 手 立 用法 ある、 これ を 良 醫と云 ふ 也、 この 差別の たが ひに R りて、 醫功 

に 高下 ありと かたれり。 此の 言 能く 事物に 通じつべし。 其の 理は 如, 此 とみえながら 

其の 用法に おいて 上手と 下手と あって、 其の 事の なれる 末、 明暗 美惡 あり。 魚 鳥の む 
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まき 味 ある もの は、 本と 脾 胃 を 養 ふの 物にして、 而 して 養の 理 はありと い へど も、 .@ 

丁 其の 調へ の 用 をた がふれば、 魚 鳥の 味 ここに 違って、 養の 實を 不レ 得に ひとし かる 

ベ き 也。 

或 人 曰 はく、 ここに 君子 あり、 其の 行跡 更に 怒れる 形 あら はれず、 下人 何 ほど さか 

8  (夜) 

らふ こと を 致す とい へ ども、 つ ひに 怒れる 顏 色の ありし を不レ 見、 常につ とに 輿き よ 

はに いねて 人に まみえ、 人の 用 をう けて 不レ 厭不レ 担、 末の世に は 目出度き 君子の 行跡 

とこ そ 云 ひつべき と 人々 稱 美して、 彼れ をに くむ ものの 無し。 まことに 人の 及ばざる 

所 ある 人な りと 云へ り。 師の云 はく、 怒れる 容 なくして、 能く 行跡 をつ とめ、 人の 用 

をう けて 其の 事の なりなん こと を 思 ふ は、 生 質の 人に 過ぎて 温和の 一端 を 得たり。 彼 

の 暴惡 無狀の 行跡 あらん 輩に 比與 しなば、 遙に まされり と 云 ふべ し， 君子 賢德の 人と 

は 云 ふべ からず。 君子 賢 德の人 は 能く 怒り、 能く 喜び、 能く 物 をた だし， 能く 物 をう 

け、 能く 物 を こばむ。 譬 へば 四時の 如く、 風 寒 I 者濕 ともに おこな はれ、 雷電 迅雨 暴風 

ともに 消息して、 而 して 萬 物 その 生 をと ぐるが 如き、 是れを 君子と 云へ る 也。 世の 人 

大に おも 過ぐ る あり， 故に 又 怒 を不レ きの 質 あり。 大欲 嫉妬の 質 あれば、 無欲 潔白の 


J 只 あり。 是れと 彼れ と を 比 校 すれば、 その 問に 少しづつの 優劣 ありと いへ ども、 本と 

皆氣 質の なす 所に して、 全人に 非ず。 七 情 は 人の 用 所 也、 七 情の 內 一 情不レ 全ば 內に 

不足 あり。 七 情の 內ー情 過ぐ ると き は內に 過ぐ るの 質 あり、 過不及と もに 全人に 不 

レ在。 故に 君子と 云 ふべ からず。 生 質 氣稟に 差^ ある を 以て、 星 をいた だいて おき 夜 

更けて 寢て、 根氣た ゆまずに 事 を 致す の輦も あり。 又 病 者に して、 つとに 輿 きがたく 

つよく 勉强 なりが たき 人 あり。 病 者に してつと めが たき は 愚人な り、 根氣强 盛なる は 

S 子な りと 云 ふべき に は 非ざる 也。 是れ皆 似て 不, 是の處 ある を、 詳に 究理せ ざる を 

以て、 其の 異論 あるに なれるべき 也。 

致せ； 胡 氏  レ  ハカ カハ" テ  -I  \  ハも 

師 日 はく、 古人 云 ふ、 夫 成敗 之 利害、 繫， 一 于 一時； 而现之 得失、 事 之 是非、 雖 二 千 

載 一而 不レ泯 といへ り。 人皆當 分の 利害 を必 として、 義理の 本源 を 不レ究 が ゆ ゑに、 當 

分の よき を 以てよ しと 思うて、 其の 實を 不レ知 也。 成敗 利鈍 は 天の 命の かかる 處 なれ 

ば、 つとめてつ とめられざる 事 也。 されば 諸葛孔 明が 司 馬 仲 達に 相對 して、 孔 明が 死 

へ 弊)  I 

せる つ ひえ をう かがって 勝を埒 たる 仲 達 は 一 世の 雄將 にして、 孔明は 千載 之法將 なり 

み 論ぜる ためし ここに あり。 雄將は 世に 多く 法將は 世に まれな り。 仲 達 かつと い へど 


二)  ^承 s: 

年 

(二) 羽 林 は 

近衞^ €^ 名 


(111) 纖賴 


山 鹿 語頻卷 第二 十九  ，  一九二 

もよ ろしき に 非ず、 孔 明が 功不レ 立と い へ ども あしきに 不レ在 也。 彼の 事物の 一 端 をと 

ら へ て 論じ、 詳に 其の 理を不 レ究の 輩、 ややもすれば 唯 だ 一 旦の用 を專ら とす、 尤も 

あやまれ りと 云 ふべき 也。 

( 一 ) 十月 廿日 (二 )  二れ もり  . ,  . 

師曰 はく、 源 頼 朝 を 追討の ため、 小 松の 羽 林 維 盛 以下 關 東に 下向し、 駿 河の 富士川 

の 西の 岸に 陣す。 武田 信義 ひそかに 兵 を ま はして 平家の 陣を おそ はんとす るの 處に、 

富士の 沼に 所レ 集の 水鳥 むらがり 立って、 其の 羽音 軍勢の 如くき こえけ るに、 平家の 

軍兵 大に 驚きて、 夜の あくる を不レ 待、 ことん \ く 京都に 走り 上りぬ。 小 松の 羽 林 を 

追うて 直に 上洛すべき 由、 評定 まち/ ヽ なりけ ると き、 千 葉 常 胤 ニニ 浦義 澄. 上總介 

廣常等 中し ける は、 關東 未だ 靜謐 に不, 屬、 ことに 常 陸國佐 竹義政 等、 源 家の 一類に 

ありながら 隨 心せず、 その外に も 鋅循の 輩 甚だ 以て 多ければ、 先 づ東國 を 平らげ 玉う 

て、 根 を かたくし 藉を 深く して、 而 して 後に 關 西に 至り 玉 ふべ しと 諫め 申しけ るに 因 

つて、 武衞 その 旨に まかせ 玉うて 關 東に とどまり、 兩弟を 以て 關 西の 打 手と して、 そ 

の 身 は 在 鎌 倉して 本 を 固く す、 其の 謀 ことの 理 にかな へり。 近く は 慶長庚 子、 大權現 

上 杉 景勝 を 退治の ために、 野 州 小山 迄 御 出馬の 處に、 上方に 石 田 三 成 謀叛 をお こ 


b び 本 父 周 五 ^ 

六 来の 勃 十 5 
韜は傳 世 七 
の 孫に 家 、史 
言 子 出 周^ 記 
な 及づ亞 侯卷 


づ十冶 り の p 
曰 五 。奥 5 
の 年 吾 州 
條六 棻征菽 
に 月 鏡伐賴 
出 三文な 朝 


關西 をな びけ したが ふるの 事 ありければ、 則ち 關 西に 御馬 を可レ 被, 移 や、 又 直に 景勝 

を 御誅罰 あるべし やと 評議 ありけ るが、 つ ひに 三 成 追討に 相き はまりて、 關 西に 御馬 

をう つされ、 無二 子細 1 石 田 三 成 を 追討 ありぬ。 是 れ關ケ 原の 御 一 戰也。 頼 朝の 例に よ 

* ん たち 

らば、 大 權現關 東に とどまり まし/ ヽて、 公達 を關 西に さしつ か は されても 事たり ぬ 

べき や。 然るに 速に 自ら 兵 を 動かし 玉うて、 一 戰に三 將を擒 にし、 天下 を 一時に 平均 

した まふ 事、 甚だ 神武の 勇 謀に かな ひ 玉へ り。 各-事物の 本源 を 究理せ ずして は、 必 

ず 一 片 にな づ みぬべ きこと 也。 

S) 

師曰 はく、 奥州の 泰衡 追討の 事、 京都に 申 上げて 天聽 をう かが ひ 玉へ ども、 事 延引 

に 及ぶ の 間、 大 庭の 景能 武家の 故老た る を 以て、 兵法の 故 實を存 ずるの ゆ ゑに、 彼れ 

を 召 出されて、 奥州の 征伐の 事 を 仰せ 合 はす。 京都の 一 左右 を 可 レ待ゃ 否やと 各- 異 

、  ， 、  パ，  (五)  ク  ヲ  *  ヲ 

論 ありけ るに、 景能 S 案に 不, 及 申しけ る は、 軍 中には 聞 二 將軍之 令； 不, 聞, 一天 子 之 詔, 

あながち  V  バ 

と 云へ る ことの 侍り、 已に 奏聞 を經 られ^る の 上 は、 强に 其の 左右 を 待つ に不, 及の 

ナラ 

こと 也。 奥州 御 征伐に ついて 群參の 軍勢、 數 日の 費 不二 大方； 唯 だすみ やかに 御 出 nl 

あって 可 レ然の 由 を 申 上げけ る。 頼 朝 頗る 御感の 上、 剩へ 良馬 を 賜 はれり とい へり。 

士談八  一九 三 


光 さに 袞っ 
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山 鹿 語類 卷 第二 十九  一九 四 

師曰 はく、 源賴朝 上洛の 時、 後陣 を 可, 仕 大將、 たれに か 仰 付けられつべき と^ .fl 

だ 日の 條に出 あって、 事 ゆ かざりし 所に、 八 田 知 家遲參 して 申しけ る は、 後陣の 儀 思 召烦ら はせ 玉 

ふの 由 承りぬ、 凡そ 後陣 は 宿老 W にあらず して はっとめ がた き 儀 也、 幸に 千 葉 介 常 胤 

キレ  J1 

宿老の 人 たれば、 後陣 を 可 A 被 二 仰 付 一也と 申しけ る。 頼 朝 これに 隨 つて、 常 胤 を 以て 

後陣の 大將と 定め 玉へ りと 也。 古 は 何事 を も 多 SS にた だしあら ためて、 而 して 其の. S 

にした が へり。 聊か 私 を 以て 其の 事 をき はむ る 事 は あら ざり しと 也。 

81  (二)  (一二)  S 突) 

^  師曰 はく、 小 坪の 戰に、 和田義 盛、 藤 平に 問 ひける は、 たてつきの 軍 は 度々 あ ひぬ 

藤 平 w れ ども、 馬上の 戰は 未^^、 いかが あるべき とい へば、 實光、 軍 は 尤も 故赏 によるべ 

.G んで  ひ - フ ク  ヽ PTR:2 ノ 

し、 馬 も 人 も 弓手に 逢 ふ 事な り、 打と け 弓を不 レ可レ 引、 すきま を 守って ためら ふべ し * 

5 ちかぶ と  (资) 

我が 內胄 をば を しむべし  >  矢 を はげたり とも • あだ 矢 を 射 じと たすくべ し， 敵 一 の 矢 

かふと (引 合) 

を 放ちて、 一 一 の 矢 いんと て 打 上げた らん、 まっかう 內胄、 頸の ま はり、 胄の ひきあ はせ、 

透閒を 守って 可レ 射、 矢 一 つ 放って は、 急ぎ 二の矢 をつ がうて 人の あきま を 可, 守， 人 

キ フ  («)  よろ ひ (突) 

も かく こそ 可レ思 なれば、 透 間 をた すけて 常に 胄 づきし 玉 ふべ し. 昔 は 馬 をい る こと 

なし， 近年 は 敵の すきま 無き とき は， 先づ 馬の ふと ばら を 射て、 主 を はねお とさせ、 


(四) 無^に 

费す こ と 

(五) 一木 ま 

じに 作る 


S 今 W  了 

俊の 難 太平 記 

(群 害 類從合 

戰 部所 收) に 

出づ。 同 害に 

は 建武ニ 年に 

作り、 異本 四 

年に 作る am 傍 

記 あり 

(七) 足 利 直 

義 なり 

(八) 足 利 方 


(九) 名を頓 

簿に 記す こと 


立 上らん とする 所 を、 追 物 射に もす るぞ、 敵 一人 を あまたして 不 レ可レ 射、 矢 だうな に 

やう (五)  (組) 

あ ひ 引して あやまちすな * 敵手し げく 寄 するならば 樣 あるべし。 押 竝んで くんで 落ち、 

腰刀に て 勝負 をし 玉 ふべ しと 敎 へ けりと ぞ。 古の 人 はよ く 人に 問うて その 理 をき はめ 

ぬ。 不レ知 を不レ 知と する の ゆ ゑ 也。 

(六)  (七)  (八) 

師曰 はく、 建武四 年に、 駿河國 手 越 川原の 戰に、 御 方 打 負けし に、， 錦 小路 直 義旣に 

討死 あるべき に究 まり、 細 川 卿 律師 もす すめ 申しけ る 間、 淵 邊と云 ふ 年来の 侍 申しけ 

る は、 先づ某 御前に て 討死 可， 仕と て、 唯 だ 一騎 大勢の 中に かけ 入りて うたれ ぬ。 今 

川名兒 耶三郞 入道 も 討死す。 ここに 今 川 入道 云へ る は、 是れは 御 打 死の つぼに 非ず、 

キ  レ 

御 退きあって 味方 を まとめられて、 後日の 御 合戰可 二目 出度 一の 由 を 申して、 直 義の馬 

の 口 を 押 返しければ、 馬 廻の 人々 も 一 同に 御馬の 尻 を 打ちて 引かせ 申して けり。 くら 

く なりてければ、 今 川 入道ば かり 留まり けれども、 敵 はせ かから ざり ければ、 夜に 入 

りて 直義の あとより 與津の 宿に 追 付き まゐら せぬ。 其の後 九州へ 御 退きの 時、 兵庫莫 

御堂と 云 ふ 所に て、 皆 腹切 Q 著 到 付けられ しに， 細 川 卿 房 は 唯 だ 御舟に 召さる べしと 

申し 行けり。 今 川 入道 は是れ にて 御腹め さるべし と 張り 行き 申しけ り。 此の 事 を直義 

士談八  一九 五 
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後日 常に 語り 出して、 此の ニケ度 は旣に はや 先途と 思 定めしに、 兩 人の異 兌う しろ 合 

せな りき。 よき 武者の 心 は 同じ かるべし と 思 ふに、 此のち が ひめ は 今に 不審な りとの 

玉 へりと 也。 すべ て 人の 死生 は 一大事の ものな りと い へど も、 理 にくら くして 事物 を 

詳 にせ ざれば、 人の 云 ふに まかせて、 或は 生 をな し 或は 死 をな す 事、 古に 多し。 是れ 

唯だ理 にくら くして、 事物 を詳 に不, 盡の あやまりと 云 ふべ き 也。 死生の 一 大事 すら 

多く は 人 次第な り、 況 やその 外 は 云 ふに 不, 足 事な り。 能く 愼み思 ふべき こと 也。 

師曰 はく、 北 畠 顯家卿 卅萬騎 にて 上洛の 時、 桃 井 播磨守 等 あとより 襲 ひ 上り、 所々 

にて 合戰 あり、 而 して 諸勢靑 野原に て 揉 合せん と 牒し合 はせ、 明日の 合戰 一 大事な り 

とて、 海道 勢 三 手に 分けて、 一 二 三番の 鬮を 取りて 入替々 々可 二相 戰 1 と鬮 をと りて、 

明日の 合 戰に桃 井 • 宇都宮 討 負けて、 赤 坂の 宿の 南の 株 瀬に 退けり。 今 川 國範も 引と 

りて、 株瀨 河の 堤の 上に 非人の 家 ありけ るに おり 居ぬ。 夜に 入りて 雨ふりし かば、 敵 

も 重ねて かからず、 黑 田の 味方に 加 はりぬ べしと 人々 云 ひけれ ども、 是れ にて 明日 御 

シッ  キノ 

方 を可レ 待と ありけ る を • 米倉 八 郞左衞 門と 云へ る もの 手 負ながら ありけ るが、 如レ此 

を こが ましき 大將 をば 燒 g にして こそと て 火 を 付けければ、 力なく 此の あかりに て黑 


十 盛の 所 寳 つ 

七 褰こ季 • じ 

に 記と 重 平 
出卷は 、山 熊 
づ第源 先武谷 
S 平 贿者直 


田の 味方に 加 はりぬ。 桃 井 申しけ る は、 戰の 習、 互に 退か ざれば 身 を 全うする ことな 

( 一 1  たてな ほ 

2) 水機卽 し * 先んずる 敬に は 水 はなに 少し 退きて、 又 味方 立直して かかる に は 敵 も 退く 也、 物 

ち 出 はなの 意 

あ ひに よく 勝負す る を 高名と するな りと 云 ひけり。 此の 事 を 今 川國範 評しけ る は、 桃 

まけいくさ 

片は强 からん 敵に は 幾度 も 負 軍 せんず る 人 也、 人の 天命 は 左様に 古實 によりて 遁 るる 

こと 不レ 可レ 有、 先づ戰 つて 力なく、 自ら カ盡 くる 時 退く は 習な りと い へりと ぞ。 

師曰 はく、 平家 追討の 軍兵 鎌 倉より 上洛の 時、 侍 所に おいて 評定 ありけ る は、 十五 

六 はい まだ を さなし、 十七 歲已上 は 可 二 上洛 1 と 定まれり と 也。 人の 年數 によって 其の 

役 丁に あたる こと、 古よりの 法 也。 尤も 詳に 可：. 糾 こと 也。 

師曰 はく、 一  谷の 木戶ロ へ 熊 谷 • 平 山が 一 陣 に付きけ る を、 後日に 關東 において 評 

& ど ぐち 

定 ありし に、 熊 谷 は 城戶ロ へ 寄せた る は 一 陣也、 平 山 は 城の 內 にかけ 入る 事 一 陣 なり 

しかも 敵の 頸 をと りて 剛は 何れも 取々 なれ ども、 平 山 先陣と き はまりぬ。 撰 功の 論、 

左 も ありぬべし。 一 の 城戶を やぶれば、 後陣の 兵武 くいさむ ものな りと、 鎌 倉 殿 仰せ 

られ しかば、 千 萬騎の 軍兵 もこ もれ、 我れ は 木戶ロ をば 離る まじと 熊 谷 申せし と 也。 

是れを 以て 案ずる に、 良將 勇士 無謀の かけ 合な く、 各-その ことわざ を 究理す る こと 

, 士談八  一九 七 


にも 《 るん しの：； 出 公 ^ 死路ぜ りの S  3  w* こ 代 字つ 術で つ 
ttfel  く  、でて 人 C づニ ^ をと ら式人 S な^お 乂のは a のの— 二 
リ、: 威 司 功 、 十 賜咪 る' お 、 り 铺く 武^ 了 名 《 
をす 廷名空 ぁ将南 八 左 は あ 、侯^ W    itk  、W お 凡-お 人 者 周 
n  。之甚 と り^ 胡 年傳 るり 後に 功 W も歷、 に、^  、の 

す 遂れ だな 進と * に fg て耍封 ぁ秦 有史 著し 明、 mm 
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可レ見 也。 

y^^ll に 師曰 はく、 顔 子が 言に、 舜不， 究， 一民 力； 造 父不， 究ニ 馬力！ と 云 ふ 事 あり。 何事 も 其 

r  ： の 力 をつ くさしめ ては究 まるが ゆ ゑに、 あとに 困し むの ことわざ ありぬべし * 民の 力 

をき はめて は 民 ここに くるしみ、 馬の 力 をき はめて は 馬 ここにつ かる。 何事に も 其の 

リ  ルマデ クン ル 

中 を 過ぐ ると き は、 事 皆 やぶる るに なりぬべき 也。 秦自ニ 孝 公 石 門 之戰； 至 一一 柅王入 

レ秦之 年 一 斬首 坑殺沉 死 之數、 一 百 九十 八 萬 八 千、 始皇兼 二 併 六國； 又不, 下 二 五十 

萬 一とい へり。 ^の 天下 をうる 事、 德を つみ 仁 を 深く する に不レ 在、 しきりに 民 を ころ 

し 人 を そこなうて、 其の 積累 する こと 如 レ此大 にして、 人の 生 を ころす こと 二百 萬に 

及ぶ。 始皇っ ひに 滅亡して、 天下 を 子孫に 傳 ふること を 不レ全 も、 一向 事物の 理をゎ 

きまへ ずして、 道德 をす てて 殺 罰 をのみ 事と する によれり。 殺 罰する を 以て は 天下 全 

からず と 云 ふに は 非ず、 殺 罰不, 得レ已 して は 用 ふるに たれり。 これ を 好まん 輩 は、 彼 

の 人 を 殺す こと を嗜 むの ゆ ゑと しるべ き 也。 

(コ 1)  フ  (E>  -I ヒヌ  ミテ ヲス  シヲ (五)  キ レヲ -I 

師曰 はく、 袁了凡 曰、 秦白起 賜 k 死、 諸侯 酌, 酒 相賀、 楚殺 1 一子 反； 晉文公 聞, 之、 爲 

レガ ダテテ 7  シテ ハク ナカ ラン ヲ スル ノミ  ス (六) ヲ  キレヲ ンデ ハク- ： び、  ， 

, 之 側 k 席而坐 曰、 莫 一一 余 毒 1 也已、 宋殺ニ 檀^ 濟； 魏人 聞レ之 喜 曰、 道濟 死、 吳子 
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トラ クル-一  シ (七) ヌ ノ  -I スノ ヌ ノ  ス (八) ヌ  テ  -I 

(七) 武^^ 輩不, 足，！ 復憚； 齊殺， 1 斛律 光； 周 武帝爲 赦ニ其 境內； 唐 武則天 殺，！ 程 務挺； 突 赋か， 1 所在 f 

して 然も 左丞  ，-  ( 

0^ 宴樂 相慶、 仍爲 立， 祠、 毎， I 出， 師 攻戰； 卽 致， 禱焉、 宋殺， It 飛； 金 人 酌， 酒相賀 とい 

(-ゝ ) ^  D  K 

將 にして 功 あ へり。 是れ 各-その 主君 理を詳 にせず して、 或は 人の 言 を 信じ、 或は 一 時の 怒に まか 

り、 則 天武后  ル」  キフ 

な」 に せ、 き はむべき 所 を 疎に して 其の 理を不 レ盡の ゆ^と 可レ謂 也。 人君 一事 一物の 與廢、 

大 いに 喜ぶ 

(九) 武将に 一人 一己の 生死、 ことん \ く 天下の 人の 思 ひの かかる 所 なれば、 聊か おろそか にして 

して 大 忠臣、 

^して 武と云 是 れを棄 つべき ゆ ゑんに 非ざる 也。 

(10)(洵) 

師曰 はく、 白川院 祇園 女御へ 御幸のと き、 供奉の 人も數 すくなく、 平の 忠盛 北面に 

て 御供 をつ とむ。 比 は 五月 廿日 あまりの 事 なれば、 大方の 空 も いぶせき 五月雨の かき 

くらした る曉 に、 祇園 林の 南門 鳥居の 芝草の 西に あたり 光物 ぞ 見えたり。 或 時 はさと 

ひかり、 光りて は 消え、 消えて は 叉 さと 光り、 光る に付きて 其の 姿 を みれば. 頭 は 銀 

の 針の 如くに きらめきた る髮生 下り、 右の 手に は鎚の ごとき 物 を 持ち、 左の 手に は 光 

物 を 持ちて、 とば かり ありて はさと 光り、 暫く ありて はさと 光る。 院も御 心 を 迷 はし 

供奉の 人 も 魂 を 消す。 疑な き 鬼に こそと て、 忠盛 にあの 光物 を 取りて まゐら せよ と 勅 

定 あり。 忠盛 は、 弓矢 取る 身の 運の 盡 くると は 加樣の 事に や、 よそに みても 肝 魂 をけ 
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す 鬼 を、 手取りに せんこと 叶 ふ不ぃ 可、 遠矢に 射殺さん と、 矢 を はげ 弓 を 引かん とし 

シ モ B キ 「 

ける が、 叉 案じけ る は、 縱ひ 鬼神 にても あれ、 勅定 限り あり、 王事 無レ 脆、 宣 旨の 下 

に 助くべき に 非ず、 況 やまことの 鬼に は あら じ、 祇園 林の 古狐の いたす にこ そ、 近づ 

き 寄りて 伺 はんと 思 返して、 靑狩 衣に 上ぐ くり、 下に 萌 黄の 腹卷を きて、 駒 を はやめ 

て步 みより、 太刀 を脫 きひた ひに あて、 次第々々 に 伺 ひ 寄る。 足 本 近く 馬の 前にて さ 

あや. K ち 

と 光る。 忠盛 馬より 飛 下り、 太刀 をば すてて 引く みぬ。 手 捕に とられて、 御怏 すなと 

云 ふ 音 をき けば 人 也。 己れ は 何者 ぞと 問へば、 是 れは當 社の 法師が、 御幸なら せ 玉 ふ 

たいまつ 

と 承り、 社頭に 御燈 明まゐ らせんた めに 參る 也と 答 ふ。 績松を 出して みれば、 實に七 

十 斗り の 法師 也。 雨ふり なれば、 頭に 小 麥の藁 を 戴き、 右の 手に 小瓶 を 持ちて、 左の 

(WI 扰)  もえ G こり 

手に 土器の 內 にもえ ぐい を 入れても ち、 燼 をけ さじと、 吹く とき はさと ひかり、 光 

わら ひ 

る 時 は その 形 右の ごとくみ えぬ。 さし もお そろし かりし 形の あら はれて、 今 は 皆哚に 

ぞ なりぬ。 忠盛 もし 是れを きりころし 射殺さん に は、 不便の ことなら まし。 流石 思慮 

ありて けりと * 御感 にあ づ かりぬ とい へり。 思慮う すからん に は、 近くより て 伺 ふま 

でもな く 打ちと めぬ ベ し。 物 ごとに その 事を詳 にす ると は， 如い 此の ことわりな るべ し- 


師曰 はく、 源賴朝 平家 追討の 時、 先 づ木曾 義仲を 正月 廿日に 事 ゆえな く 追 罰 仕りけ 

^H^0 れば、 則ち 蒲 冠者 範賴 • 九 郞義經 • 遠 江 守義定 等、 飛脚 を 以て 其の 由 を 注進 仕る。 そ 

の 飛脚、 同廿 七日 未 刻に 鎌 倉に つきぬ。 三人の 使者 召に よって 北面の 石 壺にま ゐり巨 

細の 儀 を 申す。 その 處へ 梶原旦 o ^時 飛脚 叉參 著せり。 是の 注進、 討 罰 囚人の ものの 名 宇 

次第、 一 々注文 を詳 にして 殘る 所な きを 以て、 合戰の 次第 明に しれたり。 方々 の 使者 

追々 に參 ると いへ ども、 唯 だ 木 曾 無二 事故 一 誅 せられぬ と 斗り のこと なる に、 景 時が 思 

慮 尤も 神妙の 由、 賴朝 感じ 玉 ふと 東鑑に 出で たり。 

お 卷^^ 師曰 はく、 範頼 • 義經 平家 追討の ために 鎌 倉 を 立って 駿 河に 至る。 ここに 富士川 水 

0. に出づ  キ ス 

まさりて 東西き し を ひたせり。 九 郞義經 いかが あるべし と 問へば、 宇治 • 勢 田 可, 渡 

故實 にも、 先づ 此の 川 を わたして 可, 見なれば、 馬 筏 可 1 然と 口々 に 云 ひぬ。 範頼云 は 

シ  ス  すけ ど 0  サ 

く、 軍の 談議は 土 肥 次 郞に可 二 申 合一と 佐 殿 仰せ ありければ とて、 實平を 被, 召たり。 

實平 申しけ る は、 敵 を だに 目に かけた らんに は、 馬 筏 にても 急ぎ 可, 渡、 此の 川 は洛近 

くして、 水 早き こと 征矢 をつ くより 早し、 一 引き も 引きお とされな ば 馬 も 人 も 不レ可 

レ助、 佐 殿 も • 木 曾 定めて 宇治. 世 多の 橋 を 引きた るらん、 其の 川 を可レ 渡と こそ 評定 
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はありし に、 富士川の ふかき 流れに 馬 を も 人 を も 失 ひて は、 何の 詮かは あるべき、 敵 

に 逢うて こそ 命 をば 棄 てめ， い たづら に 水に 流れて 身 を 失 ふべき に 非ず、 是れは 雪 汁 

カラル  シ ス 

の 水 なれば 急に へ る こと 不レ 可：. 有、 水 に 心得た る 者 を 以てせぶ みせさせて 靜に 可レ渡 

とい へり。 人 皆 是れに 同ずと 也。 

師曰 はく、 鎌 倉に て 侍 所に おいて 各-評定 あり。 合戰の 習、 敵に 向って 城 をお とす 

は あんの 內 なり、 大河 を 前に あて 兵 を 落さん ことこ そ ゆゆしき 大事 也、 都に ちかき 近 

、江に 世 多の 橋、 其の 流れの 末に 山 球の 國 宇治ば しのなん 所 あり、 定めて 橋 は 引き ぬら 

ん， 河 は 底 深く 流 あらし、 なべての 馬の 渡すべき に 非ず、 能き 馬 ども を わたして 高名 

あるべし と議 せられぬ となり。 良將は 能く 料 二 知 山川 險 ^一と は 如, 此 なるべし。 兼て 

敵地の 間に 所, 有の 大河 切 所 を はかり、 是れを 目前に うつして 其の 用法 を詳に 計らん 

こと は、 是れ V 物の 理 をき はむ るの ゆ ゑん 也。 思慮な からん に は、 こと-^ 皆 先に 行 

當る になり ぬべ き 也。 

,  (-J)  (i) 

師曰 はく、 平宗 盛の 頸 を 獄門に かけられ たる 時、 其の せんぎ ありて 法 家より これ を 

考へ るに、 謹 考， I 故實； 三位 已 上の 頸 懸ニ獄 Sdl 事、 無 H 先例； 稱德 天皇 御宇、 大師 藤 


見 記 奢 ra 崇時さ 
ゆ^ 度 犬 s  'a 
第な をと 入 
― し 好 云 道 北 
に 太み ふ し條 
も平驕 ° て 高 


原惠美 朝臣 押 勝 謀叛 時、 軍士 石 村々 主 近 江に て 斬 二 押 勝 頸 1 傳二于 京師 1 之 由、 雖， 載， ー阈 

史； 渡 二 其 ®1 臭 二 獄門 一之 由、 無, 所， 見、 平 治に 信賴 さし も 罪深く して 被， 刎， 首たり し 

かど も、 獄門に は不， 被, 懸、 如, 此例依 二 時 儀 一 被ニ始 行 一事 也と 出で たり。 朝敵の 頰は 

獄門に かけられん こと、 天下の 戒 たりと い へど も， 旣に 官位 極 昇の 人 は、 如 レ此惡 事 

を 致しなん 事、 其の 本位に あらざる を 以て、 獄門に も かけられざる とみえたり。 故に 

直 罪の 輩 は、 官を おさへ 位 を 去って、 而後に 其の 罪に 行 ふこと、 古よりの 例 也。 

師曰 はく、 君子 は 早く 知 二 機微 一 と 云 ふこと あり。 機微と 云 ふ は、 事物の 末にな りて 

大 になり もて 不, 行 前方 を 能く 知 つ て、 是れを あらため 抑揚す るの ゆ ゑんなる ベ し。 

その 本 は 至って 小に して、 其のよ る 所 は 至って 大 なること、 機微の 間に かくる る 也。 

(1 一 1) いぬ あはせ 

相 摸 入道 崇鑑犬 合 を このみし こと、 其のき ざし は 少しの ことなれ ども、 其の 志 は 甚だ 

カラ ル 

大に あやまれり。 されば 必ず 犬 を 以て 正稅官 物に つのる と 云 ふに は不レ 可：. 有して， 入 

道 犬 を 好む 志、 是れ 天下の 佞奸の 所レ 窺なる を 以て、 これに 因りて 媚を 求め、 佞人の 

末々 は 奇犬を 用意して 是れを ささげもの とす。 是れ亦 其の 所レ费 少しの ことなり とい 

へど も、 其の 機微の かからん 所 は 尤も 大 なりと 可, 知 也。 故に 事物の 末大 にたりて 是 
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れを 究理いた さんより は、 願 はく は 近く 其の 微 ならん 時に 詳 にしる にある ベ き 也.。 

とろ 

師曰 はく、 君子 は 常に 靜 にして 其の物に 蕩 かされず、 人 必ず 忽釗 するとき は 我が 知 

を 失 ふこと 多し。 元 弘の亂 に、 越後 守 仲 時が 江 州番揚 にて 自害せ しも、 事忽釗 してせ 

ん かた を 忘れて、 唯 だ 死 を 一途に 究 むる を 以て 用と すれば 也。 死 は 至って 重く して 叉 

至って やすし、 詳に 其の 先途の 了簡 をつ くして、 而後に 死に 究 まるに 於て は 死す るの 

み 也。 ことに 大將の 心得 尤も 以て ふかし、 一片に 不 ， 可， 存也。 楠 (木) が 打 死と きいて 

櫻 山が 死せ し 類 ある こと 也。 勇 は 勇な りと い へ ども、 事物の 理を不 い 究がゅ ゑに、 功 

の 全から ざる 所 ありと 可 レ^ 也。 

(三) 

師曰 はく、 昔將門 追討のと き、 副將 軍民 部卿忠 文に 勸 賞の 沙汰 ありし 時、 左大臣 小 

野宮實 頼の 云 はく、 今度の 合戰 ひとへ に大將 軍の 忠 にあり、 副 將軍は 功な きが 如しと 

一； ム へり。 九條 右大臣 師輔の 云 はく、 兩將 ともに 命 を 含んで 敵陣に 向 ふ、 大將 軍の 先陣 

にい さむ は、 後陣の 副將 軍の 勢 をた のむ ゆ ゑ 也、 副將 軍の 後陣に やすら ふ は、 大將軍 

の 進退 を 守る、 ともに 以て 牛角 也、 爭 でか 朝恩な からん、 但し 大將軍 ほどこ そな くと 

も、 相 應の動 功 は あるべき にやと 申され けれども、 小野宮 取上げず してやみ ぬ。 忠文 


(二)  fflu'K 

郞 人道、 正 成 

城 陪^の 

節-:::!  せりと 

の 聞 を； 55 じ 

cd*: す。 太 

平記泰 第三に 

出づ 


(四) 王 SB の 

誤りな り。 前 

漢の 人。 この 

事 蒙求卷 下、 

王 尊 叱 敏の條 

に 出づ。 王 尊 

は 字 は 子^、 

前漢 の 饞羣萬 

SI の 人， 成 帝 

の 時 京 兆 尹と 

たり 讒 によつ 

て 退く、 吏^ 

多く 惜しま ざ 

もな し 


勸賞 を不レ 得、 いき ど ほりて 其の 死 を不レ 全して ければ、 其の 怨靈ゃ まざりし を 以て、 

後に 宇治の 離宮の 明 神と 崇めけ りと 也。 

師曰 はく、 昔 王道と 云へ る もの、 父に 孝 をつ くして 其の 名 を あら はせ しもの 也、 S 

州の 奉行に なりて 彼の 國に 下りぬ。 而 して その 道 甚だ つづら をり にして、 往來 をな や 

み 人 を そこねつ ベければ、 王道 則ち みやこに かへ りて 官を辭 しける は、 益 州 は 至って 

(&. &ノ 

險 固の 地に して、 往来の 間 必ず 身 を そこな ひつべき 所に 侍り、 某 老親を 養 ひ、 そのつ 

かふべき 間 今少しな り、 若し 官に 因りて 身 を そこな ひ 失 はん 事 は、 孝子の 志に 非ず、 

この ことわり を 許容 ありて、 臣が官 を やみ 玉 はんこと を 願 ふと 申しければ、 天子 これ 

S) 

を 感じて、 王道が 官を やめて 孝心 を 感じ 玉へ り。 その後 王 尊と 云 ふ もの 益 州の 刺史に 


いたり、 件の 切 所に かかりければ、 馬の 口に 副 ひける 舍人、 この 坂 こそ 古の 王道が 父 

のために こえ ざり し 所 なれば、 別 道 を こしら へ 玉 ふか、 數 日を經 てこえ 行くべき にや 

と 云 ひければ、 王 尊 その 御者 を 叱して、 急ぎて 馬 を 追 立て、 彼の 切 所 を こさし めけ り- 

是れは 君へ 忠臣たり、 彼れ は 父に 孝子たり、 ともに 道 を不, 失と、 古人 是れを 評 十。 

事に 其のた がふ 處 ありと い へ ども、 其の 理 において 詳 につく さんに は • あやまり 不 

士談八  二 〇 五 


C 上 年の^へ 
な 杉武窜 とこ 
る 謙 W 天 害 

ベ ^信 文 く 今 
しと 玄十 '維 
の • 五 こ 氷 


山 鹿 語類 卷 第二 十九  二 〇 六 

カラ ル 

レ可レ 有 也。 

うす ひ 

師 曰 はく、 笛吹^の 軍に、 上 杉 伊豆守が 郞等、 軍氣 をし りたる もの ありし が、 敵 味 

方の 篛を兒 て、 諸人の 中に て 主の 上 杉に 云 ひける は、 敵の 篛には 可 レ勝氣 のみえ 候、 

味方の 箨は 負の 氣の 候、 敵の 篝は 喑れ たる 空の 星の 如く ひかりに ぎ はしく、 色 赤く 上 

の榮 えて 根 もえ きれず 候、 味方の 篝を みれば、 光の 色靑く 白く 「 炎 燃え きれて 影 薄く、 

只 だ 明 方の 螢 に似て 候、 明日の 合戰 はかん \ しから じと 申しければ、 上 杉 心 K して、 

やがて 越後へ 引きたり とい へり。 上 杉が 心 臆せる が ゆ ゑに、 軍に 此の 氣 立ちた るなる 

べし。 妖 は不レ 如レ德 なれば、 謀の ふかく 調 ほりた らんに は、 軍の 氣 必ず 勝 色なる べし。 

たと へ 軍の 氣の負 色に みえなん に は、 將謀 をめ ぐらし、 諸 兵の 氣を いさましめ、 其の 

.  シ 力 ラ 

氣の 立直る 術 いかほど も あるべし。 天の 時 地の利 不レ宜 と 云へ ども、 人の 和 を 以て 致 

さんに、 時 を も かへ 地 をも變 ずるの 謀な からん や。 されば 上 杉 本より 心の 臆して、 兵 

の 道 を不レ 知して、 如レ 此の あやまり をいた せる 也。 

或 人の 曰 はく、 源 三位 頼 政、 弓 をつ よく 引かん ために わざと 冑 をば 不, 著 こと、 匹 

夫の 勇と 云 ふべ し。 豈將 自ら 弓 を 引きて 敵に あたる に 及ばん や。 吳子 はわ ざと 不, 帶 


レ鈕、 是れ 一 夫の 任に して、 將 の所レ 用に あら ざれば 也。 頼 政が 心得 殆ど 將の 本意に 非 

ず。 師曰 はく、 將は 萬卒に 先んじて 其の 勇 を あら はさ ざれば、 下 功 を 立つ る こと を不 

レ得。 されば 古より 兵に 將 たる 人、 自ら 手を不 下して、 士卒の 力 をのみ 恃む ためし 不 

レ可, 有。 賴政も 兵の 道 をば 不, 知と い へ ども、 又 さまでの 敏將と は不, 可, 云。 何ぞ己 

れ 一 人の 弓 を 恃んで 功 を 立てん こと を 欲せん や。 唯 だ 士卒に はげみ を 示さん がた めな 

るべ し。 されば 人 を 評する に、 一事 を 以て 優劣 を必 とすべからず。 能く 其の 本末 を糾 

すに ありぬべし。 

(足 利)  (ts? 貝) 

師曰 はく、 靈陽院 義昭、 ひい きづよき は 頼もしき こと 也、 武士の 本意な りと て、 上 

手 をに くみ 下手 を 崇敬 ありて、 毎 事 我が 氣に 入りた る もの をよ しと 定む。 亂舞を 好ん 

5 人名な で、 觀世彥 右衛門と 云 ふ 小 鼓の 上手 を 惡み玉 ひ、 叉 太鼓の 上手 じが を もに くみ 玉うて、 

らん 見當ら 

,  下手 にても 奈 良の もの をば ひいき を 致されぬ。 是れ は義昭 初め 奈 良の 一 條院 にお はし 

ませし ゆ ゑ 也と. 云傳 へたり。 親疎 を 能く 差別す る は 古の 道 なれば、 なれした しむの ， 田 

緖 あらん 輩 をば 是れを 親しまん はこと わりにして、 而 して 其のた めに 理を 非に いたし、 

上手 を 下手に 取な さん 事 は、 是れ皆 其の 事物の 理 を辨ぜ ざるの ゆ ゑ 也。 ひい きづよき 
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S) 

と 云 ふ はよ きこと に似て、 そのな り もて 行く あと を みれば、 皆 依 怙 と 云 ふ ものになる 

べき 也。 

(上 杉) 

師曰 はく、 永祿 三年 二月、 長 尾 謙 信、 關 八州の 人數九 萬餘、 手勢 一 萬 七 千、 合せて 

十 一 萬餘の 軍勢に て 小 田 原へ 押しつ むる。 武 田信玄 その 頃 信 州 • 上 州の 境の： W 吹 峠の 

(北 條) 

こなたに 旗 を 立つ。 飯 富 兵 部 申しけ る は、 今度 氏康 切腹に 及ばれば 信玄の 御身の 上た 

(謙 信) 

るべ し、 爰を引 入れ 玉うて 甲 州より 三增 峠に かかり、 花 水 川へ 打 出で、 景 虎と 有無の 

1 戰 あられん こと 可レ 然と 諫む。 信玄 きき 玉うて、 旦兄虎 弓矢の 様子 を 久しく 見來 るに、 

生れ 付 健 なれ ども 練りた る 工夫な し、 上 杉 則 政 大將の 器な きを、 關 東の 諸 侍 見限り 逆 

心して、 氏康の 神妙なる 人 を 主に 仕りて は 六ケ布 からん、 景虎 はよ からん と 思うて、 

當 分は渴 仰す ると も、 短氣 にて 手荒き 仕置 あるべし、 さあら ば關 東の 諸 侍 やがてう と 

み、 さすが 獨立 する こと は不レ 叶、 必ず 氏康を 頼む より 外不レ 可, 有、 以來は 氏 康の吉 

キル  タガハ 

事に 可レ成 也と 思慮 ありぬ。 そのつ もり 聊か 不レ 背して、 謙 信 三月 中旬 小 田 原 蓮 池 迄せ 

め 入り、 關東 侍に 少しも 氣遣 なく、 いきた る 虫と も不, 思して、 つ ひに 關 東の 諸 侍に 

兑離 たれ、 鎌 倉より やう/ \ 上野の 平 井と 云 ふ 所まで 引取り、 越後に かへ りぬ と 也。 


ダガハ 

信玄 弓矢の 道に 才 足りて、 其の 謀 更に 不レ 背、 よく 事理 をき はむ と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 上 杉 憲政 弓矢の 道 を 失って、 諸 役者の 選 其の 本意 を 失へ り。 故に 武の道 

を 不レ知 もの を も、 弓 を 能く 射る 侍 をば 弓大將 にいた し • 伯 樂の馬 をよ くの るに は騎 

馬を預 く。 如, 此 なり もて 行ける ゆ ゑに、 小敵の 北條氏 康に戰 負けて、 つ ひに 北 越に 

浪牢 せり。 されば 物 ごと を詳に 究理すべき 內 にも、 人君の 大用は 撰 將用士 の 間に こも 

りぬべし。 而 して 人の さかし き 所を考 へて、 それ/ \ の 諸 役 を 可 二 申 付 一となら ば、 憲 

政 弓 を 能く 射た る 侍 を 弓 大將に 致せる も あやまりに 非ず と 云 ふに 似たり。 凡そ 人の つ 

かさ をいた し、 其の 士卒 を ひきま はして、 それ/ \ の 下知 を 致す 役人 は、 大體 武義の 

お ほか ね 

大 曲尺 ある もの なれば、 大 曲尺 をはづ さざる もの を 以て 役人と す。 その 藝の術 を盡す 

は、 匹夫の 用 所に して 頭 奉行の 所， 勤に 非ず。 然れ ばと て、 其の わざ を 不レ知 を 以てよ 

しと 云 ふに は 非ず、 其の 事物の 理 にくら き 所 あるが ゆ ゑに、 如, 此の 惑 はありと しる 

べき 也。 

らち 》&、 

師曰 はく、 武田勝 頼 駿州沼 津の械 普請の 時、 大權現 持 舟へ 御 勢 をよ せられ 持 舟を责 

二 ご 

(二) 今り 由  * ゐ 

比 町  取り、 由 井 • 倉澤 まで 燒 働きの 御 こと あり。 此の 烟を 見て、 小 田 原の 氏 政 も 兵 を 出し 
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て 勝頓を 立て はさむ。 勝 賴小田 原 方 を 捨て、 則ち 家康 公の 御 方へ 押 寄せけ るが、 先年 

ひたすら 

三 州長篠 にて 一 向す すみ 戰 つて 大利を 失 ひし ことに 手 懲りして、 川 成に 一 夜 陣取って 

厶 ヲ  (色 尾)  .  , 

しづかに 進， 兵。 この 內に 大權 現は旣 にいろ をへ 引 入り 玉へ り。 此の 時 勝 輯兵を しづ 

めず 速に 押 寄せば、 大權 現の 兵 甚だ 危 かりし と 也。 されば 思慮う すくして、 唯 だ 心に 

ク  r  キレ 

まかせて 無謀の 事 あらんに は、 皆 如, 此 こそ ありぬべき。 しまりて 可 A 然長篠 をば しま 

らず、 しまるべからざる 今度 はし まりて けりと、 勝賴 も落淚 して 前悔 せし は 此の 時な 

り。 究レ理 ことの 不レ詳 に は、 悉く 唯 だ 情の ままに して、 一 を 失って は 一 をと らふる に 

なれり。 尤も 可, 知 こと 也。 

師曰 はく、 武田信 玄駿州 八幡 平にお いて 北條氏 政に 對陣の 時、 武田 方の 兵 一騎が け 

にかけ 出で て、 沖津 川原 を 取 布き てけ り。 是れは 此の所 爭地 にして、 これ を北條 家に 

とられて は、 甲 州の 人 衆 出しが たきを 以て 也。 されば 信 玄の兵 をつ か はるる は、 甚だ 

靜 かにね りて、 聊かみ だるる ごと あら ざれ ども、 事 を はかって、 輕 から ずん ば 不レ可 

二)  0S  ル  シ ノ 

ほ？ L 卷 uf き- i  , 有の 地に は、 兵を輕 くす る こと 如 レ此。 尤も 其の 理 をき はむ と 云 ふべき 也。 

ま ,9 リ 条ぉ  二) 

^  師曰 はく、 木 贫義仲 越後の 國府 にあり し 時、 馳せ加 はる 者の 內に、 吉 田四郞 申しけ 


二の 眘 ぶて^ 佐 攻政田 永生^す 出 義纖義 2 
年翌の 。去 父 木め と 信祿郡 C 奔昭に 理ご 
な 年 こ 二り 子義 、こ 長 十 la せ も弒が 

り 永と 條遂城 S 守の 淺 一音 近 し 江せ 三 前 
it は 城に を • 將城井 年 寺 江 も 州ら 好将 
十 こ 造 亡 棄義佐 を 長 樣城蒲 指 にれ 義軍 


る は * 我等 は 無勢 也、 平家 は 十萬騎 ときこ ゆ、 中々 小勢の 分限み えて は あしかりなん 

d) 

と、 急ぎ 木 曾が 方へ 馳 行きて • 大勢の 先 を かくべし と 云 ふ。 石 黑太郞 光弘 は、 弓矢 取 

る 身 はさる 事な し， 大勢 小勢 を不, 云、 いかにも 味方 を 後に して 敵に 向 ふ は 武者の 法 

なり、 軍せ ずして 參 りたら ば、 定めて 尋ね 玉 ふらん、 勢 は 何等 程 ぞ* 陳 をば 何く に 取 

ちん キ ス 

りたる ぞ、 味方 は 誰が 手 負 討 たれた る やと 問 はれん とき は、 如何が 陳じ 可, 申 なれば、 

大將軍 思 ひ 玉 はんこと も 云 甲斐な しと 申しければ、 各 > 此の 儀に 同ぜり と 也。 武士 は 

勇 を 以て 先と す、 故に 勇 を 面て として 勝負 を 命に まかせ 1 敵 味方の わかち を 致して、 

而後に 味方に 屬 する を、 古の 法と 定めし 也。 

(足 利)  (二) 

師曰 はく、 義昭公 歸洛の 後、 三 好が 難に 逢 ひ 玉 ふ 事 御座所 麁 草なる の 故 なれば、 二 

條 本の 御所 を 一 町 宛 四方 へ ひろげさせ、 溝 を 深く し蠱を 高く すべ しとて、 信 長 は 一 條 

妙覺 寺に おはし、 洛中に 課役 を 命じて 營 作の 事 あり。 淺井備 前 守 長 政 は淸水 寺に 宿し 

(三) 

て、 是れも 此の 普請に 事 ありぬ。 淺井衆 今度 箕作 にて 不出來 なる を、 信 長 衆 あなどり 

て、 ややもすれば 惡 口す。 淺井衆 是れを 無念に 思 ふ 所に、 佐久間 右衛門 尉 町 場より 長 

政の 町 場へ 水を替 入る るに 付き、 長 政の 家老 三 田 村 左衞門 申しけ る は、 淺 井が 町 場の 
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水 を も 汲 捨て 候の 處、 旁の 町 場 を も わき へ 汲みす てらる ベ しと 云 ふ 異論より 事 起り、 

淺 井が 人足 五六 百 人 棒 を もって 打って かかれば、 佐久 間が 者 ども も 暫く 支 へ て 打 合 ひ 

けれども、 こらへ かねて 北げ にけ り。 佐久間 -柴 田是れ をき き、 きたなき 者 共が 仕形 

哉、 かかれ/ \ と 下知 すれば、 各！ 鎗 長刀の さや をはづ して， 眞黑 になり てついて か 

かる。 淺井衆 是れに 辟易して、 ここ は先づ 引き とれと て、 二三 町 引く 所 を 、野 村 ニニ 

田 村 • 大野 木 是れを 見て、 討死 はこ こ 也と て 取って かへ し、 眞黑 になり て 突き かかる。 

尾 張 衆 一 支 も不レ 支して、 我れ 先にと 敗北す る處 を、 追 打ちに 七 八十 斗り 打取る。 是 

れに 因って 森 • 柴 田 取って かへ し、 面 も ふらず 突き かかる。 淺井衆 も 相 支へ、 互に 火 

花 を 散らして 戰ひ、 終に 五十^ 人 をうた しめ、 長 政 馬 廻の 若手の 者 ども つづいて かけ 

合って、 森 • 柴 田が 兵 追 打ちに うたれ てけ り。 尾 張 衆 五百餘 人う たれ、 淺井衆 三百 餘 

クノ  カラル 

人 討死す。 まことに 野合の 合戰と 云へ ども、 如レ此 大勢 討死に 及ぶ こと は不, 可, 有と 

の 沙汰 也。 森. 柴田 直に 信 長の 前にいたり、 長 政の 者 ども 如, 此 狼藉 仕る 間、 急 度 可 

レ被, 一 仰 付 一の 由 申しければ、 信 長き き 玉 ひて、 長 政の 勢 左様の 狼藉 は不, 可レ 有、 箕作 

の 城 責に淺 井が 勢に ぶかり し を、 我が家 中の ものの あなどりて、 我儘 仕りつ る 返報な 


な 年 こ 務：： 

り 三の 大^ 

月事 輔 

の 文彔朝 
こ 象^ 食 

とフ C  '中 


るべ し， 淺并は 代々 の 弓 取な り、 向後 も淺 井に 無禮 仕る 不, 可と 命ぜら る。 森 • 柴 田 

言な くして 退きけ り。 而 して 二 條の營 作 事故な く出來 して、 義昭 をう つし まゐら せ、 

君臣の 禮善盡 し 美つ くせり と 也。 信 長 一 且の怒 をお さへ、 義昭 公の 御座所 を 首尾と と 

の はしめ 玉 ふ は、 よく その 理を つくせり と可レ 云な り。 尤も 可 二心 得, こと 也。 

師曰 はく、 古より 城より 突いて 出で たる あとに は、 門 役 を つとむる こと を 以て 械中 

の大 節と いたし、 能く 事に なれたる 侍 を 以て 是れ にあて たり。 六 條合戰 の 門 役 は明智 

十 兵衞； J れを つとめた る こと、 人の 知る 所 也。 秀吉信 長の 命 をう けて 金 崎に のこり、 

朝 倉 中 書と 戰を 決せし とき、 中 書 金 崎の 械 より 出で て秀吉 と相戰 ひける が、 城に 毛屋 

七 左 衞門を 以て 門 役と す。 中 書 敗軍して、 兵士 皆 我れ 先にと 械を さして 引きけ るに、 

秀吉 その 機 を不, 失 追 打ち、 門 際 迄 押入り たまへ るに、 毛屋 早く 門 を 打ちて ける ゆ ゑ 

に、 械 中つつ がな かりし 事、 其の 頃 朝 倉の 家に 沙汰せ し 也。 後に 秀吉橫 山の 城に 居て- 

岐阜へ おもむき 玉 ふ あと を考 へ、 淺井長 政 兵 を 出して 橫 山の 狨を圍 む。 铖中 以ての外 

に 無勢たり けれども、 竹 中半 兵衞 居留 まって 下知し ければ、 更に 危 きこと なし。 而し 

て 城より ついて 出で、 大に戰 つて 則ち 域に 入る。 竹 中半 兵衞 時分 を考 へ、 門 役 を 下知 
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して：^ く 門 を 打た せければ、 铖を 能く もち かためたり となり。 されば 其の 事 を 詳に究 

め ざらん 狭-に は、 如レ此 大切 の 役儀 命じ に くき こ と 也。 

師曰 はく、 齋藤 山城 入道 道 三と 長男 左 京大 夫義 龍と 父子の 戰 ありし 時、 義 龍の 者、 

井の 口と て稻葉 山の 麓より 出づ るながら 川 を 越えて、 七 段に 備 へたり。 道 三の 備 手痛 

く戰 ひけり。 故に 義龍 先陣 旣に 六備 まで 崩れぬ。 ここに 國枝助 右衞門 尉と 云 ふ もの 唯 

だ 一 乎 こた へ て不， 崩。 義龍は 川の こなたに 陣 して、 い か がせん と 詮議 あるの 處に、 

苌 谷川 甚兵衞 が 父 越 中 守 進み出で て、 今 は 是非 を 論ずる 處 にあらず、 川 を こえて 一 戰 

K シ ス  シ ル (ひ) 

に 勝 ft を 町, 決、 祸豫 すべきに 非ず、 某 先 づ瀨蹈 可, 仕と 云 ふ も はてず、 河へ さと 打 入 

り、 川 水に ためら はず 渡しければ、 義龍も 是れに 同じ、 渡せ もの どもと 下知して、 我 

れ 先にと 渡せば、 川 向に 備 へたる 阈枝 これに 力 を 得て、 諸卒を 下知し 眞 先に 進み けれ 

ば、 道 三の 勢 少し 引 色に なりぬ。 長 谷川 一 番に川 を こし、 國 枝と 一 になり て かかりけ 

れば、 道 三の 勢大に 敗れに けり。 國枝 申しけ る は、 今日の 御 勝 は 某 一 人に 究 まれり、 

其の 故 は、 七 備の者 早 や 六 段まで くづ れ候處 に、 某 一人 こたへ 申す 故に、 軍 將川を こ 

し 惣勝を 取りた ま へ りと 云 ふ。 長 谷川 申しけ る は * 今日の 勝利 某 一 人の 勇 謀に あり、 


阈枝 いかに 河の 向 ふに こた へたり とも、 某 屋形を 進め まゐら せ、 一 番に川 を 越し、 力 

を不レ 合ば、 阈 枝に 今の 命 を 得させ、 屋 形に 今日の 勝 を とらせ 可レ申 やと 云 ひければ、 

義龍又 曰 はく、 國枝向 ふに ささへ、 長 谷川 河 を 越す と 云へ ども、 予が 大勢 を 進めて 河 

を 越して 下知せ ざらん に は、 畢竟の 勝 を不, 可, 得、 偏に 我が 功に ありと 云へ り。 而し 

て國枝 • 長 谷川に は、 兩年 すぎて 賞 を 行へ りと 也。 

n) 長 元 物 師曰 はく、 長 曾 我 部宮內 少輔元 親の 時、 本山と 云 ふ は、 その 頃 土 佐の 大名に て、 元 

0  (^群 害 類 

^^部所 牧〕 親と 緣者 にて、 實は元 親の かたきの 由緖 なりき。 本山が 知行 長 濱と云 ふ 所に 一 城 あり、 

入海 をう けて、 本山より は 八 里、 元 親 居城より は 三里餘 あり。 しかるに 長濱の 城に 門 

を 立直す 事 ありて、 材木 を 用意し、 上手の 大工 を 尋ねて 延引す。 元 親 やがて 心？：：、 上 

手の 大工に 具に 示し合せ、 長濱 門外より 忍び入り て 明けよ きごと く 立つ ベ き 事 を 示し、 

人質 をと り、 內通を 以て、 大工が 肩先 を きりは づし、 すぐに 本山に 走り ゆかしめ、 元 

親の 氣に ちが ひ 如レ此 次第なる の 由 披露せ しむ。 本山 此の 大工 を 引きよ せ、 心 を ゆる 

して、 幸 門 を 立つ る 大工 を尋 ぬる 折 なれば、 此の 大工 を 以て K 濱の 城の 門 を 立てし め 

たり。 而 して 元 親父 宮內 少輔 とともに 長 濱を乘 取りけ る は、 此の 大工が たばかり しゅ 
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カラ ズ 

ゑな りと ぞ。 何事 も 必ず 一片に 不, 可, 存、 詳に 究理すべき 事 也。 、 

【た』^ 師曰 はく、 伊豫 宇 和 (郡) の內高 森と 云 ふ 城、 家中の もの 裏切 可， 仕の 由、 土 佐へ 內 

一， 雜坊： "ソ 

！ (け"、 通に 付きて、 土 佐より 人數 をつ か はす。 此の 事 敵に きこえければ、 敵械 各-その あら 

長え： si に 出 ためあつて、 つ ひに 高 森 城に 謀叛 人 あら はれ 生害に 及べり。 土 佐 衆 は是れ を不, 知、 

づ 

善 家と：： ムふ 山に 人數を 上せて、 髙 森よりの 約束の 火 を 待つ。 城主 せんさくの 上、 右の 

約束の 火の こと を 知りければ、 械 のうら の 岸に 萱を つみ、 これに 火 を 付けて 煙 を 示す Q 

土 佐 衆 是れぞ 合圖の 火な りと て、 高 森め 城 雲の 如く 聳えた るに、 我れ 先にと せめつ く。 

屛 近くな りければ、 械 中より 彼の 謀叛 人の 首 を 六つ 昇の 外に 投 出して けり。 寄 手是れ 

にお どろき 十 方に くれてけ り。 然れ ども 近邊の 城よりも 不， 出ければ、 無, 難 引取りに 

けり。 此の 引 口に 十^ 備後 (守) と 云 ふ もの 殿に 引きけ る を、 敵 付きた るに、 敵 大勢 ゆ 

ゑ 十 市 も 引退き、 切通し の 細道に 七 人 ふみと まり 相戰 ひ、 返せ/ ヽと 同音に よば はる。 

その 聲 山の ほらに ひびきて 山彥 にこた へ 、 百 人 斗り のこ ゑの 如くき こえければ、 敵方 

これ をき いて、 さて は 竹林 物 かげに 大勢 待の こりた ると 心得て、 不, 得, 付 して 引き 

つぶさ 

けりと 也。 此の 時 土 佐 勢 不慮の 命い きて、 人 衆 かへ りに けり。 高 森の 兵 具に そのこと 


をた ださず して、 遁寸 まじき 所 をのが せたり とい へりと 也。 可 二心 得 一事 也。 

師曰 はく、 江 州 賤ケ嶽 の合戰 に、 三 好 家の 三人 衆 岩 成主稅 助が 長男 岩 成 孫 作と 云 ふ 

nl) 今余吳 もの、 山の 原に て 頸 をと りし を、 上より 首 をう ちければ、 頸 ころびて お 五の 海ぎ はへ 

お 近お scf  パ 

t,  落ちた る を、 一柳 伊兵衛と 云 ふ もの ひろ ひて^る 所 を、 追 付いて とり かへ しぬ。 此の 

時 三 好 家の おぼえの ものに 和田內 ぼと 云 ひける もの 中し ける は • 山の 原に てと る 頸 は 

下 へ ま はりて 取る を 法と すと かたれり。 此の 內匠は 十三に て手傳 なしの 首 をと りし 者 

なりと ぞ。  • . 

師曰 はく、 天 正 十一 年 癸未の 二月、 瀧 川 退治の ため 秀吉勢 州へ 出馬のと き、 安樂 越 

より 兵 をつ か はすに、 一 番に中 村 式部 少輔、 その 比 は 孫 平 次、 二番に 三 好 孫 七 郞禿次 

なり。 安樂 越の 切 所 を 瀧 川き りおと して、 只だ橫 合に 通る そば 道あって、 馬の足 不 

レ立、 漸く 馬の 爪 半分 ほどか かる 斗り 也。 こ こ を こす 時に、 馬の 口 取 一 人、 尾 を 取 候 

もの 一 人に て 通りけ る。 馬 は 皆が けへ 落ちたり。 小身 ものの 內に 如レ此 事に 馴れたる 

老人、 馬の 口 を 一 人に とらせ、 先に 立ちて あと を不レ 見、 はい/ ヽと云 ひて 引き けれ 

ば、 難なく 馬の 道 をと ほりぬ。 これ を 兌て、 三百 餘騎の 軍勢、 如レ I して 此の 切 所 を 
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こえぬ るに、 ^一匹 も そこね ざり しと 也。 

師 S はく、 越 中佐々 成 政 退治の ために 秀吉 出馬のと き、 尾藤甚 右衛門 尉 武者 奉行に 

て 一 番に 打ち こえ、 ここに 加賀 • 越 中の 境砥波 山の 道筋に は、 出城 多くして 通りが た 

H 喷ル穴 し。 © 波 山 はに ふの 宮の 北の方へ、 山の け はしき 處を越 行く の處、 馬 足不， 立 道 十 間 

斗り あり。 其の 時 尾 藤 下知し ける は、 馬の 1: 兩方 へ さしな は を 付け、 馬取兩 方へ ひ 

き はり、 手綱 を 結んで 前輪に かけ、 馬の 前足 後足 を こえ、 馬 を すべらすべし とて、 取 

勢 ことん \ く是れ にした が ひ、 無二 子細, とほり ぬ。 尾 藤 物 ごとに 其の ことわざ を盡せ 

る 勇士の 下知と 云ぶべし。 问時越 中に 入りて、 大河い くつ も ありて たけた たず、 何れ 

も-腐 を游 がせぬ。 ころ は 八月 下句の ことなれば、 しぐれめ きて 水 まさりけ る を、 尾 藤 

tlull^ 下知して、 先づぁ ふり を兩 方より はづ し、 馬 取に もたせ、 馬の 頭 を 少し 川上の 方へ 

上げ、 手綱 を かい 取り、 前輪に 左の 手に て 取り そへ 、 右の 手に て は 手綱 を 持ち、 細々 

辨 を 川上へ 引上げ、 時々 馬に こ ゑ を かけ、 馬の 兩の耳 間 を 兌、 くらの 後輪に よりかか 

り、 川上の 銨 はかろ く ふみ、 川下の 镫 をつ よく^むべし と 下知 せられて、 如, あいた 

し、 尺 勢 S 一， 維 m を こしたり とぞ。   l^^^l^^^l^^i 


師曰 はく、 天 正 十二 甲 申年 八月 四日、 河 內國錦 部 郡と 云 ふ 所の、 天 野 山と 云 ふ 寺の 

上、 阈 見と 云ふ處 へ、 紀伊 W より 佐 久間備 前 守、 その 比は久 右衛門と 云へ りし、 枳來 

(ミ) 實名は のこみ つち や、 その外 紀州 五畿內 にて ほまれの 者 ども 多く かかへ て 出張、 ゑ ぼし 方の 

* 野 大ほと 云 

一一 ーブ 三人 衆 及び 中 村 式部 少輔と 合戰の 時、 ねごろの こみつ ちゃ 鐵炮 足輕 六十 人 召 つれ 先 を 

いたし、 退 口に ゑ ぼし 方の 者 付きたり。 敵 味方の 間 三十 間 斗り ありけ るに、 こみつ ち 

や 申しけ る は、 敵方に 若き 衆 候、 合戰 にくり のきと 云 ふこと あり、 只今 我等 可ニ敎 申. - 

此の 退き 樣 能く 見覺 えられよ、 多勢 にても 小勢 にても 同前な りと 高言して、 六十 丁の 

鐵 炮 を卄 丁宛竝 ベ、 のこる 四十 丁 を、 廿丁は 三十 間 斗り あとへ しさり て 立て、 又の こ 

る ±！  丁 を 三十 間 斗り あとに 立て、 以上 三 段に 立てお き、 先の 廿丁を 小み つち や 召 連れ 

退き、 さて 其の 次， の卄 丁の 處 にこみつ ちゃ 殘り、 引取りた る 廿丁を あとへ つか はし、 

三十 間 あとに たて 段々 に 立てなら ベ、 こみつ ちゃ あと を 仕りて 退きたり。 其の 作法 樣 

子、 尤も 用 ありて 危 から ざり しと ぞ。 

師曰 はく、 信 州 海 野 平にお いて 上 杉 謙 信 初めて 武田 信玄と 合戰の 時、 謙 信 考へ巾 さ 

れける は、 今度 信玄と 初めて 膚を 合する 事 なれば、 人數 多くして は 取 あっか ひ 六ケ布 
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かるべし、 八 千より 上 は 堅く 無用な りと 陣觸 して、 雜兵を すくなく し 出陣 ありし とい ， 

へり。 凡そ 戰は 衆に しくべからざる ことなれ ども、 其の 理を詳 にき はむ ると き は、 衆 

は 多くして みだれ やすく、 寡 は つづ まやかに して 用に 理 あり。 尤も その ゆ ゑ ある 事 也。 

師曰 はく、 竹 中半 兵衞 に、 或 人 賤ケ嶽 の 合 戰に柴 田が 敗軍の ゆ ゑ、 井に 如何いた さ 

ば 勝 家の 勝利に 可, 成に やと 尋ねければ、 竹 中 云 ひける は、 勝 家の 云へ るが 如く 致し 

て も 勝 あり、 玄蕃が 云 ひし 如く ありても 勝 あり、 兩樣 各- 一致せ ずして、 狐疑 ここに 

ありて 勝 を 失へ り、 其の 故 は、 勝 家 は 中 入いた さば 速に 引 入りて 可, 然と 使 を 再三 立 

てた るに、 玄蕃 不二 承引 1 して 長居 をいた し、 つ ひに 秀吉の 大軍を 待ちう け 敗軍 也、 又 

玄蕃は 中 入の 時 笸に勝 家に、 付けられよ、 中仕切 を 速に 押し やぶりて 出で 玉へ と 進め 

けれども、 勝 家不, 出、 此の 時 玄蕃が 云 ふごと くいた されば、 無二 子細 一勝 利 あるべき 

を、 兩將 各- 兩端を 持して、 互に 狐疑 猶豫 をな す、 故に 一 決せず してつ ひに やぶれ を 

とる に 至れり、 尤も 後世の 戒 なりと かたれり とぞ。 

師曰 はく、 竹 中半 兵衞 云へ りけ る は、 人 皆 合戰の 咄を尋 ぬるに も、 可, 問 かなめ を 

不レ 問、 不レ入 事 を 多く 問ひ覺 ゆる ゆ ゑに、 重ねての 功に 不, 成 也 • 答 ふるもの も亦然 


り、 されば よき 物語 も 用に 不：. 立 事 多し、 ここにて 誰が しが 手柄 をな し 功 を 立てし な 

どと 云 ふ、 一本 やり 匹夫の 手柄 咄 にて 事 を はる は、 人の 習になる ことなし、 その 事の 

つけどころ 

しまり を さまり、 心の 付處を 肝要と する にある ベ き 也と い へ りと ぞ。 

二) 名 は 元 師曰 はく、 甲 州 入りの 時、 鳥居 彥 右衛門 は 小勢に て、 わ づかニ 千 斗り 也。 三 宅宗右 

念、 初 名 新 太 

ぉ康 ぱ^^^ 衞門は その 比 御 目 付の 心に て、 猶ほ 以て 小勢な りけ るに、 黑駒 において 北條左 衞門大 

IW 功 を 以て 一 

方の 将 たり。 夫が 大 軍に 出合 ひて、 左衞 門が 人數 山より 下へ おろす 時、 合戰 あるべし やい かがと 料 

閼ケ原 役に 伏 

簡の 時、 鳥居 內足輕 大將に 鈴 木 六左衞 門と 云へ る もの 出で て、 ここにて 合戰 なくて は、 

合 戰の圖 はなき ものに 候、 こ こぞ 必勝の 場と 存候、 たと ひ合戰 味方 まけに なりても、 

元より 覺 悟の 前、 こなた は 小勢 なれば、 萬 人の 嘲 も 不レ可 レ有レ 之 也、 是非 ここ は 味方 

(直) 

のな ほりの 處 なりと 申しけ る。 鈴 木 は その 身 小身なる もの なれ ども、 段々 の 申 分 其の 

ことわり 立ちて ければ、 則ち 許容 ありて、 北 條が兵 山より 下へ おる る處を 押し かけて 

利 ありし と 也。 事物 を詳 にせん ずる 上 は、 人の 諫を こばまず、 人の 位 を も不, a して、 

只 だ 下問に 及ぶ にあり ぬべ し。 

飾 曰 はく、 古より 軍將 一 人に まかせず して、 撿使目 付の 兵 を 以て その つりあ ひを糾 

士談八  ニニ 一 
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す 事、 是 れ故實 なり。 されば 大將^ の 外に 侍 大將を 付け、 副將 軍. 裨將軍 をつ か はす、 

皆 以て この 心 也。 源賴朝 平家 追討のと き、 義經 -範 賴兩將 をつ か はし、 義經に は柅原 

を さし そへ、 範 頼に は 土 肥 二 郞を加 ふ。 いづれ も 五 百餘の 侍犬將 にて、 兩將に 指し そ 

へた ま へり。 是れ人 をつ かふの 道、 その つり 合 を 糾すゅ ゑん 也。 後に 撿使目 付と 號し 

て、 その 備 のさし 引 を 司 どる 軍士 をつ か はす 事、 皆 同一 意 也。 されば その 備の檢 使 を 

うたせ て は、 その 軍將の あやまりに なりぬ ベければ、 尤もつつ しみ 戒 むる にあり。 上 

州 ひろき にて、 武田典 跌大將 分に て、 小 幡上總 介 働のと き、 旗本よりの けいご 足輕大 

^^木 

將に 小幅 豊後守 • 多 田 治 部左衞 門、 目 付に 初 鹿 傳右衞 門 • 小山 田 八 左衞門 也。 先 衆 は 

五 耳 •  K 根 •  c 倉 衆 也。 此の 人數 をみ て、 弓 取 二百 人 斗り、 雜兵七 八 百に て 出で たる 

を、 五 耳 • 長 根 衆 右の 方へ 廻り、 在鄕を やき 立てて 通る。 璺後 これ をみ て、 先方へ り 

を 取る とみえたり とて、 足輕 三人 つれてみ きりの ために 押出す。 小 幡左衞 門 云 はく、 

璺 後が 働の 體、 長 根 衆へ り をと る をみ て、 其の あとへ ものみに 行き、 一 手可レ 仕と 存 

ぜら るるとみ ゆ、 これ をうた せて は 如何 也と ての りつく。 上 總介も 兵 をよ せり。 その 

ごとく 畳 後 鐵炮を 二つうた せ、 三 放め に 刀を拔 き、 敵の 內 へのり こみ、 弓 取 二三 人 * 


りころ ばし、 三人の 足輕に 高名 させたり。 是れ 旗本の 撿使 をうた せ ざらん と、 小幡上 

總介等 兵 をす すめた る ゆ ゑ 也。 璺 後の 吉 光に て、 長 f 我 部が 千 石 權兵衞 をうた せじと 

兵 をよ せて、 嫡子 彌太郞 打 死いた しぬ る も、 撿使 をうた せじとの こと 也。 

師曰 はく、 佐々 成 政 末 森 を 攻めけ る 時、 前 田 利 家後實 ありけ るに、 七 尾の 械に高 畠 

織 部 • 長 幷に中 川宗半 有, 之て、 末 森 急に 及び ぬれば" 兵 を 出して 可 二 遮 打 1 や 否やと 評 

カラ ス ヌ 

定 ありけ るに、 中 川と 高 畠と は 七 尾 大切の 事 なれば 不レ可 レ出レ 兵と 云 ひ、 長 は 眼前に 

味方 をうた せて 後資を も不, 致 は 武士の 本意に 非ず と， 兩 端に 異論 ありて、 長つ ひに 

人數を 出す。 兩人は 城 を機づ かひ、 又は 成 政が 武威に も 辟易 やいた しけん、 不， 出し 

て やみぬ。 長が 人數 出で ける 時分に、 利 家 旣に末 森の 後卷 あり。 成 政が 兵 城外 坂 下の 

擧木 戶を攻 破りて、 內の 木戶ロ へ 人數を いれ、 あとのし ぼり 戶を 下し 置きた る 所 へ 、 

利 家の 兵 行き かかり、 木戶 口にて せり 合 あり。 成 政が 兵 城 を 後に してせ り 合 ふ を、 K 

<? 七厲 一至-^ 森 I 七 Kj 

道に て 見、 七 尾に て 長 詮議の 內に、 さて は後卷 もお そくな りぬ， 武士の 本意 を 失へ り 

とて、 路 次に てもと ゆ ひ を 切って、 隱遁 蟄居の 身と なりなん とせし を、 利 家き いて 大 

に 其の 志 を 感じ、 可, 有し わざに あらず とて、 S ねて 喚 出された りと 也。 すべて 互に 


二) 名は義 

久、 初め 修理 

大夫、 後に 陸 

奥 守、 制 まし 

て ^伯と 云 ふ。 

弟 兵 庫 守 は 名 

は義 弘、 中番 

郎 ち 中 務大轄 

は 名義 家 とい 

ふ。 (武家 事紀 

卷第 十四に 據 

る) 又 人名 辭 

典 は 中 害 を « 

久に 作る、 こ 

れが 正し かる 

ベ し。 次 一!* に 

資久に 作る は 

謨 りなるべし 
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堺 目の 域 を 守らん に、 一 方の 城 を 敵の せむ る こと あらんに は、 一 方より 城 を あけて 後 

詰 を 致. さんに は、 あとの 我が 预る 所の 城 心 元な し、 後 詰せ ざらん に は 向 ふの 城 落つ る 

に究 まらば、 その 時の 心得 如何と あらんに、 大方 後责 して 利 を 得た る こと 多し。 然れ 

ども 地形の 遠近、 兵士の 衆寡、 留守居 狨、 堺 目の 械の取 所、 その 大將の 心得に よるべ 

ければ、 一 概に 論ずる ことかた きこと 也。 能く 究理して 其の 宜に 可レ順 也。 

師曰 はく、 肥 前 有 馬の 內、 島 原に おいて、 龍 造 寺 高 信、 有 馬 修理 大 夫と 相戰 ふのと 

き、 有 馬 初めは 大 友に 屬 しけれ ども、 大 友が 弓矢 次第によ わりて、 ややもすれば 高^ 

にせり つめられ、 度々 危 きことの み 多 かりければ、 此の 時 島 津に屬 して 加勢 を 請うて. 

島 原に おいて 無二の 一 戰と志 ありき。 ここに 島津 ^ 伯、 家臣 新 納武藏 守 を 招きて、 此 

の 度 有 馬への 加勢、 當家與 敗の かかる 處也、 いかが あるべき、 誰 をか大 將に定 むべき 

と ありければ、 武藏守 申しけ る は、 同じ 御兄弟 なれ ども、 兵 庫 頭 殿 は 耳より は 目の 大 

膽 なる 人 也、 中 書 殿 は 耳より は 目に 見て 物 を あなどらぬ 人な り、 此の度 高 信 二 萬の 著 

到に て 出馬と きこ ゆ、 有 馬 はわ づ かに 四千の 人 勢な りヽ 此の方よりの 御 加勢 も 四千に 

候へば、 戰を しめてい たす 人に てあら ずん ば 大事に 存候、 中 書 殿 はきいて は 大膽に 物 


を 押し あなどる 人 なれ ども、 見て 大事に かくる 人な り、 是れを 被, 遣 然と 申しけ る。 

龍 伯 も 是れに 同じて、 則ち 島津 中務大 輔責久 を大將 として 加勢 を發 しける が、 新納が 

申せし 如く 大利を 得て、 隆信を 打 捕りに けりと 也。 新納が 始終の 云 分、 尤も 其の 理を 

得たり。 

(二)  さった 

に ヌ^ 條氏 師曰 はく、 武田信 玄と北 條家駿 州薩埵 山に 對陣、 正月 十八 日より 四月 ±！ 日 迄 九 卜 三 

康 • 氏 政な. 5。 

日の 對陣 に、 日夜の せり 合 あり。 一 番 より 十 番迄、 軍功に 足輕を かけたり。 跡 部：^ 炊 

助番に 當 りたる 曰、 敵 松 田に 押 立てられ、 二 町 斗り 敗北、 その上く ひ 留めら るるに 付 

きて、 信玄 馬場 美 濃に 命じ 玉 ふ。 馬場が 兵ゎづ かに 百騎 斗り にて は、 跡 部が 三 斗り 

の あとへ は 如何と ありて、 內藤 修理亮 に ゆづる。 內藤、 あの 如くき ほへ る 敵 は 馬場な 

ら ではと 辭退 に付き、 馬場う け 取りて 行く。 大炊介 は 足 並に て 早々 引取 候へ と 命ぜら 

れ よと 云 ひて ければ、 則ち 百足の 指 物の 衆、 その 通り 申し わたす。 馬場 己れ が 兵 を 三 

つに 分け、 一手 は 敵に 向 ひ、 跡 部 足 並に て 引く を 敵 付 來るを * 下り 布き てうけ とる。 

一 手 はわき より 橫筋 かひに かかり て 弓 鐵炮を かくる ゆ ゑに、 松 田が 二 千 五^ こと.，^ 

く 崩る e 一  手 は あと そな へに て、 備を 全くいた し、 二の 木 戶迄押 込み 引取る。 馬場 一 

士談八  ニニ 五 


ばな き！）" 《 の 一事し のと 年つ し 文^ 據事 人^^ 氏 もしの 兵 杉 三 二 
しら 物て 折 こに 紀 、^里の ごと 十の る 紀勝を 以^ ほ 武家 も憲 年^ 
とざ 色^ 節と は 卷但戰 ^北 す 五 こ レ^す 夜て 八む 州 臣以政 W 
出！） さた 細な つ 第 しな HAS 永 年と 但 第べ! » 上 干 。河の て 八 バズ 
づけた' な 雨く じ 二 武る弘 氏^ を はし 六 武し 杉の 北 越 守 北 萬 、文 
れかひ 'ふ 、ff 、十^べ とぼ 七 止 人 夜に おての 兵條 城り 條の上 十 
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代の ふか 入 也。 面白さに 我れ を 忘れた ると、 內 藤への 會釋 也。 武 田の 弓矢 ffi 上に のぼ 

れ りと- 信玄 評せられ ぬと ぞ。 人 衆の あっか ひ， 尤も 理に あたれり。 

師曰 はく、 近代 大合戰 は とだえて 無レ 之。 河. 中島 • 味方 原な ど は、 互に 一 ず：： の 上の 

人 衆に て、 白 晝 に 敵 味方 出合 ひ、 山川の 便り 土手 • 柵の 要害な く、 いつはり だます こ 

と あらず、 心替 りうら ぎりの たのみな く、 尤も 互に 一 將は兩 より 出合って 賞 否の 勝負 

を 致す、 是れ大 合 戰と云 ひつべし。 近く は 濃 州關ケ 原の 一 戰、 天下 わけめの 大合戰 と 

云 ふべ し。 其の 外 はまことの 大合戰 と は 云 ひがたし。 川 越の 夜 軍 は 八 萬と 八ト となれ 

ども 夜^ 也。 姊川は 雙方兩 大將づ つに て 互に 加勢 ある 軍、 殊に 川 を 便りと す。 義-兀 八：： 

(二) 

戰は 風雨 をた のみ 不意 をうて り。 鴻臺 はつ じ 風 をた よりと す。 尤も 長 篠は武 出方 一 將 

此の方 四將 にて、 信 長 方 柵 を ふり 瀧 川 をう けたり。 尾 州 長久 手も戰 不意に 起れ り。 相 

州 三 增合戰 も 小 田 原 方 旗本 不, 著 以前 也。 いづれ も 大合戰 と は 云 ひがたし。 如， 此所詳 

に 可 二 究理 一也。 . ,/A**、  .1  ；; *，v 養 Is, 、  ： ぶ 

師曰 はく、 前 田 利 家 末 森後卷 のとき、 成 政が 人 衆 二三 千 引き かねて 居たり ける を、 

能くう つと る ものな り、 是非 人數を 出されて、 彼れ に 付けられ 可, 然と 申す もの あり。 


利 家き いて、 成 政戰を 挑む に付き、 我れ 末 森への り 入る とき、 旣に 々が 兵 わざと 引 

色に みえ たれ ども、 餌の 兵なる こと を 知りて 不二 取合； 然るに 子細な く 兵 を 引き かね 

殘 しおく こと は、 味方に わざと 付けさせて 可, 打との 手^なる ベし- 案ずる に、 相殘 

る 所の 兵 は 寺 島甚介 • 牛 介なる べし、 先手より 如レ此 こと を 申し こさん もの は、 若し 

本 多三彌 にて は あらず や、 渡り奉公 を 致す 輩， 己れ が 功 を 立てん こと を 欲して 如レ此 

口才 を 云 ふこと あり、 付けて は あしきと 云 ふこと を 知り、 尤も 付く まじき 利 家な りと 

知りて、 わざと 付けて 見 玉へ と 云 ひ、 若し 付けなん は 我れ 下知して 付けさせ たりと 云 

レケ  めきき  キル 

ひ、 不レ 付ば 我が 目 利の 如く 付けな ば 可 レ有レ 利 もの をと、 他家へ 行きて みやげに いた 

さんため の 謀なる べしと 云へ りけ るが、 果して 寺 島甚助 • 牛 助>  申した る もの は 本 多 

三彌 なりと ぞ。 北 國の事 を しれる 者の 語れる は， 末 森の 後卷の 時、 利 家 • 成 政が 陣の 

ル ナ I" 橫 山山 城守覺 書 

間 相 へだたる こと 一里 斗り なり、 此の 說 不二 分明 一也と、 但し 利 家父 子 末 森へ 入り、 利 

家 は 本 城 >  利 長 は 二の 郭に 入らる る 時、 成 政が 兵 三千 斗り かへ りぜ めの ために 巡撿し 

て、 械ぎ はまで 押しよ せ 引き とれり。 此の 時 本 多 三彌利 長に 相談して 可， 付との こと 

ありけ る を、 利 長 則ち 利 家へ 申されて ける ともい へり。 
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2、)  0 師曰 はく、 尾 州 長久 手の 役に、 高木 主 水 正 性 順と 內藤四 郞左衞 門と 兩人、 武者 奉行 

この 事^ 

十 を 承りて 御先へ まゐ りけ るが、 內藤は 早く 歸り てけ るが、 今日の 御 合戰御 敗： 本 也、 早 

Id- 御馬 を 入れられ 可レ 然と 申 上げけ る。 高木 は 白 母 衣の 者と 出合 ひて、 戰に手 問 をと 

り、 是れを 仕付け 打捨 にして ける。 其の 事に 手間 入りければ 遲く來 る 也。 而 して 早 

早 被, 寄，！ 御 人 衆 然、 御 合戰は 必ず 御 勝利と 申 上げたり。 兩 人の 申 上様 相違な り。 

(二)  i 內藤は 味方 御先 勢 敗軍 をみ て歸 りければ、 右の 如く 申 上げぬ。 高木 は 敵の 下よりか さ 

ゥ き 

へ 追って 上り 來るを 見ければ、 速に かさへ 御 人數を 出されて、 敵に 見切られず 寄り か 

け 玉 はば、 必ず 御 勝利 也と 兒 てければ、 諸人の きく 所に て 必ず 御 勝利な りと は屮 上げ 

たる 也。 此の 時 高木が 馬の くたびれ たれば とて、 御馬 を 賜うて けりと ぞ。 

或 人 云 はく、 味方 先 勢大に 敗軍 を 見て、 御 旗本に おいて 本 多 佐 渡 守 これ を 兌て、 

(一 一一) ^馬 法、 

御 敗軍 無， 疑、 速に 御馬 を 入れられ 可レ 然と 申しけ る內 に、 內藤 四 郞左衞 門 来りて、 

レ おと あ るに  シル 

第 * は  先 は 御 ^也，^々 鄭焉 をよ せられ 可 x 然と 云 ふ。 佐 渡 守是れ ほどの 御 敗軍に と 云 ひ 

鑭章 時の 乾  (I 一一) ラ - 

^れ^  ければ、 內藤 怒って、 國 政不， 入レ 軍と 會釋 して、 彌，' 御馬 をい そがし め、 而 して 御 

ばな b  傍へ より 申しけ る は， 御馬 をよ せられば 十に 一 の 御 勝 也、 このまま 引取り 玉 はば 十 


に 一 の 勝 もな く * 必ず 御 敗軍と 見 まゐら せたり と 申しけ りと 也。 是れ は渡邊 忠右衛 

門 先にて 內 藤に 此の 事 を 示し合せ たる ゆ ゑな りと ぞ。 

師曰 はく、 朝 倉 能 登 守 は 北 條左衞 門 大夫氏 勝に 暴して 山中の 城に ありけ るが、 傍へ 

の 人に 談じ ける は、 今度 小 田 原 方 萬 事の 作法 皆 逆な り、 必ず 此の度 滅亡うた が ひなき 

はし じろ とりで . 

こと 也、 その ゆ ゑ は、 山中 は 端 城の 取 出なる に、 歷々 の 侍大將 勇士 ども をス， れ おき、 

ことに 御劎 など を 賜 はり、， 人 皆 必死の 思 をな さしむ * 尤も 以て あやまり なりと 云 へ り 

けりと ぞ。 果して 山中 落城して、 小 田 原の 作 略 ここに 盡 きぬ。 よくこと わり をつ くせ 

りと 云 ふべ し。 

こ ぐち 

師曰 はく、 高麗 陣の 時、 島津が 番手 を 置きし 泗 川の 城に て、 虎口ぎ はの 矢 窓の 切樣 

を 詮議 ありけ るに、 その 比 朝鮮の 目 付に 參 りたる 垣 見 和 泉 守 は、 あげて 高く きるべき 

と 指 阖 あり、 長 曾 我 部 元 親 は 腰 通に さげて 可レ I と、 兩 方の 中條 異議 あり。 元 親 云 ひ 

ける は、 あげて 高く きらば、 寄來る 敵の 頭 をう つべき や、 たださへ 鐵炮は あがりよ き 

ものなる に、 あげて 切りた らん 矢 間 は 用に 不レ 可レ 立と 云 ふ。 垣 見 云 ひける は、 矢 窓 さ 

がらば 外より 內 みえて あしかり なんと 云 ふ。 元 親 申さる る は、 敵 近くより ては內 はみ 
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えざる もの 也， 遠くより は內 もみ ゆべ し • みえて 不レ苦 也、 近より ては內 みえず して 

打ちよ きもの 也と 云 ふ。 此の 儀可レ 然と ありて、 矢 窓 を さげて 腰 通に 切りたり と 也。 

師曰 はく、 朝鮮 征伐の 時、 加賀 衆と 大權現 御家人 衆、 名護屋 において 水 汲 論 ありて 

事大に なり、 雙方人 衆 出合 ひ、 旣に鎗 の ほさき を 合す 斗り のこと なりき。 人々 皆事不 

意より 起り ければ、 騷 動いた せり。 服 部 半 藏足輕 どもの 火 繩に火 をつ けさせ、 一方に 

備 へしめ て、 事に ならば 則ち 打拂 はすべき 摸 様に いたし、 其の 身 は その 場へ 出で て 取 

扱へ り。 成 瀨隼人 其の 比 は 小 吉と云 ひて 未だ わか かりし が、 其の 時の ふり 見事な りき 

加賀 衆に は 富 田 越後い まだ 小身 なれ ども、 人數 をつ れ兩の 問の 川 を こし * 水く み ろん 

の ありし 中 筋 を考へ 、大權 現の 御 幕下の 通り へ 橫すぢ かひに かかる 如く、 小高 山に 兵 

を Si へたり となり。 大權現 仰せ ごと ありけ る は、 成る ほど 云 ひな だむべし、 それに 同 

心な からん に は、 ことん \ く 可 ニ打果 一 旨 ありし とぞ。 

師曰 はく、 織 田 信 長の 時、 柴田勝 家と 坂 井 右近と 兩人軍 奉行 をいた し、 弓矢の 儀兩 

人 萬 事 指 引 也。 ここに 蜂 屋兵庫 頭を兩 人の 中へ 可 レ被ニ 指 加 1 と 命ぜら る。 蜂屋は 武功 

拔群 下の 者 なれば、 兩 人の 中間へ 入れら れんこと を 如何と 兩人 存じければ、 蜂 屋を指 


加 へられん に 於て は、 兩 人の 役儀 を 可 こ 指 上 1 とのこと 也。 信 長き き 玉 ひ、 是れ ほどの 

事は兩 人の 合點も 可レ參 ことなる に、 不ぃ然 は 不審な りと、 使 を 以て 命ぜら る。 兩人猶 

ほ 以て 辭 退に 及ぶ。 信 長不レ 得, 止して 其の ゆ ゑん を演說 ありけ る は、 蜂屋 こと は兩人 

と 同じ 武功の ものに は不レ 有、 され ども、 諸事 口才 ある もの なれば、 先き にて 兩 人の 

內 一人 かへ り て 申 上げ ざれば 不レ叶 ことの ある も の 也、 又兩 人と もに 一 致に 分別のお 

つる こと も あるべし、 其の 時 蜂屋を 加へ て 旗本へ の 使に いたし、 叉 は 分別の 異見 を 問 

ふに、 其の 便 ある 事な りと 命ぜられければ、 兩氏 其の ことわりに 至極して、 兎角の 御 

返答に 不， 及け りと ぞ。 

n) 平家 物 師 嘗て 談 じて 曰 はく、 去る 比、 琵琶 法師の 藤 戶を云 ひける に、 源義 經院參 して 西國 

語卷 十に 出づ。 

& 0 へ 下向に、 相伴す る 所の 人々、 畠 山 重 忠* 和田義 盛， 小山 朝政 ニニ 浦義澄 • 土肥實 平 

り  等、 末の世に は 一人 出生す ると も當 千の 勇士と 云 ひつべき 輩の、 相なら びて その 時代 

に 多 くものする こと は、 時の 命な り や、 又 時の 武將の 法に よる ことに やと 案ずる に、 

彼の 國家 昏亂 して 忠臣の あるた めしと 云 ふべ し。 然れば 元曆の 古に 不レ 限して、 近く 

は武 田信玄 • 上 杉 謙 信 • 織 田 信 長 • 畳 臣秀吉 • 大權 現の 御家人に 至る まで、 その 比 名 
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ある 臣下、 古に たくらべ て 更にお とるべき に 非ず。 是れ 世に 事あって、 功 を 立つ るに 

時 を 得れば なり。 而 して 戰國に は 功臣 多くして、 治國に は良臣 まれなる こと、 世 以て 

然り。 是れは 一時の 功 を 立て、 一旦の 謀 を 廻す こと はなり やすくして、 久しく 守りて 

道 をた だし 義を 行って、 天下に 大道の 立つ が 如くなら しむる こと は、 甚だ かたければ 

也。 されば 戰勝 易 守 レ勝 難く、 始を愼 むこと は 易く 終 を 全くす る ことのな り 難き ゆ 

n) 耮太宗 ゑなる べし。 治國 なりと 云へ ども、 上に 名將 あって * 治 道 を 求め まことの 太平 を 欲せ 

の 功お， 光^  m  (二) 

0^ んに は、 守 文の ほ 亦な きに 非ず。 堯舜の 良臣、 周の 亂臣、 唐の 太 宗の魏 徵* 房玄 齢が 

師 たぐ ひ、 皆 以て 守 文治 國の 名臣 たる は、 人君 天下の 治 道 を 究理す るの ゆ ゑな り。 昔趙 

(-0  Fi^.-^  (一二)  ムヲ- 一  シノノ  スル  レ-ー セン P- ヲ タリ  ヌハ 

平原 君 求-! 救 於楚ー 平原 君 約 二 其 門下 食客 文 武備 具 者 二十 人與ぃ 之倶ー 得 二十 九 人 一 餘 

ヒる  シ キル  マウス 中 ラム  二  〈クレ  ルハニ  へべ シ  ルガ -にソ 

無， I 可， 取 者； 毛 遂自蘭 二 於 平原 君； 君 曰、 夫 賢 士之處 1 世 也、 譬 如 H 錐 之 處二囊 中 一 其 

杜 如^と 共に  ドコ。 二 ハル  ル r  ノ--  ナリ ダラ  ク  レ  キ  スル 

m、 末 立 見、 今 先生 處-- 勝 門下 一 三コ 年於此 -矣、 勝 未レ有 レ所レ 聞、 是 先生 無 k 所レ有 也、 

»BO>SL£T、  ハク  チ  フ ラン r ヲ 二  メバ ハヤ ク  ルヲ  ニチ  メデ リシナ ラン ニノ  ノ  〈パル 

毛遂 曰、 臣乃今 曰 請， 處， I 襄中 1 耳、 使- 1® 得 &ニ襄 中； 乃 穎脫而 出、 非 U 特其末 見 

相と なる。 賓  チ  -I ル -I 

客數千 人と 稱 而已； 平原 君 乃與， 之倶 至, 楚と史 記に 出で たり。 是れ人 皆 さかし き 才知 あれ ども、 こ 

せらる" 史記 

お 七 卜. ^こ 出  ラ 

れを 知る の 量 我れ に そな はらざる を 以て、 不レ 知して やみ、 しられず してす たれる の 


(EI) 名は弘 

就、 備中 守、 

治 部 卿、 從三 

に敘 せらる。 

始め 喪瘵道 三 

及び 龍 興に 仕 

へ、 後 織 田 及 

び豐臣 家 に 仕 

へ 功 あ. 9、 晚 

年 高野山に 入 

.9 出家す 


(五) 名は數 

正、 初め^ 康 

に 仕へ 軍功 多 

かりし が 後 秀 

きに 仕 ふ、 爲 

に 評判よ ろし 

* らさ り. *u 


S  (次) 

日 根 野 法 印 弟の 彌ー 一 右衛門と 兄弟 同じ 陣屋に ふして 居た るに、 外さ はが 


み の こと 多き 也 

師曰 は/ 

しく 物音の いたせば、 彌次 右衛門お き あがり 早 や 物 具 を かたむ。 法 印、 外にて 音の た 

I か- Q 

かき は 如何き き 玉 ふと 云 ふ。 彌次云 はく、 夜 討 ごさん なれと 云 ふ。 法 印 我れ もさ こそ 

ききつ と 云ふ內 に、 彌次 は鎗を 取りて 出で たり。 法印靜 におき あがり 鎗を 取りて、 彌 

次 右衛門 はと 近習の 者に とへば、 早 や 御 出と 答 ふ。 法 印き いて 不, 入 事 を はやられぬ 

る • 多分 は 手 を 負 へるべし と 云へ る 所へ、 彌次 右衛門 歸り てければ、 替る こと は あら 

ざる やと 法印尋 ぬ。 先にて 夜 込の ありし が、 早 や 事す みぬと い へり。 法 印 云 はく、 不 

レ入 こと を 仕られたり、 手 は 負 ひ 玉 はず やと 問 ひければ、 少し 手 を 負 ひぬ といへ りと 

也。 曰 根 野 事 度々 の 功お ほく、 事物に なれて ければ、 自然に 其の 言行の 法に かなへ る 

事 多 かりし と 也。 後に 法 印 こ の 事 をい へる は、 物音の 響に、 天に こた ふると 地に こた 

ふるとの 差別 あり、 地に ひびく は 皆實事 也、 天に ひびく は 皆虚事 也、 今夜の 物音 は そ 

らに ひびきて ければ、 事 必ず 實 ならざる とい へりと 也。 

{ で ) 

師曰 はく、 石 川 伯耆守 常に 戰揚 において 一 番に すすみ 出で、 諸人に さき 立ちて 備の 
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下知 をいた せり。 或 人の 云へ る は、 軍將 兵士に 先立ちて 戰に のぞみ 玉 はんこと は、 甚 

だ危 くして 宜しから ずと 云 ひければ、 石 川 云 ひける は、 戰の法 を不, 知者の 如, 此 不審 

(も 一の) 怪しき は あるべ き 也、 凡そ 軍 は あやかし なる 者に て、 足輕 せり 合の 時に 早く 先 を不レ 取ば 始終 

の 勝に なりに くき もの 也、 二 段 三 段までの 戰は 大方な き 也、 一 の備 やぶれて は、 二の 

備にても りか へ し 勝 をな すと 云 ふこと は 大方 は無レ 之、 故に 備の 様子 先 を 取る の 心得 

を 見切って 下知いた さ ざれば、 勝敗な りが たし、 その 下知 を 致すべき 輩 は、 人 多し と 

云 ひても、 其の 大將の 下に 一人 か 一 一人なら ではなき もの 也、 故に 我れ 常に 先立ちて 見 

切 をいた し 指 引 をな す は 此の 故 也と かたれり とぞ。 案ずる に、 弓矢の 功、 才に淺 深 あ 

り、 なる る を 以て 功 ある は、 皆 まことの 知に あらず。 されば 石 川が 云へ る 如くなる は、 

三 • 尾 • 遠の 問の 戰 になれ て、 その 功 を 以て 云 へ るの いひ 也。 何 ぞ戰に 二三の 勝な か 

らん や。 唯 だ 一 片に 心得て、 備を 立つ るの 要 を不, 知が ゆ ゑに、 如, 此のい ひ あるな り。 

陣の制 備の法 を 具にす る 時 は、 前後左右 各 >陣 法 あり。 然 らば 戰に 二三 を 持つ こと は 

古 來の法 也。 先き 一重の 勝敗に て、 おして 二三の 戰 なしと 云 はん は、 皆 是れ陣 法を不 

レ 知より 事お これる 也。 人の 物語 をき き 先 覺の論 を 得ても- 今日 能く その 事物 を 究理 


せ ざらん に は、 却って まど ひと 成る 事の 多 かりぬべき 也。 

師曰 はく、 或 人の 云へ る は、 那須の 屋形を 臣下 某と 云 ふ もの 逆心の こと ありて 弑せ 

しに、 內々 其の 不義の 事、 人々 いぶかしく ありて ければ、 其の 日に 屋形を 成し まゐら 

せんと 沙汰の ありし に、 諸士寄 合って、 如何 無二 心 元； 若し 不意に 弑 しま ゐ らせん こ 

ともこ そと、 各ノ 評定 ありければ、 その 內の 老臣 謀 ある も のの 云へ る は、 少しも 不 

シ カラ  キノ 

レ苦； J となり、 、七 易く 出御 ありぬべし、 その ゆ ゑ は、 如い 此 時分 謀 を まう け 人 を 殺す に 

は、 樂屋と 云 ふ； JLJ- の 古より ある こと 也、 其れ は 人 衆 を かくし 用意 を まう け 置きて、 

不意 をう つため 也、 今度 彼れ が 成し まゐら する 様子 を考 ふるに、 何方に も 人 を かくす 

べき 處も なく 家 もなければ、 何程 逆心 を 企てても、 聊か 氣 遣なる こと あらず、 然れば 

謀の 可レ 調よ しなし と 云へ り。 諸人 尤もと 同じて、 つ ひに 屋形 出で 玉 ひぬ。 彼れ さま 

ざまの 饗 應猿樂 まで 事す まして、 無, 程 夜に 入りて ければ、 何方 ともなく 大軍 不意に 

あつまりて、 遂に 屋形を 失 ひま ゐら せぬ。 是れを 右の 謀臣 申しけ る は、 物 ごと 偏に 心 

得べ からざる こと 也、 我れ 初め 樂屋と 云 ふこと なくて は 事な りに くきと 云 へ る も * 古 

より 人の 云 ひおける ためしな り、 しかるに 大事 を 催さん もの は、 近所に 樂屋を 不レ致 
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とも、 人. の不, 知 遠方に 樂屋 のまう け をいた し、 兵士 を あつめ 置きて、 而 して 時刻 を 

はかりて これ を あつむる、 是れ 則ち 謀 也、 偏に 心得て その 場に 樂屋 なき を 以て 氣 遣な 

しと 云 ひし ことの 謀の あさく こそ、 されば 件の 惡臣が 兄弟 二三 里 へ だ たれる 處 にあり 

しに、 彼れ と內 通して 兵 を 招け ると ぞ。 

師曰 はく、 天 正 十八 年 小 田原沒 落の 時、 ふたご 山の 下の た ひらに 大權現 御 本陣 を 

すゑら れ、 その 夜 は 一 方に 小 塚 を かたどり 一 方に 御鎧櫃 をお きて * 上に 戶板を 一 一枚 わ 

源 五左^門の 兄、 その 比暫し 御座 をな ほせ.^ とぞ 

たして 御 休息 あり。 御 傍に 大河 原と 云へ る ものの そ ひぶし いたしけ るが、 その 比 未だ 

(添 臥) 

十五 六 歲の童 形 也。 夜中に 俄に さわぐ ことのき こえければ、 大河 原寢 耳に 物音 入りて、 

ふと 起きけ るに、 戶 板に あたりて 戶 板の がた と 落ちければ、 彌， 'さわぎて、 急に 御前 

をお こし 奉りけ るに、 大權現 仰せに、 何事に あはた だしく 用 ありげ に 物す るぞ、 汝等 

は若辈 にて、 物の わかち も不レ 知なる べし、 如レ 此の 夜中 騷動は 折々 ある こと 也、 敵の 

出で たるせ り 合の あると 云 ふに は" 鐵炮の 音、 弓の つるおと などの きこ ゆる もの 也、 

我れ 先に 目 さめて きくに、 何となく 人 音 斗り いたせり、 是れ馬 を 取り はなす か、 下々 

の 口論 鬪諍 などに てこ そ あらめ、 氣 遣なる ことに 不レ 有と w せ ごと ありて、 戒め 敎へ 


玉うて、 御心靜 に御寢 なりに けりと ぞ。 

師曰 はく、 大權 現^ 時、 本 仁 房と 雙 桂に 象 棋を被 二 仰 付 一て 上覽 ありけ るに、 已の時 

斗り に はじまりて、 近臣 ことん \ く あつまり 見物す。 本 仁 房 利 運に なりて、 雙：^ を 唯 

だ 一手にて つむる 斗り に 致せり。 雙桂 案じ ゎづら ひて、 一手にな りて 不， 果、 見物の 

御家人 いづれ も、 外に 手の あるべき に 不レ有 なれば、 雙 桂が 負なる に、 何事 を 如， 此久 

しく 案ずる にやと つぶやく。 公 も 御 退屈 ありて、 先づ 御行 水に ものせ させ 玉うて、 又 

上覽 あれ ども 不, 終。 旣に晚 日に 及びければ、 御 膳に 入らせ 玉 ひて 後 又 渡御な りぬ。 

日 已に暮 にか かると い へ ども、 雙桂刖 の 手 も不レ 出の 間、 今日は 暮る べし、 本 多 上野 

介 所へ おろし • 明日の ことにい たさせよ とて、 入御 あらんと ありし を、 雙柞 しばらく 

と 申 上げて、 ひた/ \ と 三十 手いた しかへ し、 一度に 本 仁 房 をつ めて けり。 大權現 興 

シノ  力 ラフ 

に 入らせ 玉うて、 天下の 事 皆 如 レ此、 何事 も是れ なん 極まりと 不 レ可レ 思、 たれがみて 

も、 大方の もの は 皆、 つまりた るに 不レ入 事 を 致す と 云 ひもし 思 ひもした るに、 三十 

手 斗り 忽ちに いたし かへ して 彼れ をつ めし こと は、 物の 上手の 工夫に おいて 一片に お 

とされざる 爲師と 云 ひつべき と、 上意 ありけ ると 也。 大坂 御陣の 前、 駿河 にての 事な 
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りと ぞ。 

二).  ，  .  (5 

師曰 はく、 薩摩中 將忠吉 卿、 稻富 一 夢に 鐵炮を 御相傳 あって 其の 術 をつ くし： 土 ひけ 

れば、 一 夢旣 にかへ り 起請まで 奉りぬ。 或 時 烏 をう つに、 なにと しても よせ ざり し を、 

一夢 飛脚の ものの 往來 仕る が 如くみ せて、 鐵炮を かたげ 文箱 を ゆ ひつけ 通り、 うしろ 

より 打 留めけ る。 此の 打樣御 稽古の 上に 無, 之 事 なれば、 相傳 ありた きとの ことに 付 

きて、 則ち 其の 法 を 申 上げけ る 時、 旣 にかへ り 起請まで 事す みて、 是れ をの こし 置き 

たる ことの 如何と 仰せに 付きて、 一夢 申 上げけ る は、 全く 殘し 申す とのこと に 非ず、 

それまで は 工夫の なかり しに、 烏の よせざる に付き. て、 工夫 を 致して 如, 此 なりと 云 

へり。 如レ 此の こと 度々 にて、 かへ り 起請 を 數十枚 奉りに けりと かたれり とぞ。 是れ 

は藝 に付きての 術 也。 すべて 何事に も その 事物 を詳 にき はめんに は、 其の 極り 大方に 

して はっくされ 不, 可 こと 也。 

師曰 はく、 源 君 放 麿の ために 未明に 出御 ありて ける が、 俄に 用 所 を かなへ させられ 

ん ために や、 十 町 斗り 過ぎて 立 か へらせ 玉 ふ。 然るに 跡の 御門 は 立ちぬ。 可レ 開の 旨 

仰せ ごと あり けれども- 番の もの 不審に 思 ひける は、 只べ r 御 出 ありて 急に 只今 御：！ t り 


あるべき 子細な しと 云 ふ。 未だ 暗 かりければ、 番人 火 を 以てよ く 御前の 御顔 を a て、 

おそれ 入りて 是れを 奉い 入け りと ぞ。 此のつ とめ を 奇特な りと 思 召しければ、 則ち 御 

袷 を 賜 はりけ りと ぞ。 如 レ此事 その 主人の 好惡 に付きて 云 はば、 皆 私に 陷る べし。 詳 

に 究理 ある を 以て、 其の 實を 究め 玉 ふと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 蒲 生氏鄕 その 比の 伯樂 こつ ひらと 云 ひける 者に 尋ねけ る は、 馬の^き は 

前 を 取る ゆ ゑに 早き か、 とも 足の さばきよ き ゅ灸に 早き と 思 ふかと ありければ、 こつ 

ひら 申しけ る は、 馬 はと も 足の さばき 能き が 早き と存 候と 云 ふ。 氏鄕曰 はく、 我れ 幼 

若より 信 長の 傍に 昵 近して、 目に もみ 耳 にも 聞きぬ る こと 多し、 弓矢の 事 は、 先 を 立 

てられて、 二の 手 を 以て 持ち かへ す こと はなり にくき もの 也、 只 だ 先 を 第一と 致す こ 

と 肝要 也と、 信 長 卿 常にの 玉へ り。 ここ を 以て 案ずる に、 前足の よくき きたる 馬の 早 

かるべき こと 也と 思 ふ 也と 申されければ、 こつ ひら 謹んで 申しけ る は、 某 はい やしき 

業の 者 なれば、 左様の 高き わざの こと は 不レ存 に 候、 元と 西國の 者に 候が、 船の 往來 

を 見 候に、 前栴 より はと もろに 上手の 鹿 子 を 立て 押 候へば 舟の 早く 候、 前ろ よく 候て 

も.， ともろ の 押 手 かひな く 候へば、 船き かざる ものと みえ 候、 船 も 馬も遲 速の ことわ 
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り は间ー 理 にて 侍る ベ きに やと 返答いた したりと ぞ。 

師曰 はく、 氏鄕 陣屋に て は、 諸 侍に 博^ を ゆるして いたさし めけ りと ぞ。 是 れは陣 

屋 にて 番を つとむる 輩、 ややもすれば ねむり やすし、 博 突 を 以て 氣を いさめ、 夜ね ざ 

る 如くの 戒 のこと なりと ぞ。 博奕 は 人 主の 禁ずべ きこと なりと いへ ども、 時に とって 

は 是れを 用 ふる も、 又 人君の 究理より 出で たる 心得なる べし。 

師曰 はく、 關 ケ原已 前に、 本 多 中 書忠勝 • 井伊 兵 部 直 政、 ともに 天下 わけめの 合戰 

あらば 必ず 濃 州關ケ 原なる べしと 見立てて、 往来に はこの 地 を 能く 兒 分し、 木 道 別 道 

を 具に 考へ心 を 付けて けりと 也。 是 れは關 東より 上る 人數、 伊世路へ かかりて は、 桑 

名 • 鈴 鹿の 山海 切 所 なれば、 往來 なりが たし， 必ず 美 乃路へ かからず して は不レ 可レ叶 

也。 上方 勢 美 濃路を 打ち こして は、 三 • 尾 • 遠の 間 戰の地 すくなし。 殊に 三 • 遠 は 元 

と 源 君の 御 本領な り、 尾 州 は 三 州に つづき、 信 長の 時より 源 君 常に しろしめす 處の地 

也。 その上 人 衆 互に 二三 萬と も 取 出して 相戰 ふべき 地な し。 況ゃ 天下 わけめの 合戰な 

5 しろ 

りぬべき 所な し。 關ケ原 は 古より 大軍 相， 支 ふるの 地に して、 後に 不 破の 關を かかへ 前 

に靑 野原 をう けて、 戰に利 あるの 地な り。 ここ を 以て 兩氏 此の所 を戰 地と 見立てたり 


と 也。 戰は いづかた よりお こり 何方に て 可 レ有も 計りが たき 事なる に、 その 事 を詳に 

究 むる 時 は、 暗に 其の 地 を も 知る に 至れる 事 は、 尤も 難, 有 神 知と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 ここに 一 方の 武將 あり、 身の つとめ 甚だ 武勇 を 逞しく し、 其の 身に 功 も 

つもり 名 も ゆゆしく、 朋友の 交り 君臣の 禮も專 ら禮を 以てすと い へど も、 多く は武の 

つよみ を 本と してさせる 粧嚴 もな く、 聊かつ くろふ 處 なくて 只 だ 有の ままに いたし、 

これ を 衆の くせなら はしと 致し、 世 以て ゆるし 人 以て 貴べり。 此の 人身 まかりて 後に、 

其の 子 父の あと を つぎてけ るが、 父の 擧動を 學んで 事 を すくなく し • 文 をす て 質の み 

を 以てす。 故に 朋友の 交り 君臣の 禮、 ややもすれば 道に たが ふに なれる こと 多し。 こ 

こに 案ずる に、 父 は その 身の 德 たり 功 積んで、 世事 は 人の ゆるしぬ る處 多ければ、 か 

けても 難な かりし に、 その子 德 なく 功 あらず して、 世事 を 推して 棄て、 文章 を なげう 

つに 至る は、 似て 不レ 似處 あり。 是れ 物の ことわり を 詳に不 レ盡處 より 事お こりぬべし。 

是れは 一 事 也。 物 ごとに 不二 究理 1 していと なまん ことに は、 古 を 以て 今に 合せ、 朝 を 

取りて 晚 にっか ひ、 山 を とらへ て 海に たくらぶ る 類 多 かるべ ければ、 尤も 可, 詳 こと 


(1) IC 州、 

(二)  ^c-^、 

今 平 口村。 古 

驟^に して S 

妻 鏡 以下の 文 

* に、 S 路の 

兌 ゆ 

§ 孫灘. 

Ei 分 村 

rw) 武 W 事 

紀卷第 十五に 

よれば、 名 は 

^茧、 父 はは 

じめ 松 井 左^ 

籍靈 と 云 ひ、 

； iU 平^ 太郞ぉ 

忠の 家臣， ^ 

忠 幼少 も 以て 

^代 もっとめ 

功 あり、 後に 

沼^ 城に あつ 

て 北 條氏を 支 

へ し 功に よつ 

て 松 平氏 を 賜 

ふ。 その子 偏 

諱を 賜うて 康 

重と 稱す。 小 


の 養子 忠吉 

(療 讚の 子) の 
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師曰 はく、 岩 城 直 降 法名 は 明 徹と號 す。 その 比奧 州に ての 名將 なり。 武田： ^玄 畫師 

を 岩 城に つか はし、 重隆の 像を寫 さしむ. と云傳 へたる ほどの こと 也。 重隆常 陸の 江戶 

伹馬守 所へ； 5 入の 時分、 その 歸りを 佐 竹より 兵 を 出して 打留 むべき に究 まり、 道の 左 

大 窪と 云 ふ 城に 人數を こめ 相 待つ の 由、 中途に て重隆 きき 付け、 いしな 坂と：： ムふ 所に 

て 芝居に 居る。 家中の 面々 談合の 內に、 いしな 坂の 臺 より 右の 方へ 下り、 濱邊を 打つ 

て 通られん に は、 難所な き 間 可, 然とに、 各-の 談合 相究 まれり。 然るに 重隆、 夫傳 

馬 類の 小 荷駄 をば 濱邊 をつ か はし、 自身 は大 窪の 城に 向って 本道 を 押 行きぬ。 これ 

に 冈 りて 待ち かけた る 敵 も、 不, 思の ことにお もうて、 周章して 出合 ひかぬ。 それよ 

(15 

り 重隆、 本 海道 まご 澤と云 ふ 切 所へ かかりけ る。 かねて 重 降下 知して 云 はく、 城より 

敵 出で て 付く とも、 相圖の 太鼓な くば 必ず 不レ可 二 返 合一と 也。 この ゆ ゑに 敵 はしばし 

ば 付く とい へど も 不一 一 返 合？ 右の 切 所へ かかる 時分に 太鼓 を 打ち、 總軍 もり 返して 大 

利 を 得、 大 窪の 城ぎ はまで 追 打ち 也。 此の 時 佐 竹 は不レ 出して 人數 斗り 出し けれども、 

散々 敗北し けりと ぞ。 重隆 弓矢に 才 かしこくて、 如レ 此の 見切 理に あたれる ゆ ゑ 也。 

師曰 はく、 小 田 原 征伐の 時、 山中 落城に 付き、 こぼれ 者 ども 松 平 周 防 守 乎に 來 りて 


後見たり。 後 

出 二 四 七 頁 ま 

(五) 名 は^ 

成、 もと 三 河 

牛久保 城主、 

信 長弑 せられ 

しとき 鬆河 一！ I！ 

國寺城 を 守る、 

W ケ原 役に は 

秀 忠に從 つて 

上 田 城も攻 む。 

後に 越後 長阀 

城主たり 小 

田 原 役に は 松 

.  平康 重と 共に 

榛曲 輪の 寄 手 

なりし とい ふ 


i) 


颈數百 四 五十 得たり。 然る を 其の 頸 を 道に かけて 通らん と 思 ひ、 是れを 牧野 右馬允に 

相談し ければ、 右馬允 申しけ る は、 はかん \ しき ことに も不, 有に、 雜 人の 頸 を かけ 置 

ルラ  み ぐるし く  シ t 

かんこと は 不レ入 ことなり、 結句 見 苦 布 も ありなん、 只 だ類數 斗り を 書付け 披^- T レ然 

と 云 ひければ、 周 防 守 任 二 其 意 一て けり。 後に、 周 防 守家來 ども 右馬允に だしぬかれた 

る 也、 頸 を 一 々切り かけて 通らば、 太閤 秀吉大 に御感 にも あるべき、 諸人の いさみ も 

可レ 有に、 不, 入 事 をいた せる と 云へ りけ ると 也。 牧野 これ を 偽る にも 不レ 可レ 有、 只 だ 

事物の 究理 薄き を 以て 如レ 此の； J と あるに や。 

師曰 はく、 加 藤淸正 高麗よりか へられ 或 夜の 物が たりに、 森 本 儀 太夫と^ 田覺兵 

衞. 庄林隼 人な どに、 高麗 在陣數 年の 問、 何 ごとに つけても 武功に 成るべき 道筋 を 見 

覺 えたる にやと 尋ねられければ、 いづれ も、 別に 是れぞ 珍 布 事と 存 ずる 儀 もな し、 但 

し 三 ケ條は 珍 布 こと を 今度 心得 候 由 を 申す。 淸正 きいて、 我れ も 三 ケ條の 心得 あり、 

さあら ば 面々 に 入札 を かいて 其の 實否を 可 レ轧と ありて、 淸正 自分に も 事 書して、 則 

ち 面々 のと 見合せられ ける に、 各 * 一致に なりに けりと ぞ。 其の こと を 詳に究 むる 時 

は、 自然に 其の 理に 相當る こと、 尤も ゆ ゑ ありと 可, 知 也。 此の 時の 三 ケ條は 何事に 
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ありし も不, 糙。 或 人の 云へ る は、 兩 山の 谷間に 蘆の しげれる 處 ありし、 其の 山上 を 

押 通れば、 唐人 三人 向 ふの 山上に 居て、 馬 をき りくと 輪乘に 致し、 一 人づっ 段々 に 

乘りま はるを 見、 さて は 相圖の あるに こそと て、 下の 葭蘆を 索め て 伏 を 求めければ、 

內に 伏兵 ありき、 馬の 乘樣 にて 相圖の 致し やう は 珍 布 ことなりと 心得ぬ と 也、 是れ三 

ケ條の 其の 一 也、 自餘 は不， 知と ぞ かたりぬ。 

師曰 はく、 永 井杉 先と 云へ る 美 濃 侍、 度々 の 武功 を あら はせ り。 或 時 敵 小勢に て 川 

を 越して 備 へければ、 味方 一 同に、 よき 打取り もの 也、 いざ 押 寄せて 可レ 打と ありけ 

る を- 杉 先と どめて、 暫 らく 候、 此の 敵 味方 を あざむいて、 如, 此 小勢 を 出して 引き 

かくる にこ そ あれ、 川上に 伏の ある ぞと云 ひて 留めけ るが、 果して 敵 疾に川 を こして. 

竹やぶ を かたどり 伏兵 を 置きて 待ち かけたり と 也。 杉 先い かがして 是れを 兌 知りけ る 

となれば、 前方に 川の 水の 早く にごりた るに 心 付きて、 考へ ける ゆ ゑな りと ぞ。 

師曰 はく、 杉 先 或 時 陣中に おいて、 今夜 は 夜 打の あるべ きぞ、 若き 衆不, 寢に 居ら 

れ よと 云 ひけり。 度々 申す 事の あたりければ、 人 皆 其の 夜 不レ寢 に 居た るに、 夜 打 も 

なくて やみぬ。 あけの 夜 又 夜 打の 可レ 有と 云 ひける に、 人 皆 夜前 も 杉 先が 目 利 だてに 


づに 55^ るに は 部 群 守 名吉衞 てな 親 二 

も 州^と 下 、北 害と をに と as り "一 
委^ 從ぁ 總 下 畠 類 賜^ ィ 1： 稱川 、初 
し 記 所 り 守 野系從 ふ^'、 し 三 逭 め 北 
く卷收 、に 守 豳 系 。下て 、is 俗僧 畠 
出 上の 群 作 一に 圔^^ 姓秀兵 しと 雄 


て不， 寢 にくた びれ たり 今夜の 夜 打 も 亦不， 知 ことよと 嘲りけ る を、 是非 油 斷不レ 可 

レ 仕と 云 ひて おこして 置きぬ。 果して 其の 夜夜 打の ありければ、 人々 油斷 なくつ とめ 

けり。 後に 或 人 如何した る 物見 勘辨の ありと 尋ねければ、 杉 先 申しけ る は、 若年より 

&んで 夜半に は 必ず 出で て 四方の 景氣を 勘へ、 川 あれば 川の 瀨を きつけたり。 敵の 出 

づ べき 時 叉 は 夜 打な どの あらんに は、 景氣 常に か はり、 川の 瀨 ちが ふこと あり、 是れ 

を 以て 知れり とかたれ りと ぞ。 その 事を詳 にいた すと き は、 自然に 物に 通 を 得る 處ぁ 

るが 如き もの 也。 

師曰 はく、 羽柴下 總守內 に、 二 藏三藏 と 云 ふ 弓矢に かしこき をの この ありき。 下總 

守 居城に て 城より 出で て 働の ありけ るに、 引取る 所 を 敵 付けたり。 二 藏三藏 門 S をい 

(下) 

たして ければ、 早く 門の あげす 戶を おろせる を 以て、 敵 を內へ 立て こめて けり。 故に 

敵 引取る こと も不, 成け る を、 下總守 下知して 門 を あけて 引かせて、 不一 一打 取 一 してや 

みぬ。 其の 比 源 君より 近 藤 石 見守、 下總守 所へ 加勢の ために 来り 居け るが、 下 總に其 

の ゆ ゑ を 問 ひければ、 此の 敵 立て こめに あうて 死地の 兵な り、 是れ をうた ば 城 中 人 多 

く损 ずべ し- 彼等 を 打ちと め たれば とて、 戰の 勝敗に なりなん ことに 不, 在と 云へ り 


山 鹿 語類 卷 第二 十九  二 四 六 

とぞ。 石 見守 元より 武功の 勇士 なれば、 下總が 所爲を 感じけ りと 也。 

師曰 はく、  S 田 長 政の 內に、 谷 太 郞左衞 門と 云へ る 度々 の 武功の ありし もの あり。 

長 政 これ を 馳走して、 牢人 分に いたし 養 ひ 置きぬ。 此の 者の かたりし は、 江 州に て 或 

時 城を乘 るに、 鐵炮 にて 肩 を 打ちぬ かれ、 直に 筒 口 を とらへ て屛の 上への り 入れけ る 

(杭) 

が、 城 中 S: の內 にく ひ を 打ちて、 むしろ こもな ど を 引き はり 置きければ、 內に 未だ 持 

兵の あれば ぞと思 ひて 引き か へ しける、 後に 囚人の ありし に 尋ねければ、 人 は 一 人 も 

不レ 居け るが、 唯 だ 手立てに いたせり とかたれ りと 也、 物 ごと を 大方に き はめて は 越 

度の あるべ ければ、 具に 可レ考 こと 也と 谷 云へ りと ぞ。 同人の 云へ る は、 敵より は 味 

方に 目 を 可, 付 也、 たと へば 一 人出で て 先に ふみこた ふる 處へ、 跡より 二人 三人 行き 

,  .  シル  カラク 

付けて 居れば、 初の ものつ よしと 可レ 知、 その 所へ 不, 可, 行、 叉^ 所へ 獨り 出で て 我 

れも ふみこた ふべ し、 少し 斗り こた ふれば、 早 やその 處へ人 あつまる もの 也、 日 比 入 

魂の 方、 主人へ 出頭の 人な りと も、 戰場 にて は 其の 傍へ よらぬ もの 也、 獨立 をいた す 

料簡 あるべし、 手柄の 批判 せんさくの 時分 は、 出頭 人の 方へ よる もの 也と かたれり と 

ぞ。 同人 又 云 はく、 すべて 侍 は 弓 鐵炮の 上手と いはる る こと あしし、 敵狨 などに て必 


附豆或 安 ^ 五 
近^ は 倍き" 
の 境駿郡 
淸黄 東に 駿 
水痫郡 在 河 
か 川 伊 り 國 


(一) 穴 山 梅 

霉な るべ し、 

元と 武田 氏に 

仕へ 亡狨に 際 

し 裏切って 家 

康に從 ふ 

(二) 又、 沼 

城，. 0 云 ふ、 

駭河驟 東 郡に 

在り 

(三) 又興國 

寺 城、 駿河國 

駭東 郡に 在り 

(so 名 は 長 

茂、 牧野 右 馬 

允の 家臣、 右 

馬 允 を 幼少よ 

りょく 輔佐し、 

度々 の笫 事に 

よく 主の かい 

ぞ へと して 功 

あり。 遂に 德 

川の 直 參の列 

となり 越後 山 

城を銪 す。 (武 

家事 紀卷第 十 


ず 火矢 を 射 こみた き、 彼れ を 打ちた て 度き が、 足輕は 進む こと 不， 叶 なれば- 人 指に 

逢うて、 左様の 分の もの をいた す こと あり、 不二 射 込 一ば 心よ からず、 射 込めば 元より 

(捋) 

のこと と 人 も 思うて 賞美 もせず、 其の 左様の 場 は 敵 も 堅く もつ もの なれば- 必ず 詮な 

き 打 死 をいた す こと ある もの 也、 その上 近代 は 侍の 手抦鎗 より 上 は あらず、 故にん 

レム こと を 上手に なりて は 益な しとい へりと ぞ。 

師曰 はく、 織 田 信 長明智 光秀が ために 被, 弑の 時/ 源 君堺御 見物の ために 穴 山 御 同 

-  I  (二)  リレ 

逍 にて 御 こし 也。 此の 時關 東北 條 家の 押 へ に、 三枚 橋に 松 平 周 防 守 有， 之、 是れは 松 

(介 添)  (三)  (SE)  (五) 

平 ％ 太郞 かい ぞへ 也。 高國 寺に 牧野 右馬允、 稻垣平 右衛門 かい ぞ へに 居たり。 淸 水に 

本 多作 左衞門 これ ありけ るに、 信 長生 害の 沙汰き こえければ、 本 多と 松 平 周 防 守 方よ 

り 牧野が 方へ あつまりて、 此の 小勢 を 以て 北條の 大敵 をう けんこと いかが なれば、 三 

つの 械をー つに つぼみて 居り、 關東を 押へ ずして は危 しと 談合 ありけ る 時、 稻垣 申し 

ルカ ラル  ルカ ラル 

ける は、 各-の 御 談合 不レ 可レ然 也、 信 長生 害の こと は北條 家へ も かくれ 不レ 可, 有に、 

il 一つの 械を 一 つに つぼ まば、 關 東より 是れ をし ほに 何様の 手立て あるべき も難レ 計、 

(弱 目) 

是れ 一 つ、 地下の もの ども 味方の よわめ を考 へて 必ず うらが へりすべし、 是れ 二つ、 
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上方より とかくの 御 注進 御指圖 もな きに、 聞きお ぢ して 狨を あけ 玉 はんこと も 如何 也、 

是れ 三つ 也、 ここ を 以て 案ずれば、 前方より 被 二 仰 付 一 たる 處の命 を 守りて、 小 田 原よ 

カラ ク 

り 出 勢 あらば、 これ ぞ忠 死の 期と、 義を 一 途に 守り 玉 はんに は不 レ可レ 如と 云 ひければ、 

各〜 此の 一 儀に 同じけ る。 果して 小 田 原よりの 手立て もな く、 稻 垣が 云 へ る處、 圖に 

あたれり と 也。 

師曰 はく、 牧野 右馬允 所に、 伊賀 • 甲 賀の あぶれ もの ども- 武者修行と 號 して 高國 

ささやき 

寺に 居て ける が、 信 長生 害の 沙汰の きこえければ、 彼等 耳 囁 をいた し 色めく 體を、 稻 

\ 

垣 平 右衛門 見付けて、 右馬允に 申しけ る は、 不, 殘 彼等に いとま を 賜 はりて 可, 然と 云 

ふ。 牧野き いて、 此の節 一 人 も 人の 多き を こそ このむ に、 如何と ありければ、 稻垣云 

はく、 先んずる ときは^ レ 人と 云へ る 事の 侍り、 彼等が 風情た しかに 見届けが たし、 

此の方より 早くい とま を 賜 はり、 妻子 も 無二 心 元 一可 レ存 間、 早々 在所へ か へれと あら 

ば、 彼等 もこ ころよ かるべし と 云 ひて、 つ ひに 暇 を とらせ、 路錢 等まで 沙汰し 與ふ。 

いづれ も、 今度の 儀 なれば、 立留 りて 先途 を も 見届けつ べしと 云へ ども、 達て いとま 

を とらせ、 其の上に 源 君 上方より 御 下向に まゐり あはば、 一 廉 忠節 を 可 レ仕旨 を 誓詞 


せしめて かへ しけりと ぞ。 まことに 不, 入 もの を 留めば、 却って 諸人の 機 を も 失 ひ 惑 

を も 致しつ ベ し。. 早く 知, 機 ゆ ゑと 可： JK 也。 

師曰 はく、 或 人 本 多 中書忠 勝に 尋ねけ る は、 分別 もの 手柄 を 致す か、 無分別 もの 手 

抦 を 致す かと 云 ふ。 中 書きいて、 分別 もの も 無分別 もの も 各 > 手柄 をば 仕る 也、 但し 

分別 ものの 手柄 は、 人 衆 を つれて 大 なる 勝 をいた す ゆ ゑに、 侍 大將の 手柄と しるべし 

無分別 ものの 致す 手柄 は、 鎗 一 丁の 手柄に て、 多く 用に 不レ立 也と 答へ たりと 也。 こ 

(一) 名 は 政 

とわり 尤も 感通 する にたへ ぬべき 答 也。 

城 攻に功 あり、  (二  (二)  ラ 

姊义： 戰に淺 師曰 はく、 坂 井 右近 堅 田の 中 入に 打 死せ し は、 久藏打 死の 後 萬 事 心に 不， 入、 堅 田 

炸勢 こ敗ヒ せ 

の 一 揆、 猪 飼 • 馬場 • 居 初 三人、 信 長へ 屬 せんと 申し こしし， 宗徒の 侍 たれ か 海上 は 

講， T て SR 死せ  キ ク  -- 

しなり 。ス藏 るば ると こえて 堅 田へ 可レ 行と ありし に、 坂 井應, 命じて、 一千 餘の兵 を 引 卒して、 十 

は 政 尚の 嫡子、 

fll^if け 一 月廿 五日の 夜中に 堅 田に 入りて、 その かまへ に 火の手 を あげて 相圖を 示す。 淺井 • 

l\  W で. 71 メ 

く戰 死せ り。  - 

(武 朝 倉 これ をみ て、 時刻う つり 堅 田 を 取り かためられて はこと 大 になり ぬべ しとて =P 

第 十-:) 

^ゝ^ «、 六 曰の 早天に 攻レ 之て、 三 將幷に 坂 井 も 打 死せ り。 坂 井 勇猛の 將 たりと いへ ども、 事 

莉に 在り 

一^^^ の理を 不レ盡 して、 早く 敵に 機 をの まれた る こと、 尤も あやまりと 云 ふべ し。 天 正 甲 

士談八  二 四 九 
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申 尾 州 蟹 江の 城へ 瀧 川 中 入のと きも、 火 を 早く 發 してければ、 つ ひに 取り きられて 瀧 

川 本意 を 失へ り。 すべて 名 ある 武勇の 將も、 ことの 理を詳 にせ ざれば、 かかる 越度の 

ありと みえた る 也。 されば 戰の 勝敗 は不レ 得レ已 のこと わり あり、 可, 致 謀の 圖を 不レ盡 

して 敗 をと る は將の あやまり 也。 たと へ 勝つ と 云へ ども、 實とは 云 ひがたし。 

師曰 はく、 醫： 臣秀 吉中國 退治の 時、 村上彥 右衛門 船 手の 案內を 承り、 淺野長 政に 

被， 一指 添 1 ける。 長政備 前の 兒島 を資 むべ しとて， 小島へ あがりこれ をう かが ふ。 村 上 

も 手 船 一艘に て 同道し、 しわく よ リ下津 井の浦まで 行き、 山へ あがり 小 嶋の樣 子 一見 

の處 に、 敵 大勢 打 出で ぬ。 村 上申し ける は、 船 は 睦と替 り 急に のりに くき 物に 候 間、 

先づ 船に のり 玉 ふべ し、 跡 をば 某に まかせ 玉へ とて、 長 政 を 引立てて 船に のせて、 そ 

の 身 は あと を 取り しづむ る處 へ、 敵 二三 百 斗り 打ち かかる。 村 上 山 影 を かたどり ゎづ 

かの 手勢 を 待 伏に いたす を 見て、 敵 も かからず、 少々 かかる 敵 は 皆追拂 つて 船に のり 

ぬ。 しかる 處に敵 追々 來り けれども、 船と 陸との ことなれば、 別條 なく 引きと りぬ。 

此の 事秀吉 にき こえければ、 船 手の あいしら ひ 神妙な りと あって、 感書 幷に冑 羽織 を 

賜 はれり と 也。 


師曰 はく、 關ケ 原の 時、 秀頼 方の 船 手 村上彥 右衛門 • 菅 野 右衛門 は、 九月 十二 日の 


( 一 ) 物事 を 

よく 心得て 巧 

なる 人 < 


(二) 河戶と 

害く、 美港 海 

凌 郡に あり。 

钧野も 亦 同じ 

(三) S の 

誤な らん。 後 

藜 は^ BE 長 玫 

に屬 し、 ^勢 

卽ち德 W 方な 

り， 毛 利 は せ 

ち u 臣方 

なり 


晚に桑 名 浦へ のり 付け、 十三 日の 早天に 兩 人關ケ 原へ 行きて 各  >  に對 面の 時、 安國寺 

(I?) 

に 村 上い ひける は、 御陣 所の 體 味方の やうす、 見 及びた る處は 我等の 心に のらざる 迄 

に 候と 云 ふ。 安國 寺、 我等 も 左 こそ 存 ずれ ども、 東 勢 一 人に 上方 勢 十 人の つもり なれ 

ば、 四 五日 も 持ち こたへば 必ず 味方の 勝に なり 可レ 侍と 云 ふ。 村 上 重ねて 云 ひける は、 

味方 山 取りの 體 * 山 高く 取り あがり まばらに 薄く、 戰可レ tt 樣 なし、 あの ごとく 山へ 

ル カラ ル  ものし 

取り あがり 居て は、 早速お り 合 ふこと は不, 可, 成 也、 東 勢 は 小勢 にても 物 仕に 候 ゆ ゑ 

か、 厚く みえ 候、 其の上 東 勢 はー兩 日の 內に戰 ひ可レ 仕樣 子と 見 及び 候 間、 油斷 ある 

まじき と 云 ひて かへ りぬ。 果して 西 勢 立 足 もな く 敗軍す。 村 上 は 直に 津 まで 出で て關 

ケ 原の 様子 をき き、 則ち 九 鬼 大隅守 方へ 行きて 一 々次第 を かたりて、 上方へ とほれ り 

とぞ。 心 を 付く ると き は 如：， 此 詳に考 へ しらる る こと も ありぬ ベ し。 

師曰 はく、 關ケ 原の 時、 南宮 山に 陣を 取りた る 勢 を 見て、 敵 か 味方 か、 味方なら ば 

(二)  (三) (寄) 

か うづ • 駒 野 を 經て來 るに やと、 いづれ も 西 勢より 合， ひせんぎ の 時、 後藤 又兵衞 それ 

へ來 る。 あれ は 敵 か 味方 かと 先より 評議の ある こと 也、 御邊 はいかが 思 ふぞと ありけ 
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れば、 後藤 云 はく、 敵に て 候。 敵 はた ぞと 問へば、 毛 利 家の人 數に 侍る と 答へ き。 入 

人 皆 云 はく、 敵と 見、 その上 毛 利 家と 迄 見切る ことの. たしかに こそ、 如何なる 見付け 

の あるに やと、 その 內 より 尋ねければ、 後藤 申しけ る は、 毛 利 家と は 朝鮮に て 七 年 ま 

つぶさ 

で 一 所に 居て、 陣 の取樣 具に 存候、 山と りの 高き を 好む は 毛 利の 風な り、 聊かた がふ 

ベから ずと 答へ ける が、 果して 然り けりと 也。 

師曰 はく、 直 江山 城 守 兼繼明 壽院惺 窩に對 面の 望 ありて けれども、 惺窩默 止して う 

けず、 兼繼っ ひに 押して 惺窩 宅に 至りぬ。 惺窩 他行の 折からな りき。 直、 江 度々 招請 相 

見 をね が へ るに 不 1果* 今 曰來れ るに 不：. 逢、 一 向 留守 をつ かへ るに 同じと て、 惺窩自 

ら 彼れ が 宅に 尊ぬ。 直江關 東へ 下向の ため 旣に その 日發 足しぬ と ありければ、 惺窩ぁ 

と を 追って 大津に 至りて 對談 ありき。 兼 糠 事の ついでに、 久しく すたれたる 家 を 急に 

可 二 取 立 一時に、 臣下の 心 持 は 如何 あるべき と尋 ぬ。 惺窩、 事の 急なる は 却って 破る る 

の 某な りと 云 ふこと を 詳に談 じて かへ りぬ。 後 惺窩云 はく、 兼繼 主君 をす すめて 事 を 

起さし め、 家 を 滅亡すべき こと をな してんと かたれり き。 果して 景勝 奥州に 事 ありて 

其の 功 を不レ 終な りに き 也。  • 


師曰 はく、 京都に て 織 田 常 眞能を 輿 行 ありし とき、 その 比の 諸 大名 各 > 見物に 出 座 

UK の^子 

也。 金 吾中納 言秀秋 その 比 は 未だ 十四 五斗り の 時、 見物の ために 彼の 席に のぞむ。 入 

口に 鼠 戶をゅ ひ • 棒 を 二 本 左右より 出して 人を改 む。 その 比 秀秋は 秀吉の 猶子に して、 

檨勢 並びな かりければ、 秀 秋の 御 出と ありて、 棒 をのけ て內へ 入れ まゐら す。 左の 方 

S 作) 

に 侍 十 人 斗り ありけ るが、 何 金 吾と はと 無 禮の言 を 高く こわ づ くる。 秀秋 近習の 侍 こ 

れを きき、 前なる 棒 を 取りて 件の 侍 を 三人まで たたき ふす る。 殘る侍 どもが 心 をいた 

せる を、 あらけ なく 叱して 押しの け、 秀秋 は內へ 入り、 能九番 にて 祝言 をの こし、 秀 

秋歸り 申さる。 此のた たかれた る 侍 は 加藤淸 正の 者な リ しとに や。 此の 事 沙汰 ありて、 

加 藤 主計 者と 金 吾秀秋 衆と 喧嘩と こそ 云 ひけれ、 兩 家の 侍 伏 見より 一騎が けに 馳來 り、 

芝居の 近邊四 五町 はぬ きみの 鎗 長刀に て かためたり。 秀秋は 馬上に て 伏 見へ か へらる 

る。 右の 打擲に あ ひし 侍 は、 定めて 三人と もに 成敗なる べし、 然 らば 秀 秋の もの も 切 

腹いた すべし、 事 延引に て、 付屆 けに あ ひて 切腹と ある も 見苦し かるべし と、 秀 秋の 

老臣 ども 談合して、 秀秋 へ かくと 申しければ、 秀秋、 たと へ 淸正 如何に 申す とも、 今日 

のこと は 彼等が 無禮 眼前に みたる ことなれば、 此の方の 者 切腹いた さすべ からず との 
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こと 也。 老臣 どもき いて、 是れ こそ 事の 大 になるべき 基 也と 沙汰す。 右の 打擲せ し 近 

臣も、 宿所に かへ り 行水 かみけ づ りして、 淨 衣に 上下 を 著して、 淸 正より 使者 來 らば 

則ち 切腹と 覺 悟して、 廣 間に 伺候して 待つ の處 に、 淸正 見舞の ために 參 上の 由な り。 

秀秋對 面して ければ、 淸正 愼んで 申さる る は、 今日 某 者 ども 御前に 對 して 慮外 仕 候 段、 

只今 承り、 不調法の 至りに 候、 おそく 承りて 三 里の 處遲參 候、 御 近習の 衆 我等 者 を 打 

擲の 由、 別して 喜 入 候， その 揚 にて 直に 成敗 ありて 可, 踏 ことと こそ 存 候へ、 右の 者 

ども 無禮 の義、 則ち 成敗 を も 可 二 申 付 一の 所、 若し さも 仕 候 はば、 御 近習の 衆 たれ か は 

不レ存 候へ ども、 私へ の 御 働に 閉門 を も 仰 付けられ 候 へ ば、 却って 迷惑 至極に 候、 就 

レ夫 只今 罷出候 時分、 國 本へ 歸し 閉門 申 付 候、 少しも 私への 御 働な どと 被， 一思 召； しか 

ら せられ 被, 置 候ても 痛 入 候、 早々 召 出さる る ごとく 願ひ存 候、 左 無 一一 御座 1 候 はば、 

いつまでも 御緣を あたため 罷り あり 御 詫 言 可, 申との 挨拶な り。 秀秋、 一段 御念の 入 

候 ことに こそ 候へ、 其の 義は 我等 眼前のと とに て、 かくなくて 不, 叶 ことに 候 ひつる 

間、 御斷 ありと も 一 應は存 入 を も 可, 申存 候に、 右の 思 召 入に 候 へ ば、 別して 喜 入 候 

と會釋 あり。 淸正、 さて は 辱く こそ 候へ、 さらば 三 里の 道を參 り、 喉の か はき 候 間、 


御酒 を被レ 出よ とて、 數返 酒宴の 上、 右の 人 は 御前へ 召 出さる る 人に て は 無レ之 や、 出 

られば 酒 をす すめんとの ことにて、 右の 者 を 呼出して 盃を賜 はりて、 興に 乘 じて かへ 

られ にきと ぞ。 此の 打擲せ し をの こ は 村 上 三 右衛門、 その 比 は 三 介と 云へ りしと 也。 

.  つ づき 

師曰 はく、 伏 見に て 源 君の 御家人 都筑惣 九郞と 云へ りし ものの 小者、 仙臺の 政宗が 

二) 政宗 水 汲の 者と 口論して、 都筑が 小者た たかれた るに 付きて、 惣九郞 堪忍 仕る まじき、 陸 

奧 守が 館 へ 切って 可レ 入と 云 ふ。 こ れ を 朋友 ども さまん \ 異見し けれども 不二 承引 1 に 

付き、 都筑 一 人つ か はして は 如何と て、 關 金平 • 藤 田 民 部な ど 云 ふ 若き もの ども 六 七 

人 申合せて 切 込みに き はまりぬ。 足 輕大將 渡 邊矢之 介な ども 此の こと をき いて、 扨 は 

(培 y 

あと をつ むべき とて、 足輕を つれて 出づ。 右の 者 ども 陸 奥 守が 館に 至る。 その 比は大 

門 皆 開いて おける なれば、 子細な く 入 込み、 四角 八面 切って ま はる。 番人 ども を 四方 

へ 追 ひち らし、 今 は是れ 迄な りと て 引きと る 時、 藤 田もぢ りに も ぢられ て あとに とど 

まる を、 叉 押 込みて 奪 ひ來れ り。 政 宗の者 ども 大勢 付けて 来る を、 足 輕大將 ども、 是 

(二 )  > 

0  一)  SB5 卽 れ はれう じ 也、 家棄者 どもに て 譜代の 家人 なれば、 少しも わきへ 行く ことに 非ず、 仰 

ちそ こつの 事 

せ ごと あらば 我等に 可, 被, 仰と 云 ひて、 付けさせず 引取る 也。 政宗侍 ども も不, 得, 止 
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して かへ りぬ。 而 して 政宗 方より 源 君へ 御 ことわり を 申 上げら るる。 都筑 きいて、 聊 

か 各 >  へ 苦 を かけ 申す ことに 非ず、 時の 奉行に ことわり 切腹して やみぬ。 正宗 も 此の 

上 は 不レ及 二 異議 1 けり。 藤 田 はも ぢ りに 當 りて 手な どお ひければ、 直に 關 東に 下り、 

(1) 前 出！： 薩摩 守忠吉 卿に つかへ 奉りぬ。 自餘の 者 ども は 其の 分に て ありぬ。 

-1 八 SM 

師曰 はく、 竹 中半 兵衞 若く して も 弓矢 功 者 の 取沙汰 あ るに 付きて、 信 長 の 時代 柴田 • 

瀧 川な ど 寄 合 ひ、 若輩 ものの 何事の あるべき、 いつ ぞ竹 中に 出合 ひて、 弓矢の せん さ 

くだて を 致さば、 一句 も 云 はせ ずに 理を つむべし と、 よりく 評しけ る 折から、 羽柴 

秀 吉中國 より 竹 中 を 使者に 致して、 子細 を 言上の ために 京に のぼせり。 柴田 ふと 寄 合 

ひ咄の 時分 なれば、 內々 竹 中に 參會の 望 ありければ、 さらば 喚 入れて ー獻 をす すめ 詮 

議をも 可, 致と て、 竹 中を柴 田が 所に 招請して けり。 ー禮 すみて 後、 柴田 申す は、 此 

の 度中國 において 毛 利家對 陣の樣 子、 筑前思 入の 所 を 咄被レ 申よ とのこと 也。 竹 中き 

いて、 別に 秀吉の 思 入 を 承りた る こと あらず、 何事 を可レ 申と 辭退 也。 さあら ば筑前 

おも はく はさし 置いて、 自分の 思 入 あるべ ければ、 御邊 のお も はく を 如何 やう 致さる 

ムヲ 

べき、 かたられよ とのこと 也。 竹 中不, 得, 止して、 毛 利 家 弓矢の 風情、 此の方の あい 


しら ひ、 雙 方の 思 入 を 一 々演説して、 いまだ 上様へ 筑前 使の 趣ぎ 不二 言上-の 間、 先づ 

シ ス しきたい 

御前 をす まし 可, 申と 色 代して 出で にけ り。 柴田 • 瀧 川 • 丹 羽 • 佐久間 諸歷々 きいて、 

竹 中 こと 前々 ききし に は猶ほ まさりて 今日の 物が たり、 毛 利 家の あいしら ひ、 弓矢の 

勘辨、 一 つと して 難ず べき 所な し、 されば 弓矢の 才 かしこき こと は、 切々 事に あ ひた 

る不レ 合と 云 ふに よるべき にあらず と 感じけ りと 也。 事 を 詳に盡 さんに は、 見ず 聞か 

ずと も、 そのこと わり 明白な らんこと は 勿論の こと 也。 

2) 五年卽 . 沛 曰 はく、 慶長庚 子 北方の 川 越に、 堀 尾 內に長 谷川 甚次郞 後に は大炊 助と 云 ひける 

ち 閼ケ原 役の  51 の 異名 

こと。 尾 州か^ もの、 惣人數 に 下知して、 馬の 腹帶 をし めさせ、 竹 葉 をつ か はせ、 川 越の 用意 ども を 

ビ 

E の 巧 を複り 

て、 岐阜 城 を させて 居る 所へ、 蒲 生 紀伊守 則ち 下知して、 只今 御使番 衆と ほれり、 さあ こせと 云 ひ 

攻撃せ るな り 

^h. ^ て、 W ちのり こませて 川 を こしぬ。 後まで 甚次郞 が こと をば 云 ふ ものの なく、  ^生紀 

%せ 後に： ^ 

+ 伊 守 こと をば 人の ほめた る 也。 是れを 甚次郞 きいて、 わけ もな き 人々 のせん さくな り 

七 級の 首 をと  ル ラ 

と ^ 政！^ 故に 毀譽 ともに 一 つも 理に 不レ中 也" 川 ごし を 誰が いたさせ たると 思へ るぞ、 我れ こ 

ほ f 籠 |ね そ 致させたり、 その ゆ &は、 前 かたに 兵粮 をつ か はせ、 川 ごし はい まだなる 所 をし め 

む  I 

して、 各-に 心 を しづめ させ 置き たれば こそ、 一番に のりこみて 大利を 得 たれ、 すべ 
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て 越す まじき と 心 をお として、 初めて まことに こすの ことわり はありぬ、 御使番 衆の 

來 ると 一同に のりこみ たる は、 我れ かねて 下知し 置き たれば こそと 云 ひける と 也。 こ 

とわり ある 云 ひやう 也。 ともに 堀 尾が もの 也。 

^..0^  師曰 はく、 關ケ 原の 時分 • 渡 邊勘兵 衞和州 郡 山に 有, 之と き、 郡 山へ しきりに 人 衆 

寄せ 來る 沙汰 ありければ、 商 町 も 侍 町 も 自燒に 可, 仕と、 增田 留守居の 頭分と も 面々 

口々 に 申す に付きて、 勘兵衞 いひけ る は、 たと ひ 寄手大 軍な りと も、 手 まへの 抱 所 を 

丈夫に かかへ 可， 申、 町人 地下 人の 申さん 所 も 如何な り * 敵 も不, 來內 に地燒 いたして 

は、 後難の がるる 處 なし、 敵 寄せ 來 らんに おいて は、 其の 様子 を某兒 合せて 燒き 可レ申 

と 云 ひて これ をと どめけ るが、 果して 敵も不 レ來、 自 燒不レ 仕事 尤もに なれり とぞ。 

師曰 はく， 細 川 三 齋病氣 養生の ために 吉 田に 蟄居の 時、 渡邊 勘兵衞 その 比は陲 庵に 

て、 見舞に 行きけ るが、 睡庵 申しけ る は、 今度 大坂 冬の 御陣 に、 千 波の 夜 打に 逢 ひし 

蜂 須賀に 御感狀 を被レ 下た る こと は 如何 思 ひ 玉 ふに や、 夜 打 はこな たの 虚を 見て うつ 

もの なれば、 虛 なる を 以て 夜 打 をう たれた るに、 夜 打う たれた る 方への 御 感狀は 不審 

にこ そと 云 ひければ、 三齋 返答に、 夏の 御 陣の御 志 ありし ゆ ゑに、 諸 軍に！^ をす すめ 


恩 召しけ る ゆ ゑなる ベ しと こた へ られ けりと ぞ。 

師曰 はく、 或 人の 云へ る は、 陲庵坂 本に 居住の 時分、 陲庵家 來大津 の 町に て i は嘩の 

事 ありし ときいて、 京より 吉村叉 右衛門、 その 比は牢 人に て ありけ るが、 急に かけ 付 

けたり。 陲庵 あいさつに、 i は嘩の 見舞まで ならば、 別の こ ともなき 事 なれば か へらる 

べし、 又咄し 可, 被, 申た めなら ば、 食 をく ひ咄 されよ と 云 ふ。 吉村、 ^嘩の 沙汰 をき 

いて 急に 見舞 候まで 也、 左 あらば 可 ニ罷歸 一とて かへ りぬ。 陲應 次男の 某 を 道まで 送ら 

せ • 我れ 直に は不レ 云、 汝 ひそかに 吉 村に 可 レ云、 今 8 吉村 見舞の こと、 吉 村に は 不二 

ハ  * ラル 

似合 一事 也、 我等 者 i は嘩 のこと、 ^の 子細 不レ 可レ 有、 加樣 のこと は 天下の 大法 大方 相 

定まる ものな り、 我が 者 切り ころされば 先の 者 切腹すべし、 人 を 切らば 此の方の 者 切 

腹すべし- 然 れば氣 遣なる 事不 1 可 レ有、 是れ 等の ことに 吉 村が 一 息に 京より 來れ ると 

云 ふ は、 一揆 合の わかもの などに は 手足の 働 似合の こと 也、 已來 はつつ しまれ 可レ然 

と 云へ と 申しぬ とぞ。 然も ありぬべき こと 也。 

師曰 はく、  ^正 十六 年 六月、 佐竹義 重. 會津義 弘 • 岩 城 常隆、 三將 にて 安積へ 出馬 

に： iE き、 伊達 政宗 則ち 兵 を 出して 馳せ向 ふ。 折節 諸方の 手 遣に 人 衆 ひけて 無人な りと 
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ご ぜ to 

い へど も、 佐 竹. 會津勢 郡 山へ 手 遣の ゆ ゑに、 政 宗後責 のた め 山 王 山に あがり 敵の 體 

を兒 て、 郡 山 落城に おいて は、 有無の 一 戰 ここな り、 獍豫 すべから ずと い へ り。 其 

の 比政宗 旗本に 弓矢 功 者の もの 桑 折點了 • 小 築 川貞範 • 白 石若狹 • 濱田 伊豆 . 伊達 成 

• 片倉小 十郞、 惣軍 奉行に 伊藤 肥 前 • 原 田 休 雪 也。 各 - 不, 及 一 1 一 議？ 然 らば 陣場は 

何方に と ありし とき、 濱田 伊豆 申しけ る は、 當 面の 原 を 味方の 陣 床に 可 レ定 となり。 

肥 前 申す は、 大軍 小勢 軍の 作法 は、 小人 數 にて 場 好きに 陣を とる こと は 不ぃ可 レ然、 惡 

所 を かかへ、 若し 合 戰に利 を 失 はれば、 退 口の 能き 地形 を見當 可, 然也、 然れば 窪 田 

を 前に あて、 福 原の 前に 陣を とらば、 合戰 もいた しょく こそと 云 ふ。 片倉も 從レ之 C 

伊豆 申しけ る は、 山 王 山へ 上り 働かば、 味方 無人 を 敵 見切って 合戰 いかが 也。 肥 前 云 

シ カラ  シ ル 

ふ、 人 衆 を 見切らる る は不, 苦 候、 合戰 のいた しょき 地形 可 レ然、 福 lg の 前 は、 たと 

へ合戰 越度 ありと も、 福 原へ 御 引 込 候 はば 近き の 由 申す に付き、 政宗 則ち 福 原の 前に 

陣を すゑぬ とぞ。 

師曰 はく、 堀久太 郎秀政 は、 つねに 家人 を 召使 ふに その 理を 究めて 理に順 ふこと を 

審ら とす。 其の 所レ究 實理に 非ず とい へ ども、 その 究理 あるに ついて 下に 闲究 なかり 


しと ぞ。 奉行の 者と 荷 持 を 致す 者と 輕 重の 論 ありし とき、 秀 政是れ をき いて、 0 らこ 

れを擔 いで 一 里の 道 を往來 して 考へ、 而 して 後に 奉行の 者 を 喚んで、 是れを 持ち 荷 ふ 

ことの 不レ 叶と 云 ふ はこと わり 也 * 我れ 器量 も 彼れ にす ぐれ 力 ありても、 一里 を步行 

ルハ  ル カラ 

する こと 不レ 叶、 下々 は 持つ こと を不, 可, 得 也と て、 其の 重き を 捨て 輕 きに 付けり と 

也。 又 或 時の 傭 押しに、 旗 差の 者 つづいて 不レ進 こと をい ぶかり ける が、 秀政 翌日 自 

かん 

身 旗 を 負 ひて 押して 考へ、 さて は 我れ 馬の 强 つよきに 乘 つて 行く ゆ ゑに、 人の すすむ 

をも遲 しと 思 ふなるべし とて、 家中に て 一 の不强 なる 馬に のりて 押しけ る ゆ ゑに、 旗 

差 少しもお くれず つづきけ ると 也。 物 毎 皆如レ 此に考 へたる を 以て、 下の 情 自ら 安く、 

わか かりし より 名人 左 衞門督 とよ ばれけ ると 也。 家中の 侍い とま を もら ふに は、 妻子 

〜  たびいで たち 

を 馬に のせ、 荷 をつつ み、 その 身 もも も 引 旅 出立に て、 奉行 頭 人の 前に 至りて 暇 を も 

ろ ふ 作法 也。 心に 不ぃ合 もの をば 則ち 暇 をつ か はす、 留 むべき 者 は 則ち とどめて、 彼 

れが情 を 通さし む。 尤も 廉潔の 勇 將と云 ふべき 也。 

師曰 はく， 庚 子の 役に， 奥州に おいて 上 杉 景勝と 伊達 政宗 取合の 時分、 景勝 衆 福 島 

より 二 里 打 出で て 政 宗と戰 ひける。 此の 時 北川圖 書と 云 ひし もの、 本 は^ 生氏鄕 につ 

士談八  二 六 一 
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(一) 労 代 園 かへ ける が、 氏 鄕已後 は 景勝に 屬 してけ る。 景勝より 桑 折 を 賜うて、 その 比郡圖 書と 

伊 『 郡に 在り 

云 ひける、 この 者 打 死と 覺 悟して ければ、 己れ が 陣羽織 を 子 久兵衞 が 元へ 形見に つか 

はした き 間、 是れ をつ か はしくれよ とて、 朋輩なる 岡 左內に 渡しぬ。 左 內是れ を 請 取 

りて、 後に 子の 久兵衞 にわたしぬ。 圖書は それにて 打 死して けり。 此の 事 を 後に 人の 

^しける は、 同じく 戰揚に のぞみて、 我れ も 人 も 必死 を こそ 旨と すべきに、 何 ぞゃ我 

れ 必ず 生殘 らんこと を 思 ひて、 人の 形見 を 請 取る ことの あるべ きに やと 云へ る 人 あり。 

傍への 人の 云 はく、 不 レ然、 常にい ひか はし 咄 しか はせ し 心 友の 間に、 その 人 を 見 付 

けて 如 A 此云 ふなる を、 請 取る まじき ゆ ゑに^ ず、 我れ 必ず 生殘 らん ほどに、 うけとり 

てわたす べきと 云 ふに は不, 有、 彼れ が 形見 をば 我れ ぞぁづ かり、 我が 形兒 をば 彼れ 

にぞぁ づけん こと は、 勇士の 思 出と 云 ふべ しと かたる 人 あり。 彼の 岡 左 內と云 ひし は、 

後に 越後と 云 ひて、 ことなる 勇士、 數 度の 戰功 ありし 者 也。 此の 時の 戰 にも、 川 中に 

て 政宗と 太刀 打して、 己れ が猩々 皮の 羽織に 政 宗の太 刀疵の ニケ 所まで ありし と 云 へ 

る 斗り の もの 也。 是れも 氏 鄕に屬 して、 後に 景勝に つか へ て、 その 比 北 川と 右の 親し 

みあり しとに や。 北 川が 子 は、 今 も その 筋の 北 國加賀 太守の 內に のこれり。 


師曰 はく、 福 島の 合戰 に、 柳 川の 城主 をば 須田大 炊と 云へ りし。 幅 島へ 政宗 打って 

出で て戰 ひの ありと きくより 早く、 政宗の 本陣 桑 折へ 押 寄せければ、 本陣に は 一 將^ 

も不, 殘 して、 夫人 足の 類 斗り あつまり ありければ、 防戰 にも 不， 及して 悉く 燒 立てら 

れ、 小 荷駄 を 切り とらる。 此の 時 政 宗が幕 を とられぬ。 此の 事 やがて 政宗 の陣揚 へき 

こえければ、 瀨ノ 上の 人數も 全から ずして、 政宗 早々 引きと りぬ。 柳 川より 桑 折まで * 

ゎづか 二三 里な りしと ぞ。 さし も 政宗は 奥州の 逸物な り けれども • 如レ 此の 失 事に の 

ぞ みて ありけ る 也。 況 やその 下の 將 たらん 輩、 尤も 可 二心 得 一 こと 也。 是れ より 景勝 家 

に 政 宗が幕 を 下 陣 の雜 幕に は 用 ふと 也。 桑 折 は陣城 也、 瀨ノ上 は その 時 福 島より 出で 

ての 戰場 也。 

師曰 はく、 佐 久間久 右衛門 *久 六 を 蒲 生 氏 鄕に召 かか へられて、 初めて 禮 をいた す 

. の 時、 久 右衛門 か久六 かの 內、 疊の緣 にけ つま づきて 取りみ だしけ る を、 傍に 伺候 

の 小 性 笑 ひける を、 禮 すみて 後に、 氏 鄕小性 ども を 事の 外し かり、 汝等 物の わかち を 

不， 知 ゆ ゑに、 汝 等が 奉公ぶ り を 以て 彼れ を 校 量す る 也， 彼れ はたた み ざ はりの 奉公 

人に 非ず、 使 ひ 所ち がへ り、 汝等 は. たたみの 上の 奉公 を專ら とす、 是れを 以て 彼れ を 

士. 談八 .  二 六 三 


人 吉病十 長 勝な 近 天 山な 秀丸 内^つ 

と秀歿 三に よる 衡 iH 城り 吉 'チ 、じ 
ほ 勝 。年し り 。權 十に 、の 又 、信 

n と 從 十て ー小少 二 居 丹 笼御小 長; a 
せ 同 来 二 天 歲吉將 年り /- 次 字の 柴 
らー小 g 正 年秀と 左 '龜と 丸 ix ^み 


と 世 少 >? し^の 勝 後 小の 勝つ tt す m へ 
穉に杼 、^や 養のに 含-： r- 、じ *  。作 ご 
せ 丹に 左 山^-/ -歿 御と 、秀 照^ 兵 
ら波 任 ほ 城 勝と 後 次 い 幼 吉 m 出 衞 
る 少じ衞 にと なや 丸 ひ 名の 柴 八と め 
將て權 在 槠り^ 秀 、を 婶秀 一钺玄 
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はからば、 更に 同じ からん や、 甚だ 誤れり と 戒められ にきと 也。 天 野 源 右衛門 丹 波の， 

少將 にっかへ し 比、 遊女の 太夫なる 女 をぬ すみ、 是れを つれて 退きたり。 後に 御 次 丸 

(En  キ ノ 

へ 天 野 を かか へらる る 時、 以前 羽 林に て 如, 此の 不届 ありと 取沙汰 あり けれども、 不 

レ苦 とて かか へられぬ。 後に 立 花 所に 居て ける が、 小者 を 成敗いた すと て、 致し そこ 

(越 度)  (さ  # 

な ひて、 をち ど を 取りし こと も ありし と 也。 古の；^ 平が 兄よ めを盜 みし こと を 漢の高 

祖に訴 へした めし も、 思 ひ 合せら るる 也。 

師曰 はく、 關ケ原 御 ー戰の 時、 岐阜 落城の 注進 を、 關 東へ 諸大將 より 使者 を 以て 吿 

げ 奉らる るに、 未だ 前に 大敵 を うけてければ、 侍 ども 關 東の 使者の 人 指に あはん. こと 

を 難儀し ける とに や。 加 藤 左 馬 介 使者に 可レ遣 もの を 招きて、 手 を 合せて、 其の 方 を 

賴 入り 度き 事 あり、 更々 武勇の 不足なる と 云 ふに は 非ず、 其の 方なら で關 東へ 行きて 

事の 埒を 明け 可 レ申者 無, 之、 前に 事の ある を見棄 てて あと へ 使に ゆけ と 云 ふ は 難題な 

れ ども、 大事の 使と 存じて 申 付く る 故、 如；. 此手を 合せ 拜禮 するな り、 無二 相違 1 關東 

へ 行きて 玉 はれと たのめり と 也。 同時 細 川忠輿 使者に 可レ遣 もの を 招きて、 御 邊を關 

東へ 使に 云 付く る 也 • 物 前にて あとへ K に 遣 はすこと、 全く 武勇の 不足と 云 ふに 非ず、 


れ しとい ふ。 

但し ここの 丹 

^少将 は « 柒 

Ifc: 長の 誤 か 

(ra) 近衛 府 

の 稃卽ち 丹 波 

少^ 

(五) 漢の高 

祖の 謀臣、 魏 

^知に 賴 つて 

高祖に 仕 ふ。 

若き とき 嫂 を 

ねす みし こと 

を 讒 する もの 

あり、 高祖 無 

知に これ を责 

めしが、 * 知 

曰 はく、 臣が 

貫 ふ 所 は 能な 

り， 陛下が そ 

しる 所 は 行な 

h- とて、 勝敗 

に 直 拷關係 あ 

る 能 を 捨て ざ 

らんこと を 說 

きし 故事な り 

(六) 集 唐の 

^六 男、 越後 

高 田 五十 五 萬 

石も^ す。 後 

に大坂 夏の陣 

に 0- 加せ ざり 

しも 衷 面の 糧 


あとへ 遣 はすこと 大事の 使 ゆ ゑ 也、 如 い 此云 渡す 上 は、 是非ともに 不ぃ 遣して は不レ e 

間、 早々 用意して 可, 來と云 付けぬ。 兩將の 云 付け 別 なれ ども、 各-其の 將の氣 に 相 

應 してと りぐ の 思 入 也。 唯 だ 平生 武の 敎に實 をつ くして、 人 皆忠を 守り 義を たださ 

んに は、 主人の 命ずる 處、 不レ應 と 云 ふこと なかるべし。 或は 顔 を 和げ て その 人 をな 

だめ、 或は 言 を 高く して その 人 を 威す は、 皆 術の 內に陷 るべ し。 

師曰 はく、 古人 云 ふ、 戰場 において あとへ 子細 ある こと を 大將へ 申 上げて、 其の 方 

則ち あとの 使に 可レ 行な どと 人 指に 合 ふとき、 必ず あとの 使に 不レ行 もの 也、 殊に 戰功 

もな き 若者- 分別 を專ら として あとへの ことな ど を 云へば、 人の 誇 貶 ある もの 也と ぞ 

事物 を詳 にす る 時 は、 此の ことわりの あるべき こと 也。 

師曰 はく、 大坂 再亂の 時， 五月 六日、 上 總介忠 輝 卿 は 大和 口の 大將 にて、 その 日の 

合 戰には 逢 ひ不レ 給、 使番五 人の 者 ども、 忠輝 卿の 陣場 奉行 朝日 丹 波に ついて、 六日 

の晚に 先へ 行きけ るに • 政宗が 許より 使 あり， 御 旗本よりの 御 使に、 明日 は 上 總介殿 

御 旗本 を つめられて 御 一 戰可, 然との こと 也、 此の 旨政宗 方より 可 二 申 送 一 の 由に 候と 

使 番の兵 を 以て 申し送りぬ。 則ち 上總介 殿へ 可,：^ 二 申 上 一と 云 ひお こせたり。 五 人の 

士 談 八  二 六 五 
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35  ° す て訪更 配^て 
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使 武者、 これより 跡へ は 一里 半 斗り あれば、 一疋 馬に て乘 行かん に は、 明日の 御用に 

立ちが たし- させる 口才の 入る 使に も 非ず、 丹 波 大名 やくに 其の 方の 家來 をつ か はさ 

れ可 X 然と 云 ひければ、 丹 波き いて、 御使番 はこの ための 役儀 也、 早々 被 t 參可, 然と あ 

り。 左 あらんに おいて は鬮 にいた され 可, 然と 云 ふ。 五 人の 內に山 內治大 夫と て、 元 

は 松 平 周 防 守が ものに て 度々 の 戰功を あら はせ し- 彼れ が 子に 主税 介と 號 して- 生年 

廿六 にて、 五 人の 使 番の內 へ 撰ばれた る もの、 進み出で て 申しけ る は- 五 人の 內に私 

年若 なれば、 鬮を やめて 此の 使 を 可, 勤、 但し 今晚 一 疋馬 にて 一 里 半 あとの 御 旗本へ 

の 使 をつ とめ、 尤も 明日の 役儀 を もっとむ べきの 間. 明日の 働に、 五 人と もに 同事の 

働な らんに は- 功の 座 は 某 を 一 と 御 定可レ 有と ことわる。 丹 波き いて、 聞 屈け 侍る と 云 

かち だ 

ふ。 主稅 己れ が 馬 をば ひそかに 親しき 傍輩に たのみ、 步 立ちて、 政宗の 使者 を も 同道 

して 行きぬ。 初めての 道 なれば 夜に 入りぬ。 前後お ぼっかな くた どるく 行きければ- 

先〜 篝を 多くた き つづく る處 ありて， いづれ を いづく とも 不レ 知け るが、 百姓の 人夫 

めきた る 者の 通る を とらへ、 刀 をぬ いて 案內 者に いたし- これ を遁れ しめざる 如くし 

て、 上總介 殿の 旗本に 行きければ、 火 をた きさして 馬の すそ をいた す 者 あり、 立ちよ 


(1) 粟つ ぶ 

も 散らした る 

如き 小 國 


二) 天子 御 

人 


りて みれば 篠瀨 左大夫 也。 さて 花 井 主 水が 居所 を たづね 行き、 右の 趣 を 申し渡し、 こ 

れ より 直に 某 は 罷り かへ る、 此の 旨 旗本へ 申し 通せられ よと 云 ふ。 主 水き いて、 是れ 

ほどの 大軍を 俄に 明日 はめし 出され まじき、 幸 ひ 御 使番に 似合た る こと 也、 一 下知い 

たされよ と 云 ふ。 主税、 御人數 のこと は 不レ存 こと 也、 御 分別に あるべし と 云 ひすて 

て かへ りに けりと ぞ。 山內 後に 尾 州に 居たり。 

,  ぞくさん 

師曰 はく、 小 松 重 盛 父 入道 淨海 をい さめて、 流石 我が 朝 は 邊鄙粟 散の 境と は 申しな 

がら、 天照大神の 御子 孫國の あるじと して、 天兒 屋根 命の 御 末 朝政 を 掌り 玉 ひしょり 

たやす 

以來、 太 政 大臣の 官に 昇れる 人、 甲冑 を 著す る こと 輙 からず と 云へ り。 案ずる に、 官 

丞相に 昇り 位 一品 を 極む ると も， 軍 をいた すべから ずと 云 ふに は 非ず、 軍 あらんに は 

甲冑 を不 x 帶と云 ふこと も あるべからざる 事 也と、 大體に は 云 ひつべき 也。 然るに H< 

照大 神より こなた、 太 政 大臣の 宫に 昇る 人 甲冑 を帶 する こと 不：. 輙と 云へ る 心 は、 凡 

そ 三 公の 官は、 德を そな へ才を 逞しく して、 一 人に 師範と して 四海に 儀刑 あるべき の 

ゆ ゑん なれば、 三 公の 甲胄 を帶 せん は、 天子 位 を かへ 朝敵 天下に 充滿 する にあら ずん 

ば不 レ可レ 有。 ここ を 以て 隨身を つれ 衞府を まう けて、 自ら 手 をく だし 干戈 甲胄 を 横た 

土談八  二 六 七 
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ふること あるべからざる の ゆ ゑん 也。 三 公の 撰 其の 人に 非ず、 任ずる の 道 その ゆ ゑな 

くして、 德 を不, 考才 を不, 用して、 或は 時の 勢に まかせ 或は 家の 先途に 因りて サ： ハの^ 

其の 位を歷 るが ゆ ゑに、 其の 言の みに して 其の 實 なく • つ ひに CI ら 甲冑 を 帶し 干戈 を 

(3  木 @ 

になって， 匹夫の 鏃 にも かかる に 至るな り。 淸盛源 家 を 追討の ために、 壽永ニ 年 四月 

十七 曰、 官兵 北國へ 下向、 それより 東國 へせめ 入りて 頼 朝 を 可レ誅 とのこと なりし に、 

凡そ 軍兵 十 萬の^ 到 也。 神 功 皇后より それまで、 丞相の 合戰廿 三度、 十 萬の 兵 一方に 

すすみし こと 七ケ度 也と 舊 記に 出せり。 古來は 其の 淵 底 を 委しく して、 其の 理 をき は 

めし ゆ ゑに、 其の 考 ふる 處も具 にして、 古の 風俗 相の こり、 丞相の 軍し かりとい へ る 

也。 後に 武家 代々 丞相の 官を ふるに 至りて、 犬 下の 戰皆 丞相の 軍に なれるな るべ き 

二)  -,； :W4^ 也。  . 

菘 なるべし。 

u^l^f  師曰 はく、 加州に 長 原 土 佐と 云へ る もの あり。 連歌に 其の 名 を 得て ける が、 元日の 

俳人と して an 

も 名 あり。 寬 發 句に、 「入の 心 花に なりけ り 今日の 春 一 と 云 ふ 句 をいた しける。 is: のがら も 優に 時 

文 九 年 八十： 二 

の氣も 面白し と- 取々 の 沙汰な りしが、 文字の あまりた る 如くに 耳に 立つな ど 云 ふ 人 

七十 八に て t»  二) 

す  の 多 かりければ、 人心と、 の 文字 をのけ てけ り。 その 比 連歌の 宗匠 は味涿 なりけ るが、 


彼の 味琢が 元日の 句に、 人の 心 花に なりに けりと 云 ふ 長 原 同 作の 句 ありし に、 K 原が 

の 文字 を さりし こそ 殘り多 かりぬ。 連歌の けおとり しゅ ゑと 評せり と 也。 ありし こと 

にや、 不レ 知、 人の かたれる に まかせて のこと 也。 されば 物の 道 何事に も 如レ此 こと あ 

り、 內に 事物 を 究理す る こと 詳 ならん に は、 人の 云 ふとて 可レ改 ことなく 可 レ增處 なく 

不增不 減なる べし。 究理す る こと 薄き を 以て、 人の 言に したが ふこと * 世 以て 多し。 

人に したが ふ も そむく もと もに 道に あらず、 能く その 理を究 むべ きに ある 也。 

< 二) 元 和 元 師曰 はく、 大坂 再亂. 五月七日に、 大野 修理 亮茶 うす 山の 近所まで 出で ける が 秀 頼 

Me 大野 治 の 出馬 あるが 如く 可, 申 由に て 城 中へ 引き かへ しける に • その 比大 まと ひ を もたせて 

城 中へ 急ぎ 退きけ る を、 餘 所の 味方より 見て は >  大野が 敗軍して 城へ 入る と 心得 けれ 

ば、 七 組の 人數 其の 外 城外へ 出で て 相 働く 所の 秀頼方 悉く 氣ぉ くれて 敗北の 機 出来り 

ともに 城の 中へ 入る もの 多し。 寄 手 は是れ に氣を 得て 彌> 勢つ よかり ければ、 それよ 

り總 敗軍に なりて 忽ちに 城 中 周章し、 無レ程 落城に 及びき とかたる 人の あり。 大 坂の 

ラ  ル カラ 、 _  . - 

落城 是れ によるべ きに 非ず、 唯だ秀 頼が 謀の 不レ 足、 群臣の 異議 不， 全に よるべし 猶 

ほ 推して 云へば、 太閤 秀吉 一 旦の 勢に 乘 じて 天下 をした がへ、 道の 逍 たる わき ま へ を 
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不レ 知して、 己れ が 私智に まかす るの 餘殃に 可レ因 ことなれ ども、 亦 時に 取って 大野が 

不功 者に して 事理 を 不二 糾明, に 因りて • 如, 此こ とも 出來れ るなる ベ し。 その H の 速 

に 敗北に 至れる は その 日の 謀に より、 始終の 勝敗 は 叉 始終の 政に よるべき こと 也。 

師曰 はく、 五月七日、 加 賀利常 手へ 討 取る 所の 頸 を、 茶う す 山の 御 本陣へ 可レ 遣に 

き はまり、 利 常 家の 年寄た る 者 ども を あつめて 尋ねら るる は、 如レ此 時分 は K の數澤 

山なる を 以てよ しとす る や、 叉す くなくて 宜しき にやと ありければ、 各，1 頸數の 多き 

を 以て 可, 然と 存 ずると 申す。 利 常 云 ふ、 我が 思 ふ 所 は不, 然也， 如 x 此 時分 ひろ ひ 頸 

追 頸の 澤 山な らんより は、 詮議 を つめたる 能き K を 撰んで、 頸數を 少なく して 町レ然 

と 思へ る 也- 我が 手前の 働、 櫻の 馬場に ての ことなれば、 家中 隨分手 をく だきた るに 

無用の 頸 多くて は 不レ入 こと 也と て、 悉く これ を えらび 出して， » 數を少 なくして 指 

擧 げられ たりと ぞ。 尤も 其の ことわり ありと 云 ふべ し。 今に 及んで は 其の わき まへ を 

知る 人の なければ、 頸 帳 を 見ても， 頸 數の大 なる を 以て その 手の 働の 好惡を 論ずる に 

なれり。 しかれば 如, 此事 も、 こまかに その 理を 可, 盡 こと 也。 

師曰 はく、 五月 六日、 水 野 日向 守 方より、 植村出 羽 守 その 比 は 新 六と 云 ひける、 こ 


れを 取次に して、 先手 今朝よりの 働に 悉く 敗軍 仕る の 間、 直に 追 打に 仕らば 城 迄 押つ 

け 可 レ申旨 を 言上す。 大權現 則ち 御馬に 被， 召、 新 六 を 召して、 汝 よく 見 置くべし， 如 

レ此 いそぐ 時分に 供の 者の 出 づるを 待ちて 出でば 遲 くなる もの 也、 主人 一 人乘 出せば 

あと 勢 つづく もの 也と 仰せ ごと ありけ りと 也。 何事 も 身先づ つとめて 人是れ にした が 

ふ は、 先んじ 勞 すと 云 ふ 古人の 戒 にも 合 へる ことなりと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 大權現 台 命あって、 渡 邊守綱 を 尾 張義直 卿へ 付け まゐら せ、 水 野 左近大 

夫 を 紀伊亞 相へ 付け まゐら せ、 雜賀の 孫 市 を 水 戸の 黄 門に 進ぜらる。 此の 比に や、 玉 

虫ニ郞 右衛門 は 甲 州に て 城の 一族な り、 使番 をつ とめ たれば とて、 上 總介忠 輝 卿へ 付 

け まゐら せぬ。 玉虫 對馬 守と 云 ふ は 此の もの 也。 各-弓矢の 儀 功 者た る を 以ての 事 也- 

大 坂の 時、 玉虫 對馬 守が 異見に 因りて、 忠輝卿 六日の 合 戰の圖 をのば し 玉 ふ 事 は、 奈 

良より 長途 を 打ちて、 いまだ 粮道を も 利せ ざる 勞兵 にて、 大敵に 日暮を 見かけ、 不レ知 

敲地 にて 付かん 事不 レ可レ 然と 留め 申せし、 當座は 其の ことわりの あるに 似たり。 是れ 

に 因りて 忠輝卿 W 分に 陣取って 敵に 付き 玉 はず、 小 笠 原 等の 指圚 のために、 藤 田 能 登 

守 元は 上 杉 謙 言より 景勝に つか へ て 弓矢 功 者の 者な りと て、 是れを 指く は へ られ たる 
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に、 是れも 六日に 藤 堂 • 井伊が 手戰を 始めけ るに 付き、 小 笠 原 衆 戰を祧 みけれ ども， 

藤 田の り 出して、 此の 地 は 古来より 深 田に て、 馬の足 入よ からず、 必ず 進むべからず 

と 制しけ るに 因って、 不レ 得レ已 してと どまり ぬ。 まこと は大 坂に 門徒の 宗旨 節 城の 比 

若 江 • 西 郡 • 八 尾の 邊は馬 足不レ 立の 地に て、 合戰っ ひに 無レ 之の 所な りと 也。 大坂落 

城已 後、 御 詮議の 上に、 兩人功 者 だて を 致して、 ひか ふま じき 處を控 へて 合 戰の圖 を 

のがれ しめつと あるに 極まり、 改易に 仰 付けられ、 各し 面目 を 失へ り。 本 多 出 雲 守が 

手へ は 須賀攝 津守を 差 そ へられし、 是れも 後に 改易に あへ り。 さし も 時に 取りて 功 者 

のき こえ あるに 因って、 如 X 此 命じ 玉 へれ ども、 唯 だ 己れ くが 時の 仕 合せに て戰功 

ありつ る や、 叉 は 時代に より 相手に 因りて 其の 會釋 方便の 有る こと を不レ 知の ゆ ゑに 

や、 大 なる 圖 をはづ すに 至れる 也。 物 ごと を 一 片に 心得ん こと は 知者の 本^に 非ず、 

詳に 其の ことわざ を 究めん ことこ そ、 あらま ほしき ことなれ。 

師曰 はく、 大 坂の 時、 水 野 隼 人 正が 許へ 加 藤 肥 後 守忠廣 所より 助力の ために、 淸正 

已來の 功 者 一 兩人、 足輕百 斗り 指 そへ て 遣 はしぬ。 七日の 合戰 に、 彼等が 指圖を 以て 

地 利 を かたどり 備 へけ るが、 少し 水 野が 組お そく 手に 合 はずと いへ り。 彼等が 功 者ぶ 


りなく ば、 猞ほ 早く 事 ありぬべき もの をと、 人々 い へ りと ぞ。 近 比の 九州 島 原 一 佼の 

時、 細 川が 內松井 佐 渡 一 の 先 をつ とめ、 二の 手 は 有吉頼 母な り。 初めは 寄 手の 陣場ひ 

ろかり ければ、 一 二の次 第 相 守られぬ。 械乘 になり て は、 道せ まくして、 有 吉法を 堅 

く 守りて 手に 不レ 合な りぬ。 ヒ のこと を 頼 母 常に 述懷 してけ りと ぞ。 如, 此事 各-皆 そ 

の ゆ ゑん あるべき ことなれば、 詳に その 理 をき はむ るに あるべ し。 

師曰 はく、 寛 永 島 原 一 揆に、 有 馬の 古城に « りし 時. 二月 廿 一 日の 夜、 夜 打に 出で 

二】  (二)  (仕 寄)  リレ 

たるに、 鐵炮 手の 死骸 立 花と 松 倉と 兩人 のしよりの 間に 有レ 之け る を、 松 倉が 方へ 夜 

明 方に 取りたり。 立 花 方へ もとりた がり けれども 取らせず。 此の 事 を 松 倉が 方に 大に 

規 摸に 思へ り。 翌日 詮議の 上に、 立 花が 方より 打ちた る 死骸に 究 まりて、 遂に 立 花が 

方 へ 目 付 上使の あっか ひに て か へせり。 此の 事 を 古老の こと を 聞きお ける 老人の 批判 

に、 夜 打の 時 鐵炮を 打つ こと は、 うち 方 無案內 なること 也、 然れば 敵 味方 入りみ だれ 

たる 內 へ 鐵炮を 打ち こまん こと は 尤も あやまり なれば、 打ちた らん 方の 沙汰 をいた す 

も、 武義 のす ベ を しらざる と 云 ふ 也。 其の上 鐵炮 手の 死骸 を 互に 奪ひ爭 ひ、 古に とほ 

くな りて 武義の 思 入不, 足が ゆ ゑなる ベ しと かたれり。 尤も 其の ゆ ゑ ある こと 也。 
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(1) 1H 師曰 はく、 城 井の 一揆に、 m 一田 長 政の 馬 深 田に 入りた る を、 三 浦 六 之 助 我が 馬 を 奉 

^都 に 在り  ， ぶみ 

^.^0 りて 長 政 をの かしめ、 長 政の 馬の 尾 を 切って、 燈を片 々はづ し來れ りと w へり。 馬 を 

吉 w 征^の こ  キ ノ 

となり  奉りて 主人 をの がれし めし 事、 尤も 勇 あり 忠 あり 義 あるべし。 ことに 如レ 此の 作 略， 

すぐれたる 心得と 云 ふべ し。 古來 より 主人の 馬 を 追 離し、 主人 打 死に あらざる を 示す 

ため なれば、 尾 を 切り 銳を とる こと 禮 なりと ぞ。 鹄臺 の戰 に、 単： 兌義弘 に 安西 伊豫 守 

己れ が 馬 を 奉りて、 その 身は步 行して 供し ける が、 里 見が 馬の 鞍 1  ほかけ たるが 陣中 を 

かけ ま はるを 兑て、 扨 は 義弘打 死に こそと 思って、 里 見が 隨兵 過半 打 死 をと げたり と 

ぞ。 物 ごとの 究理 薄き 時 は、 不：. 思に 失 あるべき 也。 

師曰 はく、 古人 云 ふ、 戰場 において 馬上に て 敵と 仕 合 ふこと は 希な り。 馬上に て は 

働 自由なら ざる ものな りと 云 へ り。 吉田 のせり 合に、 小菅 • 孕 石 • 曲 淵 • 辻 • 長 坂 十 

左衞門 は、 各 * 馬上より 下 立ちて 高名 あり。 廣瀨は 馬上 ゆ ゑに 人 を不レ 打と 云へ る も 

天文 十六 年 

是れ 也。， 板 垣が 大物 見の 時に、 原 美 濃 送 足輕に 出で たるに、 敵 付けて 来る を、 原 敵 近 

にて 馬より おり 立ち、 鎗を 取りて 敵 を四騎 ついて 落したり。 是れ美 濃 守 五十の 年 也。 

馬上と かち ものと 戰 はんに は、 馬上に 利 あるべき 事に して、 步 立ちて 不レ 致して は、 


實の 高名 は 難， 叶 ものな りと 也。 

師曰 はく、 上方の 城 制と 關 東の 城 取と は 風 か はれり。 城に 見事なる 多き は關 東に 多 

し、 三 • 遠 • 信 • 甲 • 武 • 總 • 野の 間に 名狨 多し。 上方の 城 取 は 風 叉 別にして， 關東 

に不, 似と 也。 案ずる に、 弓矢の 格. 人品 各-相 か はれる を 以て 云 はば、 城 も 亦 こと 

なる ベ き 也。 

師曰 はく、 良 將は戰 勝ちて 後に は、 必ず 切 所 を かたどり 要害の 地に 陣 して 終 を 全く 

2) 武 Kg する のた めしな り。 是れ 物の 始終す る 所 なれば なり。 されば 北 條氏康 松 山に 大利を 得 

比 企 郡に 在り、 

て、 夜中に 陣を替 へて 切 所 を かまへ、 大權現 長久 手の 大 利の 後、 速に 小幅の 要害に 御 

馬 を 入れられ しためし、 各-以て 然り。 今 川 義元打 死の 日、 五月 十九 日に 鷲津. 丸 根 

の 兩城を 事 ゆ ゑな く攻 落し、 大に 勝ちて 終 をつつ しまず して、 其の 日に 信 長に 襲 はれ 

(5 里 見 代 つ ひに 打 死 を 遂げぬ。 鹄臺 の合戰 に、 里見義 弘大に 勝ちて 終 をつつ しまず、 翌日 大に 

* 記に 出づ。 

ill^ll 敗る。 皆 以て 勝 を 喜んで 其の 圖を はづ すの ゆ ゑな り。 

(5 攝津 a 師曰 はく、 石 川 主 殿 頭 穢多 城を乘 取りけ るに、 內には 人 もな く、 悉く 引 入りて、 腹 

大坂 三 軒 家 村  あ をば L 

粉 近な" 疫病 を やみて 靑 腫に 腫れた る 者 をし ばり 付け、 殍の ひかへ 木の 所に くくり 付け、 旗 
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を 一 本 ささせ 置きぬ。 內 へ 乘 入りた る 者 ども、 これ をば 目に も不 r 掛先 へ 進み 行く。 

道に 足輕 どもう たれて 有レ之 を、 功 者 ども あの 鼻 を 若衆 かかれよ と 云 ひけれ ども、 先 

を かせぎて 同心せ ず。 功 者 ども 是非と 申 付けて、 鼻 を かかせて けり。 あとより 來る者 

件の 旗 差 を 打ちて 頸 を I りて けり。 その 比 は 用に 不レ立 ことなり など 云 ひける を、 老 

功の 者、 若き 衆 は 必ず 早く 手 をふさぐ もの 也、 棄 つべき こと は 易しと て、 是れ を稱美 

icS つえ じ やう 

しぬ。 果して 穢多 城に 大坂人 衆な かりし ゆ ゑに、 旗 奉行の のこれる を 打取りた るに な 

り、 頸數は 件の 鼻 を あつめて 七つと かやに なれり て、 寄 手の 功に なりぬ となり。 件の 

頸 をば 右の 旗につつ み、 旗 奉行の 頸な りと て、 旣に御 本陣に つか はし 實撿に 入れに き 

リ ナーソ 

とに や、 此の 物語の あり、 まことし からず。 殊に 石 川が 家来に 尋ねけ るに も 不二 ハ刀 明- 

ければ、 たしか ならざる 事 なれ ども、 物 ごとに きき 置きて 人の 功に もなる ことなれば 

かたりぬ る 也。 かりにも 武義の 上に、 僞を 以て 人 を たぶらかさん こと は 尤も 非 u 本意 一 

しかれば 僞 りていた さん ことにお いて は、 取りて 用 ふべき の ゆ ゑな し。 先 を 心がけて 

澤 山に 存じ、 重 からん こと を も 輕く思 ふこと も ある もの なれば、 その 手への 勢に もな 

る ことなれば、 若き もの は 具に 心 を 付けぬべき こと 也。 


師臼 はく、 人の 取扱 をいた さんに も、 終に. やぶれに 成りぬべき 事を詳 にかん がへ、 

而 して 其の 問に 才を 以て 宜しき にいた す こと あり。 何事 もす ぐなる こそ 道な りと： K ひ 

すぐ  ( M 

2) 論語 チ て、 曲げて 宜しき こと を も 直にいた さん こと は 君子の 敎 にあらず。 その 父 羊 をぬ すみ 

^« 第 十八 章 

に出づ  て 子 是れを あら はす をば、 吾が 黨の 直なる 者に 非ず と、 孔子 も 戒め 玉へ り。 或 人の 家 

(掛ノ 

の 隣に 大名の 家 あり、 その 境目の： S を 小身なる 方よりか くべき のこと わりにて、 小身 

の方營 めど も はか ゆかず。 大名の 方より 早く 出來 する ごとく、 間の 使 を 賴んで 云 遣 は 

す。 その上に 大名の 方より 申途ら るる は、 此の方の 用事 あるに ついて、 貴方の IS の 

く出來 せんこと を 催促 (する は)、 尤も 自由が ましき こと 也、 然れば 願 はく は 此の方よ 

り是 れを營 むべき と存 ずる 也と 云途 り、 かの 使に ものがたり ある は、 小身に ていた さ 

ルカ ラル  シ 

れて は、 度々 破損 も あり、 叉 見苦しくて 不， 可レ然 なれば、 此の方へ まかせられて 可 

レ 然と、 心 易き 使の ことなれば かたれり ける を、 使 直に 隣家の 小身 ものに かたれり。 

にー) 或 人の ^身 者大に 怒りて、 IS の 談合 やぶれに けりと 去る 人の かたれり。 是れ 人情 を 不レ考 し 

て、 唯 だ 直なる こそ 律義たり とのみ 思 ふに ありぬべし。 如レ此 所に こそ 品々 の 心得 は 

可， 有 なれば、 輕 く不, 成、 詳に 究理し つべき 也。 
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師曰 はく、 石 を 千 似の 山より まろばす に、 大石 ほど 速に 落ちて 不 1 止、 小石 はお そ 

く、 或は 中途に て 留まり もす るに こそ。 萬の 物 皆 如レ此 I 其の 身の 力に て 彌>  まくる 

ごとくい たす を 上手の 會釋と は 云 ふ 也。 つよき 力の 者が 己れ が 精 一 杯に 物 をつ くに、 

つき はづ せば その つよく 力 を 出せる ほどつ よく 負く るた めし も 此の 心 也。 必ずしも 我 

が 力 我が 用に ての み 物 をした が へ ん とせば カも盡 きぬべ き 也。 萬 物 皆 萬 物に て を さめ 

萬 事 皆 萬 事に て を さまり ぬべ ければ、 天下 をば 天下に まかす るの 心得 ある こと 也。 豹 

が 己れ が 力ま かせに 狸 をと らんと す、 力 は 限 ある を 以て、 頓て穴 を ほり 岩 をお こすに 

勞れ て、 つ ひに 独 にと りこに せらる る 爲師も 此の 心え なり。 すべて 世の ことわざ 皆 如 

レ此、 己れ が 力に ほこり 我が 得た る 方に なづ みて 身 を 失 ひ 心 を 苦しむ る も、 此の こと 

わりな り。 

師曰 はく、 或 人の 云 ふ、 去る 所の 太守 鹿 狩 をいた すと て、 家中の 下人 どもまで あつ 

まり、 せこ 並 を そろへ て 押す に、 傍輩の 下人 勢子 を やぶりて 下知 を 不レ聞 ゆ ゑに、 そ 

の 場に て 忽ち 打って 棄て、 下人の 主人 その 傍 近 かりければ、 行きて 右の 旨を斷 りぬ。 

主人き いて、 左 こそ ありぬ ベ けれ、 尤もの こ t 也、 御法度 を 違 ふ 上 は 子細 あらざる こ 


と 也と 云 ふ。 鹿 狩す みて、 彼の 下人 を きられし 主人、 下人 法 を そむきて ける のよ しに 

て 暫く 閉門して S 居し ける が、 如何 思 ひけん、 暇 を もら ひ 家 を 立 退かん とす。 本 主人 

これ をき いて、 汝が 下人 を 傍輩に きられ、 道理の つまりた る ことならん は 意趣 あるべ 

からず、 何 ぞ家を 可レ退 や、 又 意趣の こらん に は 速に 打 果して 終りぬべし、 何 ぞゃ主 

人 へ いとま を 申し こみなん ことに 非ず とて、 大 に是れ をに くんで 則ち 彼れ を 追放し ぬ 

叉 或 太守の 門下に て、 下人 を 傍輩へ 無禮 いたしたり とて 切りに ける が、 其の ことわり 

を 述べん ために 主人の 處に 至りければ、 則ち 是れを 打って その 家 を 退きぬ。 後に 太守 

かれ を 招きて かかへ にけ りと い へり。 此の 兩條 いかが あるべき と 問 ふ 人 あり。 案ずる 

に、 定論 を 以て 云 はば、 無禮 緩怠いた し 君命 を そむく 辈 あらば、 不, 得, 已ば 速に その 

下人の 主人に 相 ことわりて 是れを 制せし むべ し。 ことわり もな く 人の 下人 を 自ら 殺害 

せんこと も、 まさしく 正しき とは不 レ可レ 云。 但し 主人の 法 を やぶり 锭を 侵さん こと は 

見遁 しがた きこと も 有りぬ ベ し。 我れ へ 無 禮とは 事 か はるべ し。 是れも その 事の 輕重 

を詳に 吟味す るに 可レ有 也。 切られた らん 方の 輩 は、 無禮 緩怠 堪忍な りが たき子 細に 

依って 切られな ば、 聊か 心に かくべからず、 却って 禮を 述べても 可也。 勿論 我が 朋友 
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の 交接 親疎に も 可レ因 こと 也。 是れを 究理せ ずして 恨 を 以てせん こと は、 まことの 道 

にあらず。 その上 如, 此 ことに は その 時代の 定法 ある もの なれば、 定法に まかす る こ 

と を 以てよ しとす。 然れば 我が 心 を 明に して、 人の 褒貶に 心 を まど はすべからず。 人 

の 褒貶 心に かからば 大丈夫と は 云 ふべ からず、 內に あやまる 處 ありと 可レ饥 也。 松 

が 下人 を 傍輩の 切りし 時 • 聊か 心に かけ ざり し を、 人々 平 松 を こしぬけの 如く 云 ひけ 

るに、 平 松 長久 手に おいて 一番 鎗 をいた し、 無 雙の功 を 立てたり。 しかれば 如 1 此の 

小事 を 以て 其の 人の まことの 勇 臆 を 決定 せんこと は、 尤も あやまり 也。 右の 下人 をき 

りし 朋輩 を 切って 退きた ると 云 ふ も • その 所 その 品に はよ るべき なれ ども、 主人と し 

て稱美 はなり にくき こと 也。 男 は あるに 似て、 忠と云 ふ も 義と云 はん 所 もな し、 如 

,此 事、 委細に 究理す るに 有るべし。 

師曰 はく、 或 人の かたりし は、 戰 場へ 出る 度 ごとに 度々 の 戰功を あら はし、 魁 殿の 

功 かさなり ける 勇士 ありけ る。 是れが 朋友なる もの 是れを うらやみ、 我れ も 人 も 武士 

の 家に 生れて 一 通りの 働 を 不レ遂 もの は、 家職 を やめて 農工 商の 職人に もな りぬべし • 

されば 一通り 勇武の 働 はいたす とも * 御邊の 如く 度々 の戰功 を、 あとに て 後悔 もな き 


力 如く 心と 身と 口と 一致なる 働の ある は、 致され やうの あるに や、 * り 度き こと 也 

と 問 ひければ、 此の 勇士 答へ ける は、 奇特なる こと を 尋ね 玉 ふこと 也、 語りて 傳 ふべ 

•  (物  3 

し 是れぞ 武士の 本意 なれば、 三日 ものいみし 玉へ、 その上に こそと 云 ひければ、 5? 

ふ もの 喜んで、 三日 齋戏 して 而 して 行きぬ。 答 ふるものの 云 はく、 生死 は 一 大事 也- 

人間 生の 不， 得レ 止して 可レ愼 のこと わり なれば- 如, 此祕 事す る 也、 別の 子細な し、 人 

て まり 

の 身に \tr 鞠 斗り なる 光明 ある 丸き 物 ありて、 常 は 臍の 下にし じ まりある 也、 比の 光物 

つねに 身中 を 往來し 面 門 を 出入す、 臆病なる もの は- 此の 光物ぬ けて 內 にあらざる を 

と は. A 

以て 何 ごと も 分明なら ず、 十 方 を 失 ふ 也、 それより 少し 心え ある もの は、 外へ ぬけ 

て は不レ 出と いへ ども、 面 頭に あがりて 目み えず 耳き こえず して- 其の 揚 において 善 

惡の 料簡 もな し、 それより 一 段 上の 人 は、 右の 光物む ねに あがりて、 胸 さわぎし きり 

也、 上段の 人 は、 臍下に しじ まり 氣を まさりて、 病氣 更にな し、 此の 人 こそ 心 口 行の 

三つ 一致して、 所レ行 常に しづかに して その 理 分明な り、 是れを 修行 せんに は、 人に 

あうて 怒る 時に その 志しる る 也、 ここ をよ くかんが へ、 其の 光物 を を さめ 付く ると き 

は、 つ ひに は 修行 本位に 至るな りと 敎 へければ、 問 ふ もの 拜 して 退きぬ とぞ かたれり。 


〈 一 ) 吿子上 

篇第十 一 章に 

「* 問の 迠は 

他な し。 其の 

放心 も 求む る 

のみ」 と出づ 


(二) 江 南 例 

^の 問に 居り 

し^ 族な り 


§ 鎌 食 九 

代 後記 永 « 十 

二 年の 條に見 

ゆ • (改定 史籍 

所牧) 
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尤も 定論に 非ず といへ ども， 此の 說を 推して 云 はんに は、 その 至極に もいた りぬべし ( 

彼の 孟子に 放心 を 論ぜる に 似れ り。 

師曰 はく、 何事に も 超, 格と 云 ふ 所 あらず して は、 未だ 泥 著して 自由 をえ る こと あ 

レ可， 叫 也。 超, 格と 云 ふ は、 格 を こ ゆべき と 心得て 致す ことに も 非ず、 能く 其の 本源 

を 心え て、 其の ことわざ を 詳に盡 す ときには、 自然に 格 を 超える に 至りぬべし。 究理 

する ことの 薄き を 以て、 格 を 超えん ことの 不レ叶 也。 舜の三 苗 をう ち 玉 ふに は、 干 を 

舞して 彼れ が 心 を 服せ しめぬ。 是れ等 は德の 微妙、 外 を 感ずる ことの 速に して、 凡人 

の 及ばん 處に 非ず とい へ ども- この 心 は その ー藝 一 事の 上に も 云 ひつく すべ き 所な き 

に は あらざる 也。 離レ 格と 云 ふ は、 格 を こ ゆるの ことわり を 云へ るなる ベ し。 太閤 秀 

吉 長久 手に て 悉く 先 勢 をうた れ三將 まで 殺して、 合戰 において は 大權現 を 屈服し まゐ 

ル 力 ラフ 

らせん こと 不レ 可レ叶 こと を はかりて、 速に 兵 を 入れて 而 して 後に 源 君と 和し 奉る ベ き 

ゆ ゑん を究 む。 是れ格 を こえつ と 云 ふべ し。 武田 信玄駿 河を棄 てて 兵 を 入れ、 小 田 京 

に亂 入し • 遝池 • 四 足まで 働きて、 甲 州 へ 引 入りて、 而 して 駿州を 自然に 幕下に 屬せ 

しむ。 是れ皆 一 段 格 を こえて 致す の ゆ ゑと しるべ き 也。 


燒に のれ 十 ^ 
く 門 儀た 五 5 
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物 同» [行 正 
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師曰 はく、 武家の 諸 役の 內に者 頭と 推 出して 云 ふ は、 諸家と もに 足 輕大將 のこと 也。 

されば 侍 大將に は 年若 にても 是れを 任ずと いへ ども、 古より 足 輕大將 は、 老功の もの 

歜の場 を も ふみた る辈を 申し 付く る は、 諸家と もに しかり。 比 の、 いは、 寺大將 と^ふ 

は 侍の 司 を 致す 役 なれば、 同じ 器 にても、 分別 才知な くして は 事の 裁判なる ベから ず、 

人 又 己れ に隨 心すべからず。 その上 侍大將 は祿も 厚く 宫も 高し。 多く は舊老 功臣の 子 

孫、 父祖の 功に よって、 生れながら 祿豐に 位高き 輩 ありて、 是れを I- 士には 用 ひがた 

ければ 侍 大將に 任ずる こと あり。 足 輕大將 は 弓矢の 口 をき り、 諸 兵に 先んじて 镞莨 を 

兑 切り 勘辨 いたし、 侍 大將は 若く とも、 足 輕大將 直に かい ぞ へに なりて、 その 備の指 

引 を 致す に、 警固目 明に も 可, 用た めなる を 以て、 足 輕大將 の 撰 を ことに 念 を 入る る 

なりと 可, 知 也。 

(SE) 

さ ぎち やう 

S 公事 根 s 曰 はく、 正月 十五 日に は內 裏に 左義 長の 事お こな はる。 左義 長の ゆ ゑん は、 年中 

元が 正し、 一  (五) 

卷、 一條 兼お 行事 • 公事 根源 等に 詳に 出で たり。 此の 時 火 を 付けて 正月の 松 竹 を やく。 此の 火 は 物 

H ？^， にう つらず して 消 ゆる ものに 古より 致せり。 萬 治 辛 丑 正月 十五 日、 ニ條 家に て 左義長 

<  の 事 ありて、 其の 火の 內 裏に 移りて、 殘る 所な く炎燒 してけ るに、 上代 は， の 厚く 上 
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の 化； 止しくて、 左義長 の 火の 物に うつら ざり しに、 末の 代に なりて は、 帝德も 次第に 

>  ためし  き や 5 わらべ 

力 ろくなり もて 行けば こそ、 かかる 爲師 になれ りと、 京 童の かたれり と 聞きて、 此の 

こと を 或 人の 尋ねければ、 まことに 上代 は 左 も ありぬべし。 左義 長の 火 なれば とて、 

物に うつ る まじき に は あらね ども、 古 は 事物の 理を詳 につく して 其の 事 を 行 ひける を 

以て、 一事 を 行 ふに も 一 事の 法 ありぬべし。 されば 火を發 する に は、 諸-の 役人 四方 

を かため、 天子 公卿 各-列 を 守り、 法 を 正し 禮を 厚く して 此れ を 行 ふが ゆ ゑに、 火の 

カラ ル 

お 所へ 移る こと も不, 可, 有。 次第に 形 斗り になり て、 法 はおとろ へ , 年中の 行事 皆 人 

の 見物に なりて、 實體 はいつ のまに か 失する が ゆ ゑに、 さばかり いみ じき 法^も 却つ 

て 天下の 弊に なりぬ るに やと 思 はるる 也。 是れ 以て 事物の 理を 不レ究 よりこと おこる 

也と 可， 知 也。 

11)  お ほ つづみう ち 

師曰 はく、 大藏 道^と 威 德と云 ふ 大鼓 打、 ともに 天下の 名人に てけ るが、 威 德が死 

してけ る を • 道禪が 弟子 ども、 今 こそ 道禪 一人に なりて 天下 を 持つ と 喜び けれ VT  m」 

禪 いぶかりて、 世に 大鼓の 名人 なくなり ぬれば、 今より 後 は 修行の 便り もな くこ そ a 

ふなれと、 更に 喜ばず。 道禪云 ひける は、 汝等 可，^. 奈 良に 大倉ニ 介と 云へ る 名人 


あり、 大方 此の節 可, 出と おも ふ 也、 此の 二 介 は威德 にお とらぬ 打 手 なれ ども， 成德 

旣に！ K 下に 名 を擧げ て有レ 之ば、 威德 存生の 間は奈 良に 引 込みて 不レ 出、 今 は 威 德も身 

^あ V-  (二) 

2) 京都の まかり たれば、 天下に 名を擧 げんた めに 出で ぬらん と 思 ふ 也と かたれり き。 その 比 礼 

地名 

の 河原に おいて 勸進 能の ありけ るに、 四日ながら 三番 目 を 道禪が 打つ になり ける を、 

奈 良より 二 介 出で て、 四日 目の 三番 目 を 所望し ぬ。 而 して 四日 目 は 二 介に なれり。 こ 

こに 道禪 弟子 ども を あつめ 申しけ る は、 我れ 常の 如くの 大音を 打ちな ば、 三日と もに 

なりひびきて、 棧敷も 芝居 もや かまし かるべし、 其の あとへ 二 介 出で て、 氷 を わる 如 

くなる 音 をうた ば、 天下の もの 皆可レ 云、 三日と もに やかまし かりし に、 今日 二 介 出 

でて、 さても 聞 事なる ことかな、 天下の 鼓 は 二 介に 究 まりぬ と 云 ふべき なれば、 我れ 

大鼓 はかれに おさるべし" これに 付きて 案ずる に、 初日 第二 日と もに、 例より は 引き 

しぼりて、 小 音に 打ちて、 第三 日に あたれる 日、 舞臺も ひびきわたる ほどに 鼓 をなら 

さば、 諸人 興 を さますべし， その あとに て 二 介し つぼり と 打た ば、 感 にた ゆべ けれど 

ただす 

も、 昨日 ほどの こわいろ はなき と、 人の 心 もち をと りぬべし と 案じぬ とかたり て、 ^ 

の 能に 如レ右 取お こな ひけり とぞ。 何事に も 上手 は 其の 事理 を究 むる 才の ほどの あり 
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がた きこと 也。 

は」 二 つうち 

師曰 はく、 或 太守の 領分に おいて、 家中の 侍 下人 を 放 打に 致す とて、 道の あしきに 

十べ りて 倒れければ、 下人 主人 を 切りて 退く。 主人 手疵負 ひながら 興き あがりて 追 ひ 

けれども、 手疵 重くて 不レ叱 を • 隣家の 傍輩 聞 付けて、 急ぎ 出で て 追 ひかく。 是れに 

因りて 近所の 兵士 皆 追々 に 出で けれども、 惡人 いなむらの 精み たる 內に 入りて 身 を か 

くせり。 追手 は兑 失せぬ とて、 皆 道よりか へりぬ。 ここに 惡人 追手の なきと 思 ひける 

にや、 與レ 風奔り 出で ぬ。 追手 ども 見付けて おひかけ、 所の 八幡 を 祝へ る 社家の 蓮 池 

のき はに て 引く み、 上が 下にな りて 池の 內 へころ び 入りて. 二人ともに 叉 上が 下へ と 

いたす を、 追 來れる 兵士 上より 見て 惡人 を鎗 付け 突き ころしければ 事 やみぬ。 ここに 

蓮 池の 血に あへ ぬれば、 社頭の 汚れ 以ての外 なりと、 社 人 これ をい ぶかり て、 頓て太 

守に 訴 へぬ。 太守 これ を 裁許し ける は、 下人 を 手 打に して 不二 打 止, は、 越度と は 云 ひ 

がた し、 つづいて 追 ふ 者の、 引く みて 池の 內に 落ちても 猞 ほ不, 離 は、 尤も 勇士の 働 

也、 上より 鎗 にて 突きし こそ は、 勇な く智 なしと 云 ふべ し、 其の ゆ ゑ は、 池の 內に人 

にくみ とめられて 居た らん 者に、 何の 恐れ か可レ 有、 これ 勇な き 也、 八幡^ 頂の 靈地 


殺生 禁斷 のこと は、 人々 しれる こと 也、 其の 蓮 池に 血 を あへ ぬ を不, 知 は、 聊か 思 * 

お 9 た 

なき ゆ ゑん 也， 則ち 下 立ちて ともに 彼の 惡人を とら へんに、 何條 事の あるべき とて、 

則ち その 士を 改易して、 蓮 池の 水 を かへ 淨 めて かへ しぬ とぞ。 

師曰 はく、 去る 太守 家中の 侍に 不； S のこと ありて、 是れを 打ちと むべき 由 を 命じて、 

侍 二人 をつ か はせ り。 此の 咎人 町屋 にあり ける が、 彼の 打 手 趣いて 切って 入らん とし 

ければ、 內に日 比 入魂の 浪人、 折節 見舞に 來り 合せて 居たり。 浪人と もに 打つべき に 

非ず、 浪人 も是れ を見棄 てて 立 退くべき にも 非ず。 事 延引し ければ、 浪人 打 手の 輩に 

申しけ る は、 各.' 打 手に 來り 玉へ る、 その 座に 有 合せ， たる ことなれば、 ^人 を 理不盡 

にう ち可レ 被い 申な らんに は、 ともに 相 働くべし、 只 だ 願 はく は 浪人に 對 せられ、 咎人 

に 切腹 被 二 申 付 一 候へ と、 しきりに 乞 ひければ、 打 手 カ不, 及して、 咎人 を 切腹せ しめ 

て歸 り、 しかん \ の 趣 を 申し 君命 をう けけ る。 太守 不レ及 二 異議 一して 其の 通りに 申 付 

けて けりと ぞ。 

ぅナ j  ！ ん 

師曰 はく、 去る 人の 組の 侍の 小者、 かけ 落 を 致せり。 小者の 請 人の ありければ、 此 

の 請 人に かかる。 請 人中し ける は * 下請 を 取りて 請に 立 候- 則ち 御. 2： の 某 こそ かれが 
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下請に こそと 云 ふに 付きて せんさく いたせば、 下請に 立ちし こと 必定 也。 下人の、 人 

の請證 人に 立つ こと は 堅く 法度なる に、 我が家に 居て 傍輩の 下請に 立たん ことこ そに 

くき 子細な りと て、 下請に 立ちし 何某 をい ましめ おいて、 獍ほ 本人 なれば とて 請 人に 

かかる。 請 人中し ける は、 下請の 者 をい ましめ おかれて は、 請 人の 可, 致 やうな しと 

云へ ども、 主人 不, 用に ついて、 請 人目 安 を 以て その 頭に 訴ふ。 頭なる 人 これ を 或 人 

に 談合し ける に、 答へ 云 ひける は、 別の 子細 は あら じ、 頭の 役 なれば、 かけおち 者の 

取替の 金子 を 請 人に とらせ， 是れを 持ちて 行きて 無理 を 云 ふ 主人に わびごとせ よと 云 

ひ 玉へ、 しからば 主人 も恥ぢ て、 人 請に も かかる 不, 可也、 もの の 頭 を 致さん 人 は、 

如レ此 いたされば、 組 中 これに 感じて、 左様の 時分 請 人に 無理 を 云 ひかくろ こと も， n 

然 になくな りぬべし と 云へ り。 此の 裁判、 事に 因りて 潔白に、 人の 邪 を 自ら 感ぜし む 

るに もな りぬべし。 然れ ども 君子の 定法と 云 ひがたし。 たと へば 一 己の 身に て 云 はば、 

下人の かけ 落 を、 わざと 公儀 を歷 て、 評定して 席 を あたためん もい かが なれば、 金子 

を棄 てて 怒を默 止して やまば^ 條 なけれ ども、 人 を 多くつ かはん 者 は、 そのもの 斗り 

のこと に 非ず。 赏罰は 下 を 御す るの 禮 なれば、 棄 てなん としても 棄 てがたし、 然れば 


定法と 云 ふべ からず。 況ゃ 人の 頭と して、 組に 如レ 此の こと あるとき、 我が 金銀 を 請 

人に 與 へて、 本人 を 取り かへ しむる 如くに いたさん と 云 ふこと は、 末世に 難， 行 こと 

ナラ  ルラ  ルカ ラル 

にて、 分數 不二 分明； 却って 不レ 入處の 慈悲に なりて、 不， 可， 然 こと 也。 如何して 定法 

になり ぬべ ければ、 我が 內の 下請に 立ちし ものに も 請 人の あるべ ければ、 下請の 者 を 

請 人に わたし、 彼の かけおち ものの 請 人と 談合せ しめて、 はしりし もの を 尋ね 出さし 

め、 其の 首尾 を あけて、 而後に 下請に 立ちし もの を 制 法 を そむきし 咎に行 ふべき 由 を 

き はむべし。 是れ 事物 を 究理して 前後の 次第 を 立て、 一 方づっ 其の わかち をた だすの 

道 也。 怒に まかせ、 事の 多く 出來 るに まぎれて、 前後 本末 を 紛ら かす ゆ ゑに、 わかち 

分明なら ざる 也。 世の 實を 不二 亂明 1 人 は、 唯 だ 己れ が氣 質の ままに 事 を 決する が ゆ ゑ 

に、 潔白なる もの は 潔白に まぎれて、 その 行 叉 君子に 遠き 也。 尤も 可 二 究理 一也。 

師曰 はく、 去る 太守の やしき 隣に 小身 ものの 屋布 あり。 此の 小身 もの、 兩 方に 國持 

大名に はさまれぬ。 或時國 持の 方に 祝言の 事 ありぬ。 隣の 太守 馳走の ために 屋敷の 前 

道筋 を 掃除いた すに、 右の 小身 ものの 屋敷の 前 も、 少しの ことなれば 是れを 掃除して、 

所々 の 足場 あしき 所 をば、 太守の 方より 悉く 是れを 改めぬ。 其の後 公儀より 面々 の 道 
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を可レ 作よ しの ありし にも、 此の 小身 者 ども 道 をつ くりが たければ、 兩 隣の 太守の 家 

來 相談して、 半分 づっ 作りぬ ベ きになりぬ。 而 して 一方の 太守より 半分 道 をつ くれ 

り。 國 持の 方の 半分の みち は 未だ こしら へざる に付きて、 已 前の 約朿に 相違し ぬる ゆ 

ゑに、 太守の 方に て 取々 談合 ありければ、 一人の 老功 云 ひける は、 一方の 國 持の 家 來 

相談の 上に、 ゎづ かのこと を 違變は 沙汰の 限な り、 今少しの ことなれば、 とてもの こ 

とに 不, 殘 此の方より 作り こしら へ て 可レ遣 也、 然 らば 約 を變ぜ るの 大名 も 心に 恥ぢぬ 

べし、 少しの ことに 何 角と 異議 ありなん も 快から ずと 云 ひに ける。 一座の 談士 是れに 

一議す と 也。 此の 事の を はり は 如何な りに しも 不レ 知。 是れを 道 を 以て 決せば、 老功 

の 人 云 ふ 所定 論に 非ず。 路 次の 經營 まことに ゎづ かの 小事な りと 云へ ども、 不, 可, 致 

こと をい となまん は 君子の 所レ糾 也。 されば 如何して か 究理す と 云 はんとな らば、 路 

次 は 屋敷に 付きた る ことなれば、 大小に よらず、 自分の 屋 布の 前なら ん路次 をば、 自 

ら經營 すべし。 不レ 得, 已 して 小身の 辈 致しが たくん ば、 其の 理 をき はめ 可, 屆所 にと 

どけて、 而 して 後に その 道 を 可レ作 也。 理 をき はめず 届くべき 所 をと どけず して、 當 

座 少しの ことなり、 見苦しき 所な りと 云 はんこと に付きて いとなみ なんこと は、 昝 公 


正の ゆ ゑに あらざる を 以て、 遠慮の なきに なりて， 後に は 害の 出來る こと 目の まへ 

也。 その ゆ ゑ は、 道 をつ くりなん 上 は， 道に 付きての 子細 は 皆 道 をつ くりし 者の 方に 

可 レ究。 然れば 辻 切^ 嘩路 次の 辻 堅め、 悉皆 道 を 作りし 人の 方に おつべし。 その 上屋 

布 はか はる もの なれば、 その 小身 もの 屋 布に 不レ 居して ^入居たり とも、 道 を 無, 故し 

てつく らんず るう へ は、 いつまでも 初め 作りし 人の 方へ 道路の 沙汰 は 落ちぬべし。 是 

れ 思慮な く、 初め 事 をな すの 失より おこれり。 此の 道路の こと も、 初めに 祝 首の 時、 

ルラ  ルムヌ 

不レ 入所の さ うぢ を 致せる より 事お こりて、 後まで 其の 事の 不レ 得レ已 になれ り。 少事 

なれば 手前の 損失 を不レ 顧して 其の 事 をと げん は、 まことに 無欲に 潔白なる とも 云 ひ 

つべき ことにして、 無, 究 レ理 していた さん ことの 害なる こと 以て 可, 戒也。 

師曰 はく、 或 人の かたりし は、 去る 所の 屋敷に 惡 人の 同類 ありと て、 目 明の もの を 

つれて その 屋敷の 門外に 置きて、 彼の ものの 名 を 云 ひて、 門まで 喚 出して とら へんと 

用意し、 彼れ をよ び 出す。 彼れ 何 心なく 門外まで 出で ける が、 様子 を 見て 內へ 入りて 

デ  ムヲ 

不レ 出な りぬ。 これに 因りて 不 レ得レ 止して その 屋敷の 主人へ ことわれり。 主人 右の 旨 

趣 模様 を內 にて 詳 にせん さくいた し、 而 してと どけた る 方へ 返答し ける は， 定めて 使 
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の 承りち がへ にこ そ、 歷々 の 方々 大勢 門外へ つめられ、 主人へ ことわる にも 不レ及 斗 

りの 大惡 人な りと て、 よび 出して とり はづ して、 內へ にげこま すると 云 ふことの ある 

べき ことに 非ず と 云 ひて かへ す。 必定 內へ にげこみ ぬと 云 ひければ、 然 らば 猶ほ 以て 

(二  .  ル 

n)  ¥ 取る ^に は 居矣 間 敷に fe<、 何^もの 様子 を けどりて 遁れ 入る までの ことなれば、 內には 有 

卽ち氣 色 を 見  、  バ  M 

て 取る , 之 間 敷に 候と て 不二 取合 1 ければ、 来れる 者 不レ及 二 料簡 一して 去りぬ。 

師曰 はく、 或 人の 僕 かけ 落いた せる を 見出して ければ • その 主人の 許へ 使者 をつ か 

はして 是れを 請 取る ベ きになり てければ、 彼の 使者 念の， ために 足輕 に^な ど を もたせ 

て 十餘人 引きつれ、 是れを 彼の 屋敷の 門外に 置きて、 使者 門に 入り、 しかん \ のこと 

を案內 す。 亭主 外の 様子 をき き、 詳に 詮議して 返答し ける は、 其の 方の かけ 落 ものに 

こそ あらめ、 此の方に は證人 を 取りて 指 « きぬ、 然れば ことわり あらんに は 異議なく 

わたし 可 レ.^ の處 に、 何 ごとに か、 門外まで 足輕を 大勢つ めさせ、 榨 さしな は を あら 

はして 侍の 家へ 理不盡 に 押 付け 玉 はんこと は、 甚だ 尾籠の 至り 也、 えこ そ 渡し 候 まじ 

と 云 ふ。 使者 至ってめ いわくし、 全く 主人の 申 付けた る 事に 非ず、 使者 私の 心得 を以 

て足輕 ども を 召 連れぬ、 足輕 ども こと、 遠く 別 所に 罷 有る ごとくに 申 付けた るに、 御 


門外へ 參 りたる^ r 御 不興 餘儀 なき ことに 侍る、 必竟 某の あやまりに 候へば、 いつま 

でも 緣を あたため 可, 申、 事 ぎれ になり て は 腹 を やぶり 申す まで なれば、 此の 處御 分 

別 を 被, 加、 侍 一人た すけ 思 召す と あらんに はと 云 ひて けれども、 亭主 猶 ほいぶ かり 

て不レ 渡。 その 內に 扱の 人出 來て、 右の 扱 人まで 渡して 事す みに けりと 也。 又 或 人の 

かけおち 者の 付屆 ありし に、 此の方に も 請 人 をと りて 有レ之 間、 請 人 迄 わたし 可， 申の 

間、 あれに て 請 取 申されよ と難潞 して、 請 人 方へ わたしぬ と 也。 すべて 如：. 此 もの を 

わたす こと、 わたす 方より は 縲紲面 縛せ ざる もの 也。 これ は 此の方に て^ あるに あら 

ざれば 也。 渡したら ん已後 は、 請 人 方より 則ち 面 縛して うけとる 也。 又 召 取って 可 

レ渡 やと 尋ねて 縲紲 する こと も あり。 叉 此の方より 繅紲 して わたし 玉 はれと もこと わ 

る もの 也。 渡せる 方より 召 取って わたす とも、 その上 を 叉から め 直す もの 也。 如レ此 

人 返しに は、 古今 付 届 使節の 往來、 尤も 了簡 あるべし。 すべて 咎人 を かくし 置かん こ 

と は 天下の 戒 なれば、 不レ 及レ云 ことなり とい へ ども、 渡し 樣請 取樣、 品々 ある ことな 

るべ し。 詳に可 二 究理？ 

師曰 はく、 はしりこみ 有, 之 事 時々 にあり。 はしりこ みは • その 家 を 見て 頼み 來る 
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ことた れ ば、 究鳥懐 に 入る ためしと もたり ぬ ベ ければ • 何とも 無 II 子細 I 命 をた チ け ん 

ずる 事、 はしりこまれ たる 家の 思 入、 人情の 仁心な り e されば はしりこ みたる を 直に 

見たり と 云 へ ども、 此の 內 へ は不 レん、 入 り たらば 何 ゆ ゑに とら へ ん などと 云 

はん 事 勿論 也" 故に はしりこみ あらば、 先づ門 をと ざして、 急に 人の 付けて 来らば、 

番人 內へ 入りて 不二 出合？ 程 をへ て 出合 ひ、 はしりこみ ありし と S ，に LT か ニ^ 覽ー香 

人不， 居ければ 見 付 不レ申 侯と 答へ、 a 分內を せんさく 可 レ 仕と 云 ひて、 付 来る もの を 

內 へ不， 入、 方々 さがす 內に、 のがれし めかく す 手立て あるべし； 是れ 急に 付 来れる 

時の 心得せ。 間 ありて 尋ねん に は、 不， 来と 一 K ひ はたして 少しも 不， 苦せ： 而 して 衣服 

路銀 を與 へ、 その 人に よって 或はお くらしめ 或は 追放す： たと ひ 罪 iZ 口 を を か 十 ものな 

りと も 如, 此。 若し 三 大逆 を 犯さん 輩 は、 程を經 て 其の 事 を 具にして、 而後に これ を 

戏 しむる こと も あり、 或は 遠 所へ 追放す るた めし も ありぬべし C 是れを 平生の はしり 

こみに 同じう すべから ざる 也。 或 家へ はしりこみの ありし に、 忽ちに 入の 付 来りて 屆 

けけ る。 內 には不 i 居候へ ども * 猶ほ 以てせん ぎ 致すべし と 云ふ內 に、 彼の はしりこ 

みの 著せる 衣服 を 此の方の 小者に きせて、 やねへ 雀の 籠ぬ けせる を とら へに あがる と 


云 ひて， となりの 家に つた ひ、 となりの 門より 外へ 出す。 而 してし かぐの こと あり 

若し 隣な どへ 行ける にやと て、 追手に 尋ねさせければ、 如, 此衣 裳の 者 こそ、 只今 こ 

の 門 をと ほれり と 云 ひて けり。 さて は それ こそ 走り こみの 者な りと 云 ひて、 事 ゆ ゑな 

くやみに きと 云へ り。 又 大事の はしりこみ ありて、 內を搜 すに なりぬ る を、 內へ 一人 

入りて さがさす るに、 亭主 鎗を とりて、 此の ものに 引 傍 ひ、 是に 居たり と 云 はば 則ち 

ふめ B- どころ 

打果 すべき 體に みえて、 さがさせ ける ゆ ゑに、 搜す者 有 所 を みても、 我が 命の 危 けれ 

ば、 事なら ずして、 不レ 居と 云 ひて 外へ 出で たると 云へ るた めし も あり。 內を搜 す こ 

と は、 外より 來れる 者 も 大事に 致す こと 也。 さがして 內 に不, 居と き は • 搜 す ものの 

尾籠に なるべし。 尤も 心得 あるべき こと 也。 

師曰 はく、 我が 朋友の 下人 先にて 人に 切らる る を 見て は、 如何す べきと 或 人い へり 

ければ： 老功の ものの 云 ひける は、 知 音 知己 同志と 云 ふ は如レ 此のた め なれば、 きら 

るる 場に 行き かからば、 是れを きらせて 通る ことわり 不 1 可レ 有。 旣に きられた る あと 

ならば、 則ち 付： S をいた して その 下手人 を 取る か、 可 レ屆所 を 届けて よし。 我が身 を 

利す る 分別 あらば、 不レ 見して とほるに なるべし。 必ず 心に 可； -恥 といへ り。 
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師曰 はく、 咎人な りと 云へ ども、 人の 下人に なりて、 主人の 供 をいた して 行く か、 

公用に ぁづ からん に は、 その 場に て とらへ からめ 殺害せ ざる もの 也。 主人の 供 をいた 

すに おいて は、 宿所まで 付けて ことわるべし。 路次 において、 その 供人の 內を考 へ て、 

ひそかに ことわる こと も 可, 有レ 之。 公用に おいて は、 其の 事の すむ を 待つ か、 事 久し 

からん に は、 頭 奉行へ ことわり、 他へ 不二 泄失 一が 如くいた して、 公用 をた さしむべし。 

も だし 

一旦の 怒 を默止 かねて、 或は 當 座にから め 或は 殺害して は、 主人に 恥辱 を あたへ、 公 

用を妨 ぐる こと、 皆 以て 遠慮な しと 云 ふべ し。 或 所に て 取り にげ を 致せる 大惡人 あり。 

是れを 口入れせ し 者の ありし が、 甚だに くみて 尋ね 求め けれども 不, 知な りぬ。 ここ 

に 不レ思 所に て 見付けぬ。 此の 惡 人した たか もの なれば、 ここ を 取り はづ して は再會 

期すべからず と 思うて • 此の 惡 人の 體 いづかた にぞ 奉行いた すと みえ けれども， こと 

わる 間 もなければ、 名乘 りかけ て 取組んで、 上が 下へ となりて ける 內に、 所の 辻 番所 

の もの ども 出合 ひければ、 是れ こそ 大罪 人 なれと よば はりて すけさせ、 番人に しばら 

せて、 而 して 此の 旨 趣 を 番人に ことわり、 主人 あらば 名 乘れと 云 ひけれ ども、 名乘ら 

ざれば、 此の 段 を も 番所の 者、 所の 月 行事、 名主に 云 ひて、 而 して 後に 引きと りぬ。 


さて 懐中 を みれば、 主人の 狀を 持ちて 使に 行きけ る を とらへ たるに てぞ ありぬ。 此の 

上 はとて、 主人に ことわりければ • 主人 ことわり なく 理不盡 に 人の 家來 をから め縲紲 

の 辱に 及ば しめたる 事 不レ及 二 沙汰 1 と 云 ふに なり て、 口入れの 侍 久しく ぁづ けられて. 

詮議 まちく にあ ひて けり。 然れ ども 此の 罪人 手 ごた へいた し、 その上 番人の しばり， 

主人の 名 を不， I 名乘； 證人も 出で ければ、 後に は 無二 事故 1 なりに けりと ぞ。 

師曰 はく、 屋敷 門前に て 喧嘩 仇 討 ある 時分、 無二 子細 1 人 を きらせて、 あ ひ 手を不 

レ留 におく は、 辻 番の不 念 也。 辻番は 是れを 押し わけ 押しと めて 喧嘩な からしむ るの 

役人な り。 門前に て は 門番の 越度と 云 ふべ し。 但し 近所に 辻桥 あらんに は、 辻番 にさ 

ばかしむべし。 喧嘩 ありて， 一方 はう たれ、 一方 は 手 を 負 ふか、 くたびれて のがれ ざ 

らんに は、 則ち 是れを 押し わけて 門の 內へ 入れお く か、 叉 は 門外に おくと も、 # 人 を 

多く 出して、 人 を 近づけざる もの 也。 死骸 を 人に ひろげて みせなん も 尾籠 也。 雙 方の 

由緒の 方へ 人 をつ か はすべし。 仇 打 は猞ほ 以てし かり。 すべ て 如レ此 小事に、 屋敷 中 

取りみ だし、 棒鎗 など を 夥布取 出し • 人々 白衣に なり、 いき ほひて 事ら しくいた さん 

は 見苦し かるべ し。 門外の t は 嘩內へ 入る に 不レ有 也。 事に なれざる 輩 は 少しの 事を大 
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なる 事に 思 ふこと あり、 後難の がる 不レ 可也。 

師曰 はく、 路頭 途中に て、 先より 追 ひかけ 者あって、 それ 切り 玉へ など 云 ふ を、 ま 

ラ  力 ラフ 

こと ぞと 心得て 切らざる もの 也。 不ぃ 切と 云うて おくれと は不レ 可：， 云。 但した しかに 
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きれと 云ふ證 人 あらんに は 不レ苦 也。 どこと なき 人の 言 ふに 付きて 切りなん は、 つ ひ 

の 越度と なるべし。 左様の 時分 は、 立ちと まり 樣子を 見て、 人 を 打ちての かん ものと 

みば、 結句 言 を かけて 心 を 付くべし。 盜贼 とみば、 先へ よば はりて 門 木戶を 立てさせ、 

辻番を 出さすべし。 若し 我が 方へ 切りて かからば、 彼れ が 右の 方へ ひらいて、 足 を 杖 

か 刀の W にても なぐりて よし。 鎗を もたせた らば、 鎗の柄 石 づきに て たたきふせ べし。 

必ず 一 旦に 切り ころすべからざる 也。 叉 i は嘩 最中の 處へ往 きかからば、 少し ひか へ て 

様子 を 兌、 跡 先を考 へべ し。 急ぎて 退かん も 柱き 通らん も 兌 苦し かるべし。 勝负 つか 

んに は、 一方の ものにせ ：！ を かけて、 ー禮 してと ほる もよ し、 叉 侍 はたが ひのこと なれ 

ば、 付 届いた して 可 i 然 こと は、 使 をつ か はしても よし。 氣付藥 • 湯水 を 用 ひしめ て 

もよ し。 のかし めて 宜しくば、 言 を かけての かせても よし。 町 所へ ことわりて 可レ然 

こと あらば 斷 りても 可也。 又 事す みたる あとへ 往 かば、 所の もの その 場の ものに 具に 


その 旨 趣 を 尋ね、 その 主人の 名、 そのものの 名な ど、 あらまし の 聞 所 をき くこと も尤 

も 也。 若し 近付の 者 切りむ すぶ において は、 跡に ひかへ 聲を かけて 二の 目 をつ めて よ 

し。 尤も 近付 知 音 切り ころされば、 相手 をのくべき 處に 非ず。 如レ此 こと も、 かねて 

詳に 其の 事 をき はめた だして、 その上の こと は その 場 その 時 我が 行き やうの 用 所に も 

可レ 因。 伹し武 義の事 は、 身 をす てて 人の ためなる こと をいた す は、 後雞 すくなし。 

身 を 立て 人の ため を わきに いたし、 遁れ まじき 場 をのが れん は、 不義に して 人の 道に 

非ず と 也。 

師曰 はく、 武田信 玄家諸 侍 常々 のせん さくに、 路次 にて、 一 人 は 馬に 乘 るか あしだ 

を はく、 一 人は步 行に て 行 合 ふ。 其の 人中 善くと も あしく とも、 步 行の もの 物陰へ か 

じ ぎ 

くるる 尤も 也。 馬に 乘る人 或は あしだ を はく 人 は、 遠くより 下りて 時宜 をすべし。 さ 

きの 人の 隱 るる は、 馬より 下す まじき との 心付け、 侍の 時宜 也。 人の 禮 をいた さんに 

時宜せ ざる は非義 也。 用心の ために も、 馬に 乘るは 下り、 あしだ を はかばぬ ぐ 事、 能 

き 武士の 作法 也。 馬に 乘 りと ほらば、 おろす こと 無用 也。 相手が 武士の 作法 しらざる 

5 は *V  おり  * ラ 

女 侍 也。 又上氣 なる もの 有りて、 おりよ などと 云 ひかけ たらば、 それ は 下る 不, 可。 
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かち 

おる る 程なら ば 打 果たせ。 若し 叉 親兄弟の 敵步 にて とほるに、 ねら はるる 人馬 上なら 

ば、 御 使に 參る、 御免 候へ と、 うそ を 慇勲に 云 ひて 乘り とほせ。 それ はねら ふ 人も不 

ク  うち 

レ 打が 不覺 にならず、 馬上 を 打 だてして は、 乘 立てて 退かば 追 付かれず。 次に 中惡き 

人な りと も、 座 布に て盃を さされて は、 慇 勲に飮 むべき 也。 のま ざれば 相手 もこら ふ 

ベから ず、 雙方果 すより 外な し。 然れば 主人の 損と なり 玉 ふ 也。 爱を 以て 常に 深く つ 

つし み 遠慮す る こと を、 能き 武士の 法と 定 むる 也。 又 云 ふ、 かたき 打の こと、 路 次に 

て；；；： き あ ふに * ねら ふ もの 待ちて 居る と 聞かば、 あとへ もどる か 脇道して、 如何様に 

もして うたれ ざる 如く 分別 尤もな り。 是れを そしる は 無 案內の もの 也。 ねら ふ 人 はな 

し  ひとし ほ 

る ほど 忍んで 仕す ます、 一入 能き 仕樣 也。 弓鐵炮 にても 仕す ます を 手柄と 云 ふべ し。 

口論な どの 意趣と は 事 か はり、 長 道具 にても 不レ 苦。 弓 鐵炮に 至りて は 又 せんさく 可 

A  はなち 5 ち 

レ^: こと 也。 叉 云 ふ、 放 打の 事、 家の 內に 居る を、 そこつに 押 込む ことな かれ。 內に 

幾人 ある、 何 道具 を 持 居る と 云 ふこと を 閜 定めて、 外より 入る にけ がな き 如く 致す こ 

と 尤も 也。 行きが かりに 押 込まざる と 難ず る は あやまり 也。 右の 放 打の もの 家の 內に 

居る を、 押 込み 一番に 切りむ すぶ とき、 後よりも 脇よりも、 切りた ふす か突阁 すい、 


仕留 むる 事 一 先の ものの 手柄 也。 後から も 脇から もき る 人 一 一の 手柄 也。 一 先の 人縱ひ 

切り 不レ付 とても、 一番に かかる 心ば せ は、 合戰 せり 合に て 一番 鎗の心 也。 後 脇より 

仕と むる は 二番 鎗同前 也。 一番に かかりし. もの 切り ころされたり とも、 手柄と 定めん 

は 一 番の人 也。 右 各 > 馬場 美 濃 守が 評定せ しこと 也。 

師曰 はく、 或 太守の 家來 久しく 煩うて、 大方 快氣 しけれ ども、 手足 もよ わく、 夏の 

比に や、 座敷に すずみ 居け るが、 所用 ありて 下人の 若黨に 用事 を 申 付けて ける が、 其 

の 返答の 不禮 なりし とて、 主人 手 打に せんとて 追 ひかけ ぬ。 病後の ことなれば 足よ わ 

くて、 門の 內 にて すべりころ びぬ。 その 內に 若黨は にげのびん としけ るが、 隣の 侍き 

き 付け、 かけ 出で て 是れを 仕留めぬ。 此の 事 太守に きこえければ、 太守 評して 云 はく、 

ル  シ カラ 

下人 を 手 打に 致す こと も、 不屆の あらんに は 不レ苦 こと 也、 切り そこなうて 彼れ 足早 

にのく こと も あるべし、 此の 段 越度と は 定めが たし、 その 身 病後に て、 手足の 不自由 

も 身に 覺ぇ あるべき に、 一旦の 怒りに を さまり の考 なき こと は、 不遠 と 云 もべ し、 

不 遠慮 ゆ ゑに 越度 をと る こと は、 侍の 本意に あらざる とて、 則ち 改易せられ にきと ぞ。 

師曰 はく、 古き ものの 云 へ る； J と を しるせる 書に、 一 番 先陣、 一 番乘、 一 番翊、 各- 
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輕重 ある こと 也。 但し 名 を 得て 人々 にと な へられん こと は、 一 に 天命、 二に 國、 三に 

其の 場、 四に 主人 也。 此れ等の 理 なくして 世に 隱れ なき 高名 は 難, 有 こと 也。 永 祿. 

天 正 以来の 名を顯 はす 辈、 此の 四つの 品 を不, 遁、 無二 比類 一高 名 ありと 云へ ども、 隱 

れて 人不レ 知な りぬ る こと は、 皆 天の 命 也， 更に うらむべからず。 叉 永祿. 天 正 以來、 

一 番鎗に は、 千 石 ニー  千 石 ニニ 千 石 • 八 千 石までの 赏 あり。 一番 乘に は、 息仏 臣秀吉 一 

シ フ 

萬 石 を 可 二 宛 行 一と 投 ありと 也。 保 元 • 平 治より 信 長の 比 迄 は、 鎗と云 ふ 功名な かりし 

に、 信 長 卿の 時分より 鎗を 以て 世に ほこる になり て. それより 皆 以て 鎗 にあら ざれば 

功に ならず。 古へ 宇治川の 先陣， 一 ノ 谷の 大手  一 二の かけ、 藤戶 を わたせる * は、 I 

記に 出で て 其の 名譽 高し。 陣々 に譽の もの も あり つ ベ けれども- 戰 功を詳 に不, 究， 

記す 者 弓矢に 不案內 にして 實理 を不, 知が ゆ ゑに、 さしもの 勇 功 もな きが 如く なれる 

ためし 多し と 評せり。 尤も ことわりと 云 ふべ し。 凡そ 武士 戰場 において 勇 功 を なすこ 

と は 、第一 に 其の 身 平生の つとめ 心掛 によるべ し。 第二に 功 者に 付きて ことわざ を詳 

にた だし 問 は ざれば 不覺の おくれをとる もの 也。 第三に は 其の 主人の 家風 を詳 にた だ 

すべし。 第 四に その 所の 樣子 による。 第五に 待に あ ふと 不, 逢と にあり ぬ ベ し。 ^し 


て 主人 武義 のせん ぎ 不二 明白 一 か、 國 がらに よって その 吟味に たが ふ處 ある もの なれば、 

1 様に 云 ふべ からず。 是れ 天下 一 統の 風儀な くして、 各-異見 を 立つ るの ゆ ゑ 也。 佐 

々成 政 身代 果てて、 わ づか越 中 新 川 郡 斗り を領 しければ、 歷々 の 勇士 皆 浪人して、 多 

く は 長 尾 景勝の 越後に 居られし に 屬し、 又は 上方へ 行きけ るに、 景勝 方へ 行きし もの 

は 大方 立身せ ず、 上方へ 行きし 輩 は 立身の もの も ありし とに や。 是れ 弓矢の 風儀に よ 

る ことなれば 也。 すべて 戰功は 賞罰の よる 處 なり。 侍の 骨 をぬ すまん こと は 本意に 非 

ず。 實を詳 にして その せんさく をき はめ、 天下 同 風に 至りな ば、 法 を そむき 實を たが 

ふるの 輩 世に あるべからず。 天下の 侍の つとめ も 宜し かるべし。 一番 鎗. 一番 * の 功 

甲乙の こと、 尤も 子細 あるべ し。 上方に て 一 番鎗 などと 云 ふ は、 前後の 首尾 せんさく 

なく、 備と云 ふ ものの 吟味 あらず して 云 ふこと 多し。 その上 一番 鎗は備 ごとに あり、 

一 番乘と 云 ふ は、 其の 手に ての 一 番 のりと 云 ふ はお ほかる ベ けれども、 惣の 一 番 のり 

と 云 ふこと は 希有の ことにて、 それにて その 械郭の 落つ るになる ことなれば、 人の 賞 

する こと 勿論 也。 猶ほ 委しく 吟味すべし。 近年 は I 番 二番の 鎗. 鎗脇 *鎗 下 • 場 中な 

ど 云 ふ 微細の 論出來 て、 聊も 侍の 骨 を不, 盜、 小し の； 0 と をも赏 して かくさ ざるの ゆ 
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ゑんと 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 路 次の 中に おいて 若黨 小者 供の 制 法、 具に 究め 置かず して は 近き 患の あ 

るべき 也。 その 制 法と 云 ふ は、 路頭に おいて 往來の 輩に 無禮 緩怠 を 禁ずべ し。 無禮緩 

怠と 云 ふ は、 人 を 付きの け、 手足 を 人に あて、 道具 をよ こたへ、 先 を さげて 人に あて、 

(蹴 上) 

雨中 路次 あしきと き はけ あげ を ふみかけ、 人 を 惡路に 入る るの 類、 皆 以て 是れ 也。 故 

に 人 込の 時分 は、 主人 先へ 立ちて、 下人 を 我が あとに 引付くべし。 下人 を 以て 先を拂 

はすべからず。 主人 乘 馬して 先んじて、 下人 此の あとに 可, 付、 尤も 一 方に かたより 

て 可 二 往來？ 路次惡 しきと き は、 步 行の 往来の もの をよ き 道 をと ほし、 我れ 惡路 をと 

ほりぬべ し。 老人 • 小人 ，• 女子 • 非人 等 は あはれ み禮 して 避けつ ベ し。 長 道具 は橫た 

カラ 

へず- 先 を さげし む不, 可。 若し 下人 口論いた し 出さば、 其の 首尾に より、 速に 下人 

を 叱して 彼れ を 取 立て、 禮を あつく すべし。 不, 得, 已 して 下人 若黨 喧嘩 仕出さば、 我 

れ速 におり 立ち、 得道 具 を 以て 二の 目 をつ め、 惣を 取りみ ださし めず、 心靜に 裁判す 

ラ  の^ 0 

べし。 彼れ を 仕留めた らば、 其の 場に 不, 居して 退去る か、 叉 は 要害 を かたどり 人家 

ク  ル カラ 

に 入りて 居るべし。 無二 子細, 此の方の 下手人 を 出す 不, 可也。 是 れ皆路 道の 禮節 也。 


すべ て 人 ごとに 權勢 高貴の 人の 所へ 至る に は、 云 付けに 念 を 入れて 制 法 をた だ寸 とい 

.  ,  (檢) 

へど も、 心 易く 我れ より 位 ひきき 方へ 行きて は、 制法禮 節の 改め も 薄し。 是れ 本末の 

究理う すければ 也。 されば 權 勢の 家へ ゆいて は、 供の 侍 下人 等、 不, 云して 無禮 はな 

きもの 也。 我れ より 下 ざまの 處へ 行きて は、 供の 郞等 下人まで 心お ごり して、 或は 木 

の 枝 を をり かき、 舁を そこな ひ、 白つ ちとし 板に むだが きいた し、 こしかけつ いぢに 

不淨 をいた し、 むしろ こも を 奪って しきもの にし、 狼藉なる こと 多き ものな り。 さる 

に 因りて 詳に 究理せ ずして は を さまり がた し。 故に 目 付 を 用 ひ 頭 奉行 を 用 ひて、 u々 

に 其の 事 をた だし、 かへ らん 跡の 體を みせ、 ゆくさきの 風情 を考 へしむべし。 ことに 

乘 輿の 大名 は、 己れ が 目の 不レ及 を 以て、 下人の 放埒 を 見出さず、 故に 步 行の 頭 をつ 

れ、 间 勢の 押へ を 用 ふる は、 皆 此の 心得なる べし。 路頭の 禮節 は、 人の 平生 ある こと 

にして 又 ゆるす 處也。 ここ を 以て、 門 を 不レ出 間の 法、 道路に ての 法、 先にての 法 • 

いひ ごと 

道路に ての 云 事、 X 傷の 時の 法、 先にて 口論 喧嘩の 會釋、 他所の 供の ものの 口論^ 嘩 

の 時 此の方の ものの 心得、 皆 以て 兼て 示し 合すべき こと 也。 

師曰 はく、 或 侍 主人より 城 を 預かりて、 その 域の 番手に ありけ るが、 -Mis しくして、 


に 徒た て武上 

出然 り 放士 皇義リ 
づ草 。浪 、の淸 
第 この 出 北 、俗 
十の ま 家 面^ 名 
K 事 人 しの^ (fc 
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(勝 手) 

家 來 ども 申しけ る は、 械中は 翳 者の 出入 も 不自由 也、 ことに 夜中に は 人の 出入 且つて 

なら ざれば、 ^の こと ありと も 事な りに くし、 其の上 若し 不盧に 身 まかり 玉うても、 

大事の 城 中 をけ がし てんこと も 如何に こそと 云 ひければ、 主人 病の ひま あるときに 申 

しける は、 我れ 旣に 君命 を 蒙りて 城 中に 入る の 上 は、 城 を はなれて 死す る こと 本意に 

非ず、 城外へ をり て 養生 するとても、 死なん ずる 命の 生くべき にも 非ず、 たと ひ 死な 

ん命 いきなん とも、 不レ 可レ有 こと をいた して は 生きて 益な し、 我れ を 以て 此の 城の 城 

代と 命ぜられて ここに あり ぬれば、 城 中に て 終らん こと、 本よりの 願な りと 云 ひて、 

更に 不レ 出して 身 を はりぬ。 君 もこれ を 感じ、 人々 も稱 美しけ りと 也。 

師曰 はく、 何事 を 評せん にも、 始終 遠近の つもり を詳に 究理せ ずして、 其の 場 その 

時の 事 斗り にて 善 惡を云 はん は、 甚だ あやまり 也。 唯 その 事物の 理を つくして、 而し 

シ  ナル  ル ナラ  (徒然 箪) 

て 後に 其の 本末 はじめて 可， l 分明； 似て 不, 是の ためし 多し。 兼 好が つれ， <\ に、 綾の 

(6 

小路の 宮の小 坂 殿の 楝に繩 を ひかれし は、 鳥の む れゐて 池の かへ る をと る を かなしみ 

ての こと 也。 されば 西 行が、 後德大 寺の 大臣の 寢 殿に 鳶ゐ させ じと て繩を はられけ る 

を、 の 居た らん は 问 か は 苦し かるべき *  の 殴の 心の さばかり にと て參ら ざり しも * 


づぶさ  k 

委 にきかず して は、 いかなる ゆ ゑ か あり けん、 おぼつかな しと かける も 理也。 ことに 

良將の 弓矢に は、 其の 揚 のこと に 凡人の 心得られぬ こと あり。 信 玄小田 原へ 發 向して、 

蓮 池まで やきつめて 引取り 玉 ふ も、 何の せんなき ことに. 似て、 赏 は 駿河を 手に 可レ入 

のた め 也と 也。 大權現 關ケ原 -大 坂の 御 一 戰に、 聊か 仰 出された る 御 軍法 も あらず、 

昝 次第 をみ だり 法 を やぶりて、 更に 人の 心得ざる ことなる に似て、 深々 の 神慮の あり 

つるなる べし。 しかるに その 場の こと をみ て、 始終の 考へ なく、 或は 是 とし 或は 非と 

十る こと、 甚だ あやまりと 云ぶべし。 

師曰 はく、 堺 目の 番手 持に 致す 城に は、 番手の 大將諸 侍の 人質 をば 本 城に おいて、 

その 身 斗り にて その 城 を 持た しむる こと、 古よりの 法な りと 也。 是れを 異朝に は鎭戌 

と 云へ り。 さか ひ 目の 城の 大將、 その 所に 我が 妻子 を 置いて は、 諸 侍 その 身の 人質 尤 

も 多き を 以て 城 持ちが たし。 人の 身 かろくして は 主.^ の 用に 立ちよ し。 心に かかる 

(ビ  ル シ カラ 

ほ だしの 多く ありて は、 心 一 致せざる を 以て、 忠を存 する こと も 不レ正 もの 也。 故に 

大事の 城 は 皆 番手 持に いたす こと、 古よりの 作法 也。 而 して 押への 城と 云 ふと 押への 

地と 云 ふ は 各-別 也。 おさへの 城と 云 ふ は、 城ち ひさくと も 要害 を かたどり、 敵お こ 

士談八  . .  三 〇 七 


二) 

代齊の 人、 

名なる 孫. 个の 

筏 商に，， -て i 

た なる 兵 

汰.ぉ なり。 as 

の^ 消と 戰ふ 

^、 竈 も 減じ 

返 知も^ して 

敏を誘 ひ、 敵 

牛 《 路に^  く、 

卽も 樹を斫 り 

口げ てこれ に 

會 して 曰 はく、 

H 消 此の 樹下 

に 死 せんと。 

遂に 大いに こ 

れを 破る。 史 

記列傳 第五 孫 

武 is づ 
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るの 時 急に 乘 取る ことのな り がた き 如く こしら へ 置く、 これ をお さへ の 城と" ムふ 也。 

ぁト V 

おさへの 地と：： ムふ は、 右のお さへの 械へ、 本 城より は遙に 遠き ゆ ゑに、 その 際に、 そ 

の邊の 探題た るべき 大名に 祿を豐 にあた へ て 置く こと 也， 是れを 押へ の 地と 一： ムふ 也。 

故にお さへの 城の 將は 小身 にても 不レ 苦、 押への 地に 大名の あるが ゆ ゑ 也。 たと へば 

奥州 會津 を氏鄕 • 景勝 領す るの 時 は、 會津 はお さ への 地に て、 白 川 • 一 一本松 • 福 島 等 

はお さへの 城 也。 故に 白 川 等の 城主 は 小身 にても、 會津 より 近くして 後實 なりよし。 

その 比 は 秀吉京 • 大 坂に あって、 上方よりの 助力な りに くきが ゆ ゑ、 奥州 先方の もの 

どもの 押へ に 探題と して， 氏 鄕- 景勝 有レ 之つ るが 如し。 會津は 奥州の 道筋 をば 引き 

こみて、 輪の 內と號 して 一 まろめ なる 所に て、 白 川 • 一 一本松 等 はき はめて 押へ の 場な 

るに、 白 川 二 一本松 はいつ も 小身 ものの 居て、 會津に は 大名の 有レ之 は、 この ゆ ゑと 

しるべ し。 

或 人 云 はく、 昔 孫 腺 かまど を 減じて 退く をし めし、 木 を 削りて 白書して 龐涓を 打ち 

たる は、 尤も あや ふくして、 全き 手段に あらず。 本朝の 源 義經鹧 越 を こし >  勝 浦に 至 

り、 楠 (木) が 渡 邊の橘 を不レ 引して、 弱 兵 を 出して 敵 を あなどる、 皆 以て 權 謀の 術に 


(二) 前 出 I 

九 八 頁^ 照 

§ 春秋 時 

代、 越 王 勾 as 

も輔 けて 吳も 

討つ。 伍子 SC 

は 吳王夫 差に 

仕へ、 戰功ぁ 

hv、 吳 越の 和 

睦を 不可と し 

たれ ども 聽か 

れす、 後 吳 果 


敗らる 

(E) 戰^ 齊 

の將、 燕 王榮 

殺 をして 齊を 

討た しむ。 田 

箪 反間 も 以て 

集 殺 を 返け 代 

らしめ 又よ く 

防ぎ 遂に 大ぃ 

に 燕 ¥ を 敗る 

S) 戰 同時 

代秦 の昭王 に 

仕へ し 名将な 

り、 廉^ は 同 

^代趙 の 良将 


して • 王者の 兵に 非ず、 仕 損 ぜんに は^だ 失 ありと。 師云 はく、 是れ詳 に 事物の 理 e 

不レ究 が ゆ ゑに、 己れ が 心 を 以て 人 を はかる 也。 上手の いたす わざ を 下手より みれば、 

皆 如い 此 あや ふき もの 也。 孫臏 がか まど を 減じて、 而 して 木 を 削りて 龐 S ここに 死せ 

んと 記せる は、 まことに 幻術^の 云 ひつべき ことにして、 龐^ が 兵 術 をよ く 知り、 そ 

の 知謀の 腹心に くぐり 入りて 知りす かし たれば、 必ず 如, 此 なるべき こと 手 を 握る に 

同じ。 源義經 天性 兵の 道に かしと く、 平家の 虚を はかって、 此の 切 所 を こ ゆる こと を- 

あたかも 四條 • 五條の 大路 を とほるが 如くに 思 ふ、 是れ 必勝 をみ るが ゆ ゑ 也。 楠 (^.) 

が 隅 田丄咼 橋が 胸襟 を さぐって 其の 謀 を まう けし も- 皆 以て 如, 此也。 名 將良士 の 致 

す處 は、 人情の 不, 及 こと 多し。 是れ詳 に 不一 一 究理 一によ るべき 也。 

(二)  フ  スルキ へ  ッ  ス tM: ハ  ノ  ケズ レニ  ン  fill) 

師曰 はく、 袁了凡 曰、 兩將相 敵- 則 賢者 勝， 兩賢相 敵、 則 主 之 能 任， 賢者 滕、 范^ 

- 、ゲル - - 二  (巧)  ケル  -I  (五)  ケル  二  r 六 1  ケ ル  二  f ヒ) 

之 於， 一 伍子 胥 一也、 田單之 於， 一 樂毅 一也、 白 起 之 於， 一廉 頗 一也 * 王翦之 於， ー李牧 一也- お 孝 寛 

V ル LI  -ー  ノル ズルト  ル トニ ゼ  f 八)  ケル  二  ズ A  ニハ  、，ス r 

... ： 之 於 二 斛律光 1 也， 主 在 二 任 與不 r 任 也、 孔明 之. 於 二 仲 達； 皆 任 也、 故 功不レ 能： 獨成 | 

將： 立に 大いに 戰ひ しこと なき も畏惲 せり (六) 秦始^ に 仕へ たる 勇将、 よく 用 ひらる。 李 牧は趙 の^ 将、 兩 國相戰 ひし 時-七 製 反？？ な ュて李 牧お退 

けし こと あり (七〕 南北朝時代 北 周の 人、 軍将に してよ く 用 ひられ 用兵 神の 如し。 解 律 光 は 同時代 北齊の 人、 第將 として 功 あれ ども 後^-, S ひて 

^す (八) 諸^ 亮、 字は孔 明、 三 S 時代 蜀漢の 功臣 名将。 司^^ は 字 は 仲 達、 同時代 魏曹喿 に： M へし^ 序、 常 こ 4 明の 3 こ 敗. りる 
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b 佐な # 口の 二 
久 り 合 云 余 ^ 
問 與 
益玄の は 湖 近 
珐 蕃こ踐 * 江 
な はと ケ引 a 
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ク フハ ハク 乂 ハ クルト リナ リ ヌパヲ メス ニニ テセヲ  レ クラン 

焉、 說者 謂ニ亮 善攻、 懿善 守； 謬矣、 使 二 天 假, 亮以- 年、 懿其能 守 乎。 

師曰 はく、 上手の 大將 互に 兵 を 弄して 相對 す。 ここにお いてさまん \ の 手 立 工夫 も 

あって、 事物の 變 も 多し。 されば 近代 信 長の 尾 州に 勃起して、 江 北 を 退治し 越 前へ 發 

向し， 三 好 をした が へ 玉へ る、 秀吉の 賤ケ嶽 • 長久 手. 小 田 原 • 中國 退治 • 西國平 

均丄尚 魔陣、 大權 現の 三 州に 事 を はじめ 玉 ふの 後、 大 坂の 一 亂に 及ぶ まで、 悉く 以て 

其の 事物の 究理、 一 々後世の 手本と なりぬべし。 中に も武田 信玄. 北 越の 謙 信. 北條 

氏康の 弓矢、 ともに 以てさまん \ の 事 多し。 小 を 以て 大を うち、 赏死 一 生の 戰を いと 

なまん こと は、 唯 だ 一 拍子に して、 其の 間 聊か 會釋 あるべ からざる 也。 

師曰 はく、 巧みなる が 久しき を 不；. 見と 云 ふ は、 孫子が 格言 也。 拙く とも 速な らん 

に は、 下手 も その 拍子に のる こと 多し。 弓矢の 道 は 中に も 速なる を 貴ぶ は、 兵 は 火 を 

以て 體 とす、 久しき とき は その 勢 必ずた がふ を 以て 也。 良將 なりと 云へ ども， 圖をは 

づ さずに 速に しかけられて は、 取り あはせ にくき こと あり。 太閤 秀吉と 柴田勝 家， と は、 

弓矢の 格 似て 不レ似 ごとくな りし も、 余 湖の 引 口 を 直に 秀吉の 付けた まふ を 以て、 玄 

蕃が 兵途を 失へ り。 而 して 圃 をのが さず， 忽ちに 北 越に のりこみて、 彼の 搽家 をゎづ 


す遂と 武丞起 5 せ 六て 耶 し = 村 2 
に稱 兼に 、^し 波 出城 、年 父 c 
策せ 備進河 も羅 でよ 攝 義子 
中ら のむ 南 字 云 を一 t>  ^ 兵 、赤 
にる 良 、省 はふ 急 舉打國 も 元 松 
死 。將 文右孟 II につ 摩 興弘則 


か 二三 日の 內に とりこに し 玉 ふ は、 必竟如 ニ脫兎 一なる の ゆ ゑな り。 さし も 深 重なりし > 

(二) 

六波羅 も、 赤松が 速に のり 入りし に 謀 を 失って、 やがて 京都の 埒 明きた る、 皆 以て 速- 

な るが ゆ ゑ 也。  さて 秀吉の 兵 必ず 上 兵と 云 ひがたし、 赤松が 弓矢 必ず 六波羅 勢に まさ 

れる にあらず、 准 だ 拙く とも 速なる を闬 ふるの ゆ ゑなる べし。 

(三) 

トウ ハク セゥ、 ッヲ  ノハ  ゼ  ヲダシ  ス 

師曰 はく、 元の 至 正 十六 年、 董搏霄 建， 議、 海 寧 一 境、 不， 通 二 舟楫； 惟 可， 一 陸運； 陸 

-  -ー  ク r 'ニグ  - 一 テク ク  ヲ  -1 テ シク  ヲニ  ヒ 

運 之 方、 每レ人 行 十步、 三十 六 人 可， 行， 二 里； 三千 六 百 人 可， 行， 1 百 里； 毎 レ人負 = 米 

四 斗； 以， ー夾 布袋 1 盛, 之、 用, 印 封識、 人不, 息， 負、 米不 地、 排列 ぁ， 行、 曰 行 五 

百囘、 計レ路 二十 八 里、 日 可 A 運 二 米 二百 石； 人 米 一 升、 可 1 給 ニニ 萬 人； 是百里 一 日ノ行 

ブ ヲ  (En  ハク ノ シス レヲ クメ ク  クズ セ マル 二  リニ 

程、 運 k 米 之 術 也、 胡粹中 曰、 此法可 x 施 n 之 路近而 兵少、 敵^ 而期 促； 大敵 在， 前、 

sire  • -t-tlfl  . スル ヲ. ，-  ォクリ ヲ ムナシ クシ ヲ ス ルニハ シキヲ ダ カラ ヒ 

P に 兀§ 擁， 兵數十 萬、 千里 饋レ粮 、曠 レ曰持 レ久、 未 レ易レ 行 也と いへ り。 必ず かて を 運ぶ 斗 

りに 不レ 限、 諸事 如レ 此のつ もり あるべき こと 也。 

師曰 はく、 盜贼 罪人 を 尋ね 求む るに、 必ず 雖， 爲ニ 親子 兄弟； 申出 づる において は 罪 

を ゆるさん といへ る こと を 記す 事、 世 以て 多し。 叉 主人の こと をば 下人 申出で たり 

とも、 賞祿 褒美 あるべき と 云 ひわた す こと も 多し。 如レ此 事、 き然に 人の 大倫 をみ だ 

士談八  三 一一 
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り、 物の 禮節を 失 ふの 端と なるべき にや。 世 おだやかに、 上に 德の あらんに は、 如, 此 

"ム 付けず とも 下の惡 は あら はるべ し。 此の 1 事 を 速に しらん こと を 欲する に まかせて、. 

二)  ； si 子 人間の 大倫を 失 はんこと を 人に しらし めんこと は、 甚だ あやまりに なりぬべし。 父の 

路篇第 十八 章 

に" つ  羊 をぬ すむ は、 子の かくさんに は咎 なし。 子に 父の こと をう つたへ よ、 臣に 君の こと 

を 云 ふべ しな ど 云 はんこと は、 皆惡 逆を敎 ふる 也。 而 して 云 出で たれば とて、 父 を こ 

.  (二) レハ  ルカ 

ろし 君 を 殺せる ものに 賞祿 もな りが たかるべし。 賞祿 いたさん は、 人に 不, 奪ば 不, 厭 

つじ 孟. il- の こと を 示す のみち 也。 すべ て 世に 小事 をた ださんと て 本のた が へ る ごとき こと あり、 

惠_土上篇^1^ 

以て 究理すべき 也。 但し 其の 罪の 輕重 にも よるべければ、 又 一 樣 にも 定めが たからん 

利 を 先にす る  ， 

ことな 爲 さば  にや 

奪 は ざれば g 

力 £と出 づ 師曰 はく、 古老 云 ふ、 關 東に は 一 備 より 五 騎十騎 斗り えらみ 出して、 陣頭 武者と 號 

そな へ 

し、 各  >  馬面 蛇 面、 ししがしら を 馬に きせて、 敵の 備 へのり こみ 利 をうる あり、 叉 長 

つかの 衆と て、 旗本に 大刀 大 つか 古の 野太 刀 ごとくなる を もって、 大將の 左右に 供 を 

乂亂破 いたす もの 五 百 三百 斗り ある 也。 叉浪波 ものと 云 ひて、 忍の もの を あつめ、 筒の 火付. 

と 9* す 

竹な ど を もたせ、 五十 百 斗り 一 組に いたして 夜 込 夜 打 を ことと する ありと 也。 


(W) 後陽^ 

天皇の 聚秦第 

行幸 


師： n はく、 古 は 官位の 事專ら つつしみて、 其の 任に 非ず して は不， 用 也。 近く は 源 

君諸大 夫の 補任 四 人 ありし。 天 正 十六 年の 行幸に 九 人の 補任な りし。 鳥 井 左 京 *內 藤. 

左 馬 助な ど は、 父 は 平 侍に て、 此の 時從 五位 下に なれり。 如レ此 こと を 以て 云 はば、 

當時は 補任 も 多く、 官位 もた やすく 任じ 玉 ふ 如しと い へど も、 源 君 初めて 大臣に 任じ 

まし/ \ て、 旣に四 世に 及んで 官 大臣 をき はめ 位 一 品 を歷玉 へば、 諸事の 儀式 古の^ 

とく 可レ 有に あらざる 也。 尤も 可 二心 得 一 こと 也。 

(ほ ^ 

師曰 はく、 源 君 嘗て 仰せ ありけ る は、 我れ 信 長に 屬 せし 時、 今少した めら ひて 武田 

信 玄に屬 すべく 考 へて、 後に 信 長に 屬 せば" 信 長の 崇敬 も 重く、 大國を も 猞ほ與 へら 

れ ぬべき にと あって 笑 ひ 玉 ひきと 也。 物の 感ずる 處は、 深く 向 ふに 思 入れさせ ざれば 

不レ通 もの 也。 何事 も淺 はかな らんに は、 人の 感 うすき もの なれば， その 心得 を 以て 

の 仰せ ごとなる ベ し。 


士， 談 八  一 二 一  三 


龍 通 居衮^  b 崚歆 し一 二 
を し し g  'ぺ等 • 、名 一 
撰 、經に 字 辭の劉 著 劉 
す 文 籍しは 海 諸 站 者 子 新 
心に て^ レ說 • はと 論 
1911 博 獨和劉 あ 劉 劉稱 * 
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士談九 

一八 全才 

K  .  ス f  乂ヲ &シト  ナルプ スト  ズヲ ハジ キモ 

師曰 はく、 あ 靴 勰が 新論責 速の 篇に曰 ふ、 成い 務雖レ 均、 機 速 爲ぃ 上、 決い 謀 或 同 * 

遲 %,n、 才^ 11功/  爲 レ責、 智能 決 レ 謀， 以レ疾 爲％ 也， 善 齊-事 者、 若- 1 

^.^5.  i き i お 招ガ 今 焚然 あ、 • 飛 ^il 之、 湍波 漂， 人、 

^奔^^^  R ぉ而 おや lii ぎ ぁダ、 あ P 舟而 拯^、 則 葬 ^ 江 魚 之 腹中 1 

ンバ  (劣)  ル カラ 

矣と 出せり。 同じ ことの 少しお とらん は、 唯 だ 速に 作 略の 出で て 滞る 所な きに 不レ可 

レ.^ 也。 故に 時に 及んで 其の 湧出して 其の 事 をな す を * 才知 頓知と 云 ふべき 也。 

師 嘗て 曰 はく、 知惠は 人間 第一 の寶 にして. 身 を を さめ 人 を 治む るの 間と もに 知 を 

以てせざる ことなし。 然して 其の 知 萬 人に すぐるる を 聖人と 云 ひ 君子と 云 ふ。 世に 分. 

-士談 九  三 一 五 


出^ 語； S 卷第ヨ 十  三 一 六 

^と •： ムひ 思案と 云 ふ • 皆 是れ知 也。 分^と 云 ふ は、 物の わかち を 具にして 同異 差^の 

十ぢ めを糾 す、 これ 知 也。 心に 思 ひめぐ らして 內に詳 に 案じ、 而 して 外に 用 ふる を 思 

案と 云 ひ、 行き あたりて 惑 はざる が 如く かねて 慮 をな す を 遠慮と 云 ひ、 古今の 事 をお 

ぼえ、 世間の ありさま 當 時の 風を覺 えて. 大方の あらまし を 古き ためし を 以て 推す を 

才覺 才知と 云 ひ、 時に 至りて 速 かに 發 する を 頓知と 云 ひ、 當 座の 辨を 以て 人の 會 得い 

たす 如く ハ T ひ ほどく を 口才と 云 ふ， 各，1 以て 知の 用に して、 その 人に 因りて そのえ も 

の ある こと 也。 人 皆 知 は 生 質に して、 その 分限より 上 は不, 發 もの 也と 云 ひて、 其の 

つとめ を 疎に する こと、 尤も あやまれり。 古今 聖賢の 學、 皆 知 を 開き 知 を 致む るの 間 

のみ 也、 更に 別法な し。 ここに 赤子 あらん、 是れを 以て 夷狄に そだつれば 夷狄たり. 

中國に そだつれば 中國の 人品たり、 士農工商 各-以てし かり。 而 して 口に 云 ひ 目に み 

たら ふ 事、 足 を 引き手に 物 をと り 身 を 動かす こと、 皆 以て 自然に 學び 得て その 敎の ご- 

とく なれり。  我れ に 本と 其の 知あって、 今日の 用事、 悉く 世の ことわざ を 見聞 覺 知す 

るに よれり。 故に 人の 知 は 年々 に 進んで 能く 物と なら ふに なれり。 是れ 知の 釜 ある ゆ 

ゑに 非ず や。 但し 上智の 人に 至りて は闲勉 せず して 是れに 通ず る ありと い へ ども • 闲 


< 一) 論 S 八 

情 n 第 八^; に 

出づ。 鎗の事 

は 素 を 後に す 

と は、 門人 子 

度の 簡に 孔子 

の 答 へたるな 

.9。 これに 對 

し、 子 夏 また 

錄は 後なる か 

と 問 ひたるな 

(二) 

^莨 第 八 章に 

出づ、 £ 喁ぁ 

る ものの 1 喁 

も 示せば 他の 

一一 一隅 は 類推し 

て 察する こと 

も 云 ふ 

(三) 9 一里 

仁篇第 十五 章 

に出づ 


勉十 ともつ ひに は その 地に 不レ 至して 不， 可， 有 なれば、 人々 事物の h に 究理 十 る こと 

を詳 にして、 古今の 事宜 を 具にし、 而 して 知の 開く こと を 可 二心 得 一 こと 也。 

師曰 はく、 人の 才の 物に 通ず る こと、 或は 類 を 以て 推 十 こと あり。 繪の こと は 後レ素 

と 孔子の の 玉 へる をき いて、 禮は 後なる かと 答 へたる は、 繪 のこと をき いて 禮の 事に 

(二) 

うつし 用 ひたる の才 也。 一 隅 を 以て 三 隅 を 反する と 云 へ るた めしなる べし。 或は 前 を 

きいて 後 を しること あり、 是れ 一 をき いて 二 を 知る 也。 或は 超レ 格て 相 通ず る あり。 

(三)  タレ ヲ  ゐ 

夫子、 我が 道 は 一 以て 貫レ 之との 玉へ る を、 曾 子 唯して、 門人の 問に 忠恕の みと 答へ 

られ たる は、 流通して 不レ滯 が ゆ ゑに、 格 を こえて 吿 げたる 也。 是れ皆 才の出 づる處 

き は  ル カラ タル 

に 高下あって、 而 してと もに 知 を 致め ずして は不レ 可レ出 也。 

師曰 はく、 何事 も その 仕樣 用 ひ 様に よって、 その 骨法 一き は 見事に なること あり。 

S) 

味 宜しから ぬ 食物 も、 料理の 上手の 用ひ樣 仕樣、 その 時く ふ 人の 腹中に 隨 つて、 一段 

も 二 段 も 風味の 別になる 事 多し。 是れ 時に とっての 才知の 運用に よるべければ、 聊の 

ことまで も 疎に いたして 詳 なること なからん は、 甚だ あやまる 所 也。 

師曰 はく、 德 なくして 才を 逞しく する は 小人 也。 才の 逞しき に とられて、 其の 實を 

士談九  一一 二 七 
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不レ 知して， 佞奸 を 以て 才 あるの 人と する あり、 佞奸に 苦しみて 叉實を 要と 求め、 惑 

ル ハ 

を辨 ずる ことの 不レ 叶の こと あり， ともに 以て 君子の 志す 所に あらざる 也。 聖人の 云 

ふ 所の 德と云 ふ は、 實と才 と 兼備いた せる 者に こそ あらめ、 今の 人の 德と云 ふ は、 才 

知 全く かけて * 唯 だ 謹 厚の 者の み を 云 ふなるべし。 源 賴朝治 承 五 年 正月、 梶原平 三景 

時 を 御家人た らしむ。 東鑑 曰、 是 去年 窮冬之 比、 實平相 具 所, 參也、 雖, 不， 携 一一 文筆； 

巧 二言 語 1 之士 也、 專相 二 叶 賢慮 一也と しるせり。 景時才 逞しく して 辨 あり、 人 以て 才知 

ある ものと 思へ り。 しかれ ども 本 を不, 知 道 を不, 糾のゅ ゑに、 其の 所, 致 皆 佞奸に お 

ち 入りて けり。 佞奸の 才 ある 輩 も、 賢主 良將 にっか はれて は、 その 奸を用 ふべき 處な 

きを 以て、 自然に 才 とめる になる もの 也。 愚將 にっか はれて は、 しばらく 才 ありて 俊 

好に 不レ近 もの も， 上の 心 を 蔑 如して 己れ が 威 を 逞しく して、 つ ひに 佞奸になる もの 

なれば、 尤も 可レ愼 こと 也。 

師曰 はく、 昔 齊の桓 公の 臣管 仲、 諸侯 を 九た び 合せ 天下 をた だし、 つ ひに 桓公 を以 

は t や  ルカ ラフ  ハク  テ  シニテ シ 

て 伯 者と す。 其の 才 大方に して は不, 可, 叶 也。 管 仲 云、 三 萬 人 以方コ 行 天下； 以誅， 一 無 

ヲ マ モル ヲ  シレ ヲクグ 

道； 以昇ニ 周窒； 天下 大國之 君、 莫， 一之 能禦 一とい へり。 ゎづ かに 三 萬の 兵 を 以て 天下 


條 へさと 2 
に 、兀 o 
出 十 年 害 
づ九 正妻 こ 
日 月 鏡の 
の 十 建 こ 


を 自由にして 無道 を誅 する にたり なんと 云 ひし は、 才に 逞しき 所 あらず して は 難レ叶 

-^^u こと 也。 蘇 拭 云、 管 仲 之 制、 可レ謂 ^ 截然 而易ー レ曉、 n 一二 土^ 國 一 以爲ニ 三軍； 公 あ ニぁフ 

+  ノヲ  ク クガ ヌクス ガヌ  リト  ン 

高 子 國子將 二 其 二； 三軍 三 萬 人、 如レ 貫レ繩 如レ晝 レ棊. 疎 暢 通達. 雖， 有 二 智者, 無, 所 

ス ノヲ 

レ施 = 其 巧？ 

(二) 

師曰 はく、 建久 元年、 奥州 泰銜 郞從 大河 次郞 兼任と 云 ふ もの、 頼 朝 奥州より 還 著の 

あと を 伺って 叛逆 を 企てぬ。 此の 事 奥州の 奉行 葛 西の 淸重 方より 飛脚 一 一人 を 以て 中し 

送る。 一 人の 脚力 は 病に よって 途中に とまり、 只 だ 一 人來り 申しけ る は、 味方の 軍士 

の 內小鹿 島 橘 次 公成 は 打ち とられ、 由 利 中 八 維 平 は 城 をす てて 逐電す とのこと 也。 頓 

朝き いて、 使者の 申狀 相違なる べし、 由 利 は 打 死し 橘 次 は 逐電なる べし- 追って 糾す 

ベ しと ありけ るに、 翌日 一 人の 使者 病後に 參 著しければ、 事實 をた だされけ るに、 仰 

せの 通りな りければ、 人々 皆賴 朝の 才知 凡人の 及ぶ 處に 非ざる こと を 感じて、 鳴レ舌 

しける とに や。 

師曰 はく、 源賴朝 奥州 征伐の ため 兩國に 至り 玉 ひしに、 奧羽ニ 州の 田 ft 山林 牧納の 

十四日の 條に  ル バ 

出づ  こと を 尋ねた ま へ ども、 平 泉 炎上の 時に ことん \ く燒 失して ければ 力に 不レ 及の 處、 
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奧 州の 住人 璺前介 實俊幷 に 弟 橘 藤 五 實禹申 k 存, 1 故實 一之 由 h 被 二 召 出 1 子細 を 尊ね 玉 へ 

ば、 件の 兩人兩 國の繪 阖 を そらにし るし、 郡々 のさ かひ、 鄕単： の 田 帛、 山野 江 海、 こ 

とぐ く 其の 中に しるせり。 三ケ所 をし るし？ i ら すの 外 更に 不， 一 犯 失 一ければ、 賴朝大 

に 感じ 玉 へりと 也、 人の 才覺に 天生 おぼえの ある もの 也。 尤も 希有の こと 也。 

二】  (二) 

師曰 はく、 梶原景 時 族滅の 時、 小山 • 和 田 • 畠 山已下 相 あつまりて 談話の 時、 ^(介 

の次郞 申しけ る は、 景時 若し 近 邊の橋 を 引きて 暫く 相 支へば 可， 然に、 無二 左右 一途 中 

まで 逐電せ し を 以て 誅戮 にあへ り、 兼 日の 自稱 にたが へりと 云 ひければ、 畠 山 申しけ 

ゥガチ ヌク ヲ 

る は、 事 そこつに 起り ぬれば、 俄に 鑿い 樋 引い 橋の 計 も 難儀なる ゆ ゑに やと 云 ふ。 時に 

すけむ ね 

安藤 右馬大 夫右宗 申しけ る は、 まことに 畠 山 殿 は、 只 だ 大名 はから ひゆ ゑに 事 を詳に 

しり 玉 はざる 也、 引レ橋 構レ城 事に 何の 子細の 侍るべき、 近隣の 小屋 を こぼちて 橋の 上 

に 置き、 是れに 火 を 付けて 燒き 落しな ば、 橋 は 一 時に 燒 失しつ ベければ、 橋 を 引きて 

內に取 籠らん に は、 何の 子細 か あるべき と 巾し ける。 當 座の 大名 各 > 默 止して、 安藤 

が 頓知の 計略 を 感じ. 1： りと ぞ。 

師曰 はく • 或 人 城より あっか ひ を 乞 ふ 和談の 使に さされて 城外へ 出で てけ る。 大將 


より はじめ 諸 侍 各，' 申しけ る は、 御 邊の事 は、 大勢の 內の人 指に て 今度 城外へ 出で 玉 

ふこと なれば、 不レ 及レ云 ことなれ ども、 狨 中の 儀 少しも よわみなる ごとく 云 ひて は、 

扱な りに くき もの 也 • 隨分城 中の つよみ を 語り、 兵粮 玉藥 等まで 澤 山なる 處を 能くい 

ひき かせられ 可, 然と 云 ふ。 使の 侍、 委細 相 心得 候、 古來 よりの 作法に 候閒、 宜しく 

こそ 可, 申と て、 而 して 外へ 出で ぬ。 さて 寄 手の 大將の 所に 至り、 先 づ湯漬 を このみて 

二三 杯 を 食し、 其の上に て 酒 を このみて 飮み、 申しけ る は、 城 中には 先日 比より 十 人 

を 以て 一 升 扶持に いたせり しが、 今日 このごろ は それより 事つ まり 候、 酒な ど は大將 

物 頭 もろく に 口へ 入る る 事 は 無レ之 候、 味嗜 など は 皆 被：， 下き りて、 一 口な め 候ても 古 

の 雁 鴨の 料理より は大 節に 存 ずると かたる。 寄 手の 歷々 きいて、 是れは 思 ふに 相違 候 

乍レ去 まことに 左様 にても 可, 有, 之、 久しき 篛狨 なれば と 云 ふ。 さて 玉藥 はと 問 ふ。 

(普 力) ク レ 

使者 かたりけ る は、 是れ叉 只今 は 不通に 無レ之 候と 答 ふ。 さあらん に は、 何とて 今迄 

下城 もな く 籠城に やと 問 ひければ、 其の ことに 候、 年若なる 者 ども は、 是れ にて は 何 

事 もなら ざる 間、 一方へ 切って 出で、 一同に 打 死 可， 仕 候 心掛、 是非 切って 出づ べし、 

必ず 一 方 をば 打破り ぬべ しと 云 へ ども、 大將も 物 頭 • 物 奉行 も， 物が きれざる 故に 同 
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心無 レ之 候， 同心な くと も 最早 一 方へ 切って 出で 打ちぬ くべき と 申す よしに 候へ ども、 

大將 しひて 抑留いた さるる を 以て、 さすが 叉 左様に も不ぃ 成して 今日/ \ と 延引 候と 

云 ふ。 其の 人 數は何 ほど 斗り ある ことに やと 問 ひければ、 それ とても 纔に百 七 八十 斗 

り 也、 雜人 下々 は 存じ も よらぬ こと 也、 侍 分の もの 斗り 如レ此 とかたる。 傍の 者 ども 

談合に、 此の 使の 申す 所 一 々僞 にて は 無：. 之、 然れば 此の 百 七 八十 人の 侍 必死の 思 ひ 

をな さんに は、 寄 手 利 をうる とも、 大分の 手 負 死人なる べし、 和 談を用 ひ可レ 然と： ム 

ふに 究 まりて、 而 して 和談相 ととの ひける と 也。 域 明けて 後に みれば、 兵粮 雜器 山の 

ごとく あり、 玉 藥も卓 山に して、 唯 だ 思 ひ 切りた る 人 數百七 八十と 云 ひしが、 七 八 人 

もなかり しと 也。 此の あっか ひの 使の 侍、 すぐれて 才の 逞しき ものな りしと ぞ。 

^FJ^, 師曰 はく、 尾 州 蟹 江の 城に 瀧 川 中 入の 時、 その 3 曰大權 現へ 注進 ありければ、 則ち 御 

二 年. K 月の こ 

ちし  出馬 可 レ被レ 成 もの 也と、 その 比 三 川 已來の 御 祐筆に 尊 通と 云 ふ ものの 御 書 をした ため 

ける を、 上覽 まし/ \ て、 可, 一 出馬 一の 可の 字 を 可レ除 也と 仰せ ごと ありて ける。 その 時 

仰せに、 如, 此 時分 は 一 字の 文字 大節 也、 前に 大敵 を かか へ て. 可 二 出馬-と あらんに は、 

その 锼旣に ゆるし、 出馬す る もの 也と あらんに は その 機 速 也との 台 命な りき。 尤も そ 


^ 德川秀 の理き はまれり。 又 加州 金澤 炎上の 時分、 從ニ台 德院殿 1 御 內書を 被， 命け るに、 時の 

忠 

老臣 各-申 上げけ る は、 暫く 御 延引 ありて、 被, 下物 等 を も 一 度に 成し 賜 はりなん や 

キ/  ル シ カラ 

と ありければ、 如レ此 時分 事 延引して は 不レ宜 もの 也、 先づ 安否 をき こしめ されつ ベ 

ければ、 追って 委細の こと をば 可 レ被レ 命に こそと ありて、 無二 御 心 元 一 被 二 思 召 1 先 如 

レ此 候、 委細 從レ跡 可, 被 二 仰 遣 一の 旨 を 以て 先 づ御內 書 ありき。 筆者 會我又 左 衞門尉 こ 

お) 德川宗 れを つとめぬ。 又 大猷院 殿の 御代 禁裏へ 御 內書を 遣 はさる るに、 この 比 大樹 足 をいた 

したた  . 

ましめ 玉 ひつる ゆ ゑに、 御 足の いたみ も 次第に 御 快 然の由 を^め ければ、 禁裏へ 足の 

字 は 甚だ 憚り 多し、 唯 だ 御いた みの 所と 可；. 改 なりと 仰せ ごと ありて けり。 筆者 大橋 

長 左 衞門尉 これ をつ とめぬ。 其の 品 はか はれる が 如しと い へど も、 各-時に 取っての 

優才 にこ そまし/ ヽ けりと 覺ゅ とかたれ る 人 あり。 

師曰 はく、 信 濃 木 曾が 家臣に 知 村 • 山村と 云 ひて 兩家 あり。 木會沒 落の 後に、 兩氏 

(S)  サ  (關ケ 原) 

(S 客分の ともに 流牢 してけ る を、 大 權現關 東に おいて 堪忍 分 を 被 レ下指 置き 玉 へり。 庚 子の 役に、 

杖お 米 

2) 長 野 ほ 木 曾の 道筋 を あくべき 由 仰せ ごと ありて、 御先へ 彼等 をつ か はさる。 ここに 鳥 井 峠の 

西筑摩 郡桷川  (五) 

衬 大字 寶井 こなたなら ゐと云 ふ 所に て、 山村、 輻 島へ 手 遣 はして 勘辨 しければ、 大方 此の方へ 屬 
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しぬ。 未だ 首尾 は不, 調 ども、 先づ福 島別條 なく 隨 心の 由 を 注進 可， 仕と て、 則ち 脚力 

を はせ て、 福 島 無二 相違 1 相した が ひ 申す の 由 を 言上す。 知 村 申しけ る は、 未だ 福 島へ 

打 人る こ ともなく 先 もしれ ざ る に、 はやり 過ぎて 如い 此 注進 如何 あるべ きと 留め けれ 

ば、 山村 申しけ る は、 勿論 先 はしれ ざれ ども、 是れ程 方 々様子よ き 上 は 別 條不， 可レ 有、 

その上 福 島 を不, 從ば 再び 源 君 へ 對面 申す ベ か らず、 如, 此 時分 は 早速 注進 可, 然間， 

一同に 申 上げ 可, 然とす すめけ る ゆ ゑに、 知 村 も不レ 得レ已 して 連署して けり。 而 して 

福，： S へ 入りければ、 福 島 も 手間 不, 入に なれり。 此の 時 福 島の 者 どもの 人質 は、 石河備 

前 守が 催促に より 尾 州 犬 山の 城に 入れ 置きぬ。 しかれ ども 福 島の 城 を とられた る 上 は、 

所の 人質 ども こ こに て 殺さん こと も 詮なき わざな りと て、 皆是 れを赦 して 福岛 へ か へ 

しけりと 也。 山村が 作 略 尤も 理に あたれり と 云 ふべ し。 是れ才 の 逞しき によるべ し。 

二) 七十 五 萬 石  (二)  レサ 

師曰 はく、 越後 國七郡 を 堀 久太郞 に秀吉 より 被, 下、 堀監物 • 堀 丹 後 守 • 小 倉主 膳. 

柴田源 左衞門 • 堀雅樂 • 神 子 田 八 右衞門 • 堀 美 作 守、 以上 七 人與カ 分に て 城々 を 持ち 

ける に、 七 郡の 內六 郡まで 一 揆 起り 城々 へ 推 寄せけ る。 此の 時 上田 郡 下 倉の 械を 一 揆 

取卷 きて、 つ ひに 城主 小 倉主 膳 打 死して けり。 此の 時 堀 丹 後 守 後 食して、 一揆の 大將 


を 打って けり。 その 比 越後の 一揆 未 二 平均 一に、 源 君へ 丹 後 守 速に 注進 申し、 越國の 一 

揆 悉く 退治の 由 を 申し 遣 はす。 各. 1 はやす ぎた る こと 也と 云 ひければ、 丹 後 守き いて" 

不 レ然、 此の度の 一揆 退治 延引せば、 再び 謁し 奉るべき に 非ず とこと わりて、 いづれ 

も連剁 いたさ ざるに、 その 身 一 人 右の通り 申し上げ たりと にや。 關ケ 原の 時、 御先の 

勝負 をみ せに 遣 はされ ける 何某と 云 へ る もの、 先 を も不ぃ 見して か へ り、 御先 は 勝に 候 

と高聲 によば はれり。 朋友の 如何なる 積り にやと 尋ねければ、 此の 霧の 深き に 如何し 

て 先の み ゆべき ぞ、 只 だ 御 勝利と 云 ひたらん に は、 味方の 諸 勢の き ほひぬ べしと 思へ 

ばな りと^: へたり。 いづれ も 時に とっての ことなれば 是非 分別し がた し。 不レ見 不レ行 

して 僞を 申し上げん こと は、 君 を あざむく の 罪 ありと い へ ども、 罪 は 一人の ことにし 

て 小事 也。 大に 人の ためにな り 時の 勢に 可レ成 ことの あらんに は、 何事に も 如レ此 こと 

ありぬべし。 され ども 私 知 を專ら として 其の 本 を さとらず、 口に まかせて 致さん こと 

は、 各 > 君子の 所レ戒 也。 

師曰 はく、 大 坂の 役に、 土方 宇右衛門 は 高き 所、 花房 助 右衛門 後に 右 馬 介と 云 ふ、 

この もの は 下にて、 互に 高名の 時、 名乘り はいた さ ざり しが、 上の は 宇右衛門と みた 
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る、 下の は 右 馬 介と みたり との 證據 なりし。 是れを その 比の 沙汰に、 土方 こと は 加 藤 

f 1 )  /、る わ 

(1) の 嘉 明に ありて 高麗に て 功 を あら はし、 臭 子に 岐阜の 七 曲 を せめのぼる とき、 矢 を 七 筋 

投 

まで 射 立てられて、 それ を 折り かけて あがり 高名 を とげぬ。 此の 時 も 左 馬介嘉 明に 屬 

しての ことなり。 これほど 名高き もの なれ ども、 相 證據を 云 ふこと は才 の不レ 足に や 

氣 の不， 付 こと 也と 云 へ る 評の ありし とぞ。 

(二) せんば  (三)  (ET) 

にに ©:it 師曰 はく、 大 坂の 役に 冬 千 波へ 夜 打の 時、 蜂須賀 阿波 守 手に て、 稻田已 下大權 現よ 

九 年の 大坂前 

00 り. 御 感書を 頂戴す。 御陣已 後に、 田 村 林 藏院と 云 ふ もの、 右の 時 修理と 鎗 をと りかへ 

は 船 場に 作り、  シ ス 

今 犬 に たる を 取り かへ して、 互に 證據に 可, 致と て 狀を稻 田が 所へ つか はしぬ。 稻田 是れを 

：： て 市の 中心 ル 七  (五)  ル ラ 

^  ^1 不二 同心 一の 返狀、 古 案に 出で たり。 稻田 ほどの もの も、 武功の 木理に 才 の不， 足を以 

匕 ひ 

^  ^0 て、 此の EE 村 林 藏院を 相手に 取って、 證據 にいた したがりて、 互の 云 ひ 通しの ありし 

(五) 古き 文 也。 稻田 こと は、 旣に御 兩所樣 より 御 感書を 項 戴の 上 は、 其の 身の 功 ここに 立ちぬ、 

お 

何の 合 手の 可 レ入ゅ ゑな し。 田 村 こ と は、 一 度 事に あ へ ば 一 寸づ つ 鎗の柄 を 金に いた 

し、 後に は 度々 の戰功 ありと て、 惣 金の 柄の 鎗を 持ちた る ものと はい へ ども、 專ら名 

利 を 事と せりと 云へ り。 その 比の 沙汰に、 修理が 鎗の堺 の 町に 責 物に 出して ありし を. 


取りて、 我が物の ごとく 云 ひなし、 稻 田と 鎗 をと りかへ たると 廣言 せし を， まことに 

H じ  (七 一 

B  36 幸 いたして のこと 也と かたれる 人 あり。 龜田大 隅 も 柏の 井に ての こと を 相手 を 取りて 云 

長の 家臣、 名 

揮 今 整 井 ひたが りし ゆ ゑに、 たれの かれのと 云 ひて、 大 隅が 合 手 大勢 出で たる こと あり、 是れ 

南 郡^^ 各  >、：：- にたし かなる 蹈 まへ 所な きを 以て、 其の 事の 才知もう すく、 人の 云 ふに したが 

り、 大坂 役に  P 

ほ ありし 處な つて 相違す るに なれる 也。 尤も 可 二心 得 一 こと 也。 

師曰 はく、 寬永島 原 一揆の 時、 彼の 打 手の 大名に 命ぜられし 人の 所へ、 老功の もの 

行きて 申しけ る は、 申す に 不レ及 ことなれ ども、 たと へば 梅の 椿のと 云 ふ 花 は、 四方 

に 花の さかりなる ときには さして 賞翫 すべ き 花に あら ざれ ども、 花の さきがけ にて 花 

のな き 時分 に^く ゆ ゑに 人 皆 是れを 賞美す る 也、 ここ を 以て 云へば、 少々 不出來 なる 

ことの ありと も、 手 初 をして は 人 皆賞翫 する もの 也、 世な みに なりて 後 は、 拔群 すぐ 

るる 處非 ずして は、 人に もてはやされぬ ものな りと 云へ り。 尤も 味 ありと 云 ふべ し。 

師 嘗て 示 二 門人 1 云 はく、 其の 時の 致し 様に 因って、 時に とって 一 且 はきら めき もて 

キ  レ 

はやさる る こと ある もの 也。 是れ つづいて 可レ成 ことならね ども、 事物の 上に ついて 其 

の才 のとり 行 ひ ある こと 也。 嚴冬素 雪の 至って 寒き にも、 湯 風呂に 入りて つよく あた 
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かたびら  -  あせみ づ 

たまり、 手足 運動して 身 熱すれば、 帷子 を 著る 斗り になり、 汗漿を 流す ものなる こと 

は、 皆是れ 時に とっての 働な り。 されば 木 は 薪に しても やせば 則ち 灰と なり、 お ほう 

てこれ を燒 くと き は 則ち 炭と なる。 同じく 是れ 薪に して、 灰と なれば 其の 性よ わく、 

炭と なれば 其の 性つ よし。 萬 物 皆 此の ことわ りのある なれば、 詳に 可レ究 こと 也。 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 島津は 上方に 一 味して 無 レ難關 ケ原を 引きと りぬ。 これに 

因りて、 島津御 退治の こと あるべし やと 云 ふことの ありし に、 黑田 入道 如 水が 云 ひけ 

レゼ  シル  かみしも  ， 、 ィ、 

る は、 島 津を 某に 被い 命て 征伐 可レ 仕との こと あらば、 上下に て 國入を 心 易く すべし 

その ゆ ゑ は、 薩摩ロ へ は 鍋 島 御先 手 可 レ仕所 なれば、 先手 は 鍋 島に 仕れと あらんに、 わ 

かき 者の 迷惑なる と は 云 ふべ からず、 必ず 先手 可レ 仕、 肥 前 は大國 にて 彼れ 大軍 なれ 

ば、 一廉 戰を もつべし、 しかれ ども 弓矢の 作法 を不レ 知、 軍の 樣に不 鍛練の 者 なれば、 

岛津に 逢うて 則ち 敗軍すべし- 是れ は證據 もな きこと を 云 ふに 非ず、 高麗に て 人數を 

立て かねて、 可, 致 やうの なくて 我が 方へ たのみ 來 りし を、 蟻 之 介と 云 ふ 足 輕大將 を 

つか はして 立直させ たる ほどの こと 也、 ここ を 以て、 鍋 島が 兵 は 至って 弱 兵 也と しれ 

(S 

り、 その あと を 加藤淸 正にいた さすべし、 淸正 こと は 各 別の 器量の 者 なれば、 島津が 


勝ち ほこり 來る處 へ 一 文字に かからば、 何の 子細 もな く 必勝なる べし、 その あとに 我 

が備 は、 袴 著に て 可， 入と い へりと ぞ。 

^ お 治 又 師曰 はく、 加 藤 左 馬 助嘉明 伊豫の 松 山に ありし 時、 藤 堂 和 泉 守 高 虎 は 今 張に 在械 す。 

今 Itf と 霍 く  ：；、 

松 山の 枝 城に 嘉 明が 弟 を 置きぬ。 今 張の 堺目 也。 此の 堺 目の 野 論の こと ありて、 高 虎 

が 領分の 百姓、 主馬が 百姓に ころされぬ。 高 虎 堪忍 仕る まじき 由に 付きて、 主馬が 所 

へ 押し かけ 城 を ふみつぶ すと 云 ふ 取沙汰に き はまりて、 飛脚 到來 して 左 馬 介に 告げけ 

る。 嘉明 扇子 を 手に 持ちながら、 「されば こそ 人 かよ ひけり あさ ぢ はら」 と 云 ふ 歌 •  の 

上の句 を 二三 篇唱 へ、 暫く 默 止して 居け るが、 現在の 弟 を 人に ころされて 堪忍 はなり 

5 ち はたし  ^ セ 

がた し、 以來 はと もなら ばなれ、 是非 出陣して 高 虎と 打果 すべし、 未だ 主馬が 不， 死 

n ぜめ 

內 に後責 すべし とて、 旣 に陣觸 して、 その 夜の 五つ 比に 出 勢 ふ 究め ひしめ く。 老臣 皆 

2) 

2) 武家 事 默 止して これに 同ず。 ここに 澤村權 七、 その 比 は 未だ 年若に て、 家老の 列に 入りな が 

紀卷第 十八に  ， きた，  キ レ 

村權 七に ら 末座に ありけ るが、 四方へ 色 代して 云 ひける は、 今少し 御 思惟 あられて 可レ然 也、 

その ゆ ゑ は、 只今 出 勢な り とても、 髙 虎が 勢 主馬 所へ 來 るに は 不, 可レ 合、 若し 人 沙汰 

斗り にて 藤 堂 出 勢 もな くば、 此の 方陣 ぶれして 出で たる 詮も なく、 必竟 公儀 を輕 しめ 
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て 私の 軍 を 挑む にもな りぬべし、 藤 堂 は 公儀へ 出頭の ことなれば、 何事 を 巧んで 此の 

方へ 手段 を 致さん も はかりが たし、 今少し 實否 をた だされ、 而 して 後に 御 出 勢 あるべ 

しと 留めけ る。 嘉明是 れに屬 して、 其の 夜の 出 勢 はやみぬ。 二 時 斗り を經て 注進の あ 

りけ る は、 藤 堂 出軍の こと 沙汰 斗り にて 實儀 無, 之と 云來れ りと 也。 澤 村が 才知 尤も 

理に あたれり と 云ぶべし。 その後 高 虎 公儀へ 申 上げけ る は、 嘉明堺 目の 論に 我がまま 

をいた し、 陣觸 まで 仕りた るの よしを 數通申 上げけ る ゆ ゑに、 左 馬 介 手前 六ケ 布くな 

り、 旣に 身上 破 却に 及ばん とせし を、 さまん \ 申 分けて 別條 なかり しと ぞ。 

^ci^m  師曰 はく、 大 坂御陣 のこと ありて、 黑田. 輻島各 i 御供 を のぞみけ る。 その 比 未だ 

きづか ひ 

太閤の 取 立の 大名 多き 內 にも、 此の 兩人は 武功の 勇將 なれば、 人々 機 遣の こと ありし 

に、 本 多 佐 渡 守 正 純、 彼等 兩將を 茶の湯に 事よ せて 饗應 し、 談じ ける は、 まこと や 

各  >  今度大 坂へ 御供の 望有レ 之と 承 候、 事實 において は 心得が たき 事に 候、 其の 故 は、 

各.' 御 事 は 秀吉卿 莫大の 恩顧 御 取 立の 身なりと い へど も、 當家 において 關ケ 原の 時分 

まさしく 御 忠節 を 被 一一 申 上 一た る ゆ ゑに、 大國を 下し 玉 はりて、 誠に 二心な く 御 奉公 ひ 

しかしながら 

御 志と 相み え 候、 併 大 坂の 域に は秀 頼の 循 こもられ 候へば、 先主 秀吉 卿の 息 男の 在 


城 ある を、 時に 隨 ふなら ひとて、 寄 手に 加 はり 攻め 玉 はんも 人の 思 はく も不レ 可， 然， 

义寄 手に 加 はりながら 成す わざ もなくて 居 玉 はんこと もうしろ めた かるべ し、 こ こ を- 

以て 案ずる に、 今度 御供の 願、 更に 以て 愚案に 不, 落、 但し 御 存分 も 侍る やと 中し け 

れば、 兩氏 是れに 屈服して、 さあら ば 御邊を 以て、 御 留守に 可 ニ罷も 一の 由 を 頼み入ろ 

に こそと 申されぬ とぞ。 

師曰 はく、 寬永八 年 加州 金 澤炎燒 の 時、 黄 門 利 常 • 筑前守 光高 もと もに 在 城せ り。 

言 前 田 和 常 と 

その 長子 光高 利 常 下知して、 一人 も屋の 上に あがらせず、 若し 下知 を そむき 屋の 上に あがり、 あや 

まちいた さんに は、 子孫まで かかるべし とのこと なれ "ば、 皆 上より おりて 供奉す。 門 

を 出る ときに、 利 常先づ 光高に 出られよ と あり、 光高 色 代して 利 常 を 先んず。 いかが 

したり けん、 互の 辭讓 になり てっかへ、 後より 火 は 急 也。 その 時歷々 の 老臣 近 士备- 

列す といへ ども 一言の 云 ふべき なし。 今 枝 民 部、 光 髙公は 若く も 侍れば 利 常 公に こ 

そと 云 ひけれ ども、 きき 入れ 不レ 被レ申 を、 奧村 河內、 利 常の 手 をと り、 如, 此 時分の 

御 色 代 は あるべ きこと に 非ず とて 引立てて 出しぬ。 是れに 因りて その 場の 埒 早く あき 

ぬ。 時に 取って 早き 作 略 也と 人々 感じぬ とぞ。 奥 村 河內は 期して ものごと を 談合 は不 
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レ詳 ものな り、 當 座の 才 はありつ ると ぞ。 

まラ 

師曰 はく  • 羽柴 秀吉關 白に 任じ 天下の 事 をぁづ かり 白すべき の 由 を 望み 玉 ひける に 

禁裏より 勅定 ありけ る は、 古より 執 柄に 任ずる に は、 其の 家 定まりて 藤 原 氏相續 す、 

秀吉が 姓 はいかなる にや、 其の 姓に 隨 つての 事に こそと ありければ、 傳奏 此の 由を演 

說す。 秀吉 きき 給うて、 我れ 元と 百姓に して 姓氏 も不, 有、 天子 是れを 知り 玉 ひなが 

ら如レ 此の 勅定、 甚だ 以て 心得が たし， ここに 考 ふるに、 往古より 生れながら 姓氏 を 

持ちて 出で、 是れぞ 源平 藤 橘と、 自然に 相備 はるべき の ゆ ゑな し、 時の 天子 その 生銖 

に 因って その 姓 を 賜 はり、 その 人 其の 所に 付きて 在 名 をな のる なるべし、 然れば 我れ 

今 武威 を 以て 天下 を幷乔 す、 天子 何 ぞ相應 の 姓 を不， 給 乎、 關白職 必ず 藤氏に 究 まる 

こと、 是れ又 心得が たし、 關白は 天下の 政務 を關 かりて 四海の 權を 執る の 職に して、 

今 此の 職 任予に 非ず して 何ぞ、 藤氏 歷代關 白に 因循す といへ ども、 唯 だ 有名 無實 にし 

て 何の 甲斐 か あるべき、 往昔 關白職 を 置きて ける ゆ ゑん、 能くき はめら るべ しと 返答 

申し、 よきに 勅答 ありつべ しと 申されけ る。 さし も 傳奏の 公卿 も 言な くして 退出す。 

天子つ ひに 璺臣の 姓 を 賜 はりて、 關 白の 職に 任じ 玉へ りと ぞ。 


七 出 召^ S 城 姓 第：: 

—二 放の もに 、六 一 

^六た 廉炱 六^子 
* 五 る をむ 十 後 、家 
照 • 。以 、ニ^ 松康 
二 前て 專萬島 平の 


師曰 はく、 弘治 元年 十月、 陶尾張 守 入道 全姜 藝州嚴 島に 押 渡りけ る を、 同月 卅日大 

風雨の 夜、 毛 利 元 就 押し わたりて 終に 全 姜を打 果せり。 此の 合戰 大事の 軍な りければ、 

陶全姜 が 元より 伊豫の 河 野が 方へ 船 を かりに 遣 はせ り。 同日に 毛 利 元 就よりも 河 野に 

船 を かれり。 全姜は 何となく 船 を かる。 元 就 は 一 日の 間 かされ 候へ、 嚴 島へ わたり、 

やがて 戾 すべし と 云 ひお くれり。 來 島道康 これ をき いて、 少しの ことなれ ども かりや 

う 思 入な り、 毛 利 家 必ず 勝利 あるべし とて、 則ち 毛 利 家へ 三百 艘船を かせり。 果して 

全姜 其の 合 戰に打 負けて、 中國 悉く 元 就に 屬し ぬと ぞ。 

師曰 はく、 上 總介忠 輝 卿 分 國を召 放 たれ 玉 ふの 時、 花 井 主 水と 安西 右馬允と 御前 公 

事に なりて、 右 馬 尤が方 大方 非 分に なりぬ。 明日 又 可 二 聞 召 1 とて 事 やみぬ。 明日に な 

りて 右馬允 何事 も 不二 申 上； 主 水利 運に なりて 事 を はりぬべき 時、 安西つつ しみて 申 

上げけ る は、 主 水が 申す 所 一 々道理 正しき ごとくに 候 へ ども、 皆僞 にて 實儀は 無, 之 候、 

其の 段 一 々申 分 も 事 永く こそ 候へ と 申す。 何れも、 その 所 を 申 候へ、 不, 被, 申 こと は 

不レ 可, 有と ありし 時、 安西 申しけ る は、 されば 候、 上總殿 奥に て 召つ か はれ 候 女に 心 

を 通じて 子 を 孕ませ 申 候、 如レ此 無作法 我がまま ものに 候 間、 此の 一 ケ條 にて 萬 事 を 
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御分刖 あるべし と訴 へけ る。 此の 一句に 主 水 返答 不 x 出、 公事 まけに なりて 退出し け 

り。 安西 は 公事 訴へ 上手な りけ るに や、 主 水に 十分 理を もたせ 利口 をい はせ て、 一 句 

にて 云 ひつめ たり。 時に 當 つて 才 かしこき こと 也と、 その 比の 評 也け りと ぞ。 

二)  (二)  もと 

師曰 はく、 餽の曹 操の 許 都に ありし 時、 蜀 中の 劉璋が 元より 張 松、 使に 往 きて 談論 

シ カラ  リ レ 

せし に、 張 松が 人物 甚だ 猥陋 にして 不 レ宜、 曹 操が 權 に不, 恐ければ、 曹操 これ をに く 

ん で拂, 袖て 起ちぬ。 その あとに 楊 修と云 ふ もの 出會 ひて 蜀 中の 人物 を 問 ふ。 張 松 こ 

れを答 ふるに 聊かと どこ ふる 事な し。 而 して 曹 操が 人品 を 論ず。 楊修內 より 書  一^ を 

取 出して 張 松に 示しぬ。 張 松 其の 表題 を みれば 孟德 新書と あり。 張 松 はじめより 尾 ま 

でよ めば 共に 十三 篇、. 皆 用兵の 要 法な り。 見 終りて 尋ねけ る は、 是れは 誰の 作な りと 

思 ひて ける ぞと云 ふ。 楊修 申しけ る は、 是れ こそ 前：： 操の 古今 を 酌んで、 孫子が 十三 篇 

に なぞらへ 作れる 所の 書 なれば、 孟德 新書と は號 せる 也と 云 ふ。 張 松 笑って 云 はく、 

此の 書 は 吾が 蜀 中には 三尺の 小童 も 皆 是れを 誦す、 是れは 戰國の 時分 無名氏が 所作な 

り， しかる を曹操 ひそかに 是れを 取って 自作す と 云 ひて 人 を あざむくな るべ しと 云 ふ。 

楊修 きいて、 此の 書 は 已に板 行す といへ ども 祕 して. 世、 汝蜀 中に 此の 書 ありと 


IK ふこ そ 人 を詐る なれと 答へ ければ、 張 松き いて、 我が 云 ふ 所 不審な らんに は、 我れ 

そらに 云 ふべ し、 それにて 聞き 玉へ とて、 自レ初 到 レ I 明に 誦して 一字の 無 レ所レ 訛。 

楊 修是れ に 驚きて 立ちて 張 松が 才 のかし こき こと を拜 し、 退いて 曹 操に まみえ， お 松 

が 聰明なる こと を 論じ、 新書の 蜀中 にあり とて、 一 遍み てこれ を そらんじぬ とかたれ 

ル カラ ル 

り。 曹操 きいて、 古人 我れ とひと しきものの 不 レ可レ 有に あらず、 然 らば 此の 書の こし 

て無レ S と號 して、 板 を やぶり こと《 此の 書 を やけり とぞ。 張 松が 才覺 尤も ゆ ゆ 

しと 云 ふべ し。 

(三)  . 

S 蜀漢の  師曰 はく、 馬 超と 曹 操と 對陣 して 戰を いどみけ る 時に、 曹操 元より しれる 處の 知臣 

人、 漢 末偏將 

行"、 I 韓遂と 云 ふ もの、 馬 超に つかへ て 謀 を ふかくす。 ここに 戰を和 せんこと を 云 ひて、 酉 

劉 備に ゆり II  * 

騎き となり、 操 唯 だ 一駱 にて 出で てハ 韓遂を 呼出し、 陣 前にお いて 往事 を談 じ、 近 邊に人 を 不レ置 

涼州牧 となる  . 

互に 笑 語して さりぬ。 此の 由 馬 超き いて 韓 遂に 尋ねけ る は、 今日 陣 前の 物が たり 何事 

なりし ぞと云 ふ。 韓遂 ありのままに 語りて、 只 だ是れ 往昔の 事 を 云へ るの みに して： 車 

、3  。き $ 事に 不レ 及と 云 ふ。 馬 超 不思議に 思 ひて しばらく 韓遂を 疑 ふ 心の 出來 りぬ。 曹操 我が 

(BU の 筏 s<° 

亭 IK に $J せら  (ほ)  バ  ， 

^  陣 にかへ り 謀臣 費詡に 此の 事を談 じければ、 子細に 不, 及、 やがて 韓遂を 殺させ S 赵 
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をと りこに する の 術 ここに ありと 云 ひて、 やがて 曹 操に 云 ひて 書狀を 認めし め、 其の 

狀の內 の 要 文な らん 所 を、 かきそこな ひぬ る 如く こしら へ、 文字 を 削りて 書 改め、 而 

して 後に 韓遂 にあた へ ぬ。 是れは 馬 超が 謀の 不, 足して 必ず 韓遂 を可レ 疑の 謀な りと に 

や。 霄 操是れ にしたがって 敎の ごとくに したため 韓遂が 元にお くれり。 馬 超 兼て 疑の 

ありければ、 此の 使節 來り ぬと きいて、 やがて 韓遂が 處に來 て、 曹 操の 狀 来れり とき 

くと 云 ひければ、 韓遂何 心なく、 是れぞ 其の 書な りと 云 ひて 取 出して みせぬ。 馬 超 取 

れそ みれば、 內に書 改めた るタ字 あり、 馬 超 甚だ 不審し • 人の 所へ 草案の 如き 狀を迗 

るべき に 非ず、 しかも 此の 削り 改めた る 所 こそ 此の 書中の 要 文な りと にが 笑 ひして け 

あやま  • 

る。 韓遂 きいて， 聊か 我れ 二心な し、 只だ曹 操が 訛りて 致せる なるべし と 何 心なく 云 

ふ。 馬 超稱ほ あやしみて、 我れ 汝を 以て 軍 中の こと を まかす、 今 彼れ と 相談り て 我が 

ナラ  ルラ 

軍 を やぶる の 結構 甚だ 不二 穏便 一とせ めて、 是れ を 計 策の 術な りと は 不レ知 ことの あさ 

まし さよ。 韓遂 申しけ る は、 猞ほ 不審 あらば、 重ねて 我れ と曹 操と 陣頭に 對 面すべし、 

此の 時 我れ ひそかに 曹操 をす かしょす ベ し、 陣中に 伏 を 置きて 曹操を 可 二 打取 1 とぞ約 

しける。 馬 超 これに 心 ほどけて 其の 謀 をな さしむ。 而 して 曹 操と 陣頭に 可 レ談の 由 を 


云 ふ。 曹操 この こと を 謀臣に 示す。 謀臣 やがて 心得て、 曹操 をば 不， 出、 洪 傅と 云 ふ 

大將に 數十騎 を さし そへ、 陣 前へ 出して 高聲に 喚ば はらせけ る は、 齊橾御 邊の心 入 を 

深く 悅び 思へ る 也、 必ず 約 をた がへ 玉 ふな、 先日の 書簡の 中の 通り 一 々被 レ得ニ 其 意 I 

つやと 云 はせ、 早々 引返す。 馬 超 彌-' いき ど ほり、 自ら 鎗を 取って 韓遂を うらみん と 

せし を、 渐々 して 引取りぬ。 是れ より 馬 超が 謀臣 こと，^' く 相 背きけ りと ぞ。 

( 一 }  あざな 

•n)  2S 師曰 はく、 吳の 孫權、 蜀の大 將關羽 字 雲 長 を 生 捕りて これ を 殺し、 其の 頸 を 箱に 入 

七 1 頁 s 照 

れて、 使者 を 副へ て 魏の曹 操の 許に 送れり。 曹操洛 陽に 至る の 道に おいて 此の 使に あ 

へり。 而 して 子細 を 尋ねければ、 しかん \ の 事 を 申す。 曹操 喜んで、 さて は蜀の 軍旅 

心許なき ことなしと 云 ひて 群臣に 尋ねければ、 司馬懿 きいて、 是れ こそ 移 レ禍の 計に 

候と 答 ふ。 曹操 その ゆ ゑ を 問 ふ。 仲 達 答へ ける は、 昔 蜀の劉 備兵を 起す の 時、 關羽 • 

張 飛兩人 はと もに 盟を 一 つに して 生死 を 同じく せり、 今吳 これ を 殺し、 その 仇 を復さ 

れんこと を 恐れて 首 を魏に 送れり、 今 君 是れを 信と して 此の 首 を 置かば、 蜀 必ず 兵 を 

起して 速に 魏を 伐つべし、 蜀と魏 と相戰 はば、 吳は 中に おいて 謀 をな しつべし、 甚だ 

大事の こと 也と 云 ひければ、 曹操 甘心して、 やがて 仲 達が 謀に 從 つて、 香木 を 以て 其 
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のむ くろ， をき ざみ、 大臣の 禮を 以て 葬り、 洛 陽の 南門の 外 十^に 其の 葬 所 をき はめて * 

(二)  ル 

大小の 官人皆 葬 服 をいた し、 荊 州 王と 贈號 す。 是れ唯 だ 蜀の恨 を 散 じて 吳の 計に 不 

レ 落の 術 也し とぞ。 此の 事 詳に蜀 にき こえければ、 劉備 甚だ W 羽が 打 死 を 歎 まし、 吾 

れ豈獨 り 生きて 何の 面目 か あらん、 さて 首を吳 より 餽に 送り、 魏叉 厚く 葬りし、 其の 

ゆ ゑいかん と 問 はれければ、 孔 明きいて、 此れ は是 れ東吳 禍を魏 にう つさん ためなり、 

餽に 謀臣 知者あって 人物 多き を 以て、 やがて 其の 心 を さとりて、 厚く 葬りて 恨 を東哭 

に 落すべき の 術 也と 答 ふ。 こ こ において 劉備 則ち 兵 を 出して 東吳を 可：. 打に 究 まりし 

を、 孔明 抑へ て 諫めけ る は、 今吳 我れ に魏を 伐た しめん こと を はかり、 魏叉 さけて 吳 

を 伐た しめん こと を 計る、 各 > 是れ詭 り をいだ いてけ り、 今少し 延引 ありて、 其の 虚 

を 謀りて うち 玉 へ 、 彼れ が はかりごとに 落ちん こと は 便な きわ ざ 也と 留めけ りと ぞ。 

知 臣の謀 各- 一致に ありと 云 ふべ し。 

(15 

師曰 はく、 河 內守源 頼 信と 云 ふ は 多 田滿仲 入道の 三郞子 也。 常 陸 守に なりて 其の 國 

に 下れり。 下 總に平 忠恒と 云 ふ 兵 あり、 下總， 上總を 我がまま にして、 常 陸 守の 仰せ 

を 事に ふれて 忽 諸にせ り。 守、 大に とがめて 是れを 攻めん とす。 其の 國に左 衞門大 夫 


すみ A たやす 

平 惟 基と 云 ふ もの あり、 守に 云へ りけ る は、 彼の 忠恒は その 栖輙 くよ すべき 所に 非ず 

みや L ろ 

とて、 惟 基 三千の 兵 をと との へ 鹿 島の 御社の 前に 出で たり。 守、 大中臣 成 平と 云 ふ も 

の を 召して、 小船に のせて 忠恒が 許へ つか はし、 隨 心すべき 由 を 命ず。 忠恒云 ふ、 守 

殿 はやん ごとな き 御 君な り、 可レ參 けれども、 惟 基 は 先祖の 敵 也、 それが 前に 跪きな 

んゃ、 否 參り候 まじき と。 賴信云 はく、 坂 東 は 此の度 はじめ 也、 然れ ども 家の 傳 にて 

きき 傳 へたり、 此の 海に わたり 可レ 有と、 眞髮の 高 文と 云 ふ 者 有りて 己れ 度々 行き わ 

たれり とて こえ. 他の 軍 ども 皆 こす。 およぐ 所 二 ケ所ぞ ありけ る。 忠恒は 海 を ま はり 

てこ そ 守 は 渡らめ と 思へ るに、 海 を こせれば 大に 驚きて、 名符を かいて 文 差に さして 

怠狀を 具して 郎等 を 以てよ せ 降れり とぞ。 

(五)  めのと 2 

お 物 l^f  師曰 はく、 歡信 上野 守に て 其の 國 にあり ける 時に、 乳母 子 兵 衞尉藤 原 親 孝が 家に 

(五六 7」^ ひか て、 盜人枷 鎖を拔 きて、 親 孝が 子 を 質に とれり。 賴信 向， 一 盜ん 一 云 はく、 命い きん 爲に 

せとく さり  とく  ： 

や、 然 らば 刀を疾 なげよ、 命 生きん、 頼 信 かく 仰せ かくる に、 否 不ぃ投 ば あしかりな 

んと。 此の  一 ：  一！. II にて 盜 人質 を はなしけ りと ぞ。 向 ふに 信 を 以てする の才、 いみ じき こ 

と乜。 
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二)  .  やん 

fl) ケ許 物  師 曰 はく、 锬河前 司橘季 通と 云へ る 人、 若 かりし とき、 參り仕 ふる 听 にも あらぬ 止 

= 卷； F:  二に 出  、ニノ  . 

づ  2 と  ハら ひ)  なま 

蔻 なき 女 IIK を 語りて 忍びけ る を、 その 所の 侍 ども 生 六 位な ど、 これ を とら へんと、 內 

(さ 

へ 入りた る 時 を はかりて 四方 を とりまけ り。 季通遁 るべき やうな く- 如何せんと 恩へ 

りけ るに、 季 通が 召しつ る小舍 (人) 童迎 へに 來 りて、 此の 體を兒 て、 外に 居て 道 をと 

ほる 小 女の ありし を とらへ、 何となく 掠 略して 音 高に 云 ひければ、 六 位 ども 是れ をき 

きて、 めた る 所を棄 てて 此の所に あつまり もす る內 に、 季 通^れ 出で にけ りと 也。 

(二)  (1  一一) / 

1； に、 後.？,  師曰 はく， 院の 御所に て、 信 西 を 御前に 召され 天台の 不思議 ども 御 尊ね ありけ るに、 

往， この 車 

0^ 折節 廢 亡して 演べ得 ざり ければ、 如何して 御前 を 立ちぬ べきと、 身體 苦しみ 思 ひ烺ひ 

rj 少納？ M  あやぶ くつぬ S 

たる 心地の 色に 顯 はれて ありければ、 童是 れを遙 かに 見危 みて、 ^脫 近く 居 寄りて、 

名 は^ 

高らかに、 內 より 御 召の ありて 御 使三ケ 度まゐ りぬ、 如何と 云 ひたり。 信 西 得た る 折 

節と て 罷り出で ぬ。 如何にと^ ぬれば、 童 答へ て 云 はく、 御座 を 起た ば やと 思 召す 氣 

色の みえさせ 玉へば、 自らが 虚誕な りと 云 ふ。 信 西 打うな づきて、 神妙々 々と 感ぜり。 

此の 童が 當 座の 術に 因りて、 信 西 時の 面目 を不， 失。 此の 童 は 事に ふれて さか/ ヽし 

かりければ、 烏帽子 を與 へ恪勒 者に 至り、 後に は靱負 尉に なされ、 院の御 目に も かけ 


(W) 高 食： 大 

皇の治 承 元年 

芊家も 亡ぼさ 

んと 謀り 殺さ 

る 

(五) smm 

に は 山 木に 作 

る、 平 兼隆の 

^なり。 こ の 

餮は^ 平盛袞 

ぉ卷^ 二十に 

± る 

3 額 H と 

|lc  くな 正しと 

す、 サ カャキ 

と. XP- ム J  rap 

の 額 上 を 半： ：=- 

形に^ りたる 

^云 ふ 

(七、 源平 盛 

赛 記卷 第二 十 

二、  i 八 & 載 

事の 條 に出づ 

(八) £s 

|ー1 铺 滞賀 

W に 在り 

(九」 ^明の 


まゐら せ、 左衞 門尉師 光と 號す。 後に 信 西 平 治の 亂に うたれ ければ、 師光 出家して 西 

光と 云へ り。 愚に して 道 を不ぃ 知、 唯だ當 分の 利口 を 專らと 致しけ る ゆ ゑに、 つ ひに 

不 レ全レ 死なり ぬ。 才 を專ら として 道に くらき は、 各  >  小人の 害に 入る の ゆ ゑん 也。 

モ } 

師曰 はく、 源賴朝 平家 追討の はじめに、 先 づ八牧 が 館に 夜 打 ありけ るに、 加 藤 次 景 

(六) 

ひた ひつ 含 

廉寢殿 を さし のぞきて みれば、 額突 あり、 燈 白く 搔 立てて、 障子 を ほそめに あけ、 太 

刀の 帶取 五寸 斗り 引きの こせり。 みれば 兼隆 太刀 を 額に 當 てて、 敵いら ば はたと 切ら 

んと 待ち かけたり。 加 藤 次 左右な く は不, 入、 胄を ぬいで 長刀の 先に かけて、 內へ つ 

と 指 入りたり。 待ち まう けたる ことなれば、 敵の 入る ぞと 心得て はたと 切る、 其の 拍 

子に 飛 入りけ りと ぞ。 

(八)  、 J 

(ヒ)  も だ 

師曰 はく- 三 浦 義明奴 田の 城に 籠らん や、 衣笠に 籠らん やと ありし 時、 力 介 申しけ 

る は、 奴 田 はわ づ かの 小 所に て 人是れ を不レ 知、 衣笠 こそき こえた る 城な り • 三 浦の 

こ つ K  いくさ 

者 ども は 小 坪の 軍に 打 勝ち、 やがて 衣笠に 引きこもり、 散々 に戰 ひて 打 死し けりと ニム 

はんに は、 ああ、 さる 名 譽の城 あり、 それ はよ き 所な りな ど 人 も 沙汰すべし • 奴 田の 

城に て 打 死と 云 はば、 奴 田 は ど こぞ、 未 y 知と 云 はれん も 面目なし と 云へ りと ぞ。 
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( 一 )  はた ぶんない 

二)  師曰 はく、 源 義經木 曾 退治の ために 宇治に 向 ひぬ。 川の 耳 分內狹 くして、 打 のぞみ 

袞だ卷 第三 十 

玉に 出づ  たる 者 四 五 千騎に は不， 過、 一 一 萬 餘驗は 寄付く ベ き 所な く、 只 だ 徒らに 後陣に 引 へ たり。 

河の 樣を も不， 見、 橋 を 引きた る も 知らぬ 者の み 多ければ、 渡るべき^ 定 にも 不レ 及、 

義經 雜色步 走の 者 ども を 集めて、 家々 の 資財 雜具ー 々に 取 出させ、 河 端の 在家 を 悉く 

燒拂 ひ、 大勢 を 一所に あつむべ しと 下知す。 地下の 者 はかね て 山林に にげかくれ けれ 

か はばた 

ば、 家々 に は 人 もな く、 悉く 放火し ければ、 二 萬 五 千餘の 軍兵の こる 者 もな く 河 耳に 

のぞみたり。 義經 河の 邊 近く 高 櫓 を 造らせ、 此の上に のぼり 四方 を 下知し、 矢 立の 硯 

を 取 寄せ、 宇治川の 先陣と 剛の者と を 次第 明々 に 注して 鎌 倉の 見參に 入る ベ しと 命ず。 

軍兵 各-勇みて 色めく。 義經 やぐらの 上に て樣々 の 事 を 下知し 玉 へ ども、 大勢 思々 に 

とどめき ければ、 打 紛れて きこえ ざり ければ、 平等 院の 御堂より 太鼓 を 取 寄せ 栴の下 

にて 打ちければ、 大勢 しづ まりて、 何事 やらん と 鳴 を しづめ て 軍 將に目 を かくる 時、 

大昔 揚げて 下知し 玉 ふ は、 二 萬 五 千の 勢の 中より、 海の 邊 川端に 栖 みて 水練なる 辈多 

かるべ し， 郎等 • 家 子 • 舍 人 • 雜 色に 至る まで、 かかる 時 こそ 群に 拔ん でた る 高名 を 

も すれ、 我れ と 思 はん 者 ども は 物 具ぬ ぎ 置きて 瀨蹈 すべし、 向 ひの 岸 をみ るに、 矢 害 


をと りたる もの 四 五百騎 とみえぬ、 瀨蹈 する 者 を 定めて 引取りく 射ん ずらん • 剛の 

座に 付かん と 思 はん 人々 は、 馬 を も 捨てて 橋桁 を わたり、 向 ひの 岸に ひかへ たる 軍兵 

を 追 ひ はらって、 水練の 辈を思 ふごと く 致させよ と 下知せ りと ぞ。 

(二 ) 

師曰 はく、 義經 宇治川 を こして ければ、 木 曾が 兵 悉く 敗軍す。 義經郞 等に 下知して 

S 第 M^l" 木 曾 をば 河原へ こそ 落して 打ちと めよ、 義經は 仙 洞の ことお ぼっかな しとて、 先づ院 

參 いたせり。 此の 時 義經木 曾 を 追 ひかけ 可 二 打取 一とて、 木 曾に 目 を かけて 仙 洞 を棄て 

て は、 其の 志 正しと 云 ふべ からず、 尤も 忠 ある 處 なり。 されば 範頼は 勢 多より 入りて 

木 曾 を 打ち、 義經は 宇治より 入りて 院の 御所 を 守護 するとと、 良 將の作 略 忠義の よる 

所と 云 ふべ し。 

み くさ fz  キ ル 

0^ 師曰 はく、 義經三 草 越の 時、 土 肥 次郞を まねき、 如何 可， 有、 夜 打に やすべき、 曉 

ノが八 ：1 ゃ可レ 寄と 問 ひ 玉 ふ。 土 肥 未だ 物 も 云 はざる 前に、 伊豆 國 住人 田 代 冠者 信 綱 申しけ る 

のこと なり 

. は、 平家 はよ も 夜 打の 用意 は あら じ、 是れ ほどの 大勢 也、 定めて 夜 明に ぞ軍は あらん 

くつろ 

ずると て、 馬の足 やすめ 物 具 甘げ なんどして 休む らん、 去れば 夜 打 は 能く 候 ひぬ と存 

ず、 敵 は 七 千餘騎 とき； j ゆ、 味方 は 一 萬 餘騎、 何事 か あるべき、 夜の まぎれに 押 寄せ 
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ふみち らして 通り 玉 へ かしと 云 ふ。 土 肥き い て、 田 代 殿の 御議 可, 然候、 實平も 角 こ" 

そ存 候へ、 先んずる 時 は 制， 人、 後る る 時 は爲, 人 制せら るると も 云 ひ、 一陣 破れて 

カラ  カズ ル ニニ どう 

黨不レ 全と も 申せば、 先づ夜 打に 追 落して 不, 如レ乘 , 勝と 同じつつ、 此の上 はいかに 

と 申せば、 それ は 元 來義經 が 所存 也、 さは あれ ども、 義を 出して 惣に味 ははす る は 故 

實 なり、 さらばと く/ \ とて 急ぎ 玉へ りと ぞ。 

に』^ 師曰 はく、 義經 ^ 越 にて 所の 案內 をと はれければ、 平 山の 武者 所季重 進み出で て、 

IP* . " 够 s\  i  ニュ 

f につ  此の 山の 案內 よく 存知 仕りて 候、 先陣 給 はらんと 申す。 土 肥 • 畠 山. 熊 谷 等 取々 に 云 

ひける は、 武藏國 の 者が 今度 初めて 西 國の討 手に 下り 今 始めて 此の 山 を 通る、 西國の 

初めの 旅なる 攝津 國と播 磨との 境なる 山の 案內 をば 爭 でか 知るべき と 笑 ひければ、 平 

山 云ふ樣 は、 鹿 付きの 山 をば 獵師 知り、 鳥 付きの 原 は鷹師 知り、 魚 付き 浦 をば 網 人し 

はっせ 

り、 知惠 ある 人 をば 知者の しる、 吉野 泊瀨の 花の 色、 須磨ゃ 明 石の 月影 は、 其の 里人 

は 不レ知 ども、 數奇 たる 人 こそ 知る 習 なれ、 諸事に おいて 道 をば 道が 知る 事な り、 桃 

李 不レ語 下自成 レ蹊、 況ゃ敵 を 招く 城の 中、 軍 を こめた る 山中に は、 剛の者 こそ 案內者 

よと て、 鞭 を 揚げて 先陣に 進みけ り。 平 山が 當^ の 會釋、 尤も 才 ありと 云 ふべ し。 


■ 灘 SI 

袞記卷 第卅六 

に出づ 


S 義經 


(五) 小次郞 

の 名 


師曰 はく、  i 經旣 に稱越 をお とすに 究 まりて 兵 を 押しけ る 時、 夜半 斗り に， 熊 谷 は. 

子息の 小 次郞を 近く 招いて 私語き ける は、 明日の 軍 は礒を 落さん ずれば、 打ち こみの 

合戰 にて 誰 先陣と 云 ふこと あら じ、 又 馬 損じても ゆゆしき 大事、 一方の 一陣 を かけて- 

鎌 倉 殿に もき こえ 奉り、 子孫の ため 名 をも擧 げば やと 思 ふ 也、 宇治川 にても 先陣 を 志 

いけ づき 

し 橋桁 を わたりし に、 佐々 木 四郞生 唼に乘 りて 渡りし かば、 直 實ニ陣 にさが りぬ、 心 


S)  パ 

うかり けれども， 身獨 りの ことならねば 自害す るに 不レ 及、 又 向 ひの 岸より 馬 をお そ 

、 5-  >  ラ かた ぐ  ひそか 

く 越え つれば • 九郞 殿と 相と もに 院の 御所へ も不， 參、 旁 * 本意 を 失へ り、 されば 潛 

に 此の 手 をば 出で て、 音に きこ ゆる 播 磨の 大道 渚に 下り、 一 ノ 谷の 城戶ロ へ 先陣に 寄 

(五 ン 

せば やと 思 ふ 也と 云 ふ。 小次郞 は、 * 家も存 ずる 所に 候、 平 山が 山の 案內者 だてて ひ 

しめき 候 ひつる も 音 もせず， - よに 奇 しく 覺ぇ 候、 其の上 此の 殿は郞 等に 先陣 かけさす 

る ことお はし まさず、 自ら 一 陣を かけ 玉 ふべ し、 此の 殿に つれたらん 侍 どもの * 先陣 

つとめて 高名す る こと は 難 レ有覺 え 候， 疾々 いそぎ 玉へ とすす めて、 父子と もに 大手 

ォ ど ぐち 

に 至りぬ。 而 して 木戶ロ に付きて 父子と もに 名のれ ども、 夜 は獍ほ 深し、 城戶ロ をば 

リ 力  くらやみ 

不レ 開ければ、 死す る 命 は 何も 同じ ことなれ ども、 晚 闇に 證人 もな く 死にた らん は； 止 
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二) 敉 平^ 

褒記 卷 第三 十、 

^ 盛被レ ^ の 

條に出 づ 

(二)  000 

ま 治 元年 十月 

六日の 條に出 

づ 


5  0S 

の 第 十^な り、 

賴铋 と從兄 * 

に 《おる 

(£) 

文治 五 年 十 一 

n 十七 口の 條 

に 出， Q 

(五) 相榨 S 

^ゆ 郡に 在り、 

sals 北 
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體 なしと 思 ひければ、 明くる をお そしと 待ちたり しと ぞ。 

( 一 )  て * つか  ゆんで 

師曰 はく、 齋藤實 盛が 打 死のと き、 手柄 太 郞 • 實 盛が 弓手の 方へ ま はりて 仕と めた 

ると 出せり。 すべて 打 物 を 持ちた る 侍に は、 弓手の 方へ 仕 寄る に 利 ありと ぞ。 

師曰 はく、 文治 元年 頼 朝 • 義經 不快の 事に なれり ければ、 梶原 景季を 以て 義經 の體 

をう かが はせ ぬ。 ここに 十月 六日、 梶 原景季 京都よりか へり 申 上げけ る は、 參ニ向 伊豫 

一一. スノヲ  ムルラ  け ふそく 

守 亭ー申 一一 御 使 由 一之 處， 違例と 稱 して 對 面せず、 一 兩曰を 相 隔て 又 令, 參の 時に、 脇 足 

によりか かり 對 面せら る、 其の 體 誠に 以て 憔悴して 灸數ケ 所に あり、 是れを 案じ 侍る 

に、 初め 參 上の 時不, 遂ニ 面^! して 一 兩日 をへ だ つ、 一 日不， 食 一 夜不, 眠ば その 身必 

(三) 

ずつ かれつべし、 灸は何 ケ所も 瞬 息の 間に これ をな しつべし、 必ず 行 家に 同心の 用意 

あり ぬと みえたり ど 言上せ りと ぞ C 

§  (五) 

師曰 はく、 文治 五 年、 頼 朝 雪 後に 鷹 場 を歷覽 のた め大 庭の 邊へ 出で 玉 ふ。 黄昏に 及 

んで狐 一 疋出 でぬ。 頼 朝 矢 を さしはさみ 旣に 放ち 玉 ふの 時、 千 葉の 四郞 胤信が 郞從に 

あ^み 

篠山丹 三と 云 ひける もの • 身 を 引き もろ 錢を 合せて 賴朝 卿の 右に 進んで 放ちけ る 矢、 

賴朝 放ち 玉 ふ 矢と 同時な り。 頼 朝の 矢 は不, 中して、 丹 三 が 矢 は 狐の 腰に 中れ り。 頓 


朝 是れを 知 召しながら 押し かけて 聲を 立て 玉へば、 丹 三 一 瞬 念の 間に 馬より 下りて、 

頼 朝の 矢 を 取替へ て 狐に 立てて 提げて 來れ り。 其の 才の 逞しき こと を 感じて、 翌日 則 

ち恪 勤の 御家人に 入れた まへ りと ぞ。 

二へ》  ラ  か はばた 

(六) 師曰 はく、 承 久の亂 に、 宇治川 水 まさりて 淵瀨を も不レ 知、 寄 手 川 耳に ひかへ て 越 

承久 n; 年 六月 

お 日 s 條に 行くべき やうな かりし に、 泰時 その 比 は武藏 守な りけ るが、 太 郞時氏 を 招き、 官軍 は 

(鼓)  シ ッ 

き ほって 味方 敗北に 近し、 大將打 死の 期 此の 時 也、 汝速 かに 川 を 渡りて 命 を 可 レ捨と 

ありければ、 時 氏 一 議 に不, 及 宇治川に 乘 入れ、 泰時 つづいて 河に 入らん とする の處 

に、 春 日 刑 部三郞 貞幸泰 時の 馬の 口 を 取りて とどめ 申せ ども、 とどまり 不レ 給に 付い 

て、 貞幸 申しけ る は、 甲冑 を 著ながら かかる 大河 を 渡りて は、 大略 越し 不レ得 ものと 

こそ 承 はれ、 早々 御 著 背 を 解きて こそ こさし め 玉 はめと 申して、 田の くろへ 下り立た 

ム ヌ 

へ 七) 難 太平 せま ゐらせ 甲 をと くの 內に、 泰 時の 馬 を 引き ま はしける ゆ ゑ * 不 X 得レ 止して とどまり 

記 (群 害 類從 

tfm) は 玉へ りと ぞ。 貞 幸が 謀 尤も ゆゆしと 云 ふべき なり。 

延元 1 二 年 春の  (七)  (八) 

(こ 八と) 右兵衞 師曰 はく、 建 武に北 畠の 顯家 奥州より 上洛の 時、 吉良 • 今 川、 美 濃の 赤 坂に て ささ 

• な フ=.  くひせ. 

^  へ戰 つて 大に やぶれ、 株瀨 川の 堤の 上に 非人の 家 あるに おり 居たり。 敵の かからざる 
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二)  . .  (一一) 

^  ^ 問に 黑 田の 味方に 加 はりぬ べしと 人々 申し けれども， 今 川 入道、 只 だ是れ にて 明日 御 

ft と あり、 お  シ ッ  011)  ク ノ 

め S 不破 郡て 方 を可レ 待と ありけ る を、 米倉 八 郞左衞 門 手 食ながら 有りけ るが、 如 レ此を こが ましき 

ま、 ^山^と 

^^にれ 大將 をば 燒殺 すに しか じと て 火 を 付けければ、 力なく 此の あかりに て黑 田の 味方に 加 

て い XT;"  L  ？ *- 

はれり と 也。 大將 をの かせし 術、 尤も 理に 當れ りと 云ぶべし。 

師曰 はく、 赤松 圓 心が 子息 則祐が 本へ つか はす 狀を かいて これ を 認め、 郎等 を 一人 

な り 

^ 乞食の 形に 仕立て、 彼の 狀を さいて 繩 にな ひ、 竹の つ ゑの 內へ 引き こみて つか はしけ 

，め 父な"，. りと 也。 尤もよ き 計 策と 云ぶべし。 關ケ 原の 時、 伊藤 丹 後 守が 計に て、 木 崎 彌兵衞 と 

(. j ぉゾづ 

云 ふ 侍 を 順禮の 形に 出で たたせ、 書 狀を編 笠の 緖 により 付け、 關 東へ 下向せ しめ、 西 

：! の 樣子逐 一 に 言上せ しむ。 此の 時 大權現 木 崎 を 召して、 直に 御感書 をな し 玉 はれり 

とぞ。 同時 加藤淸 正が 使關 東へ 下る とて 道に て とら へられけ るに、 谷 崎 權兵衞 と 云 ふ 

もの.， 淸 正の 狀を もと ゆ ひに より 入れて、 無, 難關 東に 下向せ りと て、 淸正 かれに 感 

書を與 へぬ とぞ。 

師曰 はく、 平の 將門 己れ と 同じ 装束の 侍 を 多く こしら へ 置いて ける ゆ ゑに、 うちこ 

みの 軍に 度々 雞を のがれ 利 を 得た るた めし ありと 也。 大將の 才と云 ふべ し。 武 田信玄 


入道せ し 時、 我れ に ひとしく 各，' 近臣 を 入道せ しめ、 軍の 時 は 形 を かくすの 術と いた 

せりと 也。 

師曰 はく、 武 田信玄 自らの 像 を 作りて 是れを わくに 入れて、 三 • 遠 • 濃の 間に 宿お 

くりに いたして、 上方へ つか はすべき 由 を 命じて つか はしける。 此の 心 は、 三 *遠* 

S の 間、 武 田の 弓矢 をお それ 其の 下知 を可レ 用の 處ま では、 此の 像 を 貴んで 送りつ ベ 

し， 或は 信 長に おそれ 或は 源 君の 御 下知に 隨 心して、 武 田が 事 を しら ざらん 輩 は、 此 

の 像 をす てつべ きなりと 推量して、 其の 威風の 行 はるる 遠近 を はかる の 術と なし 玉 へ 

り とぞ。 

(E) 今 * 川 師曰 はく、 甲 州 一蓮 寺に おいて 武田 信玄を 饗應の 時、 その 席に のぞみて、 俄に 菊亭 

薛原 喑季か  — 

殿 一 蓮 寺へ 入り 玉 ふ。 旣に膳 を 出す 時分な りけ り。 その 日 歌の 會 のこと なれば、 ； is 玄 

寺 島 甫菴を 招きて、 遠 光寺 雪山 和尙 へま ゐり、 是々 の 故事 は いづれ の 書に ありつ や、 

急ぎ 書付け て 可レ參 とのこと にて、 甫菴を その 席より 遠 光寺に つか はさる。 是れ 一 遝 

寺 出家の ことなれば、 高 もりの 膳餘 分なくて はいかが なれば、 定まりた る 相伴 衆 を 立 

たせ、 菊亭を もてなし 玉 はんの 奥意な りしと ぞ。 

士談九  三 四 九 


山 鹿 語粼卷 第三 十  三 五 〇 

師曰 はく、 織 田 信 長 未だ 幼少の 時、 手 習の ために 寺に あがり 玉うて けれども、 學問 

手跡 を 事と せず、 唯 だ 近邊の 小童 小 冠者 を あつめ、 日夜 軍の 手段 をな し 玉 ふの 外な し。 

或 時 信 長ゎづ かの 代物 を 得 玉うて、 例の 友 だち を そろへ 左右に わかち、 一方に 自ら 大 

(分) 

將に そな はり、 彼の 代物 を 半ば 出して 各， 'に 與へ、 引き わかりて 相た たかはし め、 事 

を はりて、 その 內に すぐれて 能く 働きけ る 子供に、 相の こる 處の 代物 を あたへ 玉へ り。 

是れ信 長 十三の 時の ことと 也。 寺の 法 印 是れを 見て、 此の 人後に は 只 人に は不， 可レ 有、 

この 志 其の 才 尤も 稱 美しつべし、 良 將の器 ありと い へりと ぞ。 

師曰 はく、 永祿 十二 年、 佐々 木承禎 宗徒の 兵 を ひ きゐて、 その 比柴田 修理 亮勝 家が 

こもる 所の 長 光寺の 域 を 攻めけ る。 寄 手 は猛勢 也、 惣構を やぶられて 詰の 城に なれり。 

然れ ども 勝 家計 をめ ぐらし 諸卒を 下知し ければ、 寄 手 も 輙く责 落すべき やうな し。 こ 

こに 其の 村の 百姓 來 りて、 此の 城 は 水の 手少 くして、 遙 のわきより 用水 入れ 候 間、 こ 

れを取 切り 玉へ とぞ吿 げたり ける。 承 禎大に 喜んで、 やがて 人 $ ^を 遣 はして 水の 手 を 

取 切る。 城 中 これによ わりて けれども、 未だ 其のけ しき も 見え ざれば、 承禎械 の樣子 

をみ べきた めに、 無事 をつ くろ ひ • 平 井 其 助 を 使に して、 城 を わたさ れんに は、 無, 一 


異儀, のけ 可, 申 旨 を 云 ひお くる。 甚介城 中へ ことわり 入りて、 柴 田に 對 面して 此の 由 

を 申しければ、 何樣 にも 相談 次第と ぞ 申しけ る。 其 介 立ちて 用 を かなへ、 少し 手水 を 

と 乞 ひければ、 承り 候と て、 半 銅に 水 を 入れ 二人して かき 出して 铢に 置きたり けり。 

甚介 手水 をつ かひて 後 小姓 立 出で、 水 を 白砂へ すてたり。 甚介 此の 由 をみ て 立ち かへ 

，り， 承禎に 此の 旨 を 告げければ、 さて は 相違せ りと て、 評定と り ^也。 去る ほどに 

域 中 水 きれて 洄 魚の 思 ひ をな しければ、 柴田、 明日 は 是非 切って 可， 出、 其の 用意 可 

レ仕 とふれ ま はし、 諸 侍 を あつめて 最後の 酒宴 を 初めぬ Q 而 して 後に 水の 有無 を 尋ね 

ければ、 二 石 入の かめ 三つの こりつと 云 ふ。 さらば 是れへ かき 出で よと て、 廣緣 にす 

ゑ させ、 此の間の 渴を やむべし とて、 諸卒に 呑ませ、 其の後 長刀の 石 突 を 以て 自ら こ 

のかめ をた たき やぶりて 捨てに けり。 夜 も 明 方に なれば、 惣門を 開き、 切って 出で け 

へ  しるし 

れば、 佐々 木が 兵 一 支へ も不レ 支、 ことぐ く 敗軍し ける。 追 首の 印 八： 白餘に 及べり。 

これ を 岐阜へ 奉り 猶ほ長 光寺に 在 城す。 是れ よりして 勝 家を壶 割柴 田と は號 せり。 是 

れに 因りて 信 長 感書を 玉 はり、 三 萬 貫の 加 恩 ありし とぞ。 

師曰 はく、 竹 中半 兵衞、 齋藤龍 興に 奉公して 稻葉 山に ありし とき、 半兵衞 と：^ じく 
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にに？ つか はれた る 者の ありし に >  半 兵 衞には 奥 鷹の^ を くれ、 相手に はこ のりを くれられ 

はした 力め 站 

ける が、 竹 中に 與 へたる 小 を 取り かへ して 是れを 合 手に 與へ、 このり を 半兵衞 にくれ 

ぬ。 此の 事 竹 中 甚だい きど ほり、 岐阜 山 を 立 出で ぬべき 思案 出來 して、 问 志の 侍 ト八 

人 を かたら ひ、 番 つづらに 各 * 具足 を 入れさせ、 番 にあがり 內へ 入りて 切って ま はり、 

そのまま 立 出で たり。 此の 時 一人 竹 中に 切って かかりし を、 半 兵衞刀 をぬ いて 切る と 

て、 刀 をな げしに 切 込み、 向 ふの 切る を 柄に てうけ とむ る。 その 刀に うたれ て 此の方 

の 刀ぬ けて 向 ふ を 仕留めたり。 幼少より 劎術を 習 ひしに、 此の 時 初めて 出合 ひたる ま 

でな りと ぞ。 半兵衞 十九 歳の 時の こと 也。 若輩の 間 は、 人々 皆 鼻たら しなり と 嘲弄し 

ける が、 此の 時 自ら 手鼻 を かみて、 今迄の 鼻 は ここにて かむべき ためなり といへ りと 

ぞ。 竹 中 一 生の 間 常に 數珠を つまぐり、 美 濃の 國に はたれ もな き/ \ と 斗り い へ りと 

ぞ。 此の 半兵衞 元は 赤 坂の あかねやの 子 也。 龍 輿 を 立 出で たるまで は 父 も ありき。 至 

つ て 有德の ものな りしと 也。 

師曰 はく、 穴 山 梅 雪 は 駿州江 尻に 會根內 匠と 番手に 居り、 源 君へ 內通申 上げ けれど 

も， 梅 雪 妻子 甲府 にあって 引拂 ひがたく、 殊に その 比 勝 賴も穴 山 を 疑 ひお も はれ けれ 


にに へ群郞 S 卷三^ 賠^ 世 S の 房 5 生に 宗輕郞 助 2 ふ 
武改後 左 兵 5^ ズ年は 城 、！ ^待 、ご 氏 故康大 *  *c 
田む に衞衞 十武残 り w 後 大武 鄉 あに 將武初 
の レ美門 • 小 五^  、 、萬に 名將田 名に つ 靨 、w 名 名 
臣と^ 景廣 菅^ 事 六 文 石 小 は ^は 仕て し 後の 孫 は 
も 守 房 瀬 五 紀十祿 を田忠 玄信ふ 蒲 ほに 足次昌 


ば、 穴 山 ひそかに 源 君へ 御 內通を 申 上げて、 反忠 可, 被, 仕と ある 使節の 來るを 忽ちに 

誅 して、 其の 書 狀幷に 其の 頸 を勝賴 にみ せければ、 勝賴 此の 計に 僞 はられ、 穴 山 を 疑 

t& 、お |れ ふ 心の や はらぎ ければ、 無二 子細 一 妻子 を 引取りけ ると ぞ。 

玄小田 原を攻  二)  (二) 

師曰 はく、 相 州 三 增の戰 に、 淺 利が 方への 檢使は 曾根內 匠な りけ るに、 淺利打 死す 

き 三：^ 峠に^ 

とい へ ども、 曾 根 かたく 下知して 持ち こたへ ける 也。 是れ內 匠 日 比の 戰功 ありし を以 

て、 士卒の 心 をよ く取靜 めたり と 云 ふべ し。 

(111) 

師曰 はく、 馬場 美 濃 守 鹿の角の 冑 なりし が、 胄を ふって 下 を 見け る を：：；、 て • 城の 鐵 

炮 あがりて 一 つも 味方に あたら ざり しと ぞ。 長 篠の戰 に、 大久 保七郞 右衛門 正 樂寺前 

(五) 

にて 小菅. 廣瀨 とせり 合 ひに、 鐵炮 のなる たびに 大久保 足 本 をみ ける ゆ ゑに" 鐵炮こ 

して 不レ 中と ぞ。 中 山勘 解 由 大坂冬 御 陣に嗨 野の 堤 を 二人 つれだちて 通る を、 城より 

鐵 炮の甚 しく 來れ ると て、 一人の もの 乘 りさが りければ、 中 山 申しけ る は， 如, 此時 

分 はの りさ がらざる もの 也、 內 よりの 鐵炮 能く 來 ると 城の 方へ みすれば、 重ねてと ほ 

られ ざる 者な りと 云へ りと ぞ。 中 山 は 夏の 御陣 に秀忠 公の 御使番 をつ とめたり。 又 太 

田 善 太夫、 秀忠公 鴨 野 御 順檢の 供奉 を 致しけ るに、 昵 近の 若き 衆の 袖に 鐵炮 のと まる 
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斗り のこと なりし を、 各，' あそこ ここへ 指 を さし 玉の 落つ る 處を云 ひければ、 太 田 云 

ふ、 ゆび ざし を 不レ致 もの 也， 彌〜 鐵炮 きびしき 者 也と 戒めけ る。 太 田 も 公の 御使番 

ささ くるわ 

の 者な りし。 小 田 原 笹郭の 仕 寄の 時、 寄 手 多く 手 負 死人 あり。 源 君 矢 倉より 御覽 あつ 

(一) 牧野 右 て、 不調法なる 致し やうな りと 叱し 玉ふ處 に、 稻垣平 右衛門 木 影に 身 を かくし- そろ 

馬 允の 臣， 後 

I1HK 八 f そろと 這って 出で、 仕 寄 を 付けて みせけ る。 稻垣旣 に 如， 此の上、 各-以て 此の 作法 

を まなびければ、 それより 手负 もなかり しと ぞ。 大 坂の 役に 大權現 城下の つつみまで 

出御あって 城の 體を 上覽 ありけ るに、 事の 外內 より 鐵炮を 打ち かければ、 上へ あがり 

てみ る ものな かりし に、 如レ此 みる もの 也と 仰せ ごと あ つ て、 急に 高み へあがり 玉う 

て、 しづかに 四方 をー覽 まし/ \、 則ち 引 込み 玉 ふと 也。 此の 時 大久保 彥左衞 門 尉 も 

御供 をいた せり。 いづれ も あとに かしこまり 居た る 所へ、 鐵炮來 て 玉の 落ちけ るに、 

供奉の 衆 玉 を ひろ ひければ、 彥左衞 門 叱して ひろ はせ ざり しと ぞ。 岩 付に て 鳥 井彥右 

衞門 下知して 玉 を ひろ はせ ける ゆ ゑに、 內 の鐵炮 あがりて 不レ 中と 云 へ る こと も あり。 

(二 ) ばくら うぶち 

大 坂の 役に、 池 田の 家の 北川久 太夫と 云 ふ もの、 伯樂 淵の 邊へ唯 だ 一 人 小舟に のりて 

物：^ に 出で たる を、 械の內 より 鐵炮を 打ち かくる こと 甚し。 その 內に 潮の 干 落ちて 舟 


oil) 庄 入が 

正し。 信 長の 

部将 池 s 信 2! 

なり。 明智光 

秀を 伐ちし と 

き剃髮 して 庄 

人と 號す。 踩 

政の 父な り。 

天 正 十二 年 *{ 

<< 手 今 戰に秀 

吉 にくみして 

平紀伊 守と 共 

に戰 死す 


は 居 著き ぬ。 可：， 引 やう も なくなりぬ。 械 より 鐵炮は つよく 來り. t る ゆ ゑに、 身 を か 

がめ て 居り、 腰に 鐵炮 玉の 十 斗り ありし を、 械 よりう つ 度 毎に、 玉 を 舟の 前なる 水へ 

なげけ る。 城 中より 見付け、 玉 を あげて 打ちけ る ゆ ゑに、 後に は 心 易く 居て、 潮滿ち 

て 引きと りぬ といへ り。 かしこき 才と云 ふべ し。 

攝 H 

師曰 はく、 天 正 八 年に 鼻 隈の城 落ちぬ。 此の 花隈は 元と 荒木 村 重が 取 立てて、 城代 

として 野 口 與兵衞 を 入れ 置きぬ。 大坂 門跡へ 西國の 宗門 等 兵粮 を 入る るの 時 • 川口に 

おいて 防戰 ありて、 野 口 は 打 死す。 其の あとに 荒木 志 摩 守 在 城せ し を、 雜賀孫 市 食 取 

りて 三年 もてり。 この 比 池 田に は 勝 入 在 城 也。 兵 庫 は 勝 入の 取 立てに て、 息 伊紀 守 そ 

の 比 は庄九 郞と號 して 在 城 也。 兵 庫より 草 を かりに 出せる を、 花隈 より 付けて 伏 を a 

きければ、 揉 合せて 大に戰 へり。 此の 時庄九 郞大に はしり ま はりて 下知し- 炎 犬の 時 

分 諸 軍い ききれ ける を、 汗の ご ひ を もたせけ るが、 是れに 水 をし めして 人々 にの まし 

め、 當 座の 渴を 救へ り。 その 間に 伊木 璺後 • 森寺淸 兵衞、 あとの 花隈に 押よ せて 械を 

とれり とぞ。 

師曰 はく、 信 長の 時、 矢 部 善 七 淡路島に ありし が、 信 長生 害の 後に、 千 石 權兵衛 尉 
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いまだ 小身な りし を、 淡路島 を秀吉 より 賜 はりぬ。 千 石 申しけ る は、 無人に ていかが 

あるべき 由 を 申 上げければ， 秀吉、 是れ こそ やすき 手 立の あり。 汝 彼の地に 至り 地 侍 

どもへ 觸れ て、 手柄 次第 恩 赏を可 二 宛 行 一の 由 を 申して、 彼等に 城 をせ めしむべし と敎 

へ 玉へ り。 千 石 此の 旨に 任せて 先へ 使 を 立てられければ、 所の 侍 ども ことん \ く おこ 

り 矢 部 を 取り かこめり。 矢 部 無二 爲方 一して 城 を あけて わたせり とぞ。 

師曰 はく、 天 正 五年閏 七月、 長 尾 謙 信越 中に 働き、 それより 能 州に 至り、 長 九郞左 

衞門重 連、 溫井 ニニ 宅が ために 七 尾に おいて 害せら る。 此の 時 長 重 連が 弟 連 龍、 その 

(きき 比 は 恩 厚 寺と 號 して 出家な りけ る を 以て、 信 長へ 助力の 義を賴 み 申す の 使と す。 その 

あとに て 能 州 悉く 謙 信の 幕下に 屬 しぬ。 連 龍 七月 下旬に 江 州 安土に 至りて、 ぉ屋九 右 

衞門を 以て 申 上ぐ るに 付きて、 柴田勝 家 • 佐久 間玄蕃 . 丹 羽長秀 • 長 谷川 藤 五郎 • 前 

田 利 家 • 木 下藤吉 • 瀧 川 一益 • 氏 家 卜 全 • 德山 等、 都合 四 萬 斗り にて 同 晦日 に 打 立ち 

て、 八月 五日 加州の 內手取 川 を こえて 水 島に 陣を 取る。 長 尾 謙 信 は 八月 朔 H に 能 州 を 

<  二) 加お S 引拂 つて 加州に 著す。 長が 一 類の 頸數 七つ を、 倉 部と 柏 野との 間なる 濱に札 を かいて 

石 川 郡。 葡木 r:  、  e  に 一つ) た ふ 

文鎮 木に 作る 立て 竿 結 ひわた して かけなら ベ、 松 任の 城主 蕪 木 右衛門 大 夫と 無事 を とげ、 信 長 勢 


來る ときいて 松 任の 城に おいて、 軍の 評議あって 明日 は 必定 合戰と ありぬ。 旣に 七：^ 

落城して 謙 信 これまで 發 向の 上 は、 是れ にての 合 戰不ン 入 ことなれば、 早々 可 二 引 入- 

に き はまりぬ。  これに 因りて 信 長 勢 色めき 敗軍の 體 になれ り。 連 龍 中し ける は、 某 も 

此の 段 心 元な く 存じ、 ひそかに 某 家人 をつ か はしみ せ 候へば、 七つの 首の 名字 は 各，' 

親兄弟の 名に して 面體各 * 別にみ え 候、 上方 勢 下向 其の かくれな きに 付きて、 謀を以 

て 名 もな き 首 を 長家の 頸に いたし 候 やと 存 ずる 也. 今 謙 信 松 任に 在 城 は、 能 州 を 打す 

てて 此の方の 後 詰を妨 ぐべき ために こそと、 無二 餘儀ー 申しければ、 惣勢 これ をき いて 

各-色 をな ほしぬ。 其の 夜 戌の 刻、 連 龍 ひそかに 柴田 • 木 下兩將 の陣に 至り、 先刻 屮 

上げた る 所 は、 味方 惣 敗軍の 色 をみ ての こと ゆ ゑ、 わざと 偽りて 申 上げぬ、 實は私 親 

兄弟の 頸に 其の まぎれ 無， 之と 申す に付き， 彌> これにての 戰は 無, 詮 とて、 其の 夜 戌 

の 刻に 川 を 越え 大方 あしく にて 引拂 ふ。 連 龍 是非 吊 合戰と あり けれども、 各-承引 

なくして、 越 前 北ノ庄 まで 引き とれり とぞ。 此の 連 龍 信 長の 命に 因りて 還俗して 九郞 

左 衞門連 寵と號 す。 後に 恕菴と 云へ り。 

師曰 はく、 永祿 十三 年、 駿州 花澤の 城を武 田信玄 攻めら るる 時、 落 合 治 部 打 死し け 
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る。 その 頸 を 敵より 取らん といたす。 弟 左 平 次 死骸 をの けんとす るに 付き、 入 亂れて 

せり 合の ありし 時、 信玄 旗本の 高き 所より 是れを 見 玉 ひ、 旗本の 惣掛 りの やうに、 一 

と *J 

同に 閧の聲 を 揚げけ る。 是のゅ ゑに 城の 兵 皆內に 入りて けりと ぞ。 

(二  (色 S) 

に」 ^  師曰 はく、 大 權現武 田勝賴 と相對 して、 いろ ふに 御馬 をう つされ ける 時、 曰旣 にく 

ノ. 月 

れて 細^し きり 也。 あとに 勝賴が 寄來る 沙汰の ありて 諸手 色めきけ る を * 榊 原 小 平 太、 

如レ此 時分 はの きがち に 致して 可レ 然と ふれけ るに H りて、 くらさ はくら し、 前後 まぎ 

れ け る。 此の 由 牧野 半 右衛門 御 旗本へ ま ゐり申 上げければ、 大久 保七郞 右衛門 下知し 

て、 御 旗本に 大挑燈 を 三つまで 高く あげさせ ける。 此の 印 を 見て 幕下 異儀 なく 騒動せ 

ざる を 知りけ るに や、 自然に 諸卒 なり を しづめ けりと ぞ。 武 田の 老臣 板 垣 信 形 落馬の 

時、 陣中 さわぎけ る を、 太鼓 を 三度うた せて ければ、 則ち しづ まりし こと あり。 上 杉 

*ぉ 陣中 さわぎけ るに、 鬨を發 して 其の 機 を 改めした めし あり。 

つ 二  たかね 

に 一) 天 正 十 師曰 はく、 羽 柴秀吉 毛 利 家と 和^して 後に、 西 國の米 を こと，^ \ く 高直に か はせ て 

年 六 S 

此の方へ かひ とれり。 高直 ゆ ゑに、 城 米まで を 出して 是 れを賨 りて けり。 此の 時隆景 

手前の 兵粮 斗り 堅く 制して 賣らせ ざり ける。 而 して その 年 毛 利と 事 きれになる ベ かり 


し を、 毛 利 家 兵粮た かりければ、 無二 是非 一秀 吉の 命に したが ひけり とぞ。 

師曰 はく、 毛 利 輝 元 播州に ての 戰に打 負け 引取の 時、 敵 急に 付來 りて 危 かりけ るに 

道の 邊に 社の ありけ るに 立 寄りて 社 人 をた の み、 その 道筋 いづ かた へ 退きて 可， 然と 

云 ふこと を鬮を あげて とらせけ る。 社 人く じ を あげて、 此の 道 を 落ちた まふに. S しか 

りぬ と 云 ひければ、 かしこ まりを 申して、 其の 方へ と 志す 由に て 別 道 を 退く。 追 ひか 

くる 敵、 件の 社 人 を 以て、 先へ 退く 人數の 方角 を 尋ねければ、 しかん \ の 由 を^ ひけ 

る ゆ ゑ、 其の 敎に まかせて 追慕 ひける を 以て、 彌 > 遠ざかり けりと ぞ。 

師曰 はく、 美濃齋 藤が 侍 長 谷川 甚 兵衞、 所の 取合に 石う す を 取 出して 道に おき、 敵 

(三)  ， 

(三) 名 は 13 の 引く とき 是^に けつ まづ かせて 利 を 得たり と 云へ り。 森 三 左衞門 草の 先 をむ すび 合 

成、 信 長の 部 

せて 置いて、 敵の 引きと ると きの ささ はりと 致せる こと も ありと 也。 いづれ も 時に 取 

つての 才知と 云 ふべき 也。 

(御 船)  (wn  , 

3」 甲斐 惟  師曰 はく、  g 後に みふねと 云 ふ 所 あり。 是れ にか ひの 宗 運と 云 ふ もの 居城いた した 

親、 薙髮 して  ；チ  つけし ろ 

0^,^ る を、 島津 方より く攻 むれ ども 不レ 落ければ、 島津 みふねの 前 花の 山と 云 ふに 付械 

をき づき、 人數 少し 斗り 入れお いて 薩 州に 引 入りぬ。 俗に 云 ふ 目の 上の こぶの 如くな 

.士 談 九  三 五 九 


山 鹿 語類 卷第 三十  三 六 〇 

れば、 小勢に て はあり、 無二 子細 一可 ニ攻, と、 宗 運が 侍 分の もの 各-評議し けれども、 

宗運 きき 入れず して さし 置きぬ。 かかりけ る 所に 宗運 病に を かされ、 今 はは かなく 成 

カラ 

りぬ ベければ、 子孫 を あつめ 遣戒 をな す。 その 第一 にも 必ず 手 を さす 不ぃ 可と 云 ひて 

ける。 而 して 宗雲 子の 代に なりて、 家中の 侍い ひ 合せて、 やがて 花の 山の 城 を 責めお 

としけ り。 此の 事薩 州に きこえければ、 島津大 にい かり、 兵 を 出して みふね を 一 時に 

攻め やぶれり。 このと きか ひの 宗 雲が 一族 悉く 斷絕 せし と 也。 

師曰 はく、 越 前の 朝倉宗 滴、 越 中と 示し合せて 加州 小 松の き は 三 堂 山まで 働く のと 

き， 明日 は 手 取 川 を こして 金澤へ 働く と ありし 時、 越 中 勢と 加賀 衆と 戰 つて 在々 放火 

の 煙の 色み えたり。 越 中 勢 利 ある 煙の 樣子 なりと 各，' 申し、 明日 は 是非 合戰と ありし 

時、 宗滴考 へ に、 煙 近くば 越 中 衆の 利 也、 遠くなる ほど 越 中 衆 負 軍な りと つもりけ る 

に、 煙 遠くなる を 以て、 明日 は 山手へ 働く の 由 を 申し ふれ 早々 越 前へ 引 入りし と 也。 

宗 滴が 考へ に不レ 違け ると かや。 此の 宗滴 七十 九まで 畫夜 四方へ 手 遣 はして 小 松へ 働 

き、 ゎづら ひついて 死 二 去 陣中 1 とぞ。 慶長庚 子關ケ 原の 時、 立 花と 鍋 島 八の 院 にて 戰 

の诗 に、 鬨の聲 はじめは ひきく きこえ、 後に たかくき こえければ、 立 花 方 味方 勝利な 


二) 初 名字 

兵衛、 中 ごろ 

ml, 佐久 

問右衞 s: 信 盛 

の 家人な り、 

大内 義弘の 一 

流、 周 防 山 口 

も 以て 秘號と 

す。 この 事， 

信 盛 父： ナ高野 

山に 螯 居のと 

きの ことなり。 

不千は 信 盛の 

子 正 勝な り。 

山 口 は 後に 家 

康に お出され 

五 干 石 を 賜 は 

hyt 關ケ屎 役 

こ ，^= 上 H に 

至る。 秀忠の 

とき 一 萬 五 千 

石 も領し 奏者 

番 たり。 寬永 

十二 年歿， 年 

七十 二  • (武 ま 

率： H 卷第 十五〕 


りと 喜びし を、 八の 院と柳 川の 境に さけみ の 城と 云 ふ あり、 これに 由 布の 七 右衛門、 

後に は 美 作と 云へ る 侍 居城し ける。 此の 由 布 其の 座に て 云 ひける は、 味方 敗軍うた が 

ひなし、 味方 追 打ちに 打 たれて 此の方 近くなる が ゆ ゑに、 鯨波の 近くき こ ゆる 也と 云 

ひしが、 其の 言の 如くな りしと ぞ。 煙の 遠近、 聲の 高下、 各  >  心の 付 所に 心 をつ くる 

ゆ ゑに 其の 才の 出づ るなる ベ し。 

師曰 はく、 或 人の 云 ふ、 大權 現小牧 にて 秀吉 卿と 對陣の 前に 巡檢 のために 御馬 を 出 

i) 

されければ、 秀吉 方の 侍 ども 是れを 見付け まゐら せ、 兵 を あつめて ける を、 俄にの ろ 

し を あげ 玉 ふ を 見て、 追々 味方の かけ 付けければ、 子細な かりし とぞ。 彼の 脇 屋義助 

が 越 前の 鯖 江に て 不意に 敵に あ ひて、 在家に 放 x 火、 あとの 味方に 相 通 ぜし作 略と も 

云 ふべ し。 

師曰 はく、 山 口 修理 亮重政 • 佐 久間不 干 高 野へ 立 退きの 道に て、 地下の 野 伏 事の 外 

にお こりて 通りに く かりし を、 重 政 十六 歲の 時、 不 干に 唯 だ 一 人付き ての くと て、 飛 

脚の まね を 致して さきへ 申し ふるる は、 佐 久間不 干 明日 此の所 をと ほらるべし、 罪科 

御 赦免に 候 間、 鄕人 ども 一 人 も 手 を さす もの あらんに は、 已來御 せんさく 有りて 急 度 
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町 レ被ニ 仰 付 一由な  りと 所の  名主に  ふれ ま  はり、  その 翌日 不千 とほる を 抑 ふるもの なか 

りしと ぞ。 

師曰 はく、 齋藤道 三 打 死の 日、 のぎの 次 左 衞門道 三 をく みとめて ける を、 玉 置 源 太 

押よ せて、 無 一一 是非, 道 三の 頸 を 賜 はる。 此の 時の ぎの 次 左 衞門道 三の 鼻に くひつ きて 

鼻の 先 をく ひきり て かへ りぬ。 其の 日戰 功の 論 ありて、 道 三の K は 玉 置が 持ちて 出で 

ければ、 次 左衞門 巾し ける は、 此の度の 御 合戰道 三の 打 死にき はまり 玉へ ども、 必竟 

父子の 間の 軍 なれば、 いだきと め まゐら せば 御 命 は別條 ある まじき と # 候て いだき 

とり たれば， 彼れ 來 りて 御 頸 を 玉 はるに 付きて、 不， 得： i 止して 如い 此 いたせり とて、 く 

ひ 切りた る 鼻 を 取 出せり t 玉 置 中す は、 彼れ が 申す 通り 生 捕ま ゐら せば 別條は ある 不 

レ 可と 云へ ども， いきま ゐら せて は 後に 腹心の 病 たるべし、 父 をいだ きとり 參 らんに、 

ク 

何條御 生害の あるべき なれば、 平に 我等が 殺し 奉らん に は 難 ある まじき と 存じて、 如 

ノ  (1 一一) 

8 永 井杉 レ此 仕りたり と 云 ひけり とぞ。 或は 云 はく、  くみとめ たる 者 は 杉 先な りと も. >  へり 

-sra.l 師曰 はく、 天 正 十二 年 八月、 河內國 天. 野 山に て、 佐 久間備 前 その 比は久 右衛門と 云 

奧野. k- 藏と云 

ひて、 根來 のこみ つち やな ど を 引きつれ、 ゑ ぼし 方の 三人 衆 中 村 式部 少 とせり 合の 時 


敵 味方 人 衆 を 立て、 かい もち 坂と 云 ふ 所に こみつ ちゃ 居たり。 ゑ ぼし 方より 杉 原 一二 

平. 江川 次 右衛門と 云 ふ もの 先に あり、 間 三十 間 斗り にて、 こみつ ちゃ 少し 高き 所に 

上りて 名乘 かけ、 唯今 かかり 可：. 申條 引きと り 申す 不レ 可と 云 ひ、 中々 引く 間 布と 兩方 

申し 合す。 江川 はたぶ せ鐵之 介と 云 ふ もの を師 にして、 鐵炮 をなら ひ覺 えけ るが、 こ 

みつち や を 可, 打と て鐵炮 をう つ。 あやまたず 彼れ が 左の ^ 先に あたり • 高き 所より 

S) 究の： HI 打ちた ふし、 ^ の 方より、 まゐ つた/ \ と 申して かかる。 こみつ ちゃ 立 物 は、 五畿內 

庇 り 上 こ 左右 

に 角の おの 國 にかくれ なき 帻の ％ を黑 くぬ りたるな り。 其の まま 其の 冑を內 の 者に きせ、 本 

くる を f& 立す  ， 

^お、 も" のこみ つち や 居 睽處へ 上げたり。 扨 は 只今の 鐵炮 あたら ざると 思 ひ、 三 平 • 次 右衞門 

央 a 向に ある 

物と い ひか ふるの^に、 こみつ ちゃ それより 右に 少しの 谷 合 ある 所へ 立ちの き、 三 町 斗り の 

きて 又 道へ あがれり とぞ。 功 者なる いたし やうな りと て、 その 比 五 畿內に 沙汰 ありし 

と 也。 

師曰 はく、 天 正 十五 年 九州 退治の 時、 豊 前の 岩石の 城に 熊 谷 越 中と 云 ふ 者人數 冬く 

循 こもる。 先手の 大將は 堀 左 衞門督 也。 岩石 はよ き 城 なれば、 直 め そんじて は 如何な 

りと て、 蒲 生 氏鄕を 此の 城に おさへ にと あって、 秀吉卿 は 秋 月へ 馬 をよ せらる る。 此 
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の 時氏鄕 岩石の 體委 細見 届く ベ きため に、 斥候の 侍 吉田兵 介 • 周 防 長 * と兩人 をつ か 

はす。 二人 行きて 城の 體幷に 麓の 様子 をみ ま はるに、 一 人 もな く引拂 へり。 食な どた 

ベた る あと 有る に、 钣 つぶ 大方 乾きたり。 如, 此の 通り を 見届けて かへ りぬ。 その 次 

に 布施 次郞 右衛門 • 土田久 介 二人 をつ か はすの 處、 二人 かへ りて 申す 處も、 ^に兒 と 

しるし シ レ 

がむ る處 なし、 右の 釵 つぶより 外い つ 退きた ると 云 ふ 印 も 無, 之と 云 ふ。 その あとに 

蒲 生 四 郞兵衞 にみ て か へれと て 又 斥候に 命ず。 四 郞兵衞 みて かへ り、 岩石の 麓の 者 は 

十日 已 前にの きたりと 云 ふ。 その子 細 はと ありければ、 十日 已 前に 雨ふりたり、 其の 

後 は不レ 降、 道々 に 足跡な し、 雨後まで 居た らんに は 足 あと 可, 有と 云 ひければ、 見所 

を^ つ と 褒美 ありけ りと ぞ。 

二)  £  0  S 

二)  •  人 正 十 師曰 はく、 佐々 成 政 雪中に さらく ごえ を 致して ける. 石 黑と云 ふ もの 撄に鈴 を 

二ゅ纖 田 27 

つけて 供 をいた せり。 佐々 は乘 輿に のり 四方 をつつ まれた る ゆえに、 誰のと もに つづ 

越 巾^ 部 川の  ル レ 

W ^を *斷 す ける もしれ ざり ける に、 石黑 のりものの そば を不 Z 離 こと、 此の 音に て しれり とぞ。 

ズ -s^-o ぃュ 

師曰 はく、 昔 新田 義貞の 勢 江 州 坂 本より 丹 波國へ 行く に、 京に は 敵方 尊 氏の 勢充滿 

して 難レ 通と て、 或は 宇治 • 瀬 多 をへ て 八幡 • 山 琦に出 づるも あり、 八 賴. 小 原 を 廻 


0 一) 尾 張 愛 

知 郡 

(三) 二人と 

もに 綫 W 氏の 

部將、 後に 桶 

狭 問 戰 のと 

き、 佐 久問は 

丸 根に 在 城し 

て家康 の^と 

C ひ 死し、 飯 

笔も 紫^ 城に 

S 死す 

(四) 今^ 氏 

の 家臣、 長 勿 

父 長^に 作る 


る も ありし に、 額 田と 云 ふ もの は 白晝に 敵の 眞中を 京 を 通りて 丹 波へ 行きし に、 尊 氏 

が 兵 不二 思 寄 1 ことなれば 無二 子細 I 通りて けりと ぞ e 近く は橫田 ^五郎 遠 州 高 天神 を 退 

きしと きに、 足に ふみ 拔 きをいた せりと て械 外に 居て、 事 しづ まりて 寄 手の 方へ 通り 

(閼ケ 原) 

ければ、 皆 人手 負の 退く 味方 ぞと 心得て、 のけて 通しけ りと 也。 庚 子の 役に立 花、、 江 

州大津 の械を 下城せ しめけ る處 へ、 上方 一 片に 敗軍の 由き こ えければ、 合戰を 可レ仕 

とて、 關ケ 原へ 出づ るよ しにて、 旗を瀨 多の 方へ 立てさせ、 引きち がへ て h 方への き 

し。 是れは 立 花が 老臣 十 時 攝津守 後に 入道して 攝 齋と號 せる が、 いたせる ことと ぞ。 

師曰 はく、 源 君 未だ 元康 公と 申し まゐら せし 十六 歳の 御 時、 弘治 三年 丁已 四月 卜 日 

に大 高に 兵粮 を 入れ 玉へ り。 大 高と 云 ふ は、 今 川 義元美 濃へ 出張の 時、 此の 城 を 根 じ 

(三) 

ろに あるべき ために 兵粮 を 入れお く 也。 鷲 津に飯 尾 近 江 守、 丸 根に 佐 久間 大學在 城し 

て、 若し 大 高に 兵粮 入れの こと あらば、 相圖 次第に 寺 部 • 梅が 坪 *廣 瀨三ケ 所よりか 

け 付け、 丹 下 • 中島の 兩 城より 後 詰と ありけ るに、 源 君 御 思慮 をめ ぐらされ、 寺 部 • 

梅が 坪へ 取 寄せ 放火せ り 合 あり。 これによ つて 鷲津 • 丸 根より 後 詰 ありけ る その 隙に 

大 高へ 恩 ひの ままに 兵粮 を 入れ 玉 へ り。 此の 時大 高の 城に は 鹈殿長 勿 居城せ りと ぞき 
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こえし。 

師： n はく、 佐々 陸 奥 守 肥 後を領 する の 時、 肥 後の 地 侍 ことん \  く 一揆 を 起しぬ。 山 

つけし ろ 

鹿に は 有 動 入道 在 城す。 山 鹿の 近所に 付 城 を こしら へ、 佐々 が 家臣 三 W 村庄 左衞 門と 

(二 ) 

云 ふ もの を 入れ 置きぬ。 此の 城へ 安國 寺大將 として 毛 利 家より 兵粮 を 入れけ ろに、 う 

ちの こがと： K ふ 所より 人數を 出して 兵粮 を 入れさせず。 これに 丙り て 度々 入れ そこな 

S)  ^ ひける を、 立花詳 かに 勘辨 しける に、 毛 利 • 鍋 島が 兵粮 入れ は、 兵士 を 先に 立てて あ 

とに 兵， &を 置きた る ゆ ゑに、 敵 あとへ 付きた る 時 可レ拂 やうな かりし、 是れに W りて 

立 花 兵士と 兵粮 持と 一 人 まぜ ほどに 引きつつ みて 內へ 入れければ、 敵 出で て 支へ けれ 

S 木植" ども 無二 子細 1 人り すませり。 立 花 自身む くげ かぶ を かたどりて 大に戰 つて 鎗 のこと あ 

^JMf  S)  (六) 

^*JHV りぬ。 天 野 源 右衛門 その 比 は 安田 作 兵 衞と號 して、 是れ又 その 時の 働 あり。 指 物 白 ゑ 

ハ 玄冲 ノ 

づる なりき。 この 時 は 立 花に 屬 して 居たり しと ぞ。 立 花 此の 働の こと 注進あって、 則 

ち秀吉 より、 今度 有 動の 付 城へ 兵粮 を 差 籠 候 刻遂， 一 一 1; 敵 數多討 捕 之 由、 感書を 賜 

はれり。 世に 山 鹿の 兵粮 入れと はこの こと 也。 山 鹿へ 入れた るに は あらず、 山 鹿 は 敵 

槭也。 この 付械へ 兵粮 を 入 るるとての 働 也と ぞ。 


師曰 はく、 立 花、 山 鹿の 付 城に 兵粮 を 入れて かへ る 所 を、 一揆 ども 道 を 取 切りて 伏 

をお きけ る。 刖道を 可：， 引 や 本道より 可， 通 やと 評議 ありけ るに、 立 花 子細な く 本道 を 

とほり ぬ。 その 道筋、 ほり きりをい たし 待 伏 を 置きて、 引かば 可レ 付の 體 なりし に、 

立 花 これに かま はず、 そのき はの 取 出に 一 揆の こもれる を 押 寄せて 攻めけ る。 械 落ち 

ければ、 其の 人質 を 先に 立て 道々 の 端 城を實 めければ、 九ケ 所まで 落城す。 勇と 云 ひ 

(七) 筑 後の 才と云 ひ、 まことに 九州の 逸物と、 秀吉 彼れ が 星 野 を うちとりし 時、 書 を 以て 黑田 • 

^野中 務少輔 

宮木 ニ女國 寺に 命ぜられ しも、 ことわり なりと 覺ゅ。 

師曰 はく、 天 正 十八 年 小 田 原 城攻の 時、 酒 匂の 方 あしこ 川口 を 源 君 攻めよ せ 玉 ふ。 

S  郭) ね じろ  (八) 

00 前 出！ 一 此の ささぐ る わの 宿 城の うら は 皆 小 ざ さやぶ 也。 松 平 周 防 守と 牧野 右馬允 ここ をう け 

E  二 頁參照 

とりて、 相 圖の鐘 をつ き、 此の 音 次， 第に 乘 入りの 約束 也。 周 防 守 持 口 は 場よ し 也。 牧 

野が 持 口 は 堀 ひろく 底 深く して 乘 入る こと もい かがと 云ふ內 に、 井伊 兵 部 直 政に この 

口 を 命ぜら る。 直 政 は 周 防 守と 兄弟分 なれば、 助力の ためと ぞ きこえし。 直 政が かい 

ぞ へに 近 藤 石 見守 ありけ るが、 ひそかに 夜、 道 を こしら へ 橋 を かけて 此の 郭 をのり と 

へ/E 一一 一  る。 子息 登 之 介 を 一 番乘 りに 致して、 直 政 ささぐ る ゎを乘 取る。 此の 時兵郜 が^ 濱川 
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傅藏、 後に 長 野 民 部と 云 ひし もの、 小姓に て 一番 のりを とげ 頸 を とれり。 いづれ も 打 

死の 頸 なれ ども、 則ち 秀吉 卿へ 奉りて 實 見に 入れ、 源 君に 小 田 原の 役に 二つの 頸と い 

はれた る は 此の 時の こと 也。 內に叉 一 重から ほり ありて、 味方の 歷々 打 死せ り。 牧野 

が 內稻垣 平 右衛門、 五六 十ば かり 召 連れ、 直 政の 勢の つきた る 土 井へ 進み、 今少し 待 

付けられよ、 御 旗本より 加勢の あるべし と 勢 を 付く る。 此の ほりに 橋 を かけられ 可 

レ 然と 云 ふ。 何とも 勘辨 なしと 直 政 申さる。 左 あらば とて、 仕 寄 場に 船板の ありし を 

とりよせ、 是れを 橋に わたす。 堀の 幅 十二 三 間 あれ ども、 底に 至って は狹 し。 ゆ ゑに 

此の W にて 橋の 心に なりぬ。 先づ この 堀の 水 を 切りお とせと 云 付く る。 橋の こと さへ 

未だ 埒 あかざる に 又 水 をき りおと せと はと 备- 申しければ、 橋 をば 只今 旗本より 人來 

りて 可レ 渡と て、 鍬 をと りよせ 二 間 斗り 切りの こりた る 所 を 悉く 海の 方へ きり 流す。 

水 落ちければ 往來心 やすく なりてけ り。 直 政 大に稻 垣が 作 略 を 感じ、 今日 大勢の 命、 

御邊 のためにた すけられぬ といへ りと 也。 此の 堀の 水引 は、 源 君 初めより 巡檢 まし ま 

づっ 

して、 一 日 一 夜 宛 番替に 切りお とせと 命ぜられ けれども、 今少しに なりて 人々 怠りて 

けり。 稻垣 下知して 切りお とす 時に、 各- 械の方 を 前にして 鍬 をつ かひければ、 如レ此 


所に て は 域 をう しろに して 堀 へ 土 を きりおとす ものな りと 敎 へ けりと ぞ。 此の 寄 口に 

て、 城 中より 出で て戰の ありし に は 非ず、 關 東の 諸 士追々 小 田 原へ 入らん と 十る を、 

所々 にて 待ちぶ せし けりと ぞ。 

n)  ^1 師曰 はく、 高 天神に て武田 信玄、 內藤 にあい しらは せられし は、 小 笠 原が 內の 勇士 

^^p, 渡邊贫 太夫 • 中 山 是非 之 介な ど、 世に その 比 かくれな き 一 騎 合の 働 見事なる 者と きこ 

後に-良 4* 八" 戰  かった 

に 討死 「この えければ、 彼等が ふり を 見 玉 はんとの こと 也。 內藤刈 田 をいた したる 時、 城 中よりか 

事 元纖ニ 年の 

(こ^な^ 天神 つたく とよば はりて 鎗を さしあげて 突いて 出で たる を、 內藤 見切って、 軍 は 味方の 

W 郞， 勝な りと て、 則ち くり かかりに かかり、 小 笠 原 を 押しつ めたり。 此の 見切 は、 彼等う 

(三) 

2) 上 盛 S はやりに なりて、 出で たる 兵士 各.' うは もりた る を 見切って、 味方の 獰 とき はめたり 

ち 元氣 あがる 

(？： ) 信 港 S  とみ 免り とぞ 

小縣 郡" こ の  (巧) 

師曰 はく、 眞田 退治の ために、 源 君 丸 子まで 兵 をす すめ 玉 ひ、 先 衆 眞田を 攻めけ る 

S) 名は景  キ ル 

茂、 始め 上 杉 とき- 味方 利な く、 方々 より 兵 を 出して 多 方に 誤りぬ ベければ、 如何して か 可， 然と 

^信に 仕へ、 ifv) う 

^0 城の 和 泉 守に 尋ねければ、 惣 じて 六ケ 布き 敵に 逯 ふか、 味方 不利な らん 時 は、 對陣せ 

後家 康 ざれば ひかれざる ものと きき 傳へ たりと 云へ り。 是れに 因りて 各-ひた くと 對陣に 
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き はまりて 數日 をお くりければ、 味方 大利 をば 不 X 失け りと 也。 

師曰 はく、 武田信 玄、 村 上 義淸と 上田 原に て 合戰の 時、 眞 田が 手 立に 因りて 村 上が 

人 衆 を 多く 殺した る こと を遣憾 にて、 眞 田と 無二の 一 戰と思 ひかけ たり。 眞田も 是非 

先手 をと 望み けれども、 M 玄 右の 脇 備にいた されたり。 上田 原 は 一 日に 五 度の 合戰な 

り气 

師曰 はく、 小 田 ig 陣に、 源 君の 御 本陣 を 大久保 次 右 衞門丄 咼木主 水に 命ぜられて、 

ささ くるわ 

公 は ffi 郭を 御巡檢 也。 其の あとに て 御 本陣の 小屋 出来しぬ。 城の 方 を あつく、 うしろ 

を 薄く かけけ る を御覽 あって、 仰せ ごと ありけ る は、 城 は 小口より こそ 敵 も 可：. 出な 

れ、 堀 越に は 不レ出 もの 也、 故にう しろ を 厚く かくる こと 本陣の 法 也- 此の 制不, 宜と 

て、 大久保 • 高木に 敎へ 玉へ りと ぞ。 

師曰 はく、 小 田 原の 時 秀吉卿 三 島に 陣を すゑ 玉 ふ 時、 堀 尾帶刀 山中の 出 丸を乘 取り 

可 レ申由 を のぞみけ るに、 秀吉 更に 同心な かりし を、 堀 尾 是非と 申 上げて 立ちぬ。 こ 

れは出 丸 は 取りたり とも、 直に 本 城 をのらず して は 抱へ がた かるべ きと 見切りての ゆ 

ゑに、 剁 尾に ゆるし 玉 は ざり しと 也。 若し 放し 玉うて 不レ 叶ば、 見切の ちがへ るに な 


る ゆ ゑな りとの ごとに や C 

(ーミ 

む じゅん  めんじ ゆ 

^一) に H  師曰 はく、 柴田勝 家と 璺臣 秀吉鋅 ffi の 時に、 毛 受庄助 こ ひう けて 二度目の 使に «ネ 

^  ^  &  1 二 

五 頁 金 g へ 行きけ る。 此の 心 は、 秀吉 連々 の 心 入り 心得が たければ、 出合 ひて 押 並べ 指 遠へ て 

死すべき と 思 ひ 設けての 事な りと ぞ。 而 して 毛受寶 寺に 至りければ、 秀吉 やがて 心得 

て、 彼の 毛受心 早く すぐれたる 勇士 なれば、 此の度の 使節 心 持 あるべし とて、 毛受を 

£40  ふ と 

請 待あって、 毛 受が來 る をう かが はせ、 秀吉脇 指の 刀 もさし 玉 はず 色 代まで 不斗 出で 

カラ  ク "ねん ご ろ 

て、 遠方 此の度の 使節 不， 淺 とて、 則ち 毛 受が手 を 取り、 無 レ限念 比に て、 則ち 連立ち 

奥の 席に 請 じ、 先づ勝 家の 安否、 幷に 今度 互のお も はく 所々 を かたり、 則ち 料理 を 出 

し 玉 ひぬ。 毛 受思ひ 設けた る ことなれ ども、 不意に 傍に 引 添 ひさまん \ の悃 情に よつ 

て、 先づ その 禮 謝に 及び、 つづいて 秀吉の 近付き 玉 ふ を まて ども、 其の後 は 更に 近付 

くこと もなかり しゅ ゑに、 毛受 失, 一本 意 一て かへ りしと ぞ。 此の 說 不二 分明 一 といへ ども、 

其の 才用 はかく こそと おも へ り。 

に E) 文 *s 師曰 はく、 關白秀 次 生害の 事關 東に きこえければ、 本 多 佐 渡 守 正 純が 分 S にて、 先 

年 

づ御 さきへ 人 を 遣 はし、 宿々 に 宿 礼 をうた せ、 京. 大津. 伏 見に のこる 所な く、 御 家 

士談九  三 七 一 


山 鹿 語粼卷 第三 十  ，  三 七 二 

人の 名 をし るして 宿々 に 札 をう つてけ る。 家康の 軍勢 何 ほどの 限り もな く 上京す。 是 

しかした から 

れ 併 秀次追 罰の ためなりと きこえければ、 秀 吉卿大 に感悅 ありけ る。 その 內に 

無二 子細 1 秀次誅 伏に 及びければ、 道々 より 各 * 引き かへ しぬ とぞ。 

師曰 はく、 堀左衞 門^ 秀政越 前 を 賜 はり、 北 ノ庄の 城 思 ひの ままに こしら へ、 諸 侍 

i 扇) 

を 城の 大手の 橋の 前へ よび 出して、 柿 帷子に かきう ち は を 以て 出で、 尻 まくりに て、 

(二)  キ ル 

此の 城の こと、 隨分情 を 出して いたらぬ く まもなく 用意し、 城 中へ 可, 入 もの は、 靑 

木 葉. 干魚. 海藻、 一色と しての こる 處 なしと 思 ふ 也、 乍, 去 各-は 十 人 は 十 ケ國の 

人 なれば、 それん \の兒 聞 思 人 も あるべし、 若し 不足の 物の あらんに は 遠慮なく 申さ 

れ よと ありければ、 末座より 一 人 進み出て 申しけ る は、 此の 城に 何事 も 殘 る 處は不 

レ有 ども、 三ケ 國を領 する 大名 を 後に 持ち、 これと すれ/ A になされ、 使節の 往來も 

なければ、 必 竟不レ 可レ然 こと 也と 諫む。 秀政 きいて、 噫 此の 諫言 至れり つくせり、 然 

れ ども 公儀 別條 なき 上 は、 何 ほど すれ/ \ にいた すと 云へ ども、 利 家 も 何とも 可レ被 

レ 仕樣な し、 若し 公儀に 事 出来て は、 百 萬 石 くれられば 加賀の 先手 を 致すべし と- 速 

かに 使 を可レ 立、 利 家 も 百 萵石も くれて 先手 をいた させた からん、 然 らば 天下 を 利 家 


(Ill) 

刀 吉喑、 前 出 

1 0E5IS 


(SI) 埚秀政 

C 俗稱 


にもた せ、 我れ 百 萬 石 取りて 居らば、 その上の 分別 は 運 次第と こそ 思へ とて 笑 ひて け 

りと ぞ。 あくまで 才、 荣く ありし とに や。 

師 R はく、 賤ケ嶽 の 軍に、 中し きり 井に 賤ケ嶽 より 堀秀 政が 陣へ、 しきりに 加勢 助 

力の こと を 申し 來れ り。 秀政旣 に 兵 を 出さん とせし を、 堀 七 郞兵衞 と 云 ふ ものお さへ 

て 申しけ る は、 勝 家が 柳ケ 瀨の陣 より、 玄赛が 方へ 使 切 々往来す、 是れは 中 入 を 早く 

カラ 

引き とれとの ことかと 思 ふ 也、 若し 中 入 を 引きと らば、 玄蕃 本の 道 をば かへ る不レ 可， 

中し きりをつ きぬくべし、 然 らば 手前に てー戰 なくて 不レ 叶の 場な り、 叉玄蕃 引く こ 

とならず ば • 勝 家 必ず 中し きりへ 押しよ せて 合戰を はじむべし、 是の兩 様の 內不レ 可 

レ違、 只 だ 兵 を不レ 分して 其の 節 を まち 玉へ と 云 ひて ける に、 玄藩も 不レ引 勝 家 も 不レ出 

ければ、 柴 田が 運 ここに 盡 きたりと 云へ りしが、 果して 其の 口才の 如くな りしと ぞ。 

山 崎合戰 に、 堀 尾旣に 天王山へ あがれり。 堀が 兵 その あとより 山に 進みけ る を、 此の 

とどめて、 山上の 味方 只今く づ れつべ し、 然 らば 友く づれ ござん なれ、 刖 所より 上 

りつべし とて、 兵 を^の 所へ 上げけ るが、 果して 味方の 先手 敗れければ、 久太郞 備！？ 

やりに なりて 大利を 得し も、 此の 者の 作 略と ぞ。 
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(一) 2】 や 氏 

の^お 山中^- 

彼" この こと 

^蒂太 i 卷 

十九に 出づ 


(一二) 天 正 十 

一： 年 


師曰 はく、 山中 鹿 介 初 名は甚 次郞 と^へ り。 鹿 介 をと りひし がんと て、 品 川 狼 介と 

：: ムふ ものの 毛 利 家に あり。 此の 者と 川 をへ だてて 鹿 介と 出合 ひ、 狼 介 大弓 を さし はり 

初めての 對面、 子細なくて は不 い 可：. 叶、 小兵な りと も 一矢 まゐら めと てさし 張る を、 

ノ  あき あげ 

鹿 介 もの がれぬ 所 なれば、 扇 を あげて 矢 坪 を さす。 かかる 所に 秋 上 伊織 わきより 射て 

狼 介が 弓の つる を 射き る。 それ ゆ ゑに 弓 をば すてて 川 中に て 二人 くみてけ る。 狼介大 


力なれば、 子細な く 鹿 介 を 取りて 下 


こ 


i 力 


す を、 鹿 介 下にな り. ながら 九寸五分 を 以て 


上なる 狼 介 を 仕と めたり とい へり。 勇 ありても 才 なくん ば、 如レ 此の 働不レ 可レ叶 也。 

師曰 はく、 橫須賀 に 酒 井 作 右衛門 • 小 栗 又 一 など 有レ 之と き、 夜 かせぎに 出で て、 

敵 向 ふに 森の 如くに 出で たる を 見て、 作右衞 門せ きを 一 一つ 三つ 致せり。 又 一思 ひける 

(«p- 據ン 

は、 定めて 已來 しょうこの 爲 ならん とお も ひ、 その 身 も 同じく せき をいた す。 さて 足 

早に 引き とれり。 後に 酒 井中し ける は、 如 レ此時 だまれば 敵と しらる る もの 也、 せき 

を 致せ は 敵わが ものな りと 思うて 不レ咎 ものな りと かたれり とぞ。 

(111) 長久 手の 時と-; ム へり 

師曰 はく、 源 君 或 時^ 方へ ものみに 甲 州 衆の 內 よりつか はさる。 榊 原康政 ものみの 

侍に 向って 云 ひける は、 各， - 心え あるか、 如レ此 ものみに は 心得なくて は不 レ^と こと 


わる。 ものみの 侍、 委細 心得 候と て 見て かへ りぬ。 傍の 人 榊 原に いかたる 事に やと 尋 

ねければ、 若しもの みの 者うた るれば、 合戰不 レ得レ 止な さるる に 成る もの 也、 敵は大 

軍 也 味方 は 小勢 なれば、 輕 くみて か へれと 云 ふの 心なり とい へりと ぞ。 

お 師曰 はく、 中 村 式部 少輔、 小 田 原の 時 山中の 城を乘 取る とき、 渡邊 勘兵衞 見切 を以 

養 す 出 二  a 

お 一一 U て 內へ乘 入れけ るに、 秀吉 卿の 黄 母 衣の 衆み えければ、 渡 邊氣を 付けて、 式部が 馬 印 

を 本丸 詰の 矢 倉へ さし 上ぐべき の 由 を 下知す。 是れは 自然 本丸 を 誰が 乘取 候な どと 後 

(餘勢 )  レ, 

日に よせい を 申す 者 有, 之た めに、 馬 印 を 角の 矢 倉に 指 上げて 立 置き、 本丸 を 乘取候 

段 を、 使番の 衆に みせけ ると 也。 

師曰 はく、 伊達 政宗、 小 田 原へ 秀吉卿 出馬に 付き 面謁 のた め 上りけ る。 會津の 留守 

す。 ,S5 ず ぁ す 

t^n) に 伊達 成 實有レ 之け るに、 留守の 內 二三 夜 程會津 以ての外に 騷 動す。 是れは 會津に 心 

替 りの 者 ありて、 越後の 人 衆 を 引 入る ると 云 ふの 沙汰 也。 此の こと を寶 尺と 云 ふ 山伏 

の 告げければ、 何者の とれ を 云 ふに やと、 成實 山伏に 尋 ぬれ ども、 世上 無, 隱の由 を 

申す に付きて、 一人 を 人 指いた すべし、 不， 然ば汝 を 罪科に 可, 行と 云 ふに より、 山伏 

かく 一  K ふ ものの いひき かせり と 云 ふ。 それより 次第々々 に 手 次 を 改め、 十九 人目に 伊 
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二) 1^ 藤 七 郞と云 ふ ものの 屋 布の 下女に 引付けぬ。 右の 七 郞は政 宗に從 つて 小 田 原へ 至りぬ 

觅 に 作 る 

門の わきの 長屋 になに がしと 云 ふ若黨 の ありし が、 鎗を とりて 廣 間より 出づ る を 見て 

彼の 下女、 さて は 何事 も あり やと 心得て、 魚賣 の來れ るに かたれり。 それより 此の 事 

會津 中に 風聞して ければ 騷 動に なれり とぞ、 因レ玆 彼の 下女 を 傷害して 所の 戒 といた 

せりと ぞ。 

師曰 はく、 も 利 輝 元の 比まで は 藝州吉 田に 居城 ありし を、 秀吉卿 黑田如 水に 命ぜら 

れ ける は、 旣に 十三 ケ國を 支配いた さるる 大名、 あの 山中に 居城 ありて は、 何の 自由 

も 事の たるべき に 非ず、 城 を 海 邊の平 陸なる 地に 建立いた され 可 レ然の 由を傳 ふべ し 

と ありければ、 黑田 則ち 輝 元に 申して 初めて 廣 島へ うつる。 廣 島の 內 にて 城 山に なり 

ぬべき 高 陽の 地 を 取 立て、 すでに 榕 天守まで 出來 せる を、 城山少 くして 兒苦布 間、 唯 

だ 平地に 廣く かま へられて 可レ 然との 仰せ ごと ありて、 今の 廣 島に なれり。 吉田は 要 

害 宜しくして 所 堅固の 地な りければ、 毛 利 家 始終 天下に 榍を つく 時、 事む づ かしかり 

なんこと を 思 ひて 如レ 此の 命 ありけ ると ぞ。 有 馬玄蕃 頭筑後 を拜領 してけ る 時、 黑田 

長 政み まひに 來り • 何方に か 居城 を かまへ 玉 ふべき と 云 ひければ、 有 馬 申しけ る は • 


(二) 今の 筑 

後 画 三 井 霧 大 

城 付 大字 赤^ 

ならん、 久 « 

米の 東北 方 約 

二 里 牛 位に あ 

り 

(111) この こ 

と 前卷五 S1 九 

頁に 出づ 

(H) 北 周の 

武 *t 帝に 仕 

へ、 遂に 文 帝 

も弒 して 陏^ 

帝 を 立て 權を 

耳ら にす。 但 

し ffl 兵^ 巧に 

して 戰^ た ざ 

るな し、 漢 (地 

名) の 諒反 

a し、 遂に 楊 

素の 爲に 被ら 

れて 降る。 こ 

の こと 8B 列 

傳第十 111 に 出 

づ 

(五) 文 ぼ 二 

年 i" 鉉道几 良 

呤の戰 後、 安 

3 かへ^ 陳の 

時なる ベ し。 

(清 正 行状) 


田 中が 如く 久留米 を 居城に：^, 構 也と 答 ふ。 長 政 曰く、 筑後は 九州の なかに ある 囤に 

て、 何方よりも 敵 をう くべ き 所な り、 然れば 一 方 へ かたつき あか ぢの 方へ よせて 居械 

を かま へられ 可 レ然、 左 あらんに 於て は、 當分 普請に 入るべき 脚力 作 事 方の 材木 も、 

手 寄 なれば 送り 可レ 進と いへ りけ るが、 有 馬 やがて 心え て 同心せ ず。 是れは 自然 國取 

合の 時分に、 速に 筑後を 手の 裏に 屬せ しむべき ゆ ゑんと ぞ。 

師曰 はく、 良將の 才知 を 以て 事 を 致さん をば、 愚 將は是 れを危 しと こそ 思 はめ、 さ 

れば義 經の鹧 越 をお とし 勝 浦に 船 をつ けな どせ し 類、 敵の 虚を さぐる ことの 詳 にして 

(三】 

その fv のよ く 物に わたれば なり。 近く は 加藤嘉 明が 唐 島の 番船 をと りし こと、 ゎづか 

. ,  ル カラ フ 

一： g の 小船 を 以て 番船數 十 艘を打 捕る こと、 勇 ありて 才 なくして は不, 可, 叶 也。 隋の 


ran 


楊 素が 漢の 王諒を 伐ちし とき、 王 諒十餘 萬の 兵 を 擁して 陣 をし くこと 五十里に 及ぶ。 


こ 


i  ニフ  一 フ 

楊 素 諸將に 命じて その 大手より 望ましめ、 自ら は 引 二 奇兵 一 ひそかに 霍 山と 云 ふ 切 所 

人り、 谷 をった ひ 崖 を わたりて、 直に 其の 本陣に いたりし、 各-以て 问じ心 也。 

師曰 はく、 朝鮮 征伐の 時， 高麗に おいて 漢 南の 加勢 百 萬に て押來 ると ありし に付き 

加 藤淸正 早朝に 出で て 


て 本朝の 兵士 等戰 ひっかれ 氣 よわりい き ほひお くれけ るに 
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^士に 謁し 申しけ る は、 昨夜 珍 敷 端 夢の 吿げ 有り、 今日 押 行く 所の 道に 必ず 大石 ある 

べし、 是れを 引上げな ば戰 必ず 利 あるべし と 云 ふこと を まさしく 見たり、 ゆめ は 信ず 

るに 不：. 足 わざな りと い へ ども、 軍に 臨む の 前表 吉凶 必ずい ちじる きもの なれば と、， 

大きに 喜んで 押 行く の處、 果して 大石 あり、 その 形 昨夜み し處に 聊かた が はず、 天の 

吿げ 明な りと 喜んで， 0 身 石の 上に あがり、 大昔 を あげてき やりして ひかせけ るに、 

き^い さみい ざな つて、 事 ゆ ゑな く 引上げぬ。 これに 軍士 氣を はげまし、 大 にいき ほ 

ひ 出で たりし とぞ。 

師曰 はく、 加 藤淸正 朝鮮の 王子 をと りこに す。 王子 從臣數 曰 水食 をた ちぬれば、 淸 

正 王子に 聊かつ よく あたる； J となく、 則ち 座 を まう けて 膳 をと との へ 食 をず すめ S 應 

す。 酒 旣に三 返 めぐりけ る。 淸 正が 近習の 兵^ を 用意の ために はしり ま はりけ る を、 

王子の 臣下 驚きて、 淸 正が 王子 を あざむきて 害すべき 謀に やと、 卽ち 半弓 を ひいて 淸 

正に 向へ り。 旣に矢 を はなたん と 致す の處、 淸正 これ を 叱し ぬと い へ ども、 言 不レ通 

ば 聞き 不， 入、 猞ほ淸 正に さしかかりければ、 淸正印 を 取って 手に おしてみ せぬ。 是 

れは 誓約の 不レ違 こと を 云 ふの 心得と なり。 こ こに おいて 彼れ が 心と けて 半， 弓 を さし 


くつろぐ。 其の 內に 王子 をば わかちとり てければ、 彼等が 悤剌 自然に しづ まりぬ。 淸 

正 時に とりての 才 なり。 

師曰 はく、 太閤 秀吉卿 異例 以ての外の 事 なれば、 朝鮮の 人數を 引き とらせ 可, 然也。 

カラ ル 

引きと る ことの 使節 を 承りて 彼の 國に まゐ らん は、 源 君の 外に 不レ 可レ 有。 源 君 朝鮮へ 

御名 代と して 御 越に おいて は、 天下 は 忽ちに 源 君に こそ 属しぬべき と、 評定 取沙汰の 

處に、 石 田 三 成に き はまりぬ。 さて は 天下の 權彌， * 三成に なりぬ べしと 各-つもりの 

處に、 黑田如 水 申しけ る は、 今 三 成 を 朝鮮へ つか はさる るに て、 天下の 落 居 は 家康公 

になれ り、 其の ゆ ゑ は、 三 成に 威の 付きて、 日 を 追うて 奢 つくべし， 奢らば 人々 以て 

これ をに くみつべ し、 然 らば 三 成 をに くむ 大名 自然に 家康 へ荷擔 して、 必竟 天下 は 源 

君 手 裏に 落ちぬ べしと 云へ りと ぞ。 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 加 賀* 越 前の 堺 大聖 寺の 城 は、 前 田 利 長金澤 より 打って出 

でて 攻めけ る。 城に は 山 口 玄蕃. • 右京 父子 W こもれり。 右京 かねて 思案 をめ ぐらし、 

利 長寄來 らば 旗本 は あの 高みなる べしと 考へ、 人形 を こしら へ 其の 地に 立て、 城の 矢 

倉より うたせ て 位 をみ ける。 初めは 可レ中 やうに なかり しが、 後に は 三 放に て 二 っは必 
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ず あたれり。 合 戰の日 右京 申しけ る は、 利 長が 先手 寄來 らば、 味方の 人數を 下の 段に 

悉く 引きお ろし、 本 城に は足輕 やうの もの を 置きて よわ/ ヽと あいしら ひ、 安々 と乘 

入らせば、 敵乘 入りに 氣を うば はれ、 各-本丸 へと 志すべし、 そのと き 利 長が 旗本へ 

突いて かかり 勝負す べしと はかりし に、 玄 赛不, 用, 之、 旣に 落城に き はまりければ- 

父子と もに 矢 倉に あがり 切腹のと き、 利 長の 陣を みるに、 果して かねて 積り し r 几 切 場 

に 馬 を 立てたり。 則ち 鐵炮を 以てうた する に、 初めは 不レ 中け るに、 二度目に は 利 長 

の 鯰 尾の 胄 のわき を かすれり。 三つめ に は 利 長の 者 近々 と 來るを 打ちお とせり と 也。 

師曰 はく、 淺野紀 伊 守 幸 長、 父 彈正長 政に したがって 岩 築に 至りし とき、 長 政は惣 

手の： 卜 知 なれば、 長 政が 兵 幸 長 これ を さしつ かへ り。 幸 長 行年 ト四歲 也 けれども、 弓 

矢の 事に 才 かしこ かりけ る。 前方に 岩 付の 繪 M を 老臣 どもに 考 へさせ * 何れの 方實 口 

の 仕 寄 可, 然と： -ム ふこと をつ もらせ 置きて、 各-諸 大將 談合の 時に 幸 長 云へ る は、 城 

より 鐵炮 をし げく. 打 かけ 候 間、 先 づ人衆 を 少し 可, 被レ遣 やと 云へ り。 若輩の 人の 希^ 

なること を こそ 申さ るれ、 其の 方の 人數 をつ か はしお かれよ と 有りければ、 幸 長 自ら 

の 兵 を、 右の 談合して 示し合せ おきけ る 寄 口 へ つか はしぬ。 而 して 寄 口く じと りに な 


りて、 右の 場 は 他所へ わたり けれども、 旣に兵 をつ か はして ければ、 引き とりにくき 

. とのこと に付きて、 其の まま 此の所 を うけとれ りと ぞ。 此の 陣へ幸 長 初めて まゐ りけ 

れば、 長 政 其の 器を考 へんた めに、 家臣に 示し あはせ、 挺 I 一子 細 一人 數 のく づれ たる ご 

とくいた しければ、 幸 長 自らの り ま はし 是れを 押し まとめ、 我が 士卒の くづれ たる は 

(11 ) 

人手に かくる 物に 非ず とい へり。 長 政大に 喜んで、 將の器 ありと い へりと ぞ。 忍に お 

いて 組 打の 高名 あり。 

(三)  i 城 寺) (E) ま め と 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 えんじゃ うじ 太 豆 戶の川 ごしに， は、 淺野 幸長卄 一段 目に 備 

へたり。 池 田 三 左 衞門輝 政と 一所の ことなれば、 見舞に 行く と號 して、 小姓 手 廻の 者 

斗り を 引 卒して、 先へ 出で て 手に 合せたり と 也。 岐阜 落城の 時、 輝 政 水の 手の 郭 より 

直に 押入らん に は、 則 時に 械の おつべ かりし を、 明日 福 島に 先 を させられ 可, 然と 池 

田 をし きりに 諫めて、 その 日の 械入を 延引せ しめけ る。 是れ池 田 • 福 島が 間戰 功の 異 

論 ありぬべき こと を はかりての 事 也。 文武の 才 ありし にや。 

く， つ  S 

師曰 はく、 關ケ原 東 衆大に 勝ち、 三 成が 陣 ことん \ く漬れ てけ るに、 山の そ は をつ 

た ひて 人の 多く 通れる あり。 井伊 直 政 是れを 見て、 松 倉 璺後守 その 比 は 右近と 申せし、 


こ 田 南^つな 

れ 二-: 十 郡 乙' ») 

か P5 八 、 
守の 町^^ 
る *  D 
人 石の 稻 


(一) 天 正 十 

八 年 秀吉小 W 

征伐の 時、 

八 王子 城 ？ 

父 +に 作る) 

S ち 北條氏 W 

の^ 城の 铕守 
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是れに 向 ひて、 あれ は 敵 か 味方 かと 尊ぬ。 右近み て、 敵と も 味方と も 見分けが たくこ 

そと 巾す 內に、 甲 州 衆 来れり。 直 政 重ねて 叉. 敵 か 味方 かと 尋ぬ。 甲 州 衆、 まぎれ もな 

く 敵の 由 を 申す。 直 政 1 と不レ 云、 則ち のり 出して 追 ひすが ふ。 此の 時 右の かひな 

を 打ちぬ かれぬ。 而 して 直 政 落馬いた しぬ。 松 倉 後に 右の 甲 州 もの を大 にし かりけ る 

は、 我れ も 初めより 敵と はみ たれ ども、 味方 是れ ほどの 勝 軍に、 こぼれ ものの 退く を 

つけて 益な し、 敵と きいて 不, 付ば 甚だ 本意に あら ざれば、 何となく 返答に 及びし に、 

功 者ぶ り をいた して 不レ入 見切 ゆ ゑに、 大將に 手 を 負 はせ しと 大に 叱し けりと ぞ。 此 

の 甲 州 もの は 早 川彌三 左衞門 也と 云 ふ 人 あり。 

師曰 はく、 北 條陸奥 守 氏 輝が 內に、 中 山勘 解 由 • 石 原 主 膳と て 人の しれる もの あり „ 

中 山 は 八 王 寺に て 打 死し、 石 原 は 氏 輝の 供 をいた し 小 田 原の 城に ありぬ。 氏 輝 傷害の 

後 は 井伊 直 政に つかへ て、 させる 功の ありし 侍 ゆ ゑに 旗 をぁづ かれり。 關ケ 原の 時瑞 

龍 寺の 械實 に、 淺野幸 長 瑞寵寺 をのり とり、 諸 侍內に 入り こみ けれども 旗み えず、 諸 

手 そのき は をと ほれ ども 心の 付く ものな かりし に、 直 政の 兵から め 手の 方より 押上げ * 

石 原が 下知に て、 直 政が 赤旗 ことん \ く 械の內 へ 押 立て、 幸 長が 內 させる 大將 分の も 


の を 招きて、 石 原 云 ひける は、 瑞 M 寺 は 直政乘 取りたり と 云 ふ。 幸 長が もの、 是れは 

存じ も よらぬ こと を 承る もの かな、 幸 長が 手に てこ そ乘取 候と 云 ふ。 さあら ば 械を责 

めと り 玉 へる 印 はいかに と 云 ふ。 いづれ も隨分 はしり ま はりて 候と 云 ふ。 石^、 それ 

は 御 自分の 功名なる ベ し、 御 旗印の 一流れ もみえ 不レ申 候 間、 實 正と は 申しが たし、 

此の方 は 旗 を あげ 候、 これ こそ 證據に 候へ と、 事 も なげに 云 ひければ、 幸 長が 家臣 是 

れ につまりて 返答な し。 石 原 あざ笑って、 今 は是れ まで 也、 各 * 弓矢の 禮義を 御 ^ じ 

なきに 付きて 申す に 候、 备 > 粉 骨 をつ くされての ことに 候へば、 今 は 旗 をお ろし 城 を 

わたし まゐら すべし とて、 旗 をまい ておりた りと ぞ。 

師曰 はく、 八 王 寺の 械ぜ めに、 金の きりさきの 指 物に て 一番に 屛へ 付きた る もの あ 

り。 內 より 指 物 をぬ く。 中 山勘 解 由 下知し ける は、 外の さしもの を內 へと り 入れぬ も 

の 也、 損 多し、 則ち 舁 うらに かざれと 云 付けて かざらせ けりと ぞ。 是れは 瀧 川璺前 そ 

の 比秀吉 卿の 使番 をいた し、 金の きりさき をさせる、 瀧 川 八 王 寺の 一番の りなり と 云 

へりし、 彼れ がさし ものなる べしと ぞ。 

し しど 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 毛 利 輝 元が 兵士、 宍戶善 左衞門 • 曾 根 兵 庫 • 村 上 掃 部 • 野 
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島 等 を大將 分に て藝 州より 五々 島に 至り、 加 藤 左 馬介嘉 明が 居城 眞崎を 渡す ベ き 由、 

軍使 をつ か はし、 輝 元の 兵船より 上り 三津の 浦に 陣を とれり。 これ を嘉 明が 舍弟內 記 

郞從に 佃 次 郞兵衞 • 中島 庄 右衛門 • 安達 半 右衛門な ど、 はかりごと を 以て、 九月 十七 

日の 夜夜 討に 打ちたり。 荒 川 久兵衞 申しけ る は、 今夕の 夜 打 は 子細な く 此の方 勝利の 

如くに 何れも 思 はくと みえ たれ ども、 昔より 老功の 者の 云 ひおける にも， 打 拔夜打 は 

利 あり、 返り 打の 夜 打 は不, 有, 利と 申せり、 今夜の 夜 打 はかへ り 打 なれば、 大事の 事 

にこ そと 云 ひけれ ども、 各-不二 聞 入 一して 夜 打せ り。 荒 川が つもりの 如く、 佃 も あま 

た 所疵を 蒙り、 荒 川 は ^戶 にう たれ 漸く 眞 崎へ 引き とれり。 毛 利 方に も 曾 根 • 村 上 は 

打 死せ りと 也。 大坂冬 御 陣に蜂 須賀が 手へ 夜 打のと き、 伴の 圑 右衛門、 うちぬけ は 利 

あり、 此夜 はかへ りうち なれば 心 元な しとい へりと ぞ。 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 出 羽 • 最上 • 山形 • 初瀨堂 へ 、 上 杉 景勝が 老臣 直 江 兼繼相 

働の 時、 最上 出 羽 守 方へ 伊達 政宗 より 加勢 ありて、 双方 大に 相戰 ひ、 手 負 死人 あげて 

不レ 可： i 計。 是れに 因りて 最上 方より 里 見越 後 を 以て 人數を 上させけ る。 越後 乘り めぐ 

りて 下知す とい へど も、 何れも 不レ 用。 こ こ において 越後 小高き 所へ あがり 詳に樣 子 


Be さ にの 仕 仕め 守に 政つ と 池 氏 し 伹 & 二 

C 在役 ふへ 盥 と仟 、ごし 田に 。, お 、一 

りに 。後お なじ 兵 て 家 仕 も 守 遠 
井 は關^ 秀る 後部 名 終のへ と な 江 荒 
伊 東 ケ康次 。筑少 は始重 、綫る 守 尾 
直 ： や: 原に に 始後輔 きす 臣 後田べ 後 或 


をみ きり、 家來 単： 見 內藏助 • 船 越 作 右衛門と： 兩 人に 談合し、 間 をのり わりた らんに は 

引擧 ぐるに 利可レ 有と て、 ゎづか 三人に て、 兩の間 を をり かへ し/ \ のり わる を 見て、 

惣方 引き とれる 也。 此の 日 越後 馬 を三疋 のりた ふしたり と 也。 是れ 九月 十七 日の こと 

也。 是れに 因りて 直 江 も 兵 を 入れけ りと ぞ。 

師曰 はく、 關ケ 原の 時吉 田に 池 田 三 左 衞門尉 輝 政 在 城す。 上方 筋 三 • 遠の 諸 大將の 

人質 をば 吉 田へ 入れ、 荒 尾 これ を； S る。 田 中 筑後は 三 州 西 尾に 在 城し ける が、 人質の 

キ ス  (三) 

沙汰 もなくて、 ことに 三 左衞門 後陣に 可レ 押の ことなる に、 兵 部 は 本 坂 ごえに かかり 

先へ 行き、 三左衞 門は吉 田より 直に 淸須へ 出る。 因 レ之竹 村 伊豆に 足輕 i: 人 さし そへ、 

田 中 を 道に て 押しと むべき 由 を 命ず。 竹 村 足輕を つれ 先へ 行き、 宿に 待って 居け る。 

此の 時 竹 村 無人に て 大名 を 留めん 事、 尤も 大 節の 計議 なりけ るに、 竹 村足輕 比 を 左^ 

に 引き わけ、 火 繩に火 を 付け、 約束 次第に 是 れを發 すべき 由 を 定め、 田 中 何 心なく 押 

しと ほる 所へ、 竹 村、 池 田 三 左衞門 使者な りと 名のりて、 田 中が 馬の き はに より、 K 

を 押しと め 右の 旨 趣 を 具に まふ。 田 中 左右 を みれば、 足輕 立ち はさみて、 只今 打拂っ 

て 竹 村と もに 打ちと りぬ ベ き 風情に て、 田 中が 行く に 付けて 左右の 足輕も 進み 行きぬ。 

士 談 九  一一 一八 五 
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田 中 この 様子 をみ て、 使節の 通り 心得 存候、 晝 休みの 場に て 待ち 可レ 申と 云 ひて、 そ 

の 近所の 會下 寺に 打 入りぬ。 此の所まで 田 中に 付きて 行き、 則ち 輝 政へ 注進し、 その 

一 左右に まかせけ り。 竹 村が 才略、 尤も 勇士の わざと 云 ふべ しと、 人 以て 稱美 せり。 

彼れ が 筋 今は備 前に ありと ぞ。 

二) 小,： 十 川  師曰 はく、  i ケ原^ 尾 山に 金 吾 秀秋陣 を はる。 その 日の 出陣に、 あとの 小屋に 澤角 

巧 秋、 初めん 

|，1 任， 中 鬪 書と 云 ふ もの を殘 せり。 澤角 あとに のこる こと を 迷惑して 供奉の こと を 云 ふ。 秀秋 

淨 角に 小屋 をす て 供 も， 化 よしを 命ず。 老臣 ども 申しけ る は、 御 陣屋に 御 留守なくて 

レ七 ラル  カラル  , * 1 、c!» 

は不レ 可レ然 こと 也と い へれば、 秀秋云 はく、 留守 は不 レ可レ 入、 その ゆ^ は 東の 徒 勝 

利 なれば 留守 をお くに 不レ 及、 西の 勝 なれば 猶ほ 以て 留守 は不 レ可レ 入、 そのまま さし 

S くべ しとい へ りと ぞ。 

師曰 はく、 關ケ 原の 時 大道 寺、 黑 田が 所に 居たり。 十五 日に 先へ 出で て 様子 をみ け 

るに、 西方の 衆より 鐵炮 ひた/ ヽと 打ち かけ 打 死 も 多し。 此の所へ 黑 甲の 武者 出で て 

敵方の 樣子 をつ くん \と 見て 居り、 馬に 手繩 ゆら/ \ と 打ち かけ 心靜に 一見す。 ふり 

見事に みえけ^ば、 大道 寺 その 薛 へより て 居け る。 その 武者、 只今 戰は初 まると ひと 


りごと を 云 ふゆ ゑに、 大道 寺、 なに ゆ ゑに 左様に は 見 玉 ふと 尋ねければ、 鐵炮の 玉 足 

もとへ おつる、 その 落ち やう 力なく ころ/ \ といたせ り、 是れは 敵 合 近くなる ほど、 

05 カル 力 かる かもつ か はれず、 玉 筒の 中へ ろくに 不レ入 ゆ ゑに 玉 則ち 落つ るな りと いへ りと ぞ。 

と は 込 矢 又は 

^?、のれ^ 或は 云 ふ、 此の 武者 は 井伊 直 政 斥候に 出で ての こと 也と ぞ。 

る S 用 ふお 師曰 はく、 伏 見の 城に 鳥居 彥右衞 門 尉 在 城して、 上方 勢に とりまかれ ける 時、 鳥居 

^'0 が 妻女 は 馬場 美 濃 守が 女な りけ るが、 城の 繪圖を 取 出させて 具に 考へ、 籠城 は 不レ可 

•AJ  %  t  hs  フ  、ン  力  • 

レ叶 也、 破れな ば 名 越 丸より 一 番 に可レ 崩と て 落淚に 及べり。 果して 名 越 丸より、 秀秋 

が 內村上 三 右衛門 一陣に のり 入りて けりと ぞ。 是れは 鳥居 美 濃 守が 母 也。 伏 見に て 松 

の 丸より 一番の り は 松 野 主馬 也。 やぶれた る は 名 越 丸より とぞ。 

(五) 井伊 は 師曰 はく、 長久 手の 時、 井伊 直 政敵 を 組 打いた す を、 安藤 帶刀 はじめより 兵 部な り 

兵弒 少輔- なり  シ ス 

と 見ければ、 聊か 乎 傳 はず、 若し 兵 部 不首尾な らんに は 則ち 可 二 助力 一と 思うて 見 居た 

れば、 直 政事 ゆ ゑな く 高名せ り。 帶刀、 御手 柄 也と 感じて 申しけ る は、 人 衆 持の 一 人 

働 は 尤も 不覺 なりと 云 ふ。 直 政會釋 して 則ち のり かへ し、 馬上 廿人 斗り にて 乘 出され 

けりと ぞ。 

士談九  三 八 七 
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師曰 はく、 花房 助 兵衞、 秀 吉の氣 にち が ひ、 佐 竹へ 被レ 流て 在レ 之き。 その 初め 源 君 

へ御悃 切の こと ありければ、 子 を 一人 出家せ しめ、 武 州の 內長榮 山 本文 寺の 聖人に あ 

づけ 置きぬ。 後に 榊 原 式部 子分に と ありて、 是れを 榊 原 飛 K 守と 後に いへ る 也。 此の 

助兵衞 武功 も あり、 其の 身 も 正直に 實 ある ものな りき。 關ケ 原の 時、 佐 竹 は 景勝に 一 

味して 敵に 可： i 成 やと 御 たづね あり。 佐 竹 は 正直なる もの なれば、 御 敵に なりて は 出 

で まじき と 答 ふ。 しからば 佐 竹 出で まじき と、 起請文 を 以て 申 上 候へ と 仰せ あり けれ 

ば、 起請文の こと はいかが に 候と 申す に付き、 其の 分に て やみぬ。 世 治まりて 公 仰せ 

に、 助 兵衞は 武功の ものと ききし に 相 達な りと 御意な り。 後に 花房 死期に のぞみ 子 ど 

もに 云 ひ 置きけ る は、 源 君し かん \ の 仰せ ごと 此の ごろ 思 ひ あたれり、 佐 竹 は 出で ま 

じきと 助 兵衞云 ふと、 諸人に たしかに 思 はせ 玉 はんとの ことなるべき を、 心の 付かず 

才 の不， 足して けり、 子孫に おいて、 物 ごとに 遠慮の 才知お こたるべからず といへ り 

とぞ。 

師曰 はく、 大坂冬 御 陣に千 波 を 城 中より 燒 きて 引きと ると き、 後藤 叉兵衞 申しけ る 

まち ふせ 

は、 備前衆 必ず 付くべし、 若き 衆 霧の まぎれに 待 伏して 功の 座に 付けと 云 ふなり。 後 


(二) 下 US 

より 榑 じて、 

さげすみ とた 

り、 推察、 推 

1-*; るの 意に 

用 ふ 


藤 は 度々 功の ありし もの なれば、 彼れ が 云 ふ 所に ちが ひ は不， 可レ 有と、 各-待 伏しけ 

れ ども、 敵不レ 付に より、 後藤が 功 者 だても S のな きこと 也と 云 ふ。 後藤き いて、 諸 

事の つもり も 折々 はちが ふ もの 也、 必ず 備前衆 可， 付 ことなる に 不レ付 は 不審 也、 若し 

花房 助 兵衞が 未だ 生きて 居た るかと 申しけ りと 也。 此の 時 備前衆 戶川肥 後 を はじめ 烟 

まぎれに 可い 付と 云 ひし を、 花房 助 兵衞大 にい さめけ る は、 內に 後藤と 云 ふ 功 者の あ 

カラク  力 

る なれば、 付くべき とつ もりて 待ぶ せ あるべし、 只だ不 レ可レ 付と 押しと めて 不ぃ 付な 

りぬ。 果して 霧 はれて ければ、 敵 大勢 まち かけて 居たり とぞ。 冬御陣 和睦に なりて 後 

に、 戶川肥 後が 弟 彌左衞 門が 所へ 後藤 を まねき、 冬 御陣敵 味方の はなしに、 後藤， 千 

波を拂 ひし 時備前 衆の 不レ付 はいかが と 云 ふこと を 云 ひ 出して、 兩 のさげ すみ 更に 不 

クガ ハ 

レ 差と ぞ。 助兵衞 此の ころ は 老人に てこし のぬ けた. る を、 御意に ての り 物に のせ 召 連 

れられ しと ぞ。 

(配) 

師曰 はく、 大 坂御陣 に、 勢 多の 橋の 兩 方に 柵 を 長く ふるべし と 源 君 仰せ ありし と ぞ( 

是れは 勢 ごみの 往來 なれば、 人馬 自然に 一 騎 打に 押して あやまちな からし めんた めの 

御 事に や。 或 人の 云 はく、 東の 軍勢の 彌-大 なること を 示されん ために もやと いへ り ( 

-士談 九  三 八 九 
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師曰 はく、 大坂 にて、 御 近習の 御家人 無二 下知 一して 不， 可， 進と 仰せ 出された るに、 

小 栗 又 市 何が しと 云 ふ ものと 二人 先にぬ けて 出で たる を、 高みより 上覽 ありて、 それ 

それ 御 軍法 を やぶる と 仰せ ごと あり しに、 今一 人は不 い 顧に 先へ 出で ぬ。 叉 市 は あま 

りお そろし さに、 ふり かへ りて 見 まゐら せければ、 又 市め がと 被い 仰け る。 翌日 又巿 

は 御勘粲 也。 不レ 奉レ見 もの は 其の 分な りしと ぞ。 

師曰 はく、 大坂 にて 越 前 衆の 陣屋の かけやう、 群 を はなれて 見事な り。 油 幕の かま 

に. 九 へ 殘 る 所な かりき。 井伊直孝が 內廣瀨 • 見 科 • 脇 五右衛門 など 云 ふ 功 者 ども これ をみ 

て、 陣屋の 作法 は：^ 事 なれ ども、 本篝を 多くた く ゆ ゑに、 內 みえすきて、 ひそかに 人 

カラ フ 

(-じ ^1 衆いだ しにくければ、 夜 軍 をい とふ こと 不， 可レ 叶と い へりと ぞ。 

に 在り、 な， 慳  (二  ) 

ゆに 作 やに、 師曰 はく、 幾 野 但馬守 柏 井に て大坂 勢と せり 合の 時、 淺野左 衞門佐 八 町 啜 を こして 

^..M-nu^.^.  (一-一 

餘り 出過ぎ、 しだち に備 へし を、 不， 殘 引きと り、 しだち より 十四 五町し ざり ぬ。 こ 

野 こ れん 

に 防ぐ  こに 箕浦大 舉と云 ふ もの わきへの りよせ、 息 男 を 招き， 今日の 鎗は 八丁 啜の わきの 町 

^  シ .  カラ 

はづれ にて 可レ 有、 必ず ここ をのく 不レ 可と 云 ひ をし へけ る を、 左 衞門佐 見付け、 箕浦 

南方に^ した 

る 地方  一 人の こりて 用に 立つべからず とて • 長刀の さや を は づし大 學を追 立てけ り。 箕浦申 


t 十 十 ぜ從食 二 出 ra 喑 p 
て 七 年 ら w む十雰 ほ 、！ 3 
^  ° 歿れ位 era!S 可 前 

w.m  、 、下 後 萬 岐晴出 堀 

ゆ た 年宽に 待 石に の一 尾 

く 三 永 任從 もて 孫 OA 


せし にたが はず、 の 所に て 各 * やり を 合せし とぞ 

師曰 はく、 長久 手 御 勝利の 後に、 小幡の 要害へ 御馬 を 入れられ ける とき、 斥候 を 出 

され、 寵泉 寺の 人 衆 を 見 きらせ 玉 はんと 仰せ ごと ありければ、 榊 原、 不 レ入義 也と て 

とめ 申しけ り。 是れは 斥候の 侍秀吉 方を大 軍と みて かへ りて は、 味方の 兵士お くれぬ 

べし、 その上 重ねて 合戰を 挑み 玉 はんため にあら ざれば、 不レ入 こと 也との 心得な り 

しと ぞ。 

師曰 はく、 大坂 にて 堀 尾 山城 守が 寄 口の 備を、 上 杉 景勝が 內杉原 常 陸 介 見て、 ^お 

が備は あとより 崩れつべし、 これ 裏 崩と 云 ふ も のぞと 云へ りしが、 果して あとより さ 

はぎ 立てて けり。 是れは 馬 をち かく 引付く る を 見て、 馬に 鐵炮の あたらん に は、 馬必 

ず はね 合すべき を 以て、 うらく づれと 見たり とぞ。 又 堀 尾が 持 口 を 景勝に 渡し、 陳替 

可レ 仕と 台 命 ありければ、 景勝 方より 軍使 を 以て 申しけ る は、 堀 尾に 道 をつ くりて 渡 

されよ とのこと 也。 これに 因りて 山城 守 方より 道 を 作りて わたせり。 景勝 衆是れ をみ 

て、 上方 衆 は 弓矢の こと 無 功 者な り、 如レ此 道の 付け やうの あるべき かと 高々 と 云 ひ 

けれども、 堀 尾が ものに その 返答 をいた す ものな かりし とぞ。 是れは 常の 如く 往來ょ 

士談九  三 九 1 
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き やうに 道 を 付けたり。 景勝 方の 心得 は 手 負の 不二 出來ー ごとくに とのこと 也と ぞ。 

師曰 はく、 仙石覺 右衛門と 云 ふ もの 淺野但 馬 守 所に 居り、 柏 井に て 足 輕大將 をいた 

し 頸 を とれり。 一番 頸 なれば と ありて 本陣へ 持參 いたせり。 時の 評に、 仙 石に 不二 似 

合一 こと 也、 もたせて 遣 はして 可, 然、 自身 持 參は才 の 寡き か 勇の 不レ全 かとい へり。 

師曰 はく、 大坂 冬御陣 に、 大樹 秀忠 公の 御 本陣の かたはらに 火事 出來 せり。 定めて 

(二 ) 

大樯現 心 元な く 思 召す ベければ とて、 板 倉 周 防 守 御 使に とあって、 此の 由演說 のた め 

に；；；： きぬ。 ここに 大權 現の 御 陣中に は 何の さた もな く、 人 皆 しづ まりて ありければ、 

板 倉案內 にも 不レ及 立ち かへ り、 此の 旨 を 言上す。 大樹 甚だ 感悅 ありし とぞ。 

師曰 はく • 大 坂の 時、 大權現 御 近習の 中に ねずの 番を被 11 仰 付 1 たく かねて 思 召しけ 

るが、 或 夜の 御意に、 今夜 その 方に て鐵炮 のおと あり、 汝等 ききつ やと 仰 出され、 聞 

きたりと 云 ふ ものの あれば 則ち 御 褒美 を 賜 はる。 不二 聞 付 1 もの をば よく 寢 入りた りと 

恥 かしめ 玉 ひつる ゆ ゑに、 自然に 不レ 寢の番 の出來 せし とぞ。 

師曰 はく、 或 人 井伊 掃 部が 陣 所へ 見舞に 行きければ、 直 孝 只今まで 晝寢 いたし、 み 

だれ 髮の體 にて 出で たり。 逭孝晝 夜 心がけの 氣 あらんに、 何 ごとに 晝寢 をば し 玉ふぞ 


7:m 日^ こ 十 後 2 
さ せ 本 is の 萬^ こ、 

り 戰に事 石 後 
松 史出大 を村裉 

倉 にづ 上 直 
ま 引と 陣 すに^ 


國 丹 羽 氏 

0. 後 氏 重。 

後に 美 濃國ニ 

萬 石と なる。 

日本 戰史に は、 

この 事 緩 武家 

W 談 より 引用 

せり 

3W 水野特 

成" 後の 疆山 

城 十 萬 石の 頒 

主、 德出 氏の 

宿老に して 軍 

功拔 群な り、 


年 八十 八 

ri) 武 出典 

_« (左 « 助) 信 


政、 後に 肥 前 

城 i 萬 石 

も 食 か 


と 尋ねければ • 皆 人 は 夜 ねらる る、 掃 部 は 夜ね ぬ ゆ ゑ 也と 答へ きと ぞ。 

(一一 一) 

師曰 はく、 丹 羽 式部 少輔、 大 坂のと き は 一 萬 石を領 すと い へど も 騎馬 八十 を 引 卒す" 

大和 口の 寄 手 なれば 水 野 日向 守 これ を指圖 いたせり。 丹 羽 下知 を またず 山 を ま はりて 

備を 先へ 出しければ、 先より 味方と みえて 平く づれに 敗軍して 來る 所へ 鼻 合せに 出で 

たり。 友く づれ なるべき を、 式部の り 出して 下知し、 諸 卒を下 立せ けれども、 手 廻に 

足 輕ゎづ かに 七 八 人なら でな かりければ、 堅く 下知して 折りし きて うたせ ける。 旣に 

入りみ だれ 危 かりし 時分に、 式部し きりに 下知して 鬨の音 を あげし めければ、 是れに 

敵お どろき 敗軍せ り。 此の 時 式部が 家老 打 死せ りと ぞ。 長 篠合戰 に 勝 賴旣に 敗軍に き 

{五 } 

はまりて、 軍使 を 以て 典 厩 を 喚び ぬ。 典 厩 • 談合 は 前方の こと 也と あり けれども、 し 

きりに 使の 來れば 引 立ちぬ。 彌，' 武田方 敗軍して 勝賴も あや ふかり ける に、 典 K 下知 

して、 こ こぞ 只の 場な りと て、 貝 を 立てられ ける ゆ ゑに、 敵 これに 心お くれて 長 追 を 

も不, 致、 味方 しづ まりて 虎口の 難 をの がれたり。 各-時に とっての 計略な り。 

師曰 はく、 大 坂の 時、 大和 口の 先手 は 堀 丹 後 守と 松 倉豊後 守と か はるん \ つとめけ 

るが 、五日の 夜いた く ふけて、 六日の 夜 明 方に、 水 野 曰 向 守 方より 諸手へ 申し 來るは 
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^よせ 來る とみえて 松明 多くみ え 候、 油斷 ある まじき とのこと 也。 丹 後き いて、 日向 

は 事に あ ひつけた る ものと ききし に、 不功 者なる こと を 云へ り、 寄來る 敬， 可 ゆ ゑに 火 

を 多くと ぼし つれて 可 レ來、 敵に て は 有る まじき とつぶ やく。 その 次に、 先 ほどみ え 

たる 松明 皆き えたり、 敵に て は 有る まじき と 申し 来れり。 丹 後き いて、 さて は 敵なる 

べし、 定めて 何 心なく 火 をと ぼし つれて 來れ るが、 その 內に功 者 ありて 火 をけ させた 

f  np ひノ 

るなる へ しと 申せり e 丹 後つ もりの 如くな りしと ぞ。 丹 後 守 足輕は 一 一本し なゐに 中に 

(お 力) 

くわ を ささせ け る ゆ ゑに、 大和 口の 山中に 道 を あてて とほるに、 其の 用 たれり ける と 

也。 さるに 付き 道 を 三 筋まで 付けて 先へ 出で たりし とぞ。 

つ . , ^ 師曰 はく、 七日に 大權 現の 御 そばに 大野 « 岐守 これ あり、 彼れ に 仰 付けられて、 秀 

賴 の 出馬 必ず 翻-; 用 也、 七 組の もの こ とん \ くう ら ぎりの 約束 あり と 云 ふ こと を かか： y 

： 土 ひ、 足輕 にもた せ 修理が 許へ 遣 はす。 修理 亮 茶臼 山まで 出で て眞 田に あ ひ、 秀賴是 

非 出馬 ある やうに 申せと 眞 田に すすめられ、 秀賴を 出し 申さん とて かへ るに、 络 にて 

逢 ひ 此の 狀を みせけ る。 修理 披見して、 その 使なる 足 輕は當 座に 成敗して ける が、 秀 

頼の 出馬 をば やめに けりと ぞ。 庚 子の 役に、 中 川八郞 右衛門 入道 宗半 加賀へ とほると 


て 越 前の 敦賀 にっきけ る。 宗半 元より 茶の湯 を 好みければ、 大谷刑 部少輔 是非 茶 を 

可 ニ饗應 一とて、 宗半を かこ ひへ 喚 入れて しひて 申しけ る は、 大谷五 千に て濱 手へ ま は 

しめ  カラ 

り、 小 松の 丹 羽 長 重 三千に て牒し 合せ、 金 澤を攻 取る にき はまれり、 必ず 出馬 不レ可 

レ^と 云 ふ 作り 狀を このみて かかせぬ。 宗 半不, 得， 止して、 元より 能書 なれば 自筆に 

これ をした ため、 加州へ つか はす。 時に 前 田 利 長 大聖 寺を攻 落し、 旣に 金澤の 上野 ま 

で 出で ける が、 此の 狀を 見て 速に 兵 を 入れけ ると ぞ。 各-時に とっての 計略 也。 

ニー ご  なか 

師曰 はく、 關ケ 原の 時 田 中 筑後守 は 所の 案內者 也、 ことに 三 成と 中よ きに 付きて、 

大權現 疑 ひ 思 召しければ、 先陣 をいた しける。 十五 曰に 三 成敗 北して 行方 しらず なり 

にし を、 田 中生 捕りて 出せり。 此の 時 仰せ ありけ る は、 田 中が ことかね てうた が ひ 思 

召し、 ことに 人々 も 申す 旨 ありし が、 今日 御 疑 はやみぬ、 別 心 かねて あらんに は、 三 

成 を 切って こそ 出す ベ きに、 生 捕りて わたす は 別になければ なりと 仰せ ありし とぞ。 

(巧) 

師曰 はく、 大坂 冬御陣 に、 いづれ の陣々 へ も繩張 をいた し、 此の 通りに «樓 つき 山 

を もいた すべし と ありし ゆ ゑに、 藤 堂 も 加 賀衆も 悉く その 通りに いたせる を、 近 藤 石 

兌 守、 井伊直孝に 巾し ける は、 築山のと ほき は歸 瘅の已 後見 苦しき もの 也、 あなたよ 
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りの 指 11 より 一 一三 十 間 も 出して 仕り 可レ 然と 云 へ り。 直 孝 これに 同ぜり とぞ。 

師曰 はく、 駒 木 根 右近 は 元と 奥州の ものな りき。 その子 長 ニ郞、 大 坂に て惣く づれ 

の 時、 小高き 所へ あがり、 ひざ をつ き、 鎗の ほさき を 下へ 付 立て、 上へ かぶりて 居た 

(分) 

れば、 惣勢皆 左右へ わかりて 退きし ゆ ゑに 一 人 あとに のこれり。 源 君 仰せに、 長 二  S 

さし 物よ くみえ， 諸人に すぐれたる ふりに 見 ゆる 也、 これ を紋 にも 可レ 仕との こと 也 C 

指 物 は 紺地の 二 幅に きねを 銀に て 付けたり。 さして 見事なる に は あら ざれ ども、 皆く 

づれて その あとに のこりし 故に 見事な りけ るに や。 元は 兩 筋の 紋 なり、 今 はきね を 用 

ふ ると ぞ。 

(二 

師曰 はく、 大坂冬 御陣 に、 三 枝 土 佐 守 を 召して 御 旗 奉行に 被 二 仰 付； 明日 御 旗 を 出 

し 可, 申 旨な り。 三 枝 長り て 御請 を 巾して 立ちければ、 太 田 善 太夫 そばに 居て、 三 枝 

は 何と 心得て そのまま 立ちた るぞ、 かりそめながら 大事の こと 也 • 先づ さしかかりて 

可レ尋 ことの ありと 云へ り。 傍なる 人 何事 ぞと問 ひければ、 太 田 申しけ る は、 明日 御 

旗 は 何時に 何 ほど 先へ 出で て 立ち 可, 申と 云 ふこと を 可レ尋 こと 也， これ を 不レ尋 して 

は、 何方に 立て 何時に 出で て 可, 然も 不二 分明； 又 御 旗 を 押出さん に は、 先手へ 御 はた 


本より 其の 分ち 仰 渡され 可レ然 也、 さなくて 旗 斗り をす 十めば、 先手 必ず 騷 動して、 

レ  ハサ 

械ぎ はまで 押しつ むる こと ある もの 也、 然れば 大事の ことなり、 旗 木より 不 レ被レ 遣ば 

三： K 方より 可レ 遣と なりと も 可 レ得二 御意 1 也、 必ずいた しそこな はんと 云へ り。 果して 

明日 御 旗 早く 出 過し ゆ ゑに、 先手 掃 部 • 和 泉 • 加 賀 • 越 前 衆、 各-あや ふかり しと ぞ 

是れ は御陣 がへの 時の ことに や、 極月 四日の ことなるべし。 

師曰 はく、 大權 現の 御先 衆、 大坂 七日の 日 先手 ことん \ く 勝 軍して 行きけ る ゆ ゑに 

S) 橫田甚 筒に こみた る藥を 打ちぬ きたる に 驚きて、 御 はた 本まで くづれ かかる。 橫田御 傍に あ 

右衛門、 當時  レ  , , 

御 使 まり りけ るが、 敵い まだ かたまり 有, 之と みえ 候 間、 御備を わきへ よせられ 可, 然と 申 上げ 

て、 少し わきへ よせた る あとへ 惣 勢く づれ かかりし。 若し そのままに 置き まんら せば 

友く づれ も可レ 有、 又 まぎれ ものの 來 らん も 難レ計 ことなれば、 橫 田が 心得 功 者と 云 ふ 

ベ しと 也。 

(五)  ちき 

(五) 靑ル忠  師 曰 はく、 复御陣 七日の 日、 靑 山伯耆 守が 手 直に 敵 を うけてけ るに、 旗の 先に 立ち 

俊  シ ル 

て ありければ、 あとより 申し 來る は、 旗 出す ぎたり、 跡へ 立てられ 可レ 然と ありし と 

^ 名 は，， き、 大久保 四郞左 衞門靑 山が 組な りけ るが 進み出で て、 出せる 旗 を あとへ 引き こます 
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ると 云 ふこと 不 レ可レ 有， 旗 を そのまま 置きて 侍 ども 先へ 出で て 可い 然と 云. ふ。 们耆守 

もこれ に 同じて、 旗より 先へ 騎馬 諸卒 出で て備 へ、 はた を あとに いたせる と 也。 

師曰 はく、 大坂 にて、 井伊直孝 內菴原 助 右衛門が 子 主稅、 敵と くみて 敵 を 組み ふせ 

たる を、 敵の 家來 出で て主稅 をき る。 主 稅が郞 等よ つて これ を 仕留め、 つ ひに 主稅敵 

の 頸 をと る。 此の様 子 父の 助 右衛門 見ながら 不, 助が、 人々 助 右衛門 あまりの ことな 

りと 云 ひければ、 主稅を 至って 不便に 思 ふゆ ゑに すけざる 也、 我れ 行きて のぞきたり 

とも、 人 皆 我れ すけたり と； ：ム ふべ し、 運 は 犬に あり 死 は 定まれり、 不便なる ゆ ゑに す 

けざる といへ りと ぞ。 父子の 間 とても、 武士の 道 はかく こそ あるべき 也。 

二)  (二) 

^ のに 大 I 師臼 はく、 越 前 衆 七日に 人 まぜ もせず 備を 押出す。 中に も 一 柏 殿 唯 だ 一騎 城 中へ 乘 

^  ^0 込みた まふ を、 源 君 見た まひて、 御不^の こと ありけ るに や、 横 田が 御 傍に ありけ る 

=■15 考 o 子、 

家1 の 孫 ££ を、 先の 樣子 見て まゐれ とあって、 斥候に つか はされ ぬ。 廣田 やがて、 む 得 委しく 見 K 

る  »/  ^UJ し て 

1 す、  キ レ 

^伯 つて かへ り、 一 柏 殿 手前 少しも 別條 無い 之 旨 申 上ぐ る。 子細 を 御 尋ね ありければ、 旗 

を 中へ 不レ 入、 人數 つづかざる 由 を 申 上げたり とぞ。 

師：： ： はく、 大坂 にて 橫田甚 右衛門 御 そばに 有, 之て、 諸 大名 叉 は 御家人 にても、 少 


(三) ® 河大 

鈉言忠 長、 将 

箄家 光の 弟な 

(四) 攝^ 國 

東， 君に 在り 

この こと 大坂 

冬の 陳な. 9 

(五) 武家 事 

杞卷^ 十五に 

は 尾 代 越 中 守 

に 作る。 夏の 

陣には 秀忠の 

御 旗 奉行たり 

(六) 同前に 

よれば 伊嗨右 

に 作る 


しも 慮外 あらん もの をば 大に しかり、 又は 御 取合 を も 申 上げけ る。 大 平角 助 其の 身 小 

身に て役義 かろし といへ ども、 御前に おいて 中した きこと を 云 ひ、 御前へ 来れる 輩の 

不作法なる を大 にし かれり とぞ。 大平は 大樹の 御 かたはらに 居け りと ぞ。 

師曰 はく、 七日に、 秀賴 生害の こと 御免 ある やうに との 使に、 大野 修理 出で て 本 多 

上野 介に 此の 旨 を 云 ふ 所 を、 田代大 膳と 云 ふ もの そばに 居け るが、 修理 地に 居て 物 を 

云 ふ 所 を、 後より 刀の こじり を あげたり しと そ。 後に 上野 介 あらぎ なること をと 戒め 

ければ、 彼れ は旣に 死人 同前 也、 聊か 油 斷不， 可レ 有と 中し ける とぞ。 此の W 代 は 後に 

(111)  リ へ 

駿 河の 亞相 卿に 奉レ 仕し もの 也。 此の 事 或 人の かたりし 也。 

師曰 はく、 大坂銪 城の 時、 矢 倉 を 方々 に 上ぐべき に-, 用意 急に なりに くしと 械 中に 

て 評の ありし 時、 大野 修理 申しけ る は、 矢 倉 は 何 ほど も 用意 ありと 云 ふ。 その ゆ ゑ を 

尋ねければ、 城外 町屋 の土藏 ども を こぼちて、 是れを 矢 倉に 可, 用と 云へ りと ぞ。 

(wn  f 五) 

師曰 はく、 霜月 廿 六日、 ^野の せり 合の 事 あり。 近 籐石見 • 本 多三彌 •  A 代 越 中、 

此の 三人 を 諸事 見 はから ひ 巾 付 候へ との 台 命な りしに、 近 藤と 本 多と は 別の 御用の こ 

、と ありて、 この 替 りに 安藤 治 右衛門 • 伊東 右馬允 兩人を 被， 一 仰 付 一たり。 此の 三人、 廿 
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五日の 晚鸭野 の 堤に 柵 場 人す くな にみ 及び たれば、 安藤 • 伊東 兩人 にて のっとる ベ き 

と 云へ る を、 八 代 申しけ る は、 是れ ほどの 儀 上意 を不, 得して は 如何 也、 上意 を 得、 

佐 竹に とらせ 可, t と 云 ひて、 各  >  引取って、 其の 夜 則ち と 意 を 伺 ひて、 明朝 廿六： a 

未明に 佐 竹が 陣 所へ 行く。 此の 時 八 代が 息、 そのころ は甚 三郞廿 一歳 也、 後に 越 中と 

號 せる、 是れに ひそかに 中 付く、 すはだに て 足 輕をも 一人 も不, 連、 手 廻 斗り にて あ 

とより 来れと 申 付け » いて、 平々 佐 竹が 陣 場に 至る。 安 籐* 伊東 も 出來れ り、 甚三郞 

來る。 八 代大に 叱せ り。 而 して 佐 竹に 申 渡し 三人 先へ す 十む。 八 代 は 馬 也、 兩人 はか 

ち だち 也。 安藤 これ を 見て 八 代に 馬より 下りよ と 云 ふ。 八 代、 我れ は 年より なり ゆる 

せと 云 ひて、 其の 身 は あとより 靜 かに 行きぬ。 堤の 下へ なると 內 より 鐵炮を 打ち かけ、 

八 代が もの 右の わきに て 打 死せ り。 近くな りて は 鐵炮皆 こして 不レ 中、 八 代 はなる ほ 

ど靜 かにの りよる。 その 內に兩 にくく りの ありし 柵より、 一方 は 安藤 • 伊東、 一 方 は 

甚三 郞家來 ともに 入りて、 甚三郞 手前に て 足 輕大將 井上 五郎右衛門 を 打ちと る。 是れ 

に 因りて 柵の 內の 足輕 ども ことん \ くく づれ たり。 越 中 守 あとより 來て、 早々 引きと 

り 佐 竹 衆へ わた^と いひし 也。 彼れ が 下知に ついて、 則ち 引きと り 佐 竹に わたす。 越 


中 守 六 七 間 ほどの りかへ してければ、 佐 竹 衆來れ り。 初め もろく 足輕 のく づれ ぬる は、 

佐 竹が 人數 をみ て 崩れた るなる べし。 佐 竹う けと りて 相戰 ふ。 その 間に 城 中より 兵士 

を 出して、 則ち 柵 を 取り かへ せり。 越 中 守 功 者 ゆ ゑ 早々 引きと りて 別條 なかり し。 そ 

の あとに て大 なる せり 合 有りて、 敵 味方 大に打 死 ありつと ぞ。 

師曰 はく、 大坂 S の 役、 越 前の 先手 は 本 多 飛 騍 守. 同 伊豆守 兩人 也。 飛 鸫守は IK 王 

寺 口より 大手へ 入り、 伊豆守 は 茶臼 山の わきより 千 波 口 をと ほり 京 橋 山へ 人り、 ここ 

に 本 多大 膳 f^t^lslns^^ 城內 をのり ま はり、 京 橋 口の 土ば しのき はに 馬 を 

立て 居たり。 この 所べ 小島 どん 八、 その 比は與 五右衛門と 云へ りしが、 來て 中し ける 

は、 馬の 立 所 あしし、 追 付 城に 火の手 あがらば 內 より 突いて 出づ べし * 然 らば 備くづ 

るべき 也、 油 斷不, 可, 有と 云 ふに よって、 わきへ よせて 備を 立て 居る。 小&が つもり 

の 如く 內 より 敵の 出で てけ るが、 わきに 居た る ゆ ゑ 悉く 追 打に うちて けりと ぞ。 

(幸 長) 

師曰 はく、 小 野庄助 後に 角 雲と 號 して、 淺野紀 伊 守 所に ありつ。 後大 坂へ 籠城いた 

せり。 城の 內 より 外 をの ぞくに、 * 外より ねら ひすまして 鐵炮 にて とづる ゆ ゑ、 つら 

だし も不レ 成け る を、 角 雲 見て 大に 嘲笑、 若手の 衆 不功者 ゆ ゑに 如, 其 也、 いで 我れ の 
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(1) 前 出 七 

〇5CS 照 


(二)  m も 打 

ちて 測定す る 

こと 

§ 囊 をつ 

く、 卽ち s$" を 

折る の « なら 


(W) 至 B、 

七 千 石。 阿 彼 

守 


ぞいて 可レ 見と 云 ひて、 少 し もと どこ ほりな く 面 を 外 へ 出し 四方 をよ く 見て 引 込みた 

り。 各-見 樣の あるに やと 尋ねければ、 角 雲 申しけ る は、 不功 者に て、 胄の前 立の あ 

なた へみ ゆる を しらざる ゆ ゑ， 外より ねら ひすます 處へ つら を 出す ゆ ゑ 也と いへ りと 

ぞ。 此の 庄助は 若 江の 七 人 衆と 云 へ る內 也。 

師曰 はく、 渡邊圖 書、 堀 尾 山城 守が 寄 口にて、 此の 仕 寄 場より 堀ぎ はまで は 何程 あ 

るべき ぞ、 御 尋ねの 時の ためにし るし 可, 置と 申しければ、 不レ存 ことに 候 間、 存ぜら 

れ たくば 打ちて 見 玉へ と 云へ り。 渡邊 則ち 出で てうちけ りと 也。 これ を橫 田き いて、 

御邊は 今少し 不功者 也、 山城 を つれて 出で てうつ もの 也、 此の方の しほ を 付けん とせ 

んに は、 あなた を も鹽を 付けて よしと いへ りと ぞ。  - 

師曰 はく、 蜂 須賀が 家 來稻田 修理 かたりけ る は、 大坂 冬御陣 に、 諸手 は 寄 口へ 仕 寄 

を ひしと つめよせ ける に、 阿波 守 持 口 をば わざと くつろげ、 小口の 左右へ 仕 寄 をいた 

せる ゆ ゑに、 械 中より 夜 打の 出で たる 也。 乍， 然 先手の 足輕 どもく たびれ ねいり 居て、 

敵の 出 來るを しらざる ゆ ゑに、 おそく 取合 ひて 事 全から ざり し 也。 是れも 高麗に て 島 

津 がいた せる を 見て 用 ひたりと い へりと ぞ。 


(五) ^田玄 

以、 もと 邐臣 

五 奉行の j 人、 

ct- 波 _g 山に 在 

城、 その子 秀 

俊 石 田 三 成に 

くみせし も以 

て^ 地 も S 牧 

せらる 


師曰 はく、 橫田、 千 波へ 上使に まねり 寄 口の 體を^ ける に、 中 村 右近 鐵炮の * 布 所 

へ 唯 だ 一 人出で て、 是れへ 御 出御 覽候 へと 申しけ る。 橫 田き きも あへ ず、 それまで 參 

るに 不レ 及、 相 見え 候と ことわりて かへ り、 中 村 は 血氣の 勇者 也、 自然の こと あらん 

に は 必ず 打 死 可, 仕と かたれり と 也。 果して 夜 打の 夜 一 番に打 死せ り。 

闞三 H? 十三 日&  (五) 

師曰 はく、 慶長四 年 大權現 伏 a 向島より 伏 見の 械へ 御う つりの 時、 德善院 玄以法 印 

番の 曰の 事な り。 伏 見の 城 明 候て 置 候 も 不用心に 候 間 御う つりな され 可, 然と、 生 駒 

雅樂頭 • 中 村 式部 少輔 • 堀 尾 帶刀等 執し 申し、 自餘の 奉行に 牒し 合せず しての こと 也 《 

此の 夜 松 平 右衛門 大夫正 綱に 命ぜられ、 やねの 上に あがり、， 若し 不慮に やけ 立つ 所、 

又は 不審の こと も あらば、 可 二 申 上 1 とのこと を 仰 付けられ さしおかる。 而 して 夜半 過 

に 一 兩度、 大權現 自らつ ぶて を 以て、 正 綱が 居た る 所 をうた しめ 玉 ふ。 是れは 正 綱に 

氣を勵 まさし めん ためなりと にや。 後に 仰せ ありけ る は、 惣 じて 人の 屋敷に うつり 番 

所 を か はりた る 夜 は、 定まりて 惡人奸 人燒草 をつ みおき、 何とき に燒 立てん と 云 ふこ 

と を 致し 置く こと あり、 油斷 いたさざる もの なりと 仰せな りしと 也。 

師曰 はく、 大 權現駿 河に 御座 械の 時、 番人 も 夜半 過まで は 方々 出で あるき、 或は 辻 
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？ 5 樸 或は 夜咄 など 云 ひて 出 行し、 一 人づっ 當番の もの をの こし a きけ る。 或 夜 與レ風 

表へ 出御 ありけ るに、 當番の もの 唯 だ 一 人 あり、 相殘る もの はみ えず。 大に 怒らせ 玉 

うて、 事の 次第 を 具に 御 尋ねに 付きて、 ありのままに 言上し ければ、 殘れる もの を大 

• にしから せ 玉うて、 人 皆出づ るに 一 人 あとに の こる は、 臆 者 か 不才なる 者なる ベ しと 

戒 しめ 仰せ ごと ありぬ。 それより 一 人 も 跡に の こらん と 云 ふ もの のなかり ければ、 自 

然に 夜行 やみに けりと かたる 人の ありき。 

(一) i. 師曰 はく、 宇喜多と 毛 利と 中國 にての 合 戰の時 は、 宇喜多 は 小勢に て 毛 利に 對揚す 

八 年 おと 

べきに 非 ざり ける。 或 時 宇喜多 地下 人 を備の あとに 立てて みせ 勢と いたせり。 地下の 

もの 出づる こと を不レ 好ければ、 少しも 汝 等が 氣 遣なる ことなし、 敵の 面 を もみる こ 

とに 非ず、 その ゆ ゑ は、 味方の 勝ちて 行かん に は あとより そろ/ \ と 進むべし、 負け 

なんに は 先 へ のく ベ しと 示しけ りと ぞ。 

(二) 

師曰 はく、 多賀 谷と 宇津宮と 關 東に て戰の 時、 多 賀谷或 時 灰 を おびただしく 城下に 

あつめ 置きて、 敵 を あいしら ひ 引きよ せ、 風上に 備を 立てて、 足輕 せり 合の 前に 小者 

雜人を 出して 灰 をた たき 立てさせ、 その ひまに 足輕を かけて、 烟 まぎれに 突いて かか 


(三) 大 友の 

家臣 戶 次伯耆 

守鍾 速に して * 

入道して 邀 雪 

と^し、 後 立 

花 姓な 名^る、 

IB 後の 乂 なり 


ひで， 


り、 大利を 得たり しこと ありと ぞ。 

師曰 はく、 江 州に ての ことなり とて 或 人の かたりし は、 旱の年 井水の 論あって 

方に 水 をせ きとめた る を、 その 堤 を 可レ切 きらせ まじき と 云 ひて、 左右 方 出入に なり、 

大勢 催して 堤 をき りに かかる。 こなた は 小勢な り、 如何す べしと 思ふ內 に、 その 在所 

に牢 人の ありし を賴 みければ、 此の 牢 人才 ある ものに て、 地下の もの を あつめ、 老人 

を 一 くみに いたし、 若き もの を 一 組と いたし、 堤の き はに つぶてに 可 レ成石 を 多く あつ 

めさせ、 此のき はに 老人 を 置き、 若き ものに は 竹 やり を もたせ、 川の 下にお いて 相圖 

を またせ、 老人の 方 を 大勢に して 置きけ り。 百姓 ども あつまり、 老人 大勢 あつまり 居 

たる 所 を 目にあて 押し かかる を 矢 ごろまで 引きつけ、 つぶて を 手々 にと りて 打つ。 こ 

れ にう たれて 辟易す る 所へ 竹 やり を 持ちし 者つ いて 出て， 大に利 を 得たり ける とぞ。 

師曰 はく、 立 花道 雪筑 後に ての 戰に、 敵 山. にか かりて 敗軍す る を、 味方 これ を 追 行 

く。 敵す でに 山 を こした る 時- 道 雪 味方 を 下知して 不， 令レ 進、 先づ 斥候 を かけぬ。 案 


の 如く 敵 


おり 立ち、 各 > 備をか ため 待ちたり。 道 雪 合圖を 定め、 しづかに 備を 


山 下へ おろし. 敵 間近く して 鎗 たけ 斗り になれ ると き、 一同に おめいて 鬨を發 して 鎗 
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(1) 大友氏 

の沽 城な り 


(二) 本 多 正 

§ 本 多 正 

信に して 正 純 

の 父 


を はっと 持 上げければ、 敵 これに 驚いて 無二 子細 一敗れ けりと 也。 

( 一 )( 臼 杵) 

師曰 はく、 或 人の かたれる. は、 璺後 うすきの 械 より 人 衆 を 外へ 出して 他方に 働きけ 

る ひま を 伺って、 近邊の 地下 人 一 揆を 催して 來れ り。 城 中に 何某と 云 ひける 者 ありし 

が、 少しも 不, 驚、 女 童子 を不, 殘狨 にくば り、 自ら 小高き 所に あがりて、 相 圖をさ だ 

め、 鐵炮を 時々 放た せ、 竹 やり 紙 小 旗 を 小口に 立てさせて、 女 童子に 一 同に 鬨を つく 

らせ ける。 一揆 これに 驚いて ことん \ く 敗北し ける を、 門 を 開き 內に みせ 勢 をお いて- 

足 輕少々 みえがくれに 追 はせ けりと 也。 

師曰 はく、 甲 州 者に 今 福 主馬と 云 ふ もの あり。 甲 州に て 度々 利口なる 働 をいた し、 

物見 を 能くいた せれば、 主馬が 物見 振と 人々 云 ふ 斗り のこと 也。 或 時 敵前 やりの 初 ま 

る 時分、 堤の 左の 方へ よりて 居り、 各，' 敵へ かかる とき は 先へ 出で、 引きと ると きに 

は 指 物 をぬ いてつつ みの 影に かくれ 居て、 惣を ひかせて あと. に 殿 をせ し 也。 是れ惣 勢 

の內に まじ はらず して 矢 道 を しれり と 云 ふなるべし。 此の 者秀忠 公へ 御 奉公せ り。 彼 

れが 伯父 駿河 にて 御成 敗に 付き、 上野 介 方より 佐 渡 守 方へ、 主馬 を も 生害 可, 然と 申 

し 來れる を、 主馬 此の こと をき き • 門 を 打って 置き、 やがて 妻子 を つれて 立 退きたり 《 


而 して 駿 州へ ま ゐり本 多 上野 介に 此の 旨 を 申し、 伯父 甥と ありても 御 奉公の 儀 は 各^ 

なりと 申しけ る。 是れ をき こしめ され 御 赦免 ありし とぞ。 

師曰 はく、 茂 木 山城と 云 ふ もの、 下 總の茂 木の 主にて 佐 竹に 属して ありき。 朝鮮 征 

伐の 時、 佐 竹に ついて 西國に 至る。 佐 竹が 人數を あつめて 老臣 ども 手配の 時、 佐 竹が 

家老 鎵の 上に 立ちて 惣を 下に 居よ と 下知 すれ ども、 各，' 不二 承引； 山城み て、 其の 方 

先づ 下に 居よ と 云 ひける とぞ。 人 を 下知 せんに は 手前 をつつ しむ は 古よりの 戒め 也。 

師曰 はく、 佐 竹 義重內 に 和 田 W 波 守と 云 ふ 者、 敵方の 堺に 有りき。 敵へ 內 通の 沙汰 

有りて 妻子 悉く 誅 せられ、 阿波 守 は その 身 斗り のこりて 敵方へ 降して けり。 父の 入逍 

が 許へ、 かひな き 命の 遁れ つるに こそと 云 送りければ、 父の 入道、 只 だ 何事 も あと を 

すてて 先 を 思へ、 其の 國に 無， 道と き は 愚 也、 有, 道と き は 知 也と 云遂れ り。 阿波 守 妻 

子まで 佐 竹に ころされければ、 敵方 心 易く 存じ、 阿波 守 を 腹心の 臣 とす。 和 田 思 ひけ 

る は、 我れ 更に 二心な しとい へど も、 讒 人の 訴 によって 如, 此 になれ り、 元 來佐竹 は 

力 ラフ  力 

代々 の 主人 也、 人の 人たら ぬと て 我れ 以て 道 を不， 可， 失、 不， 如 佐 竹に 內 通して、 已 

前の 云 分 を も 立て、 讒人 ども を も 退治す べしと 思って、 ひそかに 佐 竹が 方へ 內 通して 
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る らに 小戰き 二 
れ失牧 功 の^ 
遂 K の あお 
に改 役り '燾 
殺 易 引 し 履臣 
させ 口 も 》 秀 
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g 人と なれり。 佐 竹 この 志 を 感じて 召し かへ し 無二の 忠臣に いたしければ、 やがて 思 

の 通りに なりて、 鼈 人不, 殘 生害せ しと 也。 

師曰 はく、 或 人 傍輩の 手 負 ひたる を 前に 抱へ ての きて 申しけ る は、 惣 じて 弓 鐵炮さ 

かりなる 揚 にて 手 負 をのく るに、 引 負 ひて は 不レ退 もの 也、 是れ 彼れ を 以て 己れ が循 

とする の 心 也、 故に 前にいだ いて 退く もの 也と い へりと ぞ。 

,師曰 はく、 太 閤 秀吉卿 伏 見の 域に て 庭に 井 を ほらせけ る。 その 土 を 急に とらせよ と 

命ぜら る。 石 田 三 成錢を 土の 中へ 貫ながら きりほどいて 入れさせ、 面々 に はやく 可レ ^ 

と 云 ひければ、 瞬 息の 間に 土 をと りぬ とぞ。 

師曰 はく、 北 條の早 雲、 盲目 は 物の 用に 不, 立 もの 也と て、 小 田 原に ある 處の 座頭 

盲： ：11 を とらへ て、 ぶしつけ にして 海へ 入られぬ。 是れ より 盲目 相 州に 不レ 居して こと 

ごとく 四方へ にげ 散る。 早 雲 や • がて 彼れ を 以て 間 人と いたせり とぞ。 

(二  て 5 ち 

師曰 はく、 神 子 田 半 左 衞門內 の もの を 手 討に いたす とて、 爪 をと り、 其の 爪 をえん 

にて とる。 小刀の 下へ おちた る を、 その 咎人 を 喚び、 えんの 下へ 小刀のお ちたり、 可 

レ 取と 云 ひ 付く。 橡の 下へ くぐる を 上より さし 殺せり。 而 して 人 をよ びて 死骸 を 取 出 


はなしう ち  ^  A ラル 

させぬ。 神 子 田 申しけ る は、 放 打な りと 云 ひて、 全くな き 成敗 を 好む こと は不, 可レ然 

こと 也、 下人な ど は 如レ此 こそ ころす ベ けれと いへ りと ぞ。 半 左衞門 常に 云 ひける は、 

人間の なら ひ、 何事に て 失命 せんこと も 計りが たし、 死期に 望んで 神 子 田 半 左 衞門也 

と 云 ふ 一 言を咄 して 死すべき に は、 一 期の 思 出 日 比の たしな みと 云 ふべき 也と い へり。 

秀吉卿 彼れ を 成敗の 時、 狀を 多くした ためぬ。 下人 時刻の びぬ とい へれば、 今 一 つ こ 

たちばら 

そのこれ りと て、 心静かに したため 行水して、 立腹 をき りけ り。 介錯の 者いた しそ こ 

(二)  S) 

S) 喉笛 な ひて、 ふえの かかりければ、 よろくと 傾いて 膝 を 折り、 左の 手に てお とが ひ を 押 

へ て ふえ を かかせた りと 也。 

師曰 はく、 吉田 修理 は 元と 關白秀 次に つか はれ、 後に 三 河 守秀康 卿に ありき。 秀康 

め みえ  こ ぐち  シ 

へ 初めて 目 見 をいた したる その 席に て、 二の丸の 小口 繩張を 改めら るる 間、 吉 田に 可 

レ參と ありければ、 その 席より 直に 出で たり。 長 袴 をぬ いで 氣の 付けた る 羽織 を 著し、 

けん ざ ほ  ル ハ 

則ち 供奉 をつ とむ。 方々 繩 張の ありし に、 間 竿なくて 不, 叶 こと ありて 取りに 行きけ 

けんな は 

るが、 修理 はしり 出で て、 家來 にもた せた る間繩 を持來 りて、 則ち 用 所 をた せり。 秀 

康卿日 比の 心 入 を 感じ 玉へ りと ぞ。 後に 越 前へ 秀忠 公の 姬君 御輿の 入る に、 修理 御迎 
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のために 路 次まで 出で たるに、 俄に 雨の ふり 出で てければ、 傘 二三 百 本 出して、 供奉 

の 面々 を 雨に ぬらさ ざり しと 也。 又 加賀へ 御輿の 入る とき、 加 越の 堺 目に て修 现御馳 

走 屮 上げけ るに、 女の 用 ふる 鐵汁 不足に て、 明日 は加賀 入と て 用意 あれ ども， 越 前の 

町中に なかり し を、 修理 夏 切の 茶壶に 三つ 隨分 奇麗に こしら へ獻 上す。 內 一壺 は 若し 

御前の 御用に もやと て、 則ち 口 を 切りて 指 を 入れ こころみて 奉りけ ると ぞ。 久世^ 馬 

成收 のとき、 修理屋 布 はとな りなり ける に、 伹馬燒 立てて 出づ ると 沙汰の ありし に、 

修理が 長屋 は ぬれむ しろ を 不レ殘 あげて、 少しも 火の 氣 遣な かりし とぞ。 大 坂の 時、 

(1) 1 六日に 一 柏 殿 手に 合 ひ 玉 は ざり しゅ ゑ、 大に 怒りて、 明日 は 必ず 打 死と ありし を、 吉 

九 八 頁 <HW 

田 修理 申しけ る は、 二 萬に 及ぶ 大軍 を引卒 ありながら、 大將打 死と ある こと、 聊か あ 

るべき ことに 非ず、 たと へ大坂 一統す と 云へ ども、 源 君の 嫡孫 御 打 死と ありて は 後 ま 

での 瑕瑾 なり、 れ きくの 侍 を 持ち 玉 ふ はこのと きのこと 也、 某 打 死 可, 仕と 申し 切 

りけ るが、 果して 打 死 ありし とぞ。 或 人の 云 はく、 修理 素 生 は 元と 淸藏と 云 ひける 足 

S 撚) 

輕 なりき。 足輕の 小頭、 帳 をと ぢ させけ るに、 度々 帳 紙 をと ぢて、 あまりに こより を 

.  . ,  s)  (S 

多く 栴 へて 小頭に 與ふ。 是れは 紙の 立ち はづ しひ ぼ ども を あつめて こよりに して 置き 


しなり とぞ。 此の 後足 輕大將 自分の 家 を 作 事す る ことの ありし に、 淸藏繩 を 卓 山に 交 

力す。 是れは 扶助 方 をと るた びに、 依の 上に かくる 繩を あつめ 置いて 如， 此 いたせり 

とぞ。 これより 次第に 取上げられ たりと ぞ。 大 坂御陣 に、 越 前の 手 武者 奉行 梶原美 濃 

守. 菅沼 久世兩 人な りし を、 夏 御 陣ニ條 にて 仰 出されて、 吉田 修理 は大 坂の 案 內者也 

とて、 吉田 修理と 荻 田 主馬 以上 四 人に なれり。 

師曰 はく、 大權 現御蒋 馬のと き、 馬の 手繩 御手に かかりし を、 供奉の 侍の 內氣 早な 

る ものの ありて、 走りより 拔 打に 手 繩 をき りしと 也。 時に 至っての 作 略 かしこしと、 

(二 ) 

(二) 仰け 浸 御稱 美な りしと ぞ。 上 杉 謙 信 川 を 馬に てこす とて 中 川に て 馬の けしとみ、 謙 信 落馬 あ 

^の  <ほ か  はた 

る を、 供の もの 抱きと めければ、 川の 耳へ あがりて 此の 者 を 則ち 成敗 也。 我れ に 組 付 

く ほどの 者不， 可レ 有と 思 ふに、 如レ此 こと 甚だに くき 次第な りと い へ りと ぞ。 

(三) 

(15 前 出 1 師曰 はく、 堀 尾 帶刀內 に 稻葉角 之 丞と云 ふ 普請 奉行 あり。 久我啜 土 居 普請の 時、 諸 

〇ra 頁 *照 

大名 うけとりて、 丁 場々々 を わかち 普請 あり。 いづれ も出來 次第に 芝まで 付けて けり。 

堀 尾が うけとりの 所 は 大方 出來 したり けれども、 筵 こも を 上に かけて 未だ 芝 も 付け ざ 

る 也。 かかる 內に 漸く 五月雨の 時分に なりて、 餘の丁 場 ことん \ くく づ れて、 芝 を も 
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付け直さ ざれば 不， 叶、 稻葉 此の節まで 見合せ、 近日 奉行へ わたす 一 兩日 前に 不， 殘芝 

を 付 立てて けり。 才覺 尤も ふかしと 時の 人い へり。 大佛の 石垣 普請の 時 も、 若し 帶刀 

に 仰 付けら るる ことの あるべし とて、 石の 取りよ き 所へ 稻葉見 分 を ま はし、 その 石 主 

に 金銀 時 服を與 へ約來 いたしお きけ る ゆ ゑ、 諸 大名の 石 をと る 奉行 難儀いた し、 帶刀 

にこと わり て 石 を もら ひけり と 也。 

師曰 はく、 井伊 直 政 內に淺 井奈 左 太夫と 云 ふ 者 あり、 度々 の 功を顯 せる ものに て、 

二)  (二)  ノ 

それ ゆ ゑ 兵 部 もこれ を 馳走せ り。 奥州 九戶陣 に、 木胶土 佐が 內に 何右衞 門と 云 ふ もの、 

能き 敵 を 打ちて ける。 その 所へ 左 太夫 來 りて 頸 を 奪 ふ。 何 右衛門 不， 及 二 是非； 左の 耳 

の 脇へ わきざしに てっきと ほし 印 を 付けて 置いて けり。 左 太夫 是れ をば しらず 頸 をう 

ば ひす まし、 其の 曰 兵 部の 實撿に 入る。 直 政 例の 事と 會釋 してけ る處 に、 何 右衛門 末 

.  (S 

座に ひかへ、 木綿の 雨 羽織 をぬ いで 四つに 織り 持ちて 出で 此の 頸へ かぶせ， 左 太夫に 

向って、 私 高名の 頸 を 是れ迄 御持參 忝し と 云 ふ。 左 太夫、 せがれの 推參 なりと 叱して 

退かし めんと す。 何 右衛門 云 はく、 此の 頸 は 私のと り 候 を 左 太夫 是れ まで 奪 ひ 來れり 

と 云 ふ。 左 太夫、 せがれの いはれ ざる 事 を 云 ふ、 その 場へ も不 1 來 してと 云へ り。 何 


«2 主 常 直 重 S に 罪 を 正 除 年 を 城 和^ 純 g に 浦 D にへ め 門 は紀 2 
徒 C 降の 、5 配 を 治 純 か 最^ 主五臣 、5 仕奎 、仕 、镳 と^ 卷己 
阈父內 流 铋 む 行る 上す 十 年な 德 ふお 最へ 後^ ぁ鄉^ 
浮 g に e 名せ 、 * きる 義 '五 宇り 川 本 守 後軍 島 寺り 久十武 
浪 壁し 頭 はら 出爲 ての 俊 同 萬 都 、家 多 隆に功 * に 、右 八 家 
の 藩て 長長る 羽に 事際國 八石宮 元の 正 信 松 あ 氏 仕 始衞に 事 


右衛門、 御邊 のとり 被， 申たら ば 定めて 證據 あるべし と 云 ふ。 左 太夫、 我れ とりし 頸 

に證據 の あるべき かと 云へ り。 何 右衛門、 されば 某と りたる 證據の 有る ゆ ゑに 頸に 物 

をき せたり とて、 右の 段々 一 々申し 羽織 をと りければ、 まぎる る處 なし。 土 佐き いて 

大に 叱し • 汝等 あのれ きくの 働の 場へ ゆく も 慮外な りと 云 ひて 退去せ しむ。 その. 夜 

に 左 太夫 かけ 落せり。 しかれ ども 是れ にて すたる ものに 非ざる を 以て、 則ち 三 河守秀 

康 卿へ 召 出され 千 石 を 賜 はれり。 兵 部所 にても 千 石 とれり とぞ。 

51)  S1 久) 

師曰 はく、 西江久 右衛門と 云 ふ もの 島 津 にっかへ しとき、 島 津中納 言 家來 をし かり 

ぬ。 そのき はに 久 右衛門つ くば ひて ありぬ。 中納言 目の色 か はりければ、 此の 者 を 手 

打に； j そと 思 ふ。 中納 言ぬ きはづ さるる を 見、 此の 咎人 身 を しづめ 刀に 手 を かくる 所 

を、 西 江 わきに 居 たれば、 刀の こじり を そと 持 上げぬ。 此の 者 前へ た ふれた る 處を中 

納言手 打に いたせり。 中納言 この こと を 感じて、 西 江 左足の ききし と 褒美な りと ぞ。 

中納言 はつひに 事に あは ざり し 人 なれ ども • 此の 手 打の 時顏色 聊か 常に か はら ざり し 

とぞ。 

(H)  (五) 

師曰 はく、 本 多 上野 介 身上 滅亡の 時、 淺野采 女 正は眞 壁より 地 侍. 一揆 • 一  兩のも 
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(都)  二) 

の 大勢 出し、 四百 餘騎 にて 宇津宮に 至る。 このと き 龜田大 隅 所より 龜之 介と 云 ふ もの 

を 使に して、 地 侍 は 中に おさせ、 兩に侍 ども をなら ベ、 大勢 押 こみに いたし、 內 のみ 

えざる 如く こしら へ 、 町の 家 もやぶ るる 斗り にいた し 押 行く 事の ありと 云 ふこと を 云 

へ9  ノ 

ひお こせり とぞ。 

(二)  i 

師曰 はく、 小 松の 時， 長が 手へ はなれ 馬 来れり。 家中の もの 是れ をと らんと 致せし 

を、 恕庵 叱して、 必ず とるべからず、 子細 ある ことなりと 云へ りと ぞ。 後に きけば、 

丹 羽 長 重が 內江 口が 方より わざと 馬 を 放し、 それ をと らんと せば 虛 あるべ きと 考 へけ 

り とぞ。 

師臼 はく、 關白秀 次の 供 をいた し 大島雲 八 伏 見より 大坂 へま ゐ るに、 六月の ことな 

れば、 いける 鷺をか は せても たせ 行きぬ。 案の ごとく 秀次 船に て 雲 八に 鷺を 射て まゐ 

れと ありければ、 若し 射はづ したらん に は 如何と 思 ひけれ ども、 持ちて 來れる 鷺のぁ 

れば心 やすくて 射け ると ぞ。 雲 八 名 譽の射 藝に名 を 得たり しゅ ゑに 如, 此のた しなみ 

ありし とぞ。 但し 心得 あしか らんに は、 主人 を僞 ると 云 ふに もな りぬ ベければ、 能く 

(五)  (六】 

心得べき こと 也。 尾張內 府の內 へ、 鹰 の 上手な りと て 淺利牛 亂と云 ふ 者 出で ける。 は 


二)  ^出 八 


(E) 名 は 光 

«T 元と 美 濃 

の 人、 JJE 長に 

仕へ、 後秀吉 • 

秀 次に 仕 ふ、 

W 行 門人 大島 

»«義 近の S 

祖父 


(五) 織 田 1L" 

(六) a. 慶 

の  一 a 


レ ひたて  めづら l*J  (七) 

^ ^ いたかに 雁 を とらす るとの^ 立 也。 是れは 珍 布 こと 也と て淨信 かか へられぬ。 淺利こ 

法. S  5ea の 

fc- や. ihN  す  (/」 

〈八) はお ひ の 雁 取の たかを 居 ゑて 出しけ るに、 事の 外 羽 をいて 鳥 をと りた がれ ども、 あはせ ずし 

卽ち^ 員 か、  (見) 

一本 ツイ テに て 置きぬ。 わきより みて はま ぎれ もな く 酒 を 取りぬべき 體 なりき。 その 翌日いた ちに 

作る、 意味 不  §  ： 

く はれて おちたり と 披露して 落淚 せりと ぞ。 此の こと は、 一方に 餌が ひ を もちて みせ 

ける ゆ ゑに、 鷹の いき ほひ ありし 也、 實ば僞 なりと い へ り。 如, 此 こと、 皆才を あし 

く 心得 て僞に なり 虚を 專ら にす るの ゆ ゑなる べし。 

師曰 はく、 璺臣 秀吉卿 常に 談じ 玉へ る は、 主人の こと をば、 のせて なりと も 尋ね. 土 

ふこと あらんに は ほむる もの 也、 のせら るると 乍 レ思も 褒めら るれば 悅ぶ もの 也。 そ 

しりあし く 云 ふこと は 正しき と 思 ひながら、 必ず 機嫌よ からぬ ものな りと 侍臣に の ぶ 

へりと ぞ。 まことに 人 主の 怒り はかり そめに も大 節の こと 也。 怒 をう つさざる は 顔 子 

が 分 上に も すぐれたる 所 なれば、 凡人 はいかり を 常に 移しつべし。 ここ を 以て 云へば、 

當分思 はざる こと を 云 ふは僞 にもな り ぬべ けれども、 若し 一 日の 機嫌 そこねて は 一 日 

の 政事に わたるべし、 此の所 を勘辨 いたしつべき 也。 但し 己れ が 利 を專ら としてし き 

りに 媚を いれん こと は、 尤も 小人の わざなる べし。 
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師曰 はく、 福 島 正則 滅亡の 時、 若し 事六ケ 布なる べきに やと 取々 の 評議 ありけ る 比 

或 人 太 田 善 太夫に 尋ねければ、 少しも 刖條有 レ之間 布と 云 ふ。 問 ふ 者、 彼れ 老功の も 

の なれば いか やうの 分別 をいた さん も 難, 計と 云 ひければ、 太 田 曰 ふ、 彼れ 老功 ゆ ゑ 

に 刖條は ある まじき 也、 不合點 ものな らんに は 何事 を 致さん もしれ ず、 功 者 ゆ ゑに 致 

カラス 

して 益な きと 云 ふこと を 知りて ければ、 何事 を も 不レ可 レ^と い へりと ぞ。 

師曰 はく、 戶肥 半左衞 門と 云 ふ もの 奥州に ありし、 川 を こして 向 ふの かけあ ひに、 

人々 皆 船に のりて 馬 を こなたに 置きて 川 を こす。 此の 半 左 衞門馬 を 川へ うち 入れ、 船 

に 引き そ はせ て 川 を わたらし め、 馬の足 立つ 所より 馬に のりうつり 一 赉に 先陣せ りと 

ぞ。 此の 者 元は 越 中に 居て ける が、 後に 戶澤が 手に 屬 してけ りと ぞ。 

(二  ) 

師曰 はく、 平野 彌ニ 右衛門、 大坂 にて 味方の 人數樓 門より 出で て、 かま やりに て か 

けんとす。 みれば 加 賀の相 印 ゆ ゑに、 つら はみ え ざれ ども 甲 さしもの はみ えたり、 何 

者ぞ 味方 打な りとの のしり ければ 鎗を 引きぬ。 言 をつ が ひて けり。 其の後 右の さた あ 

りて、 其の 者 堪忍なら ざるに 付きて、 彌ニ 右衞門 所へ さしち がふべき ために 來れ り。 

彌ニ 右衞鬥 やがて 心得 • 郎等 • 中間に 各-棒 を もたせ、 その 身 も 木刀 を 持ちて 出合 ひ- 


その 方 ことき. きたる 子細 あるに 付きて 如レ此 用心いた す 也と 云 ふ。 こ の 者 右の 趣 を 云 

ふ。 平野き いて、 其の 方の ことと は不レ 知、 その 時 ことわる ごとく、 つら は 見知らね 

(見)  ラ 

ども 甲冑の け はみ えたり、 その 方と 知って 云 ひしに は不レ 有、 惡ロは 必定 也、 左 云 ひ 

さし 

しとき の 相手 其の 方なら ば， 我れ と 差ち が へん こと は大 なる 誤 也と て * 押しす くめて 

かへ しぬ。 件の もの 不レ 得レ 止して その 夜に かけおち せり。 

師曰 はく、 松 平信 綱 有 馬の 一揆 退治の ため 九州に 下向の 時、 御前に おいて 上裁 を 蒙 

りけ る は、 一手 立て 仕り 早速 城を責 取り 可 レ申候 や， 又 かへ り 要害 をいた し、 自然に 

城 を 兵粮 づ めに 仕り 可 レ然候 やと 申 上げければ、 人數を そこねざる 如く 可い 仕、 百姓 一 

カラ ル 

授に歷 々うたれ て は已來 まで 不レ 可レ 然との 鈎 命 ありぬ。 信 綱 謹んで 申しけ る は、 某 事 

年若に 候 間、 如 レ此儀 幸の 事に 存じ 候へば、 手 をく だき 不レ 及ながら 一手ぎ は 仕度き こ 

とに 候へ ども， 右の 上意の 上 は、 私の 功 を さし 置き、 無二に 御た めの 所 を 奉 レ存に 候 

さと  ハ  、ン プ 

定めて 信 綱 若き ものに 不二 似合 1 手の びなる 致し やうに 候と 批剩 をう け可レ 申、 末々 ま 

で 人口 如何に 候へ ども、 其の 段 御た めに か へらるべき； J とに 無レ之 間、 いか やうに も 

1 向 任 二 上意 1、 速に 私の 異見 を やめ 申 候と い へ りと ぞ。 • 
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師曰 はく、 - 九州 有 馬へ 以 n 御 下知 一 罷向候 諸 大名 をね ぎら ひ 思 召して、 太 田 備中守 を 

璺前小 倉まで 指 遣 はさる。 九州の 大名 小 倉に あつまり 備中 守が 演說 する 處を 承知す。 

ここに 松 平信 綱、 備中 守に 向って 申しけ る は、 今度 鍋 島 軍法 を やぶり、 事楚忽 にお こ 

れり、 此の 段 只今 備中 守に 相 ことわり 候、 江戶 において 如何様に も 上裁に まかせ 可 

レ申 とい へり。 鍋 島き いて、 全く 某 軍法 を やぶり 候に 不, 有、 榊 原 一 番に 城へ のり 入り 

候の ゆ ゑに、 彼れ をうた せて は 如何と 存じて 押入り ぬ、 これ 併 御 忠節と も存 候と 陳 

ず。 信 綱、 しからば 榊 原 方へ 尋ねに つか ひ可レ 然とて、 右の通り 鍋 島 方より 申しつ か 

はしぬ。 W 原 飛騍守 その 比 は 長 崎に ありければ、 此の 狀を ひらき 則ち 及 二 返答 一 ける は、 

K せがれ 左衞門 ^ 一番 乘 をいた すに 付き、 せがれ を 見殺し 可, 申樣 無, 之、 つづいて 乘 

入りぬ、 せがれ 若輩 ゆ ゑ、 御 軍法 を そむき 了ん ぬ、 全く 鍋 島 一番 乘 にあらず とこた へ 

ければ， 榊 原 有 馬の 一 番乘 いよ/ \ まぎるべき 方 なくなり ぬと ぞ。 

師 n はく、 古語 曰、 賊是 小人、 知 勝 二君 子 一と 云へ る ことの あり。 小人 佞奸 を 逞しく 

して 身 を 利す る 事 をのみ 本と すれば、 その 道に つ い て 致す 處の 才知、 君子 もさら に 

及びが たきこと ありと い へ ども， 其の 本意 皆 盗賊の 小人 なれば、 とって 是れを 用 ふべ 


(二) げキ  >  つ 

01) 野* 人 きこと なし。 されば 彼の 南蠻欤 舌の 輩 杠毛國 などの 類 は、 さまん \ のからく り 巧なる 

も 云， 1 

こと を 工夫して、 至らぬ くま もな き 紬ェ樣 のた くみ ふか けれども、 悉く 鳥^に ひとし 

く、 大綱に くらくして、 ゆ ゑ もな き 小藝に 深し。 たま/ ヽ云 ふこと は 皆 耶蘇 宗の說 に 

して、 幻術 魔法 を專ら として、 人 をし ひ 世 を たぶらかし、 必竟 人民 を惱 まして 身 を 利 

する の 外な し。 しかれば 才知 を とら へ て 道德に 一 致せ ざらん もの は、 皆 ^ 奸の たく は 

へ となりぬ ベ き 也。 

師曰 はく、 古人 殷紂が 事 を 論じて 云 はく， 帝 辛、 名受、 號爲, 紂、 資辯 捷疾、 手袼， I 

ffi 獸； 智足 n 以担 -諫、 言 足 一一 以 飾-非と 云へ り。 古の 夏 桀 • 殷紂 ともに 愚に して 東西 を 

しらず 南北 を わき まへ ざるに は あらず、 唯 だ 智のゎ だか まりて 奸佞 におち、 人の 心 を 

將迎 して 是れ をいた ましめ、 己れ が 非 を かくして 身 を 利す る こと を專ら とす。 是れ則 

ち 村な きに あらず、 智 たらざる に 非ず。 その 用 理に不 』k、 其の 本道 を しらず して、 

ル シ カラ 

しきりに 智を てら ひ 惡を逞 しくす るの みなり。 されば 材智の 用 不レ正 とき は 却って：^ 

^邪 謀 を fS しくす るに なりて、 大は 天下 國家、 小 は 一己 一人の 上、 悉く 相た がふに 至 

りぬべき 也。 
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二)  たけ  よしもと 

師 CI はく、 八 田 知 家と 多氣 太郞義 幹と は 常 陸國の 大名 也。 宿意な しとい へど も、 國 

中に おいて 互に 權勢 を爭 ふ。 ここに 富士 野の 狩に 曾 我 兄弟 仇 討の こと ありければ、 こ 

ぶっそう 

の こと 諸國 にき こえ 物 息な りしに 付きて、 知 家 も 急ぎて 馳せ參 ずべ く 其の 用意いた し 

內々 好 謀の 心 ありければ、 夫 男 やうの 者を義 幹が 許に つか はし、 八 田の 知 家 只今 軍兵 

を 催して 義幹を 討つ の よしを 吿げ しらす。 義幹人 をつ か はしみ せければ、 果して 其の 

用意 ありければ、 義幹 やがて 防戰の 用意 を 致し、 多氣 の. 山城に ffi 籠る。 これに 因りて 

國中 俄に 騒動して 人馬 大に馳 せ 惑 ふ。 このと き 知家雜 色の 男 を 以て 彼れ が 許へ 申し送 

りけ る は、 富士 野の 御館に 狼藉の こと ありて 只今 所, 參也、 同道 可レ 巾と 云 ひければ、 

義斡 返答に、 所存の 子細 あれば 不レ參 にこ そと 云 ひお こせり。 知 家奸謀 こと 調 ほりて、 

(二 ) 

やがて 賴 朝へ 訴 へければ、 多 氣義幹 を 召す。 義斡 召に 應 じて 參 上す。 則ち 善 信. 俊 兼 

奉行して 知 家と 對 決に 及び けれども、 義幹 申し ひらくべき わけあら ざれば、 則ち 常睦 

(-1) 

筑波郡 南 郡 北 郡 をめ し はなされて 馬場 小 次. 郞資 斡に 賜 はれり。 因幡 前 司 廣元是 れを奉 

行す とい へり。 案ずる に廣 元. 善 信 各-名家の 歷々 にして 知 家が 奸 謀つ ひに 糾明に 不 

レ 及して • 多氣義 幹 其の 罪 を不, 可レ遁 なんぬ。 尤も 不便の こと 也。 


へ . ： S 鍵 

1 ソ人 e: 年 六 n 

五日 以降に 出 

づ 


師曰 はく、 或 人の 小姓 十六 七歲 にて 手柄なる^ 唯 をいた し、 それ を 人の ほめけ， るに 

氣 のうつ りて、 勇 を 自慢し 奸 謀の 心 出で ける にや、 夜々 人の 臥し 靜 まりぬべき 時分に 

は、 ふと 起 上り、 うつつ ともなく 人と 仕 合 をいた す聲 あり。 人々 皆 不審に 思 ひける が 

彼れ が 別けての 友な りし 傍輩 あまり 不審に 思 ひ、 一所へ 行きて 臥しぬ。 その 夜 は 子細 

なかり しが、 傍辈 少し まどろむ 內に、 件の 者 出で て 仕 合お との 高く きこ えければ、 

驚いて 出で てみ るに 何事もなくて、 一の 古き 野 ざれの 頭の あり、 これ を 二つに きりわ 

£) 

れり。 この 者大 いきついて 內へ引 入りぬ。 さて は 此の 者ば け 物 を 仕と めたり と 一： ム ふに 

なりぬべき を、 彼の 傍輩 この 小姓の 下人 を ひそかに 招きて 詳に 尋ねければ、 五 七日： U 

(S 

前に 此の かう ベ を 野より ひろ ひ 来れるな りと 云 へり。 是れ に舆の K めて、 い つと なく 

此の 事き こえて、 その 家中の もの わら ひに なれり とぞ。 是を 以て 案ずる に、 是れ^ は 

謀の あさく 佞奸の 根に 不, 入が ゆ ゑに、 そのば けの 早く あら はれた るなる べし。 世に 

(5 名は義 上に 智を かくして 底に 奸謀を ふかくす るの 輩、 尤も 以て 多 かりぬべし。 それに 利 を 得 

俊、 最上 薄 主  キ ， 

^^^^ て 致しす ませるな ど 思 ふ 類 も あるべ ければ、 人心の 惑 皆 如, 此 ことより おこりぬ ベ し。 

を S 軟 せら  (巧) 

る  師曰 はく、 最上 源五郞 滅亡の 前に、 日 野 左衞門 後に は備 中と^ ひける もの 出頭して 
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萬 事 を 取り はから ふ。 是れを 心 ある W は 國くづ れと號 せりと ぞ。 この 曰 野 利根に して 

何事 を 取り さばく こと も怜悧 にみ えて、 內に 佞奸 を 含み 善人 をに くみ 惡人を 己れ が 凝 

として、 而 して 其の 卓爾 たる 非 ざれば、 只 だ 身 を 利す る こと を專ら とし、 よきに 付き 

て 生 を 全く せんとす。 是のゅ ゑに 諸事 手の 裏 を か へす が 如くなる ことのみ 多 かりし。 

主人 當 座の 怜悧を たのんで、 一 向かれに まかせ、 家の 老臣 忠士 もこれ がた めに 傾廢し 

て、 つ ひに 最上 數 代の 家 滅亡す。 才智 をた のみて 本に 暗き 辈、 皆 以て 如， 此也。 

師曰 はく、 世に 幻術と 號 して- 或は 火 上 三昧の 法 を 行 じて 火の 上 を あゆみ、 盛に も 

シ カラ  (宙) 

ゆる 火 を 手に とり、 手 を 付けて 不レ， 苦、 蠟に とぼせる 火 を 中へ あげ 俄にけ し、 或は 水 

を 封 じて あたため、 或は 人の當 病 を 平 愈せ しめ、 幻 化 希代の 術 をな す 事 あり。 是れを 

幻術と 號す。 尤も 仙 家の 輩に も 如 レ此事 あり。 或 人 幻術の 不思議 を 見て 是れ をなら ひ 

まなばん こと を 願 ひければ、 其の ものの い へ る は、 此の 幻術 不レ 得， 已 我れ 今った へし 

れる 也、 必ず 是れ を學ぶ 事な かれ、 その ゆ ゑ は， 幻術 をいた す もの は 佛神を も不レ 敬、 

三賓 をも不 レ責、 五倫の道 しるべき こと を も不レ 思して、 唯 だ 一向に 人の 目 をく らまし 

人の 心 を僞り た ぶ ら かす を 以て 本と す、 されば その 感に入 る. ベ き 人 を： a て 此 の 術 を 施 


すべし、 聊か 聖知 君子の 德 あらん 人に は、 まみ ゆべ からず みすべ から ざれとの 示しな 

れ ども、 世に 聖知 君子 はまれに して、 多く は 凡 3g 世知 辨聰の 類の みなれば、 幻術 仙 家 

の 事 をな して 惑 はさんに、 惑 はざる の 輩 あるべからず、 ここ を 以て 犬 地 をもう. やま は 

ず 鬼神 を も 蔑 如す るが 如くに 心より なら ざれば * 此の 術 用 ひがたし、 しばらく も 心に 

おそる る 所 あらば、 此の 術 そのし るし 不レ 可, 有と 云 ふの 第一 の 誓 なれば、 必ず 是れを 

なら ひしらん 人 は、 畜類 草木に ことならず、 此の 術 まなび 玉 ふこと なかれと 云へ りと 

ぞ。 案ずる に、 狐狸 は 能く 人 を たぶらかして 樣々 の 通 を なすこと、 人， の 及ぶ 處に 非ず" 

天狗 は 木石 を なげ 入 をつ かみ その 通用 自在 を 得る 事、 又 人間の 不 レ^こと にし てノ 或 

杜是れ を 敬 ひて 明 神と 號し、 祠を たてて とき はかき はの 祭 をな しぬ。 關 西に は 犬 神と. 

5 ふ もの ありて • よく 人の 心に 通じ、 關 東に はかまい たちと 云 ふ ものあって、 辻 風に 

のって 人の 足 をき らしむ。 其の 外形な くして 造化の妙 によって 變を なす もの、 山に g 

猩狒々 の 類 あり、 水に 龍 蛇の 類あって、 其の 變を なすこと は 人倫の 及ぶべき 所に あら 

ざれ ども、 是れ皆 知の^ 奸邪 謀に 陷る にして、 更に 天地の 實體 を不, 得 を 以て、 悉く 

鳥 獸の內 を不， 得， 離、 かの 幻術 仙 家の 用、 人の なす 處 とい へど も、 是れ叉 邪 謀 姦人の 
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なす 處 にして、 則ち 鳥 獸の內 に 入りぬべし。 天地 は 甚大なる を 以て、 しばらく 時氣 を- 

カラ フ 

以て 其の 妙 を あら はすと い へど も • その 跡 つづいて 不， 可レ 叶。 たと へば 同じく 天地の 

氣 にして- 或は 山中に 雪 ふかく 海邊 に溫暖 多く、 或は 水 地に よって その 生物 か はるが 

如し。 人の 知の 妙 用 以て 多し といへ ども、 聖 知の 至れる に不レ 出、 その 餘は しばらく 

其の 妙 をな して、 人々 取 用 ふべき 處 なし。 人 ややもすれば 正 知 をす てて 邪知に 入り や 

すし。 中に も 知に とみ 才に 逞しき もの 必ず 邪 佞に 陷り やすし。 人の 奇妙 を 云 ふに 化す 

る こと あり， 尤も 可 一一 謹 守 一也。 


二)  »s の 

北海の 人、 宇 

は 偉 長、 建.： V 

中、 

祭 酒より 五官 

中郞将 文學に 

運る。 人と な 

.9 清玄 にして 

道を體 し、 官 

碌を 輕 忽 にし 

^榮に 耽らす。 

建 安二 十一！ 一年 

歿、 年 RI 十八。 

中 論 二十 餘 nil 

は 一 家の 言 を 

なす。 文章 を 

好み 所謂 建 安 

七 子の 1 人な 

(二〕 伏截氏 

を 云 ふ、 支那 

上古の 帝王 

S 太昊前 

代の 王 

(四) 支邾上 

古の 帝王、 荧 

帝に 同じ 

S)  §^ 

臣、 宫左史 と 

なる 
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一九 博く 文 を擧ぶ 

師曰 はく、 、  a.  n 

焉、 卞^ 而 鳴，, PI 滅ま進 ぼ， き き 

AJi.  li.  m、  it 

明； 而發- 一 乎；， 也、 ifi き于近 キー i^t. 凡ぎ 大 

1 先. 物 名爲^  S 擧ぎ名 f 儒之 博举 ft 一 

令 也- 故？ } 勞，， 思 4 而不 ki、  ^曰 月 ノ而ぉ  1: 成功- i 

必 擇，師焉と 出で たり。 人 各 > 知 ありと いへ ども. 博く 古今の 事に わたり 先縱 古例 を 

士談十 

四 二 五 


山 鹿 語類 卷第 三十 一  四 二 六 

不レ 知ば、 唯 だ 己れ が 知る 所の みを師 とする を 以て • 其の 規範 大 にたが ふに 至りぬ ベ 

し。 故に 博 文 を 以て 聖人の 戏と 致せる ゆ ゑ 也。 しかれ ども 本と いたし 師 とすべき の 目 

常た がふと き は、 材 すすめば 利口に 陷り、 博 文なる とき は 訓詁の 學 になり て、 唯だ才 

に ほこり 學を抝 りて 世に 口 を もら ふの 小人に 至る も、 亦 此の 多 聞 博 文に ある なれば、 

尤も 忽 がせに いたすべからず。 不レ學 とき は 上古の 聖人 を不レ 知、 不， 聞と き は 前代の 

式法 を不 レ覺， この ゆ ゑに 一向 己れ が 知の ままに 致す にな りぬべし。 然れば 何ば かり 

(一) alls な の材 あり 知 ありと も、 馬 牛の 襟 裾に； j とならず。 豈心 あらん 人 不レ恥 や。 人の 材知各 t 

t 者 も 云 ふ, 

nis^ の lr かしこき 處 ありて * 十 人 あつまれば 十 人の 材 あり。 況ゃ 古人 村 富み 知 逞しく して、 し 

人不レ 通-古今 T 

巧 屮而ほ裙 と かも 聖徳の 道義 を 旨と する 多し。 是 れを學 んで師 とし、 その 行事 を 習 ひ傳へ て 今の 時 

*： つ. 

に 比 校せば、 事皆理 にあた らん 事に 非ず や。 

は那 の 師曰 はく， 昔 蜀の孔 明劉備 のために 擧 げられ て 大下を 三分の 勢に いたし， 宰相 相丞 

の 任 をう けて、 .大 文 地理に 不， 通と 云 ふことの なかり し。 その 年 卄七歲 にて すでに 赤 

壁の 謀 をな せし も、 平生^ 舉 して 能く 古今の. 事に 通 ずれば なり。 凡そ 人の 年 わかしと 

い へ ども 古今に 通じて 不， 闇に いたらん こと は、 博く 文 を * ぶに ありぬ ベ し。 年数つ 


んで 上壽： も歲 にいた るまで ことぶきな がしと；： ム へ ども • 唯 だ 己れ が 見聞 をのみ 賴 まん 

に は、 其の 積累、 いくばく ぞゃ。 彼の 書 文 は數千 萬歲の 事迹 居ながら 可, 見、 上 は 聖人 

を師 とし、 下 は 群 賢 を 友と す。 天運 循環 往く として 不レ復 と 云 ふことの あら ざれば、 

自今 已後 幾千 萬歲を ふと 云へ ども、 亦 上代より 今日に 至りし にこと なるべからず。 其 

の 間の 日用、 文武の 兩樣 に不レ 可， 過。 しかれば 博 文に して その 本 づく處 に 心 を 付けな 

んに は、 事物の 理不レ 通と 云 ふこと ながるべき なり。 

師曰 はく、 學は 必ずしも 讀書 をのみ 云 ふに 非ず、 すべて 古今の 事迹 觸 ， 目 皆^に 

あらず と 云 へ る 事な し。 この ゆ ゑに 何事に も 心 を 付けて 其の 是非 をた だし 其の 究理 を 

こまやかに いたさん に は、 是れ 則ち^ 也。 事物の 品々 にかし こからん 葷に は、 付きて 

其の 事物 をた だし- 而 して 聖人の 儀刑に あてて 是れを 行 ふに ありぬ ベ き 也。 

31) 

(一一！)  SS5  師曰 はく、 源賴朝 © 岡宮 に參詣 のつ いで、 老僧 一 人 鳥居の 邊に 徘徊す。 梶原 景^ を 

文治 二 年 八 

^日の 條に 以て 其の 名字 を 尋ねた まへば、 佐 藤兵衞 尉憲淸 法師 今 は 西 行と 號 せるな りけ り。 則ち 

かれ を 御所に めされ、 閑談の 上锹道 並に 弓馬の 事 を 尋ね 玉 ふべき こと ありと て、 條々 

尋ね 玉 ふことの ありき。 西 行 答 へ 申しけ る は、 秀 鄉以來 九代嫡 家相 承 の 兵法 は 旣に燒 

士談十  四 二 七 
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(1) 筑後權 失しぬ、 その おぼえつ る ことまで なりと、 つや/ \ '西 行 申しければ、 頼 朝 則ち 俊 兼に 

守 接 K 俊^ 

命じて 弓馬の 詞を 記し 置かせ 玉へ りと ぞ。 頼 朝旣に 天下の 武將に そな はりて、 翁 ほ 5: 

行 法師 を 招きて 事 を たづね 玉 はん 志、 尤も ありがた しと 云 ふべ し。 

(二  )  はう じ や 5ゑ  やぶ さ 

(一ん in 師曰 はく、 文治 三年 八月 鶴岡宮 において 放 生會を 始めて 行 はる。 是れに 因りて 流 銃 

同年 <:H-ra 日 

の 條！. づ 馬の 射手 幷に的 立の 役人 を 選ばれけ るに、 熊 谷直實 上手の 的 を 立つ ベ き 役人に さされ 

ぬ。 直實 此の 事 をき いていき ど ほり を 含んで 申しけ る は、 御家人 は いづれ も 傍輩の こ 

かち だち 

となる に、 射手 は 騎馬 也、 的 立の 役人 は步立 なれば、 勝 劣 あるに 似たり、 直實 これ を 

つとめが たしと 云 ひきり ぬ。 頼 朝 卿 仰せ ありけ る は、 如, 此の 役 は 其の 身の 器 S によ 

る ことなれば、 全く 勝 劣 を わかつ ゆ ゑに 非ず、 中に も 的 立の 役の こと は 下職に 非ず、 

新 日吉の 社の 祭に 御幸の 時- 本 所の 衆 をめ されて 流鏑馬の 的 を 立てさせられぬ とい へ 

り、 然れば 其の 濫觴 を尋 ぬるに、 射手の 役に も 越えつ ベ-し、 直 實故實 を不, ff、 只タ 

己れ がいき ど ほり を 以て 事 を はから ふゆ ゑに 如 レ此と 戒め 玉 へれ ども、 直實っ ひに 進 

奉せ ずして ければ、 可, 被， 召 二 放 所領 一の 旨に 究 まりぬ となり。 案ずる に、 直實 武勇に 

長ず といへ ども、 博く 其の 事 を しらず して、 專ら我 見 を 以て 物 をた だすが ゆ ゑに 如 


(H)  000 

伺 年 正 H: 十九 

日の 條 に出づ 


(£)  0$ 

IK 記卷 第三 十 

k; に出づ 


レ此事 あり。 一度 云 ひ 出した る ことなれば、 君命 再び 至りぬ といへ ども、 其の * をつ 

* ラ フ 

とめざる 事、 勇猛 果敢の 士に 非ず して は不レ 可, 叶。 しかれ ども 只 だ 勇武に のみ-おじて 

其の 器 ここにせ まれる が ゆ ゑに、 武を 全くす る ことなく、 偏にい きど ほり をのみ 立て 

て、 つ ひに 出家遁世の 身と なれり。 何事に もしらざる は 古實の 達人に きいて 其の 究理 

に まかすべき こと 也。 武は 文の 用 を不レ 知、 文 は 武の法 を しらざる が ゆ ゑに、 其の 1 目 

行に かけて 不レ全 ことの 多き は、 皆 ひろく 舉 ばざる の ゆ ゑなる ベ し。 

師曰 はく、  {^ 實朝建 曆ニ年 正月、 鶴 岡の 八幡宮に 參詣の 時、 大須賀 の四郞 胤信に 調 

度 を 可 レ懸の 由 ありければ、 大須賀 その わけ を 不：. 知して 辭 退に 及ぶ。 當役 のこと は 右 

大將 家の 時 二十の 矢に て廿 人の 敵 を 射と るべ きもの を 可 二 申 付 一 のよ しなり。 然れば 

當職は 勇士の 面目に 可レ備 ことなる に、 下劣と 稱 し固辭 する の條、 甚だ 自由 也， 速に 

出： H を可レ 止との 事に なれり。 是れ 調度 を かくる の 役 を 具に 不レ 知の あやまり より 起れ 


(KE: 


師曰 はく、 木 發ロ義 仲 平家 を沒 倒して 洛中に しばらく 居住す とい へど も、 本と 木 曾の 

山中に ひととなり、 只 だ 勇武 をのみ 事と して 一向の あらえび すなれば、 治亂 文武の わ 
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かち もな く、 あらく つよく あてが はんに は.^ しかり なんと， 己れ が 知に 任せ 洛中に 狼 

藉 し- 飮食を 奪 ひ 衣 裝を剝 ぎ、 神社 怫閣を やぶり 堂塔 卒都婆 を 薪と す。 禁裏 仙 洞 を も 

不レ 知、 攝家淸 華の わかち もな く、 院宣の 使に 無禮 をな し， 剩へ院 の 御所の 御 とがめの 

いくさ  と なみ  (宅) 

時、 我れ 年來 多くの 軍 をして、 信濃國 おへ あ ひの 軍より、 橫田 河原 *礪 波 山 • 安高 • 

篠原、 西 國 には備 前の 福 輪 寺 啜に 至る まで 一度 も 敵に 後 をみ せず、 十 善の 帝王に てお 

カラ ル 

はすと も- SIE. をぬ ぎ 弓 をはづ してお め/ \ と 降 人に は不レ 可レ參 とのの しり、 終に 法 住 

寺 をと りかこみ 兵馬の ひづめに かけて、 天 ム：： 座主 • 八 條宮の 頸まで 六條 河原に 竹 結 渡 

(三) § 

して かけなら ベけ る。 而 して 今 井 • 樋ロ已 下の 兵 ども を 召集め、 やや 殿原、 今 は義仲 

何に なり ともなりぬべし、 國王 にならん とも 院 にならん とも 心 次第 也、 公卿 殿上人に 

ならん と 思 はん 人々 は 所望に よるべし、 我が身の ならん 樣を思 ふに、 國王 にならん と 

を さな  わか  カラ フ 

すれば 少き袁 なり、 若く 成る 事不レ 可：. 叶、 院 にならん とすれば 老 法師な り、 今更 入道 

すべきに も 非ず、 攝政 こそ 年の ほど も 事の やう も 成りぬべき 者よ、 今 は攝政 殿と い へ 

まゐ 

殿原と^ ふ。 今 井 申しけ る は、 攝政 殿と 申し 進ら する は大織 冠の 御 末 藤 原 氏の 人 こそ 

めた _K 

する 事に て 候へ、 殿 は 源氏の. 最中 なれば、 たやすく も 左様の ことず ひて 春 日 大明祌 の 


罰 を 蒙らせ 玉 ふなと 云 ふ。 さて は 何に か 成るべき と 暫く 案じて、 よき 事 あり、 院の御 

K の^ 當 になり て 思 ひの ままに 馬と りの らん も 所得な りと て、 押して 別當 になれ り。 

文官 武官 諸國の 受領 都合 四十 九 人 官職 を やめら る。 平家の 惡 行に は 超過せ りと い へり。 

案ずる に、 木 f 義仲 弓馬に 於て 其の 術 を 得る こと は、 其のなる るに 因りて 其の 村の か 

しこき なれば なり- 博く 文 を まなび 古今の わき まへ を 糾明 せんにお いて は、 又 其の 村 

の 出づべ けれども、 俄に 大敵 をな びかせ 田舍 より 入洛して、 事 心に かなへ るの 時、 自 

然に氣 ほこり 心 奢り もて 行きて、 而 して 其の 心 は 元の 木 曾なる を 以て、 殆ど 人倫の 所 

爲 にあら ざるの 振舞、 是れ木 曾が 質の あやまりに 非ず、 唯 だ 物々 を 究理して 博く その 

わざに 通ぜ ざれば なり。 源 義經木 曾 を 退治し 平家 を 滅亡せ しむ、 其の 功 甚大な りと い 

へど も、 亦 勇武 を 事と して 己れ が 知の 出づ るに まかせ 考へ糾 す 事 あらざる を 以て、 奢 

まのあたり 

をき はめ 色 を 弄び、 終に 天 倫の 道を亂 りぬ。 前車の くつが へ る こと 目前に して 二の ま 

ひなる こと をな せる も、 只 だ學ぶ 事の 不レ 足して 道に 志 あらざる が ゆ ゑに、 一 几の 功 

を大 なりと して、 文 道知辨 のわき まへ なきが 致す 處 なるべし。 

師曰 はく、 源 頼 朝 文 を學び 事を詳 にさ とれる 質に 非ず といへ ども、 能く 人の 首 をい 
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れて 博く 見聞す る こと を 要と す。 故に 大江廣 元 • 三 好 善 信 等が 如き 京 家の 者 を 招きて、 

常に 昵近 せしめて 事 をた ださし む。 されば 武の 事に は 千 葉 介 常 胤 • 大庭景 能 • 下川邊 

行 平等に まかせし めて 其の 事 をた だし 明らめし む。 文 道に は 大江廣 元 • 三 好 善 俗 承り 

て是 れを考 へた だす。 如, 此 ありけ る を 以て、 文武の 政 法た がふ 事 まれな りけ ると ぞ。 

されば 人の 知 をと り 人の 材を 以て 其の 事 をな さんに は、 衆 力 自ら 功 をな すの 理也。 己 

れが知 をた のんで 人の 知 を きら はんに は、 甚だ 勞 して 益な かるべし。 譬 へば 大^ を か 

まふる に は 一 木 を 以て 致されず、 己れ 得たり とて 一 人 を 以てい となむ ベ からず、 多 力 

に 因りて 其の 功 を 速に とぐ るた めしな り。 ここ を 以て 天質 才知 すくなくとも * 人の 言 

をき き 人の 練め を 用 ひん 人 は、 材 知日々 に增 長すべし。 天然 才知 逞しき をの こも、 己 

れが知 をのみ 先んじて 人の 云 ふこと を不レ 用、 古今の 事宜に 不レ 通のと もがら は、 管 を 

以て 大を うかが ひ、 夏の 虫の 冬 を しらざる ごとく 成る ベ き 也。 

師曰 はく、 平泰時 常に 文 を 翫んで 博く 古今の 事 をた だす 事 を このめり。 或 時の 言に、 

人 萬卷の 窨を學 すと 云へ ども、 時相 應の文 を不レ 知、 此れ を 衆愚の 者 は 知者と 思 ひて、 

其の 謂の に 行 はんに は、 盲者に あしき 道 を をし へ 行く が 如くな らんず るぞ、 其の 人 


書 を講諫 する 時は理 あれ ども， 一分の 義は 善事に して、 下の 意に 生得の 性大に 愚なる 

人な り、 只 だ 古人 はき 出せる 言語 を さへ づる のみ 也、 猿の 人に 似た るに 同じと 也。 案 

ずるに、 ^は 是れ 日用の 事物 なれば、 是れを 取りて 究理せ ざらん に は、 其の * 却って 

害と なる ベ し。 泰 時の 此の 言 尤も 味 ありと 云 ふべ し。 

師 E はく、 或 時 新田 義貞楠 (木) 正 成に 對 して 問 ひて 云 はく、 先日の 物語に • 大勢に 

難所な しの 方便、 古の 書 典に て や 見 玉 ひけんと ありければ、 正 成 打 笑って、 古の騫 典 

ヒ はみ えたる こと も 非ず、 生得 愚 なれば 左樣 のこと は不, 存、 實は九 郞義經 にたら ひ 

て 候へ と 申す。 義貞云 ふ、 正 成の 戲れ 久しく 聞き も なれず 候- 佝 れの時 如何なる 處に 

て 義經に は對談 ありつ やと 打 笑 ひて 問 ふ。 楠 (木)、 さる ことの 候、 正 成 朝參の 問に 元 

曆の記 を 見 候に、 平家  一 ノ 谷に こもり 其の 勢 凡そ 十 萬餘騎 とみえぬ、 今 を 以て 計る に 

只 だ 五六 萬騎に は不， 可, 過、 四 國* 中阈の 軍兵 なれば、 夫れ より 多く はよ も らじ、 

叉 東 國の勢 六 萬 餘騎と あれ ども、 頼 朝 鎌 倉に ありて 軍兵 殘る ベければ、 四 萬 餘騎に は 

不レ 可， 過、 その ゆ ゑ は 奥州より 常 州まで は不 レ隨、 甲 州 • 野 州 • 上 州 は 半ば 義 仲に 属 

チ べし、 然るに 義經ー 萬 餘騎を 以て 丹 波より 播州 を經、 三 草 m の 麓に 平家 三千 餘騎に 
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て唓 をと りし を 其の 夜に 追 落し • 七 千 餘騎を 分ち て 明 石に 遺 はし， 其の 身 は 三千 餘騎 

にて 敵の 械の 後の 峯に 上りて、 敵の 陣を 見下し、 平家 を 追 落したり とみえて 侍る、 誠 

に名將 とこ そお ぼえ 侍る、 某 此の 事 を 思 ふに、 先づ 平家 三 草の 嶺に陣 とりなば， 義經 

きたな * ズけ 

寄せたり とも 左まで 蓬 負 はよ も 侍ら じ、 其の上 敵 を 前に 置きながら 打 解けて 有らん 

にな じか は 能 は ざらん、 叉義經 定めて 明 石へ 向 ふと こそ 平家 は 知らん なれば、 城の 後 

の 山 を 落さん と は 平家よ も 心得 ざらん を、 彼の 山 を 落せし 事、 實に ゆゆしき 謀と こそ 

(在) 

おぼえ 侍る、 定めて 都に 有りし 時より 案內 をよ く 見す まして ぞ有 りけん、 叉名將 なれ 

ば、 大方！： の^を 辨 へて 角 は 量り けん、 是れを 以て 正成嶮 しき 山 を 便りて 有らん 國を 

退治せば、 覺 こそと 思 ひなり て 候へ と 巾せば、 義貞 信服して、 實 にも 賢く ぞ候" 古の 

書 を みん に は 皆 如 レ此に 心 を 付けた きこと にこ そ 侍れと い へりと 也。 案ずる に、 文 を 

^ばんこと は、 是れ古 を 知りて 今の 用に いたさん の爲 也。 古 を 知りて ふるき 物語 を 云 

ふこと を必 とせん こと は、 彼の 訓詁 記誦の 學 にして 人の 舉と云 ふに 非ず。 楠 (木) が 心 

得 尤も かしこしと 云 ふべき 也。 

師臼 はく、 源 直 義は尊 氏 卿の 弟に して、 天下の 政事 唯 だ 此の 人に まかせられて ける 


づ卷こ 後 子^ e 二 
第の 裔武公 'こ 
ニ -  •: 事 を 智不南 
十 太い 麻 比家樣 

に 平 ふ呂等 は/ R 
出 記 。のの 淡 有 


故に、 文 を 舉び禪 を 叩いて 心 をすな ほに し 政 を 明に せんこと を 事と せし が ゆ ゑ、 暫し 

ョ  (有) 

天下の 人心 を 得け る。 その 比蟬 律の 奉行に て 召 仕 はれけ る 南 家 儒者 藤 少納言 在 範と云 

へ る ものより/ ヽ 申し 進めけ る は、 昔 殷の紂 王が 無道に して 色 を 好み 酒 を 弄んで 天 下 

の 政事 を不, 知、 萬 民 ことん \  く 塗炭の 內 におち 入りし を、 文 王い まだ 西 伯たり しとき 

^濱 につり して 太公望 を 得て かれが 謀に したが ひ、 その子 武 王つ ひに 殷を滅 して 岡の 

世 をお こせり、 周公旦 はま さしく 兄の 管叔 • 蔡叔が 無道 を 誅し玉 へりと 云 ふこと を 

^^i  J 常に 申しき かせ、 尊 氏 • 義詮を 以て 殷の紂 王 • 管叔. 蔡叔に 比し、 高 倉 禪門を 以て 武 

義人. 道して^ 

I" お I 王 • 周 公 日 一に なぞらへ、 己れ が 身 を 太公望に 準じて、 折に 付けて 申し まゐら する を、 

^門 邪心に 學に 志して 己れ が 行跡 を不レ 顧、 知に くらく 材に うとくして、 つ ひに 兄弟 

S 父 &  (覼) 

をぢを ひの 間 合戰を 挑みながら、 無道 を誅 して 世 を 沈めん と 云 ふこと を 心に かけ 玉 へ 

りと ぞ。 されば 舉 問の 道、 其の 志す 處 あしく 趣向に 違 ふ處の あらんに は、 必ず 誤 をな 

すに 至れり。 それと は、 身に 高慢の 心出來 てし きりに 高 上の 處に目 を 付け、 而 して 我 

が 身 は 行跡 宜しから ざる を 以て、 表裏 相違す るに なりぬ ベ き 也。 

師曰 はく、 元弘 三年 正月 廿日に、 楠 (木) 正 成 家 子 郎等 を 呼 集め 祝せ しに、 酒 丸獻通 
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り 祝言 事 を はりて 後に 巾し ける は、 家に は 主 を 以て 體 とす、 武家の 主に 勇な く 愚 (に 

して) 勢虛 なれば， ^臣 あって 諫言 をな すと 云へ ども， 上代に すら 智勇 兼ねた るは少 

く S 愚 を 兼ねた る は 多し、 況ゃ 今の 世に は 猞ほ然 ならん ずる ぞ。 然れば 愚 臆に して 軍 

の 岡 を はづし 1$ 事 邪曲の ある 多ければ、 主少 きを 以て惡 しと 思 ふ 故に、 心ならず 邪曲 

の 行、 K と 愚との 行 有りて、 軍に 不レ限 諸事 阖 を はづす 物な り。 主智 あれば 邪曲に 不 

ハ  レ ハ  はづ 

レ迷、 不，. 迷ば 岡 を脫す こと はなき 物な り、 仁義 等の 道 至りて ありな ば、 勇 は 自然に あ 

へ ご 太 る 物 也。 仁義 等の 道 至りぬ る 人 は、 往昔に にも 少 かりし。 和 朝に は上宮 太子の 外 は 

了 

たかりし とに や。 益して 今 は 世 も 末に なれば • 仁義の 五つ を 兼ねて 至りた る 人は不 

L 可， 1f。 少し 仁義 等の 心得 ありても、 勇な く 武の道 を 失 ひなば、 大國は 亡び 小た る 家 

は 失 はんこと 疑な し。 其の 道に 心いたり て 其の 行に 叶 ひたる は 聖人な り。 聖人 を 早ば 

ん事 は、 唯 だ ひろく 古今の ことわざに 通ず るに ありぬ ベ し (と い へ り) とぞ。 

師曰 はく、 山 本 勘 助 曰 ふ、 大內義 降 日本に  一 二の 大名に て、 周 防の 山 口に 在械 して _ 

領國は 申す に不， 及、 西國 から も 在 山 口して 相 つとむる の 諸 侍 多し。 義隆 生れお ちょ 

りの 大名 ゆ ゑに、 諸藝を 上手に いたされ、 內 外の 畢 をき はめ 專ら 歌道 を このみ、 平生 


詩歌の 會に事 をよ せ、 行義 正しく、 朝より 害： 晚ま でも 膝 を も不レ 直が 如くの 事 なれ ど 

も、 前代 武を 以て 國を しき 身 則ち 武將 なること を 忘れ、 武篇は 武士の 役、 さの み 馳走 

する に不レ 及な りと 稱 して、 五山 十 刹の 僧 を 招き 詩作 連句 を このみ、 己れ に不， 如 もの 

つきあ 

を 友と する ことな かれと あれば 小身と は 付合 ふ 問 布な どと 心得、 燕 W は 何ぞ鴻 鶴の 志 

をし らんと ある 語 をみ て は、 小身 もの を あなどり 大名 を 分^者と 號 して、 行 義は嗜 む 

如く なれ ども、 慮外なる もの 結句 他國 より 多く、 知行 祿を賜 はるに も、 舉問 詩^の あ 

す *5 ぜ ん きわ 5 

い 一に 、■ りて 花 奢なる 輩 を 第一と 賞美 ある を 以て、 遺恨の 者 多し。 この 費を考 へて 陶全^ 諫め 

ぁ% して 10*1 養 

と"  を 奉りけ る は、 抑， '御 近習の 衆知 行祿を 下さる る 事、 呤 味の なされ やう 惡し きを 以て、 

恨み を W ずるの 者 多し、 御 奉公に 八つの 品 あるべし、 一 に 使役、 二に 番役、 三に 供 役、 

四に 賂役、 五に 普請 役、 六に 頭 役、 七に 奉行 役、 八に 軍役、 此の 八つの 役 を 能く 仕り 

すぐれたる 人 それん \ に 御 恩 を 與へ給 ふ は 大將の 法 也 • 八つの 中に て 軍に 拔 出で たる 

働 ある もの は 身命 二つ 一 つの 奉公な り、 殘る 七つに むかうて 仕りに くき ゆ ゑに、 忠節 

忠功 とて 此の 奉公に て 知行 を 賜 はる は 恨む る 人な し， 命に 不， 苦、 たたみの 上の 奉公 

をつ とめ、 詩 を 作り 歌 をよ みて、 武士の 心得 薄き もの を、 能く つとむる と 云 ひて、 ひ 
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カラル  シレ 

たと 所領 を 出し 賜 はらん 事 は不， 可, 然と 云 ふの 書付 を 搾げ けれども、 承引 無， 之。 こ 

こに おいて 終に は 陶全姜 に 國を奪 はれ 終ん ぬ。 

師曰 はく、 武田 信玄曰 ふ、 人 は 只 だ學を 可レ仕 こと 也。 學と云 ふ は 諫 物 斗り に 非ず、 

何事な りと も^ふ を 以て 學と云 ふ 也。 殊更 弓矢の 家に 生る る 者 は • 心がけて 一 日 に 一 

色 能き 事 を SB くと も， 十日に は 十 色 聞 習 ひ、 工夫 分別す るに て 物の 理に 徹するならば > 

一文 不通の 人な りと も 智者と 云 はれつべし。 今 川 氏眞は 我が 鸳 なり、 北 條氏政 はま さ 

しく 氏康の 子な り、 いづれ も 物よ く かき 物よ く讀み 短冊 色紙に 詩歌 をし るし 自作の 文 

章き きごと なり。 當年旣 に 廿五歲 にして、 弓矢の 儀に 付き、 武義の K に^: にても 人の 

へ 一 ) れ第 

^じたる 斗り のこ ともなき は、 是れ 文盲 第 一 の ものより おとれり e ここ を 以て 案ずる 

^事、 敵に だ  バ  ル ラ 

まされて 功 S に、 人の 學と云 ふ ものに 心得ち が ひあって、 舉 ぶべき 事 をば 不 ノ^して 不レ入 ことに 1£ 

太 出道灌 か-^  キ ム 

ほ i マ をつ くし， 家 を 失 ひ 名 をく だすに 至るな るべ ければ、 人々 可, 愼 こと 也と いへ りと ぞ。 

e»、、s 東に 戰  師曰 はく、 上杉定 政が 五郎 朝 良 を戏 むる 書に、 朝 良 * 文 之 由， 尤も 以て 可レ然 也。 

ふ。 この 事、  タ -- 

^0 但し 更に 不， 立， 用 かと 見 及び 了ん ぬ。 其の 故 は、 七 書 を 被， 讀 といへ ども、 於 一二 戰, 

文 ゆ^^ 篇  ソは r ヲクレ  チヲ ククガ 

所 K  其 利爲こ 一 事 一 無， 之、 論語 . 孝 經を讀 候ても、 其の 孝義 一 を 不レ見 候。 著， 錦 如 二 夜行； 


似， 一法師 之櫛蓄 1 歟。 爲， 始二左 傳七書 以下； 何れも 於 二大國 1 聖人 之 行の 事 注 置 終ん ぬり 

ホ W  ャチ (二)  -  一  ^  A.7  7 

01) 小國 京都 • 關 東尙替 候。 «於ー| 粟 散 邊地之 境； 不器用 之辈を 以て 大國之 比 量不， 可， 稱事也 W 

老 拙廿餘 年， 於， ー糟谷 • 川き； 旦暮 之雜談 深き， 心、 泉林齋 • 上田 • 富 井 • 深 町方 相尋 

ハ  ゲル-!  X  チダテ 

事 者、 於 二 京都 一城 貴 軍 之 行、 就， 中兩 島山 方數 度之戰 事、 幾度 も 聞 置 度 候 之 間、 近年 

ヽ-- つ 1?|  (15  キシノ  力-一  ノ 

^li は^^ 椎名慶 椿 • 同 遊 佐 道忠を 切々 招 越、 彼 兩家之 武略 爲， 聞 迄 候。 越 前國朝 倉彈正 左衞門 

尉， 京都 自， | 全 世 之 比； 旦夕 之 物語、 古今 能聞戰 事、 然而見 二 合 時節； 彼 越 州 打取、 卅 

餘年 堅固 持， 之 候。 眼前 111 關 も； 長 尾 左衞門 入道 昌賢、 文武 兩道東 八州 無双 之 仁 也、 

モ リト  ネ キケリ  リ 

雖 レ然大 細事と もに、 十 歲未滿 之 下人 式まで 尋聞亮 と 閜 及 候。 自 ニ他國 一之 功 者 ども 數 

輩 集 置、 朝夕 伺候 之 老若に も， 都鄙の 戰法 執行 之 體聞惯 云々。 旣に山 內之御 事^、 

及 ニ拾ケ 國ー雖 I 爲， 一 大臣； 吕 賢 一人 果而 無， 一 幾程 1 御 家 傾、 彼 名字 中雖， 有， 1 數多； 0 賢 行 

を不， 學故、 無， 曲 候。 

師曰 はく、 鳥 を 求めん がた めに 網 を はるに、 その 網 一目に 鳥 はか かる もの なれ ども， 

一目の 網 を 横た へて は、 一生 鳥 を 待つ とも 不レ 可レ 得。 されば 鳥 を 得ん がた めに 衆目の 

網 を まう くるが 如く、 何事 も 唯 だ是の 一 つに てな りぬべき ことなければ、 博く 諸 >  の 
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事物に わたら ざれば、 一 の 大用を かな ふること 難， 有 もの 也。 大厦 のか まへ 一木の 亥 

ふる 處 にあらず、 犬 下 は 元と 天下の 天下に して、 これ 一 つに て 事の たれり と 云 へ るに 

非ず、 衆 力 功 をな すの ゆ ゑん 是れ 也。 博く きき 多く 考へ てこれ を つづ まやかに 致す に 

ありぬ ベ き 也。 

師曰 はく、 或 人の かたりし は、 近 比の 事に や、 ここに しれた る 者の 手跡 を自 K する 

ありけ る、 尋常の ものよりも 未だよ からざる 手跡に て、 我れ ほどの 能書 は 世に ある ま 

じきと 云 ふ 沙汰して、 是れを 人に みする に、 みる 人 何れも 當 座の 輿に、 まことに 此の 

人の 乎 跡の 兌 * にす ぐれつな ど 云 ふなる を、 まこと ぞと 心得、 後に は 先々 へ 持ち ある 

きて 人々 にみ する、 G:^ して 出せれば、 誰か これ を可レ 謗の 様な きを、 彌， * よきと 心 

得、 或は 繪 かき 地 を 致せる 紙に 大文字に 打ちつ けて 書き、 大 なる 板 を こしら へて 額の 

字 を かきな どして、 6 慢 大方なら ず。 惡筆を 如 レ此思 ふ ほ， どの しれ 者 なれば、 異見 を 

カラ ル 

S ひて、 不レ可 レ 然と 云 ふ もの は、 我れ を そしりに くむな どと 心得て、 あしざまに 云 ふ 

になれ る ゆ ゑ、 後に は 氣の違 ひたる 者に なれり て、 誰と して 云 ふ 人 もなければ、 大下 

の 能書 我れ に究 まれ ども、 人の 不 1 知 こそ 心得ね とて、 怫 神に 祈請 をいた し、 あら ご 


も をし き斷火 をな して、 肝膽 をく だきて 祈れり、 神 元より 非禮 を不, 享 ためし なれば， 

たちばら 

其の 事 叶 ふべき やうの なく、 次第に 貧しくな り 行きて、 終に 神前に て 立腹 を きりてう 

せぬ と 語る 人 あり。 案ずる に、 小智 短才 にして 外 を しらざる 輩 は、 少しの 事 を 大に思 

ふ 事、 世の つねの なら ひ 也。 是れ 併 舉 ぶことの なくして、 古今に 不レ通 世の ことわ 

ざ を不レ 知が いたす 處也。 是れは 手跡 を 自慢して 其の 身 自ら 害 を 蒙りて やみぬ。 其の 

事 至って かろく 其の 害 も その 身に 止まれり。 彼れ の學 ばん 道 を しらず、 己れ さか しら 

ありて その 本意に 不， 通の 輩 は、 學 ぶと 云へ ども 我 見 を 立てて 人 を不, 用、 才 ありと 雖 

も 自ら を 立てて 他 を不, 容 して、 人 を 評し 世 を. 政 ごちて、 是れ ぞ正理 なる 是れ ぞ^ 智 

なると 一 向に 思 はん は、 世 以て 多くして、 人 これ を不, 誹 これ を不レ おゆ ゑに、 多くの 

人 を まど はし、 民の 恨み 世の みだれ を 仕出しつべき こと、 尤も 可 二 歎息 一也。 天 は 高く 

して 猶ほ 高く、 地 は 厚く して 獍ほ あっし。 聖人 は 謹んで 愈-つつしむ， 是れ なん 限り 

と 云ふ處 なし。 是れ 則ち 天地人の 三才と もに 全くして かけざる の ゆ ゑんと 云 ふべ き 也- 

或 人の 家に 仕へ し 侍、 下人 を 手 討に してけ る。 その 仕樣の いかめし かりし と、 親類な 

どのお ろかなる が ほめけ る を、 まこと ぞと 心得て、 世に 我れ に 超えた る 勇猛の 士 あら 
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じと S ら思 ふに なりぬ。 武 役の 闕 あるとき は 我れ こ そ 是れに 補任す ベ きと 自贊 して、 

今ぞ 招かる る 喚び に來 ると 云 ふが 如くな りしが、 此の 事 日々 に積累 して つ ひに 狂氣し 

てけ りと きけ り。 是れ 心のお ろかなる より 事 起れ りと い へ ども、 必竟如 レ此事 は 博く 

學 ばざる の费 なりと 可レ知 也。 

( 一 ) ちん  . ， 

二)  師曰 はく、  ^い S 十五 年に 大 明に 兵亂 おこり、 李 闖字は 自成輿 盛して、 十七 年に 北京 

名に して、 M 

せと"^ を陷れ ぬ。 その 比 北狄の 押へ に吳三 桂と 云 ふ 者の ありし に、 彼れ 自ら 韃靼に 至りて 加 

兵に 追 はれて 

S 死す  勢 を 請 ひぬ。 此の 事を^ 自成 ききった へて、 吳三 桂が 父 をと りこに して、 しひて 自舉 

の狀を かかせ、 吳三 桂が 李自 成が 方に 降參 して 父の 命 を 全くす ベ き 由 を 懇ろに ととの 

へしむ。 父不レ 得, 止して その 狀を 認めて、 その はしがきに 十 疋と云 ふ 文字 を かけり。 

而 して 此の 狀を旲 三 桂が 許に つか はせ り。 旲三桂 具に みれば 我が 父の 筆に まぎれず、 

其の 詞の あはれ にかな しければ、 父の ために 降參 せんこと は 苦しから じと 志 もよ わみ 

ける が、 此の 端 書に ある 十疋の 字の 心得が たく、 久しく 案じ 煩 ひて 初めて 其の 深き 志 

を しれり。 その 故 は、 十 疋の字 を 一字に 造りて みれば 走の 字な リ、 さて は 我が 父義 を 

金石に 比して、 我れ に李自 成に 降せ ずして 走りて 韃靼 のた すけ を 可， 請との 戒 なり、 


此の 狀只 だ不， 得， 止して つくれる なりと 云 ふこと を 知りて、 吳三 ^ 義を 全くす る こと 

を 得たり と 云 ふ 事 をき けり。 實否 不二 分明 一とい へ ども、 如 レ此事 * ぶことの 不 I 博して 

は 可, 出才に 非ず。 されば 人と して 博く 不レ 知ば 必ず 義を失 ふこと にもな りぬ ベければ， 

尤も 可 ニ戒謹 1 ことども 也。 

或 人 問うて 云 はく、 我れ に 此の 役義 あれば、 此の 事 斗り を詳に 究理し つくした き 事 

也、 餘 のこと は 我れ しりて 益な き なれば と 云 ふ。 師曰 はく、 その 言 甚だ あやまれり。 

事に 前後 ある なれば • 先んじて 知るべき は 我が 役職に 在りぬべし、 而 して 他の 事に わ 

たるべ しと 可レ云 也。 何ぞ 我が 一 役の こと 斗り を專ら として 他の 事 をば 不レ 用と 云 ふべ 

き。 筆硯墨 相 あつまって 書の 用 相と との ふ。 各-以て 別にして 各-亦 相 和せ ざれば 事 

不レ 成に 同じ。 何事 も是の 一 つ を 以て 諸. -の 相通ぜ ずして なりなん 事な し。 然れば 先 

後 をし るに 利あって、 一つ をも棄 つべき 處 なしと 可, 知 也。 

師曰 はく、 唯に 博く 學んで 事物 をつ くす といへ ども、 つらぬく 處の 少なく、 內 にお 

し 養 ふことの あら ざらん に は、 是れ博 文 を 弄する になれ りつべし。 されば 事物の 品 は、 

是れを 知りて 覺 えつべく 考へ つべ し。 其の 本然に おいて は， 內に 味へ て 深く 熟 味せ ず 

士談十  四 四 三 
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んば、 必ず 一 以て W すべ からざる 也。 多くの 錢を 一 つに つらぬいて、 用 所の 時 は 大小 

その 事に 因りて 用 ひつべき が 如き を、 博 文約禮 のた とへ にも 致しつべし。 この ゆ ゑに 

知りて 覺 えつべ き は 名目 ことわざ 也。 W して 味へ つべき は その 理の妙 用に ありぬ ベ 

き 也。 朱 子 曰、 蓋究格 之雖， 至、 而：， f 養 之不， 足、 則 其 知將， 一 日昏； 而亦何 以爲, カ行 之 

ト (二) 第 四 

地 一哉と 近 思錄に 出せり。 

師曰 はく、 今 之 學者專 ら理學 に 泥 著す る 時 は、 その 質魯 鈍に おちて 材 たらず、 叉 博 

文に 入る とき は、 文章 詩作 を このみて 一 向 訓詁の 豎子たり。 是れ 本末 體 用の わかちな 

く、 聖^ ここにす たれる を 以て 也。 學は 古今に 通じて 才を 逞しく して、 その 本 を： 大地 

の 和 育に 比する にあ りぬべし。 唯 だ 博 文との み 心得ん こと も 又 害の 多 かりぬべし。 韓 

古文^ 集 I  (三)  レバ ゼ  --  - X  ス ルノミ 

文 公が 子を戒 むる 詞に、 人不， 通 二 古今； 馬 牛而襟 裾と い へり。 通の 一 字 尤も 味 あり。 

古今 をし ると 云へ ども、 不レ 通と き は 必ず 惑 ふべ し。 


二  0 自 戒 

はく、 源 賴義曰 ふ、 人の 生 質 宜しと いへ ども、 折に 觸れて かへ りみ 礼す 事 少な 


ほれば、 多く は 外にう ば はれて、 その 生 質 {且 しき をと ぐる 事た し。 されば 人 は 親兄^ 

の戏を 得、 心 ふかき 友 をい さめ、 家臣 郞等 にた だされて、 自らの 戒を なさん 事 こそ、 

その 器の みがきに も 成りぬ ベ き 也。 我れ こそ 正しき 宜しき と 唯 だ獨り 思うて 行 ふ內に 

いつしか その 行跡の たが ひなん 事 を不， 知 也。 往昔の 人の 曾に、 玉 も 不レ琢 ば その 光 を 

不レ 出と 云 ふ は、 玉と 云 へ ども 折々 みがき を あてて 其のく もり を不レ 去して は 跡より 喑 

くなる と 云 ふの 事なる べし。 天下 間 何事 も 大樣は 如, 此。 ^や 自身の 行跡 はや や もす 

れば名 を 思うて これに 泥み、 利 を 慕って 信 を わすれ、 色に 因りて 行 をみ だり、 行跡 能 

きもの は 能を悛 し、 才藝 ある もの は才 藝を忮 して、 その 弊 ある こと を不レ 知して. nIR 

St 他す るに なりぬ る 事 は、 みがく 所のう すき 故なる ベ しとお へ りと 也。 

師 曰 はく、 九 郞義經 は、 郞從の 勇 を 撰ばん と 思 はば、 先づ 己れ が將の 器と 勇との あ 

らんこと を嗜 み、 己れ 勇に して 將の 器に 叶 ひ 謀 を 成す 時 は 臆 兵な しとい へりと ぞ。 然 

れば外 は皆內 にした がふの 習 なれば、 如レ此 撰ばん に は 不：. 敎 して 事の なるな るべ し。 

師曰 はく、 往昔に 頼義 入道に 賴み 切った る郞從 あり、 水 谷 重 貞と號 す。 此の 者 あま 

たの子 を 持ちて、 殘りは 先 腹に て、 當 腹に 一 子 あり、 一 一歳に 候と たり。 賴義 奥州 軍に 

A 談十  四 四 五 
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打 かちて 上洛せ しに、 重 負と 彼の 女房 一 子と も 召 具して 上京す。 八ケ 年の 戰に ffi 贝數 

度髙名 あり、 江 州番 馬の 邊 にて 頼義 此の 事 を傳へ 聞きて、 最も を かしき 事に 思 ひ 給 ひ 

召 寄せて 問く。 ぎ々 の 事と 中す。 頼義、 一子 あれば 不レ捨 もこと わりに や、 乍レ 去車陣 

(1) わ ど € にての：^ 色 • 法 を 破る の禍 あり、 然れ ども 和 人 は自餘 にす ぐれて 高名 度々 に 及べり • 

に 同じ、 第二  、  I 

^ぶす 然れ ども 陣中に て M 出しな ばつみ 仕なん、 自餘の 兵 是れに 習って 皆 好色 あらば、 ：T ぞ 

物の 用に 立たん や， 太平の 後 なれば、 刖義を 以て 免し 候ぞ、 但し 高名 ある ゅゑぞ かし 

とて 打％ ひ 給へ り。 重ねて 云 ふ、 ^に 無；. 子 やとな り。 重貞 申す、^ 腹の 兄 幾 等 も候ぞ 

と 中す。 敏義、 ：！： れが 不便な り や。 重貞 暫く 返事な くして 平伏す。 良 如何にと 立へば 

殘 りの 子ども 皆よりも 是の 一人 ぞ 不便に はお ぼえ 侍る、 某 如何なる 軍 場に て 打 死 仕 候 

とも、 家の 所領 一 跡 をば 彼の 幼子に 給 はり 候 はば 今生 後生の 思 出 たるべし、 彼の 幼子 

某が 家 を も 可レ績 者に て 候と 申す。 重 貞は 笛吹の 上手、 叉 笛 作る にも 上手の 譽れ あり 

しかば、 頼義宣 はく、 實 にや 承 候へば、 貴邊は 竹の 林に 入りて 竹の子 を 尋ねて、 土の 

上 一寸 斗り 出で たるに しるし を 付けて、 長生の 後に W にせられ 候な と 問 ひ 玉へば、 重 

贞、 御绽 にて 候へ ども 左 は 不レ仕 物に 候、 笛 竹 は 秋の 始に 如何にも 竹の 性の 能く ころ 


のよ きを 見す まして 切 候、 その後 一 兩年も 置 候 ひて * 中に も 性の よく 不， 損 を こそ 

に は 作り 候へ と 申す。 賴義 笑って 曰 はく、 一 定貴邊 は 竹の子に しるし を 付けて W を 被 

レ造 とおぼえたり、 性の よき 竹の いくら も ある をば 不レ 切して、 竹の子 を饼 にせん と 云 

ふに 似たり、 和 人 は 愚に 候、 賴義 も^ を 作る 事 をば 手づ から 作りた る 事 はな けれども 

大形 存じて 候、 兄の 子ども 多し、 去れば 家 を 繽ぐ者 定めて あらん をば 指 置きて、 ニ歲 

の 幼子の 何とも 心の しれざる に、 惣領 として 家 をつ がせん と 云 ふ は、 竹の子より W に 

せんと 云 ひし 人に 非ず や、 世の中の 愚なる 皆然 なり、 人の 親の くせと して 弟 は 不便に 

思 ふ も のぞかし、 某 も 子ども あまた 持ち たれ ども、 次 郞は心 愚に して 是非 を辨ぜ ざれ 

ば あながちに 不便な り、 三郞は 勇に して 力量 人に すぐれたれ ども、 欲 ふかき ものと 兌 

て 侍れば、 此れ も 天下の 武將と は 成りが たし" 太郞 こそ は惣領 ながら 心に 仁政あって 

郞從を はごくみ、 心 勇に して 力量 早業、 男の たけ 今の 世に 並んで 云 ふべき 人 もな けれ 

ラリ  リシ (奉 公)  ク ル 

ば、 是れ にぞ家 をば 繼 がせん と存 候、 乍 1 去 朝家へ 奉レ對 ほうこうの 忠に 可い 依 候ぞか 

し、 和 人は戰 場に おいて 兵の 軍忠 あり 謀 も 少し はあり つれば、 智も さぞな 少し はあり 

おも 

なんと 欲 ひしに、 一 一歳の 幼子 をして 家を繼 がせん と官ー ふなる こそ 愚 なれ、 勿論 一 家の 
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• ヒん  カラ^  あまた 

跡 なれば、 今にも はかなく 成り 給 ひたらば、 其の 家 を斷ず こと 不， 可レ 有、 餘 多の 子 達 

の 中に、 其の 家 を も 相 續し又 奉公の 忠も ありなん 人に こそ、 家相 繽の事 は 仰 付け 給 ふ 

ベ けれ、 左様に 不便なる に まかせて、 兄 を 指 置き 二 歳の 末の 子に 家 を 相續せ させんと 

ふ n: ふ 事大に 不二 心得, と宣 へば、 皆感 信せ しとに や。 案ずる に、 人の 心 を まど はす 品 多 

きが 中に、 色 を 以て 我が 性 を 損じて 心 を 惑 はし 理を くらから しめて、 大は 天下 國 に 及 

び、 小 は 一家 を 失 ふに 至る こと、 古よりの 戒 なれば、 人々 以て 自警す るに 司レ在 也。 

師曰 はく、 源 賴義或 時世 多の 太郞に 云へ りけ る は、 人 は 何ば かりの 才知 勇 謀 あらん 

にも、 身に 取りて 辟し 惑 ふ 事 を 知ら ざれば、 戒 むべき 事を考 へざる を 以て， 惡 名を殘 

十に なりぬ る 事 多し、 されば 武は 常に 心に 武を 置きて 此の 武を不 レ失を 本意と すれば、 

.R 餘の 事に さの み 心の 惑 あるべ からざる 也、 或は 利欲 財寶 に付き 或は 當 座の 愛執に 冈 

りて、 己れ が 武の本 を 忘る るに 至って、 つ ひに 君へ 忠を失 ひ 父に 孝 を 失 ふに なれり。 

尤も 可レ戒 事な りと かたれり とぞ。 

師曰 はく、 右 大將賴 朝 平家 追^の 時、 其の 身 は 鎌 倉に 在りながら、 毎日 朝と 畫とニ 

人 養 使 を 西國/ 立てら る。 此の 故に 西闳 のこと 悉くし り 玉 ひぬ。 叉 西 國に軍 立ちせ し 


所の 士の內 に、 正直なる 兵を餘 多み しり 玉うて、 彼等が 方へ 內書を 通じ 事の 由 を ra: ふ。 

か はる， <\  しかの みなら， 

兩 代官 並に 老中 宗徒の 大名の 方に 替々 の書狀 ありて 西 國の事 を 問 ふ。 加 之 合戰の 

時 は、 髙名 不覺の 人、 新参の 西國 武士の 忠の勝 劣、 其の 品々 を 書 立てて、 兩將 並に 老 

ひ. A  2 と  わか  ル  セ 

中より 言上す べしと 也。 其の 外に 又 自然 僻事 も 有りなん、 叉兩將 若く 武士 不，  一 h 通, 事 

もこ そ あれと て、 數十人 兩將諸 老中の 不， 知事 を 書 立てて 言上す ベ しと 也。 又 密に數 

十 人に 意 を 入れて、 兩將諸 老中の 僻事 を顯 はして 言上せ よと 也。 又 西 國 諸人の 沙汰 風 

聞に 隨 つて、 其の 時日 を も 不レ殘 書付け て 可 二 W 上 1 と 也。 而 して 分々 當々 の 賞 を 行 ひ、 

悪 をば 罰 を 被レ加 程に、 人の 恐 をな すの みに 非ず、 毎日 隨 ふこと 大風の 草木 をな びか 

すに 同じ。 されば 時の 人 は 自身 上洛 ありて 朝敵 を も 退治し 玉 はでな ど 申したり けれど 

も、 思慮 ある 人 申せし は、 S 身上り 玉 ひしよりも 能くましたり。 その 故 は" 自ら 向 ひ 

たれば とて、 合戰 のて だて は 九 郞義經 に は不, 可レ 越、 鎌 倉 も 新造の 所 なれば 無 n 心 元 一 

其の上 西國 のき こえに も、 賴朝は 未だ 關東 にあり なんど 云 はば 奥 ふかく こそと 云 へ り 

とぞ。 案ずる に、 頼 朝 鎌 倉に ありながら、 朝夕に 軍使 をつ か はして 士の 勤の 甲乙 を あ 

らため 是非 を はかって、 所 は數百 単： を隔 つと い へど も 常に 眼前に あるが 如くなら しむ 
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るき は、 その 戒め 省る ことの 詳 にして 更に 怠らざる より 也。 たと へば 眼前の 事 も、 劣 

る こと 少 くして 戒 むる ことおろ そか なれば、 必ずた ゆみお こたり て、 無レ程 あるべき 

も不レ 有なる も の 也。 人の 家に 主の あらん ほど は そこね 破る る ことのな きものな るが、 

主な き 宿 は 少しの 內に 破れ 損じ、 見し にも 非ず なり はつる 事 古よりの ためしな り。 是 

れ 省る と不, 戒 との 差別な り。 賴 朝の 心得 名將の 謀、 ありがたき ことどもに 非ず や。 

すべ て 我れ も 人 もた ゆみやす き は 身の つとめ なれば、 自ら 省み 自ら 戒 むる こと 聊か 不 

レ可, 怠な り。 頼 朝 如, 此の 省察な りと 雖も、 猶ほ 義經の 私の 奢り 以て 可, 見 也。 

^ の) 皇^^  師曰 はく、 往昔 大 友の 王子に、 みる 目き く 耳 かぐ 鼻と て 三人の 不思議の 者あって、 

め 弘 文 天皇  さぐ.  ル ハレ 

能く かくれた る を 索り， みえざる を 尋ねて、 其の 不レ顯 を 知る こと をな せりと、 舊記 

に 出で たり。 此の 三人と 號 せる は、 まさしく 後の世の 忍 間諜の 類、 目付橫 目と 云 へら 

ん 類なる べし。 是れ 等の 品 を 以て 人の 是非 を 糾明して 戒め 省みし め、 己れ が 身の 誤り 

の 自らた だされ ざらん 處を是 に 省みし め、 人の W 世の 褒貶 を 以て 校 量して 其の 理を究 

むる に 至りなん 事 を 思 ふが ゆ ゑに、 古の 聖人 も 四 門 を 開きて 四 目 を 明かに する に 至り 

つべ し。 況ゃ 凡人 は 常に 省察せ ずして は、 a 他の 邪 正 分明に 難, 辨 事なる べし。 若し 


是れを 以て 身の 利害の ために 致し、 或は 人 をいた めせ はしく し、 或は 世の 褒貶に なづ 

みて 理を失 ふに 至らん に は、 是れ皆 害と なりて 聰明 睿智の ゆ ゑと^ ふべ からざる 也。 

師曰 はく、 古人 云 ふ、 侍の 大身 小身と もに 不覺 悟の 品々 あり。 一 に 人の 惡 t;"^ を さ 

かしらに 云 ふ 人。 二に 侍と 侍の 中惡 しきと て 座席 路頭に おいて * 外の 輩。 三に 親兄弟 

の 仇 ねら はぬ 事。 四に 被官 下人 等 口論の 時分、 云 ひす ごした る 方 非 分の 働 ありし 方よ 

り， 早く 理を云 ひて 和談 する 如く 可， 仕、 ことに 大身 奉行た る 人 は 我が 者 早く 罪科に 

申 付けて すますべし、 不レ然 ば 無， 一心 懸 1 侍な り。 五に 相 奉行に て 損 德の義 身の 宜しき 

ことに 傍輩 を 出し 拔く 事。 六に 武士た る もの 萬 事に 付けて 我れ より まさる もの を そね 

む 事。 七に 身體 ならず して 色 好 をいた し、 不, 入 ことに 過分の ふるま ひ ある こと。 八 

に 武道 具の たしな みなくて 弄ぶ 處の 器物 を專ら とする こと。 九に 人の 能き 道具 をい ひ 

こなして 取る こと。 十に 少しの 心ば せ あり て 人に 勝れた る樣に 過-;: "の こと。 十一 に 仕 

合せの よき をば 未練なる 侍 を も 褒め、 能き 武士 を も 足 本よ わき を 侮る こと。 十二に 有 

德 なる 町人 をみ こみ 武士の^に なること。 十三に 能き 緣 者の 時 欠 Ig を 持ち • ケ £? の 人 

衰 へたる か 或は なくなりて 後に 女 を わろ く あいしら ふこと。 大概 如レ 此の こと は、 か 
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たはら より ^聞して かたはら 痛き もの なれば、 人 々 自ら 戒め つ ベ きこと なりと ぞ。 

師曰 はく、 あと を不, 兌して 先への み 進む を 世に 化の 鹿 武者と 號 して、 思案 了簡の 

なきもの なりと 號 して 是れを 不レ 用事 也。 すべ て 凡 情の 者の 世事に おける、 皆 以て あ 

とさき しらざる 猪の 鹿 武者に 近 かるべし。 その ゆ ゑ は、 病な きを 頼んで しきりに 飮食 

情欲 を ほしいままに 究め、 阈家 安泰なる を 頼んで 亡！； の備 なく、 天變 しきりに きざし 

山く づれ海 かわけ ども、 是れぞ 目出度き ためしな りと 云 ひて、 千代 萬 代まで も 太平な 

るべき ことに 思 ふ、 皆 以て 其の 品 こそ か はれ 猪の 鹿 武者の 思 入に して、 自ら 省み 戒む 

る ことなし。 口に は^の 鹿 武者の あとさき 不レ 知なる は あしきと ：！4 ひて、 身の 行跡 は 

大概 これに 類し、 身衰 へて 始めて 養生 を 論じ、 家 傾きて その 補 を 俄にす。 是れ e: ら戚 

めざるの ゆ ゑと 可レ知 也。 

師曰 はく、 人の 一生 十 年 宛に 必ず 變ず。 古人 故に 十 歳より 二十 三十と たたみて 其の 

行 を 論ず。 しかれ ども 心 はいつ とても 不 t 變も のにて、 老衰の 身に 至りても 若 壯の心 

を もて 考へ ぬるが ゆ ゑに、 必ず 年の 老衰 を わすれて、 相應 せざる ふるま ひ ある もの 也。 

H< 地に 四時の 變 あり、 一 日に 朝晝暮 のか はりあって、 その 時に 隨 つて 其の わざ も相替 


平 
姓 


るの 習 あり。 ここ を 以て 案ずる に、 己れ が 行年の 數を 以て c: らの 戒めと して、 言行 を 

か へ りみ 飮食 色欲 を 節に せん 事、 是れ 身の つとめ 乜。 或は 氣の つよきに まかせ、 或は 

人の 實 性なる と 云 ふ を 喜んで、 分 を 超えた らん ふるま ひ 有らん 事、 かへ 十ん \ あやま 

り 也。 年臘に 相應の 言行 をた しなみ、 外の 形 を 制して 衣食 居の まう け をな し、 幼弱 壯 

老衰 を はかりて 身の を さめ を 分別す ベ き 也。  . 

師曰 はく、 蒲 生 氏 鄕勢州 松 島に て 一 日に 三度 づ つの 著 到 をつ けさせ、 人 を あらため 

働 を はげまし けりと 也。 是れに 因りて 山伏の すがたに 用 意いた せる 奸人を 撰 出せり と 

ぞ。 案ずる に、 人 を はげまし ただして 其の 氣を たるまし めざるの 道、 如， 此に 詳に糾 

ル カラ ズ 

明せ ずして は不, 可， 通 也。 己が 身 を かへ りみ る も、 聊か 油斷 あらんに はやが て 放心 十 

べし。 人の 上 も 叉し かるべ ければ、 度々 に 心 を 付けて 是れを 糾明す るに ありぬべき 也 j 

二 一  視聽 を愼む  S^M^  ^ 

師曰 はく、 源 賴朝上 總介廣 常が むほんの 事 ありと 云 ふこと を 聞きて、 實 否 を 不レ糾 

にこれ を誅 しぶんぬ。 其の後 藤 判官 代 邦 通. 一 品 房 並に 神主 兼 重 等、 廣 常が 鎧 を 相 具 
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して 來 るの 處に、 一封の 狀の高 紐に 付けて ありけ る を、 賴朝 これ を 披見せ しめければ- 

まさしく 廣 常が 賴 朝の 武運 長久 を 祈る 願書 也。 廣常 謀反 を不, 存 こと 露 顯 いたし けれ 

ば、 速に 誅戮 の義 尤も 後悔 ありと 云へ ども 益な かりければ、 せめて 沒 後の 追善 を 可 

レ營の 由 を 命ぜられ ぬと 東鑑に 出で たり。 されば 物 ごと、 きく ままに これ を 行 ひ、 み 

しま まに 是れ をいた さん は、 皆つ ひの 誤と なりぬ べきに 究 まれり。 耳 目 は 人の 心の 早 

く 外に 發し 早く 內に 通ず る ものなる に、 是れを 校 量す る 謀な くして、 そのままに 致さ 

ん こと は、 何 ぞ理に 中らん や。 耳目 は 唯だ內 外相 通ず るの ものまで 也。 これ を詳 にせ 

ん こと は 心に あり、 故に 視聽 をつつ しむ は 古の 戒也。 中に も 人君 は視聽 尤もせば し。 

ナラ  ひつ 

その ゆ ゑ は、 人君の みる 處は唯 だ 一 通りに して 不， 詳、 出づ るに 警し 入る に蹕 して 

人の 惡を あら はさず、 あら はれん とする 事 を かくすに 至る を 以て、 みしま まに 事 を 心 

カラ ル 

得ば、 更に 其の 奥 を不レ 可, 知、 その 聞く 處亦 近習 便 辟の 輩までに して、 人の 言路 ここ 

に 遠し。 是 れ視聽 のせば き ゆ ゑんに 非ず や。 去る に 因りて 譖潤之 讒 • 膚受之 ^甚だ 入 


り 


やすくして、 其の かくれた るを考 ふるの 知な きを 以て、 まかす るの 臣皆 佞奸の 輩 也 

ま/ \ 其の 入 を 選ぶ といへ ども， 其のた だす 事不レ 明が ゆ ゑ、 やがて 奸 曲の 惡 人に 


なる になれ り。 是れ 視聽の ゆるがせな るに 由る 事 なれば、 聊かお こたるべからざる 也 > 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 云 ふ、 人專ら 風聞 取沙汰 を不, 詳念 を不, 入が ゆ ゑに、 必ず あ 

やまり 多し。 良將 はわ ざと 古の 名將を そしる 事 あり、 是れを 信用せば 大 にたが ふべ し 

とい へり。 人お ろかに して 風聞 取沙汰に なづ み、 この 褒貶 を とらへ て 是非 を かたづく 

る こと 多し。 是れ內 に正理 のわき まへ なく、 人の 云 ふ を まことにす るが ゆ ゑ 也。 人 は 

皆 愚味淺 知の 者 なれば、 その 云 ふこと を そのままに 心得て、 これに 順って 增減 をな さ 

んには 甚だ 危 かりぬべき なり。 

師曰 はく、 いつの 比に や、 そ 0 日の 夜に 盜 人の 入りて ける を、 暗き ままに 疵付けけ 

るが、 大方 盗人の 肩 を 切りつ と覺 ゆと 云 ひて、 其の 旨 を 奉行に 訴 へぬ。 其の 嘵 方に 叉 

云 出で ける は、 某の 處に 今夜 盜の 入りて、 亭主なる 男の きき 付けて こわ づ くり 致せれ 

ば、 聲に まかせて 盜 人の きりて、 何方 ともなく 遁れ さりぬ。 その 疵所は 肩な りと て、 

奉行所に 吿來れ り。 よ ひに 申した る盜 人の きられて 遁れ たる は是れ なるべし とて、 や 

がて 曉に吿 來れる 者 をから め 取りて、 拷 木に かげて 詮議し ける が、 まぎる る 方の なき 

と 云 ひて その 罪に 行って けり。 其の後 遙 かに へだたりて、 多くの 罪人 死刑に 行 はるる 
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輩の 內に、 に大 なる 疵の あと ありし 者 あれば、 警 同の 者 尋ねければ、 是れ こそ 先年- 

盗人に 入りて きられて ける 疵 なり。 此の 時 罪な きものの この 罪に あてられて 死にけ り 

と 語る にぞ、 初めの 疵を 蒙りて 出で て 罪せられし 者 は、 非 罪の 者な りと しられけ りと 

ぞ。 凡そ 奉行 • 頭 人 • 執 權- 家老 職の 輩 は、 中に も視聽 にわた る 事 多ければ、 少 事た 

りと 云へ ども、 見 たるま ま 聞き たるま まに 行 はん 事、 返す/ \ 不レ 可, 有 也。 況ゃ 死罪 

の 一等 は、 殺して 再び 生くべからず、 是 れを詳 にす とも 狳ほ 可， 有， 餘。 己れ がさ かし 

らを弄 んで 利口に わたり、 事の 鬧ケ 敷に まぎれて 不レ 思に 輕く 視聽 せん 事， あさまし 

きわ ざと 可, 云 也。 しかれば 詳に 見聞して その 理を ふかくき はめ、 下問 を こまやかに 

し先蹤 をた だして、 理に隨 つて 本 を 明に せば、 過ちな きに 近 かるべし。 古の 人^の 手 

の 切れと 云 ふ； 百 をき きちが へ て 罪人の 頸 を 落し、 それと 云 ふ 言 を きれと 云 ふこと と 心 

得て 忽ちに 人 を 殺せる 物語の あり、 甚だ 不 11 穏便 一 ことども 也。 

師曰 はく、 人 必ず 初めき き 入れ 見入し 事に なづ みて、 是れを 改め 難き もの 也。 何事 

にも 此の 心 多し。 初めは 內虛 にして 能く 物 をい るるが ゆ ゑ 也。 この ゆ ゑに 大人 大名 は 

視聽 する こと を詳 にしても 猶 ほ視聽 にたが ふ 事 多し。 されば 初めき き 入れし こと を棄 


ra 明 第の の 道^ 二 
位 治 三 事 人 兹樓^ 

を卅に 太な 俊 山 

89 六 出 平り 、CT 南 

ら年づ 記 。備郞 軍 

る 正 。卷こ 後人の 


てて 新に 其の 事 を 礼 明せ ずして は、 皆 是れ視 聽に泥 著して 實理を 分明に せざる 也。 

師曰 はく、 すべてき いたる まま 視 たらん ままに 事 を 評し その 人 を 用 ふるの 葷 は. 是 

れ 耳目 を 信じて 腹心 を不， 用の もの 也。 事物の 間 日々 に 誤り ありぬ ベ し。 世 以て 巧言 

令色 を專ら とし、 頻りに 媚 を^ しくして 形を嚴 にす る を 以て 人 を僞り たぶらか すの 事 

とす。 然るに 是れを 見聞して 內に轧 明す る こと 不；. If そのままに 致さば， 云 ふ 事 評す 

る 事 多く は 差 謬して 實理 ここにう とかりぬ ベ し。 櫻 山が 楠 (木) 正 成 赤 坂に て 打 死の 體 

をし めし 暫く 身 を かくして 敵の 氣を ぬかせし を實に 楠が 打 死と 心得て、 其の 身 も 功 を 

不, 立して 自害し を はれり しためし の 如き、 世人 皆 如, 此。 この ゆ ゑに 本 を 得心して そ 

の 事 を 詳に考 へば、 不， 中と 云 へど も不, 遠と 云 ふに はな りぬべし。 櫻 山た とへ 實理を 

云 ふと も、 一 旦 時の 勢に よって 蟻の 如く あつまり ぬる 軍勢 ことん \ く 楠が 打 死と きい 

て 落 失せば、 櫻 山が 功な りが たかる ベ けれども >  櫻 山 能く 視聽 を詳 にして 其の 理を究 

めば、 郎等 軍兵に 云 ひき かせ 樣も 可レ 有、 又 時に 取りての 謀 も 可, 有 を、 一 向に 楠が 打 

死と 思 ひつめ たる ゆ ゑに 仕出す 事 もなくて 自害し つ るまで 也。 こ こ を 以て 案ずる に、 

櫻 山が 如く 虛說を 信じて 事 をな さんに は、 致し あたる 事の ありと も賴 もしから ず。 實 
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(一) の 名 

相な り、 牛の 

喘ぐ を 見て 咔 

^の 調和 も 失 

したる か-^ ひ 

： 入 下の 政治に 

注意す • 漢會 

傅に 出づ 

(二) 項 f 

HI の 高祖 » 邦 

と は 共に W 中 

に 人る の先陬 

な^ふ。 ^姐 

^づ 人る、 項 

^怒 h- て 高祖 

も^たんと す。 

卨祖 §1 門に ザ： 

りて 謝す、 こ 

れを g 門の 食 

と 云 ふ • 范增 

は 項^の^ 臣 

たり、 に 

搴 よせ 高！ g を 

剩 さんと せ L 

が、 高祖のお 

»响 の 努力に 
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項 伯 は 項^の 

季 父に して 又 

^組に 善く 樊 

嚷と 共に 高 » 

も 援^す。 史 

^卷 七に 出づ 
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をき はめて 視聽 のま まに 取り 不, 用と き は不, 中と. い へ ども 其の 理 ただしと 云 ふべ き 也、 

師曰 はく、 萬の 事、 いひ やうに 因りて あしく きこえ、 聞き 樣に 因りて 叉 相違す る こ 

ニー  あへ 

と 多き もの 也。 或人漢 の丙吉 が 牛の 喘ぐ をき いてけ ると 云 ふ 物語 をき いて、 異國の も 

の は 何事 もま はり if る 事 多し、 さし 當る 鬪爭匁 傷の 事 をば さし 置いて、 何ぞ 牛の 喘 

ぐ をた だすべき、 义敵を 直に ころさば ころし こそす ベ けれ * 何 ぞゃ劍 の 舞 を まうて こ 

ろさん とせし と 云 ふこと、 甚だ 本朝の 作法に 非ず と 云へ る 人の あり。 是れ只 だ 聞きた 

る ままに 評する の ゆ ゑ 也。 是れを 語る の 人 亦 その 味 を不レ 知して、 あるに まかせて 云 

出せるな り。 されば 丙吉が 牛の 喘ぐ をた だせし は、 天地の 氣を はかって 人の 政 をた だ 

つ 一 ) 

しぬべき 深き 心得の あれば 也。 項 羽と 高祖と 鴻 門に 會 して 相盟 ふ、 此の 時 范增が 項 羽 

に 高祖 を 殺しぬ ベ き 事 を 示し、 項 羽 合 點不， 行ば 自ら 高祖と 指 違 ふべき と 謀れ ども、 

よしみ 

大方の 事に て 高祖の 傍に よるべき 好の あら ざれば、 劎を ぬいて 舞 ひぬ。 此の 志 を 項 伯 

が 心得て • 同じく 立ちて 舞 ひて 高祖の 難 をの がれ しめたる の 事 也。 是れ皆 時に 取って 

の 謀な り。 其の 始末 を詳 にせず して 是非 を 論ぜん に は 各-相違す るに なりぬべし。 故 

に專 ら視聽 を詳 にす る こと を戒 とする 也。 


ニニ 一 百 語 書簡 を ffi む 

.  (三) け ふ  -I ハク- - rt-  |ー  リノ  4 

(ョ) 1 師曰 はく、 梁の 劉 齦が 新 論の 愼言 曰、 天 有ニ卷 舌 之 星； 人 有 ニ絨ロ 之銘； 所 T 以警 n 誹 

- 五 頁 ま昭-  ヲ グ (m) ィゥヲ  -- ハク ノハシ  ラルー- 二  y テヌ テル ヌ  ハシ  ラ ム d-l ズ "テ ヌ 

(5 暴 言 一 防 * 口 & 也、 叉 食言 曰、 人目 短 ニ于自 見； 故 借レ鏡 以觀レ 形、 髮 拙ニ于 自理； 必假， 櫛 

,  テ  ス  ハン  ラ テラス- 1 チ リテヲ テ ス  ヒヲ 

以修 束、 心 闇 ニ於自 き 則 假レ言 以策レ 行と 出で たり。 人の 言 は 情 を あら はし 事 をつ い 

でて、 內 にかくる る處を 外に 明白に 顯 はす もの なれば、 言に 因らず して は 內の情 如何 

ぞ可 レ發。 言の 責 きこと 如, 此也。 而 して 辯に 長 ぜる者 は 言 多くして つ ひに は 巧言に 陷 

り、 理に 暗き もの は 不レ入 事に 言 を 費して 人の 是非 を 論じ 當 世の 政務 を 評し て その？" 

常に 激す。 是れ皆 言 を戒 むる の ゆ ゑんな り。 古人 一一 目 を 以て 人の 情 を 和す る あり、 人の 

キ r  ス キノ 

情 を 怒らしむ る あり、 言の 可 ニ戒愼 一 如レ此 也。 豈 おろそかに 致す ベ けんや。 ことに 人 

君の 言 は 萬 民の 所, 守、 天下の 戏 となる にあり、 一 言 を 以て 犬 下の 法令と なりぬべし" 

大方に 心得 玉 はん 事に 非ざる 也。 

師曰 はく、  ニ條 三位 中將經 盛の 家に 梅花の 哚き ける 時、 源 三位 賴政 其の 前 をと ほる 

とて 車 をと どめて、 思 ひの 外に まゐ りて 侍りと 云 ひ 入れたり ける を、 云 ひ 次ぎの 侍、 

士、 談 十  四 五 九 
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源 三位 殿 申す と 侍り、 思 はざる 外に こそ 參 りて 侍りと 聞え ければ、 心得ぬ やうに 思 は 

二) 互にの れ 乍ら 對 面して かへ されに けり。 後に 事の 次に 此の 事 を かたり 出して， かたみに を か 

^  (二)  リ ラ 

しき 事に 一 K へり。 此の 侍、 おも ひの 外に 君が きませ ると 云 ふ 古歌 を不レ 知け るに や、 

の ク 立 枝 や 

に^ 心得ぬ 物 はもの まねに とがの 出來 ると 東齋隨 筆に 出で たり。 

きませ る。 ^  、巧) 

師曰 はく、 治 承に 源 賴朝卿 木 f 退治の 爲に兵 をつ か はすの 時、 錄倉 において 軍 評定 

あって、 都に 近き 近 江 國に勢 多の 橋、 其の 流の 末に 山城 國に 宇治橋、 二つの 難所 あ 

に 

り、 定めて 梳を 引きぬ らん * なべての 馬の 渡しぬ ベ き 川に 非ず と * 各ノ 軍馬の 用意 あ 

巧 こ つ  いけつ き する すみ 

！  りぬ。 此の 中に^々 木 • 梶 原 馬に 事 を かきぬ。 折節 生 唼- 磨 墨と 云 ふ 祕藏の 名馬 鎌 倉 

殿に あり。 梶原源 太 景季、 生唼を 下り 預 つて 今度 宇治川の 先陣 をつ とめて こそと 云 ひ 

ければ、 頼 朝き いて、 此の 馬 は 大名 小名 內 外に 付いて 所望 あり、 中に も大將 軍に つか 

ひら  ダセ 

はす 蒲 冠者 平に 預 らんと 云 へ ども、 源平の 合 戰未ニ 落 居； 若し 事大に ならん に は 頼 朝 

も 打 上らん、 其の 時の 料と 思 ひて 誰々 にも 不レ 給、 是れ は生唼 に不, 劣と て 磨 墨 をた び 

にけ り。 佐々 木 四 郞高綱 翌日 推參 してければ、 いかに 御邊は 此の間 近江國 に在國 とき 

けばい つの まに 下向 ぞと問 ふ。 髙綱 承りて、 此の 騷動を 佐々 木に て 承り、 正月 五 日に 


力: 


佐々 木の 館 を 立ちて、 三： n の 程に 鎌 倉に 下 著 候、 志 は 如レ此 といへ ども、 馬に 事 を か 

きて 上り かね 侍る と 云 ひければ、 今に 不， 始志 神妙な りと 感じ、 且つ 治 承 ral* 八月 石 

(五 ) 

橘の 戰に、 大 場に 追 落され 遁れ がた かりし を、 殿原 兄弟 返し 合せ ふせぎ 矢の ゆ ゑに 賴 

朝が 命 をた すかり ぬ、 今度 宇治川の 先陣 此の 馬に て 渡されよ とて 生 唼を賜 はる。 此の 

馬 所望の 人 あまた あり、 中に も 範頼も 申し、 柅原源 太直參 して 申し つれ ども、 不ぃ任 1! 

其 旨 一の 間、 此の 條を 被レ存 よと 命ぜら る。 髙綱聊 もそぞ ろかず 座席に 直り 長って、 宇 

治 川の 先陣 勿論に 候、 髙綱 若し 軍 以前に 死す と 聞 召さば 先陣 は 早 や 人に 被 1 渡け りと 

可 レ被ニ 思 召 一と 云 ひて 出で ぬ。 

由 井の 濱に打 出で て 聞きければ、 大勢 は 旣に夜 部 錄倉を 立ちたり と 云 ふ。 さて は赕 

河 國浮島 原の 邊 にて は 追 付きなん と 思 ひて、 十七 騎 にて 打ち、 その 日 は 二日 路を 一日 

まさ 

に 打って けり。 正月 十日 あまりの ことなれば、 富士 のす そのの 雪 汁に、 富士川 水增り 

東西の 岸 を 浸す。 瀨蹈 をせ させて 閑 かに 可レ 渡な りと て、 大勢 其の 邊に下 居たり。 W 

まさ 

原 源 太 は 磨 墨に まさる 馬 もや ありなん と 思 ひて、 匹 方 をみ ま はせ ども 倍る 馬 もな し。 

源 太大に 悅んで 一 段 高き 處 にあがり、 引 廻し/ \ 愛し 居たり。 高 綱 は 生 唼に黄 覆輪の 

I. 談 十  四 六 1 


(五) 香 妻義 

は 人 庭に 作る， 

この 文 IT 平 盛 

赛記 による 


(六) 谩 かす， 

何となく 心 騒 

ぐ ことなくの 
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按 置き * 白き i:、  ニ引兩 の 手綱 結んで、 舍人六 人付け て 浮 島 原 を 5： に 引く。 平々 たる 

ナ！ フ  ぶる ひ 

春の 野に 生唼 不レ斜 勇んで 身 振して 三聲 四聲啼 きたり。 鐘 をつ くに 同じければ、 遙にニ 

M を 隔てた る 田 子の 浦に 響きぬ。 源 太 は 磨 墨 ほめ 愛して 居た る 處を舍 人 ども 生唼 引き 

二)  I  ^ て 通りければ、 ゆゆしく みえし 磨 墨 も • まさる 生 唼に逄 ひて 無下にう てて ぞ みえぬ。 

4 わるの «  *- ゐ 

源 太是れ をみ て、 範賴. 義經に 賜 はるか 院へ 進ら せらる るかと 思 ひて、 郞等を 以てと 

はせ ければ、 是れは 佐々 木 殿の 馬な りと 云 ふ。 源 太 これ をき き、 y 惜しき 事に こそ、 

I 季 再三 所望 申しつ るに 御免な くして、 高 綱に たびけ る ことの 遺恨 さよ * 佐 々木に た 

ぶ 程なら ば 先の 所望に 付きて 景季に 給 ふべ し、 景季に 給 はぬ 程なら ば 後の 所^ なれば 

カラ フ  かか 

高 綱に 不， 可, 與、 源平の 大事 を 前に 拘 へて 惡 しく も 偏頗し 玉へ り、 いつ 死なん も 同事 

なり、 佐々 木に 宿意な しとい へど も 時に 取つ て 目の敵 也、 高 綱 さる 剛の者 なれば 無 一一 左 

右, よもせられ じ、 互に 引く みて 落 重なって 指 違へ、 恥 ある 侍 一 一人 失って、 鎌 倉 殿に 大 

損 とらせ 奉りぬ ベ しと、 思 ひ 定めて 待つ 處に、 高 綱 角と は不, 知、 十七 騎 にて あゆませ 

よる。 源 太 は 最期と 思 ひっつ 磨 墨に のり 太刀 も 不レ持 刀 斗り を さし、 遙に 佐々 木 を 目 

にかけ 橫 さまに 步 ませよ る。 佐々 木 見て、 これ は 源 太と 覺ゅ、 あの 景氣 をみ るに、 馬 


の 立 樣人を 待つ 樣 只事と は不血 or 生唼ゅ ゑに 一 一疋」 咼 綱と 組まん と 恩 ふに こそ、 錄 八：； お 

の 心せよ と は 此の 事なる べし、 梶原 • 佐々 木 公の 馬 を 論じて 命を棄 てんこと 不， 可 レ然、 

ハ  (組) 

陳 じて みん に不レ S. して、 梶原 我れ にくまば 心 あれと、 ささやきて 打 通らん と 十 る處 に、 

源 太 打 並んで、 如何に 遙に 見參に 不レ入 候、 あの 御馬 は 上より 賜 はり て 候 かと 云 ひかけ 

て 押 並ぶ。 高 綱に こと 打 笑 ひて 申す 樣、 まことに 久しく 不レ入 一一 兑參, 候、 去年 十月より 

おそ 1 

近 江に あり、 近き に付きて 京へ 打つ ベ かり つれ ども、 暇 申さで は その 恐 ありと 存じて、 

三日に 鎌 倉へ 馳下 らんと 打つ ほどに、 只 だ 一 疋 持ちた る 馬 をのり 疲ら かし、 乘替 はな 

し • 如何す べきと 思 ひ 煩 ひ、 御厩の 馬 を 一 匹 申し ぁづ からん と^ずる に、 磨 I： は御邊 

の 賜 はりぬ、 生 唼は御 邊も蒲 殿 も 再三 御所 望と あり けれども 御 許しな しと 承 はる、 さ 

て 高 綱な どが 給 はらん 事 難, 叶、 中々 申し出さん も 尾籠な りと W じて 心勞 せし 程に. s 

せいそろ へ  ， 

井の 濱 の勢汰 にも はづれ ぬ、 さて 叉 馬な しとて 留まるべき 事に も 非ず、 如何せんと 案 

ずる 程に、 抑 も 是れは 君の 御大 事な り、 後の 御 勘當は 左右 も あれ、 盜 んで乘 らんと 思 

ひて、 御 践の小 平に 心 を 合せ 盗み出して、 夜に まぎれ 酒 匂の 宿まで つか はして、 此の 

曉 引かせたり、 只今に や 御 使.^ りて、 不思議な り と^ふ 御氣& にや 預 らんと 閑 心なし、 

. 士談十  四 六  一一！ 
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若し 御 勘當も あらん 時 は可レ 然様に 見參に 入れ 玉 へと ぞ陳 じけ る。 源 太 誠ぞと 心得て、 

たやす  V やう 

げに/ \佐 々木 殿は輙 くも 盜み 出し 玉へ り、 此の 定 ならば 景 季も盜 むべ かりけ り、 正 

直にて は 能き 馬 はまう くま じかり つと 狂 首して、 打 連れて 上りぬ とぞ。 佐々 木が 陳答 

尤も 時に 取って 理に 中れ り。 此の  一 ^たが はば 忽ちに 梶 原と 指 違へ て 主君に 忠を かく 

べし、 而 して 是れ 勇の 少 きに 非ず、 言 をつつ しむ 事 は 如：. 此 ことなるべし。 

師曰 はく、 源 賴朝卿 奥州 征伐の 時、 下野 國に 著き て 宇津宮に 奉幣 あり、 小山 下野 大 

水 政 光 入道 雜掌を かまへ てけ る。 此の 時 熊 谷 直 家が 出仕し ければ、 政 光 其の 名字 を尋 

ぬ。 賴 朝の 仰せに、 彼れ は 本朝 無双の 勇士な りと あり。 政 光 申しけ る は、 何事に かほ ど 

大勢の 勇士の 內直家 一人 無双の 號の 侍る にやと 申しければ、 重ねて 命し 玉 ふ は、 去る 

平家 追討の 時、 一 ノ谷 において 父子と もに 先陣 を 心がけて、 命を棄 てた る 働 ある を以 

ての こと 也と 仰せぬ。 政 光 承りて 頗る 笑 ひながら 申しけ る は、 君の ために 命を棄 てて 

働かん こと は 勇士の 本意 なれば、 必ず 直 家に 限るべき に 非ず、 其の上 彼等 は 郎等 顧 服 

の ものな きを 以て 自ら 軍功 を勵 ますの み 也、 政 光が 如き は、 手の 郞等數 多 ありて、 先陣 

を かけて 命 を輕ん ずるが ゆ ゑに、 直に 手 をお ろす ことなし、 所詮 此の 仰せ を 承れば、 幸 


ひ 今度の 戰場 において は 自ら 合戰を とげて 無双の 旨 を 蒙りぬべき なれば、 子ども 各 


§ 菘平盛 

褰記卷 第三 十 

五に 出づ 


八 U) 司 馬 法 

JK チ之義 第二 

JS づ. 


此の 仰せ を 承るべし と、 子息の 朝政 • 宗 政 • 朝 光に 下知す。 頼 朝 興に 入り 玉へ りと ぞ- 

(111) 

師曰 はく、 治 承に 義經 宇治川 を わたす 時、 橘 桁 を こえん と つづいて 渡る 辈、 平山季 

重 • 佐々 木定綱 • 潞谷重 助 • 熊 谷 父子、 已上五 人 指 つづく。 熊 谷 子息の 直 家 を 招きて 

云 ひける は、 汝は 今年 十六 歲、 心 は猛く 思へ ども さね は 未だ 堅 まら じ、 直實 だに も 平 

わた ，つ 

に 渡 付く 事 かた かるべし、 汝は 大勢の 川 を 渡さん 時、 惣を 力に して 渡るべし と敎 へけ 

れば、 小 次 郞打笑 ひて、 秋の 菓に こそ 核の 固まる 固まらぬ と 云 ふこと は 侍れ、 十歲已 

後の 者實の 固まらぬ こと や 有るべき、 若し 叉 堅 まら ざらん に は、 父 をば 爭 でか 奉レ離 

べき、 恐らく は 父 こそ 常 は風氣 とて 目の まふ 膝の 振 ふと は 仰せられ 候へ、 此の 大河に 

向って 細 桁 を 渡り 玉 はん 事 危く覺 え 侍り、 目 舞 ひ 足 振 ひ 玉 はば 直 家 を 憑み 玉へ、 渡し 

申さん と 云 ひけり とぞ。 父子の 間 常に 辭讓 の禮 あるべき に、 ここにお いて 如レ 此の：； 一一 口、 

各-勇 心內に 服して その 言外に あら はるるな り。 されば 武邊の 言 は 平生に 准ず 不, 可、 

國容不 1 入レ 軍、 軍容 不レ入 レ^ S と 云へ る、 容斗 りに かぎらず、 すべて 何事に も 其の 首の 

相應 なくて は不, 叶 こと 也。 
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( 1 )  しんせい  ぶう 

師曰 はく、 天台 座主 明 雲 僧正 或 時 信 西に 向って、 我れ に 兵仗の 相 あり やと 尋ね けれ 

ば、 世俗の 家 を 出で て 慈悲の 窒に 入りお はします に、 なんの 災 夭のお それ 可, 有 なれ 

ども、 兵仗の 相 あり やと 問 ひ 玉ふ詞 あやし、 是れ 則ち 兵 死の 相な らんと 思 ひて、 兵 死 

つ 一)  ， 

の 相お はします とこた へたり とぞ。 果して 兵仗に かかりて 死し ぬ。 首 は 思より 出づる 

ゆ ゑん なれば、 內に 其の 機 あるが ゆ ゑに 外に 其の 言を發 する は、 天地 自然の 感ずる 所 

おん やうし 

にして 更に 疑 ふべき 事な し。 陰陽師が 明 雲の 字 を 見て、 日月の 下に 雲 を かけり、 災に 

(三) けんばう 

逢 ふべき の 字な りと 云へ る も 此のた ぐ ひ 也。 古の 玄昉 に？ H 亡の 音 あり、 必ず かへ りて 

死すべし と 難 じした めし 世に あり。 ここ を 以て 案ずる に、 戲言 なりと 云へ ども 思 ひよ 


新居 川原 


り 出で ずと 云 ふこと 不, 可, 有 なれば、 尤もつつ しむべき 也。 

師曰 はく、 源義 經木會 征伐の 時、 伊勢 國 より 伊賀 路に かかりて 責め 上り 

に ひか へ て 里人 を 招き、 是れ より 宇治へ 向 はんに は 何 地が 道 はよ き ぞと問 ひ 玉へば、 

くぴ おち 

西に 見え 候 平 岡 をば あらた 山と 申す、 それより 前に 頸 落の 瀧と 云 ふ 所 を 通る に は 近く 

候と 申す。 其の 外 叉 道 はなき かと 問 ひ 玉へば、 是れ より 長 田の 里 花 苑と云 ふ 所 を ま は 

りて 射手の 大明祌 の 前 を 笠 置に かかっても 道よ く 候と 申す。 射手の 大明 神と は 何なる 


の 俊 七？ s 

は レ pL  w 

平出卷 
宗づ第 IK 

m  。三 平 
指 盛 十 盛 


神に て あると 問 ふ。 それまで は不, 存、 いとと は 射手の 字 也、 申し やすきに 付きて い 

とと (と) 申 候と 答 ふ。 義經、 戰 場に 向って あらた 山 首 落の 道 禁忌な り、 射手の 明神然 

るべ しとて- 長 田の 里 花 その を 廻り 射手の 大明 神の 前に かかり て 出で ぬと ぞ。 

(五)  の， つな 

師曰 はく、 越 中前 司 盛 俊が 首 を、 猪 俣 近 平 六 則 綱 分捕に したりと 叫びけ りと い へり。 

是れを みれば、 組んで 敵 を 打ちた る をば、 分捕の 高名と 云 ひて 可， 然 ことなり や e 

(六)  いけど 

師曰 はく、 源 頼 朝 卿泰衡 退治の 時" 宇佐美 實政泰 衡が郞 從由利 八 郞を生 捕りぬ。 天 

JP0 の 良 こ； tt  さう ろん 

^  ，： 野則景 これ を 生 捕る の 由 相 論 ありければ、 その 實否を 囚人に 尋ねら るべ しとて、 梶原 

景時を 以て 尋ねら る。 景時由 利に 立 向って、 汝は 泰衡が 郞從の 中に 名 ある ものな り、 

此の 相 論 あり， 實 正に まかせて 可 二言 上 1 と 云 ひけり。 由利忿 つてい ひける は、 汝は兵 

おん やかた 

衞佐 殿の 家人 歟， 今の 口上 過分の 至り 也、 故 御館 は秀鄕 嫡流の 正統に して 已上 三代 鎭 

守府將 軍たり、 汝が 主人 も 如, 此の 詞は發 す不， 可、 ことに 汝與 レ吾對 揚の處 何の 勝 劣 あ 

らん、 運盡 きて 囚人と なる は 勇士の 常な りと 云 ひぬ。 景時 赤面して かへ り、 此の 男惡 

口の 外に 他の 言な しと 申す。 賴朝 やがて 心得 玉うて、 無禮を 現ずる に 依りて 囚人 これ 

を 咎めた るなる ベ し、 尤も ことわり 也、 畠 山に 參 りて 可 レ尋と ありければ、 重忠 承りて、 

士談十  四 六 七 
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手に 自ら 敷 皮 を 持ちて 由 利が 前に 至り、 この 上に 坐せ しめ、 禮を 正して いひけ る は、 

携ニ 弓馬 1 ものの 敵の ために 囚 はるる こと は漢家 • 本朝の 通禮 也、 勇士 等 勳功を 立てん 

ために 御邊 をから め 取る の 相 論 あり、 甲冑 幷に 馬の 毛 付 を 申されよ と： K ひければ、 由 

利きいて、 御 邊は畠 山 殿歟、 殊に 禮義を 正さる る條 先の 男の 奇怪に 不レ 似と 云 ひて， 

則ち 甲胄 馬 の 毛 付 を 申し て 宇佐美 實政 にき はまれり。 猶ほ 尋ねら るべき こと ありと て 

頼 朝の 前に 召 出さる。 重忠相 具せ り。 賴 朝の 云 は、 く、 汝が 主人 は 旣に威 を 兩國に 振 ふ 

ことなり しが、 可, 然郞 等の なかり し を 以て 河 田が ために 誅 せらる、 兩國を 管領して 

十七 萬騎 の大將 たる ものの • 百日 も不, まして， 廿日の 內にー 族の 滅亡 は 云 ふに 不レ 足 

二) キ ル 

仕 合な りと ありければ、 由 利 申しけ る は、 可い 然郞等 は少々 相從 ひ、 いづれ も 所々 に 

手 分して 如， 此 になれ り、 但し 故 左 馬頭 殿 は 海道 十五 ケ國の 管領な りし かど も， 平 治 

の 逆亂に 一 日 も 支へ 不, 給、 數萬騎 の 主 たれ ども 長田庄 司に 誅 せられ 玉 へ り、 古と 今 

カラ 

と 甲乙 如何 • 泰衡が 事 は 僅に 兩國の 勇士 を 以て 數 十日の 間 賢慮 を惱 まし 申す 條不 レ淺 

と 答へ ける。 頼 朝 重ねて 仰せに 不， 及 幕 を たれし め 玉 ふ。 後に 由 利 恩 免に 預 りぬ とぞ。 

師臼 はく、 楠 (木) 正 成郞從 を^め しに、 かりにも 其の 惡事 を不」 h い、 無 禮の惡 口 を 


不レ 吐、 其の 郞從 の往 能き ほまれ をのみ 指折りて 語りて、 結句に 云 ふ、 此の 故に 正 成 

キ ノ  よ 今." こと 

此の こと を それへ 賴 みし、 今 如 レ是の 過失 以前の 能事の ありし にも 恥ぢ たま へ かし、 か 

カラ ル 

まへ て/ \.E 今 已 後不レ 可, 有と 云 ひて、 或は 十日 廿日 百日 對 面せ ざり しほ どに • 傍へ 

の 人 もな さけ 深き ことに S ひ、 其の 身に とりて は 最も 恥 かしき 事に、 又 誠に 無レ 辱と 

耳 思 ひければ、 二度 あやまち する 者 少く、 正 成 を 恨む る 者な し。 人に 主たる 者 は、 皆 

かりそめにも 我が 腹の 立てば とて、 人の 恥が ましき 事 無 禮の惡 口 は 言 はぬ 者 也と 云 へ 

りと ぞ。 人 怒る とき は 必ず 無 禮の言 を 吐き 過言 を 出して、 而 して 後に 向 ふの 非より 我 

が 非の 重くなる こと あり。 下人 は 我が 從者 にして、 生死 も 亦 心に まかす といへ ども • 

主人に 惡ロ 過言 せられて は、 己れ が惡 はさし おき、 憤 を 含み 日 比の 芳情 厚恩 を 忘る る 

に 至る 事 多し。 況ゃ 他人 朋友 を や。 ことに 父兄 子弟の 間 を や。 その上 怒って * あがれ 

ば理喑 し。 怒 は 火に 屬す、 火は內 くらくして 外 赤し、 唯 だ 一 旦 にもえ あがりて つづい 

て 其の 性 ほこらざる もの なれば、 怒 やんで 而 して 後に かへ り みれば、 最前に 叱し^り 

し 言、 皆 以て 恥づ るに たりぬべし。 尤も 可, 愼也。 

師曰 はく、 源賴義 息の 義 家に 戒 むる^に、 人 必ず 身の 宜しく 富貴 功名 をと ぐるに 至； 
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りて、 ：  一： a に ほこる 處出來 て、 或は 人の 言 をき きいれ ず、 或は 人に 無 禮の言 をな 十 こと 

冬し、 ^；だ あやまり 也、 人の 富責 貧賤 は 身の いたす 處に 非ず、 唯 だ 天の 命に あり、 さ 

れば 我が 一族 朝敵 を 退治して、 官位 昇進し 功名と もに 世に みて り、 是れ 天魔 惡 鬼の 必 

ず 見入れて 障碎 をな すべ き處 なり、 最もつ つし みて 言を卑 くして 禮を 厚く する にある 

べしと ぞ。 案ずる に、 人に 無 禮の言 をな し 己れ をた かぶる は、 是れ貴 を 挾んで 彼の 富 

贵に ほこる 心 ある ゆ ゑ 也。 重代の 家人と 云へ ども、 人に 高下な く、 唯 だ 天の 命 を 以て 

君たり 臣 たり、 己れ が 勢に まかせて 人 を 蔑 如すべき こと は 君子の 道に 非ず。 殊に 朋友 

の 交際に 贵を 挾んで 當 座の 權威 を專ら とし、 人 をお としめ さかし らせん こと は 天道の 

にくむ 所な り。 怒りて 人を惡 口す る も、 責 きが 人 を 無 禮に云 ふ も、 ともに その わざに 

せく 所あって 理に 闇き が 致す 處と 可レ知 也。 

師曰 はく、 或 時 甲 州の 穴 山 梅 雪 馬場 美 濃に 向って、 家 康公は 人に すぐれ 利根 仁 かと 

問 ふ。 馬場き いて、 無 案內の 尋ね 玉 ひやう 也、. 謠舞 或は 物 をよ むに 請 取の 早き を 利根、 

其の 所作 がらの よき を 器用と も性發 とも 云 ひ、 座 配 時宜 仕 合よ くて、 大身 小身に 付合 

つても ぶこつに も輕薄 にもな きを 利發者 公界者 と^ひ、 藝付 よ か らず座 配 よから ね ど 


も、 武義の 方 かしこき ものの， 放 打の もの 一 度 も 二度 もいた せる を 利口者、 鎗脇 をつ 

とめ 首尾の よき こと 二三 度 も あれば かひ しきものと 云 ひ、 如 i 此の 働か さなれば 

おばえ 

兵 者と も覺の 者と も 云 ひ、 覺 かさなりて 大剛の もの、 其の 人に 分^ 工夫 あれば それ を 

名人と 云 ふべ し、 家 康は三 河 一 ケ國遠 江 迄 手 を かけ、 日本に 若手の 弓矢 取り を、 利根 

なるとの 尋ね は 如何な りと 答へ けりと ぞ。 案ずる に、 利根 • 利 發- 利口  .覺 の もの、 

大 剛の者な ど 云 ふ 差別， 馬場が 云 ふ 所 も その 理必と 云 ひがたし、 唯 だ當座 世俗の 言に 

付きて その 理を云 へ るなる ベ し。 乍レ然 何事に も 其の 道々 に 定まりた る 言の あるべ き 

ことなる を、 其の わき まへ なく 云 はんこと、 是れ 言語の 道を詳 にせざる 也。 されば 同 

じく 學問傦 なれ ども、 學 問を詳 にす るを敎 家に て は 所 化と 云 ひ、 洞 下にて は 江湖と 云 

ひ、 關山 派に て は 衆 寮と 云 ふが 如く、 其の 品に 依りて 其の 言 か はるべし と 心 を 付けて、 

言 を 愼んで 其の 說 をく はしく せば、 みだり なる 言不レ 可レ有 也。 中に も 武者 詞 のこと は 

定まりて つか ふ 言 あり、 東西 都鄙に 依りて 別な り、 家に 依りて か はりあり。 其の 文字 

義理 をた だして 言語 を みだりにい たさざる こと， 君子の 所, 戒也。 

さった やま 

師曰 はく、 駿 州薩埵 山へ 鄕人 一 揆 どもの 上りた る 時に、 馬場 美 濃 申しけ る は、 今日 
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は 長途 を 打ちて 參 りたる 味方に て、 其の上 及 二日 暮 1 ぬれば、 勞兵を 以て 大敵に 向 はん 

こと 大事に 候と 云へ り。 時の 人 其の 言 を 感じけ りと ぞ。 武義 のた しなみ 其の 實に深 か 

らんに は 文章 ここに あり ぬ ベ ければ、 無下にい やしき 一 一 一一 2 を 吐かん こと は 勇士の 本意 

n) 塊のお に 非ず。 彼の 鋅を橫 たへ て 詩を賦 する まで こそな くと も、 卑劣の 賤言は 用捨 あるべき 

E^^^H 夜の 

おあり、 これ -- - 2  0 

も 蘇 東 坡の赤 ことせ 

赋こ 8^(鉢 ノ  (二) 

お ひお 師曰 はく、 大 友と 島 津と高 城に て相戰 つて、 大友 敗軍して 悉く 追 打ちに うたれ ける 

つ) に、 畳 後 衆の 妻子 ども、 父兄の 打 死 子 夫の 死亡 を 心 元な く 存じて、 我れ も/ \ と 出で 

^郡に 在り。 

K; 止 J 年 秋の て その 左右 を まつ 所に、 大友 出頭の： & の こりて にげ 來れる を大友 まちうけて 大に 喜ん 

ことなり 

で、 たれく 打 死す とも 聊か 不レ 苦、 汝 存命な らんに は千寓 人に もこ ゆと い へ る， こ 

の 二 百 をき いて、 惣 家中 志 を 離れて 大友を 見限り、 つ ひに 大友 滅亡し けりと ぞ。 古 入 

一 言 以て 國を 亡ぼす にたれ りと ある は如レ 此の ことなれば、 可 レ愼は 言 也。 

師曰 はく、 上 杉の 老臣 大石源 左 衞門尉 定久と 云 ふ もの、 木 曾が 末流に て 武州瀧 山の 

城主 也。 北 條氏康 の 時、 小 田 原へ 降參 して 氏 照を萆 遺跡に いたせり。 初めは 由 比の 源 

三と 云 ひ、 後に 大石を 改めて 本姓に か へれり。 瀧 山の 城に あり けれども、 瀧に はおつ 


all) 里 村 m 

G、 有名なる 

速欧師 


S 別 所長 

治 記に 出づ 

(群 *s 從合 

« 部所 收) 

2)  00^ 

一て 木 城主 別 所 

長 治 


ると 云 ふ 言の あれば 禁忌な りと て 八 王 寺に うつりぬ。 瀧 山 は 八 王 寺より  一 輿 也。 熾 

(三)  キ ル 

田 信 長 岐阜に 在 械の時 櫻の 馬場 を 取 立て、 法橋紹 巴に 發句 可, 仕の 旨 命ぜら る。 「今朝 

と あけて 麓 は 柳 櫻 哉」 と 連歌し ければ、 信 長き き 玉 ひ、 城に あくると 云 ふ 言 は 禁忌な 

V, 時に 取って 此の 械を 調伏す るの 詞 なれば、 遠島に 配すべし と 命ぜられ けりと ぞ。 

叉 毛 利 元 就の 時， 藝 州へ 花信 居士と 號 せる 幻術の 上手 來 りて さまん \ の 術 をな 十。 元 

就 是れを 見物の ため、 舞臺 において 其の 術 を 施さし む。 居士 術 を まう け、 俄に 瓜 をつ 

くるの こと をた しぬ。 少しの 間にた ねまき、 實ば えし、 つる はえ、 みなりて、 見事の 

瓜に なれり。 さらば 是れを 切りて 味 は へぬべし とて、 居士 本な りの 瓜よ かるべし とて 

本 成 をき り 候と 云 ひて 指 出せり。 元 就 此の 言に 禁忌の 言 ある こと を 心に 思 ひて ける が 

つ ひに 是れ より 病 付きて 逝去せ りと かたる 人 あり。 

師 曰はメ 

談を とげ、 信 長に 大將を 請 ひける に付きて、 秀吉を 命ぜられし ことなれば、 治が 伯 

父 山城 守 弟 孫 右衛門 出向いて 奔走す，。 山城 守と 三 宅 治忠、 播州 加 須屋の 館秀吉 の陣に 

訪ら ひ來れ り。 毛 利 家 弓矢の 格 評定の 次に 別 所の 家の 軍法 を尋 ぬ。 兩人 これ を談 ず。 
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(@  (五) 

天 正 六 年中 國 退治の ために 璺 臣秀吉 播州に 發 向の 時、 三 木の 別 所 先に 和 
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其の 作法 緩々 たる ことにして た 秀吉の 心腹に 不, 應を 以て、 大に 嘲笑 ひて 不レ 用レ 之。 

各-は 先陣の 役 也、 我れ 旣に大 將の任 を 賜 はりぬ、 先手の 軍法 我が 下知に あるべし と 

命ず。 兩 人立ち かへ り S 治に 如， 此と云 ふこと を訴 へ ぬ。 長 治 此の 一 言に W りて、 惣 

じて 大將を 賜 はらば 信忠 • 信 雄の 中なる ベ し、 不, 然ば 可, 爲 二 一 門之內 一に、 凡 下の 秀 

吉當 時軍忠 ありと 云へ ども、 長 治に 對 して 自由の 至りと 云 ふべ し、 所詮 約を變 じて 秀 

吉を 不意に 打ちなん と はかって、 終に 三 木の 城に 籠れり とぞ。 

( 一 一 (朝)  シ スク 

に、 に^^ 師曰 はく、 越 前 淺倉英 林 云へ りし は、 武者 雜談 はいかに も 功 者の 語 を 可， 一信 仰； 能 

s 後 敏^ 

^^^法^ 林 可， 聞 事 肝要な り。 ^し 若き 時 自然の 事 功 者ぶ り 仕 候へば 惡名 ある もの 也、 武 邊の侥 

なら 

に^: きて 人を爽 むる に， あれほど 成る もの は 有る まじき とはい はぬ こと 也、 双ぶ もの 

は 有りと も增す もの は 有 間 敷と ほめた るが 能き なりと かたれり とぞ。 

師曰 はく、 或 侍の 初めて 主人の 家に 召 出されて ける が、 對面 所に おいて 家の 者 ども 

各 > 出 でて 近付きに なれり。 利口なる 侍の 憋 慰に 禮 をいた し 名 をば 不レ 云して か へ る 

により、 新 參の侍 よびかけて 御 假名 はと 尋ねければ、 此の 者 立ちながら、 私の 名 を 御 

尋ね か、 私の 名 はやぶ 影の 二つ 石と 申す と 答へ ぬ。 新參の 侍、 さて は 我れ を 嘲る にこ 


ョ) 

2) 箱 妊の そとし 得て、 ft り あへ ず、 それ はよ き はこの 仕^かな と 云 ひて けりと ぞ。 璺臣 秀吉の 

意 か、 仕 は 使  ， 

. - 一き ト、、  へ 三 ) 

(7^1 幽齋 前にて 細川玄 旨な ど 物が たり 申し、 次の間へ 立ちて 緣に 出で たる を、 若き 扈從の 近^: 

衆、 玄 旨が 足の 下へ ひそかに 手 を 置きて、 ふむ 所 を 取って かへ さんと たくみけ る を、 

玄旨 取り あへ ず、 慮外 をいた せり 手 を ふみたり と 云へ りけ る ゆ ゑに、 その わるさた く 

(樂) 

みし 人 言なくて けりと ぞ。 關白秀 次聚洛 の亭に 在りし とき、 大名の 長屋の 前 をと ほる 

人の ありし に、 石に けつ ま づきて ける を、 長屋の 窓より 見て、 ああいた しと 嘲り けれ 

ば、 此の 通る 者 取り あへ ず、 さて は 石に はな かりぬ、 御 邊の顏 を 蹴りたり なと 云 ひて 

けりと ぞ。 世に 如， 此 時に 至っての 秀句 を 云 ふこと を 得た る もの あり、 勇 謀の 士は 武義 

のこと に付きて 秀句 出 やすし、 利口の 輩 は 世話の 秀句 多し。 各 * 時に 取っての 輿 なれ 

シ カラ  キ ム 

ば 云うて 不レ 苦、 但し 好んで 是れ をな さんに は 頗る 狂言 體 になり やすし。 甚だ 可 也。 

師曰 はく、 關ケ原 已後諸 大名 賀 しま ゐら せて ける 時、 源 君 仰せ ごと ありけ る は、 最 

早 犬 下は靜 謐に屬 しつべ し、 今度 三 成が 逆心に 付きて 雨ふりて 地 かたまる と 云 ふ は 如 

レ此 なること なる ベ し、 天下 を 泰山の 安き に 置きぬ と 仰せ ありければ、 加 籐淸正 申 上げ 

ける は、 如 二 台 命 一天 下 このたび 惡人 ども 誅 せられて 靜謐疑 ある まじき に 候、 但し 天下 

士談十  四 七 五 


二) 苦 山忠 

に^ 光の^と 

なる.、 お 搠城 

主 S1 萬 五 干：，；： 

も 貪む 
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の 治 亂は犬 氣の 晴曇に たと へ 候と 承りぬ、 四方に 雲 もな く 白日 靑 天の 如くなる {仝 の 時 

あり 折 あり て 忽ちに 雲の 來 りて 只 だ 一 片の黑 雲と なる に 同じと 云 ふことの 侍れば、 如 

今 天下 靜謐 にしても、 その 下より 何ば かりの 分別 をた くまん ものの 有る こと は 尤も 難 

レ計、 更に 油 斷不レ 可 レ有は 人の 心に 候と 申 上げて 會釋 す。 公大に 喜び 玉うて けりと 語 

る 人 あり。 淸： 止 上洛して 賀し 申した る 時の ことなるべし、 勇 謀の 諫言と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 大坂夏 の 役に、 靑 山伯耆 守が 備敵 を眞 向に うけて はげしくな リ ける 時、 

W 山 組 の^に つて、 願 ふ 所の 幸に 候、 いづれ も わるびれ 玉 ふな、 どれ/ \ も 今日 を- 

打 死と 思 ひ 定められ よと 云 ふ。 野 一色 賴母 申しけ る は、 是れは 仰せと も不, 覺候、 わ 

き は不， 存、 某 は、 江戶を 出る より 旣に打 死と 思 ひ 定めて 候へば、 今日 を 限りの 打 死と 

存 ずるまで も 無, 之と 返答し ける。 此の 一 言に て 諸人 皆 義を勵 まし、 賴 母が 云 ふ 所の 

如しと 一 同して いさみけ りと ぞ。 野 1 色 は 其の 日 打 死 を とげに けりと ぞ。 

ばくら 5 ぶち  シ  ク 

師曰 はく、 大坂 にて 伯 樂淵を 攻めと るに、 人の そこねざる 如く 可 二 申 付, と 仰せ ごと- 

ありけ る を、 橫田御 そばに ありけ るが、 大名 どもの 聞く ごとく 人 は少々 損じて 不レ苦 

儀な り、 1K 下の 御 人數を 以て 此の 一城 をせ めら るれば、 人の 死亡 ある こと 少しも 不 


(二) 名 は ®c 

照、 始め 北條 

氏に、 次に 秀 

吉に、 後^ 康 

に |« す、 德^ 

忠« の 傅と な 

UV, 信 州 飯 山 

城主と なる、 

後 罪 を 得て 食 

r 巴^ S 牧 せら 

れて鹿 人と な 

る、 剃髮 して 

老！： とおす 

(三) 幕臣、 

千 五百石 を 食 

む、 fts 原の 役 

に 主将 板 倉 重 

昌の 副と な り、 

勇戰 最も 名 あ 

h- しも、 兵 を 

多く m せる に 

より 逼塞に 遇 

ふ、 後 許され 

町奉行 も 勒 む。 

左近將 E 從五 

to 下に 敍す、 

： 後 致仕して 土 

入と 云 ふ。 素 

行の 門人に し 

て 最も 親しき 

人な り。 宽文 

十二 年歿。 年 

七十 九 


シ カラ c のし 

レ苦 と訇 りけ りと ぞ。 

つ 1) 

師曰 はく， 皆 川 老甫を 源 君 御し かりな されて • 小 田 原より 矢 窓 を くぐりた ると 御^ 

口の ありければ、 老甫申 上げけ る は、 是れは 迷惑なる 仰せに こそ 候 へ、 御前の くぐらせ 

なされた る 也と 返答 申しけ る。 時に 取つ て 速なる 申 上げ やうな りとの 沙汰な りしと ぞ 

師曰 はく、 關ケ 原の 時 井伊 直 政疵を 蒙りし 時. 加 藤 左 馬助嘉 明が 許より 使 を 以て 手 

疵の 見舞 をいた しぬ。 使者の 聞ち がへ にて や あり けん- いか やうの 事に て 手 を 負ひ疵 

を 蒙り 玉へ るぞと 口上 を 申しち がへ ける。 直 政 使者 をよ び 出して、 左 馬 殿に 疵は 如何 

して 蒙りた るとの 御 尋ね， 得 二 其 意 一 候、 敵へ 近く 寄 候 ゆ ゑに 手 を 負 ひ 申 候と 申されよ 

と 返答して かへ されぬ。 使者 この こと を かくと 申しければ、 嘉明 痛み入りて、 使者の 

申しち がへ たると 云 ふこと を陳じ 申されに けりと ぞ 少しの 事 にても、 云 ひ 様に M り 

てち が ひの ある ことなり。 

師曰 はく、 寛 永 島 原 一 揆落 居の 後、 評定 所に おいて、 井伊直孝 • 保 科 肥 後 守 • 酒 井 

讚岐守 • 堀 田 伊賀 守 • 松 平信 綱、 幷に 老中 列座して、 石 谷 貞淸を 召して 上意の 匕：：： を以 

て 御 詮議の こと あり。 致す まじき 合戰を 致して 人 を 多く 打た せた る こと は * 板 倉 • 石 
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谷が せいて 仕りた る ゆ ゑな りとの 事な り。 石 谷 申しけ る は、 聊かせ いて 仕りた る こと 

にて 無, 之 候、 松 平 伊豆守 • 戶田左 門 事 は あとの 御 仕置の ためにつ か はさる ると ある 

の 御 奉書 到来の 上 は、 何と ぞ年內 に 埒をも 明け 可レ申 ことなれ ども、 其の 甲斐 も 無レ之 

に付き、 さらば 元日に 押 寄せ 城 をのつ とり、 あとの 御 仕置 も 有レ之 やうに 仕り 度し と 

の 心得に て- 元日 を惣責 とき はめ 申 候 也、 兩 人が 仕る 處 あしき 間、 重ねて 伊豆. 左 門 

を被レ 下との ことならば、 せいて 致す と 申す こと も 可 レ侍候 * 去りながら 內膳は 冥加に 

叶って 元日に 死 を 遂げ、 御 奉公の 一通り を 立て、 此の 御 詮議に も 逢 ひ 不レ申 也、 某 こ 

と は 冥加 無 レ之、 只今 迄 生きの こり、 如レ 此の 御 詮議 を も 承る と 申 上げけ る。 いづれ も 

默 止して やみに けりと ぞ。 

師曰 はく、 人相 交 はると き は 必ず 言 あり、 その 談話に 及ぶ を 物語と 云 ふ 也。 物語に 

ついて 詳に 究理 せんに は、 其の 事物の まこと もつ くしつべし。 しかれ ども 人の 物語 多 

く は 皆 中段の こと 斗り にして、 人 せんさく 身 問答と 云 ふ もの 聊かな し。 中段 斗り なる 

と 云 ふ は、 何事に も 上中下の 三 段 ある もの 也。 上段 も 云 ふ 人な くきく 人な し。 下劣に 

してと り 所な き 物語 もさまで なきもの 也。 只 だ 中段までの 咄 物語の み 多し。 上と 云 ふ 


I 


かね  ルバ 

は、 聖人の 道 を 曲尺に して、 不レ 及まで も 其の 極 を まなこと すべき、 是れを 上と 云 ふ 

也。 下と 云 ふ は、 飮食 色欲 利害の ことまで を 以て 本意と する もの 也。 中と 云 ふ は、 只 

だ當 座の 利口 を專ら として 理を 立て 我が 思 ひの ままに 事 を 論ずる のい ひ 也。 是れ 世間 

はじ ゆつ 

の智 ある ものと 云 ふの 語に して、 必竟伯 術に 陷る のみ 也。 

師曰 はく、 本を覺 りて 理に 徹し 事物 をつ くして 其の 用法 を詳 にせる 人の 言 は、 出で 

て 人の 法と なり 敎 となりぬべし。 是れ 則ち 言 出で て爲レ 度と 云へ る 心得なる ベ し。 尤 

も 當話を 以て その 人の 頓機を 示し、 比喩 方便して 物の 合 點を詳 ならしめ つべ き 所 あり。 

其の 應變 機に のぞんで 自由 を 得る、 是れを 法 言と 云 ふべ し。 但し 文 を 巧に し 言 をつ く 

ろうて 後世の 字對 故事 を ふま へ て 云 ふ をよ き 言と 云 ふに は あらず。 唯 だ 一 言 を 出して 

人の 敎 となりぬ ベ きを 以て 誠の 言と 云 ふ 也。 聖人 以下の 辈は 頻りに 言 を 巧に して 辯 を 

好み、 多言に して 却って 理に 遠く、 比喩 を專ら にして 奇 語を發 する を 以て、 人の 感通 

^U^K するな し。 古人 寂然 不動に して 天下の 物に 通ず と 云 へ るた めし、 尤も 可， ぁ 也。 

師曰 はく、 頓 作の 當 話に 巧なる もの は、 至って かしと く 利口なる が 如くみ ゆる もの 

なり。 故に 卽 座に 人 をつ め 云 ひ 折き て、 評定 公事の 沙汰 人な どに 埒の よく 明く ごとく 
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( 一 ) ss 

货篇^ 十九^ 

に 「子 曰、 天 

何 Is*  S 

行焉、 百 物 生 

焉、 天麵 首お」 

と出づ 


(二)  000 

賓治ニ  4S 十 

二月 廿 八日の 

條 に出づ 
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み ゆる 事 多し。 是れ 一 體 なりと い へ ども、 實に 君子の 不レ t 所な り。 そ の ゆ ゑ は、 當 

分 その 理 につまる を 以て： K 分 はな けれども、 信に 感ずる 處な きを 以て、 心服す る こと 

あらず。 天地 何 を か 云 ふやと 云へ る 事 を 可 ニ考味 一也。 

(成) 

師曰 はく、 凡そ 文章 牒狀 はと もに 言の 相な つて 後世に のこる ゆ ゑん なれば、 古人 以 

て 是れを 重んず。 かりそめの 書札 往來の はしがき なりと 云へ ども • 道に 志 あらん 輩 は 

聊か おこたりて 我がまま なること 不, 可, 然也。 書札の 禮式は 有職の 家に ただし、 詞華 

言葉 は 博 文 風雅の 輩に 礼 明して、 字 つづり 文章 尊卑 貴賤 親疎の 差別 を詳 にすべき 也。 

しかれば とて 平生の 往来に 古事 對句 を專ら とせん は、 あながちに こはん \ しくして、 

文章の 博士が 物の 記 をつ くれる に 同じ かりぬ ベければ、 唯 だ 卑劣の 言 を 去りて、 その 

狀の 品に 隨 つて その 言 を つ づ る ベ き 事 也。 

つ 一 ) 

師曰 はく、 北 條時頼 執權の 比、 足 利 左 馬頭 入道 正義と 結 城 上野 入道 日 阿と 書札の 禮 

を 相 論して • 事 下にて すみが たく、 つ ひに 執 權の衆 取り あっかうて 相 宥められぬ。 そ 

のこと は、 足 利より 結 城が 方へ つか はす 狀の 上卷 に、 結 械ヒ野 入道 足 利 政所と かけり A 

結 城 人道 此の 狀を 得て、 其の 返事の 上卷 に、 足 利 左 馬頭 入道 被， 一 御 返事 一 結 城 政所と か 


けり。 これに ra りて 足 利蟬門 甚だ^って うつたへ 申しけ る は、 吾れ はま さしく 右大將 


§ 一  條內 

經の弘 安 綾 節 

を 云 ふ。 (群 書 

頹從雜 部所 牧) 


(四) 太平 記 

卷第十 一 、 筑 

紫 合戰 事の 條 

は出づ 


家の 一 族な り、 日 阿 その 比の 事昆 及びぬ、 今希怪 のこと を かいて 送る ものな りと あり 

け 5 みやう 

ければ、 日 阿 亦 一 通の 證文を 出せり。 是れは 頼 朝の 時宗 徒の 家の 子 侍の 交 名 を しるさ 

れ、 頼 朝の 剁形を 加へ 玉 ふ 書 也。 その 書に、 足 利の 禪 門と 日 阿 その 比 は 結 城 七 郞と號 

して 同輩た るべ きの 由 かけり。 これに 因りて 異論 互に 相な だめら るるに なれり とぞ。 

古來 より 書簡文 章の 上下の 次第、 その 代に 委しく あらためられ ざれば、 憤る もの 多き 

ものな り。 ここ を 以て 弘 安に 書札の 禮を定 む。 然して 歷代 これに 因循す。 唯 だ 時代に 

したがって 風俗 ある もの なれば、 古 を 斟酌して 今 を はかりて、 その 相應 の書禮 あって 

可レ然 ことならん か。 

(wn  (友)  シ ル 

師曰 はく、 元 弘の亂 に 小甙. 大伴 • 菊 池 御 方に 可 レ參と 申 上げけ る。 菊 池が 兩人を 

かたら ひなびけ ける 間， 菊 池が 方へ 賜 はる 處の綸 3 曰の 文 言 紙面に あら はるる 3:1、 菊 池 

(友) 

が 家の 面目に そな へつべき 綸旨 なりければ、 小 贰*大 伴 これ をみ て、 左て は 我等 は 菊 

池に 與 力す るまでの ことなりと， 兩將心 を かへ て、 つ ひに 筑 紫に て合戰 おこりけ りと 

也。 文章の 詳 にすべき 事 如レ此 とぞ。 
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(1) 英 林の 

子、 名 は^ 景、 

人道して お 滴 

と 云 ュ 文き 

： 大文^の 人、 

越 前 守^な り。 

この 事、 

宗滴話 記 ？ 

本敎^ 文^ 訓 

所牧) に 

出づ 

01) 000 

韓久 元年 十 I 

«T 九日、 院宜 

C 讁文 をい ふ 

なるべし 

(三) 0ms 

文治 元年； fIR: 

廿 E 日の 條に 

出づ 


師曰 はく、 故實撰 要に 云 はく、 誊 札の 事、 消息の はし を ひろく 置く 事、 ひろさ 二 行 

f 下 )  キ 

置と 云々。 是れは 文書の 儀 也、 常の 消息の はしの 狹き はげす しき 也。 三寸 六 分 斗り 可 

レ然 也。 叉 狀の奧 を 折る 事、 一寸 八 分 斗り 折るべし、 深く をる は 狼藉なる こと 也。 名 

カラ ル 

乘を髙 く 書きて 剁を大 にす る 事 狼藉 也。 叉 書狀を 草に かく こと 不， 可 X 然、 殊にう やま 

ふ 方へ はいかに も 墨く ろに 眞に 可レ 書。 叉 かたに 或は 小路 名院號 以下 人の 名な ど 付く 

シ ス  (き) 

るに はち ひさく 可レ 書。 すべ て 墨の こく 薄き 文字の 大小に より 赏翫の 儀 あるべし。 是 

れを祕 事と 云 ふ 也。 

師曰 はく、 朝倉宗 滴が 曰 ふ、 音信と して 祕藏の 馬 鷹 其の 外 重寶を 人に つか はすに、 

書札 慮外 なれば、 彼のつ か はした る 珍 物 悉皆 無になる こと ありて、 不レ 出より はおと 

りになる こと ある もの 也、 上手 下手の 心得 は是れ ほど 相違 ある もの 也、 能々 可レ有 二分 

^1 とかたれ りと ぞ。 

師曰 はく、 古の 名將は いづれ も 文章 皆 達者に して、 玉 を つづる と 云 ふが ごとき こと 

キ ブ  (二  j  (SS 

多し" その 比の 舉 者の 書きた る 願書 奏狀 牒狀 ともに 今の 人の 可, 及に 非ず。 鞔 朝のう け 

文) (S)  キ ル 

ぶみ、 義經の 腰 越の 一 通、 以て 可, 見 也。 近く は 武田信 玄の信 長へ の 返狀に • 參* 遠兩 


へ ra)  a^i は 

捕お、 則 M は 

太 政 大臣 


(五) 周 11 八 

軒の 家人 


國之 境目 居住 仕 候 逆^: 倒 躍 赦免 之 儀、 翁更不 1 一 相 心得！ 候と かき、 の^ 狀に、 抑- 

武 田信玄 入道 讒訴 を かま へ , 五ケ 條を捧 一一 上聞 1 達 二 之 族； 其のき こえ あり、 於 二 #實1 者. 

誠に 狂言 綺 語と 可」 W を や。 璺臣秀 吉北條 が 方へ 投ぜし 書に、 予旣擧 二 登龍揚 之譽； 

あ 二 鹽 梅則闕 之臣； 聞 二 萬 機 之 政； 然者氏 直 背 二 天道 之 正理； 對ニ 帝都 1 企 二 奸謀ー 佝不 J 豕 二 

ヲ  キノ  L かしながら 

天罰 1 哉と 云々。 各-如, 此の 文章、 併 名 將の器 自然の 相 通ず ると ころなる べし。 

(五)  キ 

師曰 はく、 上 杉 家 花の 制札に、 此の 花 一枝 一 葉 も 折 取 候 はば あたり 八 間 流罪 死罪 可 

レ被ニ 仰 付 一 者也仍 如, 件と 立てたり。 武 田信玄 花の 制札に、 此の 花 一 枝 一 葉 も 手 折 取 輩 

於 レ有レ 之 者 • 源公杠 葉の 例に 任せて 可 二 申 付 1 者 也如レ 件と かけりと ぞ。 是れは 甲 陽 軍 

鑑 にしる す處 也。 すべて 花の 制札と あらんに は、 花 を 折る を 以て 死罪に も 流罪に も 事 

なるべからず。 ゆ ゑに 古より 源 公 紅葉の 例に まかす ると 書く こと 古例な りと 傳 へきけ 

り。 定めて 信玄 此の 事 を かねて 才覺 して こそ 此の 制札 はありつ るなる べし。 花の 制钆 

のみに 不レ 限、 如レ 此の 書札 は その 心得の あるべき こと 也。 しかれ ども 町人 下々 へみせ 

つべき 制札に、 詞の 六つ かしく 文字の 入るべき 事 は 遠慮 ある こと 也。 又 假名 眞字 のか 

き處、 文字ぐ さり 字つ づき、 ^の 點 し處、 各-以て 心得 あ， る こと 也と い へり。 
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師曰 はく- 大樣現 甲 州 入りの 御 時、 御 忠節 を 申して 出で たる 輩に、 不ぃ 殘 御 * 出し 

の 御朱印 を 賜 はりて けり。 而 して 後に 甲 州 御分國 になり て、 最前 被, 下た る 御朱印 を 

持ちて 出で て、 それ 次第に 御 知行 を被レ 下け るに、 折紙に 遊ばされ たるに は 一人 も不 

サ (K0 

レ被レ 下， 立 紙に あそばされ たる 斗り 御 知行 出で たりと ぞ。 早き 御 遠慮と ぞ。 すべて 御 

朱印の 法 は 立 紙の もの 也、 折が みに かける こと は無レ 之と 云 へ り。 

師曰 はく、 古来 は 朱印 を 以て h とす、 墨 印 直 判と 云 ふこと は 後の 法な り。 當時は 直 

剁を 以て 上と し- 朱印 を 以て 是れに 次げり。 是れ は手づ から 判し 玉 へれば にや。 

二三 奉 使 

ハク (一一 スレて  タ  ケル- ーレヲ テズヲ  セ  グ  二  ンパハ  スル 「モ 

(1) 師曰 はく、 夫子 曰、 誦二 詩 三百； 授 , 之 以, 政不， 達、 使 二 於 四方； 不レ能 こ 專對； 雖 

^篇 第五 意に 

出づ  ， 多亦奚 以爲。 程 子 E、 窮レ經 將ニ以 致-用 也， 世 之 誦レ詩 者、 果能 從レ政 而專對 乎、 然 則 

其 所レ舉 者、 章句 之 末 耳、 此 *. 者 之 大患 也と 注せり。 案ずる に、 人の 博學多 聞なる こ 

と は、 是れを 以て 世事の 用 をと との へ、 父に つかへ 君に つかへ 朋友に 交 はりて、 其の 

惑 を辨へ 其のむ す ぼ ほれる をと き • 能く 其の 理 にかな はし めんた め 也。 不， 然ば^ 皆 


ョ) 雲 鏡 

文治 三年 十 1 

H:4" 五 Hi の條 

こお づ 

く 

(一 一一) 小山 朝 

政 . 下 河！ « 行 

平 • 小山 « 光 • 

三浦義 £ • 和 


章句 訓詁に して 今日日 用の 閒 更に 益な く、 次第に 知く らくな りて、 唯 だ 古 を しれる を 

術と して 世 を わたる はしに 成行きぬ ベ し。 さるが ゆ ゑに 詩 三百 篇は、 國風. 大稚* 

K  • 比 • 輿 • 頌の 品、 草木 鳥獸 のさまん \ こと^^  く盡 せり。 是れ をし ると い へ ども. 

政事に うとくして 不レ 通、 四方に 使して 其の 用 を わき まへ、 人の たすけな くして 己れ 

が 一 人して 取り ま はすこと 不, 能ば、 多く しれる も 何の 益に かなり なんと、 吾が 夫子 

の戒 むる 所 也。 凡そ 主君の 使節 を 承りて 外に 使して 君命 をはづ かしめ ず、 何事の 六ケ 

布 事 ありと も 其のと り さばき を 宜しくして 主人の 難に ならざる 如く 致さん こと は、 學 

其の 根に 入り、 知よ く 其の こと をき はめず して は不, 可, 叶 こと 也。 


2) 

師曰 はく、 文治 三年 畠 山の 重忠 反逆 を 企て、 武州背 谷の 館に 引 込む の 由 風聞 ありけ 

nil) 

れば、 柅原景 時內々 此の 事 を 申し入れぬ。 頼 朝 やがて 朝政 • 行 平 • 朝 光 • 義 澄 • 義盛 

等 を 召し あつめ、 使 を 以て 其の 子細 を 問 はるべき か • 直に 討 手 を 可い 遣 かと * 評定 を 

議 せられければ、 朝 光 申しけ る は、 速に 專使を 以て 其の 旨 を 尋ねられん 事 可， 然、 行 

平 は 弓馬の 友 なれば 行き 向 ひて 御 使 をつ とめら るべ しと 申す。 行平辭 退に 不レ 及、 そ 

の 翌朝 畠 山が 館に 向って 畠 山に 對 面し 子細 を 重 忠に吿 ぐ。 重忠大 にい かし、 何の 恨 あ 
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つて 多年の 功 を棄て 忽ちに 反逆 をと ぐべき、 甚だ 以て 不二 心得； 定めて 鎌 倉に 召 寄せ 

もれ 姝 せらる ベ きため に 貴殿 を是れ まで 賜 はるなる ベ し、 只 だ 是れ にて 自害に 及ぶ ベ 

しと、 腰刀 を とりける を、 行 平 是れを 抑へ て 云 ひける は、 御邊 我が いつはり 來れる や 

と 思へ る、 我れ 全く 誠心 を 以て 贵 殿に まかす、 誅 せられ 可， 然ば 可， 恐の 處 なし * 偽つ 

て はから ふべき に 非ず、 貴殿 は將 軍の 後胤 也、 行 平 又 四代將 軍の 筋なる を 以て、 常に 

したしく 相 かたる、 是を 以て 行 平 使 を 承りて 是れに 至る、 是れ 異義な く 具し まゐ るべ 

きの ためなり、 聊か 其の 間に 詐 あって 行 平 弓馬の 面目 あるべし やと 云 ひければ * 重忠 

打 笑って 則ち 盃酒 をす すめ、 喜んで 相伴 ひ 鎌 倉に いたり， 逆心な きの 由を景 時に 付い 

て陳じ 申して 事 やみぬ。 今度 行 平 大事の 使 をつ とめ • 無二 子細 一重 忠を相 具す る 事、 尤 

も 大功た るの 由に 付き、 頼 朝 御 鈒を行 平に 賜 はれり とぞ。 

n)  i 師曰 はく、 建 久六年 源賴朝 上洛の^:、 江 州 鏡の 宿 を 出で たまへば、 叙 山の 衆徒 こと 

E 年！  一！  BS 日 

の條 に出づ ぐく 勢 田の 橋の 邊 におり あつまり 是れを 見物す。 賴朝 橋の 東に 駕を 安んじて、 鱧 あ 

るべ しゃ 否やと 思 ひ 煩 ひ 玉 ひける が、 やがて 小 鹿 島の 橘 次 公業 を 以て 使と して、 衆徒 

、 の 中に つか はし 子細 をの ベら る。 公業 此の 使節 を 承りて， 衆徒 中の 前に ひざ ま づき 憋 


^に禮 し 申しけ る は、 鎌 倉將軍 東大寺 供養 結緣 のために 上洛の 處、 各，' ここに 群參の 

こと、 何事に 因りての ことに 候 哉 * 武將の 法 如レ此 所に おいて 下馬の 禮 なし、 仍っ て 

ゃレ乘 まかり 通るべし • 聊か 無禮に 非ず と 云 ひける。 公業 事に おいて 故實を 存じ 此の 

使節 をつ とめけ る。 甚だ 面目の 至りな りと、 時の 人 これ を稱 美しぬ とぞ。 

(二 ) 

(二)  $.0 師曰 はく、 頓朝 東大寺 供養に 參詣の 時、 和 田義盛 • 梶原景 時 數萬騎 の 軍兵 を 催して 

建久. I ハ年 三月 

^一日の 條に 東大寺の 四面 を かためけ る。 曰 出 以後に 賴朝參 堂 あり。 景時 衆徒に 對 して 聊か 無禮の 

こと ありければ、 衆徒 甚だ 相 叱して 互に 狼藉の 詞を 出し、 いよ/ ヽ 蜂起し ければ、 頼 

朝 結 城の 朝 光 を 召して これ をな だむべき の 使たら しむ。 朝 光 座 をた ち、 衆徒に 向って 

つつしみて 前 右 大將家 使者 な り と稱 す。 衆徒 其 の禮を 感じて 各-なり を しづめ け る 時、 

朝 光 申しけ る は、 當寺は 平 相國の 時囘祿 して 空しく 石ず ゑの み をの こせし を、 源氏 適 I 

だんん-ち  ラン 

大檀 越と なり、 造營の 初より 供養の 今に 至る まで 隨 分の 功力 をな す 事、 衆徒き 不, ー歡 

喜 1 哉、 無惭の 武士 も 猶ほ結 緣を思 へ り、 知德の 僧侶 何 ぞ違亂 を 好む ベ き、 甚だ 不當の 

至りな りと 高聲 にった ふ。 衆徒 この 一一 一 i:: に はぢて 各-しづ まり 後悔 十。 何人の 誰と 中し 

候 や、 姓名 を 申されよ と 同音に 感じければ、 朝 光不， 稱ニ 小山 一 號ニ結 域七郞 1け りと ぞ。 
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師曰 はく • 楠 (木) 正 成 兵 靡に おいて 打 死の，； r 菊 池 七 郞武朝 兄 肥 前 守が 使に 行き， 

wi- 口の 合 戰の體 を 見に 來 りけ るが、 正 成が 只今 腹切る 處へ 行き かかりて、 是れ はい 

かにと；： ム ひければ、 正 成 こそ 只今 最期に て 候へ と、 肥 前 殿へ 申させ 給へ と 云 ひける。 

此の 家に 生れた る もの、 此の際 を 見捨てて 人に 吿 ぐるなん ど、 さる 未練の 義 をば 不 

レ； ^物 を、 爰を ばいかで 可レ歸 とて、 諸共に 腹 を 切りて 同じ 枕に ふしぬ。 凡そ 使節の 者 

は、 君命 をった へて 忠を 守り 義を 立てて、 己れ が 勇 を 立てざる 事、 古来よりの 法 也。 

俾 にみ ゆる 處は、 武朝數 十 騎の兵 を 具して 此の 陣に兒 舞 ひか かりての ことと い へ れば 

人數を 持ちて 我れ 又 一方の 手 あてに もな りぬべく、 ことに 味方 敗軍の 時分に は、 一騎 

もの こり て 敵に 中り て 死なん こ そ 本意なる ベ ければ、 其の 揚を のがれ まじき 處 とみん 

こと は、 只 だ 勇士 一 旦の いさぎよき 處を 事と する にして、 使節の 本意に は 不レ可 レ叶也 一 

あから さ？ 

然 らば 正 成に 此の 事 を ことわり、 白地に 其の 理を つくして 則ち 敵に 逢うて 死を輕 くせ 

んか、 叉 は 謀 を 廻らして その 忠を 立てん こと を 以て 本意と すべし。 己れ が 勇の いさぎ 

* ラ ス  (二) 

よき を 以て 必と 不, 可， 致。 太平 記の 本文に、 菊 池 七郞武 朝が 心中 を 感ぜぬ ものの なか 

りしと かける は、 世の 愚者 當 座の 快 意 を 以て 一 時の 褒貶 をな す を しるせる にして、 究 


理 すと；： ム ふべ からず。 尤も 心得 あるべき 也。 

師曰 はく、 永 井 隼 人 佐 道 利 は 濃 州 金山の 城主たり き。 織 田 信 長 濃 州 を 平均の 時、 * 

浪 して 公方 義昭 にっかへ 奉りぬ。 その 比攝 州に 荒木 村 重と 和 田 伊賀 守と 相戰 ふこと あ 

りけ るが、 義昭 より 和 田が 許へ 使節に まゐり ありけ る。 その 日の 合 戰に道 利 申しけ る 

は、 今日は 敵の 軍 だて 心得ず、 地 利 亦 不レ宜 間、 待ちて 戰 つて 可， 然也、 さなく ば 必ず 

3 荒木 方 敗軍 あるべし と 云 ふ。 和 田 申しけ る は、 池 田 衆との 戰に、 平生 味方 小人 衆 にても 大利 

をうる こと 也、 池 田 方の 兵 更に 心に くから ずと 大 にあな どれり。 和 田 は 糠 塚に 陣をは 

る、 池 田 は 馬 稼に 陣を はれり。 此の間 池 田の 方 は 爪先 あがりに て 和 田 方へ は 地形 ひき 

く かかりよ かりし 地 利 也。 果して 此の 日和 田 敗軍して、 義昭の 使節な りし 永 井 も 打 死 

してけ り。 是れを 攝州白 井河 原の 合戰と 云へ り。 元 龜ニ年 八月 廿 八日の ことなりと ぞ。 

3)；| 師曰 はく、 新田 義貞綸 命 を 蒙りて 西國へ 下向の 時、 後陣の 勢 を 待ち そろ へんた めに 

卷第 十六に 出 

づ  播磨國 加 古川に 四 五日 逗留の 時、 赤松 圓心、 小 寺 藤 兵 衞尉を 以て、 圓心不 $r の 身を以 

て 元弘の 初め 大敵に あたる に、 逆徒 を資め 退けし こと、 恐らく は 第一 の忠 功と こそ 存 

候に、 恩賞の 地降參 不義の 輩よりも 猞ほ卑 く 候 間、 一旦の 恨に 依って 多 日の 大功 を棄 
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候、 乍, 去 兵 部 卿 親王の 御 恩 生々 世々 忘れが たく^ 候へば、 全く 御 敵に 屬し 候臬 本意 

と不， 奉 レ^、 所詮 當國の 守護 職 を だに 綸^: に 御 辭狀を そ へ て 下し 給 はり 候 はば、 如レ元 

御 方に まゐり 忠節 を 可レ致 候と 申したり。 義 W 此の 使 を 信じて 十餘 日を空 しく途 り、 

赤松に 城 を こしら へす まさせ、 大 なる あやまり を 取りた まふ は、 小 寺が 使節の 專り對 

ふること をうる の ゆ^なるべ し。 

(二  ； 

師曰 はく、 相 州 三 增合戰 の 時， 馬場 美 濃 守が 手へ 眞田喜 兵 衞使番 にて 檢 使に 行き、 

その 手に て 一 番鎗を 合せたり。 是れは 使節の 用 あり て 如， 此 かぶいた るに は不レ 有、 撿 

使に 行きての ことなるべし。 

師曰 はく、 大權 現へ 畳 臣秀吉 より 婚姻の こと ありし に、 秀吉の 妹へ 付け まゐら せら 

るべ きもの を 尋ね ありけ るに、 近 江の 中 郡に 元は 明 智が召 遣 ひける 松 村と 云 ふ もの 才 

智 ありけ る もの なれば、 典に 副 ひて 來れ り。 後に 秀吉松 村 を 招きて 大權 現の 御 家風 

を 尋ね 申されければ * 松 村長り て 巾し ける は、 家康は 世間の こと 不調法に みえて、 弓 

矢の 儀 はす ぐれて 鍛練の 所 多き と 相み え 候、 腹 を 立てて 人 を 叱し 玉 ふに も、 言明に し 

やぶ さか 

て 理を詳 につめ、 重き 人 かと みれば ！i? 野に 行きて 二三 H 宛 逗留 あり、 しはく 吝れる 人 


かと みれば 家中に 糜々 多し、 何とも 凡眼に て 校 量す る ことかた き 人に 候と 巾し けり. 者 

ば、 秀吉 其の 言 を 感じて、 人の 言行 を 如レ此 こまやかに 察せん もの は不， 町， 有と いへ 

りと ぞ。 

師曰 はく、 璺 臣秀吉 治世の 時、 伊達 政宗 謀叛の きこえあって ければ、 虎 白と 號し入 

道して、 上洛し 此の 申 分 をいた さんと 仕り けれども、 取次で ものな かりければ、 大權 

現へ たのみ 入りけ る 趣、 使節 を 通ず。 公 折節 御遊の 圍碁 まし/ \ ける ゆ ゑに 使者 を ま 

たせ * 晚 日に 及んで 此の 由 を 言上す。 公則ち 使者 を 召 出され 仰せ ありけ る は、 政宗は 

今度 申 分不, 立ば 無二の 一 戰と志 をき はめられたり やと 御尋 也。 使者 拱手して とかく 

の 返答に 不レ 及、 再三 御尋 下りければ、 仰せの 通に 候と 申 上ぐ る。 而 して 政 宗人數 何 

ほど 可レ有 やと ありければ、 使者、 上京の もの 堅く 五六 百、 各 * 戰を 持し 可レ申 候と 答 

へぬ。 然 らば 必ず 可， 遂 11 ー戰！ 旨 誓紙 を 以て 源 君まで 可レ 申と 仰せ ごと ありて、 政宗則 

ち 翌日 捧 ニ誓狀 一ぬ。 これ を 以て ^吉 にみ せ 申され、 やがて 其の 趣 赦免に 及びけ りと ぞ Q 

師曰 はく、  ^生秀 行事 ありて { 千都宮 に 在 城、 後に 六 千 萬 石に て 會津へ 本意の 時， 家 

臣某を 召して 仰せ ごと ありけ る は、 氏鄕 こと： 白 萬石餘 にて 會津に 在 城して 輿 州の 押領 
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使たり、 今 六十 萬 石に て 奥州に ありて は、 思 ひの ままに 奥州の 押へ に不, 可, 成と； 4: ず 

る や、 其の 趣 を可レ 申と ありければ、 家臣 申 上げけ る は、 氏 鄕百萬 石に て 奥州に 召お 

かれ 候 時分 は、 太閤 殿下 大 坂に まし/ \ て のこと なれば、 百 萬 石 にても ひとり 立って 

の 働いた しにくき 事に 候、 只今 は 御 旗本 江戶 なる 上 は、 ゎづ か會津 への 行程 五六 日 を 

不 t 出 候、 六十 萬 石 にても 古の 百 萬 石より 不， 危、 奥州の 押へ に 可, 1 罷成 一に 候と 申しけ 

り。 速に 申 上げた る條 神妙の 旨 仰 出されけ りと 也。 

師曰 はく、 大坂 冬の 役に 伯樂 淵の 時、 平 子が 頸 を箕浦 右近 茶臼 山へ 持參 仕り、 一 番 

頸の 旨 を 本 多 上野 介 を 以て 一一 一一 门 上す。 頸の 名字 はしれず、 名 もな き 頸 なれば とて、 その 

まま 白沙 にす たりて 有, 之け る處 に、 淺野但 馬 守 使者 菅田 四郞 右衛門と 云 ふ もの • 是 

れも 使者に まゐ りけ るが、 此の 頸 を 見て 其の 名字 をし りければ、 知る 人の なければ こ 

そ 如レ此 すたり ありぬ と 思 ひて、 頸 をと りあげて 石の 上に おいて 感ずる 容 のみえ けれ 

ば、 箕浦 申しけ る は、 こなたに は どなたの 御 家の人に 候 や、 あの 頸 をば 御存じの もの 

かと 問 ふ。 菅田、 しかぐ の ものな り、 此の 頸 は 子細 ありて 見知り 候、 これ は 平 子 主 

膳と 申す 者の 頸に 候、 此の 者の 父 迄 五代 打 死 をいた したり、 今日 此の 者の 頸 を 見 候へ 


( 一 ) 0$ 


(二) 綱 風 * 

昔 は 藥を容 

れし 袋、 この 

時理 山積み あ 

h- しもの なら 

ん 


ば、 以上 六 代の 打 死に 候、 まことに 侍の 冥加に 相 叶 ひたる 者と 存じ、 石の 上に あげ 候 

とかたれ り。 W 浦き いて、 彌> たしかに 御 見知 候 やと 問 ふ。 中々 たしか ならぬ こと を 

初めて 懸ニ御 目 一可 レ申 やう や あると 云 ふに 付き、 そこにて 菅 田と 知人に なり、 紀の國 

のこと など を 尋ね、 その後 箕浦ヒ 野 介へ 申入れ ける は、 先程 橫川次 太夫が 打 捕 候 頸の 

こと、 平 子 主 S1 が 頸の 由に 候 間、 御 次で に 仰 上げられ 下されよ と 云 ふ。 本 多 も 重ねて 

披露な りが たしと あり けれども、 達て 申しければ、 公大に 感じ S 召して、 さて は 六 代 

まで 打 死 をしたり な、 冥加の 侍と^ ふべ しと 仰せ ごと あり。 上野 介、 平 子 は 御 W じの 

者に やと 申 上げければ、 かくれ もな き 者な りと 上意あって、 則ち 橫 川に 御 感書を 賜 は 

いか 1 た 力ら 


つ 


ぬ。 是れ 併 箕 浦が 使の いたし やう 功 者なる ゆ ゑな りと その 比 評しけ りと 也。 箕 

浦 は 荒 川 新 八が 子、 元は 荒 川 角左衞 門と 云へ り。 荒 川 はかぶき 者 也と 源 君 ことにに く 

み 玉 ひければ、 大 坂の 時分 は箕浦 右近と 云 へり、 後に は 玄蕃と 云 へり。 

(二) 

師曰 はく、 大 坂の 時、 趑前 衆の 小屋 どうらんに 火の 付きて 火事に なりし 事 ありし を 

諸手へ 使 を 以て 一 々いひ わけ をいた せり。 井伊直孝 申しけ る は、 越 前に 功 者の ものな 

き ゆ ゑに 如レ此 こと を 云 ひま はる 也、 云 分に 不レ 及、 どなたより ぞ 尋ねに 來 らば、 仕 寄 
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あまり 急に して、 敵の 火箭 はげしく 來り、 やけ あがりた ると 會釋 せば、 何事の 有る ベ 

きぞ、 この 大場 にて 方々. ム分 のこと は、 尤も 見苦しき こと 也と いへ りと ぞ。 

師曰 はく、 板 倉 周 防 守、 ぉ德院 殿御 本陣の 近所 火事 ありし を、 大權 現の 御 方へ 樣子 

申 上ぐ る 御 使に まゐ りたる に、 大權 現の 御 方に はしれる ものの なく 皆 しづまして あり 

ければ、 道より 立歸 りて けりと ぞ。 頓知の 作 略と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 大坂冬 御 陣御极 になり て、 秀賴 誓紙の 判 本 を 見るべき 御 使 を、 板倉內 

いまだ 壯 年に も不， 及 ム：： 命 を 含み まゐ りけ るが、 宛所 は兩 御所 いづれ へ かと ありし と 

き、 rtgi 不， 承して 參 りければ、 如何と 案じ 煩 ひける が、 家康へ 宛所 可， 然と 申して 家 

康 公に なれり。 是れは 今度の 御极實 否不レ 分と い へ ども、 若し 相違 ありても、 源 君 御 事 

は 御 老年に て、 旣に將 軍 を秀忠 公に 渡し まゐら せられければ、 難 ありて 不， 苦 との 心 

得な りしと ぞ。 罷り 歸 りければ、 大權現 御座 をた たせ 給 ひて、 宛所の こと は 如何いた 

せる、 仰 付けられ のなくて、 是れ のみ 心許なく 思 召し 給 ひける とのこと 也。 內膳正 右 

の 趣 を 具に 言上いた しければ、 大 に御感 ありけ りと ぞ。 秀 頼より 源 君の 御 判 形 を 兌 ま 

ゐ らせんた めに 木 村長 門 守 出で たり。 御 判す みて 出しければ、 木 村 かしこまりて 申し 


ける は、 御 判 形に 血 を 灑 がしめ 玉 ふこと を 直に 見 ま ゐらせ 度き にこ そと 有りけ る。 則 

ち 木 村 を 御前に めされけ るが、 御 傍の 女房 衆 取 あへ ず 申されけ る は、 大權現 御 老衰に 

て p-i 曰の 血もう すく こ そとて、 自ら 指お しきり て 血 をと りて そそぎけ ると ぞ。 

(三)  § 

師曰 はく、 久世^ 馬 成敗の 時、 本 多 伊豆 をつ か はし、 但馬 手前 をな だめて みよと あ 

つてつ か はさる。 伊豆な にがしの 半左衞 門と 云ふ久 世が 常に 目 を かけた る 者 を さそ ひ 

つれだちて 行きぬ。 內 へ不， 可：. 入と ありけ る を、 伊豆 事は但 馬が 寄 親 同前の 由緖 あれ 

ク  、五) (ぉン 

ば、 無二 子細, 入りて 但 馬に 對 面いた し、 一 栢 殿の 思 入 ども を 申す。 但馬 きいて 一 々其 

の 段 申 分 をいた す。 伹 馬が 子 半兵衞 傍に ありて、 不レ入 事 を 申さる ると 抑へ ければ、 

不レ然 た 死して 屍の 上までの 恥 なれば、 申 分 は 幾重 もいた して 可レ然 也と 云 ひて、 具に 

申しけ る。 伊豆 こまかに きき、 物 を 書く 者 を 喚 出して、 一 々これ を かかせ、 此の 通り 

かと 讀 ませて 聞かせ、 事す みて 出で たり。 伊豆 城へ まゐる 道に て、 はや 御成 敗に き は 

まりたり とて 押 寄せければ、 伊 a も その 寄 手に 加 はりぬ とぞ。 是れは 伊豆 を 使に つか 

はされ たる こと、 定めて 馬が 彼れ をい けて は歸 すま じければ、 設 すと そのまま 其の 

勢に ついて 町レ 入との はかりごと 也と ぞ。 伊豆 思案 ある もの ゆ ゑに、 越度な く 使 をつ 
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崈 宽を路 京; asi の w«5 綱つ と * とお 宽ぁ江 つ 

に 政設上 都に 人時 佐^  、じす 所 山に 政り 
岀 望く  u に 山も^ 和 五^ に 城 は s  、m 
づ修と f« 人 科 防 軍 山 年康名 て w こ 終 然^ 讕 
賭 云に る よが 京^ 近の は の 日の^る 郡址 
« ふ M 逍り ん都城 江臣昭 事 岡こ^ にに 近 
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とめたり とに や。 

It 曰 はく、 隔島^ 則が^ 從に佐 久間加 左衞門 (と 云 ふ もの) 使に 巾 付けられて 行きけ 

あ & さか 

るが、 相 坂の 番所に て、 何とした りけん 打擲に あ ひ、 さま， <\- 詫 言して とほり、 使の 

用 を とげぬ。 歸り來 りて 使の 返事 具に 正則に 申し、 其の 場の 仕形 己れ が 仕 合 を かたり 

則ち 向 殺して けり。 ^則 是れを 見て 淚を 流し、 必ず 此の 仇 をと りて 可 レ與と 云 ひける 

ムメ  (二) 

が、 果して 源 君に 申し 訴 へけ るが、 忠功 ありし 正則 なれば、 源 君 も不レ 得：.^ して、 伊 

奈阖 書に 切腹 仰 付けられたり。 佐久 間が 致し やう 尤も 神妙と 云 ふべ し。 

あと 

師曰 はく、 凡そ 大事の 使節に 巾らん に は、 詳に 君命 をた だし 考 へて、 聊か 己れ が 知 

を 先立つ る 事な く、 何 やりの 事まで こまかに 聞きう けて 一 ッ書 をいた し而 して 先へ 行 

くべき 也。 先へ 急ぐ こと を專ら として、 可 レ問事 を不レ 問、 ただすべき 事 を 不レ轧 とき 

は、 出 づる所 速な りと 云へ ども 先にて つか ふること 多し。 その上 君命 を詳 にいた して 

後に は 仕り そこな ふこと 無レ 之、 君命 を 不レ詳 とき は、 善惡各  > 自らの 越度になる こと 

多き もの 也。 故に 君の 命 を こまかに きいて 是れを 礼 明す るに ありと ぞ。 中に も戰 場へ 

用事 あるの 使節 を 承る *、 猶ほ 以て 然 なり。 


師曰 はく、 使節 斗り に不， 限、 我がいた す 事の 善 を 君に 譲りて 惡を 我れ に 亡し む 


B 正 平應 

^頃の 人、 九 

州 探題、 伊悸 

守 正 四 位下に 

敍す、 文舉も 

好み 著述 多し、 

今川大 双紙 は 

武家の 故實を 

記せる ものな 

bo 恨 しこ こ 

に 引きた る は、 

故 |§ 、耍 に撝 

にたる もの の 

孫引きな り。 

^ほ 同文 は 伊 

© 贞 as 著宗五 

大 艸 紙 中に も 

引けり。 ニ窑 

共に 群 害^ 從 

武^ 部に 収む 


る は 君臣の 禮也。 聊か 我れ を 立て、 是を 我れ にと り 非 を 君に 歸 せんこと、 忠臣の 道と 

云 ふべ からず。 

(111)  (111) 

師曰 はく、 今川貞 世の かかれた る大 双紙と 云 ふ 書物に、 餘所 へ つか はし 候 使節の 

可 二心 得 一 事。 詞 たしかに 調子 を も 聞きし り 可, 然仁を 可， 用 也。 先づ 能々 主人の 仰せ を 

心 を しづめ て 承りて、 一 こと も 不審の こと をば 返して 尋ね、 心得す まして 可， 勒。 主 

人の 詞を 申しお とさ じと 口 うつしに 申す よりも、 義と理 と 心根と たが ひ 候 はねば、 詞 

はか はりても 不 い 苦、 先づ 人して 申して、 對面 あらば 中座へ 出で、 片 ひざ 立てて かし 

こまりて 可レ 申。 返事な ど 久しければ、 居直りても 承 候。 是れも 不審 あらば、 返して 

尋ね 申して 義理 をた しかに 可 二心 得？ うか/ \ 人の 顏を 守り 座 布 見め ぐり 候 事 不レ可 

ル  5 はがき 

レ *、 叉狀 あらば 文箱より 取 出して、 上書 を 下にな して 名乘を 人に まゐら すべし。 封 

付なら ば莒 ながら まゐら すべし。 叉 小者 中間 は 封 不,： ^とも 笞 ながら 可, 出 也。 次に 餘 

所より 使兩 人なら ば、 必ず こなた も兩 人して 可レ 承、 伹し 一 人して きくこと も あり。 

叉兩 人の 內云ふ 口 は 前より 定 むべ し。 當座 にあな たこな たと 不, 可, 有。 一 人 は 申し 落 
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-- 連ゅ武 二 
と 3?» ^乙 
かせ 氏 故 
しの liT 黙 
め 人の 時 
しも 象の 
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す 所 を 可, 申 也。 又 公方 樣 より 諸家へ 仰 出さる る 儀と したる ことに は、 奉行 兩人 伊勢 

名字 一人 被 a 添 候。 獍ほ かど ある ことに は 伊勢 守 を も被レ 添、 其の 時 も 申 口 は 奉行 人 也。 

常 は 奉行 兩人又 三人の こと も ありと、 故實撰 要に 出で たり。 

師曰 はく、 武 田家に 吉村左 馬 介と 云 ふ もの あり。 戰 場への 使 をいた すに、 常に 馬 を 

靜 かに 乘 りて、 馬の 左右に 持 鎗ニ本 もたせ、 あとの 左右に も 手 道具 を もたせ、 以上 四 

本の 手 道具に て、 先手へ 急用 ありとの こと ありても、 なるほど 馬 を 押し しづめ て乘出 

す ふり 合 兌 事な りしと ぞ。 信 玄の緣 類な りしと 也。 信玄は 命ぜられ たる 場に て 馬に 乘 

る こと を こ の み 玉 へり。 

師曰 はく、 寛 永の 島 原 一揆の 時、 切々 上使の こと ありし が、 初め 命ぜられて 行きし 

輩 は、 皆 上 命 を そむき 軍の 法 を やぶりし になり て、 或は 閉門 或は 改易に なれり。 是れ 

皆 君命 を詳 にせず してければ、 久しく 留まる まじき 事に とどまり、 私の 意見 を 以て 事 

を はから へれば 也。 後に 上使 を つとむる 輩 は、 前車の 戒 ある を 以て、 上意 を詳 にし、 

或は 速に 可： 罷歸 1 や、 同じく は落械 まで 是れ ありた き 旨 を 申 上げて、 上裁に まかせて、 

世の 嘲り 後難 を遁れ ぬ。 或は 意見 を やめて 上意の 戰略を 守る になれ る ゆ ゑに、 更に 私 


(二) 名 は 

ST 當 時 島 原 

玫孥 €38- 大朽 


1 古来の 

傳說も 雑記し 

たる もの、 鎩 

倉 2- 代 初期 拽 

^兼の 作と 傳 

へらる。 似し 

こ の 記事 は 見 

えす、 mi 

筆 鳥^ 類の 部 

に出づ 

S) 一木、 

「止. 9 て」 に 作 

る 

氏の 一 類、 桓 

武平 氏のう ち 

忠 *K 族。 伊 

IB?  • 伊賀地 方 

に りし もの 

(六) S く 

卽 も 無風 流に、 

0 て 遣る ち 


の はたらき なし。 酒 井 因幡 守と 駒杵長 次郞兩 使に て 有 馬に 下 著の 時、 酒 井 は 松 平 伊 な， 

守に 由緖の ありければ、 有 馬に とどまり を さまり を兒 W けたき と 云 ふこと を 豆 州まで 

中 入れけ る。 駒杵に はこれ を しらせず、 旣に發 足すべき に 成りて しかぐ と 云 ふ。 駒 

杵 きいて、 其の 方 は 逗留の 望 あらば とどまり 可 レ然、 兩使 一 同の 仰せ ごとに て 来れる 

に、 我れ にかくし おしぬ いての 存入は 不二 似合 一 こと 也、 さて 其の 方 有 馬に て拔 群の 働 

なきに おいて は、 重ねて 武士 は 立てさせ まじき と 申し ことわりて、 己れ 斗り 立たん と 

云 ふに なりてければ、 各 * 取り あっか ひて 無事にな り ぬ。 如レ此 こと も 使節の 心得に 

成りぬ ベ きこと 也。 

ちか さろ (三) 

師曰 はく、 近 比 古事 談を みける に、 六 條の南 室町の 東 一 町 は、 祭主 三位 輔 親が な 

りけ る。 丹 後の 天 橋 立 を まねび て、 池の 中島 を はるかに さし 出して、 小 松 をな がくう 

ゑな どしたり。 春の 初めに 軒 近き 梅の 枝に 鷲の 定まりて、 巳の 時 斗り にきて 啼 ける を 

ありがたく 思 ひて、 是れを 愛する より 外の ことな かりけ り。 時の 歌よ みな ど • かかる 

事 こそ 侍れと 吿 廻して、 明日- M 時に わたりて きかせ 玉へ と 觸れま はして * 伊勢 武者の 


との ゐ  あな か I r 六 j 

直 宿す るが 有りけ るに、 かかる ことの ありて 人々 わたりて 聞かん ずるに、 穴 賢 •  ^こ 
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ちな くして やるな と 云 付けぬ。 此の 男、 なじ か はっか はし 候 はんと 云 ふ。 輔^と く あ 

の あけよ かしと 待ち あかして、 いつしか 疾く 起きて、 寢 殿の 南面と りし つら ひいと な 

み 居たり。 ^の 終り 斗り に 時の 歌よ みども あつまり 來 りて、 今や 鶯 なくとう めき 合 ひ 

たるに 先々 は 已の時 斗り に 必ず 来り 鳴きし が、 午の 時 さがりみ えねば、 如何な らんと 

思 ひて、 此の 男 をよ びて、 いかに 鶯 は未レ 見、 今朝 はこ ざり つやと 問へば、 鶯は ：^々 

よりと く參 りて 侍りつ るが、 かへ りげ に 候 間 召 留めて 候と 云 ふ。 召しと どむ とはいが 

にと とへば、 取りて まゐ らんと て 立ちぬ。 心得ぬ ことかな と 思 ふ ほどに、 木の は こ 驚 

to ひつ 

を 結 付けて 捋 つて 来れり。 大方 あさまし とも 云 ふば かりなし。 こ は 如， 巧に かくは 仕り 

つと 問へば、 昨日 仰せに 鶯 やるな と 候へ しかば、 云 甲斐な くにが し 侍らん は 弓矢と る 

^ > ^ 身に 心う くと^ じて、 じんどう を はげて 射 落して 侍る と 云へば、 輔親も 居 あつまれる 

め a  人 も 輿 さめて けりと ぞ。 是れは を かしき 物語 なれ ども、 人の 臣 として 君の 命 を詳に * 

失せず、 とふべ くきくべき こと を おろそかに すれば、 必ず 我が 意見に まかせ • 如レ此 

こと 大小に つけて ありと 覺 えてけ るな り。 


二 四 容貌 を愼む 

師曰 はく、 治レ容 者能感 二人 之 耳目 一と 云 へり。 容貌 は 心の 外に 發す るの、 その かた 

ちす る處 なれば、 容貌 をた だしく する 時 は 人の 耳目 を 感ぜし む。 耳目 は 心の はやく 通 

ずる 處 なれば、 耳目 通ず ると き は 心 ここに 通ず。 故に 古人 禮容 をた だして、 心の 邪路 

にいら ざるに 至らし むる の敎 ある ゆ ゑん 也。 容貌い かんして か 正すべき とならば t 唯 

だ禮 節を不 A 失して 其の 放 辟 邪 侈に いたらし めざるに ありぬ ベ し。 ここ を 以て 衣冠 束 

帶 の禮、 官位 相當の 振舞、 各-以て その 禮容を 論ぜる 也。 

師曰 はく、 武士 平生の たしな み 容貌に 心 を 入れて， 武の 用た らんこと を不, 思ば、 

必ず 越度 多し。 この ゆ ゑに 古來 より、 手足 を 練り 身體を 練り、 耳目 を 練る と 云 ふまで 

は、 人の たしな みに なれる こと 也。 心に 理を存 すと いへ ども 身 支へ 心の ままなら ざれ 

ば、 平生は 人に 無 禮を顯 はし、 急 事に は 手 こごえ 足 しびれて 取合せ にくし。 彼是 皆 練 

の不， 足 所より 其の 失出來 るに なりぬべし。 楠 (木) 正 成 云 ふ、 兵 は 弓馬 • 太刀 打 • 早 

業 • 水練 • 山野の 步行、 是れを 可， 嗜也、 但し 兵に 不， 限、 將も 如， 此の 能 あれば^. 慮 

の 打 死 をせ ぬ もの 也、 若年の 內に 可， 習 也と 云 へり。 古人 小學を 立てて 禮樂射 御書數 

h 談十  五 〇 一 
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の 六藝を まなばし め， 灑« 應對の 節 をた ださし むる こと は、 是れ皆 容貌 をた だすの ゆ 

ゑに 非ず や。 尤も 可 二相 勤 一 ことなり。 

師 U はく、 世に 人相と 云 ふこと 古來 より 其の 說 あり。 本朝の 古、 登 乘と云 ふ 相 人の、 

( 1 )  これちか  V, う 

(♦ )  0^ 帥の 內 大臣 伊周 をば 流罪の 相 ありと 相し ける に、 彼の 伊周の 類な く 通 ひ 給へ る 女房の 

sg,  i 條： 大や 

<?  Tr 一- rJ\J」 7  (二)  まゐ  ひきめ 

許に、 寛 平 法皇の 忍んで 御幸な りけ る を 驚かし 進ら せんとて、 募 目 を 以て 射 奉りけ る 

0  が ゆ ゑに、 つ ひに 流罪 せられぬ。 聖德 太子 は 叔父の 崇峻 天皇 を橫 死の 相 ありと いへ り 

ける が、 果して 馬子の 大臣に 弑 せられ 玉へ り。 ここ を 以て 云 ふに， 人相 は 其の 容貌 を 

(.-•) 卞^ C 具に 考 へて 其の 是非 を ろんずる もの 也。 容貌 心 をう つす 處 いちじるし。 彼の もの 云 は 

傳說 中の 帝土、  S 

ザに Mm ざる 草木 を 神 農の なめて 其の 藥毒を 制せられ しも、 大方 は 其の 形 を考へ 其の 色 を 察し、 

S) 伊 5!？ 而 して 氣味 をた だしぬと こそ 云傳 へたる なれ。 

^謹  §  (五) 

^  0.^  IS 曰 はく、 故實撰 要に 人の 禮容を しるせり。 三 職の 門前 をば 必ず 下馬すべし。 伹し 

5 足利時代 e 當 職の 時 は 御門 明き 候 間 其の 禮 にて 唉由 申す 人 候 へ ども、 あかぬ 時 も 下馬 可 レ然由 也。 

瞰名 にして 斯 

路次 にて 馬上に て 三 職に 參會候 はば、 下馬して かくれ 可レ申 候。 若し 御覽 じて 輿より 

御お り 候 はば、 參り 候て 御禮 可, 申。 殘 りの 御 相伴 衆 も 大方 如, 此。 但し 赤松 殿 • 大內 


殿 • 京 極 殿な ど は、 少し は 依， 人 候て 禮に は不， 出、 內の仁 迄 使 をつ か はし 候て 禮を中 

十 こと も ありと ぞ。 古の 禮容 其の 嚴 なること 以て 可レ見 也。 

師曰 はく、 物 皆 其の 禮容 あり、 その 禮容を 不二 轧明 一とき は、 その 事 節 文 を 失 ひて 道 

理不レ 正 に 至りぬべし。 故に 事々 物々 其の 故實を 明に して 其の 理を ただす にあり ぬべ 

き 也。 

師曰 はく、 文治 二 年 正月、 源賴朝 去年 二位に 敍 せられけ り。 義經の 事に 因りて 世上 

ダ  ナラ  つ，、 

未 ニ靜謐 一とい へ ども、 諸人 安堵の 思 をな さし めんが 爲に、 三日に 其の 儀式 を 制ろ はれ 

て 鶴 岡 八幡宮に 參詣 あり。 神拜 の間廟 庭の 左右に 著 座の 時、 千 葉胤賴 父の 常 胤に 相對 

して 著 座せ り。 此の 事 人 不二 甘心 一とい へ ども、 賴 朝の 仰せに 因りて 所, 致 也。 常 胤 は 

父 なれ ども 六 位 也、 胤賴は 子たり といへ ども 五位 也。 官位 は 君の 所， 授 にして 私の 所 

レ爲 にあらず、 故に その 位階 を 賞して 如レ此 なりと 命ぜられ にき。 父子 は 天性の 尊卑 相 

ル  ムヲ 

たが ふといへ ども、 官位 を 以て 其の 禮容 を定 むる とき は、 不レ得 レ已所 あり。 これ を以 

て 鱧と 云 ひて、 事物の 嚴重 にして 節 文の {且 しき ゆ ゑん 也。 

I 七 > 

師曰 はく、 奥州 泰衡の 使者 新田 冠者 高 平、 源 義經の 首 を 腰 越の 浦へ 持參 せり。 仍っ 
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て 實撿を 加 へられん ため、 和 田義盛 • 梶原景 時 これ を うけとりに 出合 ふ。 其の 禮容 

各〜 甲 直垂を 著して、 甲胄 を帶 せる 郞從 二十 騎を相 具せ り。 件の 首は黑 漆の 桶に 入れ 

笑 酒に ひたし、 高 平が 僕從 二人 これ をに なへ り。 其の 儀式 嚴 重なりけ りと ぞ。 

(一) 師曰 はく、 源 賴朝奧 州 征伐の 時、 大庭景 能 は 武家の 故 實を存 ずるの 間、 召 出されて 

文治 五 年 六 C 

1 の 條に出 仰 合さる べきと ありて、 一 々尋ね 玉 ふの 處、 景 能が 申狀 感じ 玉うて、 剩へ 御厩の 馬に 

鞍 置いて 引出物に 賜 はれり。 小山の 朝 光 庭 上に 引立てたり。 景能緣 に 出で ければ、 朝 

光 左の 差 繩の端 を 取りて 景 能が 前へ なげ 出す。 景能 居ながら これ を 請 取りて 則ち 郞從 

にわた せり。 儀式す みて 頼 朝 入御 ありぬ。 景能、 小山 を 招きて 申しけ る は、 吾れ 旣に 

シ カラ 

老耄の 上， 保 元の 合戰の 時に 疵を 被りて 行步 進退 不， 宜、 今 御馬 を拜領 すと 雖も、 庭 

上に 下りが たき 所 を、 繩を 投げられて 首尾 を 合せけ る 其の 芳志 直 千金 也と 申しけ る。 

頓朝も 朝 光が 禮容故 實に可 二相 叶 一と 感じ 玉 へりと ぞ。 

師曰 はく、 主人 大將の 前に 出づ るに は、 胄を ぬいで 下人に もたせ、 或はよ ろ ひの 高 

紐に かくる こと、 古よりの 法 也。 源義 經院參 のとき、 胄を 下人に もたせて 後に おけり 

ル (始〕  ルケ 

となり。 すべ て戰 の不, 初 前 は、 戰場 にても 胄 をば 不レ著 もの 也。 軍 場に て は 大將の 召 


部 群^と 天 紫 城お 主 介 代つ 
所翥 にな 正 郡へ g 瞜義 、ご 
收 '頻出 り 七リ筑 兵冬筑 
リ從づ 。年 も 前と 衞と紫 © 
^へ 高の 爭國^ a 高 上 w 
戰樣撟 こ ふ 筑^ 種 橋？？ は 


ありても 下馬せ ざる ことなり といへ ども、 三 草の 時、 押 行 道に て義經 辨慶を 召しけ る 

に、 辨慶 馬より おりて 軍將の 前に ありと しるせり。 所に 因りて 馬より 下る る こと も 

可. 有 也。 

師曰 はく、 筑紫 • 高 橋 取合の 時、 筑紫兵 を 出して 岩屋 表へ はたらきありけ るに、 高 

なぎなた もち 

橘が 內關內 記が 長刀 持、 打 物の さや をはづ して 持來 りけ るが、 何とかした りけん、 實 

淵 勘 解 由と 云 ふ 侍の 頰 先に 引き かけ 血 を 流しぬ。 實淵 以ての外に 腹 を 立て、 旣に 大事 

に 及びけ る を、 內 記さまん \ に斷り を盡す 上、 猞ほ 承引な し。 內 記が 父の 善 虎と 云 ふ 

もの 聞 付けて 詞を盡 して 云 ひければ、 漸く 堪忍に 及ぶ。 其の 時 善虎內 記に 向って 申し 

ける は、 あれ 程 多き 敵の つら は 伐たず して、 味方の 顏を 切る こと は、 言語 道斷の 次第 

なりと あらら かに 云 ふ。 內記 謹んで、 我等の 存 ずる 所に 非ず、 若黨の あやまり 不レ及 

レ 力と 云 ふ。 善 虎重ね て 申しけ る は、 それ も 其の 方が 連々 不覺 悟の ゆ ゑに、 未だ 敵に 

も 逢 はぬ 先に、 早く 長刀の 鞘 をはづ させけ るに 因って 也、 いつも 敵 近く なりてより 打 

物の 鞘 を はづし • 敵の 顔 斗り 切り 候へ と 云 ひける に、 內記 何の 問答に も不， 及、 さら 

ば 切りて みせん とて、 長刀 をと り 役所 を 出で て 大に戰 ひける。 そのころ 關內 記が 高撟 
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の 长刀 打ちと て 九州に 沙汰し けりと ぞ。 是 れ禮容 の不， 正 より 事お これり。 すべて 當 

座の i は嘩^ 傷に 及びて、 大事の 命 を 忽ちに 棄て、 主君 父母の 恩 を 報ずる にも 不， 及な 

り ゆく も、 禮を かきて 放 僻 邪 侈なる 容貌より 事お こる こと， 世 以てお ほきな り。 

師曰 はく、 稻葉 伊豫 守 子息に 世 を わたし、 萬 里 一 條鐵の 語 を かたどり 一 鐵と號 して 

剎髮 して 出で ぬ。 公儀へ の ことわり もな く 我がままなる 入道の 致し やうな りと 時の 人 

これ を 難 じて、 それより 我がままに いたす 事 をば 一 鐵と云 ひなら はせ り。 又 江 州 佐々 

木の 家人に さしで 者あって、 客の 時 所の 鲋 の^を^ける を、 ^引の 男 こそ 彼の さし 出 

ものな りと 云 ひ 出して、 それより 世に さし 出 もの を 脂 引と 云へ る 也。 是れ等 を 案ずる 

に、 禮容を 失って いたさん こと は、 皆 人の 指 ざしに も あ ひぬ ベければ、 君子の 戒 むべ 

き 所な り 。 

うち 

師曰 はく、 浚 野左衞 鬥 佐 は淺野 家の 武者 柱に いはれ ける が、 常に 手 を 中ぶ ところに 

入る る こと を 好みけ る。 後に その 身 傷害に あ ふ 時 も、 手 を內に 入れて 居た る を、 組み 

ふせられて 仕留められたり とい へり。 尤も 可 二心 得 一 こと 也。 

師曰 はく、 禮 はま 下して 讓るを 以て 本と す。 禮 容皆然 り。 若しお ごり ほこらん 人 あ 


らば、 禮節 何に 因って 行 はれん や。 或 人 謙 下^しく してし きりに へりくだる こと を 好 

む。 是れ又 位 をはづ すの ゆ ゑ 也。 位 を は づす時 は 其の 謙 下 悉く 僞 りに なりて、 かげに 

て は 人 を あしく ーム ふに なりぬべし C 俗に これ を 卑下 馒と云 ふなり。 上に 卑下 を 致して 

內に 慢心 あるとき は、 內外 相違と 云 ふべき 也。 內外 相違 するとき は、 譬 へば 禮容 をつ 

くす と 云 へ ども 實に 非ざる 也。 

師曰 はく、 容貌 をかざる と 云 ふ は 彼の 巧言令色 にもち かかるべし。 殊に 額 色 を てら 

ひ 容儀 をう つくしく し • 鬚髮を 見事なら しめん 事、 尤も 君子の 所, 致に 非ず。 しかり 

ル カラ ル 

とて 容貌 を なげうって 成 次. 第に 致さん 事 も 不：. 可レ然 也。 只 だ 美麗に いたさん こと はさ 

しおき、 容貌 を 淸く身 持 不沙汰に なく 立ち ま はり 禮節 にあらん こと、 是れ 古の 法 也。 

(1) 木 口に 惡臭を ふくみ 鬚 髮爪坭 を そのまま にして、 武士 は 勇 こそ 本 なれな ど 云 はん は、 木 

仲  ラ 

曾が 形 儀に 近く、 さながら 田舍の ふるま ひに して、 更に 道 を不， 知と 云 ふべ し。 古來 

より 名將 勇士の たしな み、 見聞して 可レ考 也。 身け がら はしく して は 天地神明の やど 

り もな く、 主君 父母の 前に も 近づきが たし。 ことに 武器 兵書 等 皆 身の ふるる 所なる に- 

手足 をけ がら はしく し 口す すぎ 髮 ゆふこと なくて、 なりの ままに 致さん こと は、 頗る 
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禽獸の ふるま ひに ひとし かるべし。 勇士の たしな み、 必ずい さぎよ きを 好む と 云 ふ 迄 

に 非ず、 天地の ことわり これに 不， 過 こと 也。 

二 五 游 © 

師曰 はく、 人 暇 あるとき は 必ず 六 藝を翫 ぶ 事、 古來 よりの 戒 なり。 古 は小舉 の敎を 

立てて、 人生れ て 幼若の 時、 手足 身體 自由なる 節、 早く 習 はしめ つくさし む。 今 は 成 

人 老衰に 及ぶ といへ ども. 六藝 のかた つ 方 を も不レ 知して をる のみな り。 或は 主君に 

つかへ、 父母に 孝行し、 或は 學問 稽古に 身 を ひたして 閑暇な きもの も • つとめん と 思 

ふに その 暇な きこと は不レ 有が ゆ ゑに、 我が 好む 所に は 隙 ある ものな り。 然れば その 

暇を藝 にあ そぶ が 如く 平生 心 持いた さば、 事物の 理も 日々 にす すみ、 格 物の 工夫 も 時 

時に 長ず べき 也。 されば 禮樂射 御 書數の 品々、 時に とっての 先務 を考 へ、 其の 品を辨 

へ しるべ きこと 也。 

師曰 はく. 故實撰 要に 云 ふ、 何 にても 一 色物の 上手た らん 人 を、 上下 を不レ 云賞翫 

可レ仕 也。 公方 奉公の 人 も * 晴の役 をつ とめた る 人 を 賞翫 する こと 也。 若き 人 は 弓 鞠 


(一) 足 利 第 

九 代 將ぉ義 


(二) 宗 五大 

1: 紙に 殆ど 同 

じ 記事 あり。 

(群 書類 從武 

衮 部所 收) 


又は 歌道の こと、 兵法 • 包丁、 又は 當世 はやり 候 問、 大鼓 • 小 鼓 •  尺八 • 音曲な 

ども、 ちと は 稽古 候て 可 レ然。 常德院 殿御 代に は 犬追物 細々 ありつる。 花の 御所 七 間 

の 御 廐の 前にせば き 庭 候。 繩を ひかせられ 御 稽古 ありし 也。 內々 の 御 人數、 籐中納 言 

金 仙 寺貞宗 • 同勢 州 • 小 笠 原民 部少輔 • 伊勢 因幡 守な ど 也。 其の後 金 仙 寺 御前に て 千 

疋 など ありつ。 其の 時 は 大名 御供 衆 以下 御手 組に まゐ られつる 也。 奈良備 前 守 • 多賀 

璺後守 高 忠召加 へられ 候へ し。 高忠は 度々 檢見 など 仕り、 . 弓 馬の 冥加 面目た ぐ ひなき 

ことなり しと ぞ。 

師曰 はく、 撰 要に 云 ふ、 公方 御成の 時、 御 こし なれば 御劎 御輿に 入る る 也。 常 は 走 

衆 六 人 左右に 番に 付いて 參る 也。 次第 は 毎度 鬮取 也。 御舆 のき は 左、 其め 次 右、 其の 

次 さきの 左、 又 右、 其の 次 中の 左、 叉 右 也。 中く ぼに 候。 又 旅な どの 時 は 御 こしの 前 

に 左右に 參る 也。 其の ゆ ゑ は、 所々 の 名 を も 御 尋ねの ため、 又與レ 風した る こと あり 

(長 柄) 

て 御手 水 を も かけ 申す ため 也。 御 車の 時 はなが えの 際 を 角 際と て賞翫 なり。 御^の 時 

は 布 衣 太刀 はき * 參勤も 其の 分に 候。 是れも 角 際の 左 一 右二、 但し 角 際 は ^々木お 卞 

の 衆、 子細 ありて 古より 被 二參付 1 候。 御先 は 赤松 名字の 衆、 伊勢 名字 參る 也。 公方 * 
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の 御 小者 股引 脚半、 十月 五日 內 野へ 御成より 三月 三 H まで 用レ 之。 大名の 內衆も 同前 

S 

也。 惣て 前へ すねみ え 候 こと は 尾籠な り。 间御 小者 六 人宛番 にか はり 走り 申 候。 去る 

ほどに 大名 衆 は 四 五 人 ほどまで も 過 候 由、 古き 人 は 申されたり。 當時 大名の 輿の 先へ 

十 人餘も はしり 候 は 過分の こと 也。 八幡 神社 參の時 は、 布 衣の 人御舆 のき はに 御^ を 

かたげて 東 寺の 南 大門の 前まで 參られ 候。 そこにて 御 こし 立ち、 御鈒を 殿上人 取 候て 

御與に 入る るな り。 叉 八幡の 入口に て、 布 衣の 人 御铋を うけとり、 前の 如く かたげ 申 

さるる 也。 鹿 苑院殿 野 御遊 雪 野な どへ 御成の 時には、 走 衆 叉 御 末の 衆 御铋を かたぐ る 

； I  《二)  • 

也。 御馬の き はに 參ら るる 也。 御成の 在所に より 弓う つぼ は 御 付 候。 八幡 • 鞍馬 • 高 

尾 *大 原野 -小 野な どへ 御供の 人、 うつぼ を 付け 弓 を 被, 持 候。 上 ざしの 矢 頭 三つに 

鞭 を さし そ へられた るが よき 也。 常德院 殿御 時 雪 野の 御遊の 御成のと き は、 京屮 なれ 

どもう つぼ を 付けて 弓 を 各-御 持 候 也。 その 時 は 若人な ど矢數 多く さされても 不レ 苦. 

候。 矢數 多き 時 はまろ めて 可レ 指。 うつぼ 弓 持ちながら 庭 上に 伺候のと き は、 弓 を橫 

に 可, 持 也。 馬上に て 弓う つぼ を 持つ こと、 馬の 耳 二つの 間に 少し 弓 を 右の 耳の 方へ 

シ ッ  (S 掛)  シ ッ 

寄せて 可, 持。 少し 弓 をす みかけて かろん、 と 町, 持。 义 下馬 あらば 沓を ぬぐべし。 火 


事 出陣の 時 は^を はくべからず。 公方 家 御馬に て 近所へ 御成の 時 は、 御铋の 人馬 上に 

て 右の 手に 御^ を 持つ 也、 遠 所 なれば 御鈕を 右に 御帶 候。 御供の 時不圖 御輿 立て 下馬 

あらば、 弓 杖 をつ き 前の 御供 衆 を 見合すべし。 又 末々 をう たれ 候 御供 衆 は、 御成の 所 

あ か 

S あしな くなら ば、 馬上に て^; をぬ ぎ 足 半 を はかるべし。 下^して^: をぬ ぎ 物 を はき 侯へば 

か 草履の 略、  ，  - 

^M^o おそくて 御輿に 追 付き かね 申 候。 故實 にて 候。 弓う つぼ 付けて 御供の 時、 曰 も くれ 候 

て 紐 を 納め、 自然の こと も 候 はば、 おし はだぬぎ、 うつぼより 矢 を 取 出して 可 レ射覺 

悟 あるべし と 古人 は 申されぬ。 馬 打の こと、 小路の まん 中 を、 ゆがめず 跳ら せず、 い 

かに も乘 るに 馬 をせ せりお どらす る こと、 古人の 戒 むる 所 也。 公方 家 御供 其の 外晴の 

時 は 片手 綱に て不レ 可， 乘、 一：！ 不 レ可レ 遣、 汗不， 可， 拭、 餘所 目すべからず、 馬の 耳 二つ 

の 間より 一 丈ば かり 先 をみ たるが 額 持よ くみ ゆる 也。 馬の 先へ 走り 候 小者、 打 刀 もち 

たる は 可 レ爲レ 左、 足 半 もちた る は 右、 手 明 は 中なる べし。 左の 方 あがり なるべし。 又 

弓 袋 被レ持 候て 打 刀と つが ひて 右に 可， 走。 叉 はき 者 を參候 小者 は 上役な り。 小者に 鞭 

を ささせ 候 こと 本式に あらず。 ゆがけ を 首に かけ 候 事 も： 11! 前、 喑の時 あるべからず。 

引 馬の 事、 三 職 • 御 相伴 衆 • 吉^ 殿 • 石橋 殿 • 土岐殿 • 六角 殿、 何れも こしの 先へ 被 
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レ引 候。 その外 はこしの あとに 引かる る 也。 

師曰 はく、 武 田家の 臣山縣 が 云 はく、 武藝の 四 門と は 弓 • 鐵炮 • 兵法 • 馬是れ 也。 

大身 小身に 不レ 依、 右の 四つ を 習 ひ自餘 のこと を 稽古せば、 物 をよ み 物 をよ く 書^: ひ 

其の後 亂舞 尤も 也。 然して 右四つの 內に、 先づ 馬、 二 兵法、 三 弓、 四に 鐵炮 也。 馬 は 

代り を 立て 人 をた のみて 不, 成、 鈒術 きり 合 も 代りの 立てられぬ わざ 也。 弓 は 古來ょ 

り 武士の 家に そな へ ものに て系阖 侍の 如し。 仕出の 侍 は鐵炮 也。 鐵 炮は甚 しく わざ あ 

(怖 載) 

りと 云へ ども、 楚 ！s のをぢ をのの くこと 少し。 弓 ははげ しからね ども、 狐に つかる る 

(二、) 

もの、 一 切の ふしん ある； J とに、 鳴 弦な どと 云 ふこと ありて、 武士の 奥意 は 弓のう は 

さに なれり とい へりと ぞ。 

師曰 はく、 或 人の 云 ひける は、 武士 は 弓 鐵炮の 上手と いはる る こと は不, 可レ然 也。 

敵械 などに 火矢 を 射 込めた き、 うち 立てた き、 足 輕は行 ふ 所に てな きと 云 ふ (時) に は 

仁 さしに 逢 ひて 晴の わざ を 致す こと あり。 不二 射 込 1 ば 甲斐な し、 左様の 所 は 敵 もつ よ 

く 守りて、 大方 は 打 死す る もの 也。 大方に わざ を 知りて、 上手な りと 云 ひて 藝を たつ 

る こと を不レ 用と い へ り。 


師曰 はく、 古來は いづれ の 家々 に A 犬追物の こと ありて 弓馬の 達者 をなら はしめ、 

やぶさめ 

八幡の 社の 內には 流 銃の こと ありて 弓馬 をし らしめ、 小 串 笠 かけ 等 は 在々 の 者まで 平 

生の なぐさみの 如くいた せる は、 藝に あそべ ると 云 ふの 心なる ベ し。 

師 嘗て 劎術を 得た る 者に 示して 曰 はく、 凡そ 劎術 を敎 へんと ならば、 事理 一致の 內 

に、 先づ わざ を 具につ くさしめ て、 刀の ふりま はし 左足の 自由 を 得て、 當 分の 用 所の 

たり やすき 如く 可, 仕 也。 理を こまやか にして 自然の 妙 を 論ぜん こと は、 上手 名人に 

至りて 眞空 無念の おもむき を 云 ふに ありぬ ベ し。 必竟 武士 劎^ 上の 一 句に おいて 勇 心 

たえ ざらん に は 別の 子細 あるべからざる 也。 わざ を 具に 不レ盡 して、 唯だ當 分の 道理 

斗り を たのしみて、 手足 身 體不レ 可レ叶 也。 されば 心 上の 工夫 本より わざ を不 レ可レ 離、 

此の わざ を さし 置いて 何ぞ 別の 工夫 をつ ひやさん や。 すべ て 藝術は 皆 ことわざ を 第 一 

に 可, 仕 こと 也。 敎 ふるもの 尤も 可 レ付レ 心 也。 

師曰 はく、 劍術を 事と する 者の いへ りけ る は、 木刀 を 取り 眞鈒を あげて. ここに 人 を 

切る と 云 ふ は 末の こと 也、 刀 を 不レ拔 その 前に 勝負 は顯 はるる 也、 其の 故 は、 鈒 術と 

S ふ 名に 付きて それより^ 術 を 思 ひ 出さん は劎 術の 實 にあらず、 刀に 手 を かけざる 前 
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に 殺人 刀 ありぬべし、 平生 心に 武士の 思 入な きに よりて、 改めて 是れ なん 铋 術と 云 ふ 

になり て、 形 も 心 もつれて 伎 量に なりり きみになる、 皆 以て 負く る 所 也と かたれり。 

まことに その 心得の あるべ きこと 也。 

師曰 はく、 何事に も 修練す る 事う すければ、 必ず 伎倆 力 身出來 る。 これ 皆 人に いた 

さるる ゆ ゑ 也。 中に も铋 術の 類に これ をき らふ。 其の ゆ ゑ は、 心に 少しも 泥 著す る處 

あれば、 耳目 ここに 一 片 におち て 目 付 所ち が ひ、 手のに ぎる 處 足の ふむ 所 身の 運動す 

る處、 皆 かたつ かたに よる。 向 ふに 立つ 所の もの 心 定まり 氣 おちつかば、 まことに 狂 

n) あきま 人 沈醉の ものの まどうて 來 るに 不レ可 レ異。 其の あきみ、 其のう たれぬべき 所、 無 刀に 

如ち 身 ss に 隙 

して とら へつべし。 しかれば とて、 心 を 空 寂に して 氣を ゆるやかに もてと- ムへ ども、 

只今 生死 一大事の 場に て 左 あるべき に 非 ざれば、 只 だ 手 なれ 足 なれて、 不, 覺 心身 一 

致 事理 一 體 に不レ 成して は 不レ可 レ叶處 ありぬ ベ き。 ここにお いて 不レ 得：. 已 して 手 至り 

足 ゆいて 必勝の 地 ありぬ ベ き 也。 若し 足 を かたく ふみ 手 を かたくに ぎり S をみ はり 身 

を かがまば、 皆是 れ病氣 にして 自由 自然の 處と は不, 可レ云 也。 

師曰 はく、 刀 を さし 鎗を 持たせながら、 我れ に 可， 勝の 道理 を かつん \ も不レ 知辈は 


戰 S 平生と もに、 たと へ 仕 かっこと ありと もまけ と 云 ふべ し。 刀 を さしながら その わ 

ざ を不， 知、 鎗を もちながら 其の 能 を不レ 知して、 武士と は 云 ひがたき こと 也。 心 斗り 

勇に して 運に まかせん と 云 ふ は 猞ほ危 し。 己れ が 廐の 馬 を 自由に 不 レ乘、 馬上の たし 

■ ル カラ 、 

なみ 不レ 快、 是れ叉 馬 を もちた るに あらざる 也。 武士の 諸道 具 皆 以て 然り。 其の 能 を 

たださざる は、 悉く 人に みする の ことにして、 實と云 ふべ からざる 也。 

師曰 はく、 或 人の かたりし は、 竹刀 铋 術の 藝者も 名聞 を 事と して はやく 上手に なり 

たきと 存ず、 是れ 好んで 人の 師 となる こと を 欲すれば 也、 古來は 具足 を 著け 鐵の面 を 

みどころ 

當 てて 思の ままに 勝負して まけぬ 所まで を 本と す、 故に 見所 もな く 早く 用事に 立てり、 

近代 は 皆し くみ 兵法に て、 まことの 用に たつこと なしと かたれり。 左 あるべき こと 也。 

師曰 はく、 名人の 藝 者の 下に 上手 出来らず、 二 代つ づきかぬ る もの 也と 古來 よりい 

へり。 此の 心 は、 その 身 名人に 至る もの は、 數十年 さま./^ の わざ をつ くして、 其の 

わざ ここにつ きて 初めて 上達 微妙の 術 を 得、 手の 舞 ひ 足の 蹈 むこと を不. 得、 故に 上 

達して 下舉を わすれ、 下學へ ひきさげて 敎 ふるの 道 を不, 詳、 己れ が 微妙の 術 を樂し 

ん で下學 下段の こと を 蔑 如して かろし む。 學ぶ もの も 亦 上手 名人の 風情 を 味へ て、 一 
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向 向上の 工夫に 入りて 下 早に 志 をと めず。 ここにお いて 意味 日々 に深畏 にして、 而し 

て 其の わざ をみ ると き は 共 だ 相く だれり。 意 術 一 致に ならず、 口に 云 ひ 心に おも ふ 十 

分が 一 も 手足の すすみ かな ふこと あらざる を 以て、 云 ふ處は 上手の 膚 に似て その わざ 

不レ 足。 是れ 上手 名人に 弟子 門人の つづいて なれる こと 不レ * ゆ ゑん 也。 されば 聖人の 

擧 も、 次第に 心性の 事 を 甘んじて 今日の 日用 を輕ん じ、 異端の 學 術に 入る に 同じ。 古 

の 聖人 更に 向上の 意味 を不 ぃ說、 是れ說 いて 人の まど ひとなり， 知りて 日用に 及びが 

たきこと を しれば 也。 況ゃ 諸藝百 家の 術 は 皆 日用の わざ なれば、 これ を不, 詳して 意 

味 を蓴ら とせん こと は、 末學 の陷溺 する ゆ ゑんと 可レ知 也。 凡そ 物々 至極して は 唯 だ 

少しの 用捨 意味 に て 感 通す る ものな り。 しかる を諸藝 の わ ざ 未熟 にして 先づ これ をき 

かん 事 を 願 ふ、 是れ 階級 を こえた る ことなれば、 聞きて 更に 益な し。 たと へば 壁の 下 

ぬり 中ぬ り を不, 致して 上ぬ りの 土 を 直に 抹す るが 如し。 忽ちに やぶれつべく、 そこ 

ねつべし。 何事の 技藝 にも 此の 心得 ある こと 也。 尤も 可レ愼 也。 

師曰 はく、 武 田の 家臣 小 幡上總 助 申しけ る は、 前 原 筑前は 五六 人 扇 を なげつ くるに、 

木刀 か问ぞ 少しの もの を 手に 持てば、 我が身に あたらぬ ほどの こと 也、 なげし にこよ 


s  8 刀) 

り を つばきに て： iz: けて、 しない を 以てい くつ も 切りお とす 也， 目 も 足 も 手 も 身 もき き 

たれば、 兵法 者と 云ぶべし、 塚 原卜傳 は左樣 のこ まかなる こと はな けれども、 修行し 

(步)  み すゑ 

て ありく に、 大鹰を 三 居す ゑ させ、 引 馬三疋 八十 人 斗り にて あるく、 兵法の 名人 也 • 

なみ あ ひ  にん 

山 本 勘 介 • 波合備 前な ど は 兵法 仁と 云 ふべ し、 兵法 を しらね ども 理 にかな へ る 人な り 

クノ  ルカ ラズ 

と 云 へり。 劎 術の 上手と 云ふ內 にも 如, 此 その 品々 ある ことなれば、 一 様に 不, 可, 存也。 

師曰 はく、 柳生但 馬守宗 近が 弟に 兵 庫と い へ る 者の よめる 歌な りと て 人の かたれり。 

「そのままに 理は有 明の 物と しれ 開く 扉に 月ぞ さやけ き」。 宗近 かへ しに、 「出で ずと 

も 月夜と ならば くらから じみえ て 光のう つるに はなし」 とよめ りと ぞ。 互に 紐 術の 思 

入 を 云へ るなる ベ し。 

師曰 はく、 馬藝に 長ぜる 人の かたれる は、 武士の 鍛練すべき もの は 馬に あり、 馬 を 

しら ざれば 不覺の 打 死 を もいた し不覺 のお くれ を も 取る ベ し、 しかれば 平生 馬の 持 方 

と乘 方と に 心 を 付けて、 馬具 諸 色に も 萬 づ念を 可 1 入 也、 第一 馬の 持 方 は 不斷を 用 馬 

に 持 入るべし、 それと は、 飼 物の 心得、 厩の こしら へ、 ふせお こしの 分^、 幷に 馬の 

耳目 を 物に なら はす 所 肝要 也， 第二に 乘 方の 事、 馬場の こしら へ、 乘 りかけ せめ やう 
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仕込の 次第、 第三に 馬具 諸 色の こしら へに 子細 ある こと 也、 此の 三 段 を 心に かけ、 平 

生と かく 馬上いた す もの なれば、 不斷路 次 往來の 時よ く 馬の 心 を 知り、 軍用に 立つ ご 

(！)  i とく 心 人 をいた すべし といへ りと ぞ。 道 は 須臾 も不 レ可レ 離と 云 ふ は 古人の 戒也。 平生 

なに 出づ 

を 別に^ じて、 手なら ひ 足なら ふことの 薄き を 以て、 其の 用法 ことなる になれ る 也。 

41 霞 事 也。 

師臼 はく、 源 賴朝卿 鎌倉鹧 岡に 馬場 を かまへ、 流鏑 (馬) のこと を 催して 常に 弓馬の 

(二〕  (一一， 

00  Sg 古 を こころみ 玉 ふ。 是れ 武藝を 忘る まじき ための 心得 也。 文、 治 六 年 八月 十六 日に 流 

年 は 5:^ち， if  (馬〕 の 射手 一 兩輩 ささ はりあり ける 時、 大 庭の 景能、 去る 治 承 四 年ぁづ かる 處の河 

n 建クゝ と改え  リレ  ついで キス 

S  。ほ^ 村 一二 郞義秀 W 人となりて 有レ 之、 弓馬の 藝に 達せり、 此の 次に 可 二 召 出 一 やと あり けれ 

ゾ. 0 グ 9^ 1 1 

え t め の V" さ 

一ん n ば、 神事に 因りて 優恕 あるべし とて、 則ち 三流の 作物 を 射さし め 玉 ふ。 義秀 其の 藝を 

o 手 挟，. JST  さんざ，、 たば さみ やつ まと 

£パ 、的 は 花.； 施して 更に 相違な し。 則ち 三尺 • 手 挾 • 八 的 等の ことなりと ぞ。 頼 朝大に 感じ 玉 へり 

US  • パフ •  0 

^^^^ とい へり。 是れ 弓馬の 藝を 重んずる がた めに 如レ 此の こと ありつる 也。 

お 一一 |ほほ 師曰 はく、 大庭平 太 景能は 武家の 故實を 存じた る を 以て、 頼 朝 常に 重んじて 兵法の 

^  ！ 事を尋 へり。 建久 ニ年錄 倉の 御所 失火して ける 時、 八月に 新造の 御亭 において 景 


能盃 酒を獻 じけ る 時 も、 保 元の 合戰を 語りて、 勇士 只 だ 可， 達， 一騎 馬 一事な りと 云へ り 9 

さし も 老功の 千 葉 介 常 胤 各-甘心し てこれ をき けりと 東鑑 にいで たり。 

師曰 はく、 武州入 間 川に 於て 賴朝追 鳥 狩のと き、 藤澤ニ 郞淸親 百發百 中の 藝を 施レ 

て、 雉 を 五 うづら 廿五を 射お とせり。 御感の あまり、 則ち 駕し玉 ふ 馬 を 引出物に した 

{五) 

まへ り。 是れは 龔祖將 軍 貞任を 征伐の 後に 舂野 遊の こと ありし に、 淸原武 則が 一矢に 

(六) ^出物 て兩翼 を 射と めたり しとき 馬 を 引き 玉へ る洌 也と ぞ。 藝士の 術 を 得た るを赏 し 玉 ふこ 

とするな り 

と は、 是れを 以て 人々 猶ほ遊 藝の志 あらん こと を 思 へ れば 也。 

師曰 はく、 源實朝 未だ 若 冠の 間、 評定 執 權の輩 奉行と して 昵近 伺候の ものの 中に、 

藝能ぁ • る 輩 を 撰んで 弓の 學問 所の 結番 をな さしめ、 各，' 當番の 曰 は舉問 所を不 レ去參 

候して、 時の 御 要 を 可, 承と 命じぬ と 也。 

お" ^ 接 師曰 はく、 嘉禎 三年 八月に 放生會 の流鏑 (馬) あるべ し、 時に 北 條五郞 時 頼 その 人 衆 

0^ たるべき に究 まれり。 初めての ことなれば、 其の 儀 を 習 はし めんた め、 泰時 そのころ 

は武藏 守な りけ るが、 海 野 左 衞門尉 幸 氏 を 招きて 子細 を 問 はしむ。 幸 氏 申しけ る は、 

矢 を 挾む の 時 弓 一 文字に 持ち 玉 ふこと、 其の 說 ありと い へど も、 故 右大將 家の 御前に 
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(詮璲 ) 

おいて 弓矢の 故 實撰義 の 時、 一文字に 弓 持つ 事 諸人 一同の 儀 也け る を、 佐 藤 兵 衞尉憲 

淸 入道 西 行 申しけ る は、 弓 拳より 押 立てて 可， 引, 之 様に 持つべし、 一文字に 持つ こと 

非レ禮 といへ り、 つらく 此の 事 を 案ずる に、 一文字に 持ちて は、 誠に 弓 を 引きて 卽 

ち 可， 射體に は不， 見、 聊かお そき 姿 也、 上 を 少し 揚げて 水 走りに 持つべし と談 ず。 下 

河 邊行平 • ェ籐景 光 • 和 田義盛 以下 各-甘心す。 泰時 入， 興と 也。 この 幸 氏は賴 朝の 

時の 八 人の 射 乎の 內 にして、 專 ら故實 を存ぜ り。 故に これに 及べり と 也。 

師曰 はく、 源賴經 未だ 弱冠のと き、 舍弟幅 王公の 亭に 入りた まうて 御遊 ありし に、 

飼 所の 小鳥 能の 內 より 飛 出て、 庭前の 橘に とまれり。 上野 十郞朝 村に、 此の 鳥 不レ死 

キ  ル  スルヲ  (二) 

やうに 可 二 射 取 一の 由 を 命ぜら る。 朝 村不レ 得レ辭 して、 弓と 引目 を 取りて 木の下に 立ち 

よれり。 彼の 木 枝葉し げりて、 小鳥の 姿ゎづ かに 葉の 間より みえて けれども、 枝葉 生 

ひち が ひて 射 入りが たきを 以て、 庭 上に ひざ ま づき、 小刀 をぬ いて 引目の 目 柱 二つ を 

. けづ りかき て、 則ち 鳥 を 得て 持參 す。 鳥 引目の 內に射 込められぬ。 目 柱 を 削りす てた 

る は 此の 用意な りと て、 亭主より 御 劎を賜 はりぬ。 古 は 如レ此 上手の 藝 者の ありし に 

こそ。 唯 だ是れ 人の つとめの 厚薄に よるべき 也。 


り カ^ 三卷っ 
事 鹿 日 第 じ 
の 孫 ^ 八 
條三戰 、太 
に郞事 平 
あ 免附巧 fd 


師曰 は〜， 承 久の亂 に、 武藏太 郞時氏 祕藏の 馬 宇治川 を こすと き 矢に あたり、 其の 

鏃 身に とまりて 久しくぬ けず， 憋 にた ふれず して 甚だ くるしめり。 いかが あるべき と 

ありし に、 生 捕の 內に友 野 右馬允 遠 久と云 ふ もの， 馬 を 療治す る こと 古の 伯樂 とも 云 

ふべ かりけ り。 此の 事 をき いて 無二 子細 一 治すべし と 云 ひければ、 彼の 馬 を 引きお くる 

の處、 則ち 鏃 をぬ けりと 也。 

師曰 はく、 奈須與 市 は 下野 州 那須太 郞助宗 が 次男 也。 屋島 において 生年 十七 歲 にて 

遠お 

喑の扇 を 射て 源平に 名を擧 ぐ。 甲斐の 源 太が 末子 淺利與 市 は 壇の 浦に て 遠矢 を 射、 其 

の 外 本 間 孫 四郞が 遠矢、 源 三位が 化 鳥 を 射る 類、 皆 以て 弓に 達して 名を擧 げたる ため 

し 也。 

(111)  はやみ 

師曰 はく， 元 弘の六 波羅責 に、 赤松が 勢の 中より、 備前國 住人 頓宮 叉次郞 入道 • 子 

孫 三 郞 • 田 中 盛 兼 • 同 弟盛泰 と名乘 り、 我等 兄弟 父子 四 人、 勅勘 武 敵の 身と なりて、 

m 賊 海賊 を 業と して 一 生を樂 しめり、 今 幸に 此の 亂出來 て、 忝くも 萬乘の 君の 御 方に 

御^ を 受け  たと 

參ず、 今日に おいて は 縱ひ御 方 負けて 引く とも 引く まじ、 敵つ よくと も それによ る ま 

If に 敵 する じ、 敵の 中 を 分け 通り 六波羅 殿に 對面 申さん と廣 言す。 六 波羅勢 彼等 四 人が ありさま 
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を 見て 辟易し ける 處に、 島津 安藝 前 司 父子 三人 是れ をき き， 手の者 どもに 向って 申し 

ひ ごろ 

ける は、 日 來も聞 及びし 西國ー の 大力と 云 ふ は是れ 也と 覺ゅ、 彼等 をう たんこと は大 

勢に て は不, 叶、 我等 三人 相 近付いて、 進みつ 退きつ 暫く 惱 したらん に、 など か 打た 

カラ ル 

ざらん、 彼等 力 こそつ よくと も 身に 矢の 立たぬ こと 不：. 可レ 有、 走る こと # くと も 馬に 

レタ  キ  ス  いくさ 

は 過ぎ じ、 年来 稽古の 犬 笠懸、 今の 用に 不， 立ば 何 を か可レ 期、 いで 不思議の 一 軍して 

人に みせん と： ムふ ままに、 只 だ三騎 打ちぬ けて 四 人の 敵に 相 近付く。 田 中 これ をみ て， 

いけど 

其の 名 は 誰と しらね ども、 猛 くも 思へ る 志な り、 同じく は 生 取って 味方に なして 軍 さ 

へ 1) 00, せつべし とて、 件の 金 さい 榨 を 打 振って 閑 かに 步 みよる。 島津 やがて 射て 當 てければ， 

な い^ *• にて 

1, ： m 中 急所の 疵 にて 進み 得ず、 弟の 孫 九 郞* 頓宮 父子 各， '大 太刀 を 以て かかり、 或は か 

なさい 棒 を ふって かか る。 島 津元來 馬上の 達者 矢つ ぎ 早の 手 だれ なれば 少しも 不 レ騷、 

(に 一 ) 

EB 中 追って かかれば、 あいの 鞭 を 打って 押し もぢ りに はたと 射る。 田 中 妻 手へ 廻れば、 

(三)  おつ かへ 

り の 本 を こして 丁と 射る。 西 國名譽 の 打 物の 上手と 北國 無双の 馬上の 達者と、 追つ 囘 

しっかけ ちがへ、 人 まぜ も不, 爲戰 ひければ、 前代未聞の 見物 也。 田 中 父子 兄弟 四 人 

さかしま 

の^のす きま 內胄に 立つ 矢 二三 十 筋に て、 太刀 を 逆につ いて、 すくみ 死に 死にけ り t 


也。 

§  y  (幼) 

(5 太 £s 師曰 はく、 山門 責の 時、 湯 河庄司 殊更 進み出で て 申しけ る は、 紀伊國 の もの は、 を 

卷第 十七、 山 

^^>0 さなうよ り惡所 岩石に 習って、 鷹 をつ かひ 狩 を 仕る ことなれば、 馬のと ほらぬ 程の 險 

クノ  ゼ おどしけ 

蛆をも 如 二 平地 1 存 ずる 也、 此の 山な ど を 難所と は 露不， 存、 威 毛 こそよ く 候 はね ども 

た  i)  ク  (丄<) 

(五) a^A 我等が 手づ から 橈め こしら へ 候 物 具 をば、 如何なる 筑 紫の 八郞殿 も、 無二 左右 一 うら か 

郞爲 朝の こと 

おこ！^ で かする ほどの こと はよ も 候 はじ、 將 軍の 御大 事 此の 時に て 候へば、 我等が 武士の 矢面 

に 立ちて、 敵の 矢 を 射ば 物 具に うけとめ、 斬らば その 太刀 刀に 取 付きて 敵の 中へ わつ 

て 入るべし と廣 言して、 大勢の 矢面に立ちて せめ 煑 めぬ。 官軍の 方に 綿 貫の 五 郞左衞 

資 氏  中十直  すぐ  て ？ .{ れ 

門 • 池 田五郞 • 本 間 孫四郞 • 相 馬 四 郞左衞 門と て 勝り 出せる 强 弓の 手足 あり。 池 田と 

(0 し 

綿 W は 折節 東 坂 本に あり、 本 間 • 相 馬 二人 義貞の 前に 候 ひける が、 熊 野人 どもの 眞黑 

に つ つみ つれて 攻め上が るを遙 にみ おろし、 今日の 軍に は 御 方の 兵 太刀 をも拔 かせ ま 

じ、 矢の 一 つも 射させ まじ、 我等 二人 罷り 向って 一 矢 仕って、 き やつ 原に 肝 を つぶさ 

せ 候 はんやと 云 ひて 立ちぬ。 猶も弓 をつ よく 引かん ために、 鏜を ぬぎ 脇 立 斗り して 大 

* になり て 出で、 一村し げりた る 松 陰に、 人 まぜ もせず 只 だ 二人 弓 杖つ いて 立ちぬ。 
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まさか リ (一)  すか 

ここに 閜 ゆる 八 庄 司が 內の 大力の 大男、 ^の 棒 を 左の 手に 持ち、 鉞のゐ のめ 透した る 

を 右の に ふりかけ、 小 跳して 上る を、 あは ひ 二 町 斗り 近付きて、 本 問 小 松の 陰より 

ひやう  (K 定)  あげまき-つ-け ： rryN 

立顯 はれ 兵と 射る。 志す 所の 矢 坪 をた がへ ず、 鎧の つるはし りより 總角 著の 板 迄射徹 

さるれば、 小篠の 上に た ふれぬ。 其の 次に みえし 熊 野人、 先の 男に 一 かさま さりた る 

, Lrf  (射) (二)  よ-^ で， つき 

が、 ぜ -ほ の 袖 を さし かざし 後を屹 とみて 遠矢ない そ、 矢 だうな にと 云 ふま まに^ 著し 

てヒる を、 相 馬 弦音 高く 射る。 胄の眞 向より^ 間の 腦を碎 きて 射斃 しぬ。 此の 二 筋の 

矢に 熊 野 勢お それければ、 前へ も不， 進 あとへ も不 レ歸、 皆 背 を かがめて 立ちぬ。 本 

問 •  wis 是れ をば みぬ 由に て、 味方の 兵 二 町 斗り へだたれる を 招き、 例なら ず 敵 ども 

の はたらき 候 は 軍の 候 はんず る やらん、 ならしに 一 矢づっ 射て 見 候 はん、 何 にても 的 

とほ きとば 

立てさせ 玉 へ と 云 ひければ、 是れ なんとて、 皆 紅に 月 出せる 扇 を 矢に はさみて 遠 的 場 

に 立てたり。 本 間 は 前に 立ち 相 馬 は 後に 立ちて、 月 を 射れば 天のお それ あり、 兩 方の 

は づれを 射べ しと 約して、 本 間 はたと 射れば 相 馬 も はたと 射る。 矢 所 を 不レ違 中なる 

月 をの こしぬ。 此の 體を みて * 寄 手 數萬騎 悉く 本陣へ 引き かへ しけりと 也。 

師曰 はく， 弓 を しれる 人の かたれる は、 弓に 柔剛强 弱と 云 ふことの あり、 上手 は 弓 


(三) 000 

詠 集に 出づ る 

「長生 裏眷 

秋 富、 不老 門 

日月 遲」 を 

指す 

(四) 000 

元 仁 元年 四月 

廿 八日の 條に 

出づ 

(五) 南朝 凍 

末の 名将に し 

て 後 司 位と な 

b 南兗 州剌史 

とな h- て 終る 

(六) 隋末 

に铩 す、 名将 

なり、 功を以 

て 公に 封 

ぜらる 

(七) 唐の 太 

宗 • 高宗 時代 

の 人、 名將に 

して 本衞 大将 

軍と な. 9、 平 

隅 郡 公に 封ぜ 

ら る 


を 見て、 其の 弓の 柔剛强 弱 を はかりて、 それに 隨 つて 或はに ぎりより 上 にても 下にて 

も、 にぎりて 能き 所 を はかりて 矢 を 射出す もの 也、 下手 は 形に なづ むが ゆ ゑに、 にぎ 

りの 付けて ある 處を 必ずに ぎる と 斗り 思 ふゆ ゑに、 皆 つりあ ひ を かく こと あり。 り に 

其の 引く 人の 相應 すべき 柔剛强 弱 ある ぺければ、 これ を考 へて、 下手の 引きても おの 

づ から 理 にかな ふごと く 致して にぎり を 付く る を 上手と 云 ふ 也。 何 尺 何 寸と云 ふこと 

を 定めて、 ここ をに ぎりと 極めん は、 尤も あやまり 也と いへ り。 

師曰 はく， 古 來將軍 家と い へ ども 必ず 手 習 始の事 あり。 六 藝の內 に 書と 云 へ るは是 

(藤 原) 

れ なるべし。 源 賴經關 東に 下向の 時、 元 仁 元年に 手 習 始の儀 あり。 其の 儀、 南面の 御 

襯三問 を 上げて 御硯 手本 等 を文臺 におき、 陸 奥 守 義時著 二 布 衣 1 て參 せられぬ。 宰相の 

中 將頼經 の そばに 候し- 硯を あけ 墨 をす り 筆 を そめ 被, 進。 頼經 これ を 取りて 習 はし 

め 玉へ り。 手本 は艮生 殿の 詩 也。 事 を はりて 義 時に 御铋を 賜へ りと 東鑑に 出で たる 也 ( 

(W)  (六)  (七) 

師曰 はく. 異朝の 名將 とよ ばれた る武將 各- 絕藝 あり。 隋の吳 明 徹* 尉遲 敬德. 薛 

仁 貴、 各 i 名 譽の術 を 得た る 輩な り。 武將 として その 術 を不, 詳して は、 下の 匹ん を 

はげまし すすめん 事 もな りが たかる ベ きなり。 
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師曰 はく， 或 人 結 狩 をの 


り 


、 今日 未明に のり 出して、 大礒 まで 十七 単： を 巳の 刻に 


のり 付け、 それより 引き かへ し、 夜の 戌の 時 斗り に歸れ り。 その 間 物 を かふ 事 一 度な 

(二)  S) 

しと 云 へり。 荒木 安心の 家に て は 結 狩と； W ふ。 世に 櫻が りと お ふ はこの こと 也。 案ず 

るに、 樱狩は 馬 藝に祕 する ことにして、 常に 用 ふべ き 術 也。 このみて 一 日 櫻 狩 を 致す 

と 云 ふ ものに 非ず。 いつにても 存 ずるより、 路次を 遠くの り ゆく まじき 馬 を やる ごと 

くに 乘る は、 皆 櫻 狩の 心 也。 其の 術、 一 日に 二十 里 三十 里 ものり、 二日 三日 も つづ. け 

ての りみ る こと 也。 ゎづか 一 日 は 誰 人の 乘 ると 云 ふと も 行く もの 也。 入 も 少し 達者な 

れば、 一日の 路次は 限り ある を 以て、 遠道いた す 事 ある もの 也。 況ゃ馬 は 不レ往 と 云 

シ レ (111)  (巧)  ラ 

ふこと 無レ 之。 鹽 谷の 高 貞が出 雲へ ひらきし 時、 山 名 伊豆守 宿所へ も不レ 寄- 郎等 三百 

餘 にて その 日に 播 磨の かこ 川まで 十八 里の 道 をう ちたり と 云 へ り。 不レ得 レ已ば 如レ此 

こと は 多き もの 也。 一度 も 馬に 不レ 飼レ 物と 云へ る こと は 甚だ 誤 也。 人 は 魚 鳥 をく ひみ 

そけ をく ふゆ ゑに、 朝に 物 をく うても 夕日まで よくこた ふ。 馬 は 鳥 魚肉 食な きものな 

れば、 度々 に 物 を か は ざれば 忽ちに 乘 りころ す もの 也。 人 は不, 叶處 にも 情 を 出して 

ゆく こと 也。 馬 は 情 を 出す と S ふ智 なきもの 也と 村 上 氏 かたれり。 尤も 味 ある こと 也。 


而 して 遠路 をよ く 行く 馬 は 爪 第 一 也。 馬 形に なら ひ あり、 ものく ひ 一 H に 四 升の 大 S 

をく は ざれば  一 B に 二十 里 を あゆませが たし。 無理に のりて 息いた せる 馬 は、 平生よ 

り 息 あらく、 少しの りても 息 合せ はしき もの 也。 只 だ 習 ひ 一片 を 以て こころ みんこと 

は あや ふきこと 也。 

(五 ) 

師曰 はく、 故 將軍家 ことに 劎 術に 妙 を 得た まうて、 柳 生 を 崇敬 まし/ \ 公方 家の 師 

たれば とて 四 品に 敍し、 彼の 上 泉が 例 を 追 ひた まふ。 或 時 將軍家 二の丸に 渡御 ありて 

柳 生 を 召す。 公 は 徒鎗を 持ちた まひ 柳 生 は 長刀に ての 仕 合 ありき。 ともに 妙 を 得せし 

め 玉へば、 双方と もに 引き かまへ、 兩 虎二 龍の 勢に なれり。 しばらく 相對 して 互に 不 

レ動內 に、 柳 生 ふと 長刀 をす てて 無 刀に て 飛込む。 公 扇 を 以て ひしと 打たん とし 玉へ 

ば、 柳 生 則ち 御手に とり 付き まゐら せぬ。 而 して 事 を はりければ、 公 仰せ ありけ る は、 

,  (七) 

汝已 にかへ り 起請まで を 致し たれ ども、 未だの こし 置く 處 ある を 以て、 今日の 勝負 合 

言語 道斷 のこと ありと 仰せ ごとの 御と がめ あり。 柳 生 申 上げけ る は * いか やうの こと 

に 候 も 更に 心に 不レ覺 候と 答 ふ。 公 仰せに、 長刀 をす てば 其の 色の あるべ きに、 色の 

すて やう  I 

みえざる は 棄樣の 習 ありつべし- 此の 處を のこせる にやと ムロ命 あり。 柳 生かし こまり 


〈1) 强 立 か 


(-:) 匿、 

卽も 切味の^ 

き 匁。 ねたば 

を 合 はすと は * 

刀 創の 匁 も w 

ぐ ことなり 
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申しけ る は、 聊か 不, 覺候、 可, 棄 と不, 存 して ふと 棄て たるなる べきに 候、 铋 術の 習、 

聊かの これる 處 なく 申 上げたり とい へど も、 御 修練の 年數 我れ にお とらせ 玉 ふゆ ゑに 

如 レ此處 の あるなる べし、 更にの こし 申す ことに あらず とのこと なれば、 重ねて 誓 書 

を獻 じけ りと ぞ。 又 或 時 竹刀 を 以て 羊の 額 をつ いてお しっくる に、 羊 あとへ しさり し 

さりて、 後の つかへ たる 所に て 己れ が 身 を かため 取って かへ す。 そのつ よだちた る 時 

は、 何 ほどつ いても 跡へ L さらず。 柳 生に 仰 付けられければ、 柳 生 竹刀 を 持ちて 後の 

つか ふる 所 迄つ きつめ、 やつよ だっとき、 竹刀 を さげて 羊の 來 るに まかせて 引く ゆ ゑ 

に、 羊 はりあ ひなく 力ぬ くる 所 を、 又つ きけ る ゆ ゑに、 苹出づ る こと 不レ 成け りと ぞ。 

(二〕  ， 

師曰 はく、 柳 生 人の 刀 を 見て ねたばの こと をい へる は、 ねたば は 合せて 置けば^ ひ 

けて、 久しければ 又不, 合ば 不, 叶 もの 也、 然れば 合せ 置く は 不レ入 ことなり。 その上 

刀 は 人 をき ると 思 ふ は あしし、 只 だ 人の 我れ をき らんと する を かこ ひ 待ちて、 人の つ 


よみの ぬけて 虛 なる 處 をう つもの 也。 かねの 棒に てうた ば、 きれず とも 彼れ豈 こたへ 

シ ノ  (向)  か ち どころ 

んゃ。 鎗も 如, 此、 人の つく をつ かれぬ ごとく 致せば、 むかひに 虚の出 來て勝 所 ある 

也。 しきりに 勝 を 求む る は 負の 至 る處 也と いへ りと 也。 


■  S 處 

理の宗 五大 i: 

紙に 同 記事 出 

づ 

(so 足 利 第 

八 代將^ 義政 

(五) 能 役 § 

M、 人道して 

德 本と いふ。 

滿 おの 子な り 


(七) 勇士の 

^に 黑母衣 

を 著せし む、 

十三 名 あり 

(八) 名 は 氏 

0 


(三)  (Kn  i) 

師曰 はく、 故實撰 要に、 慈照院 殿の 時觀世 闲究の 由き こしめ し、 大名 衆に 扶持 ある 

べき 由 仰せられ 候 時、 畠 山殿德 本に て 能 させられ、 千 贯被レ 遣、 庭 面の 座 布に 千 莨つ 

まれ、 戶を 立てお き、 能 果てて 折紙 をつ か はさる。 扨て 戶を あけられ たりと ぞ。 慈 照 

ただす が はら 

院殿代 寛 正 五 年 四月、 礼 河原に て勸 進猿樂 あり 


觀世 ^^ヌ お V ハ、 勸進聖 善 成 せ 


1^ 御棧 布の 樣刖に 出せり。 初日 五日、 御棧 布の 一 獻細川 殿 右京 兆 勝 元 朝臣、 還 御に 

すぐに 彼の 亭へ 御成、 觀世 太夫 已下本 役人 斗り 伺候、 亭主より 萬 匹、 吳服 以下 御 相伴 

衆 御供 衆 其の 外內衆 小袖 をぬ がるる、 七日の 一 獻畠山 殿と 也。 

師曰 はく、 案ずる に、 猿樂 のこと 近代の 樂 となりて、 本朝 近 比の 風俗， まことの 猿 

樂 なりと いへ ども、 禮樂は 上より 定まる ことなれば、 是 れを改 むべき 由な し。 しかれ 

ば 又 小歌 *朗 詠 • 今様と か はりて、 文字の あっか ひ 口の 中 以下 ロ傳も 品々 あれば、 時 

にと つての 上手 程 拍手 等 面白き こと 多ければ、 一 曲 をうた はんも 不レ苦 こと 也。 

師曰 はく、 信 長の 黑母 衣の 衆に 伊藤 武兵衞 と 云 ふ もの あり。 坂 井 近 盛 をき りて 尾 州 

(八) 

を ひらき、 駿 河に 至り 今 川 を 賴んで 侍りぬ。 尾張牢 人な りと て 今 川 家の人々 も 崇敬す 一 

或時亂 舞の 座に て、 伊藤 殿 も何ぞ あそばし 候へ と 人々 云 ふ。 武兵衞 元より しら ざれば- 

士談十  五 二 九 
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何も 心得 不, 申と あり。 いや 左 はの 玉 ふと も何ぞ 一色と 所望 すれ ども、 曾て 不レ知 こと 

なれば、 面目な けれども 何も 不レ存 と 云 ふ。 今 川 家の わかき 者 ども、 此の 男 何も しら 

ぬと あざむき、 小 鼓 を ころばし かけて 强 ひて 所望す。 伊藤 此の 氣色を 見て、 居直りて 

云 ひける は、 我等 はせ がれより 信 長の わきに 仕へ て近國 をした がへ、 朝夕 樫の 柄 を こ 

そ 握り 候へ、 ゑった の 皮 を 叩きて あそぶ 隙 もなければ しらぬな りと て、 鼓 を はね もど 

す。 今 川 家の 者 ども、 いや ゑった の 皮 を 叩く 時 はたた き、 樫の 柄 をに ぎり 候 所に て は 

握りた るが 能く 候と 云 ふ。 伊籐 刀 をぬ く 所 を 人々 おさ へ て やみぬ。 程なく 氏 眞武田 信 

玄 のために 駿州を ひらき、 遠州掛 川に こもりぬ ノ信玄 の 味方と して 松 平 藏人元 康公掛 

川 をせ め 玉うて、 天王山の 北に 旗 を 立てられ、 大須賀 五 郞左衞 門 • 大久保 七 郞右衞 

門 • 松 平 周 防 守 •  土 井璺後 守、 大手に 付きて せめけ るに、 城 中に 勇士 多し とい へ ども、 

此の 武兵衞 今 川 家の 侍に ことわり、 ゑった の 皮 こそ 承り 及び 候へ、 たたみの 上に て は 

心 易く こそ 有りけ め、 加 樣の時 少し 御た たき 候へ、 武兵衞 は 信 長の そばに て 習 ひ 置 候 

の 柄 をに ぎりて みせ 可レ 申と 云 ひて、 度々 ついて 出で てつ ひに 打 死し， 椋原 次郞右 

衞門 にう たれぬ。 類す くな き 勇士 也。 然れ ども 音曲の 方 も あらば、 後まで 心に も かか 


(一) 源氏 物 

譜 


3) 一條 兼 

良、 簾 仁 前後 

關 白太 政 大臣 

たり、 博 * に 

して 文事に 長 

じ、 文明 一 統 

記 • 樵 談治耍 • 

東 齋隨^ 等 著 

害 頗る 多く、 

自ら 菅 丞相に 

»- ると 稱 せり 


IS のす ゑつな ぎ 名听を しらざる こと も、 かたわに いやしく み ゆる ものな 


る まじき 也。 然れば 不.^ 知 は 少しお とれる に 似たり。 

師 曰はノ 

れば、 大方の あらまし は可レ ^ 事 也。 東齋隨 筆の 私書に、 源氏 藤 裏 葉の まきに、 池の 

魚 を 左の 少將 とりて、 鳥 一 つが ひ を 右の すけさ さげて、 寢 殿の 東より お まへ に 出で て 

(二 ) 

御 階の 左右に ひざ まづ くと あり。 或 人後 成 恩寺禪 開に、 此の 作法 さだまれる 義歟、 又 

鹈は 左と あり、 鹰 よりあが りなるべき やと 問 ふ。 是れは 定まれる 法な し， 奏者 は 公卿 

などに て ある ことなり、 鹈麼？ の 勝 劣 も 時に よる 也、 魚 は 御前の 池に てと るに よりて、 

此の 時 は 鵜 を 賞 せらる るに や、 叉 前後 は 遲速も あるべし * 鹈は 日本より つか ひ 出した 

るに や、 然 らば 麿 飼よりも 鹈 飼の 前に わたり 左に 出づ る、 本の 定餘 りなき 歟と覺 え 侍 

ると あり。 


士談十 


五三 
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士談 十一  . 

二 六 飮食を 節す 

師曰 はく • 胡 文定公 曰、 人 須二是 一 讥 I 味 淡き ば あお 不レ 14 有パ富 t 相； 孟子 や 

定と諡 す。 宋 に 一， ,  シ  レルモ ヲサ 

堂 高數仪 食前 方丈、 侍 変數百 人， 我 得, 志不， 爲と 也。 凡そ 世の 人 皆 身 を 養 ふ 事を專 

1i に 出 ら として 人 を 養 ふの 道 を しらざる を 以て、 飮食 をた のしみ とし、 家宅 衣报 にき よら を 

、：ン 盡，. 1! 下 

篇第 三十 ^ 章 盡し 左右の 侍女 を 置き* 男色 を專ら とす。 是れこ ，あっきと き は 彼. ^に 奪き ま v 也り 

に出づ る を 文  ^  3.  {-フ.虫り 

^^^用せ る 定まれる ことわり なれば、 この 世情 を樂 しんで 1 生の 思 出是れ なりと する 輩 は、 必ず 

道の 志薄輕 にして、 我が 助くべき 者 養 ふべき 者 各-しら ずが ほに なり 行き、 S がつ と 

めつ ベ き 用具 も 事たら ざるに 成りぬ。 故に 衣食住に 厚き 輩 は役義 ほど 人 を もつ こと も 

不レ W 諸道 具の しらべ も 事たら ず、 親疎に かぎらず 必ず 我が 助力すべき 輩 を 放擲す 

+談 十一  五 三  一一！ 
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るの 類に なりぬ る を 以て、 我が 樂 みとす る處の 衣食住 更に 君の ためなら ず 父の 用たら 

ず、 唯 だ 身 を 安んじ やしな ふに 世 味 を 第一 とする まで 也。 是れ豈 君子の 道な らん や。 

5； し 衣食 居 各-定まれる 分限 ある もの なれば、 定まる 法を棄 てて しきりに 薄く 輕 から 

んも、 ^らんに はま さると 云へ ども、 君子の 道に 非ざる 也。 古人 皆 身に 奉ずる こと を 

輕く する は、 その あまり を 以て 君 父の 忠孝 親疎の たすけと して、 天下 を 天下の もつ ご 

とく 致さん ための 敎 なるべし。 末代に 至りて は、 衣食 居を輕 くいた す 輩 も 頻りに 吝嗇 

に 及んで、 更に 君 父親 疎の ためなら ず、 財 を かさね 富 を ゆたかに して、 府庫の 寶藏を 

(！)  みて しめて、 一生 飢渴 の體 にて 死して、 その 財 を 人に わたす、 彼の 山 谷が 守錢の 奴と 

山 谷 と^す、  ナラ 

そしりし に不 レ異。 こと. の ありさまの 淺間敷 を 見聞の 輩大に あざむき 笑って、 財寶を 

巧な. 9。 その  ナ 

is. に、 守 餞 つみて つか ひ不レ 施、 一向 身 をし へたげ くるしめん は、 財 ありて 何の S ぞ、 北 斗 を さ 

の おあり  さ ふる 財寶も 身の 後に は 益なければ、 これ を 以て 身の 養を璺 にせん 事 こそ まこと なれ- 

身の ために 財 を 惜しまん 事、 尤もお ろかなる こと 也と て、 口に 味 を このみ、 身に 錦繡 

を まと ひ、 居に 玉樓 をち りば む。 是れ さきの 齐惜 にして 死せ しに はま さる 如く なれ ど 

も、 一つと して 天地の まことに 不レ 叶、 君 父への 忠孝 身の 仁義に 全き 所な く- 却って 


(二)  15 八 

佾篇第 四 章に、 

「子 曰、 大哉 

問、 續 興 一一 其 

奢 一也 寧儉」 と 


見聞の 愚者 耳目 を 驚かして、 かからん こと を 願 ひ 求む るに 至る なれば、 我が身 斗り の 

. ：  (一 C 

無签 にあらず して、 人の 病 を も 起す ベければ、 i 人のお ごらんより 寧ろ 儉せ よと 戒め 

玉へ るに なりぬ。 されば ともに 道 を不, 知ば、 過と 不 及との 間に 落 在して 小人の 心得 

たるべし。 中に も 口に 味 を このむ こと は 甚だ 小人の わざ なれば、 飮 食の 節 を はかり 其 

の 味 を かろく せん 事、 第一 のっとめ 也。 

或 人の 云 はく、 古人の 云 ふ 所、 一飯 を 食す るに も 稼穡の 艱難 を 思 ひ、 一 衣 を 服す る 

にも 紡績の 勞を思 ふ は、 古よりの 道 なれば、 常に 如 レ此に 心 を 付くべき にやと 問 ふ。 

師曰 はく、 如レ此 事、 皆 その 人に 冈 りて 其の 了簡 ある こと 也。 天下の 主 國君郡 令 は 皆 

つかさ 

多くの 民の 司に して、 その 主君の 心得に 因りて 民の 苦樂の ある ことなれば、 人 主 は 常 

に 人の 艱難 をし るに あるべき 也。 しかれば 少し 斗り の 領地な りと 云へ ども、 民 をつ か 

さどらん 輩 は、 一粒の 米 も 百 手の あたりて 如レ此 ならん ことわり をし り、 一尺の きれ 

(物 S 

も 機巧のお るに ものう からん 事 を 計りつ ベ し。 而 して 匹夫 は 主恩に 因りて 心 やすく 貪 

(堪能)  H  ェ 

をたん ぬし、 衣食 居所 をし つら ひて 不ぃ 飢不， 寒 雨露に ぬれざる、 ともに 以て 主恩の 致 

す 所 なれば、 度々 是れ こそ 主恩よ と 思 はんに は、 身の 養 を 薄く して、 君が ために 百年 
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の 命 を も 失 ひ ゆだねつべき 謀 をな すに 成りぬべし。 主恩 をば 不, 思して、 持ち もせ ざ 

る 民の 事 を 思 はん は 皆實に 非ず。 思うて 益 もな し。 何事に つけても 身の 養 は 皆 天下の 

恩に して 私の なす 處に 非ず。 ここ を 感じ しら ざれば、 其の 本に くらくして、 我が 手柄 

の 如くに 思 ふに 至りつ ベ し。 

師臼 はく、 人々 その 祿 其の 身に 相應の 食物 料理 ある ものなる に、 位 を こえて 味 を こ 

(堪 能) 

のみなん に は、 味 はたんぬ すと も、 叉 それに 相應の 事なる ベから ず、 衣食 居 宅と もに 

然り。 たと へば 座敷 を このみて きょら を盡 し、 金銀 を ちりばめ、 間 數を卓 山に いたし 

て、 分限に 過ぎた る 斗り いたしても、 我れ 元と 祿 少なく 分なければ、 それに 相 應の諸 

器 を 不レ持 か、 諸 器 大方に たく は へ て も、 そ の 取り あっか ひ 伺候 昵近 すべ き扈 從の辈 

なし。 是れ 好む 事 一 色 は 分に 相應 せずにと との ふると も、 餘の事 皆 我が 好む ものに つ 

り あ ふべ からず。 されば 味 を 嗜んで 料理 を このむ ゆ ゑに 美食 をば くらへ ども、 召 仕 ふ 

シ カラ  5 づ 

ものむ さく 汚ら はしく、 其のす ゑ 出す 器不 レ宜、 其の 座 布 塵を扭 みつべき が 如く、 皆 

料理と 不相應 の 事の み 多し。 是れ萬 事に 相應 のつ り 合 ある 事 を不, 知して- 唯 だ 我が 

欲する ことのみ すごす ゆ ゑ 也。 尤も 可, 愼也。 


( 一 ) ！1 文、 

伊努 な邋 の^ 

五尺艸 紙、 人 

の 相伴す る 事 

の條 にも 出づ 


二】  (序) 

師曰 はく、 故 實撰耍 に、 飮 食の 禮 をつ いでぬ。 凡そ f 人の 前にて 食 にても 又 何に て 

も 相伴 あらば、 物の すわり 候 迄 は ひざ を 立てて あるべし。 膳す わり 候 はば ひざ をく む 

べし。 5； し 座 布 狹く責 人と ひざぐ みの 樣 ならば ひざ を 立てても 可レ 喰。 時宜に 可, 因。 

@； 义あを 取りお ろして たたみに 置く 事不, 可, 然 * 先 づ箸を 取り 釵 ならば 汁 を かけ^ を 

カラ ル 

のみ 箸 をお くまで、 貴人 を 見合せ、 責 人より 先にて 不 レ可レ 有。 箸 取りお くこと も 同前" 

叉 中 酒 も、 盞 のとき は 上 衆 次第に うけてお かれ 候て、 人數 皆う けて 後、 責 人より 盞を 

御 取 候 をみ て 各， 'も飮 候。 うけ 候て 人 を も 不二 見合 一心 まかせに のまん は 狼藉 也。 叉盃 

出 候て は 指 次第にの み 候 間 無， 一 是非 一 候。 その 時 長 持すべからず。 又盃を 人の さし 候 時- 

しきたい  シ ム 

人 ひざ を 立てられ 候 はば、 色 代して こなた も ひざ を 立て 可, 飮。 叉 さす 人の 前へ 持ち 

て 行く 事 も 候。 是れ はつつ しむ 心 也。 加樣 の故實 いくら も ある 事 也。 貴人 外人の 前に 

て は 心の ままに は不 レ可レ 有。 又 云 ふ、 人の 前にて 飯喰樣 さまん \ 有レ 之と いへ ども、 

前に 云 ふが 如く 貴人 を 見合せ てく ひ 候べ し。 故實と 申す は、 若き 人な ど 前 皿の 山椒 を 

くひ、 又 やきものな どのむ しりに くき をむ しり かね、 手 遠なる 汁 茱を取 候と て 物 を こ 

, ： -  .  シフ  (S  なまこ わた 

ぼし 候 事、 見に くき 也。 只 だ 手 便なる もの を 可， 喰。 又に しの 汁 を 吸 ひ 海 通の 腸 をす 


談 十 一 


五三 七 
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シル  いり (3?)  (Is) 

すりな ど 致す 事、 可レ 有ニハ r 別？ 年より たる 人 は、 雁の かば 前 r  くぐ ひ •  くじらな どの 珍 

物の 引 物 あらば、 取りて 大 汁の 上に おいて 喰 ひて よし。 若き 人 は不レ 可, 然候。 武家に 

( 一 ) 

は 必ず 钣 椀に 汁 を かけ 候。 飯 をば 本 勝 又 二の膳 にても 候へ、 折 布へ 分け 候べ し。 椀に 

(再 3  (一一) 

分け 候 事な く 候。 叉 さいしん を 請 候 事、 飯 -點 心 にても 候へ、 配膳の 人 を 賞翫 のとき 

は、 かたひざ を 立てて うけ 候て 後、 ひざ をく みて 喰 候。 常に は ひざ をく みながら うけ 

候。 飯な どの さいしん はさの みしげ く は 出し 候 はず。 又 さいしんの 鉢 を 座敷に おく こ 

と、 本 はなく 候。 ま ゐらせ 候て 影へ 取 候て 又 直し 候て 出し 候。 貴人の 御前へ は^に 參 

り 候。 當時再 請 鉢 を 座敷に おかれ 候。 古 勢 州へ 不審いた し 候へば、 其の 事に て 候、 當 

時 如レ此 との 玉 ひし。 叉 配膳の 事 を 論じて 曰 はく、 配膳の 樣、 古 は 飯 *點 心 二 有 以下 

を も 目より 上に 持ちた るよ しと 申 候 へど も、 あまり 事々 しく 候 間、 又 足 本 もみえ 候 問 

布 候、 唯 だ 我がい きのか からぬ ほどに 指 出して 持ちた るが よし。 下 ざまの 人 は 少し 卑 

シ カラ  だち 

く 候ても 不レ苦 候。 先づ 扇子 を ぬきてお き、 鼻紙 をば 能く 押入る ベ し、 袴の もも 立 を 

おろ 十べ し。 足の み ゆる は 尾 餞 也。 昔 は 何 にても 貴人の はさみお とし 玉 ふ 物 をば、 か 

. よ ひの 人取りて^ ひたる 由 申 候。 今 は 左 はなく 候。 只 だ 取りて 可, 出。 責 人の 御鹧も 


ちて は、 自 餘の責 人の 前 を 通り 候と も 禮は有 間 布 候。 次 さまの 人の 膳 を 持ちたら ば、 

そと 腰 を かがめて 可レ 通。 手明きた らば 必ず 貴人の 前にて は 鱧 あるべ し。 責 人の 方の 

手 を つくべし。 人の しっけ はかどの なき をよ しとす。 膳 を あげ 候 こと、 公家 方に て は 

末より あげ 候 由、 公方 樣の御 膳 は 末より あがり 候。 又 武家に は 本膳より あげ 候。 末々 

の 衆 は、 責 人の 前にて は、 二三の 膳の 汁茱を 本膳に 取りす ゑて、 その上に 折 布 を かさ 

ねて 一度に あげ 候。 わるく 重ね 候へば くづれ 候。 膳 あげ 候 人 も 心得ら るべ し。 又 給仕 

の 人前へ 來り候 時、 膳 を 持ち あげて 渡し 候が 禮 にて 候。 其の まま 配瞎の 人に とらせ 候 

は 狼藉に 候。 叉贵人 は 勝 を も 重ねず 手 を も そ へられず 候。 叉 末々 の 人 は 勝 を かさねて 

我れ と 持ちて 立ちた るが よく 候。 叉 X 有の すわり 候 時、 責人は そのまま おかれ 候。 末々 

の 人 は 配膳の 人 肴 を 前へ 持って 來り候 時、 前の 肴 を 持ち あげて 今の 看 をす ゑ させて、 

さて 前の 肴 を 配膳の 人に 可， 渡 也。 配 勝 酌 以下、 惣 じて 貴人の 前にて は 右へ ま はり 候 

を 本式と い へど も、 座 布の 樣體 により 左へ もま はるべし。 貴人の 方へ 我が 後の むかぬ 

様に 可， t 也。  . 

師曰 はく、 古人の 戒に、 朝夕の 食物 尤も 速に 可レ 喰、 武家に 奉公の 輩 は聊も 油斷不 


^     w  « つ 

レス sJ つ' *Ai  w 


二)  I 鐘 

人-に 年 十：^ 

十三 日の 條に 

出づ . 
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レ可レ 有、 はやくし たためて 用事 を 達して 君 父の 用 を 待つべし。 その上 下人 末々 の 輩 手 

ル 力 ラフ 

足の ふるま ひ 達者 わざ も、 食事な くして は 不：. 可, 叶 なれば、 疾く 用意して はやく 喰 は 

しめ、 速に 出立に 宜しから しむべし。 末々 の 下人 口に 食た ゆれば 働な りに くき ものな 

れば、 食 を ゆたかに して 恆に あかしむ るに 可レ有 也。 されば 不時の 食 を 用意 せんこと 

は 古の 法 也と い へり。 

師曰 はく、 源 頼 朝 上洛の 時、 遠 州 菊 川の 宿に おいて、 佐々 木 盛 綱、 小刀 を 鮭の 楚割 

に 相 副へ て 折 布に すゑ、 子息の 小童 を 以て 賴朝 卿へ おくり 奉る。 彼の 折 布に 自筆の 詠 

歌 を そめ て 賜 はりぬ。 「待ちえ たる 人の なさけ もす わ やりの わりな くみ ゆる 心 ざし 哉」 

と は 此の 時の 歌な りと ぞ〕 古 は 何事 も輕 くして、 其の 情 はまこと を盡 せる 也。 

師曰 はく、 青砥 左 衞門藤 綱 は 元と 豆 州の ものな りしが、 五代の 先祖 大 庭の 十 郞近鄕 

(三) (法) 

承 久の亂 に 功あって、 上總國 青砥 鄕を領 してけ り。 青砥 を 以て 稱號 とす。 報 光寺 *最 

§  つら 

勝 恩 寺 1 一代の 相 摸 守に 仕へ て 引付の 人数に 列な りぬ。 數十ケ 所の 所領 を 知行して 財寶 

(布)  お ほぐち 

倉に 滿 ちぬと い へど も、 衣裳 をば 細 美の 直垂、 布の 大口、 飯の 菜に は 燒鹽に 干た る 魚 

さい， i" 

含 ざ や ま * 

一 より 外 はせ ざり けり。 出仕の.^ は 木 左右 卷を さし 木太刀 を もたせけ るが、 敍爵の 後 


に は 此の 太刀に 弦 袋をぞ 付けたり ける。 加 様に、 我が身の ために 聊も過 差なる こと を 

ばせ ずして、 公方の 事に は 千金 萬 玉 をも不 レ惜、 又飢 ゑた る 乞丐 人 疲れたる 訴訟 人な 

んど をみ て は、 分に 隨ひ 品に 依り、 米 錢を與 へ 絹布 を 施して 更に をし むこと なし， 難 

レ 有志と 云 ふべ し。 

師の 家法に 云 ふ、 凡そ 朝飯 K の 上刻 を 以て 限りと す。 晚釵 未の 上刻 を 限りと す。 平 

生 ^ニー  汁 二三 茱 1 爲」 疋、 冷 熱 魚茱相 交るべし。 雖, 爲ニ 珍客 1 不時 之 釵者以 ニニ 汁 四 五 

茱ー爲 ，1。  二 汁、 必ず 一 は以ニ 精進？ 中 下品 之 飯 汁 常に 改め 札して、 或は 寡く 或は 薄 

きこと あらん こと を可レ 察。 米 味^の 味變ら ざる を 以てすべ し。 相違の 儀 は 速に 云 ひ 

出づ べし。 下人 畫に 至る まで 勞役 すれば、 則ち 晝食を 可, 與。 供の 僕 從炎夏 之 時 は以， 1 

夜半 1 爲, 限、 必可, 與 11 夜食？ 秋 冬 者 以ニ亥 刻 1 爲, 限、 必 可, 與 11 夜食； 但 行路 之 遠近 其 

差別あって、 或は 與へ 或は 省くべし。 僕從常 於二臺 所 1 可 A 食、 若 於 二 病 *| 者 於 二 居所 1 

可レ 喰, 之、 病人 者 轧ニ其 病 體一備 ニ^ 藥〗 食物 隨ニ其 好？ 但 奉公 之年數 平生 之 勤行 を あら 

ハ キン ズヌ  ソル  ヲ  レ チノ 

ため 其の 用捨 ありと いへ ども、 病 氣之時 可， 重 二 保養 1 也。 凡 司 二 糧食 一之 輩、 恐 ニ耗米 1 

シレヲ ミテノ  ヲ  スレ  ヲ  モシ レヲ シス レヲノ  ムノヲ 

而渡方 之升减 1! 少之； 盜 11 其餘米 1 而利ニ 己 之 身； 尤察レ 之 可 之、 彼 僕 從唯賴 U 此ぎ 
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而已、 今 省， 1 其 食 1 而利レ 上利レ i!r ともに 不仁 之 至 也、 速 可， 吿， 之。 

師 嘗て 夏日に 一 朝 三日の 食 をと との へ しめ、 是れを 能くお しっけ、 氣の不 レ泄が 如く 

S) 

致さし め 置きて これ を 食す、 更に あさるる ことなし。 冬日に 叉數 日の 飯 を 1 度に した 

ため、 其の 食 を 今日 かしぐ 所の 釵の 上に 置きて あたため 食す るに あざる る 味なし。 因 

わて 示 二 門人！ 云 ふ、 武士の 平生の つとめ 聊か 不， 怠して 貪 物の もちやう 可 二 心 付 1 とお々。 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 人 一 度の 食 何 ほどの 間內 に不, 消 こと を 可, 考也。 大概 三時に 食 

消す る こと 定法 也。 然れ ども 人に よりその 勞役 により 日の 長短に より 一 樣 にあらず。 

我が身に て 我が 貪の 消す ベ きをつ もり 置く ベ きこと 也。 朝夕の ことにして 必ず その わ 

きまへ なきもの 多し。 

師曰 はく、 或 人の かたりけ る は、 事の 急なる とき 先づ 食して 則ち かけ 出づれ ば、 必 

ず 胸 あへ ぎて 吐 逆し、 いききる る もの 也、 可 レ 食物 をた く はへ、 腰に 付けて かけ 出で、 

その 事の すみぬ る 時 か、 又は 先へ 行きつ いて 可, 食 也と かたれり。 凡そ 軍陣に 出づる 

に、 食 を 逞しく して 出で て は、 腹に 玉の あたりて 打 死す る もの 也、 空腹に て はう ちぬ 

かれても 命 全き もの 也と かたる 人 あり。 食 を 逞しく して 出で て は 却って はやく 飢ゑ、 


あに 頁 十:^ 
り 頹 に一^ 
せ殆卷 
る ど 三 全 
記 こ 二 集 
事れ 三 第 


食 を ひかへ て 出で て は、 ひだる きこと もこら へよ しと 云へ る こと も あり。 天 正： X 久手 

の 役に 安藤 帶刀 • 成 瀨小吉 各 > 働 きを はりて ひだる かりければ、 腰 を さぐりみ ける に、 

いまだ 朝の 飯 を不レ 食して ありけ ると ぞ。 下々 は 空腹に て は勞役 成りが たしと^ へり。 

師曰 はく、 ここに 僧の ありけ るが、 久しく 病みつ かれて 旣に 死ぬべく なりけ るに、 

醫師の 申しけ る は、 此の 病 は 鹿 をく はば 必ず 生きつ べしと 一 K ひぬ。 僧 その 一 百に 任せて 

鹿 をく ひける が、 果して 病い えてけ り。 後に 人の 申しけ る は、 出家 沙門の 身と して、 

ゎづ かの 命の いくべき とて 肉食の ことい かがと 云 ひければ、 僧の 申しけ る は、 全く 八 叩 

の 生きた きと 云 ふに は あらず、 させる 大願の 事の あれば， 此の 大願 を果 さん ほど 命の 

びん 事 を 思うて 肉 貪いた せるな りと 答 へけ る。 問 ふ 者 其の 志 を 感じけ ると かたる 人 あ 

り。 沙門の 上の 作 略 は 異端の 術 なれば、 其の 間 論じが たし。 案ずる に、 肉食 を 禁斷し 

て 魚 鳥 を 不一 一 殺生 1 不レ 食の こと は、 其の 本に 正しき ゆ ゑの あれば こそ 成る ベ し。 しか 

れば當 時 少しの 大願な ど 云 はんこと を 以て 大本 を 失 はんこと は、 其の 本 是非 はかりが 

たきこと 也。 

士談 十一  五 四： 一 一 
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二 七 衣服の 制 を 明に す 

師曰 はく、 衣服の 制 古 は 定まりて 其の 位 を 守る の 法あって、 更に 私 を 以て 是れを 放 

埒 するとと なし。 末世に 及んで 其の 制た えて、 上下の わき まへ もな く、 奴婢 僕從 にい 

たるまで 分 を こえて 過 著 を專ら とする 事、 是れ 上世 賢德の 政事に 怠りて、 次第に 分 を 

こ ゆるのお ごり 增 長す るが ゆ ゑ 也。 衣服の 制 も 古に 事 か はりて、 一 向 取 ま はしの かし 

AJ  く 身 を 利す るに よき を 以て 是也 とする が ゆ ゑに、 其の 用法 甚だ 捷徑 にして 君子の 道 

に 非ず。 されば 手足 を 出し 身の 膚を あら はす は、 古 は 無禮の 至り 也と 制して、 袖 をな 

がく 袴 を 長く して、 手足 を あら はさず 便 用に 利 あらざる 如くいた せし を も、 近代 は 取 

ま はし 不レ宜 と號 して、 小袖 小 袴樣の もの をいた し、 大紋を 出して しるし を 明に せし 

(き 

を、 今 は 小袖の 紋 をち ひさくして 風流 を かまへ、 ひ ぼ を 以てえ り をし めて 膚を あら は 

さざる を、 衣紋 をつ くりて 前 を あくる。 皆 次第に 夷狄の 風俗に ならん； J との を かしき 

事と 可 レ云 也。 しかれば とて 當 世に 居ながら 其の 風俗 を棄 てて、 我れ こそ 古の 制 を 用 

ひんと 云 はん は 其れ 又 道に 非ず。 その ゆ ゑ は 衣服 は 道の 用に して、 衣服に 必ず 道の あ 

るべき に 非ざる 也。 外の 形 は 時に 不, 隨 して 不レ叶 もの 也。 不, 隨 とせんに は 此の世に 


居る ベ からざる のみ 也。 こ こ を 以て 外の 形 皆 その 國俗 天下の 制 を 重んじて 內を 正しく 

致す にあり。 その ゆ ゑ は、 衣服 諸 色是れ 今の 風俗に して、 悉皆 あしきと 云 ふ は、 當時 

(6 

の 政道 を さみして 己れ がいき ど ほり を 立つ る ゆ ゑん 也。 政道 を さみせん は 君 をな みす 

る 也 * 下と して 上の 俗 を あらためん とする は 位 を こえて はかるな り。 その 俗にした が 

ふに 何の 害 か あらん。 只 だ 衣服まで も 古の 聖人 所 レ定は 聊か 道に たが ふことの あら ざ 

►  (二)  二 フ  ハク 

れば、 同じく は 古人の 制に か へらん こ と を 願 ふと 云 ふまでの 事 也。 中庸 曰、 子 曰、 

- y ミ ラ ヒル r ヲ ウメ ミ ラ -I スル r ヲレテ  -I  ル  二  キ ノ ハヮ ザハヒ ブ ノニ ナリト 

愚而好 1 一 自用； 賤而好 二 自專； 生， 一 於 今 之 世； 反 二 古 之 道； 如 レ此者 哉 及， 一 其 身 一 者 也。 

ハク レバ-一  セヲ  セヌ トへヲ  ハク モ リト ノ  モ ケ レバ ノ 

叉 曰、 非， 1 天子, 不 禮、 不レ 制レ度 、 不 レ考レ 文。 叉 曰、 雖レ 有- 1 其 位； 苟 無二 其德； 不ミ 

敢作 ニ禮樂 1 焉、 雖, 有 二 其德； 苟無こ 其 位； 亦不 S 敢作 ニ禮樂 1 焉 云々。 又 禮記儒 行 I 、孔 

ハク クズリ 二 キル ホ ウエキ ヲ メリ 二 セリト  ヌハ チ  ハ 

子 曰、 丘少 居， 魯、 衣 二 逢掖之 衣； 長居に 木、 冠 二 章甫之 冠？ 逢 掖卽深 衣 也、 章 甫商之 

冠 名、 宋商之 後、 故 用 二 其 冠？ 

(111)  -ー フ  いでた 

師曰 はく、 故 實撰耍 云、 人の 衣裳 は惣 じて 若き 人 も 年の 程より 少しく すみて 出立つ 

が 能き 由申傳 候。 人の わか/ ヽ 敷く 出立 候 は田舍 人の やうに みえ 候。 又 年寄りた る 人 

の はだに 紅梅な ど きられ 候 事、 大名の 內衆 など は 左 も 候、 それ もえり を しぼりた るに 
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て 可レ有 候。 奉公 衆 は 著す る こと 不, 可 レ然。 惣 じて 無紋の 小袖 は 殿中へ は 不レ著 候、 入 

道 は不レ 苦。 犬追物の 時 は 少し わかく 出立ち たる も 可 レ然。 ゃレ去 それ も 射手の 上の こ 

となるべし。 大方の 人 は 目に たち 候 はぬ 樣 をよ しとす。 衣裳の 替り候 時節 は、 三月 中 

は 拾に うす 小袖、 四月 朔 日より 袷 を 著 候。 五月 四日まで 袷、 五月 五日より 男 は 帷子、 

女中 は 殿中に て はすず しく 裏の ねりぬ きを 召 候。 男衆 も 古 は 八月 朔 日より 袷 を 著せり ~ 

今 は 九月 朔 日より 袷、 九月 九日より 小袖 也。 叉 十月 豕には 男女と もに 紫色の 小袖 を 

用 ふ。 是れは 殿中に ての こと 也。 又 北 絹 紬 の 小袖 紋の 付きた る は不, 苦。 紋 の不， 付 は 


キ J つ 


ニー 


殿中 又は 急と したる 時 は 俗人 は不レ 可, 然。 出家 • 入道 • 同朋 は 不, 苦。 叉 何 にても 唐 

物 同前。 叉 古 は 同朋 衆 は 小袖の えりに 何 にても 唐物 を さした る 由 也。 近年 はさ もな し ( 

惣 じて 俗人 は ゑ ぼしな どの 時 殊に 無紋の 小袖 不レ 可レ著 也。 但し 猿樂は 何れも 著して 不 

レ苦。 武家の 仁も大 帷子の 時 は 小袖 を可レ 著、 耥な るべ し。 又 白 綾 は 一 段 賞 翫の義 也。 

公方 樣 にも 人に 吳服 つか はされ 候に も、 一 段の 御 方へ ならでは 不レ 被レ下 候。 又 紫の 袷 

は 禁制に て はなく 候へ ども、 奉公の 人 は 斟酌の 樣に 候。 紫 裏の 小袖 同前。 公方 樣御服 

は いづれ も 紫の うら 付き 申 候 間 其の 憚に 候。 又 公方 家吳 服と 申す は、 織物^ 御 % 白 綾 叉 


s  r, 紬) 

は あやつむ ぎの 地 を 色々 に 染め、 御紋 紫な どに 付け 候。 其の 外加賀 紅梅 义 しひな つむ 

ぎ • 遠 、江 あかねな ど 也。 おりす ぢ など 申す もの は、 ^照 院 殿の 御 時まで はめされ ざる 

也。 义 から 織物 は 一 段 御 赏翫の 儀に 候。 公方 樣の外 御 臺樣、 日 野 殿 • 三條殿 女中、 管 

領の御 母、 御免に て 著せら る。 又 三 職 は拜領 にて めし 候。 只の 織物 も 拜領候 はで は 殿 

セ  (規模) 

中 へ は 誰も 不：. 著。 公方 樣御服 給 はり 候 をば 久しく 著 候 をき ぼと 申 候。 私 にても 主人 給 

はり 候 小袖 同前 也。 島 織物の 事、 地下 人の 著 物に て 候、 きとした る 人 は 下 著に も 不レ用 

也。 又 曰 ふ、 古は帶 六つ わりにて 候。 慈照院 殿御 代より 八つ わり 也。 人に 不，^ , 寄。 

叉 三つえ りに 物 を 著 候 事、 兒若 などの えり を 色え てうつ くしく 見せ 候 はんに て 候。 又 

年より は 多く 物 を 著 候 はんため 也。 只 だ 常の 如く 著た るが 能く 候。 叉そう かう くびに 

物 を 著 候 事、 入道 年寄 は不レ 苦、 若き 人 は 尾籠 也。 叉大 えりに 著 候 事 同前。 叉 云 ふ、 か 

たびら のこと、 つじが はな、 はくな ど は、 女房 兒 若衆な ど はよ く 候。 年た けたる 男 は 

カラ ル 

尤も 不， 可い 然候。 只 だ 男 は 若き も 老いた る も 白 帷子 似合 候。 その外 は梅染 など 能 候。 

又 云 ふ、 足袋の 事、 殿中へ は 御免なくて はえ はき 候 はず 候。 御免の 時 は 必ず 御足^ 一 

足 被， 下 也。 叉 入道. 同朋 衆 は 御免の 沙汰な く 候。 人の 內衆も 主人の 御免 候へば はか 
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(*)  ルカ ラフ  -  (^) 

れ候。 如何様 無 文の か はふす ベ 革 を不レ 可レ用 也。 伹し 出陣の 時 はふす ベ か はなるべし。 

師曰 はく、 武家 代々 の 追加に、 衣裳の 制を定 むる こと 古より しかり。 ^正に 璺臣秀 

< 一) ^文武 吉制法 を 定めら る。 その 內に、 小袖 御 服の 外 は銷裏 たるべし、 但し 俄に は不， 可, 成の 

* 事 紀卷^ 世  (一一) 

1" 出 條. ともうらの 事。 四月 朔日 綿ぬ きたる 問， それより 後 きぬうら たるべし。 諸 侍しき 

v^fcr- 皮で 包  あしな か 

みたろ 阀物 れ はく 事 一 切 停止、 御供の 時 は 足 半なる ベ し。 中間 小者 は不斷 あしな かたるべ し、 袴 

足袋に 褢 付くべからず、 中間 小者 皮 足袋 不， 可レ帶 云々。 义文祿 の 追加に、 衣裳 紋御赦 

免の 外 菊 桐不， 可， 付, 之、 於， 1 御 服拜領 1 者、 其 御 服 所持 之 間者 可， 著， 之、 染替 別に 衣 

ル カラ ク  年  レ ゼ 

裳 御 紋不， 可， 付 事。 又 大機現 K 長 乙 卯 七月、 禁中 幷公 家中の 諸 法度 を 被, 命て、 天子 • 

仙 洞 • 大臣 • 公卿 初 位までの 衣服、 其の 制 を 定め 玉へ り。 寬永 武家 諸 法度に 曰 はく、 

衣裳 之 科不， 可 n 混亂； 白 綾 公卿 以上、 白 小袖 諸大夫 以上 聽， 之、 紫 袷、 紫 裏、 練無紋 

之 小袖， 猥不，ヌ著， 之、 到 n 于 諸家 中郞從 諸卒； 綾羅 錦 繡之飾 服 非 二 古法； 令 二 禁制, 

畢と 出で たり。 又 僕從の 衣類 を 被， 命た る 追加に、 徒 若 黨弓鐵 炮之者 衣類 之 事， 紹紬 

之 衣類 可， 著 二 用 之； 其 上 之 衣類 可， 爲ニ 停止； 但し 其の 主人より あたへ 候 衣類 は 不レ苦 

事。 百姓 衣類 之 事， 紹紬之 衣類 停止 之 事。 但 名主 其 外 百姓 之 妻女 者、 紬之 衣類 迄は不 


(三) 平常と 

儀式の 時と 私 

と 公と の 1st 5^ 

をす る こと 


(W)  $0 

^篇 第五 章に、 

«s 長 • 短-右 

袂 T と出づ 


(五」 S 響 鏡 

元 磨 元年 十 一 

月廿 一 日？ 條 

に出づ 

(六) 筑後權 


賴胡縻 下の 臣 

なり 


苦、 其の上の 衣類 を 著 用せば 可 レ爲， 一曲 事 一と 出で たる 也。 

(1=) 

け はれ 

師曰 はく、 衣服に 褻晴 をいた す 事 古よりの 法な り。 大身 は 衣服 を齐 惜して 褻晴 をな 

すと 云 ふに 不レ 及。 すべて 褻 晴と云 ふ は、 何 ほどの 身に もなくて 不レ叶 こと 也。 その ゆ 

ゑ は、 晴の裝 束 衣服 を 著して は 心も淸 くいさぎ よく， 惺々 嚴肅の 敬を存 する にたりぬ 

べし、 是れ 形の 禮 によって 自然に 敬 を 生ずる 也。 故に 朝廷の 服禮 を專ら として * かり 

にも 褻の 服 を 不レ用 * 內に敬 を W する を 以て 戒と すべし。 燕 居の 私服 は 專ら便 用 を 利 

して、 身の 安く 事 をな すに 便 あらん こと を 以てす。 鄕黨 の篇に 夫子の 褻の 衣の 制 を 出 

す を 以て 考ふ べし。 心 は 形に つれて 變 ずる 者 なれば、 形 を おごそか にして 禮を存 十れ 

ば、 內 自然に 敬 あり、 是れ 衣服に 褻 晴を存 する ゆ ゑんな り。 褻 晴は是 れ費を はかり 吝 

惜を なすべ きがため なりと 心得る は、 皆 利害に 付きて 云 へ る 所 也と 可レ 知な り。 

師曰 はく、 古人 は 主人より 拜 領の紋 をつ くるに は、 小袖う へのき ぬに はこれ を 出し 

あぶみ  ヒ レヲ 

て、 下の 袴 或は 乘鞍镫 のた ぐ ひに は不 レ用レ 之と 云へ り。 左 も ありつべ きこと 也。 

(yd)  二八) 

師曰 はく、 源 賴朝卿 筑後權 守 を 召しけ る。 俊 兼 御前に 出で ける が、 本より 華 壩をこ 

のみければ、 小袖 十 餘領を 著して、 其の 袖つ ま 色々 を かさねて はなやかに 出立ち ぬ P 
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輟朝 彼れ が 刀 を 召して、 その 刀 を 以て 俊 兼が 小袖の 妻 を こと^^く 切らしめ 玉うて， 

後に 仰せ ごと ありけ る は、 汝 分限 を不レ 知して 過 奢 を專ら とする 事、 甚だ 過分の 至り 

也、 御前に 昵 近の 輩 如レ此 風情 あらんに は、 人 皆 見聞して 自然に 華麗 を 事と すべ し、 

キ ノ  お ほ 

汝 旣に才 ありと い へ ども、 其の つとめ 如， 此 にいた る こ と、 甚だ あやまり なりと 命せ 

られ ければ、 俊 兼 可, 申詞 なくして 退去せ りと ぞ。 

師曰 はく、 昔 は 腹卷の 上に ひたたれ を 著して 武具 を 外へ あら はさ ざり し 也。 是れを 

鱧と す。 故に 要^の ために は 腹卷小 具足 を 用 ひたる 也。 その外に 上衣 を 著せる 禮也。 

又よ ろ ひひた たれと 號 せる は、 鎧の 下に 直垂を 著す る 也。 今の 具足 下の きる もの 也。 

是れを 一 重の ひたたれ にして、 衣服の 上に うはお そ ひして、 其の上に 鎧 を 著せる 也。 

胄の 下に もみ ゑ ぼし を 著して、 胄を脫 ぎた らん 時 は 揉 烏帽子 を 引立てて 著す、 是れ叉 

禮也 とい へ り。 貴人の 前 主人の かたはらに 居 寄り 召に 應 ずるに は、 皆冑を ぬいでも た 

せ， 又は 高 ひ ぼに かくる ゆ ゑに、 大 わら はに ならざる ため 揉 ゑ ぼしの こと ありと ぞ。 

奈須 與市胄 をぬ いで わら はに もたせ、 揉 烏帽子 引立て、 薄紅 梅の はちまきして、 手 網 

かいくり a の 方へ 打 向うたり と 云 へ る もこれ なり。 鎧の 上に ひたたれ をき ると 云 ふこ、 


と はなし， 腹卷の 上と 知るべし。 冑を 著す る は戰に のぞむ き はの ことにして、 前方 は 

皆 もたせ 居る こと 也。 

師曰 はく、 武將 たらん 人 は 甲胄 小 具足の 類 聊も身 を 離つべからず。 是れ武 のっとめ 

をれ レ 忘の ゆ ゑんと 可レ知 也。 源 賴朝將 軍 家の 制 法 を 以て 其の 禮を 定め 玉 ふに もし かり。 

されば 甲 著 *胄 持 • 小 具足 持 は、 いっとても 大將の 前に あり。 是れ武 の 戎服を 不レ忘 

の ゆ ゑん 也。 

師曰 はく、 大將の 出立 を 美々 敷 せん 事 は、 是れ 下に 奢 をな さしむ るの 本 也。 ことに 

戰場 において 大將の 甲胄 あたり を拂 ひて 出立たん 事、 遠慮 あるべし。 その ゆ ゑ は、 大 

將は何 ほどの 美麗 を粧 はんも 心に まかせつ ベ し、 何の あて 有りて 美麗に 心 をと むべ き、 

尤も 下段の 心得な り。 されば 唯 だ 衣服 甲胄まで にしめ やかに して、 その いさぎよく 物 

に 念の 入れなん こと を必 とすべし。 故に 衣服 は その 絹帛の 地に 念 を 入れつべく、 甲胄 

おどし  (©)  ル ラ 

は 金物 雕物 威に 念 を 入れ、 そのき た ひを詳 にして 矢玉の 不レ 通が 如き を 要と すべ き 也。 

金銀 を ちりばめ 花麗を 事と する、 皆 若年の 輩 風流の 好士 のいた す 所な り。 戰場 におい 

て その 日の 大將 これな りと 敵に しられば、 彼れ 必ず 勇んで 氣を勵 ますべし。 大將危 き、 
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とき は 士卒 これ を ふせがん とする を 以て， 備 みだれ やすし。 大將勇 を 事と して 匹夫の 

やじ 9  いでたち 

鏃に かからん も、 眞の良 將とは 云 ひがたし、 旁-以て 大將の 出立 心 あるべし。 或は 云 

ふ、 大將は 一 き は 見事に 出立ち て、 諸人に 大將と みられ 威 を 彼れ に 示すべし、 死 は 天 

-3  is の 命に ありと 云 ふ は、 唯 だ 小利 を 云へ るなる べし。 元 弘の久 我 啜の 戰に、 名 越 尾 張 守 

乙^^に 在り、  か-じる し 

00 その 日の 馬 物 具 • 笠璽 に 至る まで、 あたり を かがやかして 出で たちければ、 今日 大手 

高^と、 宵 方  ケ 

の 赤 と の大將 は是れ なんめ りと 知らぬ 敵 はな かりければ、 自餘の 葉 武者に は 目 をも不 レ掛、 

戰ふ。 太平^ 

祭 第 九に 出づ 唯 だ是の 一 人 を 討たん としけ るが、 果して 佐用範 家が ねら ひよりて 射け る 矢に あたり 

打 死して 敗軍す。 その 身の 死生 は 天の 命と も 云 ふべ けれども、 必竟戰 の 敗 をな してけ 

る は、 忠を失 ひ義を そこな ふに も なれり。 尤も 可い 愼也。 しかれば とて 大將の 出立 を 

あしく 致さん と 云 ふこと. 是 れ叉大 なる あやまり 也。 よきに も あしきに も、 その 究理 

あるべ きこと 也。 

師曰 はく， 織 田 岸 藏坊と 云 ひける は、 織 田 造酒 允信 辰の 祖父 也。 時の 將 軍より 村 上 

紀伊 守と 岸藏 坊と兩 人、 北方の 夷 を 可 二 退治 一 旨 を 承り、 則ち 兩 人命 を 含み 勢 を 揃へ、 

同日に 都 を 立ちて 發向 しける に" 村 上が 勢 は 馬 物 具 迄 きら をつ くし 美 をつ くし、 ゆ ゆ 


武ぁ り 通 善 2 
II り 、せし C 
と 、暴 し 兵 
云諡 1 名法騎 
ふし 戰将に 射 
て 功な 精 を 


S) 

しく 出立ち ぬ。 岸 藏坊は 武勇 無双の 仁 たれ ども、 極めて まどし かりければ、 布 旗 毛ぎ 

むしろ (二) 

にに，^". り、 れ の鏜、 疲 馬に 筵の 障 泥、 誠に 見苦しき 體に てかけ 出で たりけ る を • 京 童 見て、 あな 

馬具 の 一 釋 

淺 まし、 あれに て は 物の 用に も爭で 立つべき とさ さやき ける。 さて 戰に のぞみ、 一陣 

樣に する もの 

；  一 一陣 は鬮 取に せよ とて 鬮を 取りたり ける に、 村 上 一 番織田 は 二番に なれり。 村 上が 兵 

進んで 戰 ひける が、 忽ちに やぶれて、 敵 勝に のりて 追 ひかくる 處を、 織田眞 先にす す 

み、 大の眼 を 見出して 士卒 を 下知して 戰 ひければ、 敵軍 ことぐ く 敗北して けり。 岸 

藏坊も 三 ケ所疵 を 蒙りて、 打ちと りたる 頸 ども を 鋒に 貫き， 白晝に 都へ 歸 りぬ。 村 上 

は 頸の こと はさて おき、 鎧 指 物に ちり さへ 不レ 付して 歸 りければ、 先日 發 向の 時の 用 

にたが ひ、 無二 面目 1 みえぬ とぞ。 

(三) 

師曰 はく、 宋 の狄靑 とい へ る 大將、 常に 敵の 陣に のぞむ に は、 銅 鐵の面 を はめ 髮を 

かふぶ りて 出入す。 人 その 面 を しらず、 矢に 不, 中、 その 利 多 かりし とぞ。 本朝の 顿 

當の 心なるべし。 頻當 をいた せる とき は、 その 人の 面み わけられざる もの 也。 或は 鬼 

面 等の たけき 面 を あてん に は、 又 利 あるべき 也。 

師曰 はく、 或 人 主人に 昵 近の 奉公の こと ありて、 宿直の ために 主君の 傍に とまりい 
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ぬる ことの あれば、 そのとの ゐ物皆 木綿 樣の疎 草なる 物 斗り を 用 ふ。 これ を 出して 朋 

友に みせければ、 朋友 各 > 其の 儉約 にして すなほなる こと を 感じ もてはや すと 云 ふ こ 

と を かたれり。 衣服に 儉約を 用 ひん こと は 古よりの 戒 なれば、 まことに 左 も 有りつ ベ 

きこと 也。 但し その 人に 位 ありつべし、 又 主人の 大小に も よるべし- その 座 布の 美 疎 

二) 

ャ ル  めあかし 

にも 可， 冈 こと 也。 その 人 その 家の 規範 ともなりて、 人々 これ を 目 明に せんに は、 儉 

を專ら として 人に 示す にあり。 それ とても、 主人 大名に して 座 布 又粧嚴 きれいに、 時 

代 又し から ざらん に は、 其れ 相 應の儉 あるべし。 されば 主人 大名な りと いへ ども、 古 

を 慕うて 衣食 居と もに 其の 儉を 專ら とし、 座 布 は 節 ある 木に かんなの けづ りめ も不 

シ カラ  (二) 

レ美、 しけらん たたみ も 唯 だ 席 を まう けし 迄にし、 茅 茨 さへ きらず、 土 階 三尺の よそ • 

ほひ あらんに は、 布 衣 を 著し 木綿のと のゐ もの を まう け、 あかざの 荑を も可レ 食。 自 

餘 のまう け は不， 然して、 只 だとの ゐ 物の 用意 をまで 己れ が 心に まかせ、 有る に隨っ 

て 調へ たらん に は、 是れ 全く 道を不 A 知して、 おのれ を 立て 我意に まかす ると 云 ふな 

るべ し- 如， 是事 について 道 は 究理す る處の ありぬ ベ きこと 也。 

師曰 はく、 或 人の S へる は、 下々 の辈 足に は 新しき 足袋 を はいて 綺羅 をよ そ ほへ ど- 


も、 刀 脇 指の つか 下緒の 類に は 垢つ きけ がら はしくても 其の儘に 置 候 こと、 前後 上下 

本末の 差別 を不レ 知が ゆ ゑなる べしと かたれり。 刀 はきる る を 本と 十れば、 柄の 糸の 

よごれた るに はよ る不レ 可と 利口 を 云 へ ども、 しからば 足 も あたたかな b んには 足袋 

の 新しき に は よるべからざる 也。 是れ 我がつ とむべき 本 を 取 失 ひて、 唯 だ 形の 末 をと 

らへ職 を かろんず るに あり。 況ゃ けがれ よごれて ける 物 は皆惡 臭の 所レ 因に して、 鬼 

祌 も不, 感禮節 も かけつべ ければ、 華麗の 粧を ばさしお いて、 禮容 を不， 失 を 以て 本意 

とすべ き 也。 

二八 居 宅の 制を嚴 にす 

師曰 はく、 家宅の 制 を 以て 其の 位 を 定め 其の 品 を 分つ 事 は 古よりの 制 也。 されば 居 

(装  臂ノ 

は氣 をう つす もの なれば、 大將 君子の 居所に は、 しつら ひの 致し やう も その 制 法の あ 

りて、 庖厨 を 遠 ざく るの 類、 其の 心得の あるべき 事 也。 人の 位と 云 ふ もの も、 その 著 

座 い たす 座 の 遠近 高下 によっての 名 なれば、 唯 だ 家宅 を以 て 身 を 安ん ずる の 思 をな さ 

ん こと は、 尤も 小人の わざに して 君子の 所レ惡 也。 こ， れ居 やす からん こと を 不,： 可レ 求- 
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の 戒也。  • 

師曰 はく、 源賴 朝の 侍に 座 を 定められけ るに、 左 座の  一 •  腐 は 畠 山、 右 座の 一 藤 は 一二. 

(二) 

浦、 中座の 一 藤は梶 原と さだまれり。 是れ畠 山 は 三 浦の 和 田に 向って 降 を 乞 ひたりし 

ものな り、 左 座無レ 謂と ありけ る を、 重忠 全く 不レ 存、 弓矢 取る 身の 命 を 惜しみ 敵に 降 

かへ すん、 

を 乞 ふ 事 や あるべき、 若し 郞等 どもの 中に 云 ふ 事の ありけ るか、 返々 奇怪な りと 陳じ 

けりと 也。 これ は 小 坪の 軍の 時、 畠山危 かりけ る を、 本 多 • 半澤 中に へ だたり、 以前. 

に 申す ごとく 大形 御 一門 也、 近く は 三 浦 大介殿 は 祖父、 畠 山 殿 は 孫に おはす- 離れぬ 

御中 也、 私の 合戰も 詮なし と 云 ふ。 (和 田 曰 はく) 郞 等の 降 を 乞 ふ は 主人の 云 ふに こそ 

とて、 和 田 は 三 浦へ かへ りけ ると きの 事 也。 

師曰 はく、 武家に 侍 所と 號 せる は、 伺候の 武士 さぶ らふ 處を侍 所と 云へ り。 侍と：： ム 

ふ は、 主君の 機嫌 をう かが ひ 要 事 を 承らん ために、 近くに 座 を かまへ て 侍る の 名 也。 

禁中に 殿上の 聞の あるが 如き 也。 而 して 著 座 は 左 を 以て 上座と す。 官又左 を 以て 上 t 

十。 是れも 其の 著 座に ついての 號 なるべし。 

(さ) 

師曰 はく、 故實撰 要に 云 はく、 公方 家に は 九月 九日よ， り 圍爐裏 を あけて 三月 晦日に 


づ 七十 文 ^ 
日 七 治 5 
の 日 五 
條な年 吾 
にび 九 要 

出廿 flfi 


是れ をふさぐ。 惣 じて 表 向に はいろ りなく、 常の 御所に 一 つ 入れ 候。 炭 は 白 炭と て 河 

<5 鈸石卽 內國橫 山と 云 ふ 所に て 燒く炭 也。 御對面 所に はちゅう じゃくの 火鉢 をお く 也。 ト月朔 

日より 火 をお かるる 也。 たて 炭なる べし。 私樣 にもき としたる 時 はたて 炭な り。 

(五)  ビ 

師曰 はく、 東鑑に 秀銜が 館の かまへ を しるせり。 館の 事、 金色堂の 正方、 並 二 無量 

光院之 北； 構 1! 宿 館； 0 西木戶 有， I 嫡子 國衡 家； 同 四 男 隆銜宅 相 二 並 之； 三男 忠衔家 

者 在 二 于泉屋 之 東； 同院之 東門 構 n 一  郭； 秀衡常 居所 也、 泰衡相 ニ繼之 1 云々。 又 安 I 頼 

時财 ^衣河 遺跡の 事 を 記しけ る。 賴時掠 二 領國郡 一 之 昔、 點ニ此 所 一 構 二 家屋； 男子 者 井 

殿 盲目 • 厨 河 次 郞貞任 • 鳥 海 三 郞宗任 • 境 講師 宫照 • 黑澤尻 五郎 正 任 • 白鳥 八 郞行任 

等 也、 女子 者 有 加 一 乃 末 陪 • 中 加 一 乃末陪 • 一  加 一 乃 末陪 也、 已上八 人、 西 界ニ於 白 川 

關； 爲 二十 餘曰 行程； 東據 n 於外濱 1 乎、 叉十餘 日、 當， 1 其 中央； 遙 開ニ關 門； 名 曰 二 衣 

ト モク ノ八 U シニ ハミ ヲ  ジ クル  二  ネ  ヲ 

關； 宛 如， I 函谷； 左粼， 一高 山； 右 顧 11 長途； 南北 同 連ニ峯 嶺； 產業亦 兼 H 海陸； 三十 餘里 

之 際、 並ニ殖 櫻樹； 仍 號ニ駒 形； 嶺麓 有， 1 流 河； 是 北上 川 也、 衣川 @, 此流 々、凡 宫 

照 小 松 ffi  • 成通體 琵琶 柵、 在 二 彼 靑巖之 間, 云々。 案ずる に、 鎮守府 將軍武 則 子武貞 

卒して、 子息 淸衔奥 六 郡 ||: |f  • を 管領して ける。 江 刺 郡 S 田の 館に 在りけ るが、 
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康保 年中に 平 泉へ うつり、 卅 三年 を經て 卒す。 子息 基衔は 父に こえて 福 分な りければ 

兩國を 管領す。 その 村兩國 にて ー萬餘 あり。 叉 三十 三年 を こえて 子息 秀銜が 時に 至り 

て、 將 軍の 宣旨を 蒙り、 官祿 父祖に こえて 三十 年の 春秋 を 送る。 已上 三代 九十 九 年 を 

經ぬ。 代々 武將の 家に うまれ、 弓馬の たしな み 形の 如くな りと いへ ども， 富贵 身に あ 

まる を 以て、 その 家職 次第にお こたり、 領國の 寺社 粧嚴の 次第 家宅の 美麗 以てつ くせ 

り。 是れ 則ち 武を 忘れて 家 を 失 ふの 機 あら はるる 所 也。 東奧は 京畿を さる こと 千有餘 

里に して、 えぞ 松 前に さか ひ、 旣に 本朝の 外 濱と云 ふ はこ こなれば、 ひたすら あらき 

夷の 如くに して、 弓馬の いとなみ 止む 時な きの 國 なれば、 早く 美麗 風流に 陷溺 せず し 

しかしながら 

て、 彼等 九十 餘 年の 治平 をな せり。 是れ 併 風流 を まう くるに 便な く、 美麗 をな す 

き きう  ル テ 

にた やすから ずして、 三代と もに 箕裘の 業 を不, 棄武將 たれば 也。 東鑑に 出す 處の寺 

塔 以下の 注文 を考 ふるに、 秀衡が 建立せ し 無量 光院 は、 新 御堂と 號 して 宇治 平等 院の 

地形 を うつせり。 淸衡が 草創せ し關 山中 尊 寺 は、 寺 塔 四十 餘宇を かまへ 禪坊 三百 餘宇 

を まう く。 しかの みならず、 自ニ 白河關 1 至 ニ外濱 1 廿餘ケ 曰の 行程、 その 路 一町 ごとに 

笠 卒都婆 を 立て、 其の 面に 金色の 阿 彌陀の 像を繪 がけり。 基銜が 建立せ し 金堂 を圓隆 


ら^に し 部 功 島 臣元十 武元淸 こに 正 鮮毛 15 淸 へ 
にる 地 西 、善 ぁ津 、緝 w 家 緩の の 葬に 、に 利臣 、ご 
出と を if 關淨り 氏 毛 はに 事な 兄 記 る 屬後戰 と秀玄 
づ武 S にケ房 、と 利秀出 紀る伯 事 。し 加 ひ 戰吉琢 名 
家 牧屬原 に 後戰氏 吉 づ卷 こ耆は 伹熊藤 功 ひ の はは 
事せ し 役 |g 宮ひ • の 。第と 守 元し 本淸ぁ 朝臣 號元 


寺と 號 して、 金銀 を ちりばめ 紫 擅 赤 木 を まじへ、 怫師雲 慶を請 じ、 金百兩 羽 百 

尻 • 七 間間 中 徑水豹 皮 六十 餘枚 • 安達 絹千疋 . 希 婦細布 一 一千 端 • 糠 部 駿馬 五十 疋 • 白 

しのぶ も ぢ ,， 

布 三千 端 • 信 夫 毛 地摺千 端、 此の 外に 山海の 珍 物 を そへ て、 三年の 間に 丈 六の 藥師十 

二 神將を 造らし む。 九 條關白 家 自筆 を そめて 其の 額 を かき、 參議敎 長 堂 中の 色紙 形 を 

むき 

書す。 是れに 因りて 此の 堂 成就の 間數 年、 上下 向の 人夫 課役 更にた ゆる ことな かりし 

ル シ カラ 

とぞ。 その 比 は 廻船の 自由 もな く 海道の 往來も 不レ宜 にも、 身の 富に まかせて、 奥の 

. キ ノ いとなみ  ル ラ 

はてに 居して 如, 此 營、 殆ど 家の 失 はるべき 基た る こと を 不レ知 也。 されば 古の 亡國 

となり 家 を 失へ る はし、 皆 如, 此處 より 事お これり。 淸衡 • 基衡. 秀衔 ともに 中國に 

居て 此の 志 あらんに は、 九十 年の 治 を 保つ こと 不, 可レ 叶。 彼の 平淸盛 ゎづか 二十 餘年 

にして 職 を 失 ひ武を わすれて 子孫 悉く 滅絕 せした めし 以て 可, 考也。 財 あまれば 必ず 

衣食 居を璺 にす、 畳に する の あまり 皆 * ぃ此 になれ り。 如い 此 とき は 職 を 忘れ 家 を 失 ふ 

の 機 ここに あり、 戒めても 猶ほ 可レ戒 こと 也。 

二)  (矢 槺) 

師曰 はく、 南 條玄琢 伯 州 やばせ と 云 ふ 所に 在 城す。 その 比 毛 利 家の 侍に、 盛 重と 號 

して 名 ある 勇將 ありけ るが、 盛 重 色々 に 手 遣 ひ をして 南， をせ せり けれども 事たら ず" 
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盛 重く はず とらず の 者と て 忍 をいた し 夜 盜剛盜 を專ら とする 者 を 七十 人 もてり。 此の 

(一) 大將分 を 佐 多 與次郞 • 與三郞 と 云 ひて 兄弟 あり。 此のい ぬ を 致す 者の 森 脇 社 壇 介と 云 

ひて、 元は 因幡. の ものな りけ るが、 其の 比 ここに ありぬ。 盛 重 この 三人 をよ び、 南條 

が やばせ の 城の こと、 色々 手 遣 ひすれ ども 利 あらず、 晝の働 は 我れ にこして 分別 は不 

レ可, 有、 夜の 事 は 我れ 叉汝 等に 不レ 可レ 及、 何と ぞいた しゃばせ の 城 を 忍 取りに 仕り 度 

しとの こと 也と 云 ふ。 三人き いて、 委細 仰せの 通り 承り 候、 我等 三人に まかせられよ 

子細な く 取りぬ べしと 云 ふ。 かくて 彼等 風雨の 夜 を 待ちて ければ、 やがて 盛 重に 案內 

して、 兵 を 五 百 宛 四方へ ま はさせ、 相 II を 定めて またせお き、 佐 多 兄弟に 手ごろの 手 

木と 細引 二 筋 をも^ せて、 矢ば せの 城の 本 城、 岸 石 そびえ、 下に 大河な がれ、 上に 大 

(生 下) 

木の 梭 おひさ がれる 一 重なる 外に またせ 置きて、 森 脇 は 町 口にて 人の 家の 入口に 立て 

S) 

かけた るから かさ を 取り、 木履 を はき、 風 は 强し雨 ははげ し、 傘 を すぼめて * 城の 番 

所 を 鼻歌うた うて 通り過ぎぬ。 而 して 城の 臺所 口に 入りて、 日の くれ なれば それより 

緣の 下へ 入る。 昔 家 は 板 敷 を 高く いたして 所々 にしきり もなければ、 やがて 本 械の本 

屋の內 を くぐりぬ け • 寢所 をぬ けて えんの 外へ 出で、 件の 大木に 細引 を ゆ ひつけ、 そ 


れを さげて 彼等が 細引 を 引上げて、 念 を 入れ ゆ ひ 付け 下へ さげ、 右の 手 木 を ゆ ひつけ 

く， 1 人づっ あがり、 七十 人の 忍の 者 悉く 上に のぼらせ、 屋の 上に 忍び あがり， 夜 

の あけがたに、 石屋 なれば 石. を やねより おとし * 悉く 打ちお どろ かしぬ。 七十 餘 人の 

とき 

兵 一 度に 鬨を つくりけ る。 四方の 兵相圖 をた が へず 一 同に をめ きければ、 南條內 外の 

敵に 辟易して、 その 夜に 城 をお とされぬ とぞ。 南條は それより 伯 州 を ひらきけ ると ぞ 

南條 弓矢の 法お とろ へ て 如レ此 おかしき 事に あ へ り。 家づ くり 本 城の 取樣の あしき ゆ 

ゑと 云 ふに は不， 可レ有 ことなれ ども、 兵の 法は不 レ及レ 云、 城 中の 家作 は 心得 あるべき 

AJ と 也。 兵の 法し ばらく 不鍛鍊 なりと へど も、 屋 作の 心得よ ろしく ば、 如レ 此の あ 

^カラル  スレヲ 

やまり に は不レ 可レ至 也。 有 制の 兵 は 無能の 將 も御レ 之と 云 ふためし、 ここの 心得 也。 

師曰 はく、 大權 現の 仰せ ごとな りと て 或 人の かたれる は、 御家人の 屋敷、 必ず 廣く 

ル カラ ル 

寬 なる を與ふ ベから ず、 尤も^ 莊山 庄と號 して 下屋敷 を 取 立つ る 事不レ 可レ有 也。 その 

ゆ ゑ は、 屋敷 ひろき とき は 家是れ に相應 して、 不ぃ入 家宅 を も 設け 粧嚴を も 致す こと 

あり。 况ゃ山 莊下屋 布と 號 して は、 庭 を かまへ 泉 を ほりて、 泉水 立 石の かざり、 路次 

0 置) 

茶店の まう け、 さま. <\ のし つら ひ ありて、 財寶 をつ ひやし， 公務の 暇 を 欲し、 後に 
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は 人 を あつめ 隙 を かき、 遊覽放 佚の 志 出來る もの 也。 屋敷せ まければ 家宅の 結構 も自 

然 にやみ、 家宅の 遊樂 なければ 公務 も 自らつ とめよ き、 皆 是れ不 レ得レ 止の ゆ ゑん 也と 

仰せ ありし とぞ。 

. 師曰 はく、 武家の 檩式 なれば、 家宅の 間 ごとに かざり 置く ベ き 器物 も、 時に 取つ て 

其の 心得 あるべし。 寄付 色 代の 場 は 人の 聚 まる 處 外へ 近 かるべ ければ、 長 道具 遠道 具 

を內に かざりて、 非常 を 戒め 不意 をつつ しむに たれり。 故に 長柄の 鎗を かけ 弓 鐵炮を 

a きて、 そのまま 用 所に 立つ が 如くなら しむべし。 但し 弓 鐵炮を 射 放たん は 屋敷の ま 

シ カラ 

うけに 非ざる なれば、 少し 遠ざけ かくし 置いて 不：. 苦。 只だ當 座の 用心に は 少し 出し 

おく も 可也。 則ち 取る に 利 ある 如き は 短 兵 を 用 ふべ し。 ゆ ゑに 鎗 長刀 その 長短 を詳に 

して 處々 に 置き， 外に 近き 所に は 棒 を 多く まう け、 非常 を戒 むる 小 具足 を 置くべし。 

大將の 居間に は 文武の 具 を 置き、 これ をた だし、 先 覺に問 ひて 改め 直す 心得 も あるべ 

し。 古人 武將の 座に は 必ず 武具 を粧嚴 する も此ゅ ゑなる ベ きなり。 

二 九 器物の 用を詳 にす 


師曰 はく、 凡そ 器物の 制、 古 は 其の 用 ふべき 理を詳 にして、 而 して 其れ 相應の 形に 

禮容を まう け、 是れを 置く に 其の 法式 を 糾明す るが ゆ ゑに、 器物の 制 悉く 天地の 理に 

通じて、 用 ふる 處 何となく 快く、 溫 潤の 處 不レ覺 にあり ぬ。 後世に なりて、 或は 當座 

の 用 を 叶 ふるば かりなれば、 文章 更に 益な しと 云 ひて、 其の 質い やしく 其の 形 田舍び 

て、 君子の 用に 不レ 足、 或は 人の 見物 を專ら として、 其の 理を うすく 究めて、 見物 道 

具の 如くに なり ゆく ゆ ゑに、 文 ここに 過ぎて 質つ ひに かくる、 ともに 聖人の 用 ふる 處 

に 非ず。 質に すぎて は、 いやしき 斗り に 非ず、 禮 にかくる 處 あり。 文に 過ぎて は 本 を 

失 ふに いたるべし。 この ゆ ゑに 周に 至りて 文 質彬々 として、 萬 物の 用 はじめて その 制 

-^i^^^ にかな へりと、 孔子の 慕 ひ 玉 ふゆ^ん 也。 文 質 過不及の 論 を 云 はば、 文より 質 はま さ 

也 第 十. k 章 

レ  1K「I お^ れ りと 云 ふべ し、 質の みに て 文の なき を 必と云 ふに 非ざる なり。 

レ質 則史" 文 質 

^  師曰 はく、 何 道具 何物に も 其の 理 をき はめて、 その 道具 を 持ちな す 如くに 心得べき 

こと 也。 道具 を 好みても、 持つ 人の 持ちな さ ざれば、 其の 器物 必ず そこね やすく、 殊 

更 名人の もちた る 道具 不 名人の 持てば、 器の ために は 塗炭に 落つ るに 似たり。 茶 湯 道 

あた ひ 

具 名物の 器を數 寄この まぬ 男の 持てば， 賈を 高く 買賣 する の 事までに なりて、 その 器 
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f 一 ) この^ 

^^物語 卷第 

七、 青山 沙汰 

の條 なび 東齋 

晴 筆に 出 づ * 

玄 上は玄 象と 

も 書き、 贞敏 

が この 時持歸 

りし 琵琶の 名 

器な りと 平 « 

に出づ 


(失)  セ 

のい き ほひ はこ こに うせつべし。 たと へ 不二 買賣 1 とも、 是れを 持ち なすこと ならす し 

て、 その 器 も 手む さくな り、 土藏 櫃の內 にかくれ て 用たら ざるが 如し。 馬 を 持つ 人の 

人の よき 馬 を 得て 我れ これ を不レ 知が ごとく 也。 よろ づの事 皆 この ことわり 也。 關白 

秀次、 日 根 野が 唐 冠の 冑 • 木 村が 鳥 毛羽 織 • 柴 田が 金の 五幣、 . 三 つの 道具 を そろ へ て _ 

長久 手の 役に 一 番に大 くづれ ありした めし， 尤も 可 ニ愼戒 1 こと 也。 是れ何 心なくて 道 

具 を このむ ゆ ゑに、 ことん \ く 道具に 恥を與 へたる と 云 ふなるべき なり。 

師曰 はく、 その 人の 其の 事に 得て こしら へ 致せる 器物に は、 必ず 究理の 妙 そな はる 

ものな り。 承 和の 遗唐使 掃 部 頭貞敏 は、 大 唐の 琵琶の 博士 廉承武 に祕曲 をった へられ 

ばち 

しが， 村 上の 聖主 明月の 夜淸涼 殿に て 玄上を 水牛の 角の 撥に て 引きす ました まふに、 

影の 如くなる もの、 我れ は 廉承武 にて 候と て、 上玄石 上の 曲 を 授け まゐら せぬ。 玄上 

のこと を 江中納 言に 人のと ひければ、 糙 なること を不レ 知、 延 喜の 比玄 上の 宰相と 云 

ひたる 琵琶 ひきの 琵琶 やらん とい へりと ぞ。 さる 名譽の 琵琶に て、 度々 不思議の こと 

あり、 又 平等 院の寶 藏に水 龍と 云 ふ W あり、 唐土の 笛 也。 唐人 此の 朝に わたる 時， 海 

中に して 船 沈まん とす。 船人 等 種々 の 財物 を 海に 入れし むる に、 皆 以て 不レ 沈， 仍っ 


づ 王事 を 天 さ  づ 

道 古い 皇 5 
お 事 ふの 
宮談 。御 後 
に 第 こ 親 マ- 
出 一の 政條 


て 件の 笛 を 入れければ 卽ち 沈みて、 無 爲に著 岸す。 後に 本 主沙金 千兩を 儲けて 龍王に 

相傳 せんと 思 ひて、 金 を 沈めん とする 時， 件の： W 忽ちに 浮 出で たり。 仍って 金に 替へ 

て 取り かへ たる W 也。 宇治 殿 此の 事 を 聞 食して、 件の 笛 を 買 取り 玉 ひて 寶藏 にこめら 

れ たりと ぞ。 昔 は音樂 優長の 時、 その 器物に 誡を つくす を 以て、 自然に 妙なる 事 器物 

に そな はれり。 末世に 至る に從 つて， 何事 も あさはかに なりて 實薄 きを 以て、 その 妙 

物に 應 ずる 事 更にな き 也。 

(一  一一)  (E) 

師曰 はく、 延久の 善政に は先づ 器物 を 作られぬ。 資仲 (卿) 藏 人頭に て 是れを 奉行せ 

(yj  W 

り。 升 を 召 寄せて とりん \ 御覽 じて、 簾 を 折りて 寸法な ど ささせ 給 ひけり。 米 をば 穀 

倉院 より 召 寄せて、 殿上の 小 庭に て、 貫首 以下 藏人 出納な ど檢 知して、 小 舍人玉 だす 

きして 量りぬ。 本 米 をば 紙屋 紙につつ みて 持ち まゐ りたり ければ、 歆覽 ありて、 勅 封 

を 加 へられて、 御 持 僧の 許へ などつ か はされ けり。 斛器は 方なる 欖を さして、 石 をく 

くりさげて おもしに して、 二 またの 木に かけて、 穀倉 院 にて 國々 の 米 をば を さめられ 

けり。 仍って 何 石と は 石の 字 を 用 ふる 也。 件の 器 石 等 今に 穀倉 院 にあり と 東齋隨 筆に 

のせたり。 聖 主の 思 召 入 は 如レ此 こそ ありつべ きこと 也。 
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師曰 はく、 源 賴朝治 承 四 年 八月 廿 三日 義兵 を あげられし 時、 相 摸 櫺石橘 山に 三百 餘 

騎を 以て 陣し玉 ふ。 此の 時 高倉宮 より 賜 はる 處の 令旨 を 旗の 橫 上に 付けて、 中 四郞惟 

重 これ を もてり と 東鑑に 出で たり。 令旨 を 旗の 橫上 につけて 義兵の 印 を あら はすの 故 

赏、 尤も ゆゆしき 事 也。 凡そ 旌旗は 軍旅の 印に して， 三軍の 令 を 司 どる もの なれば、 

古 來皆眞 先に 出す。 ことに 綸旨を 含み 節度 を 賜 はるの 類 は、 猶ほ 以て 先にお くこと 古 

禮也。 範頼 平家の 追討 使と して 西國に 赴く の 時， 旗 差 一 人 弓 袋 一 人相， 一 並 前行？ 

次に 參河 守範 頼、 次に 扈從の 輩 一 千餘騎 としる せる 也。 又賴朝 奥州に 出軍の 時、 弓 袋 

差 旗 差 甲 著 等 在， 一 御 BL-S 一と 出で たり。 古來は 旗の 數も少 くして 唯 だ 合圖の 用意に いた 

せり。 楠 (木) 正 行が 四條繩 手の 戰に、 混冑の 武者 七 百 餘騎、 菊 水の 旗二流と しるせり。 

正 行 兵の いき ほひ を かくすと いへ ども、 古 來は旗 を 用 ふるの 本意 當 時と 不レ同 を 以て 

の 事なる ベ し。 

二)  $0 師曰 はく、 賴朝 奥州 征伐の 時に、 千 葉 常 胤に 命じて 新調の 旗 を こしら へしめ 玉 ふ。 

文治 五 年 七月 

#H の * に は その 長さ、 入道 將軍家 § の 旗の 寸法 を 以て 一 丈 二 尺 二 幅 也。 白糸の 縫物 あり、 上の 方 

に 伊勢大神宮 八幡 大 菩薩、 下に 鳩 二 羽 を 縫 i へり。 則ち 三 浦の 義澄を 以て 使と して、 


鶴 ヶ岡の 別當坊 にて 七ケ 日の 加持 あり (し) とぞ。 古來は 軍器の 內、 中に も 旗 を 贲んで 

ける ゆ ゑに 如レ此 なり。 このと きの 旗 も、 朝 頓の御 旗 は 一流と 出で たる 也。 

師曰 はく、 此の 時下 河 邊庄司 甲 を 仕立てて 獻 上せり。 行 平持參 して 賴 朝の 前に 置き、 

キヲへ  ヲ  ケシ ルシヲ 

開， 1 櫃莶； 相， 一 副 紺地 甲直垂 上下 1 たり。 一 覽の處 に、 冑の 後に 付， I 笠檩 1 たり。 仰せに、 

ふだ  011) 

此の 簡は 袖に 付く る 事 よのつね のこと やと 問 ひ 玉 ふ。 行 平 申して 云 はく、 是れ * 祖秀 

鄕 朝臣の 佳例 也、 其の上 兵の 本意 は 先登に あり、 進 二 先登-の 時 敵 は 名 を 以て 其の 人 

をし る、 吾が 家 は 自レ後 その 簡 をみ て知レ 之の ゆ ゑ 也、 如 レ此物 は 家の 樣を用 ふること 

故實 なりと 申しければ、 賴朝 感じ 玉へ りと ぞ。 

師曰 はく、 往昔 源 頼 義の宗 任 をう ちしと き、 郞從に 近 江國の 住人 日 置 九郞、 馬 物 具 

あたり を拂 ひて 出立ち ぬ。 人々 是れを 感じければ、 賴義 これ をみ 玉うて 以ての外に 氣 

色 損じたり。 終に 何とも 不, 云。 日 置 無興氣 にて 退きぬ。 翌日 使 を 立てて、 其の物 具 

シル  カラル 

忌み 思 ふ 事 あり、 汝 所持せば 必ず 亡ぶ ベ し， 早く 可 J 買、 但し 味方の 中へ 不, 可し 買、 

緣を 求めて 敵の 方へ うれと 也。 謹んで 承 候と 申す。 後日の 軍に、 叉 如, 先 馬 物 具 同じ 

毛に して あたり を 輝かして 出で たり。 頼 義人 を 以て、 先日の 物 具な り や 忌々 しと 宣ふ。 
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日 置、 著 替の領 也と 申す。 獍ほ有 二 亡瑞； 敵へ 可 J 買、 穴 賢、 著 玉 ふなと {ー 且ふ。 次の 軍 

, ：  ふる  メ  II  > 

に 黑皮緘 の 鎧 甲の * を 著せり。 賴義、 最も 爲ニ 御邊 一能き 物 具な りと宣 ひし。 後に 其の 

ゅ&ん  ル ィ ハレ 

所爲を 問へば、 物 具に 亡 瑞の顯 はれた るに 非ず、 不, 謂 物 具に 美を盡 して 寶物 をつ か 

ふ は 國の費 也、 若 兵 是れを いかめしき 事に 思 ひて 皆 是れを まねん とせば、 寶は 天より 

も不， 降 地よりも 不レ 涌、 有：. 限 毎年 出生す る 耳、 然る を不ぃ 入所に きれい を 好んで 衆寶 

ラン シ カラ 

をつ かふ 豈 其の 家 不レ貧 や、 貧しく して は何ぞ 能き 郎等の 一 人 を も 扶助 せんや、 是 

れ 兵の 中の 盜人 也、 其の 主 豈不, 亡 ゃと宜 ふ。 人々 皆 感じて、 けっこうなる 鎧 をば 亡 

瑞の鏜 とい へ りと ぞ。 

お" お 師曰 はく、 源實 朝の 時、 八月 十五 日 鶴 岡の 放生會 に、 隨 兵の 中に 吾妻 四郞助 &ビ 

十七 日の 條に  ル デ 

出づ  申して 不, 出 の 間、 相 摸 守義時 • 武藏守 時 房 • 廣元 • 善 信 等參會 して 此の 沙汰 あり。 

助 光 申しけ る は、 晴の 儀と 存じて 用意す る 處の鎧 を 鼠の くひ そこな ふに 付きて 障 を 申 

すの 由を陳 ず。 各， - 詮議 ありけ る は、 晴 のこと 也と て 用意と ある は 新造の 鎧なる べし、 

ルカ ラル  キノ 

此の 段 ffi だ不, 可へ 然 こと 也、 如レ 此の 隨兵 は行粧 をかざる の ゆ ゑに 非ず、 只だ警 固の 

ため 也、 これによ つて 右大將 家の 時、 譜代の 武士 これ をつ とむ- 世上の 狼藉 は 


01) S 養 鏡 

同年 十 H: 廿六 

日の 條に 出づ 


5  its 

同年 十：^ 廿 

日の 條に 出づ 

(5 脇^の 

«! 字に し て、 

S- の 胴の 右 脇 

におくな もの 


に 出來る もの 也、 重代の 兵 具を棄 てて 當 分の 新造 を 用意 (せんこと) 尤も 不， 可レ 然と 戒 

めぬ と 也。 

師曰 はく、 實 朝の 時 建 仁 三年に、 山門の 堂 衆 金子 山 を 城郭に かま ふることの ありて 

官軍 をつ か はしける。 佐々 木 等 山門に 發 向す。 四 郞左衞 門 尉 高 綱 入道 折節 高 野より 來 

りて 舍弟 等に 對 面の 時、 高 綱が 子 重 綱 甲胄 を 著して 父の 入道が 前に 出で ぬ。 父暫 しに 

らまへ みて 詞をも かけ ざれば 重 綱 退出す。 高 綱 あとに て 申しけ る は、 勇士の 戰場 にお 

もむ くこと、 兵 具 を 以て 第一 とす、 甲胄 は輕 薄に して 弓箭 は 短 少なる を 用 ふること、 

かち だ  キル  キル 

是 れ故實 也、 ことさら 山上 坂 本邊の 如き 處、 步 立ちて 合 戰可レ 仕の 地 は 此の 式 を 可レ守 

也、 重 綱が 甲冑の 體を みるに、 甚だ 重く して 弓箭 大 なり、 その 身に 不二 相應 一の 間、 今 

度 打 死 可, 仕と 云へ り。 果して 其の 詞の 如く 打 死せ り。 この 時 高 綱 兵法の 才舉を 吐き • 

盛 綱 等 これ をき ける に、 一 として 不, 當レ理 と 云 ふこと なし。 

南 御堂 

師曰 はく、 文治 元年 源 賴朝勝 長 壽院を 建立あって、 供養 をと げられ ける に、 頼 朝 束 

帶 にて 步儀 行列 あり。 この 時 佐々 木 四 郞左衞 門 尉 高 綱 著 二 御 甲 一して 前庭に あり。 見る 

者 難 じけ る は、 脇 立 を 以て 屮の 上に 著く る こと は失禮 なりと 云 ふ。 高 綱き いて 嗞 りて 
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1W ひける は、 主君の 御 殺 を 著す るの 日 は 如レ此 いたす こと 是れ禮 也 * 若し ことの あら 

(脇)  ル ラ 

んに は先づ わい 立 を 取り て 進め まゐら する のた め 也、 勇士の 故實 を不レ 知が ゆ ゑに 此 

の 難問 ありと い へりと ぞ。 

師曰 はく、 古 もた めしの 具足 ありけ るに や、 菊池武 光三 人 張の 精兵に 草摺 を 一 枚づ 

(射)  二) 

n) 裏に 通 つい させて、 とほらぬ さね を 一枚 まぜに こしら へさせて おどしければ、 うら かく 矢 一 

る 

つもな し。 馬 は 射られて 倒 るれ ど、 のり かへ く 十七 度まで かかりけ りと しるせり。 

人の 力量に よつ て 左 も ありぬ ベ きこと 也。 

師曰 はく、 信 長の 前へ 武者修行 いたせる と 云 ふ 武功の もの まみえ ける に、 胄に 白熊 

うしろ 

の 引 ま はし を 付けて 胄立に 立てさせ、 後に もたせて 出で ぬ。 信 長み て、 彼れ つ ひに 手 

ひどき 合戰に は不レ 合と みえたり、 心に くから ずとの 玉うて けり。 是れは 白熊の 引 ま 

はしな ど 云 ふ もの、 そこねず して 戰に合 ふと 云 ふこと は あらざる こと 也との ゆ ゑと ぞ- 

師曰 はく、 甲胄と もに 古の よき 人の このみて 致した る は、 末の世の 者の 及ぶ ことに 

非ざる を 以て、 した はしき 事 多し。 冑の ふるき 鉢の、 今 も 矢玉に あたりて 其の 難 をの 

がれた るた ぐ ひ 世に 多し。 51 し 古き なりと 云 ひて、 鐵の くさりて 正體 なく、 其の 仕樣 


正しから ざる を ふるしと 喜ばん は、 尤も あやまり 也。 當 時は鐵 炮 と 云 ふ もの 世に 多く 

して、 大方に きた ひたらん 甲冑 は 物の 數に不 レ可レ 有。 然れ ども 互に 急難の 時 は、 うつ 

ベ き 鐵炮も 亦 平生の 如くに あらざる ベ し。 能く 詳に 究理す るに ある 也。 

師曰 はく、 甲冑 は 武士 一生の 終りの 時の 装束 なれば、 平生 念 を 入れ 晝夜 心がけて、 

キフ  (^紗 ) 

其の 著て 快よ く 自由な らんこと を 可レ考 也。 一 度 こしら へ ふくさ 物に 包みて 唐 榧に 入 

(足) 

置いて、 六月の 虫 ぼしの 時 取 出す 如くな らん 事、 甚だ 武の思 入の たらざる なり。 つね 

に 木馬 古 具足 をお きて， これ を 著して 乘上乘 下 を 心得、 人の よきと 云 ふ 利 方 あらば、 

聞く とその ままこ しらへ、 具足に 付けて よき 物 は 則ち これ をつ け、 妙藥 鼻紙の たぐ ひ 

まで も考 へ て 具足の はながみ 入れに たし、 その 具足 を きれば その 用具の ある 如く 心得 

べし。 重ねて 致さん と 思 ふ內に 月日 立ちて、 一生 こしら へず、 その 用に 不, 立 こと 世 

以て 多し。 せめて 正月 具足の 備を祝 するとき、 五月 小 旗 かざらん 時， 此の 外 六月 虫 ぼ 

しの 時分 は、 必ずお こたらず 可レ考 こと 也。 

ぐ そくひつ 

師曰 はく、 井伊直孝 云 はく、 人 ごとに 具足 榧 を もたせて、 榧より 早く 具足 を 取 出す 

べき こしら へ を專ら とす- 是れ钿 かに 心の 不レ付 ゆ ゑ 也、 根より 取 出す 間 もお そき ほ 
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ケ (來)  § 

どの 事 あらんに は、 何時もす はだに て 走り 付く ベ し。 具足 を不， 著き たると 云 ふの か 

はり はたき もの 也と い へ りと 也。 

師曰 はく、 古 は大將 といへ ども 鎧櫃 など を もた する こと はまれ 也。 甲 著と 號 して 人 

にきせ、 冑を もさせる 近習の 兵に 或は もたせ 或はき せたり。 當時は 世の 静謐に まかせ 

よろ ひたて 

て、 夫 を 多く つれて、 具足 櫃 • 甲 立な ど 云 ふ もの を 人々 皆 もたせつ る 也。 しかれば と 

て、 今 又胄立 もた すま じきと 云 ふに は不, 有、 能く 本 をし つても たせた らんに は 害 あ 

る不， 可， 不：. 知して これ をた のみな ば 必ず あやまり ありぬ ベければ、 能々 可 二心 得 一也な 

ク レ  か V じる し 

師曰 はく、 差 物の 事、 古 は 持 小 旗と も 小 印と もい へり。 上代に は 無， 之、 只 だ 笠 ©: . 

袖- g までの * 也。 ^ほ 合： 鄭： をいた さんに は、 紙 を 切りて 刀 鎗の柄 鞘 をまい て 三 まき 四 

まきと 云 ふ。 弓の 鳥 打 を もまき たり。 末代に 及んで、 小を大 にみ せ 寡 を 衆に みせつべ 

く、 かざり 多く 實 すくなき 心より 事 を 巧む に 因りて、 大差 物 を こしら へさまん \ の ゑ 

よう を 致して 人の 目 を おどろか せり。 必竟 大事の 軍と ならば 如レ此 もの は 用 ひられ ま 

じき 也。 又 軍に よって 彼れ が氣 をう ば ふために は、 是れを 用 ふるに 利 ありつべし。 然 

らば 小さく 輕 くして 急に 用に たれる が 如くすべし。 母 衣の 事、 古 は 名 ある 武士 これ を 


房 城 も 田 州 五つ  六 二 

こ 主 與孝征 年 W  年^ 
れ宇ふ 高伐豐 

も 都、 にの 臣天  天 

拒 宮城 豐 時の 正  文 

む a 井前黑 九十  十 


用 ふ、 打ち こみの 平士用 ひたる ことなし。 母 衣 は猶ほ 以て 身重なる もの なれ ども 差 

物の 出入に つかへ、 門戶竹 木に ささ はるに は樣か はれる 也。 

師曰 はく、 II！ 口 州 上田 原に おいて 村 上 義淸と 武田信 玄合戰 の 時、 村 上下 知に、 鐵炮は 

弓の 者の 間に 立って、 矢 五 つづつ 放して 後 鐵炮を 放すべし と。 五 人に 一 人の 指 引の 役 

者 を そへ、 其の 役者 をも步 立た せ、 指 物 は 取 置き、 白き 練 を 一 尺五寸 宛に 切って 橫に 

一 幅に して、 黑く 一 文字 を かいて 袖 M に 付けさせて、 思 切りた る 働 をいた し * 1 日に 

五 度の 合戰を とげて ける。 武田 方の 軍 將板垣 信 形 此の 時 打 死す。 義淸 遂に 敗れて すぐ 

(退)  ムヲ  キノ 

に 越後へ の、 きぬと 也。 十 死 一 生の 戰 ごとき 時 は、 不, 得レ 止して 自然に 如レ 此の 形に な 

りぬ ベ き 也。 

師曰 はく、 大將の 旗 • 纏 • 馬 印な ど 云 ふ もの は 高く 遠くみ ゆるに 利 あり、 是れ相 印 

(二) きゐ  、r  > 

となり 將の 下知の よくと どく を 以て 也。 豐 前の 城 井の 一 揆の 時、 その 谷 口によ き 争 地 

レ ラ  (*o  ： - 

あり、 此の 山 を とれば 利 あり 不：. 取ば 不利 なれば、 黑田 是れを 見切って よ ひより 物見 

を かけて 此の 山 をと りぬ。 而 して 山へ 備を 段々 に 上げけ るが、 それまで 城 中み え ざれ 

ば、 さて は 味方に 辟易して 退去し にけ りと、 各.' 喜んで 少した ゆむ 處に、 城 井が 馬 印 
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と覺 えて 赤き 吹拔を ふと さし 出しぬ。 黑 田が 兵 これに 驚きて、 唯今 足 もとより 敵の 出 

でた ると 大に騷 ぎて ことん \ く 敗軍せ り。 此の 時黑 田が 旗 は 行列の 時の ごとくな がく 

立て そな へたり。 是れ 行きながら 敵に あへ る ゆ ゑに 立直す 間の なかり し 也。 先より 旗 

を 立直せと 下知 あり けれども、 旗 奉行 更にき き 入れず、 そのまま ありし と 也。 若し 立 

直さん とせば 彌.' 早くく づ るべ かりし といへ り。 賤ケ 嶽の戰 に、 太閤の 金の まと ひの 

「  出で て玄 * が 兵士 氣を失 ひ、 小牧 にても 大權 現の 扇の 御 まと ひの 出で たるに て 敵軍 氣 

を 失 ひ、 關ケ 原に て 源 君 御 まと ひの 不, 圖 出で たるに、 三 成大に 驚いて 謀 を 失へ りと 

云 ふ も 同 一 事 也。 

に) 名 は 虎 師曰 はく、 原 美 濃 守が 指 物 二 間 斗り 兩へ 出で たる 半月 也。 胄の眞 向に 原 美 濃 守 平 虎 

服、 武 田信玄 

の 部，  胤と しるせり。 是れ胄 の 前 立 也。 武 田の 家に て 各-名 ある 武士 多し とい へ ども、 原 美 

濃 守に ならぶ ものな かりし とぞ。 額の 立 物に、 運 は 天に あり 死 は 定まる と 書きた る は- 

(映) 

信 長の 時 荒 川 新 八が 立 物な り。 勢 州 長 島の 引き あしに、 水 かがみ 移りた る を 見て、 引 

返し 打 死せ り。 其の後 阿閉 萬 五 郞是れ を 用 ひたる をば、 過分な りとの 批判 也。 其の後 

大野 源 右衛門 後に は 安田 作 兵 衞と云 ふ、 此のた て 物 を 用 ひて、 さし 物に は 山 櫻 也。 


師曰 はく、 大權現 御 まと ひ 金の 扇子 也。 此の 本 は牧半 右衛門 腰 指に 金の 扇子 を 指 物 

に 仕る、 それ を 召 上げられ てまと ひに 被レ 遊た る 也。 然れ ども 前方より 指來 りたる 間、 

半 右衛門 も l」i 金 の 扇子の 指 物 を 可 レ仕旨 命ぜられ、 小 田 原 御陣ま で は牧半 右衛門 指 

物 金の 扇子 也。 その 已前は 白き 四方に 遠 離 穢土 欣求淨 土と 云 ふ 文字 を かきたる 御馬 印 

なり。 後に 御 使 番に伍 字の 指 物 を 命ぜられ ける。 是れは 本と 小 栗 又 市が 指 物 也。 是れ 

を 召 上げられ たりと ぞ。 使 武者 廿五 人の 御 思 召な りと 沙汰す といへ ども、 其の 思 召 は 

はかり 難 かりき。 

師曰 はく、 袖 印 も 笠 印と 云 ひて I レ苦 也。 義經木 曾 を 退治の ため 院參の 時、 笠 印 は 

鎧の 袖に 南無 宗廟 八幡 大 菩薩と かけり、 是れぞ 軍 將の笠 印と みえたり と あり。 然れば 

笠 印 も 袖 印 も ひとしく 笠 印と 云 ひて 不レ 苦な り。 

師曰 はく、 笠 印 • 袖 印の 合印、 ともに 早く こしら へ られつべ きを 用 ふべ し。 當時は 

世の 静謐に まかせ 事の たれる ままに、 さまぐ の 摸樣、 金銀の 薄 作り物 等、 或は 毛織 

類 を 用 ふといへ ども • 實理に 非ず。 只 だいつ もな りょく 先にて 仕る 事の 自由な らん を 

用 ふべき 也。 源義經 院參の 時、 弓の 鳥 打 をう す 紅の 紙 を 切りて 左 まきに まかせて、 今 
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日の 合印と すと 也。 まと ひ • 馬 印 樣の物 も 皆 旗 を 用 ひ來れ り。 信 長 • 秀吉の 比より さ 

ま， ^の 作り物 これ ある 也。 

師曰 はく、 武家の 故實を 具に 存 ずる ものの 云 へ らん 事、 必ず 耳底に とどめて 可 レ考こ 

と 也。 故實 を不, 知して 我意に まかせば、 事々 必ずた がふべ き 也。 源賴朝 常に 大庭平 

太 景能を 近づけて 故實を 尋ね 玉へ り。 景能或 時 保 元の 合 戰の事 を 語りけ るが、 申して 

云 はく、 勇士の 可, 1 用意 1 者 は 武具 也、 中に も ちぢめ 用 ふべき は 弓箭の 寸尺 也、 鎭西八 

郞は 吾が 朝 無双の 弓矢の 達者 也、 然して その 弓矢の 寸法 を 案ずる に、 其の 涯 分に 過ぎ 

たり、 景能 八郞が 弓手に ま はりけ るに、 八 郞弓を 引かん とせり、 この 時 則ち 妻 手に 馳 

廻りければ、 事相 違して 弓の 下 を 越えければ、 身に 中るべき の 矢 膝に あたれり、 此の 

故 實に不 い 及ば 忽ちに 命 を 失 ふべ し、 勇士 只 だ 騎馬に 可レ達 こと 也と かたれり とぞ。 干 

葉 常 胤 £ 下 この 事 を 甘心す と 也。 

(二)  (三) 

師曰 はく、 文治 五 年 正月に、 賴 朝の 若君 風流 を 結構して、 大臣の 饗儀 をう つし まう 

ひう やなぐ ひ さし やう  リ ナラ 

けられけ るに、 近衛 司の 平 胡 籙の差 樣丸緖 の付樣 不二 分明 一け るに、 三 浦 介が ぁづ かり 

の 囚人 武藤 小次郞 資頓 故 實を存 ずるの 由 其の 沙汰 ありければ、 今日 厚 免 を 蒙りぬ 


<£〕  0$ 
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と 也。 是れ 故實を 重んずる の ゆ ゑなる べし。 

(Kn  ぬえ  らいしゃ 5 ど. r 

師曰 はく、 源 三位 賴 政が 鵁を射 « めた る 弓 は 雷 上 動と 云へ り。 水 破 • 兵 破と 云 ひて 

二の 鏑矢 を 取り そへ たり。 ともに 養 由が 所持の 弓矢な りしと ぞ。 攝津守 頼 光晝寢 あり 

しとき、 天より 影の 如き 者の 下りて、 我れ 養 由より 傳 ふる 所の 弓箭 を帶 せり、 汝に授 

けんとて 巨細 を かたりて 去りぬ。 夢 さめて 傍 を みれば 件の 弓矢 あり、 頼 光是れ をった 

へて 弓の 德を 施す に 更に 養 由が 藝に 劣らず。 賴 光より 賴國 • 美 濃 守賴綱 ニニ 河 守 仲 

政. 兵 庫 頭 頼 政まで、 子孫 相傳 して 五代 也し が、 賴政筠 を 此の 弓矢に て 射と めたり。 

名物の 器と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 或 人大權 現より 賜 はりし 弓 を 遠 州 今 切の 渡しに て 海に おとし 入れて ける 

が、 恩賜の 物と 云 ひ、 その 弓の 宜しき にあく まで 慕 ひ 思 ひけれ ども、 急に 尋ねが たけ 

れば、 所の 漁師な どに 云 付け 置きて 去りぬ。 翌年 あみに て 引出しければ、 あるじ を尋 

ねて かへ しぬ。 一年 海中に ありけ るに 少しも そこねず くる は ざり しと ぞ。 好く しこめ 

る 弓 は 如い 此也。 只だ當 座 斗り の 弓 は、 しばらく 雨に あたり 炎天に もた しむれば、 則 

ちくる ひそ こねて 用に 不レ立 ものな り。 聊かお. こたる ベ からざる 也。 
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師曰 はく、 當時 はえ びら やなぐ ひ 樣の物 まれな りで 古法に 流々 の 仕樣 多し。 今 は 

えびら 

各-指 物 を 用 ひて 舱を つくべき 處 なし。 古 は 指 物なくて、 笠 印 • 袖 印の み を 用 ひ、 こ 

とに 母 衣 を 以て 矢數を かくす こと をな せり。 故に 專ら菔 を 用 ひたる 也。 笳 なき ゆ ゑに、 

腰 を 付く るう つぼ • 矢 籠な ど 云 ふ もの を 用 ふるに なれり。 

ふ ゑつ  こんぐ わい 

師曰 はく、 古 は 朝敵 を 退治の 將 軍に 節 刀を赐 はれり。 彼の 鈇鉞を 授けて 閫 外の 任 を 

まかす るの ためし なるべし。 されば 大將軍 先 づ參內 して 節 刀 を 給 はるに、 应儀は 南 殿 

に 出御な り、 近衛 司 は 階下に 陣を はり、 內辨 外辨の 公卿 參 列して 中 儀の 節 會を行 はる。 

朱^ 院承 平年 中に 武藏權 守平將 門が むほんの 時、 平の^ 盛 無官に して 上 平 太と 一； ム ひけ 

るに 被， 一 仰 下； 貞盛宣 旨 を 蒙り、 例 ある ことなれば 節 刀 をた ま はり 鈴 を 給 はり、 大將 

軍の 鱧 儀 振舞って、 弓 場 殿の 南の 小戶 より 罷り出で たりと ぞ。 是れ節 刀 を 以て 朝敵 祉 

伐の 印と する のた めしなる ベ し。 

師曰 はく、 太刀 腰刀 尤も 念 を可レ 入。 古作に は その 思 入 ありて きた へ ば、 不思議の 

ためし 舊 記に 出で たり。 鬼 魔の 障^ をな す 事な く、 能く 狐 狼の 邪 氣を拂 ふに たれり。 

故に 重代の 重寶を 常に 身に そへん 事 は、 勇士の 必 とする 處 なるべし。 錄 倉の 時賴の 時、 


宿願の こと ありて 宮 根へ 參籠 あり、 義家 朝臣より 祕藏 して 源 家 持來る ひげ 切と 云 ふ 太 

刀宮 根に あり、 今度 御參篛 有りが たければ、 權 現に 申しお ろし まんら せて、 此の 太刀 

まゐ らせんと 別當云 ひければ、 時賴 少し 氣色替 りて 仰せけ る は、 左様に 古の 名 將のも 

ち 候 太刀 長刀 等の 具 は、 如 ニ當寺 1 なる 古跡に ありて こそよ き 物 なれ、 されば 參詣の 諸 

(見) 

人 も 是れを 所望して みつべ し、 これに 因りて 自然に 古の 道 を も 知る 便りと もなる ベ し 

此の 太刀 を 玉 はりな ば 何 か はすべき、 穴 賢、 此の 太刀 人に 玉 ふべ からず とて、 とられ 

ざり しと ぞ。 時賴 天下に 執權の 身と して、 此の 一 铋 何の 用 か あらん、 重 S も 人に よる 

こと 也。 尤も かしこく ぞ覺 ゆれ。 

師曰 はく、 故實撰 要に 云 ふ、 金 刀 は 禁制 也。 去りながら いかほど を 金 刀と 云 ふべき 

や、 折が ね •  くりが た • つか 口な ど 色 ゑた るに て 候、 小 尻 • 柄頭 • 目 貫. • か うがい • 

§  つけ 

小刀つ か、 金に て 候 はんず るが 金 刀た るべ き や。 柄 打 さめ • さやの し 付、 叉 金具 • ：：： 

パ  (二) 

貫 • か うがいまで 金な らん は、 中々 沙汰に 不レ 及， 左樣 なる 刀 はさ もと ある 人 はさ さ 

れず、 或は 小者 房な ど 用 ひる 也。 公方 家の 腰 物 は、 さやぬ りお どし • つかが は • こ 

しもと 金、 こじり • 柄頭 同前、 それ を黑く ぬられ 候。 のみ いれ. つか 口金， はばき：！： 
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前、 御 目 K 丸の 内に つぶ 桐燒 付け、 かう がいしゃ くどう、 耳 やき 付け (也)。 义普 廣院 

殿 富 卜-御 らんに 御 下向の 時 さされ 候 腰 物、 をり かね 獅子、 くりかた 同じく ニ^ あり、 

小 W . つかがしら にも 獅子す わり 候。 柄 • 鞘 • かう がい、 石 だ たみを 金具に て 入れた 

る 也。 寸も 少しな がし， 大方 御 腰 物 九寸八 分ば かり 也。 御 下緖は 茶の 糸 又は 紅と 茶と 

の 一寸 まだら 也。 からくれないの は不, 見 也。 御 打 太刀 は いづれ もさ や 袋に 入 候。 赤 

銅 装束、 かな 鍔 • つか 頭 • 小 尻、 叉く りかた • 燒付 • 目 わき 前の 如し。 丸に 桐燒 付、 

下 絡 も 半 下緒、 うち 樣同 前、 卷糸茶 • 紺淺 黄不， 定 云々。 刀の 柄 を染糸 にても 皮に て 

,  カラ ル 

も卷 くこと、 陣中に ての こと 也。 烏帽子の 時 は不， 可, 然候 也。 御物に なり 候 太刀の 銘 

も 大方 定まり て 有， え 也。 

師曰 はく、 问 書に 云 ふ、 刀 を 人に 出す 事、 さした る 刀 をぬ いて 下 緖を枘 にかけ て W 

シ ス • (三)  シ 

の 方 を 人に 可レ 出。 人の かへ を 給 ひ 候 はぬ 時 は、 座 布 を 立ちて 內の 者の 刀 を 取って 可 

レ指、 本よりか へ を 給 はば それ を當 座に 指す 也。 又 人の 刀 を 給 はり 候 時 は、 我が 刀 を 

ぬきて 置き、 給うた る 刀 を 指す 也。 かへ に 我が 刀 を まゐら する こと も あり、 打 刀 を 人 

に 出す 事、 指した る 太刀 を 不足と て 打 刀 を 一 番に 出し 候 事 は不, 可, 然。 先づ わろ くと 


も 太刀 を 出し 候て 後、 又 子細 を 申して 打 刀 を 可， 出。 但し 當時 左様に も 候 はで、 一香 

に 打 刀 を 被， 出 候 事の みに て 候。 打 刀 をつ ば 刀と も 云 ふ。 打 刀 を 入に 出 十に は、 わろ く 

とも 太刀 を 可， 添 也。 是れ 本式 也と ぞ。 

師曰 はく、 織 田 信 長に 義元 卿と 云 ふ 刀 あり。 是れは 天文 二 年 五月 今 川 義元を 打ちて、 

義元 のさす 所の 刀 を 得、 中心に 此の 事 を 象眼に 入れて させり。 無双の きれもの なりけ 

る。 岐皐の 城 を 嫡男 信忠 へま ゐら せらる る 時、 此の 刀 を 義元左 文字と 號 して、 祕藏の 

重寶 として ゆ づり玉 ひ、 信 長 は 三 雲 光忠と 云 ふ 刀 を さし 玉 ふ。 是れは 江 州に 三 雲と- -ム 

ふ ものの させる 刀に て， 其の後 三好實 休が 手に わたり、 實休泉 州の 久米 田に て 打 死の 

時まで させる 刀な り。 たいはい ゆゆしく 並びなき 切物 なれば、 則ち 信 長 自ら 岐阜の き 

り の 馬場に てた めして さし 玉 へり。 信 長 ほどの 武 將手づ から こころみて 指し 玉 へば、 

況ゃ 匹夫の 身 は 此の 三尺 の^を 以て 賴 みとす るの 事 なれば、 聊か ゆるがせに 不レ 町レ仕 

也。 源氏の ひげきり、 平氏の 小 烏な ど 云 ふ も 皆 重代の 太刀 なれば、 古來皆 太刀 刀 をお 

ろ そかに せざる こと 可レ考 也。 

師曰 はく、 竹 中半 兵衞 常にい へりけ る は、 刀 を 常に 指して 座敷に 付く 事 古よりしか 
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り。 近 比 は 刀 をぬ いて 別 所に 置き、 或は 多くの 刀 どもと 一 所に 置く ことに なれり。 志 

あらん S 其の 心^ あるべき 也。 同所に 刀 多く あれば、 急なる 時に 取ち がふる こと あ 

り。 されば 人の 刀 は 横にいた さば 我が 刀 は 立て かけて 置き、 人の 刀の W そろ はば 我が 

刀 はふり ちがへ て 置き、 人の 刀の あらん 所 を 除いて 別 所に 置く が 如く 心得べ し。 大勢 

人 ごみに 刀 を不レ 置して 不 As. と き は、 我が 刀の まぎれざる やうに 心 を可レ 得と い へ り 

とぞ。 

師臼 はく、 今 川の 家に 八々 王と 云 ふ 太刀 あり。 國吉作 也。 源 尊 氏 東 寺に 陣を 張りて 

山門 をせ めけ る 時， 仁 木 • 今 川 相 向 ひける に、 伊勢 國 あいそと 云 ふ 大力の 者の 大に働 

(二) 

き け る を、 今 川が 拂 へる 太刀に て、 甲の 鉢と はつぶ り を 破りて はち 卷 切れて、 頭に 少 

し疵を 蒙む りき、 眼く らくな りければ 引退き しと 語れり と 也。 それよ ケ 此の 太刀 八 を 

二つ 重ねた る 故に 八々 王と こそ 付けられ たりと ぞ。 越 前 富田彌 六が 亂 のとき、 山 崎 閑 

齋 その ころ は 左 兵 衞と號 してよ き 働 ありき。 こ の 時 鐵炮を 持ちた る 者 を鐵炮 ともに 切 

倒し 高名 あり。 則ち 此の 刀 を鐵炮 切と 云 ふ、 來國 光が 作 也。 源 君に 淸水久 三 郞と云 ふ 

者 あり、 味方 ケ原 にて 酒に 醉 ひて ねて 居て、 諸手 引取りた る あとに 目 を さまして 引取 
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る。 敵 急に つきた る を 追 ひち らし 無二 子細 1 引きて ける。 三 川の 取合に、 金の 棒の 指 物 

(En  キ ル 

させる 者 を 毛 付して 打って、 それより 源 君 彼れ に 金の 棒の さし 物に 可レ 仕の 由 を 命ぜ 

作 葵 (W) 

られ しと 也。 此の 者の 重代の 太刀に 八 人 切と 號 して、 一 人の 働 を 以て 八 人 を 切り ふせ 

たる 刀 あり。 榊原康 政に 屬 して、 後に 青山が 家に ありけ るに や、 子孫 今以て 尼 崎に あ 

りと ぞ。 ^"安 合 戰に東 禪寺右 馬頭、 本庄重 長が 冑の上 を 二 刀まで 切りけ るが、 冑もそ 

こねず 刀 も 匁 しら まざりけ る。 此の 刀 は 正宗が 作な りと ぞ。 腰刀に 如レ此 手覺の あら 

んは 匹夫の 重 寶と云 ふべ し。 

(七)  (八) 

師曰 はく、 慶長五 年 伊達 政宗が 兵、 甘 數備後 守が 籠れる 白 石の 城 を 攻めけ る 時、 城 

(九) 

おちいり、 甘數 引取り け るに、 富 澤吉內 と 云 ふ もの 元は 三の はざまの 城主な りけ るが- 

其の 比は牢 人して 上 杉に 屬し 此の 城に ありき。 此の 吉內 させる 勇士 なれば、 しんがり 

して 引取る。 敵 急に 追 ひかけ ければ、 吉內 のしつ けの 刀の 鞘 を 大勢の 中へ 投入れ てけ 

ク  (10) 

れば、 追 來る敵 是れを 奪 はんと 引合 ふ、 その 間に 無, 難の がれけ りと ぞ。 晉の明 帝 逆 

臣王敦 が 難 をの がれし とき、 途中に おいて、 物 をうる おうな に、 馬上より 七 寶の鞭 を 

なげ 與 へて、 跡より 來る ものに 是れ をみ せよ と 云 ひすて て 急ぎ 去り 玉 ふ。 追手 此の 鞭 
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の重寶 なる を：^ てとり ま はす 內に、 明 帝 はるかに 遁 去り 玉 へ る も 此のた めしなる ベ し。 

師曰 はく、 加 籐淸正 は 十文字の 鎌鎗 にあらず して は 用に 不, 立 もの 也と 云 へり。 水 

野 勝 家 は 三 間柄より 長き 鎗を 可， 持， 短き はやくに 不, 立と い へ り。 淸正は 志 津ケ嶽 • 

大 草本 土丄 咼麗、 ともに 鎌鎗 にて 利 を 得、 水 野 は 方々 渡り あるく 時、 度々 野合の かけ 

合に、 . お 柄の やり を 以て 利 を 得たり、 ともに 正論に 非ず、 己れ が 得た る を 以てい へる 

(S 

也。 古人の 云 はく、 戰 場へ は 横手 ある やり を もたせず、 柄の 少しも 長き を 用 ふ、 城乘 

待 伏な どに は 又 用 か はれり。 尤も 平生の 持鎗も 心得 あるべ しと 云 へり。 

師曰 はく、 鎗の 枘は輕 くして 堅き に 利 あり。 上田 宗古は 杉 柄の やり をつ ねに 所持す。 

人のと へば、 突き をる ほど 働きて 打 死 は 本望な りと 云へ り。 志 賀與三 右衛門 も 杉 柄の 

(投 突)  かみがた 

やりに て 一 生 なげつ きにいた せりと ぞ。 阿波の 三 好 上方へ 出で て 度々 戰の ありし 比、 

大方 竹 柄の 鎗を もたせけ る ゆ ゑに、 その 比の 狂歌に、 「阿波 武者 は 世々 を かけて や 突 

きぬらん 皆 鎗の柄 を 竹に てぞ する」 と、 京 童の 口占せ りと ぞ。 

師曰 はく、 加藤嘉 明が 家中に て は、 鎗の身 を 四方に き はめて、 家中 これ を 用 ひたり。 

帶を 右の わきに て 必ず むすびと めけ りと 也。 嘉明 一 家中の 風俗と お ぼ ゆる 心得 尤も 味 


r:)  ^野の 

^將、 備後東 

條 城主、 戴 田 

高縿 、矚ケ 9 

大坂 役に 從ひ 

功 あり 

§ 美 is 

稻紫 郡に 在り. 

この 事 W ケ原 

役の^ なる ベ 


あり。 鎗の 身の 寸法 幷に形 • 具足の 上の とほるつ もり、 ぬけ 物の 心得、 ， 可, 有, 一分別 7 

か ね 

尤も 曲尺 ある ことなり。 

師曰 はく、 佐 野の 侍に 山上 道 牛と 云 ふ もの、 鎗 印に 砥石 をつ けたり。 この 山上 は 上 

方に て 死せ り。 大橋左 馬 介と 云 ふ 御家人 鎗の 印に 袋 を 付け、 その 內に © 石 を 付けて、 

鎗 印に 用 ひたりと 也。 

師曰 はく、 近代 鎗鐵 炮と號 して、 鎗に小 筒 を 持ち そへ て、 鎗を 突出す と 鐵炮を 放す 

如く こしら へ たる 器 あり。 尤も 一 理 ありと い へ ども、 鎗 前に 急な らん 時分是 れを用 ふ 

シ-^  キ,  キ  ni ) 

る こと 可 レ有ニ 用捨； 皆 弓矢の 工夫 薄き を 以て 如レ此 こと あり、 可 二心 得 一 也。 龜田大 隅 

後に 鐵齋 と號 す。 此の 者 筒 尺の 一 尺餘 ある 鐵炮 にう でぬ きを 付けて、 常に 露の き はに 

(三) • 

持たせけ る。 K 長 五 年 新 加納川 越の 時、. 川の 半に て 此の 简 をうた せければ • 向 ふの 敵 

おどろいて さりぬ とぞ。 然れば 小 筒 用 所に よって 利 あるべし。 

門人 某來 りて 兵器の 制 を 問うて 云 ふ、 鞭 を こしら へんと ならば、 寸法 を あはせ つよ 

くねば く 致さん には子 細不， 可， 有、 幕 はかた びら を 張りても 不, 苦 なれば、 必ず 制 法 

にか まふべき に不, 有に やと 云 ふ。 師示 諭して 云 はく、 是れ 其の 本 を 論じ その 質 を 云 
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(缺)  て、， れば  シノ  -  ころ 

ひて 禮容 ここに かくべし 者、 鞭の 本意 は 如レ此 とおし どし 付けて、 寸法の よき 比 は 何. 

程と 曲尺 を 定め、 其の 本 はねば くつよ からん に は 此の 木に て 可, 然、 而 して 取 柄 は 何 

寸 にいた し、 腕拔 をと ほす 穴に は 猪の 目 をす かし、 取 柄 は 手 ざ はりの ある ごとく こし 

らへ、 鞭 は 仕 « めて ぬり、 所々 の よわみに 籐 をつ かひ、 その 大小 を考 へ、 其の 寸法 物 

數 大地の 成 生の 數 にした がうて、 陰陽 を 表し 事物 を かたどる、 ここに 於て 鞭の 禮容そ 

たはり て、 軍器と 一 K ふに 足りぬべし。 幕は當 座の かこ ひ帷蝇 のまう けなれば、 人の 形 

を かくすに たれる のみな り。 しからば 大 にして 六尺、 中に して 五 尺八 寸を 曲尺と す。 

是れ 平生 往来の 門戶 のた けなり。 如， 此 せんに は 布 を 以て 五 幅に いたし、 その 家の 紋 

(S 

を 表して 印と し、 所々 に. 外 をう かが ふべき 物見 を あくとても、 縫合せ は 寸法 曲尺 を 用 

あけ どころ あけ やう 

ひ、 紋を 出さば 大小 作法 その 曲尺 を はかり、 ものみ を あけば 其の 明 所 明 樣の制 を 正し、 

乳 を 付け 手綱 をと ほさば 如， 此と、 各-其の 本 を 本と して 其の 禮容を はかる、 是を以 

て 其の 制理 にあた ると 云 ふべ し。 すべ て 軍器の 制、 悉く これ を 守る にある ベ き 也。 

(采) 

門人 某 来りて 曰 ふ、 北 條常陸 介 氏繁が 所持の 再幣を このごろみ 侍る に、 樫の 木 を 小 

刀 を W て 押しけ づり、 柄に 小刀に て 穴 を あけ、 紙 を 押へ たたみ 小刀に て 紙に 穴 を あけ、 


則ち 皮 を 付けた る 也、 古來の 再幣は 如， 此 ありけ るに や。 師曰 はく、 近 比 甲 州に 武田 

so 

信玄 所持の 再幣 なりと て ありし、 そのうつ し をみ るに 古制に 非ず。 叉 勝賴の ざい は 白 

き吹拔 なりと い へり。 大權現 戶田三 郞右衞 門に 恩賜の 再幣又 格^ 也。 案ずる に、 再幣 

は 兵 をつ かふの 用 所 斗り なれば、 事の 急な らんに は、 木 にても 竹 にても あり 合 ふ 物に、 

紙 にても 緖 にても 毛 にても 是れを 取 付けて、 時の 合 圖と定 むる 也。 今 是れを 見て、 是 

れ こそ まことの 再 幣 よと 云 はん は、 本末 を不, 知 也。 とても 大將の 所持と あらんに は、 

寸法 制し 樣 各-その 禮容を 守りて 聊か みだりに なく、 細工 抹 おどしまで 念 を 入れて 可 

也。 戰 場に ては不 ぃ得レ 止して 質 斗り をと り 行 ふに ならん 事 尤も 也。 彼の 氏繁 勇力の を 

のこに して、 戰場 にて 自ら こしら へ 所持せ る を 今の 本と せん は、 甚だ あやまり 也。 何 

ぞ用 ふるに たらん や。 何事に も 時の 治亂 にしたがって 了簡 ある ことなれば、 必ず 一 樣 

ル カラ ズ 

に不レ 可レ存 也。 

師曰 はく、 目 貫. かう がい. 小柄、 その外つ か 頭、 ふちに ほり 物の ある こと は、 手 

ざ はりの ために 用 ふ、 聊か 見物の 用に あらざる 也。 其の わかち を不, 知して 見物の こ 

とに 思 はん は 甚だ あやまり 也。 されば 手 ざ はりの 能き を 本と いたし、 印になる を 次と 
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して、 而 して 其の 宜し からん 所 を はかるべき 也。 ほりもの を 致す 者の いへ る は • 古の 

馬 武者の 體と 今の 乘 人のと は その 樣か はれり とい へり。 古 は 物 ごとに 究理 を ふかく 致 

せる ゆ ゑに、 其の 制 自然に その 事に 相 かなへ るなる べし。 

師曰 はく、 淺野幸 長 は稻富 一夢が 鐵炮の 弟子に て、 持 筒 は 皆 一夢が 申 付けて きた は 

せた る 筒 也。 秀忠公 旣に誓 書 を 下されて 幸 長に 此の 藝 をなら はせ 玉 ふ ほどの ことなり Q 

二) 鋭 身內 此の 筒も當 時の 筒と 樣か はりて、 すの 內の あしき 處を なほさず、 其の 筒の ままに 見當 

目 割 を 付けた る ゆ ゑ、 筒 ごとに 見當目 割か はれり。 简も金 あつに 重し といへ ども、 年 

一  (二) 

(二) 變 化せ を 何 ほど 經て も、 简の あたりち がふ 事な く、 筒 も ふけざる 也。 故に ねら ひ 物玉數 をう. 

すと なり 

たんに は、 必ず 此の！！ にしく はなしと かたる 人 あり。 案ずる に、 末代に 及ぶ ほど 實 薄- 

、£<) 

くして 術に 厚し。 故に 筒 をう すくして かろく 用 ひしめ て、 すの 中 を もい ろうて 是れを 

直す にたより あれ ども、 年久しく なり 方々 へ 持ち あっか へば、 忽ちに あたりち がふ 也 P 

是れ術 を 以て 致す ことなれば、 本へ かへ り やすき 也。 あしき 所 あれば 少しの 槌 の打樣 

たたき やうに てな ほれ ども、 年月 を 經ては 本の あしき 所へ かへ り、 玉數 うたれ ず 目せ £ 

ちが ふ。 何事 も 皆 この 心得の あるべき 也。 


師曰 はく、 長 曾 我 部 元 親 土 佐に て 弓矢 さかりに ありけ る 比， 一 家 の もの 各 役の 道 

具番 道具に その 持ち ものの 名 をし るし 置きて、 平生 も 取りち がへ ず、 軍の 場 にても 取 

りおと し置樣 無作法な らんに は その 者の あやまり に 成る ことなり。 こ こ を 以て 持 者の 

各-情 を 出して おろそかに いたさ ざり けりと ぞ。 弓矢の 詮議 詳 なる 家に は、 心の 付樣 

思 入 ども ある こと 也。 

師 曰 はく、 武具の 內に母 衣 は 第 一 手 重く、 是れ をす すめて 身の 働な りが たきものな 

えびら 

るべき に、 古來 多く は 名 ある 武士 是れ をす すめず と 云 ふ 事な し。 實は 旅の 矢數を あら 

はす まじき ために 籠の 母廬 衣と 云 ふより 事 起れ り。 されば 弓矢 を帶 する 者 各.' 是れを 

用 ふ。 而 して 母 衣に 十 幅 一 丈までの 大母 衣、 古 は 用 ひたる こと 也。 母 衣の 大 なる をす 

十 むれば 遠矢の ねら ひ あたらざる ものな りと 云ひ傳 へ たる こと 也。 母 衣に は 名字の 幅 

ある 事 也。 古の 二宮 兵 庫 助 桃 井に か はって 細川淸 氏と 組んで ける とき、 紫の 母 衣に 越 

中 住人 一 一 宮兵庫 介 曝 一一 尸 於戰場 1 名留二 末代 1 畢 としる したりと ぞ。 

ささ くるわ 

師曰 はく、 小 田 原 籠城の 時 源 君 笹郭を 實め玉 ひける に、 橋の 入る 事 ありければ、 結 

城 黄 門秀康 より 井伊 直 政が 方 へ 襥僑を もたせて、 用の こ と あらば とて 送り 玉 へ り とぞ。 
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器械 用具 も 軍旅の たすけ なれば、 其の 人の 祿璺 ならん に は 然るべき こと 也。 寬 永の， ！s 

原 一 揆に、 細 川 越 中 守が 陣 場に は、 地 惣黑の 幕 を 高く 入れち が へて はりて、 その 內を 

往來 しける が ゆ ゑに、 城 中より 內 みえず して 手 負 少な かりし とぞ。 異朝の 制に、 ^に 

石 だ たみを 付けて これ を 引きお ほひ、 俄に 石壘を まう けし ごとくみ せて， 愚なる 人の 

H を 驚かす ためし も ありと、 舊 記に 出で たる 也。 無用の 器、 時の 要害の 具、 ともに 棄 

つべ からざる 也。 

師曰 はく、 武士 戰揚の 用、 馬に しく ものな し、 尤も 能く 可, 撰 こと 也。 頼 朝 木 f 幷に 

平家 を 追討の 時に 鎌 倉に おいて 評定 ありけ るに、 大河 を わたし 山野 を 自由 せんこと は、 

なべ て の 馬の 叶 ふべ きに 非ず、 よき 馬 ども を牽 きて 行いて 各 二 n 问名 あるべ しとの こと 

也。 上 總介廣 經は礒 と 云 ふ 馬 を ひかせ、 千 葉 介 常 胤 は 薄 櫻と 云 ふ 馬 を 引かせ、 平山季 

重 は 目 糟馬を 引かせ、 潞谷庄 司重國 は子師 丸、 畠 山 重 忠は秩 父 鹿 毛 . 大黑人 • 妻 高山 

葺毛 とて 引かせたり。 和 田 義盛は 鴨の 上 毛 • 白波 を 引かせ、 北 條時政 は 荒礒. 熊 谷 直 

二)  W 尺 七  たま 一) 

n^l  K は權太 栗毛、 大將 義經は 薄墨 . 靑海 波、 長 七 寸の馬 也。 範賴の  一 ^  • 月の輪 は七寸 

J-  ？  f  (二) 

(二) 俊 な  きょくしん たい  ろくれ いはいが い 

もも 云 ふ  五分の 馬 也。 是れ等 は 皆 曲 進 返の 逸物 六 鈴 沛艾の 駿馬な りと い へり。 


師曰 はく、 つよ 馬 • 曲馬 は 尤も 遠慮 あるべき 也。 石橋 山の 戰に佐 奈田與 市が 打 死せ 


<】 一一) 層 裏め 

意， 馬が 人 や 

荷物 も 載す る 

も 嫌 ひて 跳ね 

おどる をい ふ。 

一 一 の 事ォ 平！ 一.HB 

卷第 二十に 出 

づ。 藤 島の 戰 

の 時の ことな 

り 

§ 吾妻 鏡 

建久 元年 十 H- 

三日の 條に出 

づ 


(五) 源平 盛 

袞記卷 第三 十 

八に 出づ、 平 

知 盛な り 


し、 (叉) 坂 上 利 仁の 末葉 加賀國 住人 林六郞 光明が 嫡子 今 城 寺 太郞 光平、 父の 諫を 不， M 

^城の 落ちた る 時 

國中 第一 のロ强 なる 大 栗毛の 馬に のりて、 三條 野に て實 盛に うたれ ぬ、 是れ犬 死 を 致 

(15  キ ノ 

せる 也。 新田 義貞の 馬つ けず まひ をいた せる と 云 へ り。 義貞 ほどの 良將 如, 此の 馬 遠 

慮 あるべ きこと 也と 評せり。 

、En 

師曰 はく、 源賴朝 初めて 上洛の 時、 八 田 知 家 申しけ る は、 御 乘馬は いづれ の 馬 を か 

くろ！ S ち 

用 ひ 玉 ふべき やと ありければ、 梶原景 時が 奉る 黑駭の 馬 を 召さる べきと ありけ る。 知 

家 申しけ る は、 彼の 馬 は 逸物たり とい へ ども、 御 鎧の 下に は不, 可レ叶 也、 知 家 一 疋用 

意 仕りぬ と 申して、 八 寸餘の 黑の爵 を 奉りぬ。 賴朝 入洛の 日 此の 馬 を 用 ひられた りと 


ぞ。 


(五) 


師曰 はく、 わか 馬 は 武具 下の 馬に あらず、 老馬を 以て 古來 よしと いへ り。 新 巾 納.； ： 

知 盛の 河 越 黑と云 ふ 馬 は、 四十まで 生きて、 一 ノ 谷の 落 足に 海上 三 町 斗り およぎて、 

知 盛 を 船に のせた る ほどの 逸物 也。 これ ゆ ゑ この 馬 は 義經院 へ 奉れり。 武州河 越より 

出で たる 馬な りと 也。 

士談 4» 一  五 九 一 
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師臼 はく、 信 長 • 秀吉の 比より 大 長の 馬 をば 不レ^ して 多く は 小 長なる 馬 を 用 ふ。 

これ 武具 を 著し 口 取な しにの る 時は大 馬の 乘下 なりが たき ゆ ゑなる ベ し。 元 曆の比 用 

二)  (二)  キ 

ひし 馬 は 多く 八き の 馬 也。 いかさま 大河 を こし 岸 石 をお としなん 事 は 小 長 の 馬の 可 

レ叶 ことに あらず。 又 かけ 引の .cn 由に して、 戰を 快よ くいた し 乘下を 切々 いたさん に 

カラ ル  (三) 

は、 小馬に しく こと 不， 可レ 有。 或 人の 云へ る は、 和 田 伊賀 守 • 瀧 川 一益 • 竹 中半 兵衞、 

(5 

いづれ も 小^に のれり。 * 吉 賤ケ嶽 の時乘 り： 土へ る 馬 は、 小 黑と號 して ニ寸に 足れる 

馬な りと い へり。 案ずる に、 日々 弓矢 盛に して 戰 ひせり 合いと まなからん 時 は、 小；：： K 

ならん^ を 用 ふるに 不レ 過と い へ るな り。 

{五) 

師曰 はく、 織 田 信 澄 丹 波に て^ 從の わかもの 六七騎 にて 出で ける。 朝が けに 敵卅騎 

てんで 

斗り の 中へ 馬を乘 入れ、 手々 に 首 を 取りて かへ らんと 致す。 その 中に 里 見 小才 助と： ：ム 

ふ ものの のれる 馬、 三寸 あまり 四寸に 及びたり ける が、 馬 取り はっかず、 殊に 腹帶は 

のびたり、 鋭 武者 さし 物 を さして 首と 鎗 とぬ いたる 刀と を 持ちて 乘 らんと すれば、 鞍 

あまた 

かへ りて のられず、 その 內に 敵數多 かへ し來 りて 小才 助 はう たれに けり。 されば 六騎 

は^ 才助 を不， 叻 して：： S りけ る を、 その 比 は 沙汰の ありし とい へり。 馬の 大 なる を不 


* ラ ル  (固)  チ 

レ 可レ乘 はこの ゆ ゑ 也。 且つ 叉腹帶 鞍が ための 用 を不レ 知、 装束な しの 馬に の るすべ を 

不レ きが ゆ ゑに も あり。 其の 身の 不覺 悟に て 犬 死いた すの みに 非ず、 傍 辈をも 人口に 

のせん 事 は、 あやまりと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 信 長 京 入りの 時、 江 州 北 郡に て 坂 井 右近 將監が 子久藏 生年 十三に て やり 

を 合せ、 義昭幷 に 信 長より 感書を 賜 はりけ る。 その 比 武田左 吉と云 ふ ものの 子 も 同年 

とし W ろ 

なりけ るが、 年 比 信 長の 傍に つかへ 侍りし が、 久藏 がふる まひ を 浦 山し く 思 ひ、 信 長 

都に 入り、 三 好が 一族 京 を ひらき 靑寵寺 • 山 崎邊に 退きて ひかへ ける を、 信 長 つづい 

て責 む。 この 時 武田左 吉が子 一 番に馬 を 入れけ り。 敵 合よ き 比に て 馬より 下 立たん と 

いたし けれども、 其の 身 はい まだ を さなし、 馬 はかん つよく はやりければ、 敵の 中に 

たけ  キ 

引き こまれて うたれ にけ り。 志 は 武しと いへ ども 無, 一本 意 1 こと 也。 左吉 これより 子な 

かりし。 土方 彥三郞 が 弟 を 養子に して 武田宮 內と云 へ りと ぞ。 

(差 替) * 

師曰 はく、 竹 中半 兵衞 常にい へ る は、 人 はさし か へ の 刀 わきざし 己れ が 一 職 を かけ 

ル カラ ル 

て よき 馬 一 疋を かひと り不, 可, 乘 こと 也、 左様の 馬に のりた る 者 は、 能き 敵と みて 

(下) 

追 ひかけ 飛びお りんと 思 ふに も， 敵よ き 所に あるに 折 立ちて 鎗を入 度き とき も、 ここ 

士. 談十 一  五 九 三 


(一) 炸待、 

^ヘムち-求む る 

^人、 乂は^ 

乏待、 §5 しい 

身分の 者 をい 
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は 馬 副舍人 もなければ、 此の 馬の 人の ものに なりし、 叉 重ねて 如 レ此馬 は 求められ ま 

じきと、 例の 欲心 生じて、 不レ 思に 可 レ致期 をのば す こと あり、 是れ 馬の よき ゆ ゑに 却 

つて 名 を 失 ふに なれる 也、 その上 軍陣へ かんの よき 馬に のりて は、 人馬 そぞ めきた ち- 

彌 〜馬き ざし 理不盡 にかけ 出づる もの 也、 これ を ひかへ んも兒 苦しき もの 也、 少し か 

ん內 にしての りたる 武者の、 鞍の 前に 居 かかり 鞭镫を あはせ て 馬 を 催促す る は、 馬 さ 

へ ゆかば あとに は 人 を もっけ じと み ゆる もの 也、 かせ 侍、 金 一 枚 もちたら ば、 五兩に 

(方)  (下) 

て 大形の 馬 を かひと りて、 よき 所に て は を しげ もな く 飛 折り、 すてて よくば すつべし- 

今五兩 のこした らん 金に て 又 馬 を かふべ しと、 兼て 思 ふべ し、 馬に 不ぃ 限、 わかき も 

の は 深く 祕藏 にお もはん 上作の 刀 脇 指 もつ ねに ささざる もの 也 • 一期 一 振の 刀 を させ 

ば、 をし き 心の ありて 可レ 致仕 物 打ち もの を も遁す こと あり、 新 身 にても 物 さへ きれ 

て 切々 手に 覺ぇ 有らん に はさし つべ し、 しかれば 思 ひがけぬ 座に つらなりて 人に 刀 を 

出す こと ありても、 首尾よく 出す によし、 祕藏の 刀 脇 指 は、 當 座の 時宜に よって 出し 

にくく 思 ひ、 きたなき 心の 出來る もの 也と いへ りと ぞ。 案ずる に、 人の 家 を 忘れて 理 

を 守らん 事、 つとめて もっとめ 難き 事 也。 家 を わすれ 財 をす てて 少しも 內に のこら ざ 


る はまことの 勇士 也。 家 を をし む 心 あらん もの は、 のれる 馬させる 刀 も 一 向 吝惜の 志 

ル <  (si) 

なくて 不レ叶 こと 也。 竹 中が 戒 尤も 也。 かんの よき 馬と ぶかんの 馬 は 古より 此の もの 

がたり あれ ども、 手に 合へ るよ き 馬の なくば と 云 ふ 心 也。 求めて ぶかんの 馬に のりて 

は 心がけと 云 ふべ からざる 也。 

師曰 はく， 我れ に乘り 得たら ん覺ぇ ありと 云へ ども • 至って 荒馬 は 身 を そこな ふの 

(二)  な * せんだい 

本 也。 今 川 式部 大輔 賴國中 先代の 時、 海道の 大將 にて 京より 下向、 遠 江國佐 夜の 中 山 

にて 先代の 大將名 越と 云 ふ 者 を 討 取り、 相 州 湯 本に て 海道の 敵 要害 を かまへ て 支へ け 

る 間、 北の 山に 打 上りて 手勢 斗り にて 敵の 中へ おとし 入りて、 敵 ことん \ く 敗北 十。 

この 難所 さらに 人馬の 通 ふべき 道なら ず、 さかし き 岩 崎 を 五町 斗り おとしぬ。 ニ條家 

(五 ン 

より 送られけ る 松風と 云 ふ 名譽の 荒馬に のりて、 馬の 尻 足の は ひ、 すねの 皮 皆 破れけ 

りと 也。 さて 相 摸 川に て 大水に 敵 ささへ ける。 上下の 渡 は 佐々 木钊官 入道 以下 渡す。 

(観) 

中の 手 殊につ よかり し を、 頼 國 あら 馬 をた のみ 己れ がすす どき 勇に まかせて 考も なく 

乘 入り、 河 中に て 人馬 皆 射殺されて うたれ にきと ぞ。 此の 頼國は 今川貞 世が 祖父 也。 

師曰 はく、 慶長五 年長 尾 景勝 出 羽 S 最上へ とり かけし 時、 上ノ 山の 城に S 見越 後が 

h 談十 1  五 九 五 
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五九チ 


tKWS 郡に 在 


f 1 w 


(•：) 前 出 五 

九 〇s^ 照 


(：  •) 馬の u 


(e:) かど か 

tuLAP こと 


子 民 部大夫 有, 之け る を、 山中の 城主 橫田 式部と a 村 造酒 允と 云 ふ もの 兩人 大將 分に 

て、 人數 三百 斗り 押 寄せ、 山の あなたに 陣を とり、 各. - 馬より おりて 跪つ くりけ る を 


里 見詳に 見お ほせて、 馬 武者 をす ぐり て乘 入りけ るが、 横 田 .穗 村が 兵 こと 


(二 

つ： 


敗 


北し • 橫田は 馬 を 得て ければ 則ち 乘 りて 落 行き * 穗 村が 馬 は 付ず まひして 手間 をと る 

內に、 敵 かさなりて 打 死せ りと 也。 

師曰 はく、 平生の 格 を 以て 云へば， 馬 下手 又は あしき 馬に 乘 りて は 悉くく ち を 取る 

(氣 S  (巧) 

べき 事 也。 少しの 事に も 馬き ばりい さみけ げしくな りて、 急に は乘 出されざる もの 也 ( 

況ゃ馬 下手に て は 一 圓 になり がた き 事なる ベ き 也。 馬の よき を 持 つもの もな く、 馬 

の 上手と 云 ふ も その 備五百 七 百の 中に 百 分 一 もな きもの なれ ども、 いづく の戰 いづく 

の 大合戰 と 云 ふに も、 馬 下手 ゆ ゑ 皆う たれた る あやまちせ る と 云 ふこと も 究めて 無 

レ  (85 ひ 消 飛) 

レ之。 ここに 案ずる に、 乘 出す 初めは 馬 もき ほひけ しとぶ といへ ども、 度々 その 場に 

のぞめば 馬 も 能く 其のき ざし を 知る もの 也。 或 人の いへ る は、 敵に 不レ臨 前 は 馬 も 

2 り K) 

いきりき ほふ ものに て、 旣に敵 合近ノ 


今 こそ 生死の 一 決する 場よ と 惣の思 入りた る 


まへ かた 


時分に は、 馬 もこの 心の 通ず るか その 锼 をし るか、 必ず 前方に 大方 身ぶ る ひ をいた し 


ふる ふこ ころあって、 其の 期に は 成る ほど 靜 かに 息 合 大事に 存 ずる 體 にみ えて、 いき 

りき ほふ 事 はなき もの 也と かたれり、 左 も ありぬべし。 當時 火事の 守り を つとむる 役 

た  ととの 

人の 騎馬に て 出づる 輩の 馬 ども， 匹夫 なれば 直 だ 無下にた やすき を 調へ 置き、 其の 身 

も 馬に 心得 ざれ ども、 初めは いぶかしく 馬 もき はへ ども、 次第に 心得て、 後に は 火事 

の相圖 にう つ 金 鼓の 音いた せば、 ふせる 馬 も 起きて 背 を はって 鞍 をう け、 少しも 不 

*MO  ク ノ 

レ驚物 をみ 物 をき くこと なし。 大概 いづれ の 馬 も 如レ此 なる もの 也。 是れ 等の こと を以 

て 云へば、 馬 を もつ ものの 心に よるべき 也。 しし かれば とて 好みて あしき 馬 を 持つ 

べきと 云 ふに は不， 有、 平生と 戰 場と はか はり も あり、 勿論 平生 馬 をね り 馬 を 養って 

ル カラク 

馬場の こしら へ 仕込の 仕樣に 心 を 付け、 其のなら はし を朝暮 H 夫 せんに は不レ 可： i 如な 

師曰 はく、 馬に 人の 目 を 喜ばせ 見物に 致す 人 あり。 馬 を 多く もたん 人 は、 當 時の 風 

俗に よれば、 座敷の 興 を も 催さん ために 是れ をた く はへ 置く 事 あり、 實は 武士の 馬に 

あらず。 武士の 馬 は 極まる 處唯だ 鎧 下の 馬と 心 付くべし。 平生 火事 人 ごみの 時乘 出し 

て、 手に あまら ざらん 處を可 二 了簡 一 也。 馬の 生 質 を か へ て、 筋 をのべ てと も 足の 間 を 

+談 十一.  五 九 七 


(五) 氣榮ぇ 

なる ベ し 


(六) 物 を 見 

聞きて 驚く こ 
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ひろく 致し、 尾 ざし を兒 事に 致さん こと、 一 つも まことの 馬の 持樣に 非ざる 也。 すべ 

り 道 • 岩石 • 坂 • 川 越と もに、 その 力 を その 馬の 相應 ほど 出しに くき 事 必定 なれば 可 

レ愼 也。 ことに 匹夫 獨 身の 者の 馬ず き 如, 此 ならん は、 彼の 伯樂の 道に 至りつべき 也。 

師曰 はく、 馬 をのる 事を好み、 馬の 仕込 を 心に かけん は 武士の 役 也。 しかれば とて 

曲馬 をのり 直す こと を專ら としこれ に 工夫 をつ ひやす 事、 甚だお ろか 也。 ことに 侍の 

大將を 致さん 人、 一 日 馬に のり、 馬屋に 居て 馬 をせ せらん 事、 本末 先 後の たが ひ 能々 

可 一一 心得 一也。 馬 はの り 得て 一 疋 のこと 也。 しかれば 常に 心に はかくべ し、 是れに 平生 

の 暇 をつ ひやさん は將の 心に あらざる 也。 而 して 馬 を このむ の 至り は、 馬 を こしら へ 

て 能き が 如くみ せんと 云 ふ 心に なれり。 必竟 利害の 心に なり、 その上に は賫 買物 替に 

(苦 S  キム 

なりて、 馬 をし かへ、 手ぐ らう を 致す にな りぬべし。 尤も 可：. 愼也。 

師曰 はく、 ふるき 書に 云 はく、 馬の 見かけよ しと 云へ ども、 乘心 あしく ば 必ず 武士 

の 馬と すべ からず、 きれ 馬 • あがり 馬 • ひき 馬 • そり 馬 • はね 馬 • い かず 馬の 類、 皆 

不, 可, 用 也、 如, 此 馬の のりやう あしら ひ をば 知る もの 也、 我が のれる 馬 俄に 如, 此曲 

を 出す こと ある もの なれば， 其の 作 略 を しらず して はなり がた く、 恐れ 思うて 馬に 機 


十 武な漪 犬 二 

五宗 b 隼 山 ^ 
に 事 、人の 
も紀こ 正弒尾 

出 卷の正 主張 
づ^ 亊^^  W 


をの まるる ものな りと かけり。 其の 戒 あるべき こと 也。 

師曰 はく、 馬 を 心得た る 者の かける 書に、 馬の 飼 樣の事 能く 心得べ し、 元來 馬の 

まきに ある 時 は、 水草 二つ を 以て 一生と す、 されば 草旣 にかれ て は 草の かれ 葉 を くら 

(角)  (s  K) 

ひ 木の か は をせ せりて、 三冬より 舂の 草の つのぐ みたる まで を 送りて、 更にし しむら 

(退) 

ひくる 事な し。 これ 馬 は 太陽の 氣を うけて 脾胃又 至ってつ よく 何 を くらっても 能く 消 

す、 是れ をと つて 厩に 置く に 至って、 その 氣 はじめて 衰へ、 晝夜 人の せめ をう け、 桎 

榜の內 にあって 機 こ こに ちぢむ が ゆ ゑに、 ここにお い て 山野の 食物 を あてがうて 不 

シ カラ  I 

レ宜 が ゆ ゑに、 飼 を こしら へ 大豆 を かしいで かれが 脾胃 をと とのへ しむる 也。 この ゆ 

ゑに 馬の 食物 必ず 人の 食に 比すべからず。 枯れた る 草 藁、 何に よらず きれいに ととの 

へて 與 ふる を 不レ食 馬 あらざる 也。 食せ しむる にも 時分 を不 レ定、 その 腹中 を考へ 度々 

あたへ て 少し ひか ふ、 食 過ぐ ると き は 病 生じ やすし。 時分 を定 むれば その 時に 至って 

必ず 身 を あがき 食 を もとむ。 而 して 時々 かた 大豆 を 水に ふ ざ かして 可レ飼 也。 野陣な 

どに て 鍋釜 もな き 時 はこれ を 用 ふるに 利 あり、 可 二心 得 一 こと 也と しるせり。 

師白 はく、 成瀨隼 人が 父吉 右衛門 は、 關ケ原 已後は 伏 見に これ あり。 後に 隼 人 正 は 

士談十 一  五 九九 


む 
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駿河 にて 御 政道に 加 はり、 奉書 をな す 役人な りければ、 父 吉右衞 門 もこれ を 賞して、 

子の あいしら ひに は あらず。 隼 人 正方より 折々 黄金な ど を 伏 見へ 送れば、 父 これ を 取 

りて、 平生の 居間の 天井より つな をお ろし、 此の 金 を 能く からげ おいて、 客人の 來れ 

ば、 是々 み 玉へ、 此の 金子に て 肴 をと との へよ とて、 隼 人 正方より 送りぬ、 肴の くひ 

たき 度に この 金子 を みれば、 肴 をく ふより まされり と 云 ひて けりと 也。 大 坂の 役に 冬 

和談の の 御城 責扱 になり、 伏 見の 城へ 隼 人 正が 子ども 祖父 吉右衞 門に 逢 ひに 來れ るに、 吉右 

おっつけ 

衞門 申しけ る は、 此の度 は別條 なく あっか ひに なれ ども、 追 付 御合戰 あるべし、 しか 

らば 侍の 重寶は 馬に 不 レ 可 , 如、 江戶 ひろしと 云へ ども、 金廿 枚に 及ぶ 馬 はさ ほど 澤山 

ルカ ラル  シル 

に は不, 可, 有 間、 これにて 馬 を 求め 可レ乘 とて、 兩 人の 孫へ 金 廿枚づ っ與へ たりと 

也。 古の 人 は 平生の 簡疎は 皆 如， 此用 所に 用 ひんが ためとみ えぬ。 尤も 殊勝な りと 云 

ふべ し。 

師曰 はく、 備の 場に て 馬 を 取り はなして は、 必ず 味方の やぶれ を 致す もの なれば、 

いささか おろそかに 不, 可, 仕 也。 口 副 以下 念 を 可, 入 也。 賤ケ嶽 にて 前 田 利 家が 備へ 

敵に 不レ 合して くづれ たる は、 前 田が 內に三 吉左吉 と 云 ふ もの 馬 を 取り はなして、 そ 


れゅ ゑに 備 みだれ、 佐久間 玄恭と 一度にく づれ たり。 此の 時 前 田が 旗 奉行 橫山半 喜 i 

云 ふ もの 打 死す。 これ は 横 山山 城が 父 也。 旗の 立て やう も 見事な りしと いへ り。 又關 

ケ 原のと き、 江州大 津铖責 は 九月 十五 日に き はまりけ る を、 十三 日に 毛 利家吉 川が 內 

の もの 陣屋に て 馬 を 取り はなし 事の 外さ はぎた る を、 中國衆 だしぬいて 城 をせ むる と 

心得、 柳 川の 立 花 衆の りこみ て 二三の 郭 をのり とりぬ。 柳 川の 衆の かかる をみ て中國 

衆 も かかりし 也。 皆 是れ馬 を とりはなせる ゆ ゑな り。 故に 陣屋 備の 場と もに、 馬 を 不一 一 

取 離 一 心得 あるべし。 

師曰 はく、 天 正 十六 年 正月、 伊達 政宗大 崎へ 手 遣の 時， 伊達 上野 介 を大將 として、 

小山 田 筑前守 を 軍 奉行たら しむ。 その 日の 軍 利 あらず、 小山 田大 なる 働 をして 打 死す Q 

小山 田 打 死の 朝、 宿より 馬に 乘り十 間 斗り 出で ければ、 乘 りたる 馬、. 時の 太鼓 は早遲 

早 遲と物 を 云 ひける。 召 仕の 者 興 を さましけ る。 小山 田き いて、 今日の 軍 は 勝 也、 目 

出度し と 云へ り。 打 死已後 其の 馬 を 敵方へ 取りて、 見知りた る 者の ありて、 此の 馬 は 

1 年大 崎の 義隆 祈禱 のために 神馬に 引かれた る 馬 也と 云 ふ。 義隆 きいて 引きよ せみる 

に、 疑な く 神馬に 引かれた りしが、 いかがして 小山 田が 手に入り しも 不, S3。 祌 をし 
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み 馬 を しれる ゆ ゑに や、 かかる 奇瑞の ありけ めと 時の 人い へり。 小山 田 はかくれ もな 

き 勇士に て、 黑 地に 白馬 櫛の さしもの 也。 この 指 物 を 最上 義顯の 元へ 義隆 よりお くら 

れ、 則ち 出 羽の 羽黑 山に 納められ しと ぞ。 馬 をよ く 相す る 人の 云 へ る は、 神馬 • 喪 馬 

各-その 相 ありと い へり。 可 二心 得 1 こと 也。 

師曰 はく、 大權現 御 廐の ぁづ かり 諷訪邊 に 命ぜられ ける は、 主人の 召 料になる べき 

馬の 乘込樣 あり、 これ を 能く 心得べ し。 馬 を乘る ものの 得た らんことの ままに 馬 をの 

りて は、 主人の 用に 不， 立 もの 也。 主人の 鞍が まへ 手綱の 持ち やう をよ く考 へて、 そ 

れに隨 ひて 宜しき が 如く 馬 をのる もの 也。 己れ が 能くの るに まかせて 主人の 用 を 心得 

ル カラ ル  (冷) 

ざらん は不レ 可, 然 也と 戒め 玉 へ りと 也。 又駿河 あべ 川に て 御馬 ども を 水 かひ ひやしけ 

るに、 必ず 川の 向 ふへ こして ひやすべし， 自然に 川 をた やすく こす こと を しるものな 

り と 仰せ ごと ありと ぞ。 

師曰 はく、 勇士 を赏祿 して 馬 鷹 を 賜 はり 太刀 刀を與 ふる 事、 各-心得 ある こと 也。 

あるに まかせて 其の 法 を 失 ふとき は、 賞 祿道を 失って 士 却つ て 不足 を存 ずる こと あり 

つべ し。 古 は 織 田 岸 藏坊と 村 上紀伊 守と、 時の 公方の 命に よって 敵 を 退治せ しに、 織 


田 は 比類な き 働 あり、 紀^ 守 はさせる ことのな かりし に、 歸 京の 時 • 織 田に は 馬 を 賜 

はり、 村 上に は 太刀 を 賜 はれり。 岸藏坊 御前 を 立ちて 大に 怒り 云 ひける は、 村 上 は 一 

戰 にく づれて 恥 をと りたる に、 某と 一 所に 御 i を 玉 はるの みに 非ず 御 劎を賜 はれり、 

村 上 は 此の 太刀 こそ 勳 功の 賞に よれり とて、 子孫に つたへ 家の 面目に 可, 備、 馬 は 生 

物 なれば 明日 を不レ 知、 後代に のこるべき やうな し * 早 や 馬 を 打ち ころし 皮をはぎ 太 

鼓に はり、 此れ こそ 將 軍より 賜 はりし 馬の 皮よ と銘を 打ちて 子孫に 可 レ傳、 只 だ 各- 

武勇 をす てて 酒 をのみ 習 はれよ、 村 上が 上戶ゅ ゑに こそ 如レ此 面目に あまれり とのの 

しりて 出で たり。 將 軍犬に 輿 を さまし 玉へ りと 云 ふ 物語 あり。 すべ て 軍 前に は 太刀 を 

：  賜 はり 馬 を 賜 はらん も、 ともに 勇士の 恩賜と 云 ふべ し、 伹だ節 刀の 心 を 以て 云 はん は 

格別 也。 よろ づに心 を可レ 付； J と 也。 

(1) 苘康の 

記事 宗 五大 i:  三 o 禮 用の 威儀 

紙に も あり  (二  (-二 

^^き^ I  師曰 はく、 故實撰 要に 云 はく、 人の 元服の 引出物、 弓 征矢 を 遣し 候に、 切符の 羽の 

と 白と 斑な す  ル カラ ハス  (总) 

なり  付きた る 矢 を不， 可レ 遣の 由 也。 其の 外物い まひす る 人に 祝言の 時、 聲の ひびき わろ き 
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な 吾 改十條 時        に 二 の 三 

ら饔て 及 Ttra に H 吾^ 後 巧 出 《 吾 條年荅 
す 锼必ひ  *。 日出 十お 宗 の 待 づニ妻 に 十 « 

と r- 加 以 正 づ ^鏡 北 所 日 鏡 出 n 镜 
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物斛 酌す ベ し。 叉 移 徙の時 火 性の 馬つ かふべ からず、 よめ 入の 時の 供に 猿の 皮う つぼ 

付けさせず、 猿 毛の 馬に のらず、 海な しの 鞍に 不レ 可レ乘 也。 人の 女む かへの 事 色々 い 

へど も、 先づ 初日より 二日まで 男女と もに 白き 色 を 著すべし。 三日め に 色直しと て 色 

の 赤き 物 を 著る 也。 三日め にあた る 日、 男の 方へ 女房の かたより 引 物 あり、 男の 方 

より はなし、 女房た ちな どに は 引出物 あり。 叉 こしょせ たる 役人の 女房に は 必ず 女中 

方より 引出物 あるべし。  - 

師曰 はく、 武家に おいて 元服の 禮 尤も 古 來 つつしめり。 源實朝 十二 歲 にして 元服 あ 

(二) 

り。 理髮は 遠 江 守 時 政、 加冠 は前武 藏守義 信と なり。 又 頼 朝の 時 建久五 年に、 江 間太郞 

に I さ ぶら ひ 

童 名 金剛、 十三に して 柳營 において 元服の 儀 あり。 西 侍 を かまへ て 三 行に 相 並び、 一 

方 は武藏 守義信 上座たり、 一方 は 千 葉 介. 畠 山 等、 一方 は 北 條時政 以下 也。 時刻に 將軍 

家出で 玉うて 御 加冠の 事 あり、 名字 は 太郞頼 時と 號す。 次に 御 銀 以下 を獻ぜ られつと 

わかぎみ (五)  f 六) 

東鑑に 出で たり。 又 西 明 寺 時賴若 公正 壽丸、 七歲 にして 康元ニ 年に 御所に おいて 元服 

のこと あり。 其 記 曰、 於， 一二 楝 御前 一有， 一 其 儀； 副 二 東 障子, 設ニ 御座； ^ 若 公 著 一一 童裝 

ヲ ル * セ (長 S-) ノ  ラ -i  -ー  ハリ  タス 

束； 被 武州 座 下； 時刻 將軍 家出 御、 若 公 被， 參 -I 御座； 次 賜 二 御 裝朿御 烏帽子-退 下、 


於，, 中 御所 西對渡 殿, 立-, S 風； 被. 著 二 所. 賜 之 御衣； §sm~ 騾^ 則 又 被. 參 M 簾 

-ー  シ  シ  ヲ， -I  D- ム  ノニモ タゲヲ  スレヌ 

中； 武州 扶持、 秋 田 城 介 持 H 參烏 帽子； ^ぉ 進 二 御前 簀子； 擦， 一 御簾 一進， 一入 之； 壹岐前 

"に ーォ ば 司 泰綱取 二 打 亂筲； 太 宰權少 试景頼 役 二  ^杯；， 柳 已上 作法 如， 先-次 奥州 起 二 侍 座； 

か に^, り ヌ 

Ifc- おこ fe- ら  テノヲ  ルセ  ノニ  ハリ  ノト  ルセ  二  M  X  ス 

(<T^K 經ニ廊 西椽； 被， 候 二 切妻 戶庇； 武州 者爲， 1 理髮 役； 被， 候， 1 籠 中, 云々、 次 武州參 進 理髮、 

ふ 水 を 盛る 器  二 ヲヒ. ノニフ  スニ  ス 二  ズスヲ  二 

次 新 冠 候 二 御座 前！ 給、 御 加冠、 次 新 冠 三拜、 次 本 役人 等 參進撒 二 雜具一 云々、 次 進物、 

次 新 冠 給 二 御劍！ 退出、 便 被， 著， I 侍 座； 有 11 三 獻儀ニ  K々、 次 新 冠 御前 酌、 次 預書ニ 下 御 

名字； |  土 御門 中 納言顯 方 給, 之、 被 レ授， 一武 州？ これ 元服の 禮容 也。 しかれば 將軍家 

自らの 御 元服 は 云 ふに 不レ 及、 時の 執 權歷々 の 息 は 御前に おいて 元服の 儀、 古 來の禮 

也。 これ 冠禮を 重んじて 其の 成人の 儀 を 正す の ゆ ゑなる ベ しとい へど も， 古来より 聖 

人の 大道 不レ詳 を 以て、 唯 だ 利害 を專ら とする にある を 以て、 速に 元服の 禮を おこな 

ふに なれり。 甚だ 可, 一 歎息 一也。 

はかまぎ  (九)  十二月 1 日 

(九) 前 師曰 はく、 古來袴 著の 禮 あり。 源 頼經關 東へ 下向して、 承久 元年に ニ歲 にて 袴 著の 

-  一 o 頁 金 3" 

Fo^^ こと あり。 武藏 守泰時 • 足 利 武藏前 司 義氏等 小 侍に 著 座して 其の 儀 あり。 賴經の 若 公 

ちゃく こ 

頼， 1 は三歲 にして 十 一 月廿 一 日に 著 袴の 事 あり。 母 儀 を 1 1 楝の 御所と 云 ふ、 これにお 
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二) 

(二) 漢武帝 

の 糾大. ！？ ぉ大 

WW となり、 

^おも 受けて 

幼キ： 昭 帝を輔 

&す。 功に よ 

り^^ 侯に 5； 

ぜら る。 政 車 

S む 彼れ に 決 

す 


いて その 儀 あり、 承久の 嘉例に まかせ、 前 武州御 腰 を 結び 奉れり と 也。 

r 足ネ)  二)  ス  ヲ 

師曰 はく、 源 義滿應 安元 年 元服、 武藏守 頼 之爲二 加冠； その外 代々 の 公方 各-加冠 


(二 


の 儀 あり。 義滿の 威 甚だ 重く して、 天皇の 元服に 理髮の 役 をう け 玉 はり、 霍 光が 漢の 

昭帝を 輔佐せ しに 比せり。 二 條の關 白 師嗣の 子道忠 は、 義滿の 諱字を 賜 ひて 滿 基と 改 

む。 是れ より ニ條家 代々 將軍 家の ま 字 を 賜 ひて 家例と す。 如, 此 こと 舊 記に 出づ とい 

へど も、 唯 だ是れ 元服の 例、 字 を 賜 ふの 法， 家の 例 儀式までの ことにて、 更に 人倫 を 

重んずる の ゆ ゑに 非ず。 ここ を 以て 下宫の W は 元服の 法 もな く、 皆 心に まかせて 私に 

する になれ る 也。 


三 一 財寶 の受與 

師曰 はく、 平時 政 子息 義 時に 傳 へて 云 はく、 金銀 米錢 絹布 等の 諸-の 財寳 は、 いか 

カラ フし た. 

なる 珍 物な りと 云へ ども、 あながちに 惜しき ことに 不 レ可レ 思、 諸人の 親しま れんに は 

ル * ラシ ム 

これ を あたへ て不, 可, 惜也、 所領の こと は詳に 分^して 人に あた ふべ し、 所領 は萬寶 

の 根 也、 萬 寶は每 年に 所領より 出生す、 たと へば 日本 を領 すと も 其の 限りの ありなん 


なれば、 一 畝 を あた ふれば. 一 畝 減ず、 可 二心 得 一也と いへ りと 舊記 にあり。 案ずる に、 

時 政道 を しらざる を 以て、 其の 言 そのこと わり あるに 似て 其の 本大 にか はれり。 金銀 

等 を 人に あた ふると も、 詳に 分^せず して あた へん こと は、 皆 人に 害 を あた ふるに な 

りぬべし。 何 ぞ是れ を ゆるがせに せんや。 況ゃ財 寶を與 ふる 事 人 を 親しまん ため 也と 

はじ ゆつ 

思 ふ 事 甚だ あやまれり。 是れ 彼の 伯 術に おちて あてて する の ゆ ゑ 也。 君子 何ぞ これ を 

用 ふべき や。 所領の 大 節なる は 勿論 なれ ども、 萬寶の 根なる を 以て 大 節と 云 ふこと に 

は あらず。 所領 は 人 を を さめ 所 を をさむる の 道 以てた やすから ざるが ゆ ゑに 是れ を大 

事の 祿 とする 也。 世の 道 を不レ 知して 利口 を專ら とする 輩 は、 皆 時 政が 言の ごとき を 

よしと 思 ふ、 是れ 金銀 を不, 惜の 言に 似て、 萬寶の 根な らん もの を祕藏 せん は大 なる 

財寶の 欲な り。 よく/ \ 心 を 付くべき 也。 

師曰 はく、 古き 書に、 源賴朝 天下 を 草創して 祿の 大小 を 行 はれん とて、 北 條の時 政 

カラ 

に 相談 ありけ る、 大功の 輩 多く 候と も大 祿を與 ふ不, 可、 唯 だ 金銀 珠玉の 物 絹布 等の 

もの を與 へ、 叉 美人 をつ か はさるべし といへ り。 元 弘以來 公家 法 を不, 知して、 尊 氏 • 

義 貞に大 祿を與 へ、 つ ひに 身 を 苦しまし むる に 至る こと は、 只 だ 自縛す るに 同じと 出 
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せり。 是れ皆 伯 術の 論に して 正論に 非ざる 也。 

師曰 はく、 平泰時 民の 勞を 悲しんで 珍しき 雜具新 渡の 唐物 等 を不， 愛、 自然 諸國大 

名 等 是れを 上る 時 は 泰時氣 色 損じて、 定めて 此の 代 莫大に ぞ侍 るらん、 此の 具の 德^ 

に 侍る まじ、 只 だ 類 少なく 珍しく いつくしき 故に こそ 我れ に はたび けん、 御 志の ほど 

は 感じ入り 候へ ども、 民 を はごくむ 用に もな し、 國の亂 を しづむ る 便に もなる まじけ 

れば、 別に 詮なき ものに こそ、 此れ等の 無用の 具 を 買 求めて 國の財 寶を盡 さん こと、 

最も 口惜しき 御 はから ひに や、 御邊の 分限 は 存じ 仕りて 候に、 さまでの 非， 一大 名； 此の 

具の 代 を被レ 出な ば、 百姓の 事 は 申す に不, 及、， 家の 子郞從 にも 別儀の 役 を かけ 玉 ひな 

ん、 又 御身 も財寶 忽ちに つきて 貧 身と なり 玉 ひなん、 其の 時 國を亂 らん 者 出 來んに は、 

かへ すぐ 

何 を 以て 遠 國在陣 をつ とめて 郎從を も 扶助し 玉 はんや、 御 心中 こそ 返々 もお ぼっかな 

けれと て、 其の 代 を あたへ て 其の 具 をば 捨てお かれしと にや。 此の ゆ ゑに 人 皆 珍しき 

雜具を ささぐ る こと を 止めけ り。 而 して 在錄倉 中に、 兵の 粮薪 木の 用な ど、 分々 に隨 

つて 與 へられし と 也。 叉 頭 人 • 評定 衆、 人の 土產 をう けて それにます ほどの 返禮 をい 

たす をば 泰時 これ を赏 し、 欲深く してう けて 返禮 のな きをば 私に 尋ねて、 返 鱧 あられ 


候へ、 遠國 より 來 りての 在 鎌 倉 は さぞ や 財 もつ きなんに、 傍 は 近邊に 所領 を 持ちな が 

ら、 扶助 こそな からめ、 剩へ 彼れ が 財 をう け 玉 ふこと 法に 背けり と被レ 申け りと 也。 

師曰 はく、 古老の 覺 書に、 內 輪の 者 所持の 馬 *縻 其の 外 太刀 • 刀 • 繪贊 • 唐物 以下 

むりに 所望 ある まじき 也。 內 輪に 所持の 重寶は 何も 主の もの 也。 但し 一 段 所望なら ば 

キ  (兒激 ) (聞) 

相當 一倍 を 以て 所望す ベ し。 無, 左と き はみ ごり きき ごり に 所持の 名物 を 他所へ 出す 

もめ 也。 惣 じて 代物 黄金 充滿 すれば、 大名に よらず 末々 の 者まで、 一度 は 凶事 出来し 

て 滅亡す る ものと いひ 傳 へたる 也。 

師曰 はく， 高 坂 彈正云 はく、 一 郡 一 國を領 する より は、 無欲に てすり きりはて て 身 

體 破れた ると 云 ふためし、 つ ひに 舊記 にも 不 A 考也。 欲 ふかくして 侍に うとまれ、 財 

寶 府庫に 充滿 して 國 亡び 家 破れ 身 體を失 ひたる こと は 古より 今以て 然り。 此の 處 よく 

可 11 了簡 1 也。 

師曰 はく、 世に 貨殖と 號 して 手 ま はし を 致して 財 を あつむる ことをこのむ 者 あり〕 

レ  、 

人の 手前の 不レ叶 をた すけて 金銀 を かす こと は、 專ら かれ を 利す るの ゆ ゑん 也。 かれ 

(6 

我が 金 を かり ざれ ども、 人の金 を かりて 過分に 利 を 出す なれば、 利 足 を やすくして 金 
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を かして 金 を あつむる、 是れ手 ま はしと 云 ふ もの 也、 君子の 致す 處に 非ず。 孔子の 十 

哲に そな はれる 子 貢が やすき を かうて 高く 賣 りて 財 を あつめた ると 云 へ る 事 あれ ども- 

是れ 以て 可, 然 ことに あら ざ る 也。 薪 材木 米 等の やすき を かうて 蓄買 その 用 を かな ふ 

る こと は是れ 究理の わざ 也。 不レ 入金 銀 を 手 廻し して あつめん こと は、 豈 君子の 致す 

處 ならん や。 すべて 可 二戒愼 一也。 唯 だ 分 を 守りて 奢を不 i 究、 有餘 不足 を 考へ人 を 養 

ひ 人 をた すくる の わざ を必 とせん 事、 是れ 人の みち 也。 

師曰 はく、 武士の 本意 利害 をす てて 道 をた だすに ある こと 也。 ここ を 以て 云へば、 

馬 • 鞭 • 太刀 • 刀す ベ てえ ならぬ 器に 至る まで、 聊 もこれ を責 くうりて 利 をえん こと- 

を 欲し、 やすき を 求めて たかくう らんこと を 思 ひ、 今の 世に 云 ふ處の ほり 出しな ど 云 

ルラ  め きき 

ふこと、 目に も 耳に も ふるべからず。 されば 不レ入 事に 目の ききて、 その 目 利 を 得る 

辈 ややもすれば 道具 を 好む、 是れ利 心の ふかき ゆ ゑな り。 かへ すぐ 君子の 行跡に あ 

らず。 しかれば とて 財 を 山に すて 海に いれよ と 云 ふに あらず。 唯 だ 詳に 究理す るに あ. 

りぬ ベ きなり。 


三 二 游會の 節 を愼む 

師曰 はく、 人の 游會を 好んで 朝夕 これ をた のしむ は、 その 身無學 無能に して 物の こ 

とわり を不レ 知が ゆ ゑに、 官暇 あらんと き は 宿に 居て 何事 もすべき わざの なく、 終レ日 

のた よりな きが ままに、 人 を 我が 宅に あつめ 人の 宅に ゆきて 四方 山の 物語 をいた し、 

ものがたり もさまで 多く はなき 物 なれば 月よ 花よ と 事 をよ せ、 月 花 も かぎり あれば 酒 

食 を まう け、 酒 食 も 人ず くな にて は與 なきが ゆ ゑに 男女の 色 を 以て 慰と して、 つ ひに 

酒に ふけり 色に 惑 ふに なれり。 是れ 我れ にいと ま 多き を 以て 日を暮 すべ き 便の なき ま 

5 まれつ き 

まに 致す わざ 也。 或は 又 生付靜 かにして 引き こみが ちなら ん辈 は、 氣 のっか ふる 處ぁ 

る を 以て 必ず 病 者 也。 病 者 なれば、 此の 病 は鬱氣 より 出で たり。 山水 を 弄し 風月 を翫 

お) i び、 管 絃 • 郢 曲. 波 佐羅を 以て その 氣を なぐさめ、 病 さりな ばとの 游樂 をば やめつ ベ 

しな ど 云 ひて、 鬱氣を 散ず るの 術と 號 して、 初め このまざる 輩 もしば らく 是れ にたよ 

りて、 後に はこれ を 平生の 樂と 存じ、 これ を 見聞して あそ. ば ざれば 却って 病 生ずる と 

(ち 

1K ひなせ る 輩 世に 多し。 或は 愁を 忘れかぬ るの 輩、 或は 世 を さみし 時 を 述懐す る靑 侍、 

或は 何事 も 常な き 世な り、 唯 だ 今日の 樂 こそよ からめ、 生前 ー盃の 酒に しくべからず 
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と觀 念の もの、 皆 游樂を 事と する になれ り。 君に つかへ ハ乂 にっかへ 夫婦 朋友 子弟の 間 

カラ ル 

にあらん 輩の、 君 父へ 對 して 不, 可, 然、 夫婦 朋友 兄弟に 對 して 宜しから ざるす さび を 

なしなん こと は、 皆是れ 小人 惡 人の わざ 也。 我が身に つか. ふる 君 も 父 もな く、 つか ふ 

べき 臣下 僕從 もな く、 夫婦 朋友の 交り もな きもの は、 彼の 桑門の 世す て 人 • 乞 食 • 非 

人の 世に なし ものな ど は、 いか やうに 身 を もちても、 人の 嘲り 世のと が ありても * そ 

の もの 一 人の 天罰 也。 祿を得 身 を 立て 五倫の 交り をな して、 終日 無作法な るふる まひ 

を 致し * 酒色 音聲を 弄して 一家の 事 を もしらず、 財寶を これにつ ひやし， 可 レ養人 を 

不レ 養、 もつべき 道具 を もたず、 可 レ究道 をき はめず、 可い 勤 わざに くらく、 家職 をし 

らず、 君 父， への 志 をな みせん こと は、 殆ど 天下の 大罪 人と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 位高く 富 畳なる に隨 つて 暇 日 多き を 以て、 今日はい かがして 日 を 送らん 

夜 を あかさん と 思 ふに 至る もの 也。 位高く 祿畺 ならん 人 は官賤 しく 祿 すくなき 者より 

暇な くさまん \ の 日用 あるべ きに、 道 を しらず つとめ を不レ 知が ゆ ゑに 只 だ 暇の 日の 

み 多くして、 游樂に ふけらず して 不, 叶 ことのみ 也。 たと へば 學問 稽古の こと も 多く 

は游樂 のた よりと なれり。 彼の 詩歌 管絃は 禮樂の その 一 つに して、 却って 月 花に 付き 


て 題 を 賜 ひて 口ずさむ わざとの みなりぬ。 今の 禁裏 • 仙 洞 • 公家 • 門跡の 詩歌 管絃の 

家と なれる が 如し。 豈 詩歌 管 絃游會 は 無益の 物と なすべき や。 是れ 身の 養なる ものの 

いたす 擧問は 却って 游樂 になれ るの ゆ ゑ 也。 尤も 可, 愼也。 

師曰 はく、 世の 舉に 志し 道 を 求む るの 輩、 多く は 世人と 交 はるをば 益な しと 號 して、 

その 會を のがれて その 隙に 書 をよ み學 をね らんな ど 云 ふこと を專ら とす。 是れ 甚だ あ 

やまり 也。 游會 する も 世の ことわざ 也、 朋友 を 親しむ の 道 也、 君臣 和合の たのしみ 也、 

佳辰 令 月の 弄、 風俗の いたす 處 なり、 何ぞ これ を 嫌 はんや。 唯 だ 游會は 波 佐羅を きら 

ひ淫聲 を さりて、 人の 心 を とら かさざる をよ しとすべし。. 1 向 人の 交りに 益の ありな 

ん こと 斗り をね がふ は、 身 を 利す るの 心なる を 以て、 君子の 道に あらざる 也。 物と お 

しう つりて 更に 凝滯 すべ からざる、 これ を こそ 君子と は 云 ふべ き 也。 

i  いでき た 

師曰 はく、 元 弘の亂 に 公家 一統して、 建 武に叉 亂出來 りて つ ひに 武家の 天下と なり 

ける が、 相 摸 守 高 時が 成敗せ しほ ど は、 諸國の 守護 大犯三 ケ條の 撿斷の 外 はいろ ふこ 

二) 平素の  ノ  ( 

fs^!!u な とな かりし、 今 は 大小 事 只 だ 守護の はから ひに て、 ー國の 成敗 を雅 意に まかせ、 地頭 

(二) 莊 a の ひ.： rl  -  ]  .  ,  (二) 

摘有者 の 地位 御家人 を 郞從の 如くに 召 仕 ひ、 寺社 • 本 所の 所領 を 管領し、 都に は國々 の 大名 幷に執 
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事 • 侍 所 頭 人 • 評定 衆 • 奉行 • 寄 合 以下の 公人 ども 家 を 結びて 茶の 會を まう け、 異國 

二)  おも ひ/、 

(に >? の 本朝の 重 寶を百 座の かざりと して、 曲祿の 上に 豹 虎の 皮 をし き、 思々 の 緞子 金襴 を 裁 

け 作 ち 著て、 列 をと との へ て 並び 居た る は、 只 だ 福 莊齩の 床に 千佛の 光り を 並べ て 坐せ る 

：  に不. 異。 異國の 諸侯 は游实 をな す 時、 食膳 方丈と て、 座の ま はり 四方 一 丈に 珍 物 を 

* ラル  -  ひろ を しき 

具 ふ。 それに 不， 可, 劣と て、 面 五 尺の 廣折布 十 枚なら ベて、 十番 齋の點 心、 百 性 五味 

の 魚 鳥. 甘酸の 菓子 色々 さま， 並べ 置きたり。 食後に 旨酒 三獻 過ぎて、 茶の かけ も 

の 百 物 百の 外 又 前 引の 置物 をいた す。 そのつ ひえ 幾千 萬ぞ や。 せめて 取りて かへ らば、 

互に 是れを 以て 彼れ にか へたる 物と も 云 ふべ し。 見物の ために あつまる 田樂 童. 傾城 • 

白拍子な どに とりくれ て、 各-手 を { 仝 しくして か へりければ、 究 民の やしな ひに もな 

らず、 孤獨 のた すけに もな し。 此の 茶の ことす みて は 後に 博奕 をして * 一夜の 勝負に 

五六 千 貧 を 空しく す。 是れ皆 民 をし へたげ 人の 財 をお さへ てあつめ し處 なれば、 國に 

訴論 やまず、 訴人 來 りても 游 興に ふけりて これ を不， 聞、 たま/ \ その 評定の 曰に あ 

つまれ ども、 夜前の 游興 酒色に くたびれて、 萬 事 心に 不， 入、 大方 は 睡眠 あり。 而し 

て その 曰 は 評定の 席より 直に たれが しの 振舞 游興 など 約束 あれば、 诉 論の 實否 をた だ 


さず、 速に 埒を 明けて、 その 時分に なりぬ といそぎ か へ る。 晝 夜に 工夫し 究理しても 

元よ^き はめが たき 我が 知惠 を、 如, 此 いたして なり ゆく に 任せた らんに は、 天下の 

亂 出来らず して 不レ 可レ叶 こと 也。 尤も あさましき 政な り。 ここにお いて 初めて 武藏守 

頼之儉 約の 政 を 制して • 如レ 此の 游興を やめし めけ るが、 晚 年に 義滿叉 その 質不, 正レ 

て • 北山の 金閣を かまへ 行幸 をな し 奉り、 武家の 奢侈 ここにき はまれり と 也。 以て 後 

代の 戒 とすべ き 也。 

師曰 はく、 義詮の 管領 斯 波の 道 朝が 將 軍へ 對 して 別 心 をお こしける は- 佐々 木 佐 湾 

判官 入道 道 譽が大 原野の 花の 會の游 * を まう けて、 道 朝が 將 軍の 柳營 において 花 下の 

游宴 をな さんと いたせし を 引きち がへ しめたる より 事お これり。 如 k 此の わかち- 皆， 

游 宴の 道、 その 道なら ずして" しきりに 耳目 を おどろかす を專ら とする の ゆ ゑ 也。 

師曰 はく、 璺 臣秀吉 甚だ 游會 を專ら として、 高 野 詣 • 北 野大茶 湯. 醍醐の 花 兌、 

各，' 以て 人の 耳目 を 驚かせり。 是れ叉 武將の 本意に 非ず、 唯 だ 天下 を 以て 己れ が 私 を- 

な して、  四 支の 安佚 を專ら とする の あやまり 也。 以て 可, 愼。 

師曰 はく、 大權現 常に 御 狩 を このましめ 玉うて、 駿 河に 御座の 間、 正月より 七月 # 
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では 東 國の御 狩、 秋より 冬まで は 三 • 尾の 間に 游行 まし/ \ ぬ。 是れ 只だ武 をなら は 

し 兵 をね り、 民 を 安んじ、 その 艱難 をし ろしめ されん との 思 召なる べし。 
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